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序

柳之御所遣跡は、 平安時代末期の約100年間にわたり北方の王者として繁栄を誇った奥小l·I藤原氏の
残した遺跡で、 特別史跡中尊寺境内、 特別史跡毛越寺境内附鎮守社跡、 特別史跡無量光院跡などの文
化財と並び、 当時の平泉の核をなしていた遺跡の一 つです。

本遺跡は、 昭和63年から（財） 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー （現（ 公財） 岩手県文化
振興事業団埋蔵文化財センタ ー ）、 平泉町教育委員会が実施したー級河川北上川上流改修ー関遊水地
事業及び国道4号改修平泉バイパス建設事業に伴う緊急発掘調査により、 大規模な掘立柱建物跡 ・ 園
池跡 ・ 堀跡などが確認され、 また、 膨大な量のかわらけや木製品など、 質・量ともに卓越した遺物が
出上いたしました。 これらの豊富な遺構 ・ 遺物により、 本遺跡が『吾妻鏡』に記された「平泉館」で
あることが指摘されています。

このような経過のなかで、 遺跡に対する建設省（ 現国土交通省） のご理解により、 平成5年には遺
跡の保存が決定し、 平成9年3月に『柳之御所遺跡』として国の史跡に指定されました。 県では、 本
遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認識から、 史跡公園として整備して後世に伝えるとともに、
広く活用していきたいと考え、 平成10年度から史跡整備に向けた発掘調査を実施してきました。 史跡
公園の公開も進み、 これまで多くの方々にご来園いただいております。 また、 調査で出土した資料は
その価値の高さから平成22年に国の重要文化財として指定されています。 これらの資料の保存と、 遺
跡と合わせた活用を今後とも図っていく所存であります。

これまでの継続的な発掘調査により遺跡の中心 部と考えられてきた堀に区画された内部の範囲の発
掘調査が進展してきました。 本報告書は昨年度刊行した図版編と合わせて、 岩手県教育委員会が実施
してきた遺跡堀内部に関わる内容確認調査を中心 にその調査成果をまとめるものです。

最後に、 発掘調査の実施と報告書作成に当たり、 ご指導 ・ ご協力を賜りました平泉遣跡群調査整備
指導委員会の先生方、 文化庁、（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー 、 平泉町教育委員
会、 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所をはじめ関係各位に深く感謝申し上げますととも
に、 本書が平泉文化研究発展の一助になれば幸いです。

平成31年3月

岩手県教育委員会

教育長 高橋嘉行



例 戸

1 . 本報告書は柳之御所遺跡の堀内部を中心とした内容確認調査の発掘調査報告書の本文編である。
本報告書は本文編と図版編で構成される。 なお、 本書では2条の堀及びそれに囲まれた範囲を「堀
内部地区」と呼称する。 また、 堀の外側の柳之御所遺跡の遺跡及び史跡範囲については「堀外部」
と記す。

2 . 本書には柳之御所遺跡の解明及び整備に係る資料を得ることを目的に国庫補助事業として岩手県
教育委員会が主体となって実施した調査の成果を掲載した。 調査一 覧等は本文絹に掲載するが、 柳
之御所遺跡堀内部に関わる調査の大まかな区分は下記のとおりである。 なお、 この他に平泉町教育
委員会による住宅等の小 規模開発への対応に伴う調査などがある。

調査目的 調査次数 調査主体
学術調査 1 ~10 平泉遺跡調査会
緊急調査 21 · 23 · 28 · 31 · 36 · 41 （財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー

範囲確認調査 37 · 38 · 42 岩手県教育委員会 ・ 平泉町教育委員会
内容確認調査 47 · 48 · 49 岩手県教育委員会
内容確認調査 50 · 52 · 55 · 56 · 57 · 59 · 岩手県教育委員会

（本書の主な対象 ） 64 · 65 · 68-70 · 72-79 

3 . 本書にかかる発掘調査については平泉遺跡群調査整備指導委員会（旧 柳之御所遺跡調査整備指
導委員会）の指導と承認のもとに行なっている。

4. 出土遺物及び遺構の整理等は各次調査における概報作成時に各次の調査担当者が行なっている。
掲載写真や図作成は、 これまでの岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課柳之御所担当の職員に
よる整理に基づくものである。 調査整理の職員体制は本文中に記載している。 調査及び整理と平成
16年以降に本格化した史跡整備にあたっての遺構遺物の再整理は、 斉藤邦雄 ・ 佐藤嘉広 ・ 岩渕計・
大関真人 ・ 羽柴直人 ・ 杉沢昭太郎 ・ 西澤正晴 ・ 村田淳 ・ 伊藤みどり ・ 村上拓・櫻井友梓が主に担当
してきた。 特に史跡整備にあたっての再整理では、 佐藤嘉広 ・ 杉沢昭太郎・西澤正晴が中心となり
遺跡内の多岐にわたる事項について検討を行ってきた。 本書はそれらで得られた多くの成果を受
け、 内容の再確認と一部資料の再整理を行なったものである。

5 . 文字資料の釈読については岡陽一郎、 阿部勝則、 小岩弘明、 時田里志、 七海雅人、 平田光彦の各
氏と岩手県教育委員会による共同研究の成果を含む（ 岡ほか2012 · 2013)。

6. 遺物実測図及び遺物写真は既に各年次刊行の発掘調査概報に掲載しており、 本報告書では主要な
ものを抜粋し、 それぞれ本文編及び図版編に掲載する。 かわらけ等の土器類の図の多くは概報を参
照されたい。 本書で掲載の遺物図面は過去の整理資料に基づき、 再実測及び再トレ ー スを行ってい
る。 また再トレ ー スにあたって、 一部に加除修正を行った。 遺物の再実測及び遺構 ・ 遺物の再ト

レ ー スは阿部めぐみ ・ 石川奈奈子 ・ 岩渕恵美子 ・ 木村路子 ・ 前田優子 ・ 櫻井友梓が行った。
7. 本報告書は、 4に記した調査整理とその再整理の成果から柳之御所担当職員の協議と検討のも

と 、 木村路子・阿部めぐみが図版作成を補佐し 、 櫻井友梓が執筆 ・ 編集した。
8 . 本報告書作成に係るデー タや図版等は岩手県教育委員会が保管している。



凡 例

1 . 本書で用いた追構の呼称は、 調査時に付した名称である。 逍構名 の記載については追構略号の前
に調査次数を付してある。 なお、 複数年次にわたる調査で明らかに同一と認定される遺構について
は当初の調査時の遺構名を継続して使用した。 その際、 昭和63年度に（財）岩手県文化振興事業団
埋蔵文化財センタ ー （現（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー ）が実施した調査時の
方法に準拠し、 下記の略称を使用し、 本書でも記載している。

SA:塀．柱列 S B:掘立柱建物 SC ． 道路状遣構 SD:溝・堀 SE:井戸 •井戸状
遺構 SG 園池 S K ・ 土坑・柱穴の一部 sx: その他 S I :竪穴遺構 p:柱穴
例：21SK 1 第21次調査の第 1号土坑

ただし、 建物跡の一 部について、 既往の報告書で「HSB」の略号を付したものは（岩手県教委
2004)、 混乱を避けるため、 それを利用した。 これは主に遺跡南側の21次・23次調査範囲の再検討
によって把握可能と捉えた建物跡にあたる。

2. 平面図では、 同 一の範囲を複数次にわたって調査したものについては、 最終次調査の図面を基本
に編集を行なっている。 ただし、 本来の遺構形状が埋め戻しまでの期間での崩壊などの不測の事態
により変化したと見なしうる場合などは、 本来の遣構形状を反映して図化していると考えられる次
数の図面を採用している。

3 訓査が長期に及んでいるため、 調査次数の差異や同一調査時でも様々な要因により遺構の線表現
が連続していない場合、 同一と見なしうるものなどは原図等から補正を行なったが、 判断ができな
いものは原則として線の補正を行なっていない。 そのため、 同 一の溝とみられるものでも線が不連
続になっているものなどもある。 ただし、 これらの多くは時期不明の遣構で、 遺跡の評価や検討に
大きな影響は及ぽさないものと判断できる。

4 . 本書の主な対象は上迩のとおり国庫補助事業による内容確認調査だが、 同一の追構が連続する部
分など一部、 緊急調査時等の図面を合成して作成している。 それに際しての補正内容も上記3 · 4
のとおりである。

5 遺構の埋土観察、 遺物の色調観察に際しては『新版標準土色帖』 を参考にした。
6 遣構及び遺物写真図版に掲載した写真は各年次刊行の概報に掲載されたもの及びその後の整理事

業等で作成したものである。 遺物実測図の作成はこれまでの整理に基づくが、 実測図等では再実測
したものを含むほか、 再トレ ー スにあたって線の加除修正など調整を行った。

7． 遺物写真図版においては各調査時ごとに割り振られている登録番号を遺物番号として記載した。
8. 遺構図の縮尺は、 それぞれにスケ ー ルを付して各図に示した。
9. 遺物図版は土器類は1/4、 木製品類は1/6及び1/12を基本に掲載した。 それぞれにスケ ー ルを付し

10. 柳之御所遺跡の調査では、 遺構の測量や遺物の取り上げなどの作業に際し基準となるグリッドを
（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー が1988年からの緊急調査に際し平泉町教育委員会と
協議のうえ設定している（岩手県埋蔵文化財センタ ー 1995)。 平面直角座標第 X系（旧日本測地系

(T . D.） ） をもとにした 5 X 5 illグリッドで、 柳之御所遣跡の遺跡範囲（堀内外部を包括する周知の
埋蔵文化財包蔵地） の北西端辺りが原点(0, 0) となる。 南北方向の基準線に対して真北は西に
0° 11'振れる。 柳之御所辿跡内での継続調査においては1988年以来進めているグリッド内での位



置を示すことが調査研究の継続上有効と考えており 、 従来の局 地座標で行っている。 本報告書での
記載も原則としてこの局 地座標値で記す。 なお、 基準の座標値は設定時の旧日本測地系(T.D) で
下記のとおり である。
(50,50) X座標： 一 111,870.000、 Y座標：24,930.000
(100,100) X座標： ー 112,120.000、 Y座標：25,180.000

柳之御所遺跡調査における記載では、 49次調査まではグリッドの呼称をX座標方向、 Y座標方向
の順に記載していたが(47-49次調査では原図ではX-Yになるが、 報文作成段階で錯誤がある。）、
50次調査以降、 その順を逆転させY座標方向、 X座標方向の順で呼称・記載されている。 混乱を最
小限にとどめるため、 本書においてもこれに基づき、 たとえば66-70(Y-X) グリッドならばX軸
方向が70、 Y軸方向が66を示している。

また、 本遺跡では大規模な調査の開始以降に宮城県東部地震(2008年） や東日本大震災(2011
年） の影響により 大きな変動を受けており 、 その後に行った再測鍼において当遺跡内での座標変動
とその数値を改めて確認している。 その変動値の参考として、 遺跡内に配置した測量の座標値を下
に示す。 変動値をみるとそれぞれ変動が確認できるが、 遺跡全体が概ね同様の変化を示しており 、
遺跡範囲といった比較的狭い範囲での相対的な位置関係には大きな変化はみられない。 このことか
らも遺跡内での局 地座標を継続して用いることが可能であると判断している。

基準点座標値 会多 考
（旧日本測地系） 世界測地系(JG.D2000) 世界測地系(JG.D201l) 

岩教委No.l X -11203.591 -111728.332 -111729 742 
Y 25022.588 24722.240 24724.980 

岩教委No.2
X - 112151.906 -11843.647 -111845.063 
y 25179.171 24878.824 24881.572 

岩教委No.3 X -112085.860 -111777.601 -111779.014 
Y 25079.862 24779.514 24782.259 

岩教委No.5 X -111882.041 -111573.783 -111575.201 
Y 25048.864 24748.514 24751.258 

岩教委No.6
X -111949.196 -111640.938 -111642.353 
Y 25001637 24701.289 24704031 

岩教委No.7 X -111795.662 -111487.405 -111488.820 
y 24892.200 24591.851 24594.586 

11. 遺物出土位置及び遺構検出位置の表記については10のとおり とする。 遺構のうち、 掘立柱建物跡
など複数のグリッドにまたがる遺構については、 位置の参考として中心や北西付近のグリッド数値
を表記する。 遺構の大きさ等の数値はcm単位で記載し、 尺度は平泉における当時の基準尺度が不明
でその検討の必要もあろうが、 本書では 1 尺＝30.3cmを便宜的に用いて記載した。

12. 新旧関係を 示す遺構の切り 合い関係がある場合は、 「旧遺構→新遺構」 と記載する。 また極めて
煩瑣となるため、 12世紀の遺構と近但以降の遺構の新旧については、 必要不可欠なものを除き基本
的に本文中には記載していない。

13. 遣跡では2回にわたる大規模な災害の影響を受けて地形の変動が起きている。 平面的な移動への
対応については10のとおり である。 標高については当初の計測値と比べた場合に遺跡全体で15cm程



度の沈下が看取できる。 本文編に掲載する個洲辿構の図面等においては、 標高値を調査時の記載に
基づいて掲載する。

14. 造跡内で確認されている建物跡は後述の竪穴追構 1棟を除き、 掘立柱建物である。 以下で、 建物
跡とのみ記載した場合は掘立柱建物を指す。

15. 本文中で図口と記した場合は本文編での図番号を指す。 図版編の図を指す場合は「図版編図口」
と記す。

16. 図の標記は下記のとおりである。

遺構(12世紀・不明）

推定線
近世 溝

建物
ベルト等

攪乱

■ ------ ■ 

丁丁千

17. 本書に関連する主な既刊の報告書は下記のとおりである。 このうち、 緊急調査の内容をまとめた
岩手県文化 振興事業団埋蔵文化 財センタ ー の報告（（ 財）岩手県文化 振興事業団埋蔵文化 財セン
タ ー 1995『柳之御所跡』 岩手県文化 振興事業団埋蔵文化 財発掘調壺報告書第228集） に文中で言及
する場合には「埋文報告」 、 内容確認調査のうち1 · 2 次 3 カ年計画に基づく調査内容をまとめた
岩手県教育委員会の報告（岩手県教育委員会2004『柳之御所遺跡 ー 第57次発掘調査概報・猫間が淵
跡発掘調査報告 •第1 · 2 次内容確認調査総括報告書』岩文第118集） に文中で言及する場合には
「1·2次総括」 と略 す。 また、 教育委員会は「教委」と、 埋蔵文化 財センタ ー は「埋文」 と略 す場
合がある。

編著 年次 習名

（財）岩手県文化振興事業 1995 『柳之御所跡』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財発掘調査報告曹第228巣

団埋蔵文化財センタ ー 1989 「柳之御所跡J r岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（昭和63年度分）』岩埋文135集

1990 「柳之御所跡」「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（平成元年疫分）j岩埋文147集

1991 「柳之御所跡」『岩手県埋蔵文化財発掘調杏略報（平成2年度分）』岩埋文159集

1992 「柳之御所跡」『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（平成3年度分）』岩埋文178集

1993 「柳之御所跡」『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（平成4年度分）』岩埋文195集

1994 「柳之御所跡」『岩手県埋蔵文化財発掘調壺略報（平成5年度分）j岩埋文209梨

岩手県教育委員会 1993 『平泉辿跡群範囲確認調査 ー 第37次柳之御所跡発掘調査報告翡•-j岩手県文化財調査報

告判第94集（以下、岩文とのみ略す）

岩手県教育委員会 1994 『平泉辿跡群範囲確認調査 ー 第42次柳之御所跡発掘調査牧告聾 ー』岩文第96鉛

岩手県教脊委員会 1998 「柳之御所追跡」「岩手県内辿跡発掘調4t報告：苫（平成9年度）」岩文第103狛

岩手県教育委員会 1999 r柳之御所追跡 ー 第47 · 48 · 49次発掘調査概報」岩文第104巣

岩手県教育委員会 2000 『柳之御所辿跡 ー 第50次発掘調査概報」岩文第107集

岩手県教育委員会 2001 『柳之御所追跡ー第52次発掘調査概約1ij尉文第111集



編著 年 次 書 名

岩手県教育委員会 2002 「柳之御所追跡 ー 第55次発掘調査概報j岩文第113梨

岩手県教育委員会 2003 『柳之御所遺跡 ー 第56次発掘調査概報」 岩文第117集

岩手県教育委員会 2004 「柳之御所逍跡 ー 第57次発掘調査概報 ・ 猫間 が淵跡発掘調壺報告 • 第 1 · 2 次内容確懃

調査総括報告書」岩文第118集

岩手県教育委員会 2006 「柳之御所辿跡 ー 第59次発掘調査概報J 岩文第121媒

岩手県教育委員会 2007 「柳之御所追跡 ー 第64次発掘調査概報』岩文第123梨

岩手県教育委員会 2008 『柳之御所遺跡 ー 第65次発掘調査概報』岩文第125集

岩手県教育委員会 2009 『柳之御所辿跡 ー 第68次発掘調資概報』岩文第127集

岩手県教育委員会 2010 「柳之御所辿跡 ー 第69次発掘調査概報j 岩文第130集

岩手県教育委員会 2010 「柳之御所遺跡 ー 第 I 期保存整備事業報告書』 岩文第131集

岩手県教育委員会 2011 『柳之御所遺跡 ー 第70次発掘調査概報』岩文第133集

岩手県教育委員会 2012 『柳之御所辿跡 ー 第72次発掘調査概報』岩文第135集

岩手県教育委員会 2013 「柳之御所遺跡 ー 第73次発掘調査概報j岩文第137梨

岩手県教育委員会 2014 『柳之御所造跡 ー 第74次発掘調査概報』 岩文第140集

岩手県教育委員会 2015 『柳之御所造跡 ー 出土資料（重要文化財指定品） 目 録j 岩文第141集

岩手県教育委員会 2015 『柳之御所辿跡 ー 第75次発掘調査概報』 岩文第144梨

岩手県教育委員会 2016 「柳之御所遺跡 ー 第76次発掘調査概報』岩文第147猿

岩手県教育委員会 2017 「柳之御所追跡 ー 第77次発掘調査概報J 岩文第150集

岩手県教育委員会 2018  『柳之御所辿跡 ー 第78 · 79次発掘調査概報』岩文第153集

岩手県教育委員会 2018 『柳之御所遺跡 ー 堀 内 部内容確認調査 図版編』岩文第154集

18. 図版編の 一部記載の誤り を下記の と おり 訂正する。
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図53

誤
31SA2 

42SA21 

正
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第 1 節 柳之 御所遺跡 の概要

( 1 )  地理的 な 位 置

第 I 章 緒 戸

1 柳之 御所辿跡の概要

柳之御所遺跡 は 、 岩手県西磐井郡平泉 町平泉字柳御所 に 所 在 し 、 経度 ・ 緯度 は北緯38度59分28秒 、

東経141 度 7 分35秒 （ 旧 日 本測地系） であ る 。 遣跡が所在 す る 東北地方は 日 本列 島 に お い て 本州1 島 東北

部 に あ た る 。 そ の 地理的 な 位置 か ら 、 朝鮮半 島 や ユ ー ラ シ ア 大陸 に 近接 し 、 北東 ア ジ ア 世 界 の 中 で列

島 中 心部 と 北方世 界 と の 交流点 と し て 機能 し た （ 図版編 ー 図 1 ) 。 東北地方 は 中 央 を 奥羽 山 脈が走 り 、

そ れ を 境 に 大 き く 東西 に 日 本海側 と 太平洋側 と に 分かれ る 。 こ の 地理的 な境 界 は気候 な どの環境的 な

側 面や そ れ ら を 受 け た 歴 史 に も 大 き な 影響 を 与 え 、 現在 に 至 る ま で両地域 を 区分す る 様 々 な 面 で の 境

界 と な っ て い る 面 も 多 い。 平泉町が所在す る 岩手県 は 、 本州島の北半部の東北地方太平洋側 に位置す る 。

平 泉 町 は 岩 手 県南部 に 位 置 し 、 面積6,339k面、 人 口 約7,700人 の 町で あ る （平成30年現在） 。 岩手県南

部 か ら 中 央部 に 形成 さ れ る 北上盆地 は 海抜1,500~2,000m の 奥 羽 山脈が西 に 連 な り 古生 代 を 主 と す る

北上山 地が東 に 、 南端は西か ら 張 り 出 す磐井丘 陵 に接す る 。 平 泉 町が立地す る 北上盆地南部 は奥羽 山

脈か ら 発達 し た 大小 の 扇状地が南北 に 並 び、 平 泉 町 の 北 に は胆沢 扇状地が広 が る （ 図 版編 ー 図 2 ) 。

町の 中 央部 は北上 川 が北 か ら 南へ と 縦断す る よ う に流 れ る 。 北上川 は岩手県北部 の二戸郡 と 岩手郡

境 の 七 時雨 山 に 源 を も ち 、 奥 羽 ・ 北上山系 を 東西 に 分 け て 岩手 県 を 南 北 に 縦 断 し た 後 に 宮 城 県域 に 入

る 。 北上川 は幾度 も の 河 川 改修 を 経 て 、 現在 は宮城県追波湾 に 流 れ る 。 岩手県内 を 盛 岡 市 あ た り か ら

平 泉 町域 ま で概 ね平野部 を 流 れ る 北上 川 は 平泉 町 を 過 ぎ た 後 、 一 関 市 に お い て 狐禅寺狭窄部 に 入 る 。

こ の 狭 窄 部 は 川 幅が100m に 満 た ず 、 さ ら に 延長 も 約26 k m と 長 い 。 そ の た め 、 北上 川 上流 か ら の 水

量がせ き 止 め ら れ る か た ち と な っ て 、 流域 に 度重 な る 洪水 を 起 こ し て き た 。 特 に 、 昭和23年 の カ ス リ

ン 台風、 昭 和24年 の ア イ オ ン 台風 の 際 に は 大 き な 被害 を 岩手県南部に も た ら し て い る 。 平 泉 町や 一 関

市 で も 中 心市街地が浸水す る な ど大 き な 被 害 を 受 け て い る 。 こ れ ら の 被害な ど を 受 け て 計画 さ れ た 治

水対策の ひ と つ が一 関遊水地事業 と な り 、 後述す る 柳之御所遺跡の 調査要 因 と な っ て い く 。

な お 、 北 上 川 に は平泉 町 の北側で衣川 、 南側 で太 田 川 が合流す る 。 こ の 2 つ の 河 川 に 囲 ま れ た 範 囲

は 、 北 上 川 を 挟 ん で東側 に 標高596m の 束稲 山 を 主峰 と す る 束稲 山 地 、 西 側 に 標高200m ほ ど の 衣 川 丘

陵が広 が り 、 こ の 河 川 と 丘陵 に 囲 ま れ た 平坦 な 地形面が概ね 、 12世紀 当 時 に奥州 藤原氏が拠点 を 築 い

た 「平 泉 」 の 中 心的 な 範 囲 に あ た る 。

柳之御所遣跡 は現在の平泉 町 中 心部 の 東側 に 位 置 し 、 北 上 川 西 岸 の 河岸段丘 の 端部 に あ た る 。 遺跡

の背後 （北西側） に は 高舘の丘陵があ り 、 東 に 北上川 、 西 か ら 南 に か け て 猫 間 ヶ 淵 と 呼称 さ れ る 低地

に よ っ て 区切 ら れ た 河岸段丘上 に 立地す る 。 遺跡内 の現況標 高 は南側で25m 、 中 心部で27m 、 北側 で

は32m と な っ て い る 。 遺跡の北西側が高 く 、 南 東側 に 向 か っ て 傾斜 し て い る 。 猫 間 ヶ 淵 の 範 囲 は標高

22~23m ほ どで あ る 。 現在 は 国道 4 号バ イ パ ス 等 に伴 う 盛土造成 に よ り 北上川 と 遺跡 は 直接接 し な い

が、 造跡の調査開始時点で は北上川 と 遺跡 が接 し て お り 、 追跡 よ り 南東 の 範 囲 は標高22m ほ どの低地

と な っ て い た 。 12世紀当 時 の北上川 の流路は 判 然 と し な い が 、 現在の遺跡範 囲 は よ り 東 に 広 が り 、 河

川 も し く は 低地 と 接 し て い た と 考 え ら れ る 。 調 査結果か ら も 追跡 の北東側 は そ の 後 の 北上 川 の流路 と

な っ て 失 わ れ た こ と がわ か る 。 そ の た め 、 追跡機能 時 の 遮跡範 囲 と そ の 周 囲 の 地形 、 特 に 遣跡北 側 か
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I 緒言

ら東側の遣跡範囲や往時の様相には不明な点が残る。
遺跡範囲 は 昭和63(1988) 年から本格的に開始された緊急調査以前に は住宅地や田畑として利用さ

れていた場所で、 発掘調査においてもこれらに伴う地形改変や攪乱が多 く 認められる。 遣跡範囲のう
ち堀内部地区の全域とその外部の大部分 を含む平成9年に史跡指定された範囲 は、 開発対応の緊急調
査後に、 岩手県による公有地化が継続して行われている。 史跡公園としての活用も行われてきている
ものの、 整備等 は現在も継続している。

( 2 ) 歴 史 的 な 位 置

柳之御所遺跡が所在する地形面は後期旧石器時代には安定した地形面であっ たと考えられているも
のの、 平泉町域では旧石器時代に遡る遺物は確認されていない。 北側の胆沢扇状地では後期 を 中 心 に
旧石器時代の遺跡が複数確認されているほか、 ー関市花泉町域に は動物遺存体などの出土で著名 な花
泉遺跡が知られる。

平泉町で は縄文時代以降に は現在の地形面が形成されたと考えられている。 調査件数は多 く ない
が、 発掘調査事例でもこの時期から遺構 · 遺物が確認されている。 北上川西岸では泉屋遺跡で縄文時
代後期から晩期の集落跡が確認されている。 また、 柳之御所遺跡でも縄文時代後期から晩期の上器が
出土しているほか、 堀外部では剥片が集中した土坑も確認されている。 北上川東岸の長 島地区では縄
文時代後期の新山 権現社遺跡や縄文時代晩期の中村遣跡が調査されている。 また、 長 島地琶のうち標
高の低い現在の北上川沿いの沖積地においても、 本町 II 遺跡などで縄文時代の遺跡が確認されている。

北側の胆沢扇状地で は 弥生時代の遺跡も多く確認されているものの、 平泉町域で は 弥生時代の遺
構 ・ 遺物の調査事例 は 少ない。 北上川西岸では当該時期の遺物が散見されるが、 まとまった遣構 は確
認されていない。 北上川東岸の里遺跡では、 弥生時代中期の遺物が確認されている。

古墳時代に は 中 期後半に胆沢扇状地に は 角 塚古墳が造営される。 この周囲では前期からも集落が確
認されているほか、 中 半入遺跡のような豪族居館 とも 目 される遣跡も確認されている。 また、 古代に
おいても奈良時代以降に集落が多数形成されるほか、 9世紀初頭には胆沢城に鎮守府が置かれる。 平
泉町域 はおおむね現在の一関市域と合わせ、 古代に は 陸奥国の範囲になり、 磐井郡域にあたる。 な
お、 磐井郡の成立時期や位置づけには 未詳の部分が多い。 発掘調査による考古学的l青報も隣接諸地域
と比して少な く 課題も残る。 平泉町域では古墳時代から 8 世紀代にかけての遺構 ・ 遺物は確認されて
いない。 その後、 9世紀から10世紀代以降にかけて遺構 ・遺物が確認されるようになる。 泉屋遣跡で
は竪穴住居跡が確認され、 墨書土器の出土も注 目 できる。 柳之御所遺跡でもこの時期の遺構 ・ 遣物が
確認されている。 北上川東岸の竜ケ 坂遣跡で は 灰 白色火 山 灰(To - a) に覆われた水田跡が調査され
ている。 水田からは ヒ トや動物の足跡が確認され、 貴重な事例である。

東北地方北部では11世紀以降、 安倍氏や清原氏などの地方豪族が勢力 を 伸ばす。 衣川流域 は安倍氏
の拠点の ひとつとみられ、 長者ケ原廃寺跡は安倍氏に関連する寺院と考えられている。 平泉町域では
この段階の様相は 明確ではないが、 中 尊寺でも12世紀 を 遡るとみられる大溝が確認されている。

奥州藤原氏が平泉に拠点 を 置 く 12世紀代には、 北上川西岸の現在の平泉町中心 部 を 分布の 中 心 とし
て多くの遺跡が分布するようになる。 柳之御所遺跡の周辺では、 遺跡の西に は 猫間 ヶ 淵 跡、 無量光院
跡が隣接して位置し、 北には高館 跡、 南には伽羅之御所跡が接している。 無量光院跡は 三代秀衡が建
立した寺院跡である。 こ れまでの発掘調査で宇治平等院と類似しつつも、 細部に異なる特徴 を もつ伽
藍や遺構の内容が確認されている。 上層の遺構が良好なため部分的な確認にと どまるが、 下層にも遺
構が存在することが遺跡内で確認されており注 目 される。 伽 羅之御所跡は地名 から『吾妻鏡 』 に記載
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1 柳 之 御所追跡の概安

される加羅御所に比定する見解もある。 これまで複数の地点で調査が行われ、 貴重な辿物も出土して
いるが、 小規模の発掘調査にと どまり遺跡の様相 や性格を明確に示すものは確認されていない。 近年
の調査に よ り周 辺部で溝跡等が確認されており、 斯醤光院跡を含めた周辺での区圃の様相も検討され

つつある。 また、 現在義経盆が所在し、 源義経の伝承とともに知られる高館 跡でも12世紀代の堀が確
認されるな ど、 柳之御所辿跡と同時期にも関連をもって機能したことが想定される。

平泉町の現在の中心 部ではこの他に志羅山遺跡や泉屋追跡、 倉町遺跡といった当時の平泉の 街並み
に関連する遺跡が調査されている。 志羅山遺跡や泉屋追跡では東西大路 やそのほかの道路 跡、 それら
に接する区画で建物跡な どが検出されている。 また、 倉町遺跡では東西大路 沿いに倉庫の 跡が確認さ
れている。 これらの成果から、 平泉の拠点的な範囲に、 奥州藤原氏三代に よ って道路 跡や 街並みが形
成され、 中尊寺 や毛越寺などの寺院が建立され繁栄した よ うすが理解できる。 現在、 白 山 神社がある
白 山社遺跡な ども、 都市域 の 四方を捉える上で重要な要素でもある。 四方鎮守の存在も文献史料から
指摘されるところだが、 現地や性格の確定には至っていない。 さらに、 北上川を挟んだ東岸域でも遺
物や遺構の量は少なくなるもの の、 調奔が実施されている。 本町 II 遺跡では墓域も確認され、 里遣跡

図 1 1 2世紀の平泉 の概略
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I 緒言

や月館 大師堂など複数の遺跡や地点で12世紀代の遺構 ・ 遺物が確認されている。
近年では、 平泉町域から衣川を挟んで北側でも奥ナト［市接待館 遺跡が確認されたほか、 かわらけ生産

窯が確認された奥J‘卜［市 白 鳥舘遺跡などの調査も行われており、 当時の平泉の範囲が現在の平泉町中心
域を拠点と し ながらも周辺に広がることが明らかになっている。 し か し、 これらの平泉の繁栄の多く
は政権都市と し ての性格もあいまって、 一部の寺院を除 き 、 奥州藤原氏の滅亡とともに失われていく。

奥州藤原氏が滅亡 して以降、 平泉保が置かれ、 葛西氏が拠点を置いたことが知られる。 考古資料の
面からは、 花立 II 遺跡や泉屋遺跡の一部で遺構・遺物が確認されるなど し ているものの、 前代の12世
紀代の様相と大 き く 異なり、 分布は限定的である。 中世後期段階には城館 跡が北上川東岸を中心 に確
認されているほか、 柳之御所遺跡に隣接する高館 跡でも該期の遺構が確認されている。

近世には岩手県南部は伊達藩領となる。 現在の平泉町内を走る奥州道中が整備され、 一里塚などが
築かれた。 また、 北上川舟運が活発に利用され、 柳 之御所遺跡の遺跡範囲には御蔵場が置かれ舟運の
拠点となった。 この はか、 太田川と北上川に面 し た泉屋遺跡でも近世段階の屋敷地が確認されてい
る。 なお、 無量光院跡の整備が行われるなど、 伊達氏によって平泉の文化財が顕彰されたことも、 現
在にこれらの資産が良好に伝わる要因となった。

( 3 ) 柳之御所遺跡 に お け る 各時代 の 遺構 ・ 遣物

①1 2世紀以前
遺跡内でもっとも遡る時期の考古資料は、 縄文時代の資料である。 縄文時代晩期を中心 とする縄文

土器が遣跡内の標高が低い地点などを中心に、 各所から出土 し ている。 より古い時期の土器片も縄文
時代中期や後期とみられる資料が出土 し ているが数量は少ない。 縄文時代の柳之御所遺跡堀内部地区
の範囲では後晩期を中心 に遺物はみられものの、 遺構の分布は確認で き ておらず、 明確ではない。 ま
た、 堀外部では剥片が集中する土坑が確認されている。 このほか、 弥生時代の土器片も出上 し ている
ものの、 遺物量は希薄で遺構も確認で き ていない。

古代では竪穴住居が確認されており、 9世紀後半から10世紀初頭の遺構 ・ 遣物が確認されている。
この時期には住居とみられる竪穴建物が複数棟確認されているが、 集中する範囲は確認で き ておら
ず、 大規模な集落域と し ては認識で き ない。

これらの12世紀代以前の資料の多くは遺物にとどまり、 本来分布 したであろう遺構の多くは12世紀
代の造成やそれ以降の改変によって失われたとみられる。

②奥州藤原氏の時期
奥州藤原氏が平泉に拠点を築く11世紀末から12世紀にかけて遺跡範囲のほ ほ全体が利用される。 2

条の大規模な堀跡に区画された平坦な地形面のほ ぼ全域が利用されており、 低地部も整地が行われる
など造成も確認で き る。 堀内部の範囲は道路 跡や塀跡によって、 さらに細かく分節される。 そのう
ち、 大規模な掘立柱建物や園池は遺跡範囲のほ ほ中央に集中 し て分布 し ており、 この周囲が中心 的な
機能をもつ時期があることが推定で き る。 本書が主な対象とするのは、 この11·世紀末から12世紀代の
平安時代末の遺構と遺物である。 堀内部地区の遺構などの内容の詳細については後述する。

堀外部では長さ60m ほどにわたって道路 跡が確認されている。 平行する溝跡で確認されており、 造
り替えも し くは改修とされる溝の切り合いが 1 度確認されている。 この道路 跡は堀内部から延長 し 、
中尊寺方向へと向かうと想定されている。 道路の路面幅は 7~ 8 m ほど、 側溝を含めて10m ほどであ
る。 道路 跡に沿って建物跡等が分布 し 、 特に道路 跡より北側の範囲は、 区画が特に確認されていない
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2 闊在の経紛

時期、 溝により区画される時期の変遷が指摘されている。 大きく4つの区画に分かれる。 溝などによ
る区画の内部には掘立柱建物が分布する。 これらには四面庇の建物跡もみられる。

③鎌倉時代以降
12世紀以降、 中世段階の様相は追物が少ないことからも明確ではない。 特に、 本書が対象とする堀

内部地区においては顕著な遺構と遺物が確認されておらず、 基本的には奥1+1藤原氏滅亡後の継続利用
がなかったとみなしうる。

再 び遺跡堀内部の区域が積極的に利用されるのは近世以降とみられる。 堀内部地区の北側を中心
に、 近世段階の掘立柱建物跡が複数確認されている。 近世段階の掘立柱建物は逍跡北側の北上川流路
に近い範囲を中心 に確認されている。 これらは仙 台藩の御蔵場として利用されたと考えられている。
なお、 本書では各年次の報告において近世以降とみなして報告された遺構については区別して図示し
た。 ただし、 近現代のものを攪乱として固 示しているものの、 溝や土坑など両者の時期と遺構の区分
にば必ずしも明確ではない場合も残る。

また、 堀外部では高館 跡に近い部分を中心 に16~17世紀頃の陶磁器類が確認されている。 これらの
時期の遺物は堀内部に近い範囲では希薄で、 高館 跡の城館 としての利用と関連するものと考えられる。

第 2 節 調査の経緯

( 1 ) 調 査 と 史跡指定 ま で の 経緯

柳 之御所遺跡が所在する平泉町や隣接する一関市など岩手県南部は北上川中流域にあたる。 この
地域は、 前述の地形的な特徴もあり、 洪水が起こりやすい水害の常襲地域であった。 特に、 昭和22
(1947) 年と昭和23 (1948) 年に連続した カス リ ン、 ア イ オ ンの両台風による水害は、 当該地域に大
きな被害を与えている。 そのため、 建設省（現在の国土交通省） は北上川の洪水対策として堤防と遊
水地を築 < -関遊水地事業と、 あわせて国道4号バイパスを併置する計画を示し、 そのル ー トは平泉
町内にもかかるものであった。

この計画を受け、 昭和47 (1972) 年に建設省から平泉町教育委員会に分布調査が依頼され、 昭和49
(1974) 年に平泉町教育委員会から依頼を受けた岩手県教育委員会によって分布調査が行われた。 分
布調査時の記載 メ モなどからは、 この段階で堀などの区画施設が認識され遺跡の重要性に留 意してい
ることがわかるものの、 宅地等での利用が多くの範囲にわたり全体の把握が困難になってきているよ
うすも窺える。 分布調査の結果、 遺跡の重要性を示唆する見解も示されたものの、 この段階では遺跡
保護までには至っていない。 その後、 昭和56 (1981) 年に再度分布調査が行われ、 昭和57 (1982) 年
から平泉町教育委員会によって範囲確認調査が行われた。 また、 これらの調査に先 立つ昭和40年代に
は、 藤島亥治郎氏ら平泉遺跡調査会によって 1 ~10次の調査が行われたものの、 いずれも小規模な面
積にとどまるものであった。 これらの各調査では12世紀代とみられる遺構、 遺物が出土しているが、
部分的な調査であり、 全容をつかむには至らなかった。 これらの範囲確認調査の結果を受け、 昭和63
(1988) 年より本格的に岩手県埋蔵文化財センタ ー が発掘調査を開始することとなり、 平泉町教育委
員会も現在堀外部として認識されている範囲を対象に平成元 (1989) 年より同事業に係る発掘調査を
開始している (21 · 23 · 28 · 31 · 36 · 42次調査）。

調査は遺跡南端部から開始され、 6カ年（当初は5 カ年） の計画で行われることとなった。 なお、
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調査に先 立って平泉遣跡群調査指導委員会（ 委員長 藤島亥治郎）を設置し、 指導助言を得ながら調
査にあたっている。 発掘調査は遺跡の南端部の現在堀跡が確認されている堀跡周辺から調査が開始さ
れた。 開始初年度から、 大規模な堀跡が検出され、 膨大な量のかわら けが出士し、 大きな注目を集め
ることとなった。 その後の調査の進展に伴い、 園池跡や大型の掘立柱建物跡が検出されるなど、 多 く
の遺構・遣物が確認され遺跡の重要性が明らかとなった。 これらの発掘調査の進展に伴い、 遺跡の重
要性が明らかになり、 関連学会から遺跡の保存が求められ始めた（ 平泉文化研究会1992、 1993)。 保
存運動は、 関連学会のみにとどまらない大きな動きとなり、 中尊寺など関連団体からも20万人もの署
名 が集められるなど、 注目を集めることとなった。 調査概要については後述するが、 これらの発掘調
査の成果を受け、 平成4(1992) 年には平泉遺跡群調査指導委員 会において、 遣跡の性格を吾妻鏡 に
記載される「平泉館 」 に比定する意見が出されるに至った。 遺跡に対する保存運動の高まりがある一

方で、 水害に悩まされてきた当該地域における治水の重要性も指摘されており、 それらをいかに解決
していくのか大きな課題となった。 また、 遺 跡範囲の確認のため、 一関遊水地事業に係る発掘調査
と併せて、 平成 4 (1992) 年より岩手県教育委員会(37 · 42次調査）、 平泉町教育委員会が遺跡の範
囲確認調査を開始し、 事業予定地外での遺跡の内容の把握に努めている。

これらの調査と合わせて大きく進展した研究成果により、 遣跡の性格が 示されつつある中でその重
要性が明らかになり、 保存運動の高まりもあり、 建設省（現国上交通省） と岩手県知事などによる遺
跡保存と治水対策に関わる協議が行われることとなった。 その結果、 平成 5 (1993) 年11月に、 工事
計画の変更という判断が行われ、 遣跡の保存と治水事業との両立を図るとの基本方針が合意されるこ
ととなった。 当初の計画の範囲では、 遺跡中心 部を堤 防とバイパスが通る予定であり、 北上川の河道
との兼ね合いから変更は難しいとされていたが、 北上） I I の河道を、 より東側に移す工事を行い、 遺跡
全体を保護するとの事業変更計画が示され、 遺跡保存と治水の両立が実現された。 なお、 保存運動と
ともに遺跡の性格や重要性への学問的な検討も合わせて行われ、 歴史学などの研究者から多くの研究
成果が 示されている。 平泉を対象とする研究が深まったことも、 発掘調査と保存運動の中で得られた
重要な成果の ひとつであろう。

柳之御所遺跡は、 平成 7(1995) 年に国の史跡として答申を受 け、 平成9(1997) 年3月に 「柳之
御所遺跡」 として告示を受 けた。 なお、 柳 之御所遺跡の史跡範囲のうち、 遺跡中心 部にあたる堤防バ
イパス用地が国との用地交換により平成10年に岩手県の用地となった。 その後も柳之御所遣跡の史跡
指定地について、 岩手県による公有化が行われている。

( 2 ) 史跡指定以 降の経過

岩手県教育委員会では史跡整備を視野に、 平成 8 (1996) · 9 (1997) 年度に、 史跡指定された柳
之御所遣跡の範囲内容確認調査を行った(47 · 48次調査）。 さらに、 平成10(1998) 年度から は平泉
町内に柳 之 御所遺跡調査事務所を置き、 史跡整備のための内容確認調査を実施している（ 第49次調
査）。

平成11 (1999) 年度以降は本格的に内容確認調査を実施している(50次調査以降）。 この調査の内
容が本報告書の主たる内容となる調査で、 詳細な内容については後述する。 継続的な調査により平成
29 (2017) 年度までで堀内部の範囲の調査は概ね完了している。

これらの発掘調査に併行して遺跡の保存への取り組みや具休的な保護措置にも継続して取り組まれ
ており、 平成16年に追加指定、 平成17年に猫間が淵、 奥州市長者 ヶ 原廃寺跡、 奥州市 白 鳥舘遺跡の追
加指定を受 け、 併せて「柳之御所遺跡 ・ 平泉遺跡群」 と指定名 称を変更している。 その後も「高屋 」
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二 本書の主な対象調査範囲

二 史跡指定以前の調査
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図 2 柳之御所遺跡の調査範囲図
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ー 斎昔言

と み ら れ る 倉 町遺跡 な ど 、 各遺跡 に つ い て も 順次追加指定 を 行い 、 遺跡の保設管理 に 努 め て い る 。 柳

之御所遣跡 に 関 連す る 範 囲 で も 、 未指定 の 範 囲 な どが残 さ れ て お り 、 内 容 の 解 明 や 遺跡保護 に む け て

の調査等 が現在 も 進 め ら れ て い る 。 ま た 、 史跡 「柳之御所遣跡 ・ 平泉遣跡群」 の柳之御所遺跡 及 び平

泉 町 内 の 史跡地 に つ い て は 、 平 泉 町 に よ り 保存管理計画が策定 さ れ て お り 、 そ れ に 基づい て 管理が行

わ れ て い る （平泉 町 ・ 平 泉 町教育委員 会2006) 。

岩手県教育委員 会 で は 遺跡 の重要性 を 鑑み 、 堀 内部 を 中 心 に 史跡整備事業 を 平成15年 よ り 具体 的 に

行 い 、 「平泉 遺跡群調 査整備指導委員 会」 に よ る 指導 を 得 な が ら 発掘 調 査 と 整備 を 進 め て き た 。 整備

計画等 は 表 l の と お り で あ る 。 一 定の整備が完了 し た 平 成22年度 か ら 、 史跡公 園 は 一 部 の 整備 を 残 し

整備事業 を 継続 し て い る も の の 、 公 開 を 行 っ て い る 。

ま た 、 出 土遺物 も 主要 な も の942点 が平成22年 6 月 29 日 付 で重要文化財 に 指定 さ れ て い る （ 岩 手 県

平泉遺跡群 （柳之御所遣跡） 出 土 品 考 第588号） 。 な お 、 平 泉 町所有 品 も 町 内遺跡出土 品 と し て 同 時

に 重要文化財 に 指定 さ れ て お り 、 柳之御所遣跡 の 出 土品 の 一部が含 ま れ て い る 。

表 1 柳 之御所遺跡の整備関連事項

年次 整備関連事項
平成 8 年度 『柳之御所遺跡整備基本構想J] 、 史跡指定
平成10年度 堤防バ イ パ ス 用 地取得 （岩手県） 、 調査事務所設附
平 成13年度 r柳之御所遣跡整備基本構想』 改訂
平成14年度 『柳之御所遺跡整備基本計画』
平成15年度 『柳之御所遺跡整備実施計画j
平 成17年度 『史跡柳之御所辿跡 ・ 平 泉辿跡群保存管理計画』策定（平 泉町）
平成22年度 史跡公園暫定公開
平成29年度 『柳之御所造跡整備基本計画』改訂

『柳之御所追跡 ガ イ ダ ン ス 施設整備基本構想』
［柳之御所造跡 ガ イ ダ ン ス 施設整備基本計画」

第 3 節 調 査組織 と 成果の概要

( 1 ) 調査組織

柳之御所遺跡発掘調査 の う ち 堀 内 部 の 大規模 な 発掘調査の調査組織 は 下 記 の と お り で あ る 。

①史跡 内 容確認調査以前 の発掘調査

【2 1 • 23 · 28 · 3 1  • 36 · 4 1 次調査 調査主体 ： 岩手 県文化振興事業 団埋蔵文化財 セ ン タ ー 】

2 1 次調査 ( 1 988 （昭和63) 年） 調査期 間 ： 1988年 4 月 14 日 ～ 1 1 月 30 日

調 査担 当 ： 三 浦謙一 、 東海林隆幹、 酒井宗孝、 田鎖寿夫、 中 村 良一 、 斉藤 邦 雄 、 平井進

23次調査 ( 1 989 （平成元） 年） 調査期 間 ： 1989年 4 月 7 日 ～ 1 1 月 17 日

調 査担 当 ： 三 浦謙一 、 東海林隆幹、 田鎖寿夫、 斉藤邦雄、 星雅之

28次調査 ( 1 990 （平成 2 ) 年） 調査期 間 ： 1990年 4 月 10 日 ～ 1 1 月 30 日

調 査担 当 ： 三浦謙一 、 田鎖寿夫、 松 本建速 、 斉藤邦雄

3 1 次調査 ( 1 991 （平成 3 ) 年） 調 査期 間 ： 1991年 4 月 10 日 ～ 1 2 月 5 日

調査担当 ． 三浦謙一 、 松本建速 、 阿部勝則 、 斉藤邦雄

36次調査 ( 1 992 （平成 4 ) 年） 調壺期 間 ： 1992年 4 月 10 日 ～ 12月 5 日

調 査担 当 ： 松本建速 、 鎌 田 勉 、 阿部勝則

4 1 次調査 ( 1 993 （平成 5 ) 年） 調 査期 間 ： 1993年 4 月 16 日 ～ 12 月 14 日
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調査担当 松本建速 、 平澤祐子

【 範 囲確認調査 調査主体 ： 岩手県教育委員会】

37次調査 ( 1 991 （平成 4 ) 年） 調査期 間 ： 1991年 5 月 7 日 ～ 1991年10月 31 日

調 査担当 ： 小 田 野哲 憲 、 熊谷常正 、 中村英俊、 津島秀章

42次調査 ( 1 992 （平成 5 ) 年） 調 査期 間 ． 1992年 5 月 7 日 ～ 1 992年 12 月

調 査担当 ： 小 田 野哲 憲 、 熊 谷常正 、 中 村英俊、 小野寺泰憲

［範囲 内 容確認調査 調査主体 ： 岩手県教育委員会］

47次調査 ( 1 996 （平成 8 ) 年度） 調 査期 間 ： 1997年 3 月 10 日 ～ 3 月 31 日

調 査担当 佐 々 木勝 、 佐藤嘉 広 、 鈴 木徹 、 佐 々 木務

48次調査 ( 1 997 （平成 9 ) 年度） 調 査期 間 ： 1998年 2 月 16 日 ～ 3 月 27 日

調 査担当 ： 佐 々 木勝 、 佐藤嘉広 、 鎌 田 勉 、 鈴木徹、 佐 々 木務

49次調査 ( 1 998 （平成 1 0) 年度） 調 査期 間 ． 1998年 5 月 1 1 日 ～ 10月 31 日

調 査担当 ： 佐 々 木勝 、 斉藤邦 雄 、 三浦謙一 、 鎌 田 勉 、 女鹿潤哉、 日 下和寿

②史跡 内 容確認調査 （本書 の 主 な 対象） 【調査主体 ： 岩手県教育委員会】

50次調査 ( 1 999 （平成 1 1 ) 年） 調奇期 間 ： 1999年 5 月 13 日 ～ 10月 31 日

調 査担当 ： 斉藤 邦 雄 、 羽 柴 直 人

52次調査 (2000 （平成 1 2) 年） 調査期 間 ： 2000年 5 月 15 日 ～ 1 1 月 17 日

調 査担当 ： 斉藤 邦 雄 、 羽柴直 人 、 佐 々 木務

55次調査 (200 1 （平成 1 3) 年） 調査期 間 ： 2001年 5 月 1 1 日 ～ 1 1 月 13 日

調査担当 ： 斉藤 邦 雄 、 羽柴直 人 、 佐 々 木務

56次調査 (2002 （平成 1 4) 年） 調査期 間 ： 2002年 5 月 13 日 ～ 1 1 月 29 日

調 査担 当 ： 斉藤邦雄、 杉沢昭太郎、 佐 々 木務 、 戸根貴之

57次調査 (2003 （平成 1 5) 年） 調査期 間 ： 2003年4月 14 日 ～ 10 月 31 日

調 査担 当 ： 斉藤 邦 雄 、 杉沢昭太郎、 大 関 真 人 、 戸根貴之

59次調査 (2004 （平成 1 6) 年） 調査期 間 ： 2004年 5 月 10 日 ～ 10月 31 日

調 査担 当 ： 斉藤邦雄、 佐藤嘉広 、 杉沢昭太郎、 佐藤淳一 、 大関 真 人

64次調査 (2005 （平成 1 7) 年） 調 査期 間 ： 2005年 4 月 15 日 ～ 9 月 30 日

調 査担当 ： 佐藤嘉広 、 杉沢昭太郎、 大 関 真 人 、 吉 田 充

65次調査 (2006 （平成 1 8) 年） 調査期 間 ： 2006年 5 月 7 日 ～ 9 月 30 日

調 査担当 ： 佐藤嘉広 、 西澤正晴 、 大 関 真 人 、 吉 田 充

68次調査 (2007 （平成 1 9) 年） 調査期 間 ： 2007年 5 月 7 日 ～ 10月 15 日

調査担 当 ： 佐藤嘉広 、 西澤正晴、 吉 田 充 、 岩渕計

69次調査 (2008 （平成20) 年） 調査期 間 ： 2008年 5 月 7 日 ～ 12月 10 日

調査担当 ： 佐藤嘉広 、 西澤正晴、 岩渕計、 千葉正彦

70次調査 (2009 （平成2 1 ) 年） 調査期間 ： 2009年 5 月 7 日 ～ 10月 31 日

調 査担 当 ： 岩渕 計 、 西澤正晴、 櫻井友梓 、 半澤武彦

72次調査 (20 1 0 （平成22) 年） 調査期 間 ： 2010年 5 月 7 日 ～ 10月 31 日

調 査担当 ： 岩渕 計 、 村 田 淳 、 櫻井友梓 、 半澤武彦

73次調査 (20 1 1 （平成23) 年） 調査期 間 ： 201 1 年 6 月 1 日 ～ 10月 31 日

3 調在組織 と 成 呆 の 概要
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I 緒言

調査担当： 鎌田勉 、 村田淳、 櫻井友梓 、 戸根貴之
74次調査(20 1 2 （平成24) 年） 調査期間： 2012年 6月 1 日～10月 31日

調査担当：鎌田勉 、 村田淳 、 櫻井友梓 、 佐藤郁哉
75次調査(20 1 3 （平成25) 年） 調壺期間：2013年 6月 1 日～11月 30日

調査担当： 岩渕言十 、 伊藤みどり 、 櫻井友梓 、 佐藤郁哉
76次調査(201 4 （平成26) 年） 調査期間： 2014年 6月 1 日～11月 30 日

調査担当 ・ 岩渕計 、 伊藤みどり、 櫻井友梓、 大沢勝
77次調査(20 1 5 （平成27) 年） 調査期間 ． 2015年 5 月 15日～11月 30日

調査担当： 岩渕計、 村上拓、 櫻井友梓
78次調査(201 6 （平成28) 年） 調査期間： 2016年5月 15日～10月 31日

調査担当： 千葉正彦、 村上拓 、 櫻井友梓
79次調査(20 1 7 （平成29) 年） 調査期間：2017年4月 17日～9月 30日

調壺担当：千葉正彦、 村上拓 、 櫻井友梓 、 大関真人

( 2 ) 堀 内部 の 調 査成果の概要

①史跡内 容確認調査以前の主な発掘調査の概要
【21 · 23 · 28 · 3 1  · 36 · 4 1 次調査】
ー 関遊水地事業 に伴う緊急調査である。 第21次調査では内側の堀跡と外側の堀跡を検出・ 精査し

た。 内側の堀跡は 、 次年度の23次調査と併せて約120m 分が調査された。 広 く 堀跡を調査した例は以
後もな く 、 貴重な調査となっている。 これに対し外側の堀跡は約 5 mの調査で、 詳細な情報はあまり
得られなかった。 また、 内側の堀跡では2 箇所の橋が確認された。 南側の橋跡は南に位置する伽羅之
御所跡に通じると推定される。 その橋跡の北に接して道路遺構が見つかり 、 遺跡内を北方向へ延長す
ることがわかった。 堀跡からは各種の遺物が大量 に 出土し、 ト ン単位のかわらけのほか常滑や渥美な
どの国産の陶器や中国産の陶磁器、 多様な木製品などが出土している。 調査面積は9,750rriである。

第23次調査は21次調査の北側から県道相川・ 平泉線までが調査範囲である。 調査では21次調査で検
出された内側の堀跡の調査を継続して行っている。 県道の南側では 、 住宅による攪乱が多いものの数
多くの柱穴や井戸 ・ 土坑などが検出されている。 土坑 には大形鉄製品である花瓶と火舎が出土したも
のがある。 県道の北側では池跡の一部を検出した。 そのほか後に中心部を区画すると判明した塀跡や
大型の掘立柱建物などを調査している。 調査面積は7,000面である。

第28次調査では 、 23次調査から継続して調査された池跡が東西36m南北46mの馬蹄形を呈し 、 要所
に 景石を配していることが判明した。 その北東隣接地には大規模な四面庇の掘立柱建物跡が集中して
検出された。 その周 辺 には井戸が多数存在し 、 輪宝と檄とかわらけがセ ッ ト で埋納された地鎮め土坑
が発見された。 金槌と翌が出土した上坑 、 人面墨書かわらけが出土した井戸なども地鎮めの可能性が
ある。 また寝殿造 に類似した建物を墨画した折敷や、 「人々給絹日記」の墨書折敷などの貴重な資料
が井戸から出上している。 この調査範囲は柳之御所遺跡では中心となる範囲と考えられ 、 その見解は
大枠では現在でも引 き 継がれている。 調査面積は4,500面である。

第31次調査では池跡の西側を広く調査し、 無量光院跡側の張出しに対峙する位置 に 宝瞳の可能性が
ある遺構を検出した。 2000本を越えるちゅ う木や 、 渥美の刻画文片、 松鶴 鏡 、 土壁や破風板などの建
築部材も上坑や井戸 跡から多数出土した。 ちゅ う木を出土する士坑はトイレ状遺構とも呼ばれ 、 排泄
物を貯留した施設ではないかと考えられた。 調査後は建設省との協議により遺構の保全を計ることか
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I 緒言

ら、 砂に よ る埋め戻 し を行っている。 調査面積は3,500面である。
第36次調査では遺構の確認調査 を中心と し た調査で、 遺構の精査はあまり 行っていない。 遺構の詳

細な情報は少な く 、 不明な部分が多 く 残る。 この範囲はその後52次 • 56次調査で詳細な範囲確認が行
われている。 36次調査では11次調査で検出された整地層 を 確認 し ており 、 堀内部地区北西端に遺構の
分布が広がっているこ と が判明 し ている。 この整地層 は56次調査で再度調査 し ている。 調査面積は
4,000面である。

第41次調査では堀内部地区の北西縁一帯 を 調査 した。 この調査も範囲確認調査の意味合いが強く、
遺構の検出にと どまる部分も多い調査 と なっている。 検出 し た遺構は、 堀跡や掘立柱建物跡 ・ 塀跡 ・

井戸跡 ・ 土坑な どである。 このうち堀跡は南側で確認された内側の堀跡の延長と想定されるが 、 それ
ぞれの調査位置で断面形状が異なるな どの相違点が確認された。 堀跡では橋も確認されている。 調査
面積は3,800mである。

[37 · 42次調査】
岩手県教育委員会による範囲確認調査である。 岩手県埋蔵文化 財センタ ー の調査区の北側を 中心に

遺構の状況 を 確認 し ている。 この37 · 42次の 2 カ年にわたる範囲確認調査に よ り 、 遺跡が段丘上の全
体に広がることが明らかとなった。

第37次調査では堀内部地区の東縁の最も北上川 よ り を 対象に調査 した。 トレ ンチとグリッ ド調査が
主体だが、 遺構の分布範囲 を確認するため広範囲 を 調査している。 遺構の分布状況や地形の状況な ど
を 確認 し ているが、 調査 目 的から多くは検出にと どめている。 その後、 50次 • 68次調査において一部
の調査 区 を 再度調査 し ている。 調査面積は2,340面である。 第42次調査では28次調査で確認された大
形建物跡の延長 を 確認し、 4 間 X 9間の大規模な掘立柱建物跡と判明 し た。 最終的には近世の遺構と
判明したが大溝跡や、 調査時には「整地層」 と し て認識 ・ 報告されているが、 55SX2竪穴建物跡な ど
を検出 し ている。 調査面積は1.770面である。

【平泉町教育委員会に よ る 調査］
平泉町教育委員会による調査のうち、 堀内部に関連する主な調査の概要 を 記す。
11次 ・ 13次 ・ 14次調査では掘立柱建物跡な どが確認されている。 これらの範囲は再度調査され後次

の調査範囲に含まれる。 13次調査では井戸跡から多量の瓦が出土しており 、 注 目 される。 堀に関わる
調査として、 15次・17次調査があるが、 小 規模な調査のため内容が判然 と していない。 その後、 大規
模な調査に よ り 堀の存在が明らかとなるが 、 以降の堀跡に関わる調査に、 38次 • 39次調査の範囲確認
調査と43次の緊急調査がある。 43次調査では橋の部材が多数出士 し ている。 このほかに住宅対応に関
わる小 規模な調査が複数地点で行われている。

【47 · 48 · 49次調査l
岩手県教育委員会による内容確認調査である。 第47次調査は、 調査範囲 を 23次調査の東側隣接地に

設定 し て実施 し た。 検出遺構は少な く 、 士坑 ． 柱穴のみである。 調査面積は180rrfである。
第48次調査は23次調査で検出された門の可能性が考えられた建物跡(23SB2建物跡） の再検討 を お

もな目的 と する。 建物跡は掘立柱建物跡と判明した。 そのほか、 12世紀の通常の建物 と 比べ、 平面の
傾きの軸線が北から40゜ ずれる大型建物 を 発見 し た(48SB1建物跡）。 詳細な時期は不確定だが、 近世
に所属する可能性も考えられた。 調査面積は200面である。
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3 調介組織 と 成果の概要

第49次調 査 以 降 、 計画 的 に 調 査 を 行 う こ と に な る （ 第 1 次 3 カ 年計画 ） 。 49次調 査 で は 過去 の 調 査

で検出 さ れ て い た 園 池 ・ 中 心 建物 群 を 囲 む塀跡 (23SA 1 ) の 確認 を 目 的 に 実施 し た 。 北上川 に 面 す る

東辺の塀跡 の 追跡 を 行 っ た 結果 、 そ れ ま で検 出 さ れ て い た 部分か ら 7 m ほ ど北 に 延長す る こ と が確 認

さ れ た 。 し か し 、 さ ら な る 延長 に つ い て は検 出 さ れず 、 塀跡は こ の 部分で途切 れ て い た 可能性が高 く

な っ た 。 調 査面 積 は 500rriて で あ る 。

②史跡 内 容確認調査 の概要

本報告書 の 主 た る 内 容 と な る 調 査であ る 。 史跡整備 を 視野 に 入 れ 、 史跡の 内容確認 と 遺構情報の把

握 を 目 的 と し て い る 。 こ れ 以 降 の 内 容確認調査では年次計画 に 沿 っ て 行 わ れ 、 調査主体は 岩手県教育

委員 会 で あ る 。 な お 、 3 カ 年 ご と に 調査計画 を 設定 し て 調 査 を 行 っ て お り 、 以下 で は 各計画 ご と に 記

す。

［ 第 1 次 3 カ 年計画 (49次 よ り ） 】

50次調査 ( 1 999 （平成 1 1 ) 年）

緊急調査で確認 さ れ た 園 池や 大 型 の 建物 な ど塀で囲 ま れ た 範 囲 の 周 辺 を 対 象 に 、 12世紀 代 の 遣構 の

広 が り と 密度 を 確認す る こ と を 目 的 と し て 発掘調 査 を 行 っ た 。 主 に 上記 の 範 囲 の北側周辺での遣構分

布状況 の確認を 目 的 と し て 調 査 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 12世紀代 の 遺構が調査当 時の北上 川 の 河 岸

縁 ま で分布 し 、 柳之御所遣跡

の 一 部 が 北 上 川 の 侵 食 で 失

わ れ て い る こ と が確 認 さ れ

た 。 ま た 、 塀 や井戸状遺構 の

検 出 、 複雑 に 重複す る 掘立柱

建物 な どが多数検出 さ れ 、 複

数時期 に わ た っ て 遺跡 が営 ま

れ た こ と が 明 ら か に な っ た 。

逍 物 で は 、 銅 印 「 磐前 村 印 」

と 、 器表面 を 漆 の 泌 み 込 ん だ

麻布 で被覆 さ れ た ほ ぼ完 形 に

近 い 白 磁 四 耳壺が同 一 の井戸

状遺構 か ら 出 土 し た (50SE3

井 戸 跡 ） 。 現状 で の 北上 川 沿

い に あ た る 遣跡北端部周 辺 に

も 多 く の 建物跡が分布す る こ

と や 、 遺跡の性格の 解 明 に つ

な が り う る 文字資料の 出 土 な

どの 多 く の 成果が得 ら れ て い

る 。 調 査 面 積 は 1,800 面 で あ

る 。
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I 緒言

52次調査 (2000 （平成 1 2) 年）
52次調壺では、 50次調査と同様に遺跡の北側範囲での遺構分布状況の確認を 目 的として調査を行っ

ている。 50次調査範囲の西側が対象となっている。 調査では、 園池周辺域の中心 建物群とは異なる
範 囲からも、 これまでの調査で確認されていた建物とは、 軸線の異なる大型の建物が検出された

(52SB25建物跡 ） 。 これらの成果から、 時期を異にして大型の建物で構成される複数の地域が存在し
たことが想定するこ と ができ、 柳之御所遺跡の遺構の変遷を考えるうえで重要な課題を提示した。 大
型の施設の分布範囲の拡充や変化は、 平泉 における奥州藤原氏内部の重要な転換期やそれに伴う遺跡
の変化を反映している可能性が考えられた。

また、 柳 之御所遺跡はそれまでの調査成果から、 遺跡が機能した主体となる時期が三代秀衡の治世
に対応する12世紀第三 四半期とみられるこ と が指摘されてきたが、 新たに12世紀初頭あるいは前葉 に
位置づけられる土器群が発見された(52SE10井戸跡 ） 。 この成果に より、 遺跡の機能が12世紀前半代
初代清衡の時期まで遡ることが明らかになった。 これは政庁「平泉館 」の性格あるいは、 奥1+1藤原氏
の平泉での確立期の状況を推定させる重要な発見であった。 12世紀前半の遺構 と 遺物が確認されたこ
とは、 遺跡の検討を進める上で大きな成果となっている。 これにより遺跡理解や研究に大きな変化が
生 じることとなった。 調査面積は2,500面である。
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3 調 究奇ll織 と 1成果の概要

【 第 2 次 3 カ 年計画】

55次調査(200 1 （平成 1 3) 年 ）
52次調査から継続して、 遺跡の北側での追構分布状況の確認を 目 的 と している。 52次調査の北側に

調査区を設定し、 50次 • 52次調査 と 連続する調査区 と なっている。 調査の結果、 園池の北側で、 遺跡
の現況での北端部から6間 x 6 間 の大製の総柱掘立柱建物跡が検出された(55SB6建物跡）。 遺跡内で
も、 もっ と も大きな平面規模をもち、 遺構の性格付けなどが注 目 された。 こ れまで園池周辺に固 定し
て想定していた柳之御所遺跡の中枢施設が、 時期によって移動する可能性などが想定されるように
なった。 そのほかの遺構として、 竪穴遺構 (55SX2 )や祭祀遺構 (55SX1) が確認された。 遺物で
は初代清衡の時代である12世紀前半頃のかわらけがまとまって発見され、 52次調査の成果 と 合わせ、
12世紀前半の遺物も一定量存在する こ とが判明した。 調査面積は3.100面である。
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緒言

56次調査(2002 （平成1 4) 年）
遺跡西側の遺構分布状況の確認を 目 的に41次調査の範囲も含めて調査を行った。 こ のほか、 猫間 ヶ

淵の周囲にも調査区を設定し、 堀内部地区北西部と堀内部地区を囲む2条の堀跡の追跡調査を実施し

た。 2条の堀跡の位置を確認したほか、 時期の検討なども可能となる成果を得ている。 遣跡を囲む2

条の堀跡のほかにも、 周囲の遺構の中でもっとも時期的にさかのほり 、 12世紀前半に機能したとみ

られる大溝(56SD40) が確認されたことは大きな成果である。 この大溝には56SX16土橋跡が確認で

き、 土橋で溝を通過できた こ とがわかる。
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3 調査組織 と 成呆の概娑

さらに、 遺跡の北西部からは30数基の ト イ レ状造構が集中して検出された。 過去の調査で確認され
たト イ レ 状遺構とは分布の様相が異 なり、 集中して見つかっている。 これは各種の遺構の分布の立地
的 な 特徴 な どが把握できた点で注目できる成果である。 その用途 など当時の生活の様子を分析できる
資料が蓄積された。 また、 平泉では初めてと なる中国南部の吉1+1 窯製の陶器片も出土し、 奥什I藤原氏
の経済基盤の豊かさを改めて示すものとな った。 こ のほか、 掘立柱建物跡が複数確認でき、 遺跡の全
体で遣構の分布が把握できた。 調査面積は4,000rrfである。

57次調査 (2003 （平成1 5) 年）
前次の調査までで堀内部の位置する段丘上の遺構分布状況が把握されたこと などから、 既往の調査

成果の再検討なども含めて遺構情報の把握を目的とした調査が行われることと なった。57次調査では、
23次調査 （平成元年度） で造り替 え が確認されていた園池についての詳細 な規模や造成時期の把握を
主な目的とし、 池跡部分に調査区を設定した。 また、 塀跡の追跡と門 跡の確詔を目的として調査を実
施した。 調査の結果、 塀跡及び門 跡を確認することはできなかったが、 園池の造成時期や北半部の汀
線が明らかとな った。

このほか、 今回の報告範囲からは外れるが、 高館 南側裾部分の遺構分布の確認を目的として調査を
実施している。 調査面積は4,000面である。
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図 8 57次調査遺構概略図

［ 第 3 次 3 カ 年計画】

59次調査 (2004 （平成 1 6) 年）
前次の調査から継続して遺構情報の確認を目的とした調査を実施した。 59次調査では、 園池周辺に

分布する大型の規模をもち中 心的な建物群と見なされてきた遺構の規模や新旧関係の確定を主 な目的
として調査を行った。 28SB4建物の全体形状を平面的に確認し、 その他の建物の検討を行った。 その
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緒言

結果、 建物規模や遺構の切り合い関係などについて一定の見通しを得るこ と がで き た。 特に、 28SB4
建物跡の全形を確認し、 遺構の切り 合い関係を確認で き たこ と は、 これ以降の検討に多 く の情報をも
たらす成果であった。

また、 23SG1池跡についても57次調査に続いて、 一部に調査区を設定して調査を実施している。 池
跡に架かる橋跡を一部で確認しているほか(64SX1)、 池跡の南側での状況を確認している。 調査面
積は3,500m2である。
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64次調査(2005 （平成 1 7) 年）
57 · 59次調査で一部に調査区を設定し多 く の情報を得た23SG1池跡を対象に、 ①池に架かる橋、 ②
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3
 

調査糾織 と 成呆の概娑

不明瞭だった池南西部の汀線、 ③園池東側への施設の広が り を確認する目的で実施した。 調査の結
果、 ①橋跡は古い段階の園池跡に付随するもので、 東西方向に長軸を持ち、 桁行 7 尺（ 約210cm) 間
隔、 梁行 き 10尺（約300cm) の 4 間 X 1 間の掘立柱構造によるものであること、 ②池南西部は岸と見
られる小 さな盛 り 上が り と池底の痕跡を確認し、 新段階の園池跡は中 島を持つ園池であること、 ③削
平のため残 り が悪いが、 井戸 2 基、 土坑 2 基、 柱穴数基が新たに確認された。 調査面積は2,500面で
ある。 再調査のため、 出土遺物は多くないが、 池の堆積土から修羅が発見された。
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図 1 0 64次調査遺構概略図

65次調査 (2006 （平成1 8) 年）
65次調査では中 心 域の周辺の再調査を行い、 55SX2の構造把握、 大型建物跡が集中 する中心 域西と

北側で、 塀・柵 ・門などの遮蔽施設の検出とその
付近に位置する掘立柱建物跡の再確認を目的とし
た。

調査の結果、 55SX2 竪穴建物跡の再調査では、
平面規模などの基本的な内容では既往の調査所見
とは大 き く異なることはないが、 柱穴規模が再検
討された。

西側調査区では31SB5建物跡について、 以前の
調査で検出されていた柱穴のほかに新たに柱穴が
確認され、 5間 x 2 間の総柱建物跡であることが
確認された。 この成果によ り 、 建物跡は倉町遣跡

（ 平泉町字倉町所在 ） で検出され、 「高屋」 と解釈
された建物跡と類似することがわかった。
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目 的と 図 1 1 65次調査遺構概略図 ( 1 )
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緒言

していた中心 部を区画する塀跡などの痕跡は確認できなかったことから、 遺構としては中心 区画の西
側には明確な区画施設がなかったと想定できる。 調査面積は2,500面である。
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図 1 1 - 2  65次調査遺構概略図 (2)

【第 4 次3 カ年計画］
68次調査 (2007 （平成 1 9) 年）

中心 域周辺の調査を継続し、 東側の低地部
についての状況を確認することを 目 的として
行った。 68次調査は、 地形の観察から北上川
の方向へ下がる地形が観察できる位置に設定
し、 この周 囲の遺構の状況や当 時の地形状況
の確認を目的としている。

調査の結果、 12世紀から近世の整地層（上
位） と12世紀の可能性のある整地層（下位）
を確認し、 下位の整地層のさらに下層 に10世
紀頃の 自 然堆積層を確認した。 この 2 面の整
地層は、 流水による削平を受けてお り 、 道路
跡等の遺構は確認していない。 低地部は整地
が行われる12世紀当 時においても、 周囲に比
ベ地形が一段低い状況が想定され、 南からの
道路 が延びる可能性は低いように思われる。
また、 10世紀の 自 然堆積層の上に整地層が施
されていることから、 整地層の範囲内におい
ては堀跡や運河などが存在した可能性も低い
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68次調査遺構概略図
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3 ,)叱杞組織 と 1成果の概要

こ とがわかった。 調査面粕は1,200rrfである。

69次調査(2008 （平成20) 年）
1988年から行われた緊急調査で当初の調査対象になった こ とや大量の遺物の出土があり注目された

ものの 、 調査範囲が限定的で不明な点が多 く 残されていた追跡南端部の堀跡の状況を把握することを
目的として実施した。

内側の堀 跡(21SD1) 、 外側の堀跡(21SD2) の2 条 の 堀跡を検出したほか、 外側の堀より さらに
外側に溝跡を確認した。 2 条の堀跡では、 これまで時期関係に不明な内容が残っていたが、 21SX4と
した遺構の切り合いから外側の堀から内側の堀へと時期差があることを確認した。 外側の堀跡からの
出土遺物には橋部材とみられる部材や木簡等が出土している。 特にこれまでの調査で不明な点が多く
残されていた外側の堀跡(21SD2) に ついて、 一定の面積の調査を行ったことで土層 の状況なども確
認できたことは大きな成果となった。 調査面積は2,500m2である。

Y=80 85 90 

X=lOS 

1 1 0 

1 1 5-

， 5 

0 ( I , 800) 20m 

図 1 3 69次調査遺構概略図

70次調査(2009 （平成2 1 ) 年）
遺跡の南北の2 か所に調査区を設定して調査を実施した。 南側の調査区では、 69次調査で検出した

外側の 堀跡の詳細把握を目的として行った。 調査範囲は69次調査と重なる部分である。 調査の結果、
69次調査では遺跡や堀の廃絶以降とみられる 自 然堆積層 に 覆われていた部分を精査し、 外側の堀跡の
規模が明確 に確認できた。 また69次調査と合わせた堆積状況の検討から、 外側の堀には少なくとも2
時期あることや埋没後監地されていること、 重複する溝跡(21SX4) は3 回目の堀 跡の改修痕跡の可
能性がある こ となどが指摘できた。
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緒言

北側の調査区では、 堀内部地区北端の未調査
部分について調査を実施 した。 ここでは、 後世
に大幅な削平を受けているものの、 井戸跡やト
イ レ状遺構が集中 し て見つかっている。 井戸跡
のうちl 基は確認面からの深さが4.5m あ る比
較的大型の遺構である。 ト イレ 状遺構は56次調
査でみつかった集中域がさらに北側に広がるこ
とが判明 した。 調査面積は1,700mである。
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図 1 4 70次調査遺構概略図

［第5次3 カ年計画】
72次調査 (20 1 0 （平成22) 年）

柳之御所遺跡の堀外部 と 接する北端部周辺の調査を行った。 遺跡の他の範囲と同様に、 2条の堀
跡を確認 し た。 内側の堀 (72SD1堀跡 ） と外側の堀跡(72SD2) の両者を確認 し 、 一部の精査を行っ
た。 調査の結果、 堀跡の規模や士層の差などを明確に確認で き た。 外側の堀跡は削平の影響もあり残
存は良好ではなかったが、 内側の堀跡は深さ4mほどの規模で確認で き た。 ただ し 、 堀跡の周辺では
削平の影響もあり、 関連する遺構は確認されていない。

また、 地形改変が少ない範囲では掘立柱建物跡や塀などの多くの遺構を確認 し 、 遺跡北端部では堀
に近接する位置まで遺構が分布することを確認で き た。 調査面積は1,500m'である。
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3 調究組織 と 成果の概要
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図 1 5 72次調査遺構概略図

Y=SO 
I 

73次調査(201 1 （平成23) 年）
72次調査範囲 に 隣接する南側を対象に調査

区を設定し、 堀 内部地区と外部とが接する範
囲を対象とした。 2条の堀 跡と堀外部で確認
されている道路 跡と一連の道路 跡の可能性が
ある平行する2 本の溝跡、 性格不明の土坑を
確認した。 外側の堀 跡では調査範囲のほほ全
域で、 埋め戻しが行われており 、 整地等の痕
跡も確認できた。 堀 跡の廃絶の状況や時期関
係を検討する成果が得られている。

調査面積は800面である。
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図 1 6 73次調査遺構概略図
74次調査 (20 1 2 （平成24) 年）

遺跡の北端から西端 にかけての堀内部と外部とが接する範囲を対象とした。 調査前の状況でも堀の
位置が水田の形状に反映されており廃絶の様相な どが注 目 されていた位置である。 内外の 2条の堀
跡、 外側の堀 跡周辺から堀外部へと広がる範囲の整地層を確認した。 整地層は堀外部において、 平泉
町教育委員会が35次調査において確認しているものと対応すると考えられる。 堀の構築 に伴うものと
堀廃絶時の 2 時期の整地層が確認された。 外側の堀 跡は幅 6~ 7 m程で確認し、 複数回の掘り直しが
確認できるな ど、 内側の堀 跡では幅10~12m、 深さ4m程で確認している。 断面形状が急峻な V 字状
に な るな ど、 遺構の特徴が把握できた。 また、 41次調査の範囲と一部が重複しており、 41次調査で確
認されていた内側の堀 跡 に 架かる橋跡(41SX2) を再検出した。 周囲 には関連する遺構は検出され な
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I 緒言

かった。 Y=SO 
X=SO-

遺物では内側の堀 跡で漆製品などを含む木
製品が多く出土した。 木製品では折敷や椀類
のほか擬人化された カエ ルが描かれた12世紀

\72SD2\ ＼ I 二＼ ＼ ＼lュ」後半の墨画折敷片が出土した。 また、 土器類
ではかわらけが多く出土したほか、 絞胎陶器
が複数点出土したこ と も注目できる。 調査面 55-

積は1,ooomである。 I \�: - II 1 111 ゜
C』゜

60- ゜ (I 800) 20m 

図 1 7 74次謂査遺構概略図

【第 6 次3 カ年計画】
75次調査 (20 1 3 （平成25) 年）

柳 之 御所遺跡 と 無量光院跡 と の間の猫間 ヶ 淵跡周辺を対象に行っている。 56次調査 と 一部重複する
が平面的に広く検出を行った。

2条の堀跡の延長方向を確認したほか、 2 時期の整地層、 無量光院跡方向から延 びる12世紀後半の
橋に関連する施設(75SX1) を確認した。 内側の堀 跡は幅 6 ~ 7 mで確認し、 漆 塗りの下駄などが出
土したほか、 題簸軸の出土も注 目 された。 外側の堀 跡では後世の溝などが複数重複していたが、 規模
や走行方向を確認できた。 堀跡に接して整地が行われたこ と も確認しており、 低地部での堀の構築状
況を検討する材料が得られて
いる。 また、 無量光院跡 と 柳
之 御 所遺跡 と の 間 には、 堀
内部地区の範囲で こ れ ま で
も性格不明の土坑を確認し

(36SX1 · 36SX2)、 地形観察
から無量光院側から延 びる土
手状の高まりが看取できるな
ど、 2つの遺跡がつながる位
置 と して注目されていた。 こ
の調査で、 通路 跡の可能性が
指摘されてきた範囲で建物跡
を確認したこ と は、 隣接する
両遺跡の関係を改めて補強す
る成果 と なった。 調査面積は
800mである。
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図 1 8 75次調査遺構概略図
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調 壺組織 と 成果 の 概要

76次調査 (201 4 （平成26) 年）
69次、 70次調査で実施 した遺跡の南

端部周辺 を 訓査 し た。 69 · 70次調査と
75次調査までの周囲での堀跡の位置の
確認や関連遺構の把握 を 目的と し てい
る。 2条の堀跡のほか 、 これらと重複
を もつ溝跡 を 確認 した。 2条の堀跡の
士層の状況などは近接する調査範囲で
の把掴内容と大きく異なる内容ではな
いが、 周囲も含めて追認することがで
きた。 外側の堀では内岸側に人為層と
その崩落士層が確認できた。 また 、 内
側の堀跡では人為堆積土に由来する崩
落土層 を 確認 し 、 2条の堀跡の間に遺
跡の機能時には人為堆積による上層が
存在 し たことがわかった。 調査面積は
800rrlである。

77次調査(201 5 （平成27) 年）
76次調査と69 · 70次調査の間にあた

る遺跡の南端部を 調査 し た。 2条の堀
跡の状況の確認 、 76次調査で確認され
た人為層の状況の確認 を 目的と し てい
るほか 、 堀の内側にあたる遺跡縁辺部
での遺構状 況の把握 を 目的と し てい
る。 調査の結果、 76次調査で確認され
た人為 層の延長は確認されず 、 周囲に
は広がらないことがわかった。 このほ
か 、 2条の堀跡の間に整地層 を 確認 し
たほか、 外側の堀跡では掘り直 し 等の
痕 跡 を 確認 した。 外側の堀跡の埋戻 し
を行った人為土層が69 · 70次の調査範
囲と76次調査の調査範囲まで連続する
ことが確認できた。 また、 内側の堀跡
より堀内部側にあたる内岸周辺では21
次調査で確認された遺構との関連が想
定できる特異な形状の土坑(77SK2
77SK3) が確認 された。 調査面積は
1,000面である。
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【第 7 次計画】
78次調査(20 1 6 （平成28) 年）

76次調査の北側にあたる、 遺跡の南端
部周辺の調査を行った。 76次調査と75次
調査の中間にあたり 、 2条の堀跡の位置
や走向方向の確認を目的と して調査を実
施 し た。 内側の堀跡では 、 遺跡廃絶に前
後するとみられる遺構最終段階の埋め戻
し が確認できた。 外側の堀跡では構築に

あたって猫間 ヶ 淵の低地部分を人為的に
整地 し ていることが確認できた。 これま
での調査でも部分的に整地等が確認され
ていたが、 遺構構築に際 し て大規模な地
業が行われたことが確認できた。 調査面
積は800面である。

79次調査(20 1 7 （平成29) 年）
73次調査と74次調査に挟まれた未調査

の範囲を対象に調査を行った。 堀内部と
外部の接続する位置で、 橋などの導入施
設の確認を目的と し て調査を実施 し た。
2条の堀跡を確認 したほか、 外側の堀跡
では地山掘り 残 しによる土橋を確認 し た

(79SX1) 。 また周 囲 で は 整地も確認で
き、 内側の堀跡が機能 し た段階でも、 周
囲の導入部と し ての機能が推察される成
果を得られた。 調査面積は800面である。
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( 3 ) 指導委員 会 図22 79次調査遺構概略図
岩手県教育委員会では、 柳之御所遺跡

の調査・整備にあたって、 平泉遺跡群調査整備指導委員会の指導 ・ 助言を得ながら事業を推進 してい
る。 本指導委員会は、 平成10年に岩手県教育委員会が柳 之御所遺跡の調査を計画的に進めるに際 し
て、 専 門 的な見地から指導助言を受けるために立ち 上げたものである。 平成10年に「柳之御所遺跡調
査研究指導委員会」 と し て設置 し た。 その後、 平成13年度から整備事業等を推進 し ていく必要性か
ら、 史跡整備や建築史学からの検討を行うため、「柳之御所遺跡調査整備指導委員会」 と名 称を改め
た。 また、 平成15年度からは周辺に分布する関連遣跡もあわせて検討を行う必要性から、 「平泉遺跡
群調査整備指導委員会」 と名 称を改めて柳之御所遺跡のみでなく関連する周辺の遺跡の指導助言を得
るとともに、 各分野で個別に詳細な検討を行うため「遺構検討部会」「整備検討部会」「保存管理計画
検討部会」「 ガ イ ダンス検討部会」 の 4 つの専 門 部会を設置 し ている。 「平泉遺跡群調査整備指導員

26 



3 ,；1,1）介糾織 と ）成果の概要

会」 の構成委員は表の通りである。
なお、 柳之御所追跡に係る指導委員会はこれまでも調査、 賂備検討などの各段階において設置して

おり 、 過去に複数の委員会が設置され指導を得ている。 本格的な発掘調査の開始にあたっては、 平泉
町を主体として昭和63 (1988) 年 から主に発掘調査の指導のために 「平泉追跡群調査指導委員会 」が
設置され、 平成5年度まで年2 回 程度開催されている。

表 2 平泉遺跡群調査整備指導委員 会 （柳之御所遺跡調査整備指導委員会） 名簿

委員名 所属（在任当時） 専 門 任期（年度）
入間田宣夫 東北大学名 誉教授 古代・中世史 H l0~ 
牛川 喜幸 京都橘女子大学教授 造園学 H lO- H l8 

〇岡田 茂弘 国立歴史民俗博物館 名 誉教授 考古学 H 10~ 
小野 正敏 国立歴史民俗博物館 名 誉教授 考古学 H10~ 

◎河原 純之 元千葉大学教授 考古学 HlO~ H22 
〇工藤 雅樹 福 島 大学名 誉教授 考古学 H lO~ H 21 

斉藤 利男 弘前大学名 誉教授 中世史 H lO~ 
佐藤 信 東京大学教授 古代史 H lO- H 29 
島田 敏男 奈良国立文化財研究所 建築学 H lO 

◎田辺 征夫 大阪文化財センタ ー 理事長 考古学 H 10~ 
村田 健一 奈良国立文化財研究所 建築学 H ll~ Hl3 
清水 摘 東京工芸大学名 誉教授 建築学 H l3~ 
玉井 哲雄 国立歴史民俗博物館 名 誉教授 建築学 Hl3~ 
西村 幸夫 東京大学教授 都市工学 H l3 ~  
遠藤セ ッ 子 メ ビ ウ スの会代表 地元有識者 H 14~ 
清水 真一 徳島文理大学教授 建築学 H 14~ 
関宮 治 良 古都 ひらいずみガイ ドの会 地元有識者 H14~ 
田中 哲雄 元東北芸術工科大学教授 造園学 H l5~ 
坂井 秀弥 奈良大学教授 考古学 H21~ 

◎ は 委員 長経験者 、 O は 副 委 員 長経験者

第 4 節 報告書 の 作 成 の 経過

これまでの柳之御所遺跡の主に堀内部に関わる発掘調査成果については、 緊急調査分を報告した
『柳之御所跡』（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集） を岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センタ ー が平成 7年に刊行している。 この報告書で緊急調査分の遺構及び遣物の内容について
は一定の報告が行われている。 緊急調査で得られた多量の遺構・遺物の図面や事実関係はこの報告書
中に概ね示されているものと把握できる。

岩手県教育委員会が実施してきた内容確認の調査については各年度毎の調査成果を年次報告書とし
て刊行してきた。 既刊の年次報告等は例言に 示した通りである。 これらは概報としての性格をとって
いるが、 各年度の調査成果及 び遣物の内容については各調査の調査担当者により整理が行われ、 一定
の報告を行ってきたとこ ろ である。 また、 『柳之御所辿跡 ー 第57次発掘調査概報・猫 間が淵跡発掘調
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I 緒言

査報告 • 第 1 · 2 次内容確認調査総括報告書』（ 岩手県文化財調査報告書第118集）において第57次調
査までの成果をまとめている。

一方で、 1 ) 内容確認調査では概報という性格上、 各次にまたがった調査成果の把握が調査担当機
関以外では難しくなっていること、 2 ) 史跡整備にあたって検討を進めてきた内容や遺構解釈の変更
は随時 、 刊行物（『平泉文化研究年報』）で提示しているものの発掘調査報告書としては示していない
内容があること、 3 ) 内容確認調査での進展に よ り 緊急調査成果も含めた遣跡の内容が把握可能と
なっていると考えられることなど、 遺跡内容をまとめて報告する必要性が生じていた。 そのため、 堀
内部の調査が概ね終了する平成29年度の調査成果分までを 目 途にこれらの報告書の内容をまとめて提
示する必要性が考えられた。

作成の方針
① 内容確認調査の内容を基本とするが、 緊急調査と範囲の重複も多く、 事実関係の再検討も行われ

ている。 そのため調査次数に分割していずれかを選択して報告したのみでは遺跡内容を把握で き
ず、 また遺跡全体を総括することもできない。 それらの一 体的な把握のため必要に応じてそれ以
前の調査内容についても掲載する。

② 奥州藤原氏が活動した時期を遺跡の性格が示されるもっとも主要な時期と想定し、 その時期を本
書の主たる対象とする。 ただし、 近世以降などの遺構についても遺構医においては、 除外せず区
別して掲載する。 これまで一 部で除外されていた遺構についても、 図面掲載等は可能な範囲で行
つ 。

③ これまでの発掘調査の成果報告として、 遺構・ 遺物の基本的な情報の提示が重要と考える。 性格
など成果をふまえた解釈論等にのみ重点を置 く のではなく、 発掘調査で得られだI胄報（ 遺構の位
置、 切 り 合い関係、 遺物の出士状況など）の提示を主な 目 的とする。 また、 遺物の図面等は膨大
な量とな り 、 各概報との重複も多くなることから年代的位置付けにおいて重要な資料など一部を
選択して掲載する。

④ 上記を基本とした上で、 遺跡の性格を把握する上で重要と考えられる遺跡の変遷等についても提
示する。 また、 遺跡を評価する上で重要な論点をできうる限 り 把握した上で、 遺跡の把握に必要
な検討を可能な限 り 行う。

これらを基本的な作成方針として設定した。 遺跡の概要や内容については本書で理解で き ることを
目 的としているが、 個別の詳細図面や膨大な遺物図面について は 既往の概報に譲る部分も生 じ てい
る。 その場合にはその 旨を記載する。

作成にあたっての基本的な遺構情報や遺物の整理等は各調査次の担当者を中心 に行われてきたもの
である。 また、 史跡整備を進めるにあたっては、 遣構情報の整理を担当者が行ってきている。 本報告
書の作成に際してはこれらの調査や検討の成果が基本となって行うことができたものである。 なお、
これまでの調査担当者が多いことから、 特に50次以降の本書が主たる対象とした調査時の主担当者に
よ る検討会を数度開催した。 整理内容に ついては平泉遺跡群調査整備指導委員会において随時提示し
ているほか、 文化庁文化財部記念物課埋蔵文化財部門 （ 現 文化庁文化財第一 課）の指導を得た。

これらの方針と経過のもと調査内容の精査等を行ったが、 後述する よ うに調査内容の詳細な把握や
学術的な成果の検討には不十分な点も多く残る。 それらは執筆担当の責に帰するものであるが、 今後
のさらなる検討の材料となることを期待するものである。
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l 発掘調査以前の 「柳之御所辿跡」

第 II 章 柳之御所遺跡の調査研究 史

第 1 節 発掘調査以前 の 「柳之御所遺跡」

遺跡名 にある「柳之御所」という名 称は同時代や近接する時期の史料には記されていない。 そのた
め本節で は まず柳之御所の地名 の 由 来について、 同時代の名 称でないことが前提になるが、 斉藤利
男、 大石直正、 千葉信胤の各氏の整理 を 受けながら再度示し（斉藤1992、 大石1991、 千葉1993)、 遺
跡及び現在の遺跡範囲に対しての認識 を 確認してお き たい。 また、 文学作品中における平泉について
の研究もある（相原2014)。 なお、 下記の文中の文書名 及び引用は『平泉町史 史料編』 （平泉町史編
纂委員会1985 · 1993) による。
「平泉館」 に つ い て 柳之御所遺跡の研究においてもっとも強く関連性が指摘されて き た「平泉館 」
については『吾妻鏡』にいくつかの記載があるので、 まず確認してお き たい。 平泉内の諸施設が記載
された『 吾妻鏡』文治5年9月17 日条の「寺塔已下注文」 に は中尊寺、 毛越寺などの寺院と並んで、
宿館 の存在が記される。

一 舘事紅i

金色堂正方、 並子無量光院之北、 構 宿館 。 り1が館 西木戸有嫡子国衡家。 同 四 男 隆 衡宅相並之。
三男 忠衡家者。 在子泉屋之東。 無量光院東門構一郭。 り）Jllo：/御所。 秀衡常居所也。 泰衡相継之為居所
焉。

ここで記された諸施設 は無量光院の固囲に位置したとみられ、 後述するようにその所在の比定が大
き な研究課題のひとつとして取 り 上げられることとなる。

また、 それ以前の『吾妻鏡 』 文治 5 年 8月22日条で は、 『吾妻鏡 』 文治 5 年 8月21条で藤原泰衡方
によ り 火 を 放たれ焼亡した平泉館 の様相が記される。 長文のため内容のみまとめておく。

• 源頼朝 は 8月22 日 の申の刻に、 雨の中平泉館 に着くが、 既に主はいない。
・数町の縁辺は人もなく、 累跡の郭内は地のみになっている。
• 南西の角に一宇の倉魔が焼け残っている。 中に は 沈・紫檀以下の唐木の厨子が数脚 有 り 、 牛玉 ・

犀角・象牙笛 ・水牛角・紺瑠璃等笏・金沓 ・ 玉幡 · 金花嬰．蜀江錦直垂・不縫帷・金造鶴 ・ 銀造
猫・瑠璃灯炉 • 金の器に盛られた南廷百などがあった。

これらが実態 を どの程度記したものかは不明だが記載内容からは、 一定の範囲 を もつ区画であるこ
とや、 倉が置かれていたことなどが窺える。 このほか、『吾妻鏡 』 文治5年9月14 日条から は、 平泉
館 に陸奥 ・出羽両国の「省帳田文已下文書」 が置かれていたこともわかる。 遺跡の同時代史料として
数や記載分量 は き わめて少ないものの、 「平泉館 」 の具体的な内容 を 示す史料である。 またこれ以前
の鎌倉方が平泉に来る以前の記載のため具体的な内容か不明だが、 『吾妻鏡 』 文治3 年10月29 日条で、
藤原秀衡が平泉館 で死去したことが記される。 なお、 繰 り 返しになるが、 「柳之御所」 という名 称 は
この時期の史料にはみられない。
地名 と し て の 「柳之御所」 柳之御所の名 前が現地の地名 としてもっとも古くみられるの は、 元禄9

(1696) 年の「毛越寺 ・ 中尊寺達谷旧蹟書出」 である。 そこには高館 の北にあると記されてお り 、 現
在の地名 および遺跡名 としての柳之御所の位置と は異なる場所 を 指しているとみられる。 また、 元禄
14 (1701) 年の「毛越寺古跡書上控」 にも同様の記載がみられる。
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II 柳之御所遣跡の調査研究史

その後、 柳之御所の名 称が享保4 (1719) 年の『奥羽観蹟 聞老志』 に みえるほか、 『平泉旧蹟志』
な どの平泉を対象にした史料や『安永風土記』 などに確認できる。

宝暦10 (1760) 年の相原友直に よる『平泉旧蹟志』に は下記のとおり源義経の居所もしく ば清衡 ．
基衡の居館 と記される。

一 柳御所跡、 高館 の東方 なり、 秀衡、 義経を此館 に 居らしむると云ふ、 又一説 に は、 清衡 ・ 基
衡二代の居館 と云ふ、

また、 「平泉館 」 の項 に 柳 御所跡と伝えられると記されており、 両者が同一視されている。 柳之御
所を現在の位置 に比定するの は、 この相原と18世紀初頭 (1703-1729) の 「仙 台領図」 がもっとも遡
るものとされる。 江戸時代以降に 描かれた各種の「平泉古図」でも高館 に近接して柳之御所 な どの記
載がみられる。

田辺希文による明和9 (1772) 年の『封内風土記』では 柳之御所は清衡 ・基衡の居館 と伝えられ源
義経の記述もみられる。 「平泉館 」 は加羅御所 にあてている。 安永4 (1775) 年の 「安永風土記』 に
おいては、 柳之御所は 清 衡 ・ 基衡の住居として記載され、 「平泉館 」 がこれ にあたるとしている。 こ
の両書では 「柳之御所」 の所在地についての記述は みられない。

なお、 松尾芭 蕉 は元禄2 (1689) 年 に 平泉を訪れるが、 『おくのほそ道』や『曽 良随行日記」 では、
「高館 」や 「無量光院」、 「秀 ひらやしき」 な どの記載内容から遺跡範囲の周辺を通過したと考えられ

るが、 柳之御所の名 称は記され な い。 その約100年後の天明 6 (1786) 年 に 平泉を訪れた菅江真澄の
『かすむこまかた』 に は柳之御所が下記のとおり記される。

柳の御所は、 清衡、 基衡の館 の跡に して、 其むかし江刺 ノ 郡豊田 ノ 館 をうつされて、
これらの近世文書から、 「柳之御所 」が現在の位置 に 比定されるように なるの は18世紀初頭 以降と

考えられ、 その性格については 源義経や奥1+1藤原氏三代 に関連する居館 と見なされていたが、 清 衡 ．
基衡の居館 との見方がとられるように な ることがわかる。 その後、 18世紀中葉以降、 現在の遺跡所在
地周辺の地名 が「柳御所 」として字名 に 用いられ、 遺跡名 として用いられることとなる。 明治期の高
平真藤の『平泉志』 でも同様の記載がみられる。

なお、 同時代の史料 に みられない柳之御所の地名 の由来について、 斉藤利男 は中世の謡 曲 に 求めて
いる。 謡 曲「やしま」 に は源義経の邸宅を柳之御所と呼んでいる。 また『平家物語」 に おいても同様
の記載がみられる。 この「柳の御所」 の語源 について、 斉藤利 男 は 将軍の営を示す「柳営」の語が、
源義経の居館 に用いられたとの説を提示している（斉藤1992)。

第 2 節 柳之御所遺跡 の 発掘調査 と 研究

近代に 入り、 柳之御所遺跡が所在する範囲は遺跡として認識されるように なる。 昭和初期の岩手県
における考古学調査の初期を担った小 田 島禄郎による、 柳之御所遺跡周辺を含む平泉周辺の踏査が考
古学調査のI嵩矢であろう（岩手県立博物館 1998)。

昭和以降に は柳之御所遺跡で発掘調査が行われるように なる。 これ以降の柳之御所遺跡の発掘調査
は 大きく下記の4つの段階にわけることができよう。 な お、 平泉やその文化 に 対する研究全体を概観
すれば、 下記の柳之御所遺跡調査の 1 期以前に 昭和25 (1950) 年の中尊寺での藤原氏四代御遺体学
術調査や昭和27 (1952) 年の無量光院跡及 び昭和29 (1954) 年からの毛越寺 ・ 観 自 在王院跡、 昭和
34 (1959) 年からの中尊寺境内の発掘調査などがある。 これらの寺院跡を主な 対象とした文献史学や
建築史学、 考古学、 美術史学 な どの複数の分野からの総合的研究が平泉研究を進展させてきたこと は
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2 柳之御所追跡の発掘調森 と 研究

十分に留 意すべきであるが、 こ こ では報告書の対象から、 主に柳之御所遺跡に限定した内容にとどめ
る。 こ れらの総合的研究が平泉のみならず、 東北地方の歴 史考古学の発展と学際的研究に大きく寄与
した こ とは、 重要な内容である こ とは改めて強調しておきたい。

1 期 藤島亥治郎氏ら平泉遺跡調査会による調査(~1970年代 ・ 1 ~10次）
2 期 平泉町教育委員会による確認調壺(1980年代・11~20次）
3 期 遊水地事業に伴 う 緊急発掘調査(1990年代 ・ 21次～41次）
4期 史跡指定後の内容確認調査(2000年～ •47次～）

1 期と2 期の調査段階までの文献 史学などの研究においては平泉館 や柳之御所については言及が少
ないが、 清衡 ・ 基衡の 居館 を柳之御所に秀衡 ． 泰衡 の 居館 を伽羅御所にそれぞれ比定し、 あわせて平
泉の館 と理解されている（ 高橋1958)。 発掘調査の 実施にあたっても、 柳之御所及び高館 、 伽羅御所
の周辺に平泉館 が所在したとの 想定により調査が行われている。 平泉遺跡調査会による 1 ~10次調査
はいずれも小 規模なト レ ンチ調査で調査位置は現在の堀内部地 区 のみでなく外部にも広がる。 小 面積
のため全体像を把握するには至っていないが、 現在遺跡として認識されている河岸段丘上の広範囲に
遺構・遺物が所在する こ とが確認されている。 調査以後の研究でも、 基本的には同様の認識が継続さ
れる。 柳之御所遺跡が重要な遺跡であるとの認識のもと、 1 期の調査を主に担当した藤島亥治郎の言
及からも遺跡の性格についてはそれまでと同様に周辺もあわせて平泉館 にあてる記述がみられる（ 藤
島1980)。

昭和50年代以降に再開された、 11次以降の平泉町教育委員会による内容確認調査及び住宅など開発
対応の調査でも堀内部地区及び堀外部地区の 広範囲で調査が行われ、 各所で遺構・遺物が確認されて
いる。 こ れらには堀内部地区で瓦がもっとも多く出土した遺構である13次調査の井戸跡やちゅ う 木類
が認識された18次調査などの重要な成果も含まれる。 こ れらの調査は小 規模な面積を対象にしたもの
で遣構 ・ 遺物が確認されているもの の、 全容を把握するには至っていない。 こ れらの調査により広範
に遺構 ・ 遺物が分布する こ とが認識されていたもの の 、 北上川の影響等もありその残存は良好ではな
いと考えられていた。 そのため、 遺跡の重要性が認識され ながらも、 遺跡保護への方策に先んじて開
発対応 の調査が行われる こ ととなる。

こ れ以降、 3 期及び4期の段階の 昭和63(1988) 年の大規模な発掘調査の開始により、 遺跡の 内容
が明らかとなった。 堀内部地区に関わる調査の概要、 調査の経緯とそれ以降の経過については第 I 章
において既迩のとおりである。 大規模な発掘調査の開始により、 奥州藤原氏及び平泉について寺院以
外の居館 での調査研究が大きく進展し、 あわせて考古資料の分析も大きく進展した。 本節では3 期以
降の調査の経過を遺跡の評価に関連して記しておく。 大規模な発掘調査の開始により遺跡の評価が学
術的な側面及び遺跡保存の 側面から様々に行われるよ う になる。 発掘調査はそれらと平行しながら進
められ、 平成4(1992) 年12月の平泉遣跡群発掘調査指導委員会（ 委員長 藤島亥治郎） では柳之御
所追跡が 『吾妻鏡 』に記載された「平泉館 」 であると指摘した。 遺跡の性格についての研究は後述す
るが、 こ れ以降、 多くの 研究では柳之御所遺跡が「平泉館 」 に比定されて進められていく。 3 期の発
掘調査に関わる調査報告書は岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー が刊行している（岩手県埋蔵
文化財センタ ー 1995）。 こ れにより多量の遺構、 追物の 報告が行われている ほか、 多くの分析が行わ
れ、 平泉の考古資料が広く知られる こ ととなった。 しかし、 そ こ では遺跡の 性格について特定は避け
ながらも加 羅御所の 可能性も残したかたちで記述しており、 性格についての議論が続く こ ととなっ
た。 なお、 こ の報告書に言及する場合には 「埋文報告」と記載する。
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その後、 4期とした内容確認調査が岩手県教育委員会によって開始される。 未調査範囲の調査と既
調査範囲の再調査と検討が行われた。 一連の調査では、 12世紀前半に遡る土器群が出土し、 遺跡の変
遷が12世紀代を通して存在したことなど多 く の事実が明らかとなった。 4期の調査成果として特に大
きい内容や3 期での内容に修正が必要となった点を項 目 にすると 、 ①12世紀前半の土器群が確認さ
れ、 遣物の変遷の検討が可能 と なったこと、 ②遺物の確認と合わせ遺構変遷が12世紀代を通して把握
可能となったこと、 ③堀内部全体の遺構分布状況が把握された こ と、 ④大規模な建物群の構成や変遷
が検討されたこと 、 ⑤池の変遷が検討されたこと、 ⑥堀の位置や変遷が検討されたこと、 などが挙げ
ら れる。 遺物の特徴は3 期までで把握されていた内容 も 多い も のの、 遺構の内容を中心 に再検討が求
められ、 発掘調査とその再検討が行われてきたことによる成果は大きい。

なお 、 史跡内容確認調査は3 カ年ごとの計画を策定して行ってきており 、 1 · 2 次の内容を総括し
た報告書 も 刊行した（岩手県教育委員会2004)。 なお、 この報告書に言及する場合には「 1 · 2 次総
括」 と記載する。 ただし、 その後 も 調査が継続したことや史跡整備にむけた内容の再検討により 、 遣
跡理解に変更も生 じている。 変更内容などは既往の刊行物で も 公開に努めてきたが（柳 之御所遺跡調
査事務所2005~2008）、 これらの状況を鑑み、 本書ではこの報告書内容とその後の変更内容などを追
加し、 これらをふまえた遺跡内容の報告を意図した も のである。

本書は 4 期の段階の成果を主とした内容だが 、 3 期と4期の成果は調査範囲が重複 も し く は接して
おり 、 両者を合わせてはじめて柳之御所遺跡の堀内部の成果が理解できる も のである。 本書の主な対
象となる4期の成果の意義付けは3 期の成果を合わせて報告することで可能となる も のであり 、 本書
においては必要に応 じて両者を含めて報告を行う。

第 3 節 大規模発掘調査以降の柳 之御所遺跡 を め ぐ る 調査研究

大規模な発掘調査の開始に伴い、 遺跡内容が明らかになるとと も に 研究成果が多 く 挙げられるこ
ととなる。 調査担当者による調査成果のまとめ も 、 その都度発表されているほか（ 三 浦1993、 西澤
2007、 岩手県教育委員会2017b ) 、 既述のとおり 調査の各段階で総括的な内容を も つ報告書 も 刊行さ
れている（岩手県埋蔵文化財センタ ー 1995、 岩手県教育委員会2004)。

柳 之御所遺跡を含めた平泉遺跡群の研究は個別の論考な どを挙げていくことは極めて広範に及ぶた
めに網羅的には記しえ ないが、 個別の遺物など多岐にわたる成果が挙げられている。 平泉研究の論点
は多くの分野にまたがり 成果 も 多岐にわたるが、 ここでは柳之御所遺跡の発掘調査成果の位置づけに
直接関わる論点として、 ①遺跡の性格、 ②遺跡の変遷 、 ③遺物内容についてそれぞれ代表的な内容に
触れる。 多 く の研究成果が示されており 必要な も のは個々の記載で触れることとするが 、 本報告書で
触れる以外に も 多 く の研究が蓄積されていることは言を侯たない。

( 1 ) 遺跡の性格及 び機能

柳 之御所遺跡の性格は、 調査当初は近世以降の伝承を受け、 清衡と基衡の居館 の可能性が裔いと考
えられていた。 発掘調査では当初、 12世紀後半の遺物が多く出土 し ていると考 え られた。 そのため、
大規模な調査以降の論考では三代秀衡の時期の遺跡として論 じられている。 その後の内容確認調査で
12世紀初頭に遡る遺物が確認されたことにより 、 柳 之御所遺跡 も 12世紀後半のみでなく、 12世紀の
100年間を通して機能 し たことが確認された。 この点は内容確認調査の大きな成果であり 、 各研究時
点の遺跡への認識の大きな差異として存在することは留 意すべき点であ ろう。 なお 、 性格や機能につ
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いては、 直接的 な 賓料が な い場合に考古資料か ら は確定が難しいことが前提と なる。 また、 100年間
の奥）+I藤原氏の治世下における性格や機能の変化とそれに伴 う 可能性がある当時の名称の対応な どの
課題も残るが、 現在までの研究史の概略 を示しておく。

柳之御所遣跡の性格については平泉館 に比定する見解が大規模 な発掘謂査以降に示される。 なおこ
れ ら で多く言及され議論の焦点の ひとつと な っ てきた「平泉館 」 は前掲の 『 吾妻鏡 』 の記載か ら 、 ご
く簡略 化すれば下記の よ う に想定される。

・ 位置関係 金色棠の正方で、 無量光院の北に位置する。 一定の範囲の広さをもつ。
・ 性格 ・ 機能 居館 であり公的な 権限と行政的 な 機能をもつ政庁である。
• そ の他 平泉館 の他に、 常居所として加羅御所が存在した。

これ ら 以外にも「館 」や「宿館 」 の語義を詳細に検討した場合など多くの属性があり う るが、 記載
内容のみを単純にみた場合には上記の よ う に解されてきた。 遺跡の機能、 性格については大規模 な 発
掘調査の開始当初か ら 大石直正や 入間田宣夫、 斉藤利男の各氏に よ っ て柳之御所遺跡の堀内部地区が
平泉館 にあたるであろ う ことが述べ ら れてきた。 なお、 堀内部地区の調査を担当した三浦謙ーは遺跡
の性格の特定について慎重を期しており、 平泉館 に対応する可能性を示唆するものの、 直接的な言及
はなされていな い。 な お、 発掘調査開始当初は秀衡期に限定される遣跡として理解され、 これ ら の見
解や研究もその年代観に従 っ て示されてきたが、 その後遺跡は清衡期か ら 機能したことが明 ら かと
な っ ている。 秀衡期以前の遣跡のあり方は改めて検討の必要が生じたことにもな ろ う が、 それについ
ては当初か ら 政庁が置かれたとみる見解が多い。

一方で異 な る見解も 示されている。 埋文報告において松本建速は『 吾妻鏡 』の記述の解釈な どか
ら 、 断定は避けつつも柳之御所遺跡堀内部が加羅御所に比定できる可能性を挙げている （岩手埋文
1995)。 その後、 菅野成寛は火災痕跡がみ ら れ な いこと な どを挙げて、 柳之御所遺跡堀内部地区が平
泉館 にはあた ら ないと想定している （菅野2007)。

その後、 入間田宣夫は松本建速や 菅野成寛の根拠を検討し改めて平泉館 にあたることを論じてい
る。 さ ら に堀内部の う ち塀に区画された範囲が平泉館 に比定でき、 堀内部地区の塀 よ り外側が西木戸
の外として記される施設にあたるとの見解を示している （ 入間田2013ほか）。 八重樫忠郎は考古資料
の様相か ら 柳之御所遺跡堀内部地区が平泉館 であると改めて記している （八重樫2016)。 なお、 岩手
県教育委員会では 史跡内容確認調査において当初 よ り平泉館 と措定して調査整備を行 っ てきている。
また、 近年までの調査研究の成果を受けて、 平泉館 に比定できる可能性は高いと考えている （岩手県
教育委員会2017a · b)。 この よ う に遺跡の性格には複数の指摘が な されてきたが、 その後の多くの研
究では柳之御所遺跡を平泉館 に比定する、 もしくはそれを前提として行われてきた。

また、 遣跡の性格と関連して逍跡の形態 な どの祖形についても、 奥1'1·/藤原氏の系譜 な どと合わせて
議論が行われてきた。 そこでは鎮守府胆沢城の形態に原型を求めるものや （斉藤1992)、 安倍氏の居
館 などに系譜を求めるものがある。 近年では、 安倍氏の居館 な どの東北地方在来の居館 系 譜を論じる
中で、 払田柵か ら 大鳥井 山遺跡などの清原氏の居館 の系譜を求める見解などが示されている （横手市
教育委員会2009)。

( 2 ) 遺跡 内 の 遺構変遷

追構変遷について、 埋文報告において、 松 本建速は4時期の変遷を挙げている （岩手埋文1995)。
この段階では12世紀後半に遺跡の存続が限 ら れると認識されており、 それに基づいた追跡理解が示さ
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れてい る 。 その後、 遣跡の継続期間が100年間にわたる ことが確認され、 遺構変遷の検討もその時間
幅と前提の中でおこなわれ る こととな る 。 羽柴直人は遺跡内の遺構を 6時期にわけて理解してい る

（羽柴2004)。 また、 岩手県教育委員会でも、 1 · 2 次総括ではその時点での見解を示した（岩手県教
委20004)。 しかし、 その後史跡整備を進め る にあたって岩手県教育委員会では、 史跡整備を視野に入
れた検討を行い、 5 期程度の変遷を想定してい る （柳之御所遺跡調査事務所2005~2008）。 これ以外
にも八木光則や八重樫忠郎が変遷案を示してい る （八木2001 ・ 八重樫2015)。

これらの検討では遺構の切り合いや建物の軸方向を基にしており、 基本的な検討項目は一致する 部
分が多い。 遺跡内では柱穴を中心に遺構同士の切り合い関係が認めらない遺構が多く、 また遺跡全体
の遺構残存の不良や検出面及び埋土の上質の特性などもあり、 切り合いや前後関係の認定 自 体にも困
難を極め る 部分が多かったことも、 遣構変遷の把握を難しくしてい る 。 このほ か、 遺跡全体の範囲 で
の変遷とする か、 中心域の継続性を想定して地区ごとの変遷をみる かなどの差もあり、 各論考では細
部に相違が存在する 。
参考に代表的な検討事例での遺構変遷の概要を示すと下 表のとおりであ る 。

表 3 柳之御所遺跡の建物変遷案の対照

岩手県教委2004 柳之御所事務所2008 羽柴直人2004 岩手埋文1995
I 期 28SB6 · 28SB2 · I 期 55SB5 · 55SB6 1 · 2期 28SB3 · 28SB6 I 期 28SB6 

28SB8 · 55SB5 · 28SB6 55SB5 
50SB6ほか II .  28SB1 · 2 · 3 3 期 28SB2 · 28SB8 II 期 28SB3 

皿 期 28SB4 50SB6 
II 期 28SB3 · 28SB1 · 23SB2 ほか

50SB6Aほか ( W期） 50SB6 4 期 皿 期 28SB2→28SB1 
28SB1 · 31SB7 

31SB5 28SB4 

V 期 52SB25 5 期 28SB4 w 期 28SB8 

皿 期 28SB4 · 55SB6 50SB4 ほか 55SX2 
52SB25 · 31SB5 6 期 55SB6 · 52SB25 
ほか 50SB4 

※ 各研究 に お け る 時期 区 分 は そ れぞれで上表の よ う に 対応す る も の で は な い。 特 に埋文報告では全ての遺構 を 12
世紀後半 と 捉 え て お り 、 実年代の設定が異 な る 。 こ こ で は相対 的 な 変化 を 示す た め、 便宜的 に 並べて い る 。

( 3 ) 遺物 を 主対象 に し た研究

土器類 か わ ら け 遺跡内でもっとも多く出土し、 年代的な検討を可能とする 資料であ る かわらけ類
には多くの研究がなされてきた。 編年的な検討に限定しても、 いくつかの見解が示されてきた。 研究
初期の成果に松本建速のものがあ る （松 本1995)。 その後、 柳之御所遺跡出土資料を中心に羽柴直人
や佐藤嘉広などの研究があり（羽柴2001 · 佐藤2005)、 これらの土器編年を受けて整理された成果も
ある （井上2016)。 これらの土器変遷の検討には細部に相違もある ものの（表4)、 共通理解が得られ
ている 部分も多い。 まず、 ある 程度の共通理解として挙げうる 一定の項目をあげておきたい。

1 ) ロ ク ロ かわらけのみの時期、 手づくねかわらけが導入され る 時期、 手づくねかわらけが主体
となる 時期に変遷する
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2 ) 手づくねかわらけは年代幅を広く取った場合の12世紀中葉に導入される
3 ) ロ ク ロ かわらけは滞高が低減化する。 手づくねかわらけは口 径が縮 小 化する。

表 4 か わ ら け 変遷案の対照

羽柴2001 井上2016 岩手埋文1995 · 松本 佐藤2005

第 1 1 期 I 52SE10 1 期 I 52SE10 52SE10 
四半期 2 期 i 55SE1 55SE1 
第 2 3 期 52SE7 2 期 55SE1 28SE2 
四半期 31SE2 28SE4 

28SE13 28SE15 
52SE7 28SE16 

第 3 4 期 50SE3 3 期 50SE3 28SE4 21SE3 

四半期 28SE9 28SE15 52SE1 
52SE9 28SE16 
28SE2 31SE2 50SE3 

5 期 28SE16 28SE16 28SE2 55SX2 
55SX2 55SX2 

第 4 6 期 28SE3 28SE3 28SE3 30SE6 
4 期

四半期 30SE6 28SE1 1  28SE7 31SE7 
52SE8 30SE6 28SE1 1  52SE8 

52S£8 31SE6 

上記の理解が共通する一方で、 各論考では遺構ごとの出土土器を変遷上の ひとつの単位と し て扱
う 。 そのため、 各遺構の前後関係には相違も生じている。 これは個別の土器をどの段階と想定するか
の認識の差と、 一単位と し て遺構出土資料を把握 し た場合に遣物群が内包する各要素のいずれを主た
る要素と し て評価分類するかといった差にもよる。 表に示 し たよ う に個別の遺構の位置づけに差が生
じているものの、 絶対年代の与え方や重視する属性の差がある一方で相対的な変遷の枠組みや位置づ
けの差は大きく離れるものではない。 また、 位置づけが異なる資料も資料数が限定的であることや重
視する属性の差、 土器の群と し ての把据の差に由来する点が多い。

陶磁器類 国産陶器や輸入 陶磁器類では八重樫忠郎が柳之御所遺跡堀外部地区の資料などを中心に
遣跡の性格や位置づけを行っているほか（八重樫1995)、 近年の集成もある（愛知県史編さん委員会
2012)。 輸入陶磁器類では堀内部の出上資料の検討を行った羽柴直人の論もある（羽柴2009)。 また、
輸 入 陶磁器類の科学分析や中国、 博多での研究の深化に基づく、 平泉出土資料への議論もある（ 徳留
2018)。

そ の他 瓦は平泉では中聰寺と柳之御所遺跡堀内部がまとまって出土する範囲だが種別の提 示が少な
い。 文様や技法の系譜や建物への利用方法が主な論点となってきた。 鎌田勉は瓦当文様を中心に技術
系譜を論じている（ 鎌田1994)。 また、 上原真人は追跡内に持仏棠を想定する（ 上原2001)。 現在まで
の出土資料では多様な軒瓦が確認できる（ 岩手県教育委員会2015)。
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遺跡を特徴づける遺物の ひ と つである木製品類は三浦謙ーが出士の概要をま と めているはか （ 三 浦
1995) 、 近年の出土資料などの検討もある（ 櫻井2016) 。 この他出土品は石製品なども含め多くの種別
に またがる（櫻井2012) 。 遺跡内から出土した木製品には建築部材も含まれ、 冨 島 義幸の検討などが
ある（冨 島2006)。

これらの研究史をみる と 、 柳之御所遺跡に直接関わる論点である遺跡の性格・機能、 遺構変遷の各
項 目 ではそれぞれに見解が分かれる部分があるこ と がわかる。

遺跡の性格や機能 に ついては多くの論考で柳之御所遺跡堀内部が居館 ・政庁の機能をもち、 『吾妻
鏡 』 にみえる 「平泉館 」に対応する と 考えられているものの、 異なる見解も少数ながらみられる。 現
在の平泉から得られる新規の情報の多くは発掘調査による考古資料だが、 当然ながら考古資料 と 遺跡
の当時の性格を対応させるこ と は簡単な問題ではない。 多くの研究や論点が示されてきた柳之御所遺
跡についても、 考古資料から何をもって 「平泉館 」に相当させうるかは言及が少ない。 これは考古資
料 と 遺跡の対応が単純な問題ではいないこ と を示す と 同時に、 奥州藤原氏の築いた平泉政権の実相に
ついての検討課題が残るこ と にも起因 しよう。 また、 初代清衡や二代基衡の時期の機能が各時期にお
いてどの程度変化 し 、 それらに対 して秀衡期 と みられる文献上の記載内容が敷術できるのかなどの課
題もある と 思われる。

遺構の変遷については多くの議論が行われてきており、 検討されてきた属性については共通する部
分も多い。 ただし、 削 平などによる遺跡の残存状況の不良さや土質等にも起因する調査 と 遺構検出の
困 難さなどもあり、 確定できない部分が生じる と 考えられる。 また、 堀内部全体の把握の仕方によっ
ても変化が生じる部分がある。

遺物に関する研究も多く行われてきたが、 編年的研究など多く進められてきた課題もあり、 一定の
共通認識が得られている部分もあるものの細部には相違もみられる。 また、 検討が少ない遣物もある
こ とや数量的な検討が難しい部分もある。

本書では、 これらの諸課題をふまえつつ、 これまでの調査成果を報告し各遺構・遺物の調査成果を
報告するものである。 既刊の報告書や概報によって一定の基礎デー タ の提示がなされてきているもの
の、 ま と まった形で示されていないものや変更が生じた部分などがあり、 それらの提示を行ってい
く。 その上で調査成果から、 遺跡の変遷や機能・性格について位置づけを行うものである。

ただし、 本書での提示までにも多くの時間がかかっているものの、 不十分な点が多く残されてい
る。 今後のさらなる検討 と議論の材料 と なるこ と を希望するものである。
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3 大規松発掘調杏以降の柳之 御所辿跡 を め ぐ る 調 壺研究

表 5 柳之御所遺跡の調査一覧
次 数 年1文 地 区 調 杏 I I 的 調査主休 （ 編 若 ） 報告内 名
l 1969 内容確詑 平 呆辿跡調査会 「平泉館 （ 柳の 御所） 第 1 次発掘調 査略荊ij
2 1969 内容(i'(1胄ゼ、 平 泉 辿跡調査会 同 」．

3 1969 内容確認 平呆辿跡調査 会 同」．

4 1970 内容確認 平泉辿跡調査会 『第 I 期 第 1 次平泉館発掘調査略報j
5 1970 内容確認 平 呆 辿跡調奔会 同上
6 1970 内容確認 平 泉 辿跡 調 杏 会 同上
7 1970 内容確認 平 泉 辿跡調査会 同 上
8 1971 内容確認 平泉辿跡調査会， 1971 内容確認 平泉辿跡調査会
10 1972 内容確認 平泉辿跡調査会 『柳の 御所 第 3 次発掘調査略報』
1 1  1982 内 部 内容確認 平 泉 町教育委員 会 『柳之御所辿跡発掘調査報告乳｝• - 第 1 1 · 12次発掘調査概報j 岩手県平

泉 町文化財閻査報告紺第 1 集 （以下 、 平文） 、 1983年
12 1982 外部 内容確認 平 泉 町教育委員 会 同 」 ＿．

13 1983 内部 内容確認 平泉 町教育委員 会 『 柳 之 御 所跡発掘間 査報告書 ー 第13 · 1 4  · 1 5  · 16次 発 掘 調 査 概報』
平文第 3 梨 、 1984年

14 1983 内部 内容確認 平 泉 町教育委員 会 同上
15 1983 堀 内容確認 平泉町教育 委 員 会 同 上
1 6  1983 外部 内容確認 平泉ll開教育委員 会 同上
17 1984 堀 内容確認 平泉町教育委員 会 『平泉辿跡群発掘調査報告害j 平文第 6 媒 、 1985年
18 1986 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 「平泉辿跡群発掘調査報告書』 平文第 1 1 集 、 1987年
19 1987 外部 内容確認 平泉町教育委員 会 『平泉辿跡群発掘調査報告書』 平文第 13集 、 1988年
20 1988 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 『柳 之 御所辿跡発掘 調 査報告書 ー 第20 · 22次 発掘様調 壺報告j 平文

第15集 、 1989年
21 · 23 · 1988 内部 開 発対応 園 ） 岩 手 県 文 化振 『柳之 御所跡』 岩手県文化振興事業 団 埋 蔵 文 化 財 発掘調査報告書第
28 · 31 ・ -- 興事業団埋蔵文化財 228集 、 1995年
36 · 4 1  1993 セ ン タ ー

22 1988 内部 開 発対応 平泉 町教育 委 員 会 「柳之御所辿跡発掘調 査報告書 ー 第20 · 22次 発掘調査報告J 平 文第
15集 、 1989年

24 · 25 ·  1989 タト部 開 発対応 平泉町教育委員 会 『柳之 御所跡発掘調査報告害 ー 第24次 ・ 25次調 査概報』 平文第 19集 、

27 · 29 ·  1990年
35 1992 「柳之御所跡発掘調査報告書 ー 第27次 ・ 29次調査概報j 平文第24躾 、

1991年
「柳之御所跡発掘調 査報告書 ー 第35次調 査概報j 平 文第32集 、 1993
年
「柳之 御所跡発掘調査報告也 ー 平 泉 バ イ パ ス ・ 一 1及l 遊 水 地 関 連追跡
発掘調査j 平文第38梨 、 1994年

26 1989 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 『東北電力 鉄塔 用 地 (No49 No48 No47) 発掘調査報告書』 平文第
20集 、 1990年

32 1991 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 「平泉辿跡群発掘調査報告書j 平 文第29集 、 1992年
33 1991 外部 開 発対応 平 泉 町教育 委 員 会 同上
34 1991 内 部 開 発対応 平 泉 町教育委員 会 同上
37 1992 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 「平 泉 辿 跡 群 範 囲 確 認 調 査 ー 第37次柳 之 御所跡発掘調 査報告書 ー 』

岩手県文化財調査報告翡第94躾 （以下 、 岩文） 、 1993年
38 1992 堀 ・ 内容確認 平泉町教育委員 会 『平泉辿跡 群 範 囲 確認調査報告掛梢l 之 御 所跡 第38次 ， 39次 ． 40次発
39 · 40 外部 掘調査』 平文第33集 、 1993年
42 1993 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『 平 泉 追 跡 群 範 囲 確 詔 調 査 ー 第42次 柳 之 御 所 跡 発掘 調 査報告書 ー 』

岩文第96梨 、 1994年
43 1993 堀 開 発対応 平泉III.［教育委 員 会 『平泉辿跡群発掘調 査報告書』 平 文第40船 、 1994年
44 1993 外部 内容確認 平泉 Ill]教育委員 会 『平泉 辿跡範囲確認調査報告書 一 高館跡 第 3 次 ・ 柳 之 御 所 跡 第44次

発掘調査j 平文第39躾 、 1994年
45 1994 外部 開 発対応 平泉ll「I教育委 員 会 「柳之 御所跡第45次 発掘調査報告書1 平 文 第46鋲 、 1994年
46 1994 内部 開 発対応 平泉 ll「]教育委 員 会 「平泉辿跡群発掘調壺報告書』 平 文 第47梨 、 1995年
47 1996 内 部 内容確認 料手県教 育 委 員 会 r岩 手 県 内 辿跡 発掘調査報告習 （平 成 9 年 1虻 ）』 岩文 第 103集 、 1998

年
『柳之 御所辿跡 ー 第47 · 48 · 49次発掘調査概報j 岩文第104集 、 1999
年

48 1997 内 部 内容確認 尉手県教育委 員 会 『柳之御所辿跡 ー 第47 · 48 · 49次発掘調 査概戟』 岩 文 第104第 、 1999
年

49 1998 内部 内容確認 岩手県教育委 員 会 同 上
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II 柳之御所遺跡の調査研究史

次数 年度 地区 調査 目 的 調査主体 （編著） 報告瞥名
50 1999 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所辿跡 ー 第50次発掘調査概報j 岩文第107集 、 2000年
52 2000 内部 内容確懃 岩手県教育委 員 会 「柳之御所辿跡ー第52次発掘調査概報j 岩 文 第 l l l 集 、 2001年
53 2000 タト音I·5 開発対応 平泉町教育委員 会 『平泉辿跡群発掘調査略報』 平 文 第77集 、 2001年
54 2000 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 同上
55 2001 内部 内容確認 岩手県教育委 員 会 『柳之御所辿跡 ー 第55次発掘調査概報』 岩 文 第 1 13集 、 2002年
56 2002 内部 内容確認 岩手県教育 委 員 会 『柳之御所追跡 ー 第56次発掘調査概報」 岩文第117集 、 2003年
57 2003 内部 内容確認 岩手県教育 委 員 会 「柳之御所遣跡 ー 第57次発掘調査概報 ・ 猫 間 が淵 跡 発 掘 調 査報告 ・

第 1 · 2 次内容確認調査総括報告書」 岩文 第 1 18集 、 2004年
58 2003 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 『平泉辿跡群発掘調査報告書』 平文第85集 、 2004年
59 2004 内 部 内容確詔 岩手県教育委員 会 「柳之御所追跡ー第59次発掘調査概報』 岩 文 第121集 、 2006年
60 2004 外部 開 発対応 平泉 町教育委員 会 「平泉辿跡群発掘調壺報告書」 平文第92集 、 2005年
61 2004 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 同上
62 2004 外部 開 発対応 平泉町教育委員 会 同 上
63 2004 外部 開 発対応 平泉 町教育委員 会 同上
64 2005 内部 内容確詑 岩手県教育委 員 会 『柳之御所辿跡 ー 第64次発掘調査概報』 岩文第123集 、 2007年
65 2006 内部 内容確認 岩手県教育 委 員 会 「柳之御所追跡 ー 第65次発掘調査概報』 岩文第125集 、 2008年
66 2006 外部 開 発対応 平泉町教育委 員 会 r平泉 辿跡群発掘調査報告書』 平 文 第108集 、 2008年
67 2006 試掘 岩手県教育委員 会
68 2007 内 部 内容確認 岩手県教育 委 員 会 『柳之御 所迫跡 ー 第68次 発掘調査概報」 岩文第 127集 、 2009年
69 2008 内 部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所辿跡 ー 第69次発掘調査概報」 岩文第130猿 、 2010年
70 2009 内 部 内容確認 岩手県教育委員 会 「柳之御所逍跡 ー 第70次 発掘調査概報』 岩文 第133集 、 201 1年
71 2009 外部 開 発対応 平泉町教育 委 員 会 「平泉逍跡群発掘調査報告書』 平 文 第 1 16集 、 201 1 年
72 2010 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所追跡 ー 第72次発掘調査概報J 岩文第135集、 2012年
73 201 1 内部 内容確眩 岩手県教育 委 員 会 『柳之御所追跡 ー 第73次発掘調査概報』 岩文第137集 、 2013年
74 2012  内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所辿跡 ー 第74次発掘調査概報』 岩 文 第140集 、 2014年
75 2013  内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所辿跡 ー 第75次発掘調査概報』 岩文第144集 、 2015年
76 2014 内 部 内容確認 岩手県教育委員 会 ［柳之 御所追跡 ー 第76次発掘調査概報』 岩文第147集 、 2016年
77 2015 内部 内容確認 岩手県教育 委 員 会 「柳之御所追跡 ー 第77次発掘調査概報』 岩文第150集 、 2017年
78 2016 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 『柳之御所迫跡 ー 第78 · 79次発掘調査概報』 岩 文第153梨 、 2018年
79 2017 内部 内容確認 岩手県教育委員 会 同 上
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第 1 節 遺 跡 の 概要

( 1 ) 基本土層

第 皿 章 ． 発掘調査の 成果

1 辿跡の概要

柳之御所遺跡内の基本土層 は、 大きくは下記の と おりである。 ただ し 、 辿跡内でも単一の様相を示
すものでは な く 、 地点の検出面な どの標高の高低 に よ っても異なるなど、 IV ~VI 層を中心 に 細分も可
能である。 また、 追跡内の多 く の範囲は宅地開発等により当時の地表面にあたる土層 は残されていな
い。 さらに地形造成 な どに伴う改変もあり、 当 時の整地面や旧表土 と 把握できる土層 な どの残存は低
地部分 な どに限定的である。 そのため、 これらの地形の改変な どの影響が大きいこともあり、 遺跡内
の遺構の多くはいわゆる地山面にあたる黄褐 色粘土質の土層であるIX層での検出となる。 基本土層 と
した下記についても比較的良好に確認できるの は猫間 ヶ 淵 な どの低地部分に限定される。

な お、 既往の調査報告での層 序との対応については参考のため、 埋文報告（岩手埋文1995) と の対
応の概略 は (1995 ー ロ層） と し て、 また、 土 層 の残存が良好な69次調査での土層 と の対応の概略 は
(69次 ー ロ層） と して記 した。

I 層 表土。 (1995 - I 層 ． 69次 — I 層）
II 層 宅地造成等に伴う盛土層。 (1995 - I 層 · 69次 ー II 層）
m 層 12世紀以降の堆積層 。 12世紀代の遺物及び近世以降の近現代までの遺物を含む黒褐色及び

灰褐色の土 層 (69次 一 皿 層）。
w 層 12世紀以降の堆積層。 12世紀代の遺物を多く含み、 炭化物を含む土層。 皿 層と土質は類似

するが、 炭化物や12世紀代の資料が多い出上遺物の様相から12世紀代に近い時期の堆積 と
みられる (1995 - II 層 ． 69次 — W 層）。 猫間 ヶ 淵に接する低地部分 な どの遺構埋土中では
12世紀代の可能性がある土層が確認でき (69次 ― V 層 ） 、 こ のW 層中でも分層可能である。

v 層 12世紀代の表士。 黒褐色土層。 土層の残存が良好な位置で は こ の土 層 上面が検出面 に な
る。 低地部では整地土層が確認できる位置もある。 12世紀代の中でも整地な どを境界に 細
分できる位置もあるが、 遺跡中心 部 な どの標高の高い地点では 削平のため分層 し ての把握
は 困難である。(1995 一 皿 層）

VI 層 12世紀以前の堆積 層 。 灰褐 色の粘性の強い土層。 10世紀前半に 降灰した十和田a火 山 灰
(To -a) と みられる灰 白色火 山 灰を含むが、 小 ブ ロック 状になるなど多くは 二次堆積に

よる。 低地部で は 火 山灰が層を成す位置もあり、 上下に分層可能である。 平安時代の土器
を含む (69次 ー VII ~IX 層）。

VIII 層 12世紀以前の堆積層。 黒褐色の シ ルト質土層。 縄文・ 弥生時代の遺物を少量含む(69次 一

x 層 ） 。
IX 層 いわゆる地山にあたる土層。 黄褐色の粘性の強い土層。 遺跡内の多くで検出面 と な る土層

である。 よ り下層では細分可能である。 (1995 -N 層 ． 69次 ー X I 層）
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皿 発掘調査の成果

( 2 ) 検 出 遺構 の 概要

柳之御所遺跡堀内部地区で検出されている遺構を種別に示すと表 6のとお り である。 これは岩手県
埋蔵文化財センタ ー (21 · 23 · 28 · 31 · 36 · 41次調査 ） 、 岩手県教育委員会による調査での検出遺構
を合計 し た数値である。 また、 これらの調査範囲内に包含される平泉町教育委員会による調査(11 .

13 · 14次調査 ） も含むほか、 同 じ く 平泉町教育委員会によ り 堀跡が検出された調査もある(15 · 38 · 
40 · 43次調査 ） 。

ただ し、 次数が異なる調査でも平面的に重複し同 一と考えられるものは 同 一遺構としている。 複数
の調査次において異なる遺構番号を付されているものでも、 平面的に連続するな ど同 一の遺構とな り
うる事例を含むが、 同 一と確定できない場合については別遺構と し ている。 また、 遺構とされていた
ものの、 後次の調査で遺構として認定されなかったものについては、 後次の調査成果によ り 遺構では
ないと判断されたものとして基本的に図上で省いている。 ただ し 、 後次の調査での見落と し と判断で
きるものはこの限 り ではな く 、 図上及び遺構番号と し て残 した。 このほか、 原図等に記載されている
ものの遣構か性格が判然としない表記として、 明確ではない平面的な土層 の相違な どの表記も散見さ
れる。 これらは図上に記されているが、 図面による確認では不明確な部分が残ったものである。 その
ため、 これらのうちに は遣構と し て認定したもののもあるが、 図上には線と し て残したものの遺構と
して認定できていないため遺構番号を付していないものもある。

これらの不確定とせ ざるを得ない前提条件があるため、 下 表で示した数値は現状で確定できた遺構
の合計となる。 そのため既往の調査概報な どを合計した数値とば必 ず し も合致しないが、 数饂 自 体の
実数が大きな意義をもつものではな く 、 遺跡内での検出遺構の傾向を示すものである。

表 6 柳之御所遺跡堀内部地区 で確認 さ れ た 遺構
遺構種別 12世紀代 近世 ・ 近現代 ・ 不明 合計

堀 ・ 溝 4 4 
橋跡 8 （土橋 を 含 む ） 8 
掘立柱建物跡 99 44 143 
竪穴追構 2 6 8 
池跡 1 1 
井戸跡 74 14 88 
土坑 402 369 771 

（上記の う ち ト イ レ 状）
塀跡 34 25 59 
道路跡 5 5 
性格不明遺構 102 102 
溝跡 411 411 
合計 629 971 1600 

( 3 ) 本章の記述方法 と 内容

以下では、 第2 節でこれらの検出遺構を種別ごとに項を分けてまとめ、 遺構と遺物の特徴を記載す
る。 記述に際して、 まず遺構の種別ごとに項を分け、 遺跡全体の検出遺構をそれぞれの項で表に示
す。 その際、 本書の主な対象時期である12世紀代の遣構を先 表で示 し 、 それ以外の時期の遺構を次表
に示す。

次に、 本書の主な対象調査である50次以降の調査成果を本文に記す。 合わせて、 その遺構から出土
した遺物について遺構の時期決定の手がか り となるかわらけや、 遺構や遺跡の性格を検討する上で重
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要な 文字資料な どの資料を中心 に、 それぞれの出 土遺構の記載の中で掲載する。 また、 各遺構から出
土した造物で特箪すべきものについても記載する よ うに努める。 それ以外の造物として、 国産陶器類
な どの破片 資料は辿跡を検討する上で重要 な 資料だが、 数是が多く個々の資料ごとの差異は少 な い。
そのため、 数量の把握を目的として第3 節でこれらの遺物の全体の出土量や分布を示す。 これらを含
めた資料の実測図等は既刊の概報で多くを掲載してきている。 個 体ごとの差が少 な い国産及び輸入の
陶磁器類な どの体部片 な どを中心 に遺物実測図面の多くはこれらに譲る。 図上の遣物番号については
各報告書の掲載番号も付記する。 50次調査から64次調査までの資料では掲載番号と登録番号を分けて
おらず、 埋文報告及びその後の概報との区別のため「埋 ― □」「50 ー ロ」 等と記す。 また、 65次以降
の調査については掲載番号のほか登録番号も備考に付記する。 かわらけの記載では口 径 ・ 底径 · 器高
などの器形の大きさを示すいわゆる法量値を記す場合が多い。 その際、 既往の研究での把握方法や法
量値の分布の傾向から、 ロ ク ロ かわらけ大皿では器高3 ~ 4 cm程度を境に 4 cm以上のものを器高が
高いと表現する場合がある。 あわせて器高が高く、 底径が小 さいなどの特徴とあわせて「椀製」「皿
形」 と記す場合がある。 また、 手づくねかわら け大皿では 口径13~14cm程度を境に、 口 径15cm以上
の資料を大型、 口 径13~14cm前後以下の資料を小 型と記す場合がある。

なお、 50次以前の遺構番号が付加されている遺構でも50次以降の調査で精査した遺構については本
文で記載するほか、 それ以前の本報告の主たる対象ではない50次調査 よ り以前の調査で精査された遺
構についても主要なものを中 心 に概要を触れる。 また、 調査次以降の検討により変更が加えられた事
項についても、 それぞれ記すこととする。 具体的 に は、 建物としての認識が難しいと考えられた遣構
や、 遺構の重複関係などの認定に変更が生 じた も のや疑義が指摘されてきたものがこれにあたる。

第 2 節 遺構 と 出土遺物

( 1 ) 堀 跡 ・ 橋跡

柳之御所遺跡で検出されている堀跡と、 遺跡を区画する よ うな関連する溝跡 は 表 7のとおりであ
る。 ここでは遺跡を区画する意味をもつ遣構を取り上げ、 この他の溝跡は後述する。 なお、 これらの
堀跡は異なる調査次数で検出され、 調査位置が平面的に離れていたことなどにより 遺構名 称を異にし
て付している場合 も あるが、 その後の調査検討により同一の遺構と理解できるものである。

柳之御所遣跡では遺跡を区画する堀跡が2条確認されている。 長大な遺構のため、 既報での遺構名
等は調査次数に よ って異 なる場合がある。 遺構名 の対照は表 7のとおり で、 位置関係に基づき、 外側
の堀跡(21SD2 · 56SD39 · 72SD2) と内側の堀跡(21SD1 · 56SD38 · 72SD1) として以下の記載を行
う。 また、 これらの堀に関連する遮構として、 堀に架かる橋跡及びその周辺で確認された橋跡のほか

（表 8 )、 整地層や土坑な どがある。 これらの遺跡の端部に位置し、 堀内部への導入部としての位置や
機能などに関連するとみられる遣構について も ここで記す。 橋跡やこれらの遺構は各遺構が関連する
堀跡の項で記載する。

2条の堀跡のほかに遺跡を区画する性格が想定できる遺構に、 遺跡の中央やや西側で検出された内
溝 (56SD40) と、 造跡の南端部で検出された外側の溝(21SX3) がある。 これらはそれぞれ遺構 名
と合わせて記載する。

こ れまでの調査では堀に関連する位置として、 21次 • 41次調査で南端部の多くと北端部の一部の精
査を行っている。 その後、 69 · 70 · 76 · 77 · 78次調査で南端部の未調査範囲を対象に、 56 · 75次調査

- 41 -



皿 発掘調査の成果

で猫間 ヶ 淵周辺の未調査範囲を対象に、 72 · 73 · 74次調査で北端部の未調査範囲を主な対象に調査を
実施した。 そのため堀跡の調査は南端部の内側の堀跡の成果を除いて、 多 く は50次以降の調査成果が
主となる。 ただし連続する遺構のため、 21 · 41次調査範囲の成果についても必要な内容について適宜
触れる。 なお、 堀の土層観察は各調査次で行われてきた成果によるもので、 層相の違いを大き く 分け
て捉えると後述するように各地点で概ね共通の様相が認識でき、 層相の対応が可能である。 しかし、
近接した調査位置においても堀の土層の深さや対応関係の細部には実際の様相に差異がある場合もあ
り、 それぞれの認識された層序を厳密に対応させて遺構全体を統一した土層名 で示すことは困難であ
る。 ここでは、 まずそれぞれの調査時での土層について、 成因や特徴などを記載する。 それをふま
え、 各地点において類似もし く は同一とみられる土層とその成因などから、 全体の変遷を把握するよ
う努める。

表 7 堀跡 と そ の遺構名 の対照

I | 外側の堀跡
南端部 21SD2 
猫間 ヶ 淵 • そ の 他 56SD39 
北端部 72SD2 

表 8 橋跡 と そ の位置

I 
南端部
23SX12 
無是光院側
北端部

①南端部の様相
【概要】

| 外側の堀跡
(69SX3付近に推定）

79SX1 （土橋）

内 側 の堀跡 | 内溝 ! 外側の溝
21SD1 | [ 21SX3 
56SD38 I 56SD40 
72SD1 · 41SD2 

内 側 の堀跡 その他 内溝
21SX35 I 21SX3 

56SD40 
75SX1 l 56SX1 （土橋）

41SX2 

園池等が所在する範囲より南側を便 宜的に南端部として 示す（図23)。 柳之御所遺跡堀内部以外の
遺跡範囲との関連では、 周知の埋蔵文化財包蔵地としての伽羅之御所跡と低地を挟んで近接する位置
にあたる。

南端郁では遺跡を区画する遺構として、 外側の堀跡(21SD2) と内側の堀跡(21SD1) のほか、 外
側を走る溝(21SX3) が検出されている。 また、 2条の堀に重複もしくは関連して、 それぞれの橋跡
やそれに関連する遺構のほか、 整地層や土坑が確認されている。 それらについても2条の堀跡と関連
する遺構としてそれぞれの堀跡の項で記す。 内側の堀跡(21SD1) のうち、 東側を南北方向に走る部
分は21 · 23次調査の対象範囲にあたり、 この段階で精査 ・ 完掘されている。 この範囲はそれ以降の調
査は行われておらず、 土層などについての新たな知見は得られていない。 そのため、 ここでは内側の
堀跡についてはそれ以降の調査次にあたる、 堀跡が東西方向に走る範囲の調査成果を主に記す。
【外側の堀跡(21 S02 • 56S039 · 72S02) 】
遺構 概要 外側の堀跡は遺跡を画する大規模な2条の堀跡のうち、 外側を走る堀跡である（図24)。
堀跡は遣跡の堀内部地区が立地する段丘と猫間 ヶ 淵の境界部分で遺跡の内部から外側の猫間 ヶ 淵など
の低地に向かって下がる斜面地に位置し、 南端部では南側に向かって傾斜する斜面の変換点の低位の
段丘面に立地する。 調査位置より東側の延長は河川の浸食によって失われており、 本来の堀の走向に
ついて東側への延長方向やそこでの在否は確定できない。 21次調査で東側の端部を調査したが対象面
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図23 遺跡南端部平面図 ( 1 /800)
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2 辿梢と出土辿物

租は少なく、 内容や位置には不明な点が多く残されていた。 その後に69 · 70 · 76 · 77 · 78次調査で西
側の延長を精査 した。 西側は東西方向に走り、 79 -107付近から方向を変えて北西から南北方向に向
かう。 堀の走向は猫間 ヶ 淵の低地の 自 然地形に沿う。 幅5.5~ 8 mで、 最も幅が広 く1雁認できた部分
でも 8 m 程である。 検出而からの深さはl.8~2.5m程である。 底面標高は20.3~20.9m 程で、 概ね東側
に向かって傾斜する。 なお、 南端部では100m 程の延長が確認できた。
土層状況 Y=85~91付近では（ 図25 · 26 ー 断面①② ） 、 幅 7 m程、 深さ2.5m程で確認 し ている(69 · 
70次調査 ） 。 底面標高は20.3mである。 この範 囲では外側の肩を中心に上部を 自 然堆積層 、 東端部で
は整地層（以下、 69整地陪） が覆っており、 これらを除去 した後に全体が検出できる。 土層からは、
断面①・②でE層と し た 逆 台形とみられる旧期の堀跡、 それを掘り込むF層 と し た新期の堀跡の少 な
くとも新旧2 時期の変遷がある。 E層 は 自 然堆積で黒褐色と灰褐 色の土層が互層となる。 F層も 自 然
堆積で粘質土と砂層で構成され、 一部はグラ イ 化 し ている。 これを21SX4とした溝状の部分の土層 に
あたるD層が埋め戻している。 D層は黄褐 色土の ブ ロ ッ ク を多く含み、 層の下面で木の枝や樹皮が平
面的に広がる（図版編図版55)。 平面的に広がり、 薄く敷き詰められた状況で検出しており、 敷葉等
の工法とみられる。 また、 東端部ではC層と し た69SX3の土坑状の掘り込みとその埋め戻しがある。
c層 からは多くの遣物が出土 し ている。 またD層の下層には69整地層(A · B層 ） があり、 D層と堆積
の時間差は判然としないものの、 この範 囲では外側の堀跡の全体が埋め戻されていたことがわかる。
人為 層とみたA ~ D層 は黄 褐 色土の ブ ロック を多く含む。 西側の断面②の最終の堆積土である 自 然
堆積層 N · V 層は土器類を多く含み粘質上で ラ ミ ナが形成されている。 ラ ミ ナの形成など層相から水
成堆積とみられ、 21SD2の廃絶の状況を示唆する。 東端は69整地層 による整地が厚く行われるため、
対応してN · V 層を含め 自 然堆積層が薄くなる。 整地層については後述するが、 東端に位置する厚い
69整地の範囲は幅5.5m程と限定的である。

Y=82~84付近では （図27 ー 断面③④ ） 、 幅 8 m 程、 深さ2.4m 程で確認している(77次調査 ） 。 底面
標高はもっとも深い位置で20.8mである。 上層からは、 断面③の44~48層 や断面④の39~43 · 51 ~53 
層にあたる旧期の堀跡とみられる初期の 自 然堆積層があり、 断面③の40~43層 や断面④の36~38層に
あたる掘り直しとみられる新期の堀跡の堆積がある。 旧期の堀跡は逆 台形を基本形状とするとみられ
るが、 断面④の位置では深 く 掘り窪んでおり、 地点による初期の堀の形状の違いを示すかも し くはさ
らに古い段階の形状を示すと判断できる。 他地点の様相からは前者の可能性が高いが、 地点ごとに構
築や浚渫に段階差がある可能性も残り、 両者の見方を留保 し ておく必要があろう。 その上層では 自 然
堆積による土層 が堆積する。 自 然堆積士の堆積途中で掘り込みや水成堆積の土層での段階の差が断
面からは認識できるが、 大きな改修はみられない。 上層では内側の肩に沿って、 79SX1 · 79SX2と し
た掘り込みと人為土層による埋め戻 し がある。 黄褐色のブ ロック によって埋め戻されている。 最上層
は 自 然堆積による土層で、 土器類を多く含む。 ③ ・ ④の断面で深さなどや や様相が異なるが溝状に
堆積 し 、 自 然堆積による埋没は21SD2の廃絶の状況を示唆する。 また、 内側の岸周辺では整地層があ
る（以下、 77整地層 3 )。 整地層 は旧表土にあたる黒色土層を直接覆う。 21SD2とは直接の切り合い
関係にはないが、 平面的な位置関係や崩落した土層 が21SD2の下層に堆積する状況から、 21SD2が構
築された段階に近い 時期の地業とみられる。 なお、 77整地層 3 のうち断面④の57 · 58層 は竪穴遺構

(77SI1) の埋士である。 77SI1は出土遺物の特徴から9世紀末から10世紀前半頃と判断·できる。
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図27 2 1 SD2平面 ・ 断面図 (2)
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図28 21 SD2平面 ・ 断面図 (3)

Y=79~81付近では （図28 ー 断面⑤）、 幅6.5m 程、 深さ1.8m 程で確認 し ている(76次調査）。 底面標
高は20.9mである。 土層からは、 16~19 · 21 ~23層 にあたる旧期の堀跡と、 13~15層 にあたる掘り直
しとみられる新期の堀跡の堆積がある。 旧期の堀跡の土層はいずれも 自 然堆積である。 黄褐色土の ブ
ロック も含むが、 ラ ミ ナが形成される水成堆積の土層 を間に挟む。 土層の底面で凹 凸をもつ部分もあ
り、 形状を変え るような大規模な掘り直 しのほかに、 小 規模な造作が窺 え る。 新期の堀跡の土層 も 自
然堆精によるもので、 層相から水成堆積とみられる。 7~12層 は黄褐色土の ブ ロック を多く含む人為
的な埋め戻 し による土層とその崩落土層である。 内側の肩に沿って分布 し、 水平方向の堆積が確認で
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図29 2 1  S02平面 ・ 断面図 (4)

きる人為的な埋め戻 し が21SD2の検出面まで行われている。 最上層の 自 然堆積土層は、 特に最下部に
土器類を多く含み、 21SD2の廃絶状況を示唆する。

なお、 外側の堀跡はこの周囲まで東西方向に走るが、 この周囲で 自 然地形に概ね沿って南北方向に
走向方向を変える。
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Y=74付近では （図29 ー 断面⑥） 、 幅5.5m程、 深さ2.lm程で確認している (78次調査） 。 底面標高は
20.8mである。 土陪からは大規模な掘り 直しやその他に複数回の小規模な造作が窺 え る。 逆 台形状の
旧期の堀 跡が構築され、 さらに逆台形状を呈する新期の掘り 直しが行われる。 旧期の堀 跡は逆台形の
断面形で59 · 60層を構築底面 と し、 一部成形の後25 · 26層の底面を機能時の底面 と みている。 旧期の
堀 跡が 自 然堆積により 埋没し、 再度断面逆 台形の新期の堀に掘り 直しが行われる。 この段階の底面を
19 · 20層の底面 と みている。 新期の堀 跡も 自 然堆積の土層で埋没する。 その後、 10 · 11陪を底面 と す
る 自 然堆積の土層が堆積する。 これ以降の堆積は21SD2の廃絶に近い時期 と 考 えられる。 この 自 然堆
積層が追構廃絶時の状況を示唆する と みられる。 なお、 内側の岸より 流入した人為 層の崩落 と みられ
る 6層は、 外側の堀 と 内側の堀の間に盛土整地の地業が行われたこ と を示す。

この位置では猫間 ヶ 淵跡の低地部分にあたる外側の肩が、 旧期の逆台形状の堀跡の構築に際して土
堤状に積み上げられる人為 層 で形成される。 また、 この位置の肩は逆 台形の堀 跡の掘り 直しに際し
て、 この人為層による土堤も積み直しが行われる。 旧期の堀 跡に伴う肩の構築は37 · 38層 と した縦方
向の土層を上留めの痕跡 と みて、 それより 外側の部分に行われる。 下層から暗色の ブ ロック 土、 明る
い粘土ブロック 、 両者の混じる土層で確認でき、 堀の掘削 に伴う排土を用いたこ と が推察できる。 そ
の後、 一部の崩落を挟み、 新期の堀跡に伴って27~32層が肩の再構築に伴う土層 と みている。
南端部に お け る 外側の堀の ま と め これらの土層の堆積状況 と そこから想定できる遺構の変遷は、 細
部の相違は存在するものの、 南端部では各位置の様相は共通点が多い。 そのため、 調査が複数年次に
またがり 近接する範囲でも様相の細部には差異があるものの、 大枠での時期変遷 と しては各位置での
状況を対応させた把握が可能である。

南端部での堀の変遷は、 堀 の構築→掘り 直し等の改修→ 自 然堆積 （小 規模な造作） →21SX4の掘り
込み及び埋め戻し→廃絶、 の変遷が理解できる。 地点による土層の差異はこの範囲で度重なる掘り 直
し等の造作が行われたためで、 造作の多さは南端部における外側の堀 跡の特徴の ひ と つである。 ま
た、 南端部での北西端にあたる部分 (Y=74付近） では21SD2の構築に際して堀の外側を厚く整地し
ている。 堀構築時に低地に地業を行い、 それによって堀を成形して構築したこ と を示す。 後述する猫
間 ヶ 淵周辺でも同様の地業が確認されている。 位置によっては旧地形での低地部にまたがって堀が設
計、 構築されたこ と を示す。 21SD2に関連する遺構 と して把握できる土層に、 69SX3 と した人為 層 に
よって埋め戻された土坑状の掘り 込み、 人為的に埋戻された土層 の連続(21SX4(77SX1 · 77SX2)、
69SD3、 整地層がある。
関 連遺構 69SX3 21SD2の東端 (Y=85~91付近） で確認したC層 と した土層である （図25 · 26 -
断面①②） 。 21SD2の堆積土に位置する平面で5~ 6m 程の 円 形に近い土坑状の掘り 込みである。 堆
積層はブロック 土や遺物の混入の程度などにより 細分できるが、 いずれも黄褐色土のブ ロ ック を多く
含む粘性の強い粘質土で人為的な埋め戻しによる土層である。 土器類のみでなく木製品などの遣物が
多く含まれる。 平泉町教育委員会による43次調査で橋の部材等が出士している土層もこれに対応する
と みられる （平泉町教委1994)。 なお、 埋文報告で図示された、 21次調査の遺構 ・遺物で「新期層 」
と している遺物はこの土層からの出土である （岩手埋文1995)。

橋の部材のほか、 43次調壺では底面に土坑状の遺構が確乳忍されているこ と から、 柱穴が明確に組
み合って構築物を構 成する状況は確認できていないものの、 外側の堀が機能した段階でこの位置
(Y=85~91付近） の周囲に橋脚をもつ橋が架かっていたこ と が推察できる。
69整地層 21SD2の東端 (Y=85~91付近） で確認したA · B層 と した土層である （図25 · 26 ー 断面
①②、 図30 ) 。 南北14m、 東西5.5m 程で限定的に確認できる。 東側はさらに延長していた と みられる
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llI 発掘調査の成果

が、 21SD2と同様に河川の浸食により失われている。 土層の対応から外側の堀及び関連する69SX3よ
り新しく、 21SX4より古い。 南西側を中心に 自 然堆積層 N · V 層に覆われる。 整地層は土質の違いか
ら 2 層 に分層 したが、 両者の分布は重なっており一連の地業と捉える こ とがで き ると判断している。
下層のB層は粘質土で砂粒を多く含む。 上層は黄褐色や黒褐色土の ブロック を多く含み、 締まりの強
い土層である。
2 1  SX4 (77SX1 · 77SX2) こ れらは各調査で外側の堀(21SD2) の北側に堆積する人 為 堆積 土
層 で、 調査による検出状況を通観すると 、 溝状に連続する土層 として把握で き る（図30)。 21SX4 、
77SX1 、 77SX2として把握しており、 21SD2の確認で き る東端付近から、 延長してY=79付近まで連続
して確認で き る。 Y=79付近で幅が狭くなって き ている こ とや 、 南北に方向を変えた範囲 (Y=74付近）
では確詔されていない こ とから 、 分布は21SD2が東西方向に走る遣跡南端の限定した範囲に留まるか
たちで把握で き る。

東側はY=88付近で北側に方向を変え、 21SD1及びそれに伴う21SX35橋跡によって壊される。 幅4
m程 、 深さは1.5m程である。 底面は 凹 凸をもち、 黄褐色土の ブ ロック で埋め戻しが行われる。 底面
の 凹 凸は断面での観察からは全範囲に共通しており、 一部では ピット状に深く掘り込まれる箇所があ
る。 また 、 既述のとおり 、 東端部では21SX4の下部で木の枝や樹皮が平面的に広がる敷葉等のエ法が
行われる。

こ の人為層の広がりは、 平面形状は大 き くは溝状に連続するが、 細部の特徴からは不整の 円 形 プ ラ
ンの連続と把握で き る箇所がある(77SX1 · 77SX2)。 全体が埋戻しによる人為土で確認しているた
め平面での判別が難しいが、 溝状の範囲の全体が不整形の掘り込みが連続して形成された遺構の可能
性が裔いと判断で き る。 21SD2と重複するため、 21SD2の最終の掘り直しとその埋め戻しとの解釈も
ありうる。 ただし底面では掘り込み後に表土等が形成されずに埋め戻されており 、 構築と埋め戻しの
時間幅は短いものと想定で き る。 また、 不整形の掘り込みが溝状に断続的に連続する平面形としても
把握で き る こ とは重要であろう。 こ れらの特徴から 、 21SD2廃絶時の新たな区画施設などに伴う遺構
で、 基礎地業などの関連遺構との捉え方を提示してお き たい。 こ の点で21SX35橋跡の端部と接して
止まる平面位置にも注目してお き たい。 遺構の切り合いから、 21SD2→21SX4→21SD1の新旧関 係 が
確認で き る。
768D3 80 -107付 近 に 位 置 す る、 幅 l m 程 で 南 北方 向 に 走 る溝 で あ る （ 図24)。 N - 20 ° - E 
でやや東に 触 れ る が、 21SD1及び21SD2の 2条の堀と直 交 する。 こ れらの遺跡を 区 画する遺構
とは異なる性 格をもつと判断で き るが、 判然 としない。 21SD2の北側に分 布 する人 為 層（ 上 記
21SX4 · 77SX1 · 77SX2の 延 長 ） の 上 面で確認しており、 21SD1によって壊される。 したがって、
21SD2→76SD3→21SD1の新旧関係 が確認で き る。 混和物をほとんど含まず、 黄褐色土の ブ ロック で
構成される、 人為的に埋め戻された土層である。 埋土の特徴は上述の21SX4の上層と類似し、 より混
和物が少ない。 遺物は76SD3の堆積土からは出土していない。
77整地層3 83 - 107付近では外側の堀 (21SD2) と内側の堀 (21SD1) の間で整地層が確認で き る。
本来は他の範囲でも地業が行われた可能性があるが、 21SD2に接して検出で き る範囲は こ の位置に限
定される。 整地層 は旧表土にあたる黒色土を直接覆う。 整地層は混和物などにより分層が可能だが、
間層はみられず、 いずれの土層も 同 時期に工程差をもって行われた地業とみられる。 21SD2の堆積土
が一部で整地層に接し 、 21SD2と 同 時期もしくは機能時には既に地業が行われていた場合でも近い時
期の構築とみている。 いずれの土層にも縄文時代の石器や10世紀頃の土師器片などを含むのみで、 12
世紀代の遺物は含まれていない。
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m 発掘調 査 の 成 果

遺物 概要 外側の堀 (21SD2) からの出土遺物は、 多くは上層の 自 然堆積上からの出土で、 掘削
の時期や機能時、 改修の時期を示す遣物は極めて少ない。 多 く の遺物は廃絶とそれ以降の 自 然堆積に
よる埋没の時期を示す。 以下では遺構とその変遷との対応に留意しながら、 出士遺物の特徴を土層の
堆積の下位から記す。
外側 の 堀跡 (21 S02) 旧 期 古い段階の堀からの出士遺物は極めて少ない （図31 -1)。 器形がわか
る資料 はY=85~91付近 (69次調査、 図25 · 26 ー 断面①② ） のE層から出土している。 ロ ク ロ かわら
け大皿で口 径14.8cm、 底 径6.2cmと D 径に比して底径が小 さい。 器高が4.6cmと高く、 直線的に立ち
上がる器形である。
外側 の堀跡 (21 S02) 新期 新しい段階の堀からの出士遺物も （図34 -2~1 1 ) 、 器形がわかる資料
は 少ない。

Y=85~91付近 (69次調査、 図25 · 26 ー 断面①②） で出士 し ている資料である （ 図31 -2~9)。 図
示していない資料を含めると、 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.3~ 14.1cm程で平均13.8cm程、 底 径7.3
~7.4cm程で平均7.4cm程、 器高3.2~4.7cm程で平均3.7cm程である。 器高が高い資料を含むものの、
多くは体部が湾 曲して立ち上がり、 器高の低い皿形の器形である。 手づくねかわらけ小 皿は 口 径
8.0cm、 器高1.7cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径12.6~14.4cm程で平均13.6cm程、 器高2.5~
3.3cm程で平均2.9cm程である。 やや 口 径が大き く 器高も高い、 やや大型の器形を呈する資料も含む
ものの、 口 径が13cm前後以下の器形が多い。

その他、 Y=79~81付近 (76次調査、 図28 ー 断面⑤ ） 及びY=82~84付近 (77次調査、 固27 ・ 断面
③ • ④) で出上している（図34 - 10 · 11)。 小 破片 が多く、 図示した資料 は ロ ク ロ かわらけだが、 手
づ く ねかわらけも含む。 ロ ク ロ かわらけ大皿 は 口径13.0cm、 底 径6.6cm、 器高3.1cmである。

新しい段階の堀から は 木製品も出土している（図35 - 126 ~131)。 Y=85~91付近 (69次調査、 図
25 · 26 ー 断面①② ） で は 、 文字資料 （図35 -126)や漆製品 （図35 -127 · 129 · 130)、 折敷の再加工

\35) 旧期の堀跡\-
2 (69-1 58) -三三/

3 (69-150) □ 5 1 ）口1 52)

□ □ ご78)
ごゴ三91 79)

�6-860) � d, (77-386) 
76次調査

図 3 1 2 1  S02出土土器類実測図 ( 1 )
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2 辿梢 と 出土辿物

片 （ 図35 -128) な どがある。 Y=79~81付近(76次調査、 図28 · 断面⑤） では堀底の底面で木槌が出
土している（ 図35 -131） 。 全長が約72cmで、 杵部分は径15cm程の 円 形、 持ち手の部分は径5cm程
の 円形 である。 杵部は全体が粗いケ ズ リ により整形され、 中央部は使用による摩耗が著しい。 なお、
杵の頂部はケ ズ リ による整形が残り、 摩 滅等 も みられな い こ とから こ の部位を使用した も のでは な
く、 杵中央部を横位で利用したとみられる。
69SX3 69SX3は堀の廃絶に伴う土坑状の掘り込みで人為的に埋め戻された土層 のため、 出土遺物
が多い(69次調査、 図31 -12~46)。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ かわ
らけ小 皿では口 径7.2~9.0cm程で平均8.2cm程、 底 径4.5~6.Scm程で平均5.9cm程、 器裔l.5~2.3cm程
で平均1.8cm程、 直線的な立ち上がりの器形が多い。 ロ ク ロ かわらけ大皿では 口 径12.3~14.3cm程で
平均13.1cm程、 底 径6.4~8.4cm程で平均7.4cm程、 器高2.7~4.0cm程で平均3.4cm程である。 体部下端
で大きく屈 曲する器形が多く、 器形の低い皿形を呈する も のが大半を 占める。 手づくねかわらけ小 皿
では 口 径8.3~8.7cm程で平均8.5cm程、 器高1.6~2.lcm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわらけ大
皿では 口 径12.1~ 14.0cm程で平均13.4cm程、 器高2.1 ~3.Scm程で平均2.9cm程である。 口 径が14cm程
を超 え るやや大型の器形を含む も のの、 多くは口径13cm前後以下の小 製の器形を呈する資料が多い。
34は内面に墨書がある。 ひらがなとみられるが、 判読できな い。 69SX3からは木製品 も 多く出士して
いる。 「タ ラ ウ タ ユニ 丈」 と記される木片がある（ 圏35 -132)。「タ ラ ウ タ ュ」 と「二丈」 は異筆とみ
られる。 その他、 糸 巻きなどの紡織具や折敷片、 形代など多くの種類が含まれる。 漆製品 も 出上して
いる。 また、 橋の部材の出土は追構の性格と合わせて注目される（ 図35 - 145~147)。 平泉町教育委

叉 ミニ上＝ク ご \-- I \ 
1 5  (69-1 26) 1 2 (69-123) 

亡9-129)亡三1 3 1 )
＝□，ー1 32)ご 1 36)

1 3  (69-1 24) 1 4  (69-1 25) 1 6 (69-1 27) 1 7  (69-128) 

こ 二 ご23 (69-138) 24 (69-1 39) - 25 (69-140) 

ご9 1 42) ご工三4) こ二ご5)

三1 54) ご二三1 55) こ1 56) ”喜;69-1 57)

ー ニ三二亨ク ご□上＝
36(69- 16 1 )  - 37 (69- 162) 

こ ＼
40 (69-1 67) . . 4 1 (69-1 68) 

こ 三三二二
44 (69-1 74) 45 (69-1 75) 

�163) 

ミ42 (69-169) 

〔二土＝ノ
46(69-1 76) 

図32 2 1  SD2出土土器類実測図 (2)
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69次調査
・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . .

69SX3 
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皿 発掘調査の成果

員会による43次調査で出上した橋の部材 と 関連する と みられる（平泉町教委1994)。
70次調査でも69SX3の 一部を再度精査しているが、 出土土器類の傾向は69次調査 と 同様である。 ロ

ク ロ かわらけ大皿は口 径14cm前後、 提携 7~ 8 cm程、 器高3.5~4cm程で、 皿形を呈する。 手づく
ねかわらけ大皿は口径13~14cm程で、 大形の器形を含むもの の小 形の器形が多い。
2 1  SX4 21SX4から の 出上遺物は (69次 ． 70次調査、 図33 -47~54) 、 ロ ク ロ かわらけ と 手づくねか
わらけの 両者を含む。 図示した資料は、 ロ ク ロ かわらけは小 皿の みだが、 破 片では大皿も含まれる。
ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径7.9~8.5cm、 底 径5.7~ 6.0cm、 器高1.7~1.9cmである。 手づくねかわらけ
小 皿は 口 径8.8cm、 器高1.7~1.9cmである。 手づくねかわらけは大皿では 口 径12.9~13.3cm、 器高2.6
~3.0cmである。 口 径が13cm前後の小 型 の器形を呈する。

一連の 土層 と みられる人為 層からの 出土は (76次調査、 図33 -55~75) 、 人為 層 下層 の 資料は人為
層 による地業の際に含まれたものである（図33 -55~64) 。 人為 層上層 の 資料は崩落に伴 う 土層 の 資
料を含むも の の 、 多くは地業のため の 人 為 層 中に包含されていた資料である（図33 -65~75)。 いず
れも ロ ク ロ かわらけ と 手づ く ねかわらけの 両者を含む。 下層 の 資料では、 ロ ク ロ かわらけ小 皿はロ
径8.9cm、 底 径6.2cm、 器高1.3cmである。 底部から直線的に立ち上がる。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径
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2 辿構 と 出土追物

1 1.1 ~ 13.2cm、 底径5.5~7.6cm、 器高2.2~2.9cmである。 体部下端で大きく厠 曲 する器形が多く、 器
高が低く皿形を呈する。 手づくねからけは小 皿では口 径8.8~9.8cm程、 器高1.5~ 1.7cm程である。 手
づくねかわらけ大皿は 口 径1 1.0~ 15. 8cm程、 器高2.1 ~2.9cm程である。 口 径が15cmを超 え る大型の
器形を含むものの、 多くは口 径13cm前後以下の小 製の器形を呈する。

上層 の資料では ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径6.6~8.4cm、 底径4.7~6.0cm、 器高l.3~1.9cmである。
ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径12.4~13.2cm、 底 径6.6~7.6cm、 器高2.8~4.2cmである。 器高が高い資料
を含む。 手づくねかわらけ小 皿は口 径7.0~9.2cm、 器高1.2~ 1.8cmである。 手づくねかわらけ大皿は
12.0~ 14.6cm程、 器高2.1~3. lcm程である。 口 径14cmを超 え るやや大型の器形を含むものの、 小 翌の
器形を呈する資料が多い。

このほか、 77次調査でも人為層の精査を行っているが、 土器類の出士は少ない。
また、 69次調査で確認 さ れた69整地層 からの 出土遣物は(69次 • 70次調査、 図33 -76~81)、 ロ ク

ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含み、 手づくねかわらけは大 皿で口 径13.0~14.7cmで平均
14.0cm、 器高2.8~3.6cm程である。 口径が14cm前後で大型の器形を呈する資料が多い。
外側の堀跡 (21 SD2) 上層 外側の堀 (21SD2) を最終的に覆う 自 然堆積層は多くの遺物を包含す
る。 そのう ち 、 Y=82~84付近では 自 然堆積層中で下層 にあたる土層からの 出土追物を図示した (77
次調査、 図34 -82~92)。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 手づくねかわらけ大
皿は 口 径11.9~13.4cm程、 器高2.1~2.8cm程である。 大形の器形を含まず、 口 径の小 さ い小 型の器形
を呈する資料が多い。 白 磁 四 耳壷も 自 然堆積土層から（ 図34 -92)、 横位で出土した。 福 建省産と
みられる。 頸部下端から底 部まではほ ぼ完形で、 頸部から口縁部が欠損している。 器高は残存高で
21.7cm、 最大幅は17.7cmである。 台部は径8.0cm、 高 さ 1.3cmである。 底部外面に3 カ 所の ロ ク ロ 爪
の痕跡が残る。

Y=79~ 81付近で、 自 然堆 積 層 中で下層 にあたる土層 からの 出 士 資料も (76次調査、 図34 -93~
101)、 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.3~ 14.0cm、
底径7.5~7.9cm、 器高3.0~3.5cmである。 手づくねかわらけ小 皿は 口 径7.8~8.lcm、 器高l.3~ 1.4cmで
ある。 手づくねかわらけ大皿は 口 径12.7~ 14.2cm程、 器高2.2~3.3cm程である。 小 型の器形を呈する
資料が多い。
2 1 次調査出 土遺物 また、 参考として21次調査の資料を図示した（ 図34 - 102~ 125)。 これらの資料
は 出土層位の厳密な対応は難しいものの、 遺物への注記内容からは21SD2の精査時に底面付近から出
土した遺物である。 埋文報告で「古期層」 として報告 さ れている土層及びそこからの出土資料は、 こ
こ まで記載した旧期の堀と新期の堀の両者の土層を包含している。 そのため、 今回図示した資料もい
ずれの段階にあたるかは判然としないが、 周囲の調査成果からみると旧期の堀跡の堆積土は多くの地
点で部分的な残存にとどまり、 出土遣物も少ない。 21次調査の範囲と接する69 · 70次調査でも出土遺
物の多くは新期の堀跡と捉え た土層からの出土で、 埋文報告で図示 さ れた資料もそれに該当すると思
われる。 これらの調査成果や資料の注記等を勘案すると、 今回図示した資料の多くも新期の時期に伴
う逍物とみられる。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ かわらけの小 皿は口 径
9.0~9.2cm、 底径5.8~7.0cm、 器高l.5~ 1.9cmである。 ロ ク ロ かわらけの大皿は 口 径12.4~ 14.8cm、 底
径6.2~10.8cm、 器高3.3~4.0cmである。 手づくねかわらけ小 皿は口 径9.0~10.0cm、 器高l.9~3.2cmで
ある。 手づくねかわらけ大皿は口 径12.0~14.0cm、 器高2.2~3.2cmである。
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【内側の堀跡 (21 S D 1  · 56SD38 · 72SD 1 ) 】
遺構 概要 内側の堀跡 (21SD1) は遣跡を画する2 条の堀跡のうち、 内側を走る大規模な堀跡であ
る。 遺跡の堀内部地区が立地する段丘の高位縁辺部に位置する。 21 · 23次調査で東端部の全体と南側
の一部を調査 し 、 69 · 76 · 77 · 78次調査で南側から西側にかけての延長を鯛査 し た。 東側からみる
と、 東端部は南北方向に走り、 Y=94付近から南側では東西方向に、 西側ではY=78付近から北西方向
に方向を変え る。 X=89付近 よ り北側への延長は河川 の浸 食に よ って失われたとみられ （平泉町教委
1995) 、 本来の延長方向と位置は確定できない。 堀の走向は遺跡が立地する段丘の 自 然地形に沿う。
幅11~14m程で、 最 も 幅が広 く 確認できた部分で14m程になる。 検出面からの深さは2.4~3.6m程で
ある。 底面標高は20.6~21.4mで、 概ね南東側に向かって傾斜する。 なお、 南端部と し て図示 し た範
囲では、 東側の南北方向に延びる部分で90m、 東西方向に方向を変え て東西方向に120m程延長する
部分で堀が確認できたことになる。

なお、 東側の南北方向に走る位置は21次調査で全体が精査されており、 その後に新たな知見は得
られていない。 埋文報告に よ れば、 北側の範囲 (X= 95以北）では21SD1の堆積土の上層部分に近世
段階の溝 (23SD34 · 23SD35) が認識されており、 21SD1の残存は極めて悪いことが理解できる。 そ
の他の、 21SD1の断面形状などを残すと判 断できる位置での断面状況からは南端部と同様に、 逆 台 形
の形状で 自 然堆積の土層で埋没する状況が把握できる。 平面固と断面図を抜粋 し て再掲する（図36 · 
37) 。 また、 X= 101以南では堀の内側の肩部分で幅 l m程の平坦面が形成される。 X= l07付近まで確
認でき、 堀の北側 (X=lOl以北） に向かって失われる。 堆積土のうち、 12世紀代とされた土層は底面
から80cm程で、 炭化物や遺物を多く含 む土層が ひとつの時間的境界と し て理解されている。 埋没状
況や過程は後述するその他の南端部の精査位置と同様の状況が想定できる。 掘り直 し が指摘されてい
る も のの、 その掘り込みは明瞭ではない。 堆積の段階差との想定 も でき よ う。 また、 堆積士には地山
ブロック の流入が少なく、 堀の内側からの人為的な土層や堀の崩落は少なかったとみられる。 他の調
査地点と異なる特徴に、 堀底面の整形が挙げられる。 南北方向に延びる範囲では、 底面がいくつかの
長方形の区画に分かれる状況を検出 し ている。 南端部で も 堀底面は一部が掘り込まれており、 この範
囲で も 同様に底面は全体が平坦ではなく凹 凸を も っとみられる。 また、 堀に関連する遺構と し て95 -
94付近で23SX12橋跡を検出 し ている。 橋跡などの関連遺構は後述する。

南北方向に走る堀はY=95付近で85゜ 程屈 曲 し て、 東西方向の延長に大きく方向を変え る。 なお、 南
端部(Y=93~95 · X=l07付近） は堀の立ち上がりの残存が0.2m 程と河川の浸食等に よ り大きく失わ
れている。 また、 Y=92付近で21SX35橋跡を検出 し ているが、 詳細は後述する。 この橋跡の周囲は21
次調奔で精査 し ており、 土層等に新たな知見は得られていない。 土層は 自 然堆積に よ り、 底面から
80cm程までは12世紀代の土層 と認識されている。 それ よ り上層との層界で多くの土器類や炭化物が
観察された。 また、 堀の内側の肩部分に北側で確認された も のに続く平坦面が形成される。
土層状況 Y=88付近では（図38 ー 断面⑨）、 幅14m程、 深さ3.6m程で確認 し ている (69次調査）。 底
面標高は20.6mである。 断面形状は逆 台 形で、 明確な掘り直 し 等の痕跡は確認できない。 堀の内側で
幅1.5m程の平坦面があり、 ここを境に傾斜角度が変化する。 土層は全体に 自 然堆積に よ る堆積であ
る。 底面から80cm程の堆積にあたる 8 · 9層で炭化 物や遣物が多く含まれている。 これらの遺物や
炭化物は堀内部側からの流入とみられる。 また、 上層の 1 ~3 層で も 多くの遺物を含む。 上層は近世
以降の堆積とみられる。

Y=84付近では （図39 ー 断面⑩）、 幅llm程、 深さ2.4m程で確認 し ている (77次調査）。 底面標高は
21.l mである。 断面形状は逆 台形となる。 土層 からは、 底面で21層と した凹 凸とその堆積が確認でき
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図 37 2 1 S D 1 断面図(1 )

る。 壁 面の崩落(19 · 20層 ） と 自 然堆積(17 · 18層） が進んだ後、 遺物を多 く 含む14層が堆積する。
その後、 自 然堆積による土層 を挟んで10層 及び 8 層 の下面でも完形に近い士器類を多く含む。 底而か
ら80cm程の堆積となる 8 層 下面もし く は14層に堆積のひとつの段階を設定できよう。 なお、 こ れら
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2 辿構 と 出土迅物

の遺物や炭化物の追物の流入は堀内部地区の側からの流入による堆積として観察できる。 一方で堀の
外側からの 自 然堆積層の流入は顕著ではない。 遺物のまとまった出士は人為的な投棄も一部に含む可
能性があるが、 堀の内側と外側での人 為及び各岸部分における遺構の状況の相違 を反映するとみられ
る。 また、 堀の外側から円 礫が崩落していることは、 堀の外側での施設や地業の有無 を 検討する上で
注目できる。 これより上層は 自 然堆積 による土層で、 1 ~4層では土器類 を多く含み、 近世以降の堆
積とみられる。

Y=82付近では（ 図39 ー 断面⑪）、 幅 llm程、 深さ2.5m程で確認している(76次調査）。 底面標高は
21.4mである。 断面形状は逆台形を 呈する。 底面は凹 凸 を もち、 一部が不規則に溝状に掘り込まれる
など、 不規則な小さい凹 凸が連続する。 下層のD層と し た土層 は 自 然堆積による土層で、 上層のB層
との層 界に士器類や炭化物を多く含む。 C層は黄褐色上の ブ ロックや炭化物を含み人為的な様相 を も
つ土層 に 由来する。 土層は堀の外側から斜行して堆積し 、 間に 薄い炭化物などを含む間層が観察でき
る。 斜行する状況や間層に 自 然堆積とみられる土層などもあり、 埋め戻しではなく崩落による堆積と
判断している。 C層の下面に 自 然堆積によるD層と一 体で植物質が遺存 し ているが、 明確な層 状 を 呈
さず木組み等も確認できない乱雑な状況である。 そのため、 他地点で確認された植物質遺体などから
把握された敷葉工法等(21SX4下層など） に由来するものではなく 自 然堆積と判断している。 B層は
自 然堆積で、 A層は摩滅した土器類 を 含む近世以降の堆積である。
南端部 に お け る 内側 の 堀の ま と め 1 これらの上層の堆積状況とそこから想定できる遺構の変遷は細
部の相違は存在するものの、 南端部では概ね対応する。 堀の構築→ 自 然堆積による埋没（ 炭化物 ・ 遺
物 を 多く含む土層） → （ 人為 層の崩落） → 自 然堆積による埋没の過程が理解できる。 また、 最初の 自
然堆積による埋没の過程では遺物の投棄や小規模な造作が窺える地点も存在するものの、 堀全体に関
わるような大規模な掘り直し等は行われていないと判断できる。 廃絶時にも堆積は底面から l m弱程
にとどまり 、 全体の深さは 2 ~ 3 m 程は保持される。 大規模な堀としての形状は保たれたとみられ
る。 断面の形状は逆台形 を 呈 し 、 底面は平坦な範囲と凹 凸 を もつ範囲がある。 21SD1 に関連する遺構
として把握できる遺構およ び土層 に、 21SX35橋跡、 23SX12橋跡、 77SK2 · 77SK3 · その他の土坑群

(21SX36 · 21SX37)、 整地層(77整地層 l 、 77整地層2 、 21整地層） がある。
内側の堀跡はこの周囲まで東西方向に 自 然地形に概ね沿って走るが、 77 -103付近 を 境に大きく湾

曲 して南北に方向 を 変える。
土層状況 2 75 -99付近では（ 図40 ー 断面⑫⑬）、 南北方向に走り、 幅10m程で確認している(78次
調査）。 底 面まで精査 を しておらず、 深さは不明である。 断面形状は、 立ち上がり部分の形状からは
逆 台 形と推定しておきたい。 この周 囲では21SD1を平面的に検出したが、 その平面形状内の北側で大
き く 人 為 的な士層が広がる状況が確認できた（ 図44)。 その内容 を 把握するため、 東西方向と（ 図40
— ⑫) と南北方向（図40 ー ⑬） で精査している。 土層からは、 堀が一度構築され一部に土器類 を 含む
自 然堆積 による士層が堆積し、 その後に細分が可能な人為 層が確認できる。 旧期の人為 層は、 図40 -
⑫の13~18層が堀の外側から埋め戻され、 樹皮等の層を挟んで5~12層が埋め戻される。 敷葉等のエ
法と判断している。 図40 ― ⑬では18~28層に対応する。 いずれも黄褐色上の地山に由来するブ ロ ック
土で構成され、 樹皮等の薄い層 を 挟むものの間層が形成されず、 一連の造作と考えられる。 図40 ― ⑬
の断面では、 13~15層の旧期の人為層の崩落とみられる土層や10~12層の黒色土が流入し、 9層の新
期の人為 層 が堆積する。 9層の下部で土留めとみられる丸太材と樹皮 等の植物質の薄い層が確認で
き、 敷葉工法等の痕跡と判断している。 4~9層は 自 然堆積による土層で 、 上器類など を 含む。

また、 堀の外側の肩固 辺が整地土によって構築されている。 整地土は黄褐色土のブロック で構成さ
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れ、 水平方向の厚さ20~30cm程の土層で確認でき 、 盛土による整地地業と判断できる。 断面での観察
では整地地業が行われた範囲を切って堀が構築されるのか、 堀構築に際 し て整地が行われたかは判然
としない。 外側の堀の存在や水平方向への積み土などを勘案すれば、 内側の堀の構築以前に整地が行
われ、 内側の堀の構築に際 し て再度整地が行われるなどの工程も想定できるものの確定できない。
南端部 に お け る 内側 の 堀の ま と め 2 これらの上層の堆積状況とそこから想定できる遺構の変遷は南
端部と 、 廃絶時の流入土を除い て対応する。 整地 ( = ) 堀の構築→ 自 然堆積による埋没 （遺物を多く
含む土層） → 人 為 層の崩落と埋め戻し→ 自 然堆積 に よる埋没 （ 炭化物・遺物を多く含む土層） の過程
が理解できる。

関 連遺構 2 1 SX35橋跡 89 -105付近に位置する、 2 X 1 間の橋跡である （図41 · 42) 。 21次調査で
精査され、 69次調査でも再度検出 し ている。 堆積土層は21次調査で完掘されており、 それに関する新
たな知見は得られていない。 軸方位はN -12° -Eである。 21SK11 、 21SK7、 21SK3、 21SK1、 21SK5、
21SK8の 6個 の橋脚で構成される。 柱間寸法は桁行が650 (21.5尺） cmの 等間に、 梁行が北側で336

(11.1尺） cm 、 南側で436 (14.4尺） cmで復元できる。 全長は桁行13m、 梁行3.4mで、 平面積は44.2m
である。 柱穴は掘方が径100cm前後の 円 形で 、 21SK1で径44cm、 21SK3で径36cmの柱材が残り、 い

ずれも八角 形と推定されている （岩手埋文1995) 。 このほか21SK5、 21SK7では径40cm程の柱あたり
とみられる痕跡が図示されてい る。 埋土上層に地山 ブ ロック が多いことが報告されているものの、 不
明点も残る。 柱材が残る柱穴を事例 に みると、 掘方埋土は地山 ブ ロック を多く含む土層である。 検出
面の標高が21SK8、 21SK11が24.6~24.7m、 21SK5 、 21SK7と21SK1 、 21SK3が21.9~22.3m に 分かれる。
柱穴の深さはいずれも100cm以下のため、 底面標高も大きく 2 つに分かれる。 周囲には整地層が分布
する(21整地層）。 こ れらの橋跡を構成する土坑は整地層 上面で検出されて い る。 なお、 21SK117 · 
118、 21SK119は北側の2 個 の柱穴の延長に位置 し ている。 埋文報告では21SX36として他の土坑と一

連で理解されてい るが、 位置関係に 着目すれば21SX35との関係も注 目 できる。
21SX35を構 成する21SK5→21SK6と、 21SK8→21SK9 · 21SK10及び、 21SK12→21SK11の新旧関係

が確認できる。 21SX35を構成する土坑以外はい ずれの土坑も独立した単独の土坑で、 橋の造り替え
はないものと見なせる。

また、 橋を構成する土坑には遺物が少なく、 かわらけが出土してい るものの小 破片のみで、 器形を
復元できるものはない。
23SX1 2橋跡 95 -95付近に位置する、 2 X 2 間の橋跡である（図43)。 23次調査で精査されており
新たな知見は得られていないが、 ここでは参考と し て平面図を示 し た。 軸方位はN - 75° -Wである。
23SK27、 23SK23、 23SK20 · 21、 23SK18 · 19 、 23SK16 · 17 、 23SK22、 23SK25、 23SK26 、 23SK27で
構成される。 柱間寸法 は 桁行が西から364 (12尺） cm · 485 (16尺） cmに 、 梁行が212(7尺） cmの
等間に復元できる。 全長は桁行8.5m、 梁行4.2m で、 平面積 は35.7rrlである。 柱穴は径100cm前後 の
円 形である。 柱穴の切り合いから、 橋は同位置で 1 度造り替えがある。 柱穴の重複が明確なものは
東側の柱列 で北側から23SK20→23SK21、 23SK18→23SK19、 23SK16→23SK17の新旧が確認できる。
23SK17で径44cm 、 23SK19で径50cm、 23SK21で径52cm、 23SK25で径44cmの柱材が残り、 い ずれも
八角柱と推定されている （岩手埋文1995) 。 また 、 23SK18では底面に34 x 31 x 0.5cmの 板材が確認さ
れているほか 、 23SK26で木質の残存が図 示されている。 なお、 西側の延長部分に23SK29、 23SK33 、
23SK34が検出されて い る。 位置関係からは23SX12との関係も注目できるが 、 柱穴との間隔が760cm
とやや離れていることから 、 関係性を確定できない。

- 67 -



m 発掘調査の成果 Y =90 

ご
X = 1 06 

`-し． ｀＼ 

‘̀̀  會 ＼し ミ＼～｀｀｀ `  
｀ `  

～ ｀ ヽ
｀ 、
ー デ ｀

パ、 お、 ヽ

，9 / 入
9 ` ー＼

9
~ 

9 ---( ｀ -
トー し
' '  -- __,_ ‘< ＼ 

女� ふ

f
’` 

f-�- 旱忍誓-J \’、 '

゜ ゜ 。

ヽー
／

、 ｀

、ヽ／

r、

,`t
 

l,-
．
ヤ＇

,
｀

 
、’

□
 

[
 

[
 

/
/

ン

]
 

92
�

l
、
入

＼
7

、〉l
[

／
 

7

9

)

ー[

SK

P

-

冒

21 SK7 

X = 1 08 

［ロ

- - - ~ ． ` ～ '＼
／｀ ｀ 2 I SK4 

n
 

rヽ,

2 i SX,1 

◄
U、

,
0

‘‘‘― -- -----゜ 1 :  150 5m 

4
 
，

 
=
1

 

Y
 

6
 
，

 
=
1

 

Y
 

8
 
9
1

 

＝
 Y

 

， く'.’ 9'

（／
．．
．〗

‘ヽ

X =95 

＼ ＇�

ー
／
9
，、、,�•
ー ・曹．s
n’ヽ ‘

3
 
2‘

 , 21 

19 

Kl 7 

�9’
’-•-—--~ ゜ I :  150 5m 

図41 2 1  SX35 · 23SX 1 2平面図

68 



2 辿構 と 出 」．辿物

n 
H=24、Om - — H=24,0m 

21SKS 

H021 ,0m � — H021,0m 

21SKI 21SK5 

゜ ， 
H=24,0m -

゜
— H=24,0m 

21SKII 

H=21,0m � — H=21,0m 

21SK7 

21SK3 

゜ I 150 5m 

2 1 SK8 2 1 SK1 1 H=22.6m 2 1 SK5 
r ＇ 

H=22.6m 

p' p
 

q
 
H-24.Bm 

q 
ヽ

H�24.8m 
2 1 SK6 

H-24.Bm H-24.8m 

21

S□ 

21SK8 
1 2. 5Y7/4 浅 黄 色 枯 土混 じ り シ ル ト
2 2 .  5Y7/4 浅黄色粘七混 じ り シル ト
3 I OYR-1/2 黒 褐 色 砂混 じ り シル ト
,1 I OYR4/2 黒 褐 色 砂混 じ り シル ト

2 1 SK7 s' 

H=22.4m H=22.4m 

2 1 SK7 
I 2. 5Y7/6 明黄褐色粘 l:： プ ロ ッ ク
2 I OYH3. - I  II脊褐色砂混 じ り ンル ト
3 I OYH3/2 !,'l,褐色粘 Iて
4 I OYH3/2 黒褐色枯 le

2 I SK I  I 
I 2. 5Y7/4 桟必色粘土混 し り シ ル ト
2 2. 5\「7/4 浅 黄 色粘 土混 じ り シ ル ト
3 7, 5\'IM/4 褐灰色砂混 じ り シル ト
4 2. 5\「7/4 浅 黄色粘上混 し り シ ル ト
5 I OYR2/I 黒 褐 色 砂混 じ り シ ル ト
6 !OYR3/·l II音褐色砂混 じ り シル ト

H=22.2m 

2 1 SK1  t ヽ

H=22.2m 

2 I SK I  
1 1 orn-1/3 にぶい黄褐 色 砂混 じ り シル ト
2 1 orn,J/3 に ふ い 凶 褐 色 砂 成 じ り シル ト
3 I OYIM / 1  褐灰 色砂 、ンル ト 混 じ り ｀I9,＼上
4 5G6/ I 社灰 色砂混 じ り シル ト
5 I O\'l!7/4 に忍 淡 褐 色 砂混 じ り シル ト
6 H: 11し ( t,ffillりI)

2 1 SK5 
I 10Yll3/2 黒 渇 色 砂混 じ り ・ン ル ト
2 I 0Yll2/3 黒 褐 色 砂混 じ り シ ル ト
3 I OY!l3/I 黒 褐 色 砂混 し り シ ル ト
4 1 0\'RI/2 灰 黄褐 色 砂混 じ り シ ル ト
5 1 0Yll4/2 灰 黄 褐 色 砂混 じ り シ ル ト
6 1 0Yll4/ I 褐 灰 色 砂 シル ト 混 じ り 枯 土

2 1 SK3 
H=22.3m 

u ＇ 

H022.3m 

柱痕

2 I SK3 
I I OYIM/•l シ ル ト 混 じ り 砂
2 J OYH/4 シル ト 混 じ り 1•,}i」こ
3 J OYIM/1 シル ト 混 じ り ］，りI:
·I 5G7/J Iり1社灰 色 シ ル ト 混 じ り 枯 1-

（ t屈脚が 変 化 し た も の か）

0 I : 50 I m  
I · l 

図42 2 1  SX35断面図

- 69 -



m 

X =93 - 発掘調査の成果 4
 
，

 
-＿
_

 

Y
 \- ------ ＇� 

6
 
，

 
_＿
1

 

Y
 8

 
，

 
_＿_

 
Y
 

~ ～
‘ヽ ｀｀ ＼． ヽ、｀～ 

＼ - - - - - -- -

（〗

i
` 

X =9又"“”" ‘‘ 
ノ

w 
H=22.Sm 

(゚＼ (..＝-• 
i [ 、 ‘ \〗瓜．` こ．）

（〉

-- -—--―` 

-
9

 ,

5

\

＼
\
/
|
＼
|＇

 

>

l
 

＾

＼

 

ー＞
 

-
J
 

r̀
 ＇

 
�

 
1

 
•••

 
,·; .1

 

.,J

·
 

f
'

 

9.

―
-

l
'�

 
,＇

 

＼
 

-

1
 

�
・�

/

9、

＿

lヽ
・
‘�

。 I c200 5m 

E 
H=22.Sm 

w 
H=22.Sm 

E 
H-·Srn 

23SK1 8 
23SK1 7 /[

",
1 

23SK16 

2ISKI6  · 1 7  
I 5¥8/3淡黄色粘士。 やや汚れる。
2 SYS/3淡黄色粘士。 プ ロ ッ ク 、 IOYR6/2灰黄褐色シル ト プ ロ ッ ク が半々 。
3 SYS/3淡黄色粘士プ ロ ッ ク 、 IOYR6/2灰黄褐色 シ ル ト プ ロ ノ ク 。 灰黄喝色土卓越大小プ ロ ノ ク 混入。
4 10YR6/2 、 IOYR4/2灰黄掲色シル ト プ ロ ッ ク が主。 5\8/3淡黄色粘土大小プ ロ ッ ク 約30%。
5 l0\'R4/2灰黄褐色シル ト が主。 5\'8/3淡黄色枯士大 プ ロ ッ ク約30%。
6 2. 5¥4/1黄灰色粘土口
7 2. 5Y4/ l 黄灰色粘上が主。 下半は緑灰褐色粘上がプ ロ ッ ク 状に混入。
8 IOYR4/2灰黄褐色 シル ト が主。 5\'8/3粘士小プ ロ ッ ク （径約1~2c999) 約30%。
9 IOYR4/2黄褐色 ンヽル ト が主。 地山粘士の中小プ ロ ッ ク 散在。
10 IOYR3/l黒褐色が主。 中小の地山粘士プ ロ ッ ク 散在。
1 1  10YR4/2灰黄褐色士が主。 径約1c999の地山粘士プロ ン ク 25~30%。
12 10\'R4/2灰黄褐色土が主 径約lcnの地山粘土プ ロ ソ ク 約40%。
13 10\R2/2謀褐色土， 1 0に似 る か 、 含 ま れる 地山粘士プロ ッ ク の割合が高 い。
14 10\"R2/2黙褐色土。 10 、 13に似る 。 地山粘士大プ ロ ン ク 散在。 約10％以下。 下部の粘土プ ロ ッ ク

は5G\― 6/1緑灰色，

H=22.0m SW 23SK21 NE --- H=220m 

23SK21 
la IOYR4/ 1褐灰色～ IOYR3/1灰 黄褐 色土。 大小の粘土プ ロ ッ ク を含 む。
lb IOBG4/1暗i'f灰色士。 laが グ ラ イ 化 し た も の。
2 IOG\2/1黒色粘士，

21SK18 , 1 9  
I IOYR4/4褐 色シ ル ト 。 かわら け極細片 炭化物片散在。
2 1 0\R4/3にぶい黄褐色が主。 5\8/3淡焚色粘土プ ロ ク 散在。
3 IOYR4/2灰黄掲色が主。 地山枯士小プ ロ ッ ク 役5%。 炭化物片散在。
4 2. 5Y4/1黄灰色枯士。 水分多 く 軟質。
5 5\'8/3淡黄色粘士大プ ロ ッ ク か主。 IOYRS/, 1にぷい蛮褐色粘土プ ロ ッ ク 。
6 IOYR4/4褐色士が主。 径約lcmの地山枯土小プロ ッ ク 。
7a IOYR4/2灰黄褐色上が主。 径約1unの地山粘上プ ロ ノ ク 約 10％以下。 かわら け細片含。
7b IOYR4/2灰黄掲色士が主。 7aと ほぽ同 じ 。 地山粘土プ ロ ノ ク にやや大型の もの含む。
8 IOYR3/2展褐色士が主。 地山枯土中小プ ロ ッ ク 約 10％以下。
9 IOYR4/I褐灰色士が主。 径約3cmの地山粘土プ ロ ノ ク 約20バー セ ン ト 。
10  IOYR3/1黒褐色土が主。 地山枯土中小プ ロ ッ ク が上半に散在。

H=23·omw E H=23.0m 

23SK25 

23SK24 

二 こ

w 
H含込辿L 23SK26 E H=22.2m 

I� ��·』

23SK24 · 25 
I IOYR3/!オ リ ー プ黒色粘土質土に粘土の大小プロ ッ ク や細砂が混J、
2 IOGYS/1緑灰色粘土。
3 10\4/1オ リ ー プ黒色粘土。
4 IOG\"5/1 緑灰色粘土と IOGY3/I オ リ ー プ里色粘土質士。
5 IOGY4/I暗禄灰色～IOGY3/I オ リ ー プ黒色枯土質土 と 2. 5\"5/2暗黄灰色細砂の染理。
6 I に 似 る 。 粒径50mm土の荏を含む。
7 IOG5/I緑灰色土。 細砂卓越。
8 10\3/ 1 オ リ ー プ黒色。
9 10\3/ 1 オ リ ー プ黒色土。 粘土の大小プ ロ ッ ク と 最大泣径100皿以下の佳を含む。
※2~4が23SK25の埋土。

23SK26 
I !OYR4/2灰黄掲色土が主。 地山粘土プ ロ ッ ク 多枇。 径約5cm以下の礫少且。
2 5BG6/Ii'i·灰色粘土，
3 !OYR3/l里色粘士混 じ り シル ト と地山粘土大小プ ロ ッ ク が半々 。 粘土は遠元 し 、 l'/灰色3

0 I , 60 I m  • • l 

図43 23SX1 2平面 ・ 断面図
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2 造梢 と 出上辿物

なお、 橋を構成する土坑 には遺物が少なく、 かわらけが出土しているものの小 破片のみで、 器形を
復元できるものはない。
77SK2 86 -103に位置する 、 径90 x 80cm程の 円 形に35 x 30cm程の張り出しをもつ土坑である （図
44 · 45)。 深さは85cmである。 長軸での軸方位はN -1° -Eで、 ほ ぼ正方位を 示す。 底径は60cm程
で、 底面に柱のあたり痕跡とみられる径25cm程の窪みが確認できる。 張り出 し 部と正対する側の壁
面に挟れがある。 柱材の抜き取りに際して柱を引 き倒すなどにより生じた痕跡と判断している。 土層
は、 底而付近の4層とした埋士のほか、 2 層と し た土層で埋め戻されている。 2 層は黄色のブロ ッ ク
土を含み、 ブロック 土の包含は 2 層上部で顕著である。
77SK3 85 -103に位置する、 径110cm程の 円 形に60 x 26cm程の張り出 し をもつ土坑である（ 図44 · 
45) 。 深さは110cmである。 長軸での軸方位はN -0° -Eで、 は ほ正方位を示す。 底 径65cm程で、 底
面に柱のあたり痕跡とみられる径28cm程の窪みが確認できる。 この窪み部分 には柱材の痕跡とみら
れる炭化物が付着する。 張り出し部と正対する側の壁面に挟れがある。 柱材の抜き取りに際 し て柱を
引き倒すなど により生じた痕跡と判断している。 土層からは、 掘方埋土とみられる4 · 5 層、 抜き取
り時 に 混入した3 層、 柱材の痕跡及び抜き取り埋土の2 層、 埋め戻しによる人為層の 1 層が確認でき
る。 1 層の人為層は、 周囲に 分布する77整地層2 と類似した土層で構成され、 整地層と柱穴は同時も
し くは近いものの整地が先 行する時期に構築されたと判断 した。 ただ し 、 抜き取り 等は整地層 を切る
ため、 平面的な確認では77整地2 →77SK3となる。 このことは後述する整地層と関連遺構の新旧関係
の認定に際して留 意すべき特徴と判断している。
そ の他 の 土坑群(2 1 SX36 · 37) 21次調査で21SD1の平面 プ ラ ン に 沿って、 77SK2 · 77SK3と同様
の遺構が確認されている(21SX36 · 21SX37)。 21次調査で精査されており新たな知見は得られてい
ないため、 ここでは参考として平面図等を示した。

21SX36は西から21SK121、 21SK119 · 120、 21SK117 · 118で構成される。 いずれも円形の柱穴 に 張
り出 し をもつ土坑である。 埋上は人為的に埋め戻されている。 埋文報告の記載からは21整地層 に 覆わ
れるとされる。 しかし、 後述すように21SC1道路 跡と21整地層、 関連する遺構の新旧関係は不定な部
分が残る。 なお、 既述のとおり、 21SK119 · 120、 21SK117 · 118は21SX35の柱の延長に近い位置にあ
る。

21SX37は南から21SK116、 21SK122、 21SK34、 21SK40で構成される。 いずれも円形の柱穴 に 張り
出しをもつ土坑だが、 こちらは張り出しが短い。 21SK34、 21SK122では柱痕跡の可能性がある土層
が記録されているが、 埋上の多くは人為的な埋め戻しによる。 埋文報告の記載からは21整地層 に 覆わ
れるとされる。 しかし、 後述するように21SC1道路 跡と整地層 、 関連する遺構の新旧関係は不定な部
分が残る。 なお、 21SX37に平行して21SK109、 21SK110、 21SK111があり、 人 為土層で埋め戻されて
いるが、 平面形状は円 形の土坑で検出されている。
整地層 (77整地層 1 · 2 )  77整地層 1 は81 -101付近に位置し、 南北3.7m 程、 東西9m 程 に 広がる
（図44)。 自 然地形の旧 表上にあたる黒褐色土層の上面に地業された整地で、 先 行する遺構とも捉えう
る凹 凸の掘り込みを埋め戻 し 、 傾斜面を平坦 に 造成している。 整地層は上下の 2 層で形成され 、 間層
に 自 然堆積土層を挟み 2 時期に 分かれる。 下層の整地は黄褐色土の ブ ロ ック で構成され、 掘り込みを
埋め埋め戻している。 その後、 下 層整地の上面に炭化物片や土器類を含む 自 然堆積層が堆積する。 そ
の後、 再度その 自 然堆積層上面を、 ブ ロ ッ ク 土を含む人為的な土層で整地する。

77整地層2 は85 -103付近に位置し、 南北5.5m程、 東西14.5m 程 に 広がる （図44)。 自 然地形の旧 表
土にあたる黒褐色土層の上面に地業された整地で、 傾斜面を平坦に造成している。 整地層 は 1 層のみ
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辿梢 と 出土辿物

77SK2 < 77SK3 ＜ 
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褐色

訊

lb/ 穀

[77SSC) 
I IOYR5 2 灰凶氾色 枯 le 1訳1•やや強 し よ り 中
2 IOYR2 I !!•し色粘士買 シ ル ト ・ 2. 5Y3 3 賠オ リ ー プ褐色枯上ftシル ト

2. 5\6/3-6 •I にぶ い 凶 色 シ ル ト のii<プ ロ ノ ク 約 （ 各 径 10-80 叫 枯性中 し ま り ややも
地 1 1 1 プ ロ ッ ク (2. 5Y6 3-6 - I にぶし、政色I It上半郊 に 多 い （上半部多 枇 ・ 下半部やや多杖）

※本侶It-I:部 (l9tilii世1部 と 板 り 出 し を つ な ぐ ラ イ ン よ り 上） では地 山 プ
ロ ッ ク の比芦か卓越 し 、 下部は間色土のそれと ほぽ同Jt

3 10\R2 1 !！ •
. 
［色 粘土i'［ シル ト 枯性やや強 し ま り 密

2. 5Y6 3 にふt ヽ必 色 シル ト （地111 上） プ ロ ッ ク （ 径 2-5 mm) I柘徴1i!:
.J I OYRS 3-5 ·I にふ 淡褐色 砂 枯性中 し ま り 盗

2. 5Y6 3 にふ 洪色粘上I'/ンル ト プ ロ ッ ク （ 径 2- 1 0 皿） 少！It 掘方埋上残存部か

0 I •60 Im 
1 77SK3 ] ＇ ’  
la  IO\R.9 2 灰凶褐色 粘七 帖性やや強 し ま り やや各；

10\'116 3-5 3 にぶし 、貨橙 ー にぶ 淡褐色枯土tt シ ル ト ブ ロ ノ ク （ 径 20-50 皿 ） 少lil
,. 5Y6 3-6 ., にふ 淡色粘上プロ ッ ク やや多枯 ※本陪 よ り 鉄製鋤先出土

16 2. 5Y6 3-6., にぶ1淡色粘土プ ロ ノ ク （ 径 10-100 mm. 多依） ・ 10\R・1 2 灰凶渇色枯七はシル ト プ ロ ノ ク （ 径 20 "皿 微1it)
• I OYR3/ 1-2 2 .'しし褐色 ン ル ト プ ロ ソ ク （ 径 10-20 99血． 微杖） の混プロ ノ ク 凡

2 IOYR·I f-3 I 褐灰 ー ＇’＼褐色 枯 土 枯性強 し よ り 中 材の一部残存する
府下面に 心 っ て 厄 さ 20-30 llllaの黒色部 (1 0\R2 1 黒色） 有

3a IO\• R2 1 '且色 シ ル ト 粘性中 し ま り 中 10\• R6 1-6 2 1U灰 ー 灰凶褐色粘上プロ ッ ク （ 径 20-50mm) やや多 1,\
3b IO\R6/ 1-6 2 1＆灰 — 灰設褐色枯土プ ロ ノ ク F1 粘性やや強 し よ り 中。

墜 と の坑界面に 10\R2 l 屯色シル ト の小径プロ ッ ク 少 Iiしみ られる C

-la 2. 5\6 3-6 - I にぶい凶色枯土プ ロ ッ ク 柑 粘性やや弥 し ま り ‘ぶ ． 8 削に よ く 似 る 。

•Ib • Ia li'i に 同 じ
5 10\

1
!2 I 黒色 シル ト 枯性中 し 主 り やや右 2. 5\'6 3-6 · I にぷI ヽ貨色粘上プ ロ ッ ク （ 径 50-100 ,皿） やや多駄ふ

6 10\ll-l 2-3 2 灰黄褐 ー 黒褐 色 シ ル ト 粘性中 し ま り 中 炭拉 （径 5-10 皿） 微屈だが 目 立つ
土器細片微1,し 本附It付近に分布ずる新期柱穴の埋土 と なっ て い る ．

7 10\R・I 2-312 灰拭褐 — 黒褐色 粘土it／ル ト 粘性やや強 し ま り やや牝；．
2. 5Y6 3-6 · I ：こぶtヽ位色粘土プ ロ ッ ク （径 10-30 mm) 多1,t

8 2. 5\'6 3-6 -I にふヽ貨色 枯土 粘性強 し ま り 密． 俎I酎恥』の整地土附

2 1 SX37  
2 1  SK40 

一｀口→一 ロニ
A

H=24& 

三
一 □〕人

H=94知- -
ぺ

215Kl 1 6  _oA 
芦“m -\-

2 1 SX36 

21SK121  

A
 

9 ー
ロ
ロ師」

_
_

 

＇
-

1

H
1124o
m
 

I
 

l
 

21

20

□

II I
I

 

k
 
s

 1

、9

l

J
 

'‘,＇
 

9
,

'
 

k
 
s

 
1

,'

，

 

99
9
,＇

 

2
 

2 1 SK1 1 3 · 1 14 :
//

 
21SK1 1 3  

H-25師ト ー

口
一

口
2 1 SK1 1 9  

， 

"=24，，， 
1 9 

□三二

T
 

8l
 l�Sl
c

E-l
 

平4 8m � 

＼ 
2 1 SK109 \O:1 H 94恥ト― —
□, 

2 1 SKl 1 0  

＼

□》AH=94伽← → 

〔

2

/〗 A
芦46m

-

ロ 0 1 印 Im
l ' 1  

図45 土坑 (77SK2 · 77SK3) 平面 ・ 断面図

73 



III 発掘調査の成呆

で黄褐色土で構成され、 混入物や他の士層を含まない。 なお、 77整地層 1 と77整地層2 は現状では攪
乱等によりそれぞれ独立して検出しているが、 一連の地業の可能性が高い。 また、 77整地層 2 は、 外
側の堀と接して確認された既迩の77整地層3の下部と土層が類似しており、 一連の整地地業とみられ
るが、 両整地層の間に21SD1を挟み検出位置が両者は離れているため確定できない。
2 1 整地層 21次調査では内側の堀(21SD1) の内側の岸 周辺で21整地層 が確認されている（同44)。
21整地層は地山粘土ブ ロック 等で形成される。 21整地層を掘り込んで21SC1が構築されたことや、 下
層から土坑が確認されている。 しかし、 上述のとおり21整地層と関連遺構の新旧関係の認定は77SK2
及び77SK3の検出時の状況からは、 調査時の認定に困難な条件が付随し不確定な部分が残ることが推
察される。 こ の点で、 21SC1道路 跡と整地層、 関連する遺構の新旧関係は参照すべき成果ではあるも
のの、 その後の調査の知見からは必ずしも新旧が確定できないと捉えておきたい。

遺物 概要 内側の堀 (21SD1) からの出土遺物は多くは近世の堆積とみられる上層の 自 然堆積土か
らの出士で、 廃絶以降の 自 然堆積による埋没の時期のものである。 各地点において相対的に下位に あ
たる土層から 出土した遺物を中心 に、 下層から図 示する （図47)。 便宜的に 「下層」、「中層 」 と記す
が、 土層の特徴については上記のとおり である。 いずれの調査位置においても、 ロ ク ロ かわらけと手
づくねかわらけの両者を含むが、 手づくねの資料が多い。
内側の堀跡 (2 1 SD 1 ) 下層 Y=88付近では (69次調査、 図38 ー 断面⑨）、 底 面付近及び 9 層付近か
らの出土資料がある（図46 - 1 ~15)。 ロ ク ロ かわらけ小皿は口 径9.4~9.6cm、 底径6.6~6.Scm、 器高
2.0~2.lcmである。 ロ ク ロ かわら け 大皿は口 径12.0~13.2cm程、 底径6.6~7.2cm、 器高3.2~3.6cmであ
る。 器高の低い皿形の器形を呈する。 手づ く ねかわらけ小皿は口 径8.2~9.5cm程で平均8.8cm程、 器
高1.3~2.lcm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわらけ大皿は 口 径12.2~14.7cm程で平均13.5cm程、
器高2.4~3.2cm程で平均2.8cm程である。 口 径が14cmを超えるやや大型の器形も含むものの、 小型の
器形を呈する資料が多い。

Y=84付近では(77次調査、 図39 ー 断面⑩）、 18層及び19~20層からの出土資料がある（図46 -16~
29) 。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.5~8.Scm、 底 径6.4cm、 器高l.6~1.7cmである。 ロ ク ロ かわらけ大
皿は口 径12.1cm、 提携6.0~7.lcm、 器高3.4cmである。 手づくねかわら け 小 皿は 口 径7.8~8.5cm、 器
高l.7~2.2cmである。 手づくねかわ らけ大皿は 口 径12.0~13.7cm程で平均13.0cm、 器裔2.1~3.0cm程
で平均2.4cm程である。 口 径が13cm以下の小型の器形を呈する。

Y=82付近では(76次調査、 図39 ー 断面⑪）、 D層 とした 自 然堆積層 からの出土資料がある （図46 -
30~42) 。 ロ ク ロ かわらけ 大皿は口 径14.0~14.Scm、 底径7.0~8.0cm、 器高3.1~3.8cmである。 器高の
低い皿形の器形を呈する。 手づくねかわらけ小皿は口径8.6~9.5cm程で平均9.0cm程、 器高l.6~2.2cm
程で平均1.9cm程である。 手づくねかわらけ大皿 は 口 径11.7~15.5cm程で平均13.2cm程、 平均2.0~
3.3cm程で平均2.7cm程である。 口 径が大きい資料も少量含むが、 器高は低い。 多くの資料は口径が
小 さい小型の器形を呈する。

75 -99付近では (78次調査、 図40 ー 断面⑫⑬）、 Tlの20層 及び25層、 T3の19層からの出土資料が
ある （図46 -43~56)。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿は 口 径8.8cm、 底径6cm、 器高1.6cmである。 ロ ク ロ かわ
らけ大皿は口 径13.2cm、 底 径6.5cm、 器高3.4cmである。 手づ く ねかわらけ小 皿は口 径9.4cm、 器高
1.8cmである。 手づくねかわらけ大皿は 口 径13.4~15.6cm、 器高2.4~3.6cmである。 口 径が大きい資料
を含むが、 多くは小型の器形を呈する。 なお、 46は内面に漆が付着する。
内側の堀跡 (21 S D 1 ) 人為層 遺 跡の廃絶に近い 時期の堆積と捉えられる資料に、 人 為堆積士の崩

- 74 -
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図46 2 1  S D 1 出 士士器類実測図(1 )

落 土からの出土資料がある。 Y=82付近では (76次調査、 図39 ー 断面⑪）、 C層と し た人 為 層 に 由 来
する崩落土層からの出土資料がある（ 図47 -57~75)。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径8.6~9.6cm程で平
均9.1cm、 底 径4.6~7.0cm程で平均6.0cm、 器高l.4~2.8cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ
大 皿は10.6~14.0cm程で平均12.6cm程、 底 径5.8~8.6cm程で平均7.1cm程、 器高2.3~ 4.0cm程で平均
3.1cm程である。 口 径が小 さい器形が多い。 手づくねかわらけ小 皿は口 径7.5 ~ 10.6cm程で平均8.8cm
程、 器高1.6~1.8cm程で平均1.7cm程である。

75 -99付近では(78次調査、 図40 ー 断面⑫⑬）、 T2の11 · 12層 からの出土資料がある （図47 -76
~85)。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径8.3~9.0cm、 底 径5.7~ 6.8cm、 器高l.5~1.9cmである。 ロ ク ロ か
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2 辿梢 と 出土辿物

わらけ大皿は口 径12.3~13.1cm、 底径7.2cm、 器高3.3cmである。 手づく ね かわらけ小 皿は口 径7.8~
8.7cm、 器高2.1~2.2cmである。 手づくね かわらけ大皿は 口 径13.7~14.6cm、 器高2.5~3.lcmである。
口 径の小さい 小型の器形を呈する資料が多い。
内側の堀跡 (21 S01 ) 中 層 以 上 自 然堆積層の中層以上の資料は遺跡廃絶後の堆粕とみられる。 こ
こ ではそれらのうち下胴に近い、 遺跡廃絶に近い堆栢土層 からの資料を図 示した。

Y=84付近では(77次調査、 図39 ー 断面⑩） 、 10層、 10~14層、 12 · 13 · 14層 からの出土資料がある
（図47 -86~104) 。 手づくね かわらけでは口 径13cm程の小型の器形を呈する資料が多い。 内面に刻書
がある土器も出上している （図47 -114) 。 カタ カナで記載される。

「ロロ モ リ ノ ／

夕

ヤ ク ロ ケ ム 」

と判読できるが、 全体での文意はとれておらず確定できていない。
Y=82付近では(76次調査、 図39 ー 断面⑪） 、 B層とした 自 然堆積土層 からの出 土資料がある （図47

-105~ 118) 。 手づくね かわらけでは 口 径15cmを超える大型の器形を含むものの、 多くは13cm前後
以下の小 型の器形を呈する。

【2 1 SX3溝跡 （外側の溝跡） ］ （図版編図52 · 76、 図25 · 26 一 断面⑦）
遺構 89 -112付近に位置する、 東西方向に走る溝跡である。 21次調査で検出 されているが、 69次・
70次調査で精査した。 外側の堀(21SD2) を覆う整地層の下で、 整地層 を除去した段階で検出され
た。 東側の延長は河川の浸 食によって失われている。 西側の延長は検出できておらず、 現状では長さ
7.5m程の検出にとどまる。 幅2.5-2.7m、 検出面からの深さが0.8m程で底面標高は21.3mである。 堆
積土は全体が人為 的に埋め戻されている。 北側に近接して、 幅1.2m 、 深さl.lm で底面標高は21.7m
の溝状もしくは土坑状の69SX1がある。 69SX1→21SX3の新旧関係が確認できるが、 こ れらは同一 の
方向を向いており 、 同様の性格が想定できる。 69SX1も人為的に埋め戻されている。

21SX3からは、 かわらけの細片のほかは、 遺構の時期を示す遺物は出土していない。 また、 外側の
堀 (21SD2) を覆う整地層に全体が覆われており 整地層より 古 い ことがわかるが、 他の遺構との重複
はない。 そのため時期の特定は難しいが、 出土遺物がきわめて少ないことや人為的に埋め戻された堆
積土の特徴などからは、 遣跡内でも古い段階の遺構の可能性がある。

②猫間 ヶ 淵 周辺の様相
【概要】

現在の遺跡南西部にあたり 、 周知の埋蔵文化財包蔵地「猫間 ヶ 淵跡」 と柳之御所追跡の間の低地部
分を便宜的に「猫間 ヶ 淵 周辺」 として地区を区分して記述する （図48 · 49)。 柳之御所遣跡堀内部以
外の遣跡範囲との関連では、 自 然の低地である猫間 ヶ 淵跡を介して無量光院跡に近接する位置にあた
る。

猫間 ヶ 淵 跡周辺では柳 之御所遺跡を画する遺構として、 外側の堀 (72SD2) と内側の堀(72SD1)
のほか、 2 条の堀に関連する整地層や土坑が確認されており 、 それらについても2 条の堀跡と関連す
る遣構として記す。
【外側の堀(2 1 S02 · 56S039 · 72S02) 】
遺構 概要 外側の堀跡は辿跡を圃する大規模な 2 条の堀のうち、 外側を走る堀である。 遺跡の西部
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2 辿糀 と 出 土辿物

に立地する猫間 ヶ 淵の低地部分に位置する。 56次調査で北側と南側の一部の精査を、 75次調査で平面
的に検出し一部を精査した。 堀の走向は南北方向で、 軸方位はN -15° -Wでやや 西に振れる。 周 囲
の段丘面と猫間 ヶ 淵跡の 自 然地形に沿う。 幅5~ 7m 程で、 検出面からの深さは1.2~2.l m程である。
底 面標高は20.6~22.2m 程で、 概ね平坦だが南側に向かって傾斜する。 猫間 ヶ 淵 跡の周辺では一部の
未調査範囲を挟んで、 110m程の延長を確認した。
土 層 状 況 58 -77付近では（図48 · 50 ー 断面①）、 幅5.5m 程、 深さ1.8m 程で確認している (75次調
査）。 底面標裔は20.6mである。 上部を75SD3（断面① — A層）、 西端を75SD4（断面① ― B層） の12世
以降の近世段隋とみられる溝に壊されている。 堀の断面形状は逆台形である。 士層からは、 堀の堆積
士はE層とした 自 然堆積による土層 で砂層と粘性の強い土層が互層となる。 ラ ミ ナ状の堆積もあり、
土層からも水成堆積による土層 と沈殿による堆積の グ ラ イ 化した土層 からなる。 このうち、 特にE7
層 までは構築後大きな時間を経ない12世紀代に堆積したとみられる。 最下層では壁面の崩落に伴う黄
褐色土の ブ ロック を含む。 12·世紀代及びそれに近い時期の堆積とみられるE層を、 C層とした砂質の
土層が覆う。 C層は砂と周辺の基本土で構成され、 堀の形状より広い範囲で堀を覆うように堆積する
ことから、 堀の廃絶以降の水成堆積と考えられる。 なお 、 これらの土層により外側の堀の最上層は失
われており判然としないが 、 この範囲では掘り直 し や埋め戻しといった人為的な様相は確認できてい
ない。

また、 堀の外側にあたる西側の整地層 （以下、 75整地層と記し、 75SX1の項で後述） のうち旧期の
整地は調査区内での遺構では古い段隋に位置づけられる。 直接的な重複はないものの、 調査区内の先
後関係から72SD2と同時期との想定もできよう。 現状では整地と堀の間が失われているが、 南端部の
項で記した他地点の調査成果や検出標高から、 堀の外側の肩 が整地によって形成された可能性も残
る。 なお、 現状で確認している堀の両端の壁は猫間 ヶ 淵の基盤土層 にあたり、 堀構築段階では上部に
整地が行われたと仮定した場合でも 、 下部は堀の構築時にはある程度安定した地形状況だったと判断
できる。 これまでも指摘されてきたように （岩手県教委2004)、 猫間 ヶ 淵 跡と呼称される範囲の多く
は、 12世紀当時には湿地帯等であったとしても、 常時滞水するような「淵」 や河川といった様相では
なかったとみられる。

54 -67付近では （図48 · 50 ー 断面②）、 幅6.5m 程、 深さ2.lm程で確認している (56次調査）。 底面
標高は21.3mである。 堀の断面形状は逆 台形である。 土層からは、 堀の堆積は 自 然堆積により、 砂 質
と粘性の強い泥 質の土層が互層となる。 水成堆積による士層と グ ラ イ 化した沈殿による土層からな
る。 掘り直しや埋め戻しといった人為的な様相は確認できていない。 上層の4~ 7 層は地山土 に 由 来
する ブ ロック を含み、 整地層の可能性がある。 この土層が整地層であれば、 外側の堀の掘り直 し もし
くは外側の堀の廃絶や内側の堀の構築に伴う地業との把握できよう。 また、 堀の内側にあたる東側の
肩 は整地土によって成形される。 断面②の① • ② • \/Ib層が整地層にあたり、 堀はこれを掘り込んで
構築されている。 外側の堀構築に際して地業が行われたとみられる。

52 -62付近では（図48 · 50 ー 断面③）、 幅5.5m 程、 深さ1.2m 程で確認している(56次調査）。 底面
標高は22.2mである。 堀の断面形状は逆 台形である。 士層からは、 堀の堆積土は 自 然堆積による土層
で 、 砂 質と粘性の強い泥質の上層が互層となる。 掘り直しや埋め戻しといった人為的な様相は確認で
きていない。 現状で確認 し ている堀の内側の壁は猫間 ヶ 淵の基盤土層 にあたり、 下部はある程度安定
した状態だったと判 断できる。 一方、 堀の外側の壁は肩部分を黄褐色土の ブ ロ ック を含む整地土に
よって成形される（断面③ ー 1 ~ 3 層）。 なお 、 この精査位置の北側に連続して平泉町教育委員会が
一部の精査を行っており（平泉町教委1993)、 断面状況は酷似する。
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猫間 ヶ 淵周 辺に お け る 外側の堀の ま と め これらの土層の堆積状況とそこから想定で き る遺構の変遷
は、 細部に差異は存在するものの、 猫間 ヶ 淵周辺で概ね対応する。 調査が複数年次にまたがり、 近接
する範囲でも様相の細部には差異があるため、 厳密な対応は難しいが、 堀の構築・周囲の整地地業→
自 然堆積（小 規模な造作） →廃絶の変遷が理解で き る。 いずれの地点でも 自 然堆積 による埋没を示し
ており、 小 規模な造作の痕跡を除いて大規模な掘り直しは確認で き ない。 また、 一部で埋め戻しとみ
られる黄褐色土のブ ロ ック が散見されるものの、 他地点で把握されているような全体もしくは堀の大
部分に 及ぶものではない。 ただし、 埋没時の状況や堀構築後に 一定期間経過した後の12世紀代の様相
の把握と想定は、 上部が水田 に よる 削 平や 自 然の流路 の影響を受 けていることを考慮する必要があ
る。 外側の堀を壊す溝は複数あり、 この位置が現在でも農業用水路がとおるように流水の影響を受 け
やすい位置だったことがわ かる。 また、 猫間 ヶ 淵周辺では堀の周囲で整地層が確認されている。 堀の
肩の状況などから、 12世紀当時には水流をもつような位置ではないと判断で き るが、 湿地帯のため堀
の構築 に際してより安定させて肩を構築するため地業が行われたと考えられる。 関連する土層 には各
地点で確認された整地層がある (75整地層）。 75整地層 については75SX1の項で記載する。
猫 間 ヶ 淵 の様相 柳 之御所遺跡が機能した段階での、 遣跡 に接する位置での猫間 ヶ 淵跡の様相をみて
お き たい。 75次調査で精査した58 -77付近では（図48 · 50 ー 断而①） 、 堀の壁は安定した士層 になっ
ており、 検出時の上面から100cm程下がった位置で火 山灰層が層をなしている。 56次調査で精査した
52 -62付近では（図48 · 50 ー 断面③）、 外側の壁を人為 的な盛土で構築している。 堀の外側は安定し
た土層ではなかったことが推察で き る。 火 山灰層や堀の状況からは、 猫間 ヶ 淵跡は低地帯で部分的 に
低湿地帯を呈していたものの、 常時の水流等や帯水した状況ではなかったと考えられる。 湿地とみら
れる位置 については後掲する。
遺物 外側の堀跡(72SD2) から出土した遺物は、 他地点の同遺構と同様に 少なく、 同遺構のうちで
も少ない範囲である。 ここでは 自 然堆積層の資料のうち、 いくつかを図示する（図52)。

58 -77付近では(75次調査、 図48 · 50 ー 断面①）、 木製品が出上しており（図53 - 1 ~ 6 )、 漆器
椀、 下駄、 箸を図示した。 このほか、 土器類も出土しているが、 多くは12世紀以降の溝 に伴うもので
ある。 12世紀代とみられる堆積土からは土器類の出上が少ない。

52 -62付近では(56次調査、 図48 · 50 ー 断面③）、 木製品が出士している（図53 -9 ~11)。 完形で
桟が付く折敷が出土している。 長軸39cm、 短軸26cmで厚さが2.4cmと大型である。 両面 に 刃 物痕が
付くが、 それを切って刺突痕がめ ぐる。 なお、 この痕跡から遊戯具との見解がある（小 田2014)。 折
敷片や下駄のほか、 漆器椀や箸なども出土している。 土器類も出上しているが（図52 - 1 ~10) 器形
が復元で き る資料は多くない。 ロ ク ロ か わらけ大皿では器高の高い資料を含むものの、 器高の低い皿
形を呈する資料が多い。 手づくねかわ らけ大皿は口 径の小 さい、 小 型の器形が多い。

［内側の堀 (21 SD1  · 56SD38 · 72SD 1 ) 】
遺構 概要 内側の堀跡は遺跡を画する大規模な 2条の堀のうち、 内側を走る堀である。 遣跡の西部
に立地する猫間 ヶ 淵の低地部分と遺跡が所在する段丘の境の段丘縁辺部に位置する。 56次調査で北側
の一部の精査を、 75次調査で平面的 に検出し一部を精査した。 また41次調査のA ト レンチも図内 に 含
まれる。 堀の走向は南北方向で、 軸方位はN -15° -Wでやや西に振れる。 周囲の段丘面の 自 然地形
に 沿う。 幅5~10m程で、 検出面 からの深さはl.4-2m 程である。 底 面標高は21.3m 程で確認してい
る。 猫間 ヶ 淵跡の周辺では間に 未調査範囲を挟んで、 120m程の延長が確認で き た。 ただし、 堀内部
地区側の肩は現在の道路と重複しており、 調査区の制約から未検出の範囲が多い。
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土層状況 61 -77付近では（ 図48 · 50 ー 断面④） 、 幅5.5m程、 深さ1.4m ほどで確認している (75次調
査）。 内側にあたる北側では調査区の制約から堀の上端を検出できていない。 底而からの傾斜 角 度を
勘 案する と 、 未調査の範囲に延びる部分を合わせ、 堀の上幅は6.5m 程以上になると推測できる。 底
面標高は21.3mである。 堀の断面形状は 逆 台形であ る 。 土層は 自 然堆積に よ る。 1 ~4層は新 し い時
期の堆積 と 判断している。 その他の土層もブ ロック 土や 炭化物の顕著な土層な どは確認されておら
ず、 いずれの土層も堀梢築後の 自 然堆積 と 判断できる。 底面から80cm程までの10層以下は グ ラ イ 化
した土層が多く、 遺跡機能時やそれに近い時期の堆積の可能性があるものの確定はできない。

56 -66付近では、 堀の断面形状全体は未検出であるものの、 堀の両端を概ね確認 し ている（ 図48 · 
50 ー 断面⑤、 56次調査） 。 幅10m 程、 深さ2 m 程を確詔しているが、 底面までの精査は行っていない。
西側の肩 は一部を確詔し、 外側の堀 跡との間の整地層 （ 断面①・② • VIb層） を切って構築されてい
る。 東側ではいずれも 自 然堆積の土層 を確認している。 28、 29層で炭化物片 や木製品類などの遣物を
多く含む。 この上層26 · 27層 で砂 質土を間に挟み、 それより上層では 自 然堆積で土器類を多く含む
土層がある。 後述する56SD20 (41SD1 · 52SD26) が上層 に流入する状況を確眩しており、 内側の堀
→56SD20の新 旧関係が確認できる。
猫間 ヶ 淵部分 に お け る 内側 の 堀の ま と め これらの土層の堆積状況 と そこから想定できる遣構の変遷
は、 地点により遺物量や 層 相 の細部などに相 違は存在するものの、 猫間 ヶ 淵の周辺では概ね対応す
る。 堀の構築→ 自 然堆積による埋没（ 炭化物 ・ 遺物を多く含む土層） → 自 然堆積に よ る埋没の過程が
理解できる。 土層の堆積は単純で、 堀全体に関わる よ うな大規模な掘り直 し 等は行われていない と 判
断できる。 形状は 逆 台形を呈す。 廃絶 時にも堆積は底面から l m 弱程に と どまり、 l m以上の深さ
をもつ大規模な堀 と しての形状が保たれた と みられる。 関連する遣構として31SX1、 31SX2、 75SX1、
整地層がある。
関 連遺構 3 1  SX1  · 3 1  SX2 31SX1 、 31SX2はいずれも31次調査で検出された遺構で、 それぞれ3
個の柱穴で構成される2 対の遺構である。 その後の調査は行われておらず、 新しい知見は得られてい
ない。 なお、 平面図上では周辺に整地層の分布が記録されているが、 詳細は判然と し ない。

31SX1は63 -74付近に位置し、 3 個の柱穴で構成される。 柱穴は北から63 -74PP6、 62 -74PP1、
63 -75PP1で、 方形の径70cm程の柱穴に70 x 180cm程の長方形の張り出 しが付く。 いずれの柱穴でも
径35cm程の柱痕跡が確認された。 63 -74PP1 と 62 -74PP1では底面付近の板材が図示されている。 柱
穴の間隔は北から300cm、 270cmである。

31SX2は62 -74付近に位置し、 3 個の柱穴で構成される。 柱穴は北から62 - 74PP6、 62 -74PP3、
63 -75PP2で、 方形の径60cm程の柱穴に60 x 300cm程の長方形の張り出しが付く。 63 -75PP2は西側
に延びる可能性もあるが、 削 平に よ り失われている。 柱穴の間隔は北から300cm、 270cmである。

31SX1 と 31SX2は東西に平面的に並び、 柱穴部分の 間 隔は330cm程である。 31SX2→31SX1の新 旧
関係が確認されているが、 同時存在の可能性も残る。
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] 

31 SX1 (63-74-pp6) L 

3 I SX2① 
I lOYR6/8黄褐 色～6/6明黄褐色が主 と な る 粘：t質。 粘性弛い。

し ま り な し。 含炭化物 （ 1 %) 径 l ~3nllu大の角 柱状の も の。
2 2. 5Y3/3暗オ リ ーフ掲色シル ト 質の粘土。 し ま り 弱 い。 枯性強い。

含炭化物 （ 1 %) 、 鉄分 （ 1 %) 、 枯土プ ロ ッ ク 入 る ( I OYR4/6褐色～5/6黄褐色）
3 2. 5Y4/4オ リ ープ褐色～ 1 0\＇R4/4褐色粘土質シル ト 木根か 多 く 混 し る

径5cIn大の粘土フロ ッ ク 入 る

3 1 SXI② 
I I OYR5/4にぶい黄褐色 シ ル ト 。 炭化物片微砧。
2 5Y5/ l 灰 色粘土。
3 I OYR6/3にぶい黄褐色～ lOYR5/4にふい黄褐色。 径約5clll (J) 地 山 、

浮石混 じ り 土プ ロ ッ ク 散在。
4 I OYR6/3にぶい黄褐色粗砂。 炭化物片約l%。 浮石含。
5 2. 5Y6/2灰黄褐色粘土。 地山粘士プ ロ ッ ク 約20%。
6 IOYR6/3にぶい黄褐色祖砂。 炭化物片約 1 %。 浮石 含。

3 1 SX2@ 
I 10\「R6/6明黄褐 色粘 士。
2 I OYR3/2黒褐色粘 土混 じ り シル ト 。 黄褐色粘土粒含。
3 I OYR5/3にぶい黄褐色砂 混 じ り シル ト 。
4a IO\「R5/6黄褐色粗砂。
4b 1 0\「R6/6明黄褐色砂。
5a I OYR5/6黄褐色砂。
5b 2. 5Y6/6明黄褐 色砂。
6a I OYR4/4褐 色 シ ル ト 。 地山粘士プロ ッ ク （径約2cm) 約3%。 小礫含。
6b IOYR6/4にふい黄褐 色 シ ル ト 。 6a よ り は少ないが 、 小礫含。

31 SX1 (63-75-ppl )⑤ 

Hc25.l m J 
31 SX2(63-75-pp2)④ H=25胚し k k 

L_ 

3 I SX2④ 
I IOYR6/3にふい黄褐 色 シル ト 。 褐灰色士約lO%。 炭化物 片的 1 %。 小様比較的多い。

地山粘土プロ ッ ク （径約2~3cnI) 含 。
2 I OYH7/6明 黄褐 色粘 土。 炭化物片納 l%。
3a I OYR3/3暗褐色 シル ト 。 地 山粘土粒少屈。 炭化物片約 1%。
3b I OYR4/3にふい黄褐 色 シ ル ト 。 地 山 粘 土プ ロ ッ ク （径紐 1 �2c111) と 結を含む （約7%) 。

炭 化物片約 1 %。
4 I OYH6/6明黄褐色粘土。 部分的に3居 の 土 か 入 る。 炭化物片的 1 %。
5 IOYR6/8明黄褐色粘土。 地 山粘士粒 （径約5cm) と 浮石か約3%。
6 lO\「R3/2黒褐 色 シル ト 。

゜ l :SO 2m 

3 l SX I ⑤  
I IOYR4/4 褐 色 シル ト 。 炭化物片約3%。 かわ ら け片少触。 浮石含。
2 IOYR7 /6明黄褐色～ IOYR6/6粘土。
3 IOYR5/2灰黄褐色シル ト 。 炭化物片約5%。 かわ ら け片少散。 径 約 1 5cmの礫含。
4 IOYR6/3にぶい黄褐色粘土。 地 山 粘 土プ ロ ；； ク 3%。 小珪散在。
5 l OYR5/3にふい黄褐砂混 し り 粘土。 地山粘士ブ ロ ッ ク 5%。 炭化物片約l%。
6a 2. 5Y7 /4 浅黄色 と 2. 5¥6/4 にぶい黄色粘土。 5恩の土が部分的に入る 。
6b lOYR6/6明 黄褐色砂混 じ り 粘土。 lOYRG/2灰黄褐色士含。
7 I OYR4/6褐色～5/4 にぶい黄褐色砂 混 し り シル ト 。 地山粘士プ ロ ッ ク 約3%。 小礫含。
8 IOYR5/4にぶい黄褐色～ IOYIM/6褐色。
9 IOYR4/2灰装褐色枯土。 地山粘土ブロ ッ ク 多品。 炭化物片約3%。

図51 3 1  SX1  · 3 1  SX2平面 ・ 断面図
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2 辿構 と '， | '，土辿物

遺物 内 側の堀 跡 (72SD1) から出土した遺物は、 他地点の同遺構と比して少ない。 ここでは 自 然堆
積層の資料のうち、 いくつかを図示する（図52) 。
61 -77付近で は (75次調査、 図48 · 50 ー 断面④）、 木製品が出上している （ 図53 -12~17)。 題飯軸
は 、 3 x 1.3cm程の題鍛部に10cm程の長さの軸が付く。 厚さは0.3cm程である。

「馬」
「 日 記」

と記される。 木製品では漆塗 り の下駄が出土してお り （図53 -14 · 17)、 2 点に分離してお り 接合部
は 少ないが、 1 個体に接合するとみられる。 この他に も 漆器椀や不明木製品があり、 鞘や箸などが出
土している。 かわらけや国産陶器 も 出土している も のの数量は 少なく、 多く は堆積層の上層からの出
土である。 なお、 この周囲の猫間 ヶ 淵付近では 瓦片の分布が濃い。 分布図は次節で示すが、 堀内部の
縁辺部から流入した も のとみられる。 23SG1池跡の南西部は13SE1など瓦が集中して出士する遺構が
あ り 、 瓦の利用や廃棄の位置との関連性が想起される。

56 -66付近では (56次調査、 図48 · 50 ー 断面④）、 木製品が出土 し ている（図53 -7)。 鍬先 で、 長
軸21cm程で幅14cm程である。 方形の穿孔がある。 このほか箸等を含む。 図示したかわらけは、 ロ ク
ロ かわらけ大皿では器高の低い皿形を呈する資料が多い。 手づくねかわらけ大皿 は 口 径の小 さい、 小
型の器形が多い （図52 -11~22) 。

1 (56-1 04) \/，03) ← □ �6) 
3 (56-95) 

ロロニニ／
5 (56- 1 0 1 )  

＼三 又乙
7 (56-97) 

6 (56-1 02) 

ニーニロニ
8 (56-92) 

□一三/- ーニ二
1 0  (56-98) 56次調査

. . . . . . . . . .  

72SD2 

こ5684) こ郎） 二683) ニ ロニ□□
ロニニ／68 1 )

ロニニ） 叉
1 8 (56-77) 

＼56 73) 
\75) 

=--- ー ロニ/
22 (56-76) 

図52 猫間 ヶ 淵周 辺出土土器類実測図

1 9 (56-74) 
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皿 発掘調査の成果
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図53 猫間 ヶ 淵 周 辺 出 土木製品実測図
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2 辿構 と 出土辿物
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ト レ ン チ C

P6  1 2  t1：材周 り の席ft上 灰 色 で し ま り やや況 く 粘性強い

Po I 5\'5./ J 灰 色粘竹上 下M に木ft残る 柱痕 lckり し ま り 弗い 粘性あ り
2 1'6 15 /(ii と 同 じ 掘 り ）i

P,J I 2. 5Y6. I 黄灰色粘'/:!」→, ． I:～ 中柄酸化 し 、 砂 、 小陸少駄含む し ま り ややあ り 粘性あ り
1'3 I 2 .  51'6/l 黄灰色粘質上 1:～ 中妍 骰化 し 、 砂含む し ま り ややあ り 粘性あ り

1'7 I 2. 5Y7/ I 灰 白 色砂府 凶灰 色の粗砂 と 炭化拉微 1,＼含む し ま り あ り 粘性な し
2 I.IM色粘 I,．質の地山 のひっ は り し ま り あ り 粘性強い

゜ 1 : 80 2m 

図54 75SX1 平面 ・ 断面図
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-一-下一- ー

① 
I In表土か
2 照地居 （新）
3 自 然堆柏附 lll
4 自 然堆禎肘IV

② 
I I日地形の 窃 ま り 端部にの こ る 自 然堆積恩 SD5 

の下部にあた り 、 6 と 同 様 の 旧 表 土 に あ た る I団か
かわ ら け 片 、 炭 化物 片 、 2 - 5cm 程度の黄褐色地ILI
プ ロ ッ ク を含む 自 然堆栢倍 枯性が強い
し ま り ，J狽い 砂質シル ト

2 2 ト レ ンチ 16 /l"i ・ 1 ト レ ンチ 5 附 に対応
3 賂地約 （ 旧 ） 黄褐色の地山 プ ロ ッ ク と 暗褐 色の シ ル ト

質 の 土 と で構成 さ れ る
4 照地荊 (IB) 3 梱 と 同様の整地附だが 、 黄褐色の地山

プ ロ ッ ク が 80％以上 を 占 め る

③ 

H=2：三二三三三三□三□□□□二三言
工

③ 
I 溝埋土 荏を含む 下部は黄褐色地1. l l 土を含む かわら け片を含み、 自 然堆秋

に よ る溝挫土 粘性弱い し ま り 弱い
溝埋土 石粒 ・ かわ ら け 片を 多 く 含む 下部は鹿を含む溝埋土 粘性弱い
し ま り 弱 い
旧 表 土 かわ ら け 片 ・ 炭化物）ナを少試含む し ま り が強 く 、 調在区の邸い部分
に広が る 旧表土
撒地／罰 （新規） 数褐色の地山 プ ロ ッ ク かわ ら け 片を含む

自 然堆柏陪 m かわ ら け 片 を少iik含み、 粘性が弛い 6 府 と 類似する が石粒が少ない
自 然堆梢暦IV かわ ら け 片 を少品含み 、 粘性が強い
照地附 （ 旧 ） 政褐色の地山 プ ロ ッ ク と 研褐 色 の シ ル ト 買の 土 と で樅成 さ れ る
照地府 （ 旧 ） 3 /\"l と 同様の照地肘だが 、 黄褐色の地山ブロ ッ ク が 80％以上 を 占 め る
暗褐色粘質土 基盤 と な る 土肪 粘性が 強 く 滞水性の あ る 猫 間 ヶ 淵 を形成す る 土倍

し ま り が強い

④
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H=ll.lm 
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 ゜ 1 : so 2rn 
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ー
2l
3

表 土
水 田 床 土
SD5 埋士 し ま り ややあ り 粘性弱い かわ ら け細 片 、 石粒を 多 く 含む 5 ~  1 0cm 程度の
円礫が多いが 、 l5cm 程度の距 も あ り 2 - 5cm 程度のプ ロ ッ ク を含む 自 然堆栢h'/i 砂質
シル ト
SD5 埋士 炭化物、 5 - !Ocm 程度の プ ロ ッ ク を含 む し ま り ややあ り 粘性弱い
3 荊 と 比 し て か わ ら け片が少ない 自 然堆禎府 シル ト 恩
SD5 埋士 粘性が弛い し ま り やや弛い 炭化物）ヤを少砧含む 自 然堆栢に よ る 粘質シル ト
SD が 入 る 時期 の 旧 表 土か 肘 下部にかわ ら け片 を 含 む 砂竹シル ト 2 ~  5cm 程度の礫 、
黄褐色の地山 プ ロ ；； ク を含む 粘性が弛く 、 し ま り 強い 炭化物片 も 含 む 自 然堆紐荊
SD 検出面
旧地形の高 ま り 端部にの こ る 自 然堆積荊 SD5 の 下 部 に あ た り 、 6 と 同様 の 旧 表 土
に あ た る 府か かわ ら け 片 、 炭化物片 、 2 - 5cm 程度の黄褐色地山 プ ロ ッ ク を含む
自 然堆積府 粘性が強い し ま り 強し 、 砂質・ンル ト
SD6 埋土 砂質シル ト し ま り やや強い 粘性ややあ り かわ ら 1ナ片 、 炭 化 物 片 を 少砧含む 22 
2 ~ 3clll 程度の石粒、 黄褐 色の地山 プ ロ ッ ク を含む 自 然堆栢／習
SD6 埋士 粘質シル ト し ま り やや強い 粘性あ り かわ ら け片少散含む 下端に砂拉が
入 る 自 然堆栢附 一部 に暗褐色の土を含む
SD(8 .  9 府） 掘 り 込む時点での 旧 表土か
照地陪 （新） 黄褐色の地山 プ ロ ッ ク で形成 さ れ る 幣地府 かわ ら け 片 も 少抵含む
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1 0  
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23 

柱痕 し ま り ややあ り 粘性強い 柱痕跡の士 灰 白 色の粘土ぼ
柱掘 り 方埋士 し ま り あ り 粘性強い 灰 白 色の粘質シル ト
柱掘 り 方埋士 し ま り あ り 粘性やや強い 粘 質 シル ト 黄色の地山プ ロ ッ ク
と 灰 白 色の粘士屑 砂を含む
柱掘 り 方埋士 13 と 同様 の シル ト
自 然堆積彫III
自 然堆積肪IV
自 然堆柏倍 ＼I
S04 埋士 し ま り 1狙い 粘性ややあ り 炭化物粒、 石粒を含む 自 然堆糾土 と
同様の士質だが央雑物 が 多 く 流 さ れ た 土
S04 埋士 し ま り 強い 粘性ややあ り 黄褐色の地山 ブ ロ ッ ク 炭化物粒を
含 む シ ル ト
S04 埋土 し ま り ややあ り 粘性弱い 砂質シ ル ト 地 山 粒 、 石拉を含む
砂 を 含 み 自 然堆積
S04 埋土 し ま り ややああ り 粘性弱い か わ ら け 片 、 石拉を 多 く II既務
砂 質 シ ル ト
SD4 埋土 し ま り 強い 粘性強い 自 然堆梢W · l\l荊 と 類似 し 再堆梢か
褐 色の錆びが強 く 石粒等 も 含む 自 然堆積陪
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2 辿構 と 出土辿物

【75SX 1 ] （図版編図66 · 67、 図54)
遺構 55 -77付近に位置する、 4 X 1 間で東西軋llの掘立柱建物跡である。 75整地層のうち手づくねか
わらけを含む、 新期の整地層上で検出している。 内側の堀及び外側の堀 と は、 整地層を含め直接の重
複はない。 建物の軸方向はN -0° -Eである。 柱穴 7個を検出している。 桁行方向の延長は北側柱列
の延長位置で柱穴が検出されていないこ と 。 そのため、 東側には延長しない と みられるが、 後世の溝
等が存在しており不確定の部分が残る。 建物跡の南側は未調査のため規模が確定できないが、 周 囲
の地形状況から判断すれば梁行方向は南 に数間程度延 びる と みられる。 柱間寸法は桁行が西から342

(11.2尺） ． 342 · 330 (11尺）． 303(10尺 ） cm に、 梁行が291(9.6尺） cm に 復元できる。 現状での全
長は桁行13.2m、 梁行2.9mである。 柱穴は掘方の検出された柱穴 と 、 掘方が検出されず柱痕跡のみで
確認された柱穴がある。 ただしこれらの柱穴の検出状況の相違は検出面の標高差 と 対応しており、 遺
構残存状況の差 によるもので、 本来はいずれも掘方をもつ柱穴 と みられる。 掘方は径45~55cmの 円
形で、 柱痕跡は精査したP5では径20cmで深さが108cmである。 断面を確認した柱痕跡はいずれも先
端部が尖る杭状になっており、 掘方を掘った後に柱材を据え、 打ち込んだもの と みられる。 底面標裔
は桁行方向の北側柱列で、 西から21.54m · 21.7m · 21.82m · 21.68mである。
関連遺構 75整地層 55 -75付近で、 上 下2 層 の整地層 を確認している（図55)。 旧期の整地層 は
72SD2に直接接しないが、 これ に 沿うよう に5 X 12m 程の範囲で検出している。 黄 褐 色土の ブ ロック
及 び暗褐色 士で構成され、 土堤状 に盛り上がる。 整地士は ブ ロ ック 土の比 率 に より分層が可能だが、
間層を挟まず、 分布範囲も重なるこ と から一連の整地と 判断している。 整地土にはかわらけの細片を
含むものの、 出上量は少なく、 図示できる資料もない。

新期の整地層は、 旧期の整地層より大き く 西に 広がる。 旧期の整地後 に 、 自 然堆積 と みられる土層
が堆積し、 その後 に締まりの強い黄褐色土のブ ロック で形成される。 なお、 新旧の整地層の間層 と な
る 自 然堆積層及 び新期の整地層 には手づくねかわらけを含む。 新期の75整地層上で75SX1を検出して
おり、 75整地層→75SX1の新旧関係が確認できる。 整地層 上面で確認された遺構は75SX1のみで、 そ
れ以外の75SD5 · 75SD6は整地層の上部に 堆積した 自 然堆積層を掘り込 む遺構で、 12世紀以降の新し
い時期の遺構である。

2 時期の整地層の間層 と なる土層 は、 整地層 と 異なり ブ ロ ック 状の粘土や土を含まない土層であ
る。 整地地業の可能性は残るものの、 士層の様相から 自 然堆積層 と 判断している。
遺物 75SX 1を構成する柱穴から手づくねかわらけや瓦が出土しているが、 いずれも細片のため図示
できていない。

③北端部の様相
【概要】 遺跡の東側から北西部を便宜的 に北端部 と して記述する（図56)。 柳之御所遺跡堀内部以外
の遺跡範囲 と の関連では、 柳之御所遺跡堀外部の道路 跡や掘立柱建物跡など多 く の遺構が所在する区
域 と 接する位置 にあたる。 北端部 と した区域のうち、 内側の堀の一部は41次調査の対象範囲で、 この
段階で一部が検出され ト レ ンチを設定し精査されている。 このトレ ンチ部分のうち41SD2 - Bトレ ン
チ についても再調査を行っており、 それ以外の後次の調査成果 と 合わせて記す。

北端部では遺跡を区画する遺構 と して、 外側の堀(72SD2) と 内側の堀(72SD1) のほか、 79SX1
と した土橋や整地層、 上坑などが確認されており、 それら についても2条の堀跡 と 関連する遺構 と し
て記す。
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皿 発掘調査の成果

【外側 の堀 (21 S02 · 56S039 · 72S02) 】
遺構 概要 外側の堀跡は遺跡を画する大規模な 2条の堀のう ち 外側を走る堀である。 遺跡が位置
する段丘の中央付近に位置し、 検出面はX=46~48付近を境に現況の地形で南北それぞれの方向へ向
かって下がる傾斜をもつ。

X=37付近よりさらに北側の延長は河川の浸 食によって失われている。 堀 跡は河川によって壊され
ており延長する こ とは確実だが、 本来の走向方向 と 延長は確定できない。 72~74次 • 79次調査で検出
及び一部を精査 し た。

走向方向を南側から概観すると、 猫間 ヶ 淵周辺を走る堀跡は前述 し た範囲内の北端の位置にあたる
53 -62付近から方向を南北方向に変え、 北端部と し た範囲に連続する。 56次調査で精査 し た53 -62付
近でやや湾 曲して平面形を確認しており、 X=57付近で確認している位置と連続する遺構である蓋然
性が高いと判断できる。 51 -46~48付近で南北方向を基本に、 やや東に振れて走る。 幅2.7~ 7 m程
で、 検出面からの深さはX=44付近より北側では大きく削平を受けたため l m 弱程である。 X=44付近
より南側では 2 m 弱ほどである。 底面標高は位置によって異なるためそれぞれで記すが、 X=46~48
付近を境に南北それぞれに傾斜する。 北端部では110m程の延長が確認できた。 以下、 精壺 し た断面
を中心 に調査次数に概ね沿って北側から記載する。
土 層 状 況 53 -39付近では（図57 · 58 ー 断面⑤）、 幅3.2m程、 深さ0.8m程で確認 し ている(72次調
査）。 底面標高は26.6mである。 周 囲の地形から上部は 削平により大きく失われたと判断できる。 残
存での底面形状や立 ち 上がりから逆 台形の断面形が想定できる。 底面は二段に分かれて、 それぞれで
平坦面が構築されている。 底面は若干の凹 凸があるものの、 関連する遺構は検出されていない。 土層
からは、 黄褐色土や黒色土の ブ ロック を多く含む土層 で、 層相も層状の堆積を示さず、 埋め戻 し に よ
る人為堆積で全体が埋没 し ている。 遺物や混和物により分層 し ているが、 人 為堆積土相互には間層を
はさまず、 同一 時の堆積とみられる。 二段の平坦面についても土層の観察からは、 明確な掘り直 し の
痕跡は把握できていない。

52 -41付近では（図57 · 58 ー 断面⑥）、 幅2.7m 程、 深さ0.4m程で確認 し ている (72次調査）。 底面
標高は27.lmである。 周 囲の地形から上部が削平により大きく失われている。 残存の底面付近の形状
から、 逆 台形の断面形状を想定できる。 ただし、 底面は二段になり、 平坦面が構築されている。 上記
の53 -59付近（断面⑤） 及び、 中間の53 -40付近でも同様の形状をとり、 底面が二段を呈する。 掘り
直 し 等の痕跡も想定されるが、 堆積士の状況からはいずれも同一の士層によって埋め戻されてお り 段
階差をもった掘り直 し 等の痕跡は確認できてい な い。 上述の53 -39付近の断面状況も含め、 二段の平
坦面をもつ形状が、 北端部周辺の外側の堀の当初の形状を反映するものと捉えている。 底面は凹凸が
な く 、 平坦に成形される。 土層からは、 壁面に崩落土層があるが、 それ以外は黄褐色土の ブ ロック を
多 く 含む人為堆積土で全体が埋め戻される。 堆積土は 自 然堆積などの間層をはさまず、 人 為 層 による
埋め戻しは一連の堆積とみられる。

51 -44付近では（図57 · 58 ー 断面⑦）、 幅4.7m 程、 深さ1.7m程である (73次調査）。 底面を一 部掘
り残 し て精査 し たが、 確認 し た位置での底面標高は27.l mである。 精査中に ピット状の土色の違いを
確認 し ているが、 明確に組み合う位置関係ではな い。 断面形状は逆 台形をとる。 土層からは、 下層に
自 然堆積による粘性の強い一部グラ イ 化した土層 が堆積する。 4 ~22層は灰褐色土や黄褐色土の粘土
ブ ロック を多く含み、 人為堆積層とみられる。 2 層は砂 層 で上面や一部に完形の土器類を多く含む

（ 図版編図60) 。 この土層は全体に広がるものではなく、 こ の断面の周囲で北に 4 m程の範囲に限定し
て確認しており、 この範囲は堀が大部分埋没した後にも一部窪んでいた可能性がある。 なお、 上記の
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皿 発掘調査の成果

52 -41付近の断面⑥ と の間の51 - 43付近でも最下層の 自 然堆積土を除き、 多くの土層は人為堆積によ
る。 人為堆積土には完形の土器類も多く含む。 全体が完全に埋め戻されたかは上部の削平により 判然
としない。 また 、 断面⑧ と した位置では、 72SD2の埋土中の人為 堆積層(4~9層）下層で水平方向
の薄い人為堆積層がある (12~23層）。 層厚は 5 cm程で 、 締まり が強い。 一部断面のみでの確認のた
め、 確定できないが 、 堀構築時もしくは機能時の修復に際して、 一部の肩を精緻に地業して整形した
こ と を想定しておきたい。

50 -46付近で外側の堀が幅4.5m程の範囲で途切れる （図57 · 79次調査 ） 。 この位置は外側の堀の構
築時に地山を掘り 残 し ており 、 土橋 と して通路状になっていた と 判断した(79SX1）。 これについて
は関連遺構 と して後述する。

50 -54付近では（ 図57 · 58 ー 断面⑨）、 幅6.5m程、 深さ1.9m程で確認している(74次調壺）。 底面
標高は24. lmである。 断面形状は、 底面はや や緩やかに湾 曲し平坦面で水平方向の部分が狭いが 、 逆
台形を呈する。 土層からは、 自 然堆積による土層で埋没し、 4 · 5 層など一部で掘り 直しや15層など
の小 規模な造作が行われる。 2 · 3 層は黄褐色土のブ ロック を多く含み 、 土器類も多く含まれること
から人為 堆積土によ り 埋め戻された と 判断した。 これよ り 上層 は水田耕作等の影響を受けており 、 本
来の埋め戻し範囲は確定できない。 また、 堀外部にあたる西側の肩は締ま り が強く黄褐色士で炭化物
や 石粒を含む人為 層で、 堀構築時の整地層 （以下、 74整地層 1 ) で成形される。 74整地層 1 は締まり
が強く上質などから精緻な地業 と みられるが、 堀外部 と の連続は不明な点も残る。 堀外部の35次調査
では新旧の整地層が確認されている（平泉町教委1993)。 後述の74整地層 2 を含め堀外部の整地層 と
の時期の検討などの厳密な対応関係は堀外部を含めた再度の確認が必要であろう。

50 -57付近では （図57 · 58 ー 断面⑩）、 幅7.3m程 、 深さ1.8m程で確認している(74次調査 ） 。 底 面
標高は23.3mである。 断面形状は逆 台形を呈する。 土層からは、 旧期の堀跡が19~23層 と した 自 然堆
積の土層 で埋没し、 一部が掘り 直され新期の堀跡 と その堆積が 7~18層とした 自 然堆積土層である。
上層は一部が 5 · 6 層 と した土器類を多く含み、 周囲の地山に由来する褐色土の ブ ロック で構成され
る人為 層で埋め戻される。 これより 上層は水田耕作等の影響を受けており 、 本来の埋め戻し範囲は確
定できない。 外側にあたる西側の壁は24~27層 と した整地層（以下、 74整地層 2 ) で成形される。 土
器や炭化物を少量含む土層で、 28層 と した旧表土 と みられる黒色土が南西方向に傾 斜する状況から 、
平坦に造成して堀を構築した と みられる。 なお、 堀外部を対象とした35次調査では近接範囲で整地
層 が検出されている （平泉町教委1993)。 連続して把握しておらず確定はできないものの、 検出位置
からは一連の整地 と 捉 え うる。 1 ~ 4層 も人 為 堆積で構成され、 整地層 と みられる(74整地層 3 ) 。
72SD2を一部覆っており 、 堀の廃絶に伴うと考 えられる。 これまで確認されている整地層 と の対応は
隣接の位置での調査時の課題 と なろう。
北端部 に お け る 外側の堀の ま と め これらの土層 の堆積状況とそこから想定できる遺構の変遷は、 細
部の相違は存在するものの、 北端部では概ね対応する。 調査が複数年次にまたがり 近接する範囲でも
様相の細部には差異があるため 、 厳 密な対応は難しいが、 堀の構築→ 自 然堆積 （小 規模な造作） →一

部の掘り 直し→79SX1周辺の埋め戻し→廃絶の変遷が理解できる。 いずれの地点でも 自 然堆積による
埋没後 、 小 規模な造作や掘 り 直しが行わ れ、 その後の 自 然堆積を経て一部は全体が埋め戻されてい
る。 また、 全体の埋め戻しか判然 と しない位置でも、 土層には埋め戻しによる人為 層が確認されてい
る。 関連する遺構 と し て79SX1土橋と整地層がある。
関連遺構 79SX 1 土橋 50 - 46付近に位置し、 外側の堀が幅4.5m程途切れる位置が確認された。 堀
構築時に地 山 を掘 り 残した 、 幅4.5m 程の東西方 向 の土橋 と 捉 え ている（図59)。 周 囲の土層 をみる
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0a IOYR3/3 暗｝碑色 砂収ンルト 枯性中 しまり 中 凝灰珪微此 箪恨 ・ 山砂プロック全体に含む。
Ob 水道管敷設い埋土

i 
4 5\初l•初ニテ雌噂試シルト 粘性強 しまりやや疎． 3 而深部下而の グライ阪臨
5 2.5GY•IIl 暗オリ ープ灰色 砂竹シル ト 粘性やや強 し まり屯 グフイ 化Ki 地山ー ロック少品含が‘ 色苫I詮けば 8 肪 に似る。
6 2.5Y3/3 9音オリープ褐色 枯土 粘性やや強 し籾やや密。 酪少鉄小斑秘jik。 木質部痕跡の可泥性あり
7 IOYR5/3 にぶい黄褐 色粘土牧ンル ト ・ I OYR5 6 政褐色ンル トのー ロック肘。 5-10 四の小径プロック主体J 粘性中 しまり密。

全体に砂買常び骰化鉄の 発戸により赤味。
8 5Y6/1 -6/2 灰 ー 灰オリ ープ 色沿〗士 ・ 25\4 1 政灰色枯士竹シルトのプロyク屈 7 杓 に比してプロック径大きくグライ化している
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lo 10YR5/3 にぶい策褐色 粘土灯シルト 枯性中 締りやや密。

lb IOYR5/2-0/2 灰貨褐色 粘土竹シル ト 粘性中 締りやや紀。

I OYR6/2-6/3 灰黄褐 ー にぶい貨橙色 粘土プロック （径 5-15 mm) やや多力t,
2 10\'R-1/2 灰数褐色 粘土伐シルト 粘性やや強 しまりやや名。
3 1 0\'R3/I 黒褐色 粘土牧シルト 粘性やや強 し まり 中 径 50 皿ほどの荏を！柘微姑含む
4 2.5\6/3 にぶ黄色 粘土牧シル ト 粘性中 しまりやや密。 全体に組砂含みやや砂釘常びる

下位 7,Jtiとの肘界に細砂薄壻。 7 層 に良く似るが恨悦乱目 立ちi岱りがある。
5 2.5\’4/2 暗灰拍色 粘土質ソルト 粘性やや弥 締まりやや行；。

2.5Y5/3 笛褐色粘土プロック （径 1 0 口） 微紐，
6 9 5\'5/’9 箕渇色 粘土プロyク肘 粘性やや強 し まりやや密。 酸化鉄斑顕若。

祐出匝後はグライ化により
2.5GY5/ l オリ ープ灰色呈す

7 2 5\5/3 鉗褐陪 粘 土 粘
゜
性侶 締まりやや吃。 全体に細砂含む。 骰化鉄小斑点在，

北墜断面で堀らを埋める人入 ＂から悲絞する土悦8 10YIW2 粘ナ 粘性強 締まりやや ” 木炭袖 （ 径 5- I O ruru ) t!i微 （上部に多い匝向） 。
環 土による整地直前(/)]と七K寸

(9) JOYR5 2-2.SYS/2 応 褐 ー
酸化鉄小斑点在 地山 上祁のt 

誓贔
色 占士

l ｝ 閉性やや強 締まりやや密。
. 1面下 一

ほどK91l .J\')す。
(10) IOYR7 4-6/4 にぶl ヽ黄 且色 t •土fiシルト 粘性やや属 締まり密 地山構成肘
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2 IO\'R5. 3 にぶい試褐色 粘土 枯性強 しまりやや密 \0\'116/4 砂竹ンルトプロyク （ 径 10-20 """) やや多祉 クラックに沿って骰化鉄犯積

2m (3) B-B' 0) 1 0  fil。 IOYR5 2-2.5\'5/2 灰凶掲 ー 暗灰政色 粘土 粘性やや怖 締まりやや密。 酸化鉄 小斑点在。 地山上部
の漸移屈 斜而下方ほと約If/-増ナ。

I) B-B の I I 附 IOYRH-6 4 にぷい貨橙色 枯土祖ンル ト 粘性やや強 締まり密 地山構成肘
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0a 既往；A恥花の埋め圧し上
Oh 近現代」四成盛土
l., IOYR.5 3 にぶい依褐色 粘土'i'tシル ト 粘性中 締りやや密 (IUi面⑫の l a h'l に同じ）
I h I 0\11S'2-·l '2 灰凶褐色 粘上ttンルト 粘性中 締りやや窃 1 0\'116'2-6 3 灰凶褐 ー にぶし 、政1忠色

粘上プロック （径 5-1 5 llilll） やや多枯 （断面⑫の l h /flに同じ）
2 10\「R.］／2 灰凶褐色 粘土itノルト 枯性やや強 しまりやや密 池irlri⑫の2/flに同じ）
3 10\11313 睛褐色 ンル ト 粘性中 し担）やや密
4 10\'R313 印褐色 、ンルト 1も性中 しまりやや五

9 彫 土プロyク （径 10-20 皿u) 少 I,し

5 10Yll5/3-.]/ 2 にぶい貨褐 ー 灰凶褐色 シルト 粘性中 しまりやや窃 木炭）i
・ （径 5-10四） 微紐 かわらけ咋追物細片染中

6 IOYfl,] 2 灰故褐色 シルト 粘性中 しまりやや密 木炭小片 （径 5-20,w,) やや多Jil: （船中） 角張った木炭片が主体で 、

全体）
＇
しつ ',!iな上府

7 10\'115/3-5/,] にぶl淡褐色 粘上ttシル ト 粘性中 しまり密。

8 （断面⑫の7培に同じ） 人 へ埋戻し上屈
9 I 0\'176!2-.\/3 灰 凶IU - にぶし 湛褐色 枯土ttシル ト 粘性中 しまり各， 8 附に似るが1屯かにII訊 ，＿ 木朕拉 （径 5 皿I t；； 々 微屈

人杓埋戻し 日け。

(10) J O\'R5/2-2.SY5/2 灰 必渇 ー 昭灰拭色 粘土 粘性やや弛 締 よりやや和 酸化訊l、I）E点在 地山上部
の漸移斥i が1面iF方ぽどli'i／げ増す。 （断面しの 9 府に同じ）

(II)  OYlll/·1-6た］ にぷい貨惜色 粘土行ヽンルト 帖性やや強 締より密 地］!JI�成附 （断面⑫の 1 0 /!l に同 じ ）

図59 79SX1 平面 ・ 断面図 - 95 -



皿 発掘調査の成果

と、 南北方向の断面では（ 図59 ー 断面⑫）、 9 · 10層がいわゆる地山面、 8 層が旧表上にあたる。 これ
を直接覆う 7層は黄褐色の上層で、 人為堆積土で埋め戻し士 も し く は整地層とみられる。 東西方向の
断面から連続 し、 72SD2堀跡を埋め戻 し た士層から連続する。 6層は黄褐色土の粘士質の土層で、 8
層 を掘 り 込む土層と し て分層 した。 7層 との前後関係は判然とせず、 当初の整地土層との見方 も 残
る。 5層 も これと関連する。 4 · 7 層 は人為的な土層だが、 層 界に砂層が形成され時期が異なる。 4
層 よ り 上層 が12抵紀よ り 新 し い盛土等と判断 し た。 東西方向の断面では （図59 ー 断面⑭）、 10 · 11層
がいわゆる地山面にあたる。 8 層及び9層は粘土質の褐色がかった上層で人為的な埋め戻し士とみら
れる。 8 層は断面⑫の 7層に連続する。 埋め戻 し に際して周辺部分 も 含めた、 やや広い範囲で整地さ
れたことがわかる。 5~ 7 層 及び3 · 4 層はこれらの上層に限定的に堆積する。 5 · 6層は炭化物を
含み、 堆積の時間幅が短い可能性もある。 1 層及び2 層 は新しい段階の盛土層である。 また、 72SD2
堀跡の南北方向の掘 り 込みは60~70゜ 程度の傾斜で立ち上がる（ 図59 ー 断面⑬）。 堀跡の肩部分と埋め
戻し土との間には 自 然堆積などの明瞭な間層は確認できない。 これが72SD2堀跡構築後に短期間で埋
め戻 し が行われたためか、 確認 し た部分が72SD2堀跡の断面上端部に限定されていること によ り 自 然
堆積層の形成が進行 しなかったことによる事象なのかは明確ではない。 他地点の調査成果からは外側
の堀跡は掘削以降に一定の時間経過を伴う機能時が想定でき、 後者の可能性が高いと思われるが、 そ
の場合で も 上橋部分の周囲を一部壊しながら堀の埋め戻 し が行われことは想定できよう。 また、 周囲
ではX=45付近まで同 様の整地土が堀上端で10m近く検出されてお り （ 図版編図版60 · 72SD2南端）、
72SD2堀跡の廃絶に際して、 周辺域を含めた一定の広さを も つ比較的限定された範囲に埋め戻 し が行
われたことが理解できる。

これらの所見から、 4.5mほどの部分で72SD2堀跡が掘削されず当初か ら 掘 り 残されていたことがわ
かる。 土橋部分に接する位置での堀底面の形状及び深さは不明だが、 現況での検出面での比高 も l m
ほどあ り 、 堀の底面はそれより も 下がることか ら 、 堀構築時点では堀底面から上橋部分の上面まで 1
m を超える比高があったと判断できる。 南端部に 設定した断面では（ 図59 ー 断面⑪）、 19~21層はい
わゆる地山にあた り 、 16 · 17層 は木の根等による攪乱と判断 した。 19層及び20層の上面が地山 層の上
面と捉えている。 14 · 15層は人為的な堆積土、 13層は 自 然堆積 による土層である。 これを切るように
堆積する 7~12層は地 山 ブ ロ ッ ク を多く含み、 人為堆積士主体の土層と捉えている。 13~15層の土層
が72SD2堀跡の堆積土になるか、 13 · 14層の層界が堀跡の構築時の土層になるかは確定しがたい部分
が残るが、 平面での形状などから13~15層が72SD2堀跡の当初の堆積で、 15層の掘 り 込み部分から堀
跡の ラ インと捉えておきたい。 このように南端部分は、 72SD2堀跡の構築 にあたって、 掘 り 残されて
いた範囲にあたると捉えられる。 また、 この掘 り 残し部分の周囲は整地等の地業が頻繁に行われたと
考えられる。
北端部 に お け る 外側の堀の ま と め 2 79SX1を含めた外側の堀の変化をまとめると、 堀の構築 ・ 土橋
による渡河地点の形成→ 自 然堆積（ 小 規模な造作） ・ 一部の掘 り 直 し ・ 土橋固辺の改修（ 人為堆積土）
→79SX1周辺の埋め戻し（ 渡河地点の形成） →廃絶の変遷が理解できよう。

遺物 概要 外側の堀跡 (72SD2) から出土した遺物は、 他地点の同遺構と同様に少ない。 下層の人
為 層 出士資料を中心 に、 いくつかを図示する（ 図60)。 各層位ごとに記す。
外側 の堀跡 (72S02) 下層 53 -39付近では(72次調査、 図57 · 58 ー 断面⑤）、 削平のため土層の残
存は良くないが底面付近からも多くの土器類が出土している （図60 - 1 ~14) 。 ロ ク ロ かわらけと手
づくねかわらけの両者を含み、 いずれかに偏る様相は認め ら れない。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.0
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2 追梢 と 出 土造物

~8.4cm 、 底 径4.5~ 6.3cm 、 器 高 l .6~2.2cm で あ る 。 や や 器寓が高 く 、 内 湾 し な が ら 立 ち 上 が る 器形

も あ る （ 図60 - 3 ） 。 ロ ク ロ か わ ら け 大皿 は 口 径 12.5~ 14.0cm 、 底径7.0~7.5cm 、 器高3.1 ~3.5cmで あ

る 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径7.9~9.2cm 、 器高1.3~2.lcmであ る 。 手づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径

13.0~ 15.0cm程 で平均 14.4cm程、 揺 高2.7~3.lcm程 で平均2.9cm程 で あ る 。 lコ 径 が14cm前 後 で や や 大

製 の 器形 を 呈す る が 、 器高は低 く 全体 の大型 の 器形で は な い 。 かわ ら け は 多 く 含 む も の の 、 国 産 陶 器

類が少な い 。 図60 - 14 は渥美 産 の 山茶碗で あ る 。

南 側 に 近接 す る 52 - 41付近 (72次調査、 図57 · 58 ー 断面⑥） で も 同 様 の 傾 向 を 示 す 。 ロ ク ロ か わ ら

け大皿 は 皿形 の 器形 を 呈す る も の が多 い 。 手づ く ね か わ ら け大皿 は 口 径がやや大 き い 資料 を 含 む も の

の 法量値 に は ば ら つ き があ り 、 小 型 の 器形 の 資料 を 含 む。

51 - 44付近 で は (73次調査、 図57 · 58 ー 断面⑦） 、 ロ ク ロ か わ ら け と 手づ く ね か わ ら け の 両者が含

ま れ る （ 図60 - 15~23) 。 破片 は ロ ク ロ か わ ら け が 多 く 、 器形が復元 で き る 資料 も 同 様 に ロ ク ロ か わ

ら け が 多 い 。 ま た か わ ら け の 出 土量が一定量認め ら れ る の に 対 し 、 国 産 陶 器類 の 出 土 は 少 な い 。 ロ ク

ロ か わ ら け小 皿 は 口 径8.8cm、 底 径6.7cm、 器高1 .7cmで あ る 。 ま た 口 径1 1cm と 器高 の 大 き い ロ ク ロ か

わ ら け 小 皿 も あ る （ 図60 - 61 ) 。 ロ ク ロ か わ ら け 大皿 は 口 径 12.4~ 14.8cm程で平均13.9cm程 、 底 径6.0

~ 8.0cm程で平均6.8cm程 、 器高3.5~4.3cm程 で平均4.1cm程で あ る 。 や や 器高が高 く 、 椀 型 を 呈す る

資 料 が 多 い 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径8.0cm 、 器高 1.6cmであ る 。 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径

13.4cm 、 器高2.8cmで あ る 。

北側 に 近接 す る 51 - 43付近 で も 、 出 土土器類 の 傾 向 は 同様であ る (73次調査） 。

50 - 54付 近 で は (74次調査、 図57 · 58 ー 断面⑨） 、 土器類 の 出 士 は 少 な い （ 図60 - 24~33) 。 ロ ク ロ

か わ ら け 小 皿 は 口 径8.8~9.6cm、 底 径6.0~6.Scm 、 器高1.8cmで あ る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大皿 は 口 径 13.2

~ 14.0cm、 底 径7.0~ 7.4cm、 器高3.3~3.7cm で あ る 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径9.0~9.4cm、 器高

2.0cmで あ る 。 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径 13.6~ 14.3cm、 器高2.8~3.4cmで あ る 。 口 径 14cm を 超 え

る 器形が多 い 。

50 - 57付 近 で は (74次調査、 図57 · 58 ー 断面⑩） 、 土器類 の 出 土 は 少 な い （ 図60 - 34~44) 。 柱状高

台 の 底 部 を 含 む 。 ロ ク ロ か わ ら け 小 皿 は 口 径8.0~9.4cm程 、 底 径5.3~ 6.2cm程 、 器高l .6~ 2.2cm程 で

あ る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大 皿 は 口 径 13.0~ 13.4cm程、 底 径6.0~8.6cm程 、 器高3.7~4. lcm程 で あ る 。 手

づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径8.8~ 9.3cm、 器裔 1 .2 ~ 1.6cmで あ る 。 手づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径13.2~

14.6cm 、 器高3.0~ 3.4cmで あ る 。 や や 口 径 が大 き い器形の 資料 を 含 む 。 ま た 、 か わ ら け の 出 土量 に 比

し て 、 国 産 陶 器 は 1 1,594g、 輸入 陶磁器は599g と や や ま と ま っ た 出 土量があ る 。

外側 の堀跡 (72S02) 上層 51 - 43付 近 (73次調査、 図57) で は堀 の 上 層 で か わ ら け が ま と ま っ て

出 土 し て い る （ 図 版編写真 図 版60 、 図60 - 45~66) 。 こ の 周 囲 に の み 限定的 に 分布 す る 、 暗褐 色 の 上

層 か ら 出 土 し て い る 。 こ の 位置での検出 面 に な る た め 一 括性 は や や留保すべ ぎ 資料だが、 分布位置が

限定的で注 目 で き る 。 こ の 位置が遺構廃絶時 及 びそ れ以 降 に 窪 み と し て 残存 し て い た 可能性 を 示唆す

る 。 ロ ク ロ か わ ら け 小 皿 は 口 径8.6~ 9.4cm程 で 平均9.0cm程 、 底 径5.7~6.7cm程 で平均6.3cm程 、 器高

1 .4~2.lcm程 で平均1 .8cm程 で あ る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大 皿 は 口 径12.8~ 15.2cm程 で 平 均 13.6cm程、 底

径6.5~9.6cm程 で平均7.5cm程 、 器高2.9~4.0cm程で平均3.4cm程 で あ る 。 器高が低 い 皿形 を 呈す る 資

料 が 多 い 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径8.6~9.5cm程で平均9. 1cm程、 器高l .6~2.2cm程で平均 1.8cm

程 で あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径 1 1 .2~ 15.0cm程 で 平 均 13.5cm程、 器 高2.3~ 3.4cm程 で 平 均

2.8cm程 で あ る 。 口 径 が大 き い 資 料 も 多 く 含 む も の の 、 小 製 の 器形 の 資 料 も あ り ば ら つ き が大 き い 。

な お 、 こ の 周 囲 よ り 南1E!IJ 1 0 m 程 の 範 囲 は79SX1 の項で記 し た よ う に 、 遣構上端 ま で 人 為 的 な 土層 で埋
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皿 発掘調査の成果
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2 辿構 と 出土辿物

め戻しが行われている点は追構理解の上で注意してお く べき内容である。

［内側の堀(2 1 S 0 1  · 56S038 · 72S0 1 ) ]  
遺構 概要 内側の堀跡は追跡を画する大規模な2 条の堀のうち内側を走る堀である。 遺跡が位置す
る段丘の中央付近に位置し、 X=46~48付近を境に現況の地形で南北それぞれに傾斜をもつ。 X=37付
近よりさら に北側の延長は河川の浸 食によって失われている。 堀跡は延長する こ とは確実だが河川 に
よって壊されており、 本来の走向方向と延長は確定できない。 南側の一部を41次調査で検出し一部 に
ト レ ンチ を設定し精査を、 72~74次 ． 79次調査で検出及び一部を精査した。 猫間 ヶ 淵周辺で前迩した
うちの北端の位置にあたる53 -62付近から方向を南北方向に変え、 53 -48付近で南北方向を基本に東
に振れて走る。 幅11~12m程で、 検出面からの深さは3.8m程である。 底面標高は位置によって異な
るためそれぞれで記すが、 X=44~46付近を境に南北それぞれに傾斜して下がる。 北端部では100m程
の延長が確認できた。 以下、 精査した断面を中心 に北側から記載する。
土 層 状 況 55 -44付近では（図57 · 61 ー 断面①）、 幅 ll m 程、 深さ3.8m程で確認している(72次調
査）。 底面標高は23.5mである。 断面形状は V 字型を呈する。 14層や18層とした平坦面が確認できる。
堆積土層の状況から掘り直し等ではなく、 構築時における作業に際しての造作と判断している。 土層
からは 1 ~4層は近世段階の盛土層で、 それ以下との間で旧表土層にあたる 5 層が堆積する。 近世段
階まで内側の堀が窪んだ形状で残存していたものと考えられる。 それ以下は 自 然堆積による埋没で、
堀構築後に 自 然堆積による埋没が徐々に進行したものと捉えられる。 下層の25層 で土器類を多く含
み、 堆積の ひとつの段階差を示す可能性がある。 また、 19層の上面で遺物が比較的まとまり、 7 層で
炭化物や黄褐色土のブ ロック を含むなど、 自 然堆積の中でも堆積に時間的間隔が置ける可能性がある
が、 判然としない。 また、 12 · 13層のような雨裂 と みられる小溝状の土層はあるものの、 掘り直し等
とみられる痕跡は確認されていない。 内側の岸は削 平を受けており、 本来の立ち上がりの上端は失 わ
れているとみられる。 また、 近接した東側では72SB1が確認されているほか、 そのほかの土坑なども
確認されている。 堀との直接的に重複する遺構は確認しえないが、 残存する地形の端部まで遺構が存
在することは、 堀の構築時期や端部の様相を検討する上でも重要である。

55 -42付近では（ 図57 · 61 ー 断面②）、 幅ll m程、 深さ3.8m程で確認している(72次調査）。 底面
標高は23.6mである。 断面形状は V 字翌を呈する。 11層や12 · 13層とした平坦面が両肩側でそれぞれ
確認できる。 土層の状況から掘り直し等ではな く 、 構築時の作業に際しての造作 と 判断している。 土
層 からは 1 ~5層は近世段階の盛土層で、 それ以下との間で旧表土層にあたる 6 · 7 層が堆積する。
近世段階まで内側の堀が埋まりきらずに、 窪んでいたもの と 考えられる。 それ以下は 自 然堆積による
埋没で、 堀構築後に 自 然堆積による埋没が徐々に進行したものと捉えられる。 下層の32層で土器類を
多く含み、 堆積の中での時間的な段階差を示す可能性がある。 また、 24 · 26層で辿物が比較的まとま
り、 14層で炭化物や黄褐色土の ブロック を含むなど、 自 然堆積の中でも時間的な間 隔が置けるとみら
れるが、 判然としない。 また、 18層のような雨裂とみられる小溝状の土層はあるが、 掘り直し等とみ
られる痕跡は確認されていない。 内側の岸は削平を受けており、 本来の立ち上がりの上端は失われて
いる と みられる。 また、 近接する東側は平坦な地形が部分的にのこり、 この位置では72SB1が確認さ
れているほか、 そのほかの土坑な ども確認されている。

72SD1は、 X=48付近を境に緩やかに屈 曲する。 なお、 この間 (X=48~54) は検出のみだが幅 l lm
程で確認している (73次調査）。 水田等の造成で上端部の幅が広がっている位置があるうとみられる
が、 走向の位置は把握されている。 また、 現状で確認できる堀の上端部周辺では関連する遺構 は検出
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m 発掘調壺の成果
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2 辿構 と 出 土辿物

されていない。 関連辿構の検出には堀全休にわたる精査が必要 と なる と 判断できる。 この屈 曲部から
南側では、 周囲の現況地形は猫間 ヶ 淵跡に向かって南側に下って傾斜する。

53 -54付近では（図57 · 61 ー 断面③）、 幅10.8m 程 、 深さ3.8m程で確認している(74次調査）。 底 面
標高は21.6mである。 断面形状は V 字型を呈し、 底面付近は壁が直立に近い。 一部で傾斜が緩やかに
なるが、 明確な平坦面は形成されていない。 1 ~17層は12世紀以降の近世を含 む 自 然堆積層である。
雨裂状の溝の掘り込みや断面の様相から、 18層上面が旧 表土 と なった と 判断している。 この層の下部
から木製品を多く含む土層が、 遣物を含まない壁面崩落土などを挟んで確認されている。 18層の下部
から23層は士器類や木製品類のほか炭化物を多く含む。 また、 遺物を含まない25層を挟んで26~30層
も土器類や 木製品類を多く含 む。 30b層 を挟んで32阿まで土器類や木製品類な どの遣物を多く含 む。
33層以下は遺物が少なく、 壁面の崩落土などを多く含む。 35 · 39層は植物質の腐 食もあり、 旧表土 と
なった時期が想定できよう。 その場合、 これより下層 の底面から l m程まで と それ以上との堆積で一

定の時間差が置きうる。 また、 木製品類などの遺物を多く含 む土層 が、 間層 を挟んで確認されてい
る。 いずれも 自 然堆積の土層 で12世紀代の堆積層とそれ以降の堆積層を明確に分けるこ と は難しい。
堀構築後に 自 然堆積に よ る埋没があり、 遣跡廃絶を経て徐々に埋没が進行した と 判断できる。 なお、
周囲に関連遺構は検出されていない。 溝状に掘り込まれた3 層は掘り込み面から 、 後世のものと判断
できる。

53 -58付近では（図57 · 61 ー 断面④）、 幅12 m 程 、 深さ3.8m 程で確認している (41 · 74次調査）。
底面標高は21.6mである。 断面形状は V 字型を呈し、 底 面付近は壁が直立に近い。 底 面から 2 m程の
位置で平坦面が形成される。 この位置で41SX2橋跡を検出している。 なおこの精査位置は41次調査で
Bト レ ンチとして精査した箇所である。 74次調査で南側に少し拡張したが、 基本的に新たな知見は得

られていない。 底面から 1 ~ 4 層までの土器類や木製品な どの遺物を多く含 む層を12世紀代の堆積 と
捉えている。 4 層には炭化物を多く含む。
北端部 に お け る 内側の堀の ま と め これらの土層の堆積状況とそこから想定できる遺構の変遷は、 細
部の相違 は存在するものの、 北端部では概ね対応する。 調査が複数年次にまたがり近接する範囲でも
様相の細部には差異があるため、 厳密な対応は難しいが、 堀の構築→ 自 然堆積（小規模な造作） →廃

絶の変遷が理解できる。 いずれの地点でも 自 然堆積による埋没後、 小 規模な造作の存在は留保される
ものの、 自 然堆積により埋没する。 自 然堆積は遺構構築後から徐々に進行した と みられるが、 木製品
の集中などから遺跡廃絶時には 2 m程弱 と 推察できる。 廃絶時にも大規模な堀 と しての形状が保たれ
たとみられる。 断面形状は V 字型になり、 他の箇所と異なる形状を示す。 また、 堀の立ち上がりが急
峻なためか、 中途に平坦面が造成される。 関連する追構 と して41SX2橋跡がある。
関連遺構 41 SX2橋跡 54 -57付近に位置する橋跡 と みられる遺構で、 東西方 向の桁行 1 間分を確
認している（図62)。 41次調査で確認し、 74次調査で再検出している。 41SK36、 41SK37の柱穴で構
成され、 梁行方向の柱穴は検出されていない。 74次闊査で南側は延長 2 m程まで検出した結果、 対に
なる柱穴が確認できていない。 他の橋跡の事例などで把握されている柱間を勘案すれば、 南側への延
長は想定が難しく、 延びる場合には北側に延びる と みられるが確定できない。 桁行方向の延長は堀の
肩を含め、 関連する追構は検出できておらず、 1 間のみの可能性が高い。 桁行は408(13.5尺） cmで
ある。 41SK36は60 x 70cm程の柱穴で、 柱材が残存する。 柱材は径20cm程で、 平面では五角形 と 推察
される多角形である。 41SK37は平坦面に位置し、 掘方が20cm程の円形で、 柱痕跡は15cm程度の 円 形
である。 遺跡内で確胚している他の橋跡(21SX35、 23SX12) に比して柱規模は小 さく、 組み合う柱
穴も少ない。
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遺物 概要 内側の堀跡 (72SD1) か ら 出土した遺物は、 自 然堆積層の土層か ら 出土している。 いく
つかを図示する（図63)。 北端部とした範囲はX=44�46付近を頂点に南北のそれぞれに下ってい く 地
形とみ ら れる。 以下、 それぞれ北側、 南側と記す。

北側の範囲では72次調査で55 -44付近（図57 · 61 ー 断面①） と55 -42付近（図57 · 61 ー 断面②） の
2 カ 所精査している。 上層部に厚く堆積する近世以降の土層か ら 出土した資料が多く、 遺跡機能時や
それに近い時期とみ ら れる土層か ら の出上資料は少ない。 いずれの位置でも下層か ら 最下層の士器で
も ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわ ら けの両者を含む。 ただし、 両者の重量等での比率は、 手づくねか
わ ら けが多くを占め、 ロ ク ロ かわ ら けが少ない。 器形が復元できる資料は少ないものの、 手づくねか
わ ら け大皿は口 径13cm前後以下の小 型の器形を呈する。

南側の53 -54付近では (74次調査、 図57 · 61 ー 断面③）、 中層 以上の新しい時期の堆積土層 か ら の
出土が多いものの、 最下層付近か ら 上器類が出土している。 こ こ では層序順に下位の土層 出士資料か
ら 特徴を記す。
内 側 の 堀 跡 (72SD 1 ) 最 下 層 37層 以下の最下 層 付近では出土点数が少ないが、 ロ ク ロ か わ ら け
及び手づくねかわ ら けも細 片だが出士している（図63 - 1 � 7)。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿は 口 径7.9~
8.7cm程、 底径4.1�6.7cm程、 器高1.7�2.lcm程である。 底部が小 さく、 イ本部が外反しなが ら 立ち上が
る器形を含む（図62 -3 · 6)。 ロ ク ロ かわ ら け大皿は 口 径15.2cm、 底 径9.4cm、 器高4.5cmである。
器高が比較的高い器形を呈する。
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2 迅梢と 出 土逍物
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2 姐構と 出 土辿物

内側の堀跡 (72S0 1 ) 下層 下 層 と した土層は26層 以下の遺跡の廃絶時に近い時期の堆積 と みられ
る 自 然堆積土層である（図63 -8~39) 。 ロ ク ロ かわらけ小 illLは口径7.0~10.0cm程で平均8.8cm程、 底
径4.6~7.0cm程で平均6.0cm程 、 器裔l.3~2.2cm程で平均1.9cm程である。 ロ ク ロ かわら け大皿は 口 径
13.2~ 15.0cm程で平均14.3cm程、 底 径5.4~8.2cm程で平均7.1cm程、 器高3.4~5.0cm程で平均4.0cm程
である。 口 径が4cm以下で低く皿形の器形を呈する資料が多いものの、 器高5cm前後で底径が小 さい
椀型を呈する器形を含む。 手づくねかわらけ小 皿は口 径8.8~9.4cm、 器高l.6~2.4cmである。 手づく
ねかわら け 大皿は 口 径13.6~15.1cm程で平均14.6cm程、 器高2.8~3.5cm程で平均3.3cm程である。 ロ
径15cm程で器裔も高い器形の大きい大型の器形を含む一方で、 口 径13cm前後の小 形の器形も含む。
遺物の多くは特徴にばらつきが大きく、 複数の時期の資料が混在したもの と みられる。 土層の状況か
ら堀内部からの流入であるこ と をふまえる と 、 近接した位置に古い段階の遺構を含み、 この範囲の利
用が遡るこ と が想定できよう。

下層 と した上器が出土した土層(26層 以下 ） では木製品が多く出土している（固64) 。 折敷片の再
加工 と みられる墨書片（図64 -78) や針書の刻書木片がある。 このほか下駄や漆器椀 、 折敷片などが
出土している。 荒型 と みられる資料(89) や独楽状の未製品(90) など多様な木製品を含む。

やや上部にあたる土層(18~23層 ） でも木製品が出士している。（図64) 。 97は折敷片 と みられる木
片に擬人化された カエ ルの戯画が描かれる。 これについてはW 章で記す。 このほか、 漆器椀や下駄の
ほか、 多様な部材が出士している。
内 側 の 堀跡 (72S01 ) 中 層 以 上 中層 以上は18層から29層で出土した資料である（図63 -40~77) 。
木製品を含む土層より上位の土層である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は器高が低い資料でほ ぱ 占められる。
手づくねかわらけ大皿は器高が低い皿形の器形を呈する資料が多い。 また、 41SD2 -B ト レ ンチでは、
刻 書のある ロ ク ロ かわら けが出上している（図63 -77) 。 内面に「南□（元り 」 と 刻 書されている。
針書で下書きが行われた後に、 ヘ ラ で刻書されており、 習書等ではない。 国産陶器や輸入陶磁器は中
層 以上からの出土が多い。 なお 、 上層からの出上だが 、 絞胎陶器片が12点 と ま と まって出土している。

④56SD40溝跡 （ 内溝） （図版編図38、 図65 · 66) 
遺構 65 -50付近に位置し南北方向に走る溝跡である。 52次調査では52SD26の古段階 と している。
幅5~ 6m 、 検出面からの深さ0.8~1.2mで確認しており、 底面の標高は25.4~27.l mである。 平面の
形状は中央付近で西側にやや緩やかに膨らみ、 65m程の延長を確認している。 南北 と もに延長部分で
の調査で同様の遺構は検出されていない。 端部やさらなる延長の有無に不確定な部分は残るものの、
両端 と もに立ち上がりが確認でき、 基本的には全形が検出されている と 見なすこ と ができる。 北端部
は断面で立ち上がりを確認し、 肩部分に北側からの 自 然堆積がある。 南端部でも断面で立ち上がりを
確認し、 最下部の12層は水平方向に 自 然堆積があり、 9~11層までは遺構の機能時での 自 然堆積の士
層である。 それらより上層はいわゆる地 山 ブ ロック を多く含む土質で、 埋め戻しによる人為堆積 と 判
断できる。 遺構の廃絶にあたって全体が埋め戻された と みられる。 遺物は底而付近の 自 然堆積土から
は出土しておらず、 埋め戻しによる人為土層から少量のかわらけや国産陶器 、 輸入陶磁器、 焼士塊等
が出土しているのみである。 56SD40→56SD20(41SD1 · 52SD26) の新旧関係があるほか、 周辺のい
ずれの遺構よりも古い。

56SD40に重複し、 それより新しい56SD20(52SD26 · 41SD1) は幅4m、 深さ l m程で南北方向に
走る溝跡である。 南北を基本 と するが、 平面形は大きく蛇行する。 南端部では 内側の堀の上層に流入
している。 したがって内側の堀が一定程度堆積した時期の遺構 と 判断できる。 遺構の重複から逍跡の
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2 辿構 と 出土辿物

①
 

H=27.9m a a
 

□□三ニロ
0 I , so 2m 

56SIJ-10① 
I 2. 5\"6/6明凶褐色上 地1.lJ プ ロ ッ ク 多址含む I',＼性やや布 締 ま っ て い る
2 I 0\"1(6/6明 凶 褐 色 上 地 山 プ ロ ソ ク 主（木 そ の1戦間 に黒褐色 I:が微屈見 られる

粘性少 し弱 締 ま っ て い る
3 !O\'R2/ l 黒色 上 地 山 プ ロ ッ ク （径2 - 1 5cm) 多枯 灰 凶 褐 色 上プ ロ ソ ク 少：lし含む

枯性少 しりり 締 ま っ て い る
I 2 .  5\'6/ 1 凶灰 色 上 立 ち 上 が る 方 は 浅 凶 色 を 星する （地山） 1む性やや府

締 ま っ て い る
5 7 .  SG\'5/ 1 緑灰色泥 地 山 プ ロ ッ ク 不規則に少屈含む 粘性やや有 締 り ややh
6 7. 5G\'5 / I 緑灰色泥 地111 プ ロ ッ ク 不規則に少抵含む 粘性やや布 締 り やや有

2. 5\'7 /2灰 黄 色 I: 砂 を 少 ／出含む 粘ヤ1•少 し祁 締 ま っ て い る
! 0\'116/8明 凶褐 色砂質土 鉄分含む 粘性閲 締 ま っ てい る

9 2. 5\'7/2灰黄色粘土『［上 黄灰色上 ご く 微批含む 粘性やや有 締 ま っ て い る
1 0  2 .  5\'7/3-7/4桟黄色砂四土 鉄分含む 粘性少 し りり 締 ま っ てい る
※ l ~3は人 杓堆積、 4 ~ 7 ぱ 自 然堆紐 、 8~ 1 0はじ店の崩れ

②
 H=26.3m b b' 

\ /ロ--フ三占
下―― - -

-- -· - �.-,, ---ーー彎―― 'コここ\-□→三予
― /Iー／

゜ I , so 2m 

56S040② 
l l0\R7/4にぶい黄橙色砂質土 小河原石を 多駄に含む 枯性労

締 ま っ て い る （人衿）
2 2. 5Y6/4 にぶい汝色土 黒褐色土が微品含 ま れ る 枯性やや介・ 締 り やや有
3 I OYR4/2灰黄渇色土 粘性弛 締 り やや有 （ 自 然）
,1 2. 5\'7 /4浅黄色土 暗褐色上を微屈含む 粘性やや有 締 ま っ て い る
5 2 .  5\'7/•lにぶい災色土 黒褐色土を微凪に含む 枯性有 締 り やや有 （ 人為）
6 I OYR5/2灰黄褐色土 地 山 プ ロ ッ ク が少拭混 じ る 粘性やや有 締 り やや有

I OYR6/3にぶい災橙色砂質上 粘性弱 締 り 弱
5G\'6/ l オ リ ー プ灰色砂 木材や種子な ど を含む 粘性弱い 締 り やや有

9 2 .  5\'7/4浅災色土 水酸化鉄斑有 枯性やや有 締 ま っ て い る （壁の崩れかけか）
I O  I O\'R5/2灰黄褐色土 粘性やや有 締 り やや有 （ 自 然）
1 1  IOYR5/2灰黄褐色土 粘性やや有 締 り やや有 （ 自 然）
1 2  IOYR3/I 黒褐 色 土 木材や種子含む 枯性有 締 り 弱 （ 自 然）
※ 1 ~2肪は内堀を埋め る

5府は人為的に埋める （排土の処理なのか）
潤は埋ま り き ら な い こ の時点で木材 な ど が堆秘 し た
9~ 1 1 培 は埋 ま っ て い く 段階

③
 H=28.Jm C 

P173 
C
 

56SD•IO③ 
Pl96 ! OYR5/2灰黄褐 粘 土買 堅 く 締ま る 炭化物少秘 黄褐色粘士微駄
I I OYR7/4にぶい黄橙色粘土 と I OYR5/2灰黄褐色土の混合 （灰禎褐 色主体） 下面に炭化物少批
2 I OYR6/3にぶい黄橙色粘土主体 IOYR5/2灰黄褐色土 少批 ま だ ら に含む
3 I OYR7 /4にぶい黄橙色粘 土 と I OYR5/2灰黄褐色土の混合 2種類ほぽ同姑 ま だ ら状

I OYR7 /4にぶい黄橙色粘土 堅 く 締 り 均衡だが灰黄褐色士を微欣
5 I OYR7/4にぶい黄橙色枯土 堅 く 締 り 均衡だが灰黄褐色士を微屈
6 I OYR6/2灰黄褐色粘土 砂粒を少批含む 水成堆柏か
7 I OYR6/2灰黄褐 色粘土 砂粒を少批含む 水成堆栢か
8 I OYR7/4にふい黄橙色枯土 堅 く 締 り 均衡たが灰黄褐色士を微拭 下 而 に IOYR6/2灰黄褐色粘土 (3cm程）
※ l ~3一括の人 為堆積

゜ l : 80 2m 

④
 

⑤
 

H=28.l m d d' 
H=28.lm e 9

-e-

▽ \ 

｀に万

゜ l : 80 2m ゜ l : 80 2m 
56SX I 6① 
I I OYR5/4にぶい黄褐 色 土 地111 プ ロ ッ ク ご く 微屈含む 粘性やや有 締 ま っ て い る
2 I OYRZ/2黒褐色土 地 山 ブ ロ ッ ク 1亜小～大拉 を 多秘に含む 粘性やや有 締 ま っ て い る
3 2 . 5\'3/ l 黒褐色七 地1れ プ ロ ッ ク ）＜粒 を 大贔に含む 枯性有 締 ま っ て い る 鉄分布
•\ 2 . 5\'7/4伐黄色枯土 地ii」 黒褐色士 ご ＜ 薇批含む 枯性有 締 ま っ て い る 鉄分有

2. 5\'7 /3浅炭色枯土 灰拍色土 と の混土 鉄分有 枯付有 締 り やや有
2. 5Y6/2灰黄色土 屯褐色土微1it含む 粘性やや有 締 り やや有
I OYR2/ l 黒色泥 部分的に灰凶色を呈する 浅黄色地山士含む
3~4陪 と の境には樹皮が沈殿 し て い る 粘性やや有 締 り やや有
2. 5Y7 /3浅黄色土 灰 黄色土少批含む 粘性やや有 締 ま っ て い る 鉄分含む
2. 5Y8/•I淡政色粘土質上 鉄分含む 粘性有 締 ま っ て い る

56SX 16⑤ 
I i 0\'R6/3にぶい黄橙色粘土質 堅 く 締 る 径3111111ほ どの炭化物少砧

かわ ら け少紐
I OYR4/3にぶい黄橙色枯土質 堅 く 締 る I0-20cm大の 円佳を含む
炭化物 ・ かわら 1ナ少祉 （内堀埋土中 の別の追構 ？ ）

3 I O\'R3/3暗褐色粘土質 堅 く 締る 炭化物 ・ かわ ら け片やや多 く 含む
（内堀埋土中の別の追構 ？ ）

4 I OYR6/4にぶい黄橙色粘上 堅 く 締 る 暗褐色土含む （下半にやや多い）
5 I OYR6/3にぶい黄橙色粘土 堅 く 締る 暗褐色上含む 灰 色の砂質上壌少依
6 I OYR6/2灰黄褐粘土質 堅 く 締る I OYR:J/2灰黄褐色士含む
7 2. 5Y7/3浅扱色粘上 締 り 有 炭化物微屈 均質な上
8 I O\'R6/3にぶい凶橙色粘土質 締 り 有 灰 政褐色土塊少拭

にぷい汝色の砂質土含む
9 2 .  5\'6/,J にぷい此色粘士． 堅 く 締 る 炭化物 ご く 微枯含む 均質な土
※l ~9人 為堆積

図66 56S040 · 56SX 1 6断面図
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皿 発掘調査の成果

中でも、 近世の建物跡等を除いて最終末の時期の遺構 と 把握できる。 あわせて 自 然堆積による埋没で
あるこ とや出土遺物の摩滅が顕著であるこ と 、 遺跡機能時の他の遺構 と の関連性が想定できないこ と
などの特徴か ら は、 遺跡廃絶に前後した時期を含むそれ以降の溝か流路 等の可能性が高い と 思われ
る。 上器類が多く出土しているものの、 摩滅が著しいこ と もその想定 と 整合する。
関連遺構 56SX1 6土橋 62 - 52付近で56SD40が幅1.5~2.Sm 程にわたって掘り残されている。 この
部分は堤状に残り、 堀の走向 と 直交するこ と か ら も堀を通過する土橋 と して掘り残された と 判断し
た。 長さは堀の幅に対応しており 6mで、 幅2 ~ 3 m 程の規模をもつ。 遺構上面では関連する遣構な
どは確認されてお ら ず、 顕著な地業痕跡は確認されていない。 56SD40に直交して掘り残され、 軸方
向はN -40° -Wである。 なお、 周囲か ら 関連する遺構は検出されていない。

( 2 ) 掘立柱建物跡 ・ 竪穴遺構

①掘立柱建物跡
遺跡堀内部地区か ら は、 143棟の建物跡が確認されている。 そのうち12世紀代 と み ら れるものは99

棟である （ 表9）。 このほか、 12世紀代以降の主に近世 と み ら れる建物跡が44棟ある（ 表10) 。 以下で
は50次調査以降に検出及び再調査が行われた、 12世紀代の遣構について記す。 また、 50次以降の調査
に際して再検討し、 建物 と 認定した遣構についても記載した。 なお、 柳之御所遺跡の遺構名 称は例言
の と おり調査次数を付したもの と なっているが、 1 · 2 次総括では新規に把握した建物に「HSB」の
略称を付した。 ここでは度重なる変更による混乱を避けるため、 HSBと した遺構が多く認識された遺
跡の南側の遺構については、 そのまま「HSB」 と した呼称を踏襲する。 それ以外については例言の記
載の と おりである。 例 えば50次調壺で検出された建物については「50SB口」と 記す。

表中の構造は、 無庇 ・片庇・ ニ面庇・ 三面庇 • 四面庇・ 総柱の種別で記す。 また、 表中の間数の記
載は庇部分を含む。 軸方向は南北を基準軸に、 東西方向への傾きをN ― □o _ E等 と 記す。 表中の重複
関係のうち、 土坑 と の重複等、 本文では記していないものもある。 なお、 柱穴か ら 出土したかわ ら
けの重量の計測デー タ は以前に報告している（岩手県教委2008) 。 また、 柱穴埋土の断面記録等は重
要 と 考 え ら れた遺構を除いて残されていないものも多い。 なお、 各遺構の図版は、 平面図は1/300、
模式図は1/600を基本に作成している。 また模式図中の 「O」は柱穴、「⑥」 は柱痕跡等がある柱穴、

「 X 」 は削 平等により失われた と み ら れる柱穴位置を示す。
図示した 出土遺物は柱穴 出土資料のうち器形を復元できたものに限 ら れる。 文中の記載で「多 く 」

と 記した場合は概ね1,000g以上出土しているが、 破片資料のため復元 固 示できていない場合を多く含
む。 また 「少量」 と 記した場合は概ね100g以下の出土に と どまる。

表 9 1 2世紀代の掘立柱建物跡
辿構 名 位 置 構造 軸方向 逍構重複関係 備 考

23SB1 83 - 75 蝿庇 5 x 2 • 7 x l  N - 3' - E  23SB1 →23SB6。
23SB2 87 -75 無庇 7 x 2  N - 3° - E  23SA3 と 空間重複。 (48SB2) 
23SB3 87 -80 総柱 5 x 2  N - 4° - E  23SB7 、 23SA3、 23SK81 と 空間重複。 23SA5か ら 変更
23SB4 89 -81 片庇 7 x 3  N -9° - E  23SA1 と 璽複す る が、 新 旧 不 明。 23SB7 と

空間重複。
23SB5 90 - 84 片 庇 5 X 2  N -9° - E 23SK65→23SB5。

23SB8 、 23SB9 、 23SK56、 23SK64 と 空間重複。
23SB6 86 - 78 無庇 4 X 2  N - 23° - E  23SB1→23SB6。 片庇か

23SK87、 23SK89 と 空間重複。
23SB7 89 -81 無庇 6 x 3  N - 18° - E 23SB3 、 23SB4 、 23SA1 と 空間重複。
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2 辿梢 と 出」一辿物

追 柚 名 位：t性 梢．）直 刺l方向 辿ti/i．重複 関 係 備 考
23SB8 92 - 83 ） ヤ 庇 7 X 3  N - 1 1 ° - E  23SB8→23SB9 、 23SK66。

23SB5 、 23SK68 と 空間重複。
23SB9 9 1 - 83 片 ／ ニ 3 X 2  N - 12° - E 23SB8→23SB9。

而此 23SB5 、 23SK66 と 空間凪複。
23SB10 85 - 85 二面庇 (4 )  X 3 N - 2° - E  23SA7か ら 変更
28SB1 79 - 68 四而庇 5 x 4  N - 2° - E  28SB6 、 28SX1 、 28SA 1→28SB 1→28SE2 、 28SE1 と 逆 の 可

28SE1 能性．
28S82 、 28SK30 、 55柱列 l 、 55柱列2 と 空 間
正 似

28SB2 77 - 69 四面庇 5 X 4  N - 2° - E  28SB2→28SE2 、 28SE6。 28SE2 · 6 と 逆
28SB1 · 3 · 6 、 28SE7 · 8 · 9 、 28SKI 1 、 55 の可能性
柱列2 と は空l闊重複。

28SB3 80 - 71 四而庇 (4 )  x 4  N - 3° - E  2 8 S B 3 → 2 8 S E 9 、 28SK 1 1 、 2 8 S K 1 3 、 28SE9 と 逆 の 可
28SK33 、 28SK34。 能性
28SB2 、 28SK15 、 28SE8、 28SE10 と 空間直複。

28SB4 83 - 67 四而庇 9 x 4  N - 2° - E  28SB8→28SB4→28SE1 1 、 28SK14 、 50SB4。
28SB5 75 - 68 乳If：庇 5 x 2  N - 1° - W 28SA1 、 55柱列 l 、 28SE4 、 28SK4 と 空間韮核。
28SB6 79 - 67 無庇 3 x 2  N - 7° - E 28SB6→28SB1 、 55SX2。 四面庇の可能性

28SB2 、 28SE1 、 55SB25 、 55HダIl l 、 55屯主ダlj も
2 と 空間重複。

28SB8 83 - 70 無庇 5 x 2  N - 3° - E  28SB8→28SB4。
31SB1 77 - 84 無庇 3 x 2  N - 42° - E  
31SB2 80 - 86 無庇 1 X 1 N - 38° - E 
31SB3 69 - 74 片 ／ 無 3 X 1 (2) N - 6° - W 31SB4 、 31SE3 、 31SK57 、 31SK59 と 空間直複。

庇
31SB4 70 - 73 無庇 4 X l  N - 23' - E  31SE4 、 31SE5→31SB4→31SE3 、 65SD10。

31SB3 、 31SK58 と 空間重複。
31SB5 7 1 - 70 総柱 5 X 2  N - 23' - E  65SA2 と 重複。
3 1SB6 72 - 68 無庇 5 X 2  N - 0° - E 31SK76→31SB6→28SA1。

52SB26 と 空間重複。
31SB7 75 - 66 二面庇 6 x 2  N - 0° - E  55SB20 、 55SB23 、 36SA2 、 31SK81 と 空 間

重複。
31SB8 65 - 74 総柱 2 x 2  N - 1° - E  
41SB1 64 - 72 二而庇 4 X 3  N - 2° - E  
41SB2 66 - 70 無庇 3 x 2  N - 34° - E  41SE1 と 空間重複。
41SB3 61 - 64 無庇 3 X l  N - 10° - E 
48SB1 88 - 73 総柱 12 X 2 N - 35° - E  49SE 1 、 68SK2 1 、 68SK24 、 68SK25 、

68SK28 、 68SK29 と 空間重複。
50SB3 86 - 64 二而庇 5 X 4  N - 10° - E  50SB6AB 、 50SA2→50SB3。 50SB5 と 空 間

瓜複。
50SB4 84 - 65 総柱 8 X 7 N - l l° - E  28SB4→50SB4。 HSB l l  
50SB5 87 - 62 四面庇 5 x 4  N - 20° - E  50SB3 、 50SB6AB 、 50SB7 、 50SB22 、

50SA2 、 50SA1 、 50SB20 と 空間重複。
50SB6A 87 - 61 四而庇 7 x 4  N - 18° - E 50SB6A→50SA1 、 50SB6B→50SB6A→ HSB9 

50SB3。
50SB5 と 空間重複。

50SB6B 87 - 6 1  無／」姐 7 x 4  N - 18° - E 50SB6B→50SB6A→50SB3。
50SA1 、 50SB5、 50SB7 と 空間重複。

50SB7 89 - 62 片庇 3 x 3  N - 17° - E  50SB10→50SB7。
50SB5 、 50SB6B 、 50SB8 、 50SA2 、 50SB22 、

50S820 、 50S823 、 50S826 と 空間重籾。
50SB8 89 - 64 無；庇 5 x l  N - 16° - E  50S823→50SB8→50SA1。

50SB7 、 50SB10 、 50SB20 、 50SB22 と 空 間
韮複。

50SB9 94 - 67 四面庇 6 X 4  N - 20° - E 50SB 1 9 、 5 0 S B 2 4 、 5 0 S B 2 5 、 68SK4 、
68SK5 、 68SK6 、 68SK7 、 68SK9 と 空間巫籾。

50SB10 89 - 63 ) ＇ 1 ／」他 3 x 3  N - 16' - E  50SB10→50SB7。 HSB2 
50SB8 、 50SB20 、 50SB23 、 50SB27 と 空 間
韮複。
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III 発掘調査の成果

造構名 位置 構造 軸方向 遺構重複関係 備考
50SB16 89 - 66 無庇 3 X l  N - 13° - E 50SB17 、 50SB28 と 空間重複。

50SA2、 50SA7 と 空間重複。
50SB17 90 - 65 無庇 2 x l  N - 12° - E 50SA2、 50SB16 、 50SB28 と 空間重複。
50SB18 93 - 64 無庇 3 x l N - 12° - E  
50SB19 95 - 66 無庇 5 X 4  N - 20° - E  50SB9 、 50SB24 、 50SB25 と 空間重複。
50SB20 89 - 63 総柱 4 X 2  N - 18° - E  50SB7、 50SB8、 50SB10 、 50SB23 と 空間重複。 時期不明
50SB21 91 - 62 無庇 4 X l  N - 8° - E 50SB23、 50SB26 と 空間重複。 時期不明
50SB22 89 - 62 無庇 4 X l  N - 20° - E 50SB22→50SA1 、 50SB5、 50SB7、 50SB8、 時期不明

50SB23 と 空間重複。
50SB23 90 - 62 無庇 4 X 2  N - 24° - E  50SB23→50SB8。 時期不明

50SB7 、 50SB10 、 50SB20、 50SB21 、

50SB22、 50SB26 と 空間重複。
50SB24 94 - 67 総柱 4 x 2  N - 17' - E 50SB9 、 50SB19 、 50SB25 と 空間重複。 時期不明
50SB25 94 - 68 無庇 4 x l  N - 8° - E 50SB9 、 50SB19 、 50SB24 と 空間重複。 時期不明
50SB26 90 - 62 無庇 4 X 2  N - 8° - W 50SB7 、 50SB21 、 50SB23 と 空間重複。 時期不明
50SB27 90 - 65 無庇 2 x l  N - 13' - E  50SB10 と 空間重複。 時期不明
50SB28 89 - 66 無庇 2 x  l N - 9° - E 50SA2、 50SB16、 50SB 17と 空間重複。 時期不明
52SB14 73 - 62 無庇 4 X 2  N - 24' - E 52SB14→52SK13。

36SK23 と 空間重複。
52SB18 70 - 63 三面庇 5 X 3  N - 5° - E  52SB18→52SK14。
52S819  64 - 56 無庇 5 X 2  N - 17° - E  
52SB21 70 - 65 無庇 4 X l  N - 12° - E  52SA1 、 52SK28、 52SK30 と 空間重複。
52SB25 73 - 59 四 面庇 5 X 4 · 7 X 2  N - 10' - E  52SE7、 52SD30 (52SC1 ) →52SB25→ 

52SK21。
52SK37 、 55SK15 と 空間重複。

52SB26 73 - 67 二面庇 4 X 3  N - 1° - E  31SB6 と 空間重複。 31SA3か ら 変更
52SB27 69 - 56 無庇 3 (4) x 2 N - 9° - E 56SE2 と 空間重複。
55SB5 78 - 52 二面庇 7 x 4  N - 6° - E 55SK42→55SB5→55SB6。

55SB17、 55SK40、 55SK42 と 空間重複。
55SB6 76 - 52 総柱 6 x 6  N - 8° - E 55SB5→55SB6。

55SK33 、 55SK34、 55SK37 と 空間重複。
55SB8 82 - 58 三而庇 6 X 3  N - 4° - E  55SB8→55SK60。
55SB9 82 - 57 二面庇 4 X 3  N - 9° - E  HSB3 
55SB10  84 - 57 片庇 4 (5 )  X 2 N - 10° - E 
55SB1 1  82 - 54 片庇 5 x 3  N - 15° - E 55SB12 、 55SB13、 55SB14 と 空間重複。 HSB6 
55SB12 82 - 54 四而庇 6 x 4  N - 14' - E 55SB 1 1 、 5 5SB 1 3 、 55SB 1 4 、 55SK49 、 HSB7 

55SK54 、 55SK56 と 空間重複。
55SB13 83 - 54 無庇 4 X l  N - 13' - E  55SB13→55SB14。 HSBl 

55SB 1 1 、 55SB12 と 空間重複。
55SB14 83 - 54 無庇 3 X l  N - 20° - E 55SB13→55SB14。 HSBlO 

55SB 1 1 、 55SB12 と 空間重複。
55SB16 79 - 57 無庇 3 X l  N - 13° - E 
55SB17 79 - 54 無庇 3 X l  N - 7° - E  55SB17→55SK63。

55SB5 と 空間重複。
55SB18 75 - 55 二面庇 4 x 3  N - 8° - E  55SB18→55SK38。
55SB19 76 - 63 無庇 9 x 2  N - 8° - E 36SA2→55SB19。

55SB29 と 空間重複。
55SB20 77 - 66 無庇 5 X 2  N - 12° - E 55SB20→28SA1。 31SB7 、 55柱 列 1 と 空 間

重複。
55SB21 79―65 無庇 3 X 1 ( 2 )  N - 12' - E  55SA1→55SB21。
55SB23 75 - 65 無庇 4 X l  N - 20' - E  31SB7、 36SA3、 36SA4、 3 1SK83 、 31SK84

と 空間重複。
55SB24 77 - 62 無庇 3 x 3  N - 6° - E 55SB27、 55SB29 と 空間重複。
55SB25 80 - 67 無庇 3 X l  N - 1° - E 55SB25→55SX2。

28SB6 と 空間重複。
55SB27 76 - 62 無庇 3 X l  N - 4° - E  55SB24 と 空間重複。
55SB29 77 - 63 無庇 4 X l  N—7° - E 55SB19、 55SB24 と 空間 重複。
56SB1 59 - 52 無 ／ 三 3 (4) x 2  (3) N - 7° - E 56SB2→56SB1。 1 1 次2号建物

面庇
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2 辿構 と 出 土辿物

追梢名 位附 構造 軸方向 辿構重複関係 備考
56SB2 59 - 51 ・無 ／ 四 3 (5) X 2 (4) N - 19° - E 56SB2→56SB1 。 1 1 次1号建物

而｝」
』
じ

56SB3 57 - 51 無庇 4 x 3  N - 2° - W 56SB5 、 56SK99 と 空間諏核。
56SB4 57 - 49 無庇 5 x 2  N - 3° - E  56SK93 、 56SK94 、 56SK95 、 56SK96 と 空間

韮複。
56SB5 57 - 53 無庇 3 X l  N - 2° - vV 56SB3 と 空間重複。
72SB1 60 - 41 二面庇 4 X 3  N - 17' - E 72SA1 、 72SA2 、 72SK6 と 空間重複。
HSB13 88 - 98 無庇 2 x l  N - 23° - E HSB13→HSB14。

HSB15と 空間重複。
HSB14 88 - 98 無庇 3 x l  N - 24° - E HSB13→HSB14。

HSB15 と 空間重複。
HSB15 88 - 98 無庇 4 X l  N - 17° - E  HSB13 、 HSB14 と 空間重複。
HSB16 88 - 98 無庇 2 x 2  N - 25° - E  
HSB17 87 - 98 無庇 3 X l  N - 2° - E  
HSB18 89 - 100 無 ／ ） ＇

I 3 (2) X 2 N - 6° - E HSB23 と 空間重複。
庇

HSB19 90 - 100 片庇 4 X 2  N - l° - W HSB23 と 空間重複。
HSB20 87 - 96 無庇 z x 1 (2)  N - 3° - E  21SB1  
HSB21 89 - 96 片庇 2 X 2  N - l° - E  21SB1 
HSB22 86 - 100 無庇 3 X l  N - 1° - E  
HSB23 89 - 100 無庇 3 x l  N - 0° - E HSB18 、 HSB19 と 空間重複。
HSB24 86 - 93 無庇 2 x l  N - 20° - E 
HSB25 85 - 94 無庇 2 x 2 N - 18° - E 
13次1号 69 - 82 無；庇 3 X l  N - 35° - E  4B - l建物
13次2号 69 - 82 無庇 2 x 2  5B - 2建物

表 1 0 1 2世紀以降の掘立柱建物跡 （欠番 を 含 む ）

辿構名 位置 備考 辿構名 位置 備考
28SB5 23SB2に 変更。 52SB2 71 - 62 16世紀 後半
52SB13 72 - 62 16世紀～ 17世紀か 55SB4 81 - 65 中世末～近世初頭
28SB7 柱穴が不足の た め 、 欠番 52SB3 58 - 56 17世紀前半～ 中葉
52SB15 70 - 61 16世紀中築 55SB7 79 - 64 近世か
28SB9 23SB1 と 同 一 の た め 、 欠 番 52SB4 60 - 57 17世紀前半～中築
52SB16 71 - 62 16世紀末～ 17世紀初頭 55SB15 83 - 57 不明
50SB1 87 - 62 17世紀末～ 19世紀初頭 52SB5 58 - 56 16世紀末～ 17世希已杓J豆頁
52SB17 71 - 62 19世紀代か 55SB22 74 - 67 不明
50SB2 94 - 68 17世紀末～ 19世紀初頭 52SB6 60 - 57 16世紀末～ 17世紀初頭
52SB20 67 - 60 16世紀～ 17世紀か 55SB26 80 - 65 中世末～近世初頭
50SB1 1  94 - 64 17世紀末～ 19世紀初頭 52SB7 58 - 57 16世紀後半
52SB22 70 - 64 16世紀～17世紀 55SB28 75 - 64 近世か
50SB12 94 - 64 17世紀末～ 19世紀初頭 52SB8 59 - 57 16世紀後半
52SB23 71 - 65 16世紀 ～ 17世紀 55SB30 72 - 64 近世か
50SB13 94 - 64 17世紀末～ 1 9世紀初頭 52SB9 58 - 57 16世紀前半
52SB24 73 - 66 16世紀～ 17世紀 、 31SA2 55SB31 73 - 64 不明
50SB14 85 - 69 17世紀末 ～ 1 9世紀初頭 52SB10 60 - 57 16世紀前半
55SB1 74 - 64 17世紀中 菓 、 31SA1 56SB6 61 - 52 近担
50SB15 85 - 69 171且紀末～ 19世紀初頭 52SB1 1  65 - 59 17世紀前半
55SB2 73 - 64 17世紀中 築 56SB7 61 - 51 近世
52SB1 70 - 61 17世紀前半 52SB12 66 - 59 16世紀末～ 17世紀前半
55SB3 73 - 64 近世か 56SB8 60 - 53 近世
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lI[ 発掘調査の成果

23S 8 1  83 -75付近に位置する、 5 X 2 間の東西棟に 7 X 1 間の南北棟が付く、 無庇の掘立柱建物
である（図版編図39 · 40 · 4 7 · 48 · 73、 図67)。 14次調査で一部が、 その後の23 · 28次調査で大部分
が検出され、 23SB1、 28SB9の2棟 と して理解されていた（岩手埋文1995)。 59 · 64次調査で周囲を含
めて再調査している。 南北棟は 1 間分が西に折れてお り 、 さらに西に延びる と 判断できる。 1 間分の
みの確認 と どま り その延長は削平のため不明だが、 さらに延長する と みられる。 西側に直線的に延長
した場合、 平面的な位置関係からは28SB3に接続する と の推測ができるが確定できない。 建物の軸方
向はN -3° -Eである。 23個の柱穴を検出している。 東西棟の柱間寸法は桁行が251 (8.3尺） cm、 梁
行も251 (8.3尺） cmの等間に復元できる。 全長は桁行12.6m、 梁行5mで、 平面積は63面である。 南
北棟の柱間寸法は桁行が251 (8.3尺） cm、 梁行が251 (8.3尺） cmの等間に復元できるが、 削 平され
た 1 間分のみ212 ( 7 尺） cmの柱間寸法を と る と みられる。 現状での全長は桁行19.7m、 梁行は5m 
で、 平面積は98.5m'である。 柱穴は掘方径40~60cm程の 円 形で、 検出面からの深さは30~60cm程で
ある。 59次調査では径70cm程で検出してお り 、 23 · 28次調査以降の崩落等によ り 拡大した と みられる。
9個の柱穴で礎板もしくは柱材を確認している。 特に、 東西棟の柱穴では 8 個の柱穴で礎板が確認さ
れてお り 、 礎板が多用される。 74 -84PP1では断面で柱痕跡が確認でき、 想定できる柱径は20cm程
である。 それ以外の柱穴では柱痕跡は確認できず、 抜き取 り が行われた と みられる。 抜き取 り 埋土は
かわらけ片や粘土ブ ロック を含む士層で埋め戻されている。 14次調査等による東西棟の北側、 東から
2 個目の柱穴の切 り 合いから、 23SB1→23SB6の新旧関係が想定できるものの不確かな部分が残る。
遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多く出土している。 こ こ ではそのうち5点の資料を
図示した。 柱穴堆積土内での出土位置及び土層の性格は不明である。 図示した資料はロ ク ロ かわらけ
大皿のみだが、 破片資料では ロ ク ロ かわらけ小 皿や手づくねかわらけを含む。 ロ ク ロ かわらけ大皿は
口 径13.4~13.8cm、 底径7.0~7.2cm、 器高2.6~3.5cm程である。

23S82 (48S82) 87 -75付近に位置する、 7 X 2 間 で無庇の南北棟掘立柱建物である（図版編 図
47 · 70、 図68)。 23 · 28次調査で南側の柱穴を検出し、 48次調査で全形を確認した。 23 · 28次調査で
は一部の検出に と どま り 、 23SA3 と の位置関係や対になる柱穴から門 と の見方も指摘されていた（岩
手埋文1995)。 しかし、 その後の調査で建物の全形が把握できた こ と で、 門を想定した柱穴も含めて
建物 と 認識できたため根拠は変更されている。 建物の軸方向はN -3° -Eである。 16個の柱穴を検出
している。 柱間寸法は桁行が215 (7.1尺） cm、 梁行が303 (10尺）cmの等間に復元できる。 全長は桁
行15.l m 、 梁行6.l mで、 平面積は92.11面である。 柱穴は掘方が径55~70cm程の円 形で、 検出面から
の深さは30~50cm程である。 11個の柱穴で柱痕跡を確認してお り 、 想定される柱径は25cm程である。
掘方埋土は粘土ブ ロック を含む土層で、 こ の土層にかわらけを含む柱穴もある。 23SA3 と 空間的に重
複するが、 遺構の切 り 合いはない。 建物の東側柱筋は削平のため柱穴の残存状況が良くない。
遺物 柱穴の柱痕跡及び掘方埋上から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが少量出土している。
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皿 発掘調査の成果
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図68 23S82詳細 図

23S83 87 -80付近に位置する、 5 X 2 間で総柱の東西棟掘立柱建物である（図版編固47 · 48 · 70、
図69)。 14次調査で一部が検出され、 23次調査で全形が検出された。 23SA5とされていた遺構を含む。
建物の軸方向はN -4° - Eである。 17個 の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が北側柱列で西から
212 · 242 · 242 · 242 · 242cm、 南側柱列 で212( 7 尺） cmの 等間に、 梁行が212( 7尺） cmの 等間に
復元できる。 全長は桁行11.8m、 梁行4.2m で、 平面積は49.56面である。 桁行方向の柱間が南北で異
なるため、 柱筋が斜めにずれるものの、 中央の柱穴を合わせた梁方向の柱筋は直線に並ぶ。 軸 自 体は
斜めになるもの の、 直線的な柱筋から柱配置は一定の規則性をもつと判断できよう。 柱穴は掘方が径
35-55cm程の 円 形で、 深さは10~50cm程である。 柱穴の埋土の記録は少ないが、 断面図では明確な
柱痕跡は確認できず、 粘土ブ ロック などを含む抜き取り とみられる士層 である。 23SB7、 23SA3と空
間的に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
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2 辿構 と 出 土辿物

遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ の かわらけが出土している。 こ こ では柱穴から出上した資料 3 点
を図示した。 柱抜き取り痕跡からの出土とみられるが、 柱穴堆積士内での出土位置は不明である。 い
ずれも手づくねかわらけだが、 破片では ロ ク ロ かわらけも出土している。 やや口 径が大きい資料も含
むが（図69 - 2 )、 口 径12.4-13.Scm、 器高2.8-3.2cm程である。
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図69 238B3詳細図

23S84 89 -81付近に位置する、 7 X 3 間で片 庇 の南北棟掘立柱建物である （図版編図48 · 70、 図
70)。 23次調査で検出された。 7 X 2 間の 身 舎に、 西側に 1 間の 庇が付く。 身 舎 の内部にも中央に小
型 の 柱穴が 3 個あり、 一連の建物を構成する遣構の可能性がある。 建物の軸方向はN -9° -Eである。
23個の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が北
から212( 7 尺）・242( 8  Y=87 Y=88 Y�89 Y=90 ,\. 
尺 ) · 242 · 242 · 242 · ：r、心
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認 し ており、 想 定 さ れ
る柱径は15cm程である。 図70 23S84平面図
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皿 発掘調査の成果

柱穴の埋士の記録は少ないが、 掘方埋上は緻密な粘士 ブ ロック を含む土層である。 身 舎内に位置す
る小 型の柱穴は径20~30cm程で、 検出面からの深さは15~20cm程である。 身舎を構成する2 個の柱
穴が23SA1と重複するが、 過去の調査で完掘され遺構情報が不足 し ており新旧関係は不明である。 ま
た、 23SB7と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及びロ ク ロ のかわらけが少量出士 し ている。

23SB5 90 -84付近に位置する、 5 X 2 間で片庇の東西棟掘立柱建物である（図版編図48 · 55 · 56、
図71)。 23次調査で検出された。 5 X 1 間の身舎に、 北側に 1 間の庇が付く。 建物の軸方向はN - 9°

-Eである。 15個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が242 ( 8 尺） cmの等間に、 梁行が北から
212 ( 7尺） • 484 (1 6尺） cmに復元できる。 全長は桁行12.l m、 梁行 7mで、 平面積は84.7 面であ
る。 柱穴は身舎では掘方が径30-50cmの 円形で、 検出面からの深さは10-40cm程である。 庇では径
45cm程の 円形で、 検出而からの深さは40-50cm程である。 底面で柱痕跡を 8 個の柱穴で確認 し てお
り、 柱径は10-15cm程である。 柱穴の埋上の記録は少ないが、 掘方埋土は緻密な粘土ブ ロック を多
く含み、 黄褐色 シ ルトが混 じ る。 23SB8、 23SB9と空間的に重複するが、 遣構の切り合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多く出土している。
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図7 1 23SB5平面図

23S86 86 -78付近に位置する、 4 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物である（図版編図47 · 48 · 70、
図72) 。 14次調査で検出され、 23次調査で全形が確認された。 南側に 1 間の庇が付き、 片 庇の建物に
なる可能性もある。 建物の軸方向はN - 23° - Eである。 12個の柱穴を検出 し ている。 無庇とみた場合、
柱間寸法は桁行が西から303 (10尺）・242 ( 8 尺）・242 · 242cm、 梁行が242 ( 8 尺） cmの等間に復
元できる。 全長は桁行10.3m、 梁行4.9mで、 平面積は50.47rrfである。 柱穴は掘方が45-60cm程の 円
形で、 検出面からの深さは10-30cmほどである。 南側に庇を想定した場合、 建物の南側で確認して
いる 4 個の柱穴が想定される。 柱間寸法は桁行が上記と同様に、 梁行が291 (9. 6尺） cmに復元でき
る。 庇を想定 し た柱穴は掘方径50cm程の円形である。 柱穴の切り合いから、 23SB1→23SB6の新旧関
係が想定できる。
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辿構 と 出 土辿物

遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多く出土している。
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図72 23S86平面図

‘、
2 3 S 8 7  89 -81 
付近に位 置 す る、
6 X 3 間で無庇の
南北棟掘立柱建物
である （図版編図
48 · 70、 図73) 。
23次調査で検出さ
れた。 東の 1 間は
建物の内部にいく
つか柱穴が検出さ
れており、 これら
が一連の建物の可
能性もある。 その
場合は東側の 1 間
は庇になり片庇の
構造に復元できる
が、 確認できてい
ない柱穴も多く梁
行が等間に復元できることから、 ここでは無庇として記載する。 建物の軸方向はN -18° -Eである。
17個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が212 ( 7尺） cmの、 梁行が242 ( 8 尺） cmの等間に復
元できる。 全長は桁行12.7m、 梁行7.3mで、 平面積は92.71mである。 柱穴は 身 舎、 庇のいずれも掘
方が径25~35cm程の円 形で、 検出面からの深さが20~40cm程である。 柱痕跡から想定できる柱径は
15cm程である。 23SB3、 23SB4、 23SA1と空間的に重複するが、 遣構の切り合いはない。

柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが少鼠出上している。
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遺物
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II1 発掘調査の成果

2 3 S B 8  9 2  -83 
付近に位置する、
7 X 3 間で片庇の
南 北 棟 掘 立 柱 建
物 で あ る（ 図 版
編 図55 · 56、 図
74)。 23次調奔で
検出された。 7 x
2 間の身舎に、 西
側に 1 間の庇が付
く。 身舎北東に柱
の延長に位置する
柱筋にのる柱穴が
2 個 (82 -92Pl、
83 -92Pl)、 身 舎
東 桁 に柱 の 延 長
に位置する柱筋にのる柱穴が 1 1固 あり (82 -92P4)、 一連の建物の可能性もある。 桁行方向の北側で
確認された柱穴2 個 (82 -92Pl、 82 -92P4) は、 一連であれば北側に 1 間庇を構成する想定もでき
よう。 その場合は二面庇を想定する こ ととなる。 建物の軸方向はN -11° -Eである。 18個の柱穴を
検出している。 柱間寸法は桁行が北から242 ( 8 尺）・ 212 ( 7尺）・ 212 · 212 · 212 · 212cm、 梁行が
西から212 · 212 · 242cmに復元できる。 全 長は桁行13m 、 梁行6.7m で、 平面積は87.1 rrlで あ る。 柱
穴は身舎で掘方が径45~50cm程の 円形で、 検出面からの深さが15~30cm程である。 庇では掘方が径
35cm程の 円 形で、 検出面からの深さは20~ 40cm程である。 底面での確認だが、 柱痕跡から想定でき
る柱径は15~ 20cm程であ る。 抜き取りとみられる埋土には 円礫を含み、 粘土ブ ロックや シ ルトが混
じる士層である。 図面の検討からは柱穴の切り合いがあり、 23SB8→23SB9の新旧関係が確認できる。

3 
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X=85 一 と0-84P6 
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た
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゜ 1 :  300 10m 

図74 23S88平面図

23SB5と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及 びロ ク ロ のかわらけが出土している。

23SB9 91 -83付近に位置する、 3 X 2 間で北側のみの片庇もしくは二面庇の東西棟掘立柱建物で
ある（図版編図55 · 56、 図75)。 23次調査で検出された。 2 X 1 間の身舎に、 南北二面に各 l 間の庇
が付く。 想定した南側の庇は確認できていない柱穴もあり、 北側の庇のみの片庇の構造となる可能性
もある。 建物の軸方向はN -12° -Eであ る。 8 個の柱穴を確認している。 柱間寸法は桁行が393 (13 
尺）cmの等間に、 梁行が北から181 ( 6尺）． 454 (15尺）・ 272 (9尺）cmに復元できる。 全長は桁行7.9
m、 梁行9.lmで、 平面積は71.89mである。 柱穴は身 舎では掘方が25~35cm程で、 検出面からの深さ
は10~30cm程である。 柱痕跡から想定される柱径は10~15cm程である。 図面の検討からは柱穴の切
り合いがあ り、 23SB8→23SB9の新旧関係が確認できる。 23SB5と空間的に重複するが、 遺構の切り

合いはない。 柱間寸法などからは、 12世紀代より新しい時期の建物の可能性もある。

23SB 1 0  85 -85付近に位置する、 4 X 3 間で二面庇の南北棟掘立柱建物であ る（図版編固48、 図
76)。 23次調査で検出された。 23SA7としていた遺構を含む。 南側の柱穴は失われており、 柱穴の残
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2 辿構 と 出土辿物
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りは良くないが、 残存部
分で 4 X 1 間の 身 舎に、
東西二面に各 1 間の庇が
付く。 建物の軸方向はN
-2° -Eである。 10個の
柱穴を検出している。 柱
間寸法は桁行が212( 7  
尺） cmの 等間に、 梁 行
が西から91(3 尺）． 484

(16尺 ） •91 ( 3 尺 ） cm
に復元できる。 残存の全
長 は 桁 行6.4m、 梁 行6.7
m で、 平 面 積 は42.88 rrf
である。 柱穴は身 舎では掘方が30-40cm程の円形で、 検出面からの深さは20-40cm程である。 庇で
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図 76 23S 8 1 0平面図

は径が30~40cm程の円形で、 検出面からの深さが15~20cm程である。

288 B 1  79 -68付近に位置する、 5 X 4 間で 四面庇の南北棟掘立柱建物である（図版編図38 · 39 · 
70 · 71 · 72、 図77)。 28次調査で検出された。 その後、 55次調査で一部を59次調査で全体を再調査し
ている。 3 X 2 間の身 舎に、 四面に 1 間の庇が付く。 建物の軸方向はN -2° -Eである。 26個の柱穴
を確認している。 柱間寸法は桁行が288(9.5尺） cmの、 梁行が288(9.5尺） cmの等間に復元できる。
全長は桁行14.4m、 梁行11.5mで、 平面積は165.6rrfである。 柱穴は 身舎では掘方が50cm程の円 形で、
検出面からの深さは20~60cm程である。 庇でも径50cm程で、 検出面からの深さが20~60cm程であ
る。 7個の柱穴で柱痕跡が確認されていたが、 その後の確認では、 庇を含め 9個の柱穴で柱痕跡を確
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llI 発掘調査の成果
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2 辿梢 と 出土辿物

認 し ている。 断面等の記録から想定される柱径は20~25cm程である。 柱痕跡が確認で き る柱穴は炭
化物を含む灰黄褐色土などで柱痕跡が 、 地山土とみられる黄褐色の ブ ロック を含む土層で掘方埋土が
確；認で き る。 抜 き 取 り を も つ柱穴は掘方埋土が黄褐 色 ブ ロ ック などを含む土層で、 抜 き 取 り 痕跡が
かわらけなどを含む黄褐 色土 ブ ロ ックや シ ル ト が混 じ る土層で埋め戻されている。 28SB6、 28SX1、
28SA1→28SB1→28SE1、 28SE2の新旧関係が確認で き る。 ただ し 、 28SE1との新旧は断面図等の記載
の検討から 、 78 -67PP13が28SB1を構成する柱穴であれば 逆転する (28SE1→28SB1) 可能性がある
（柳之御所調査事務所2005) 。 28SB2、 28SK30、 55柱列1 、 55柱列2 と空間的に重複するが、 遺構の切
り合いはない。 なお図版編において59P274の 着色がうす く なっているが、 本文編の 着色が正である。
ここで訂正する。
遺物 柱穴から手づ く ね及び ロ ク ロ のかわらけが出土 し ている。 ここでは柱穴から出土 した資料3 点
を図示 し た。 3 は柱痕跡内からの出土である。 図示 した資料は ロ ク ロ かわらけのみだが、 破片資料で
は手づ く ねを含む。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径が12~13cm前後、 底径 7cm前後、 器高 4 cm前後で
ある。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口径9.5cm 、 底径6.6cm、 器裔2.0cm程である。

28SB2 77 -69付近に位置する、 5 X 4 間で 四 面 庇 の 南北棟掘立柱建物跡である （図版編団38 · 
39 · 70 · 71 · 72、 図78) 。 28次調査で検出された。 そ の後、 59次調査で全体を再調査 している。 3 X 
2 間の 身舎に、 四面に1 間の 庇が付 く 。 建物の軸方向はN -2° -Eである。 25個 の柱穴を確認 し てい
る。 柱間寸法は、 桁行が288(9.5尺） cmの 、 梁行が288(9.5尺） cmの 等間に復元で き る。 全長は桁
行14.4m 、 梁行11.51mである。 平面積は165.6面である。 柱穴は身 舎では掘方が径45~60cm程で、 検
出面からの深さが30cm程である。 庇では径40~60cm程で、 検出面からの 深さは30~60cm程である。
身 舎と庇では柱穴の規模に大 き な違いはない。 柱痕跡は残存せず 、 抜 き 取り痕が観察される柱穴が多
い。 掘方埋士とみられる土層が確認で き る柱穴には、 かわらけや円礫が混 じ る も の も ある。 抜 き 取り
痕 跡はかわらけ片や砂混じりの シ ルトで確認される。 28SB2→28SE2、 28SE6の新旧関係が確認で き
る。 た だ し 、 28SE2、 28SE6との 新旧は、 断面図等の検討から、 逆転する (28SE2→28SB2、 28SE6→
28SB2) 可能性 も 残る（柳之御所調査事務所2005) 。 28SB1、 28SB3、 28SB6、 28SE7、 28SE8、 28SE9、
28SK11、 55柱列2と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から手づ く ね及び ロ ク ロ のかわらけが出土 し ている。 ここでは柱穴から出土 した資料2 点
を図示 し た。 いずれ も 柱穴堆積土内での位置及び出土土層 の性格は不明である。

28SB3 80 -71付近に位置する、 現状で把握で き る規模は4 x 4間だが、 南側の 庇が削平のため失わ
れており、 本来は5 X 4間の 四 面庇とみられる南北棟掘立柱建物跡である（図版編図39 · 70 · 71 · 72、
図79) 。 28次調査で検出された。 そ の後、 59次調査で全体を再調査 し ている。 南 側 の 1 間分が削平の
ため失われているが、 身 舎が3 X 2 間で、 四面に1 間の 庇が付 く と想定で き る。 建物の軸方向はN -
3° -Eである。 16個 の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が312 (10.3尺） cmの 等間に、 梁行は西
から276 (9.1尺） ． 312 · 312 · 312cmに復元で き る。 全長は桁行が12.5m、 梁行12.l mである。 南側 の
庇を想定 し た場合は桁行15.6mになり、 平面積は188.76mになる。 柱穴は身舎では掘方が径75-l lOcm
程 の 円形で、 検出面からの 深さは100cm程である。 庇では掘方が径70-lOOcm程の 円 形で、 検出面から
の 深さは40-80cm程である。 掘方の平面規模は身舎と庇で大 き な違いはないが、 身舎の柱穴でやや深
さがある。 柱痕跡は確認されておらず、 抜 き 取りとみられる柱穴が多い。 柱穴の下部に柱痕跡とみら
れる土層が確認で き る も のでは、 柱径15-20cmに想定で き る。 柱痕跡とみられる土層 は黒色 シ ル ト
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皿 発掘調査の成果

や灰褐色で確認できる。 掘方埋土は地山土の黄褐色粘土の ブ ロック を主に構成される。 抜き取 り 痕跡
が多くの柱穴で確懃でき、 それらはかわらけを含む黄褐色粘土ブ ロック などを主にした士層で埋め
戻される。 28SB3→28SE9、 28SK11、 28SK13、 28SK34の新旧関係が確詔できる。 28SE9との新旧は、
断面図等の検討から、 逆転する可能性がある （柳 之御所調査事務所2006)。 28SB2、 28SE8、 28SE10
と空間的に重複するが、 遺構の切 り 合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及びロ ク ロ のかわらけが多く出土している。 ここでは柱穴から出士した資料
1 点を図示した。

28SB4 83 -67付近に位置する、 9 x 4間で四面庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図39 · 70 · 
71 · 72、 図80 · 81)。 28 · 42次調査で検出された。 その後、 59次調査で全体を再調査している。 6 X 

2 間の身舎に、 四 面に 1 間の庇が付き、 さらに南面に 1 間の孫 庇が付く構造を想定している。 身 舎
の中央にも3 個の柱穴がある(59P580、 59P565、 59P605)。 柱 筋 も通 り 、 間仕切 り 等の28SB4建物
を構成する一連の遺構と考えられる。 建物の軸方向はN -2° - Eである。 43個の柱穴が検出されてい
る。 柱間寸法は桁行が北から282(9.4尺）・276(9.2尺）・276 · 276 · 276 · 276 · 276 · 282 · 270 ( 9尺）
cm、 梁行が西から282 · 276 · 276 · 282cmに復元できる。 全長は桁行24.9m、 梁行11.2m で、 面積は
278.88面である。 柱穴は 身舎では掘方の径が120cm程で、 検出面からの深さは40~60cm程である。 庇
では掘方の径が90cm程で、 検出面からの深さは20~50cm程である。 掘方の規模は身舎の方が大きい。
身 舎の内側には3 個の柱穴があ り 、 特に59P580と59P565は平面規模などから間仕切 り 等の柱穴とみ
られる。 いずれの柱穴も柱痕跡は残存せず、 抜き取 り 痕が柱穴の多くで確認される。 底面で確認でき
る窪みなどの柱あた り や底面付近の柱痕跡から想定できる柱径は27cm程である。 確認できる士層は抜
き取 り 痕跡のもので、 礫が多く混じ り 、 黄褐色粘土のブ ロック などを主にする土層で埋め戻されてい
る。 また、 かわらけも多く含む。 なお、 平面図上の着色は士色の相違を示すが、 基本的に抜き取 り 痕
である。 このほか、 建物の周囲で人為的な土層が不規則に検出されている。 残存が不良のため確定で
きないが、 整地等の地業痕跡とも捉えうる（ 図版編図版41)。 また、 50SD8、 42SD13が軸方向を合わ
せて平行して走 り 、 28SB4との関連が考えられるほか、 建物の南側では28SD19も軸を合わせて平行
して確認されている。 柱穴の重複から、 28SB8→28SB4→50SB4、 28SE11、 28SK14の新旧関係が確認
できる。
遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多く出土している（ 図81）。 ここでは柱穴から出土
した資料 9点を図示した。 出土層位は不明だが、 断面状況からは抜き取 り 痕からの 出土の可能性が
高い。 今回図 示していない、 このほかの柱穴から 出土したかわらけを含めると、 ロ ク ロ かわらけ大
皿は口 径12.0~14.9cm程で平均13.6cm程、 底径5.0~8.8cm程で平均6.9cm程、 器高3.0~4.4cm程で平均
3.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径7.8~9.2cm程で平均8.7cm程、 底 径5.0~6. 6cm程で平均
5.8cm程、 器高l.4~2.2cm程で平均1.8cm程である。 手づくねかわらけ大皿は口 径11.5~14.6cm程で平
均13.2cm程、 器嵩2.2~3.3cm程で平均2.8cm程である。 手づくねかわらけ小 皿は 口 径7.3~10.3cm程で
平均8.8cm程、 器高1.4~2.lcm程で平均1.8cm程である。 なお、 これらはいずれも柱抜き取 り 痕から 出
土した資料及びその可能性が高い。

28S85 75 -68付近に位置する、 5 X 2 間で無庇の南北等掘立柱建物跡である（ 図版編図32 · 70 · 
71 · 72、 図82)。 28次調査で検出された。 その後、 59次調査で全体を再調査している。 建物の軸方向
はN -1° -Wである。 12個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が北から312(10.3尺）・242 ( 8  
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2 辿桃 と 出土追物
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図82 28S85平面図

尺）・212( 7尺）・ 212 · 212cm 、 梁行が西から212 · 242cmに復元できる。 全長は桁行11.9m、 梁行4.5
mで、 平面積は53.55 rrlである。 柱穴は掘方が径30-35cm程の 円 形、 検出面からの深さは20-60cm程
である。 柱は抜き取られている。 柱痕跡が確認できる柱穴は 1 個で 、 想定される柱径は10cm程であ
る。 柱穴の土層は抜き取り痕跡の も ので、 灰褐色の砂質シ ルトを主体に一部黄褐色土のブ ロック が混
じる。 28SA1、 55柱列 1 、 28SE4、 28SK4と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及 び ロ ク ロ のかわらけが少量出土 し ている。

28S86 79 -67付近に位置する、 3 X 2 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図38 · 39 · 
70 · 71 · 72、 図83)。 28次調査で検出された。 その後、 59次調査で全体を再調査 し ている。 四 面に各
l 間の庇が付く四面庇建物や東西に庇が付く二面庇建物になる可能性 も あるが、 柱穴の推定位置が
他の建物と重複して確認できない部分や柱筋が揃わない部分 も 多く 、 ここでは無庇と し て記す。 建
物の軸方向はN -7° -Eである。 10個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が303(10尺 ） cmの、
梁行が303 (10尺） cmの等 間 に復元できる。 全長は桁行9.l m、 梁行6.lm で、 平面積は55.51 面 であ
る。 柱穴は掘方が径100~140cmの 円 形で、 検出面からの深さは40~70cm程である。 柱痕跡は確認さ
れておらず、 断面を確認した柱穴は抜き取り痕 跡が確認できる。 抜き取り痕跡は黄褐色の シ ルトを
主体に、 地 山土とみられる黄褐色粘土 ブ ロ ックや砂が混じる土層 で埋め戻されている。 抜き取り痕
跡に礫が混じる柱穴 も ある。 また、 柱穴の埋土からは55Pl478の抜き取り痕からかわら けが出土 し た
のみで、 それ以外の柱穴からは遺物は出土していない。 28SB6→28SB1、 55SX2の新旧関係が確認で
きる。 28SB2、 28SE1、 55SB25、 55柱列1、 55柱列2と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
55SB25の柱穴との新旧関係は55次調査時では完掘されており、 不明である。 も し 四 面庇であれば
28SB6→28SX1→28SB1の新旧関係が想定される。 28SB6→55柱列2の可能性があるが、 判然と しない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土 し ている。

28SB8 83 -70付近に位置する、 5 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である（ 図版編図39 · 46 · 
70 · 71 · 72、 図84)。 28次調査で検出された。 その後 、 59次調査で全体を再調査している。 建物の車1l1
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皿 発掘調査の成果
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2 辿構 と 出土辿物

方向はN -3° -Eである。 13個の柱穴を検出している。 柱問寸法は桁行が西から272 (9尺） ． 303 (10 
尺） ． 303 · 212 ( 7尺） ． 303cm、 梁行が287(9.5尺） cmの等間 に復元できる。 全長は桁行13.9111、 梁
行5.8111で、 平面積は80.62rrfである。 柱穴は掘方が径70~80cm程の 円形で、 検出而からの深さは20~
30cm程である。 抜き取り痕跡は褐色 シ ル ト が主体で、 埋土上面に礫が確認された柱穴が多い。 精査し
た辿構の状況からは、 抜き取り後の埋め戻し土に含まれた礫とみられる。 埋土下部の柱痕跡の可能性
がある上層に礫が混じるものもある。 柱穴の切り合いから、 28SB8→28SB4の新旧関係が確認できる。
28SE11と空間的に重複するが、 遺構の切り合いは ない。
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31  S B 1  77 -84付近に位置する、
3 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建
物跡である（ 図版編図34 · 35、 図
85)。 31次調査で検出された。 建
物の軸方 向 はN - 42° -Eである。
9個の柱穴を検出している。 柱間
寸法は桁行が西から212 ( 7 尺） ．
212 · 242 ( 8 尺） cm、 梁行が北
から212 · 242cmである。 全長は
桁行6.7m、 梁 行4.5m で、 平面積
は30.15 111である。 柱穴は掘方が
径20~30cm程の円形で、 検出面か
らの深さは20~30cm程である。 4
個の柱穴で柱痕 跡が確認できる。
柱痕跡とみられる土層の断面での
確認では、 想定できる柱径は10~15cm程である。 柱痕跡は黒褐色の シ ルトに砂が滉じる土層で確認で
きる。 掘方埋土は黄褐色粘土の ブ ロック と黒褐色 シ ルトで確認できる。
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遺物 精査した柱穴からはかわらけは出土してい な い。
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皿 発掘調査の成果

31 SB2 80 -86付近に位置 す る、 1 X 1 
間で無庇のほほ正方形を呈する掘立柱建物
跡である（ 医 版編図41、 図86) 。 31次調査
で検出された。 建物の軸方向はN -38° -E 
である。 4個の柱穴を検出している。 柱間
寸法は桁行が266(8. 8 尺） cm、 梁行が242

( 8 尺） cmで、 平面積は6.48面である。 柱
穴は掘方が径40~60cm程の 円形で、 検出面
からの深さは10~20cm程である。 いずれの
柱穴も断面でも柱痕跡は確認できない。 抜
き取り痕 跡 と みられるが、 柱穴の残存はい
ずれも良く な いため確定はできな い。 埋土は黄褐色粘 土 ブ ロック と 褐色 シ ルトに砂が混 じる。
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3 1 S83 69 -74付 近 に 位 置
する、 3 X 1 間で無庇もしく
は南側が身舎で北側に 1 間の
庇が付く片 庇 の東西棟掘立
柱建物跡である（ 図版編図
27、 図87) 。 31次調査で検 出
され、 65次調査でも再度確認
されている。 建物の軸方向は
N -6° -Wである。 9個の柱
穴を検出している。 無庇の建
物 と みた場合、 柱間寸法は桁
行 が西から303 (10尺 ）・272

( 9尺） ・230 (7.6尺 ） cmで、
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図87 31  SB3平面図

梁行が212( 7 尺） cmの等間に復元できる。 全長は桁行8.lm、 梁行2.lmで、 平面積は17.01面である。
北側に 1 間の庇を想定した場合、 梁行寸法は424cm 04尺）、 梁行全長は6.4m と なる。 柱穴は掘方が
径26~40cm程の 円 形で、 検出面からの深さは12~20cm程である。 柱痕跡がある柱穴は3 個で、 想定で
きる柱径は12cm程である。 柱痕跡は灰黄褐色 シ ルトで確認できるものが多 く 、 掘方埋土は浅黄色粘土
もしくは シ ルトで確認される。 柱痕跡が確認でき な い柱穴は 、 灰褐色 シ ルトの単層である。 31SB4、
31SE3 と 空間的に重複するが 、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。

3 1  S84 70 -73付近に位置する、 4 X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である （ 図版編図27、 図
88) 。 31次調査で検出され、 65次調査でも再度確認されている。 建物の軸方向はN -23° -Eである。
9個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が西から272(9尺）・212( 7 尺）・212 · 272cm、 梁行
が424 ( 14尺） cmである。 全長は桁行9.7m 、 梁行4.2mで、 平面積は40.74rrfである。 柱穴は掘方が径
44~58cm程の円形で、 検出面からの深さは40~60cm程である。 また、 底面の標高が揃うこ と も特徴的
である。 柱痕跡は4個の柱穴で、 想定できる柱径は15~20cm程である。 柱痕 跡が確認できる柱穴で
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2 辿構 と 出士追物

は、 柱痕跡は灰
黄色の シ ルトで
確認され、 掘方
埋土は黄褐色シ
ルトに ブ ロ ック
が混じる土層で
確 認 さ れ て い
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る。 柱痕跡と掘
方埋土の層界に
は酸化鉄の集積
が確認されてい
る。 柱痕跡が確
認されていない
柱穴は抜き取られた可能性がある。 こ れら は灰黄色の シ ルトに黄褐色の ブ ロ ック が混じる土層で堆積
する。 31SE4、 31SE5→31SB4→31SE3、 65SD10の新旧関係が確認できる。 31SB3、 31SK58と空間的

゜ [ : 300 !Om 

図88 3 1  S84平面図

に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多く出 土 し ている。

31  S85 71 -70付近に位置する、 5 X 2 間で総柱の東西棟の掘立柱建物跡である（図版編図27 · 70、
図89)。 31次調査で検出され、 65次調査で9個の柱穴を新規に検出 し 全体が確認されている。 建物の
軸方向はN -23° -Eである。 17個の柱穴を検出 し てい る。 柱間寸法は桁行が251(8.3尺） cmの、 梁行
が303(10尺） cmの等間に復元できる。 全長は桁行12.6m、 梁行6.lmで、 平面積は76.86面である。 柱
穴は掘方が長軸60~100cm（平均90cm)、 検出面からの深さは30~70cmである。 検出された柱痕跡は直
径が約30cmである。 多くは抜き取り 痕が確認でき、 柱痕跡が下部にのみ残るものが多く、 抜 き 取られ
たと考えられる。 柱痕跡は褐灰色の粘質土で確認され、 掘方埋土は淡黄色の粘質土で確認されるもの
が多い。 抜き取り痕跡は礫や黄褐色の粘士ブ ロ ック が混 じる灰褐色 シ ルトで確認されている。 65SA2
と65Pl53が重複するが、 遺構と し て登録 し た65次調査の時点では既に完掘されており 、 新旧関係は
不明である。

なお、 本遺構は倉町遣跡で確認された 「高屋」 と想定される遺構と構造及び平面規模が類似する
（平泉町教委2007)。 総柱の構造 と 合わせて、 遺構の性格を示唆する重要な特徴である。

遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ のかわらけが多 く 出土 し ている。

31 S86 72 -68付近に位置する、 5 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である（図版編図27 · 32 · 
70 · 71 · 72、 図90)。 31次調査で検出され、 65次調査で確認されている。 建物の軸方向はN -0° -Eで
ある。 14個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が西から212( 7 尺）・212 · 212 · 212 · 182 ( 6  
尺） cm、 桁行212 ( 7尺） cmの等間に復元できる。 全長は桁行10.3m、 梁行4.2mで、 平面積は43.26
mである。 柱穴は掘方が径25~50cm程の 円 形で、 検出 面からの深さは20~40cm程である。 8 個の柱
穴で柱痕 跡が確認でき、 想定で き る柱径は12~14cm程である。 柱痕跡は灰黄 褐色の シ ルトで確認さ
れるものが多く、 掘方埋土は浅黄色などの ブ ロック を含む粘質土で確認される。 平面図の検討から、
31SK76→31SB6→28SA1の新旧 関係が確認できる。 52SB26と空間的に重複するが、 追構の切り 合い
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はない。
遺物 柱穴から手づくね及び ロ ク ロ の かわらけが多く出土している。
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図90 3 1  SB6平面図

31  S87 75 -66付近に位置 する、 6 X 2 間で二面庇 の 東西棟掘立柱建物跡である（図版編 固32 · 
70 · 71 · 72、 図91)。 31次調査で検出され、 55 · 59次調査で確認されている。 建物の 軸方向はN - 0
o _ Eである。 24個 の 柱穴を検出している。 柱間寸法 は 桁行が西から212( 7 尺）・212 · 212 · 212 · 
212 · 121 (4尺） cm、 梁行が北から121 · 221 (7.3尺）・221cmに復元できる。 全長は桁行11.8m、 梁
行5.6mで、 平面積は66.08面である。 柱穴は身 舎では掘方が径30~45cm程の 円 形で、 検出面からの 深
さは35~60cm程である。 庇では掘方が径20~ 40cm程 の 円 形で、 検出面からの深さが10~20cm程であ
る。 11個の柱穴で柱痕跡が確認されており、 図面で確認できる10個を柱痕跡がある柱穴として図示し
た。 想定できる柱径は18cm程である。 抜き取りが確認できる柱穴も多く、 柱痕跡が確認できる柱穴
でも、 上層 部分に地山とみられる黄褐色粘土 の ブ ロック が堆積する柱穴がある。 柱痕跡は灰黄褐色
の シ ルトで、 掘方埋土は浅黄色 な どの 粘士 ブ ロック を含む灰黄色 シ ルトで確認されている。 抜き取
り痕跡が確認できるものは、 地山土とみられる黄褐色粘土の ブ ロック な どで埋め戻される。 55SB20、
55SB23、 36SA2と空間的に重複するが、 遺構の切り合いは な い。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。
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皿 発掘調査の成果

3 1 S 8 8  65 -74 
付近に位置する、
2 X 2 間で総柱の
ほほ正方形を呈す
る掘立柱建物跡で
あ る（ 図 版 編 図
22 · 70、 固92)。
31次 調 査 で 検 出
さ れ た。 建 物 の
軸方向はN -1° ―

Eである。 8 個の
柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が236(7.8尺） cm、 梁行が212( 7 尺 ） cmの等間に復元で き る。 全長は桁行4.7m 、
梁行4.2mで、 平面積は19.74mである。 柱穴は掘方が径30cm程の 円形で、 検出面からの深さが10~20
cm程である。 なお、 埋土の様相からは12世紀より新しい時期の遺構の可能性がある （岩手埋文1995 ) 。
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図92 31 SB8平面図

41 SB1 64 -72付 近
に位置する、 4 X 3 間
で二面庇の東西棟掘立
柱建物跡である（ 図版
編 図22 · 70、 図93)。
3 X 2 間の身舎に、 北
側と東側の二面に 1 間
の庇が付く。 31 · 41次
調査で検出され 、 65次
調査で確 認 さ れ てい
る。 建物の軸方向 はN
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-2 ° - Eである。 14個
の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が西から212( 7尺）・ 212 · 212 · 136 (4.5尺） cm、 梁行が北
から136 · 200 (6.6尺 ）・200cmで復元で き る。 全長は桁行7.7m、 梁行5.4mで、 平面積 は41.58面である。
柱穴は 身舎では掘方が径30~40cm程の 円形である。 庇では掘方が径20~30cm程の円 形である。 いずれ
の柱穴も精査しておらず 、 柱穴の深さ等は不明である。 平面で柱痕跡が確認で き る柱穴は4個で、 想
定で き る柱径は身舎で20cm程、 庇で12cm程である。

固93 41 S B 1 平面図

4 1 S82 66 -70付近に位置する、 3 X 2 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図21、 図
94)。 31 · 41次調査で検出 された。 建物の軸方向 はN -34° -Eである。 10個の柱穴を検出している。
柱間寸法は桁行が北から212( 7尺）・182( 6尺）・212cm、 梁行が212cmの等間に復元で き る。 全長
は桁行6.lm、 梁行4.2m で、 平面積は25.62面である。 柱穴 は掘方が径35~50cm程の 円 形で、 検出面か
らの深さが 8 ~35cm程である。 柱痕跡は 1 個の柱穴で確認で き 、 想定で き る柱径は18cm程である。 柱
痕跡は灰黄褐色の粘性の強い土層で確認される。 その他の柱穴の埋土は灰黄褐色の粘性の強い土層で

- 134 -
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地山とみられる黄褐色粘土
の ブ ロ ッ ク を含む。 い ず
れの柱穴 も残存が 良 く な
い た め、 掘方埋上と抜 き
取り痕 跡 等は明確に区別
で き ない。 41SE1と空間的
に重複する。 65P31と重複
し 41SB2→41SE1の 新 旧 関

係の可能性があるものの、
41SE1は41次調査で完掘さ
れており 遺構の切り 合いは
不明で、 新旧関係は明確に
は判断で き ない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土 し ている。
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図94 4 1 S82平面図

41 SB3 61 -64付 近 に
位置する、 3 X 1 間で無
庇 の 東西棟掘立柱建物
跡である（図版編図20 · 
21、 図95) 。 41次調査で
検出され、 56次調査でも
確認されている。 建物の
軸方向はN -10° -Eであ
る。 8 個の柱穴を検出 し
ている。 柱間寸法は桁行
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図95 4 1  S83平面図

が北側柱列で西から163 (5.4尺） ・230 (7.6尺）・203 (6.7尺） cm、 南側柱列で西から200 (6.6尺） cm
の等間に、 梁行が西側で330(10.9尺）、 東側で303cmに 復元で き る。 全長は桁行 6m、 梁行3.3mで、
平面積は19.8面である。 柱穴は掘方が径25�30cm程の円形である。

48S 8 1  88 -73付近に位置する、 12 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である（図版編図47 · 54 · 
55 · 70、 図96) 。 48 · 49次調査で検出され 、 68次調査でも一部を確認している。 建物の軸方向はN -

35° -Eである。 28個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が北から 6間目のみ273(9尺） cmでそ
の他が242 ( 8 尺） cmに、 梁行が273 (9尺） cmの等間に復元で き る。 全長は桁行29.3m、 梁行5.5m
で、 平面積は161.2mである。 柱穴は掘方が径60~80cmの円形で、 検出面からの深さは25~50cmであ
る。 断面で柱痕跡とみられる士層が確認で き る柱穴から想定で き る柱径は30cm程である。 柱穴の多
くは抜 き 取り痕跡とみられる士層が堆積し、 黒褐色の粘性の強い土層 に明黄褐色粘土の ブ ロック が混
じる。 49SE1と重複 し 、 49SE1→48SB1と図 示されている（岩手県教委1999)。 ただし、 井戸と柱穴の
切り 合い関係は判然としない部分があり、 両遣構の新旧には不確定な部分が残る。 柱構造や軸方向な
どの特徴は、 他の12世紀代の建物とは相違が大 き い。 近接する位置に分布する近世の建物との類似も
想起できる。
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50S83 86 -64付近 に位置する、 5 X 4間で二面庇の東西棟掘立柱建物 跡である（ 図版編図46 · 
67 · 68、 図97)。 50次調査で検出された。 5 X 2 間の 身 舎 に、 南北二面 に 各 l 間の庇が付 く 。 建物の
軸方向はN -10° -Eである。 27個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は 桁行が西から221 (7.3尺 ）・242
( 8 尺 ） ． 303 (10尺 ） ・242 · 212 ( 7尺 ）、 梁行が北から202 (6.7尺） ・212 · 221 · 221cmに復元できる。
全長 は桁行12.2m、 梁行8.6m で、 平面積 は104.92rrlである。 また、 身 舎の南側、 庇内に柱穴が4個配
される。 柱筋が通る柱配置から、 50SB3と一連の建物を構成する柱穴と考えられる。 身 舎の南側柱列
との柱間寸法は45cm(1.5尺 ） である。 柱穴は身舎では掘方が径35~50cm程の 円 形で、 検出面から
の深さは15~40cm程である。 庇では掘方の径25~35cm程の円 形で、 検出面からの深さは北側の庇で
10cmほど、 南側の庇で25~ 45cm程と南側の柱が深い。 庇内の4個の柱穴 は掘方の径35~ 45cm程で
ある。 柱痕跡は13個の柱穴で確認でき、 想定できる柱径 は10~15cm程である。 柱痕跡は褐灰色の シ
ルトで確認され、 掘方埋士 は灰黄色の ブ ロ ック が混じる褐灰色の シ ルトを主とする。 掘方埋士 に礫が
混じる柱穴がある。 また、 50P9、 50P94、 50P23、 50P86では柱痕跡の下部に礫が置かれる。 柱痕跡の
下部に あたる位置で確認されていることから、 礎板としての機能が想定できる。 50SB6B→50SB6A、
50SA2→50SB3の新旧関係が確認できる。 50SB5と空間的 に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが多 く 出上している。 図示した資料は手づ く ねかわら
けのみだが、 破片では ロ ク ロ かわらけも含む。 手づくねかわらけ大皿で口 径13.5~14.5cm程、 底径2.8
~3.3cm程である。 なお、 手づ く ねかわらけは柱穴出土資料としては 摩滅が少ない。
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50S84 84 - 65付近に位置する、 8 X 7 間で総柱の正方形に近い南北棟掘立柱建物跡である（図版
編図38 · 46 · 70  · 71 · 72、 図98)。 50次調査で検出され 、 55 · 59次調査で確認された。 50次調査概報

（岩手県教委2000)、 1 次・ 2 次総括（岩手県教委2004 · HSBl lとして提示） で平面形状の復元が異な
る。 また、 その後の59次調査でも南側の精査を行っている。 本報告書ではこれらをふまえ、 図に示し
たような 1 棟の総柱の建物を想定した。 建物の軸方向はN - 11° - Eである。 40個の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が北から188(6.2尺）・218(7.2尺）・218 · 218 · 245 (8.1尺）・245 · 245 · 245cmで、
梁行が西から218 · 248 · 248 · 248 · 248 · 248 · 248cmに復元できる。 全長は桁行18.2m、 梁行17.lm
で、 平面積は311.22 mである。 柱穴は掘方の径30~50cm程である。 3 個の柱穴で、 平面で柱痕 跡が
確認されている。 想定できる柱径は10~15cm程である。 柱穴の重複から、 28SB4→50SB4の新旧関係
が確認できる。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが多く出土している。 ここでは柱穴から出土した資料
3 点を図示 した。 いずれも北側の桁行柱筋の50P26から出土している。 柱穴堆積土内の出上位置及び
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皿 発掘調査の成果

土層の性格は不明である。 手づくねかわらけ大皿は口 径13.2cm、 器高3.2cmで、 やや器高が高いもの
の口径が小 さい。 ロ ク ロ かわらけ大皿はD 径12.8cm、 底 径5.4cm、 器高3.7cmである。
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508B5 87 -62付 近 に 位 置
する、 5 X 4間で四面庇の南
北棟掘立柱建物跡である（図
版 編 図45 · 46 · 67 · 68、 図
99)。 50 · 52次調査で検出さ
れた。 3 X 2 間の身舎に、 四
面に各 l 間の庇 が付く。 建
物の軸方向はN -20° -Eであ
る。 23個の柱穴を検出してい
る。 柱 間 寸 法 は桁行が北か
ら242( 8 尺 ） ・221(7.3尺 ） ．
221 · 221 · 242cm 、 梁 行 が
西 か ら242 · 221 · 221 · 212 

( 7 尺） cm に 復元できる。 全
長 は 桁 行11.5m、 梁 行8.7m、

X=6 
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図99 50SB5平面図
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平面積は100.05mである。 柱穴は身 舎では掘方の 径35~50cm程 の 円 形である。 庇では掘方が径30~
50cm程 の 円 形である。 12個 の柱穴で柱痕 跡を確認 し ている。 想定できる柱径は身 舎で15~25cm程、
庇で10~15cm程である。 50SB3、 50SB6A、 50SB6 B、 50SB7、 50SB22、 50SB20、 50SA1 、 50SA2と空
間的に重複するが、 追構の切り合いはない。
遺物 柱穴からロ ク ロ 及び手づくねの かわらけが少是出土 し ている。

50SB6A 87 -61付近 に位
置する、 7 X 4間で四面庇
の南北棟掘立柱建物跡であ
る （ 図 版 編 図45 · 67 · 68、
図100)。 50次調査で検出さ
れ、 その後の52次調査での
調 査 結 果 か ら、 50SB6A · 
Bの2 棟 の 建物と理解され

た。 1 次・2 次総括 （岩手
県教委2004) でHSB9と し
て 示 し た遺構を 含 む。 ま
た、 5 X 2 間の 身舎 に 、 四
面 に 各 1 間の庇が付く。 建
物 の 軸 方 向 はN -18 ° -E 
で あ る。 28個 の 柱 穴 を検
出 し てい る。 柱間寸法は
桁行が北 から121(4尺） ．
242 ( 8 尺 ）・242 · 242 · 
242 · 242 · 182 ( 6尺） cm、 梁 行が西から121 · 242 · 242 · 182cm に 復元できる。 全長は桁行15.l m、
梁 行7.9m 、 平面積は119.29rrlである。 柱穴は身 舎では掘方が径25~ 45cm程 の 円 形で、 庇で掘方が径
25~35cm程の 円 形である。 8 個 の柱穴で柱痕跡を確認 し ている。 想定できる柱径は身 舎で10~15cm
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程、 庇で12~15cm程である。 50SB6A→50SA1、 50SB6 B→50SB6A→50SB3の新旧関係が確認できる。
50SB5と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴からロ ク ロ 及び手づくねの かわらけが少量出土 し ている。

50S86B 87 -61付近 に位置する、 7 x 4間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である （図版編図45 · 67 · 
68、 図101)。 50次調査で検出され、 その後の52次調査での 調査結果から、 50SB6A · Bの2 棟の 建物
と理解された。 建物の軸方向はN -18° -Eである。 19個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が
北 から212( 7 尺）・242( 8 尺）・242 · 242 · 242 · 242 · 242 · 242cm、 梁行が西から212 · 242 · 242 · 
212cm に 復元できる。 全長は桁行16.6m、 梁行9.lmで、 平面積は151.06面である。 柱穴は掘方が径35
~50cmほどの 円形である。 10個 の柱穴で柱痕跡を確認 し ており、 想定できる柱径は18~25cm程であ
る。 50SB6 B→50SB6A→50SB3の新旧関係が確認できる。 50SB5、 50SB7、 50SA1と空間的 に重複するが、
退構の切り合いはない。
遺物 柱穴からロ ク ロ 及び手づくねの かわらけが少是出土 し ている。
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図 1 01 50SB6B平面図
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50S87 89 -62付近に位置する、
3 X 3 間で 片 庇 の東西棟掘立柱
建物跡である（図版編図45 · 67 · 
68、 図102) 。 50次調査で検出され
た。 3 X 2 間の身舎に 、 北側に 1
間の庇が付く。 建物の軸方向 はN
-17 ° -Eである。 11個 の柱 穴 を
検出 し ている。 柱間寸法は桁行が
248 ( 8 尺） cmの等間に、 梁行が
北から182( 6尺 ） ・242 · 242cm 
に復元できる。 全長 は 桁行7.4m、
梁行6.7m で、 平面積 は49.58 mで
ある。 柱穴 は 身舎では掘方が径30
~ 45cm程の円 形で、 庇が掘方径20~30cmほ どの 円 形である。 11個 の柱穴で柱痕 跡 を 確認 し ており 、
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図 1 02 50SB7平面図

想定できる柱径 は 身舎で18-20cm程 、 庇で15-20cm程である。 50S B10→50S B7の新旧関係が確認で
きる。 50SB5、 50S B6 B、 50SB8、 50SB20 、 50SB22、 50S B23、 50S B26、 50SA2と空間的に重複するが、
遺構の切り 合いはない。

50SB8 89 -64付近に位置する、 5 X 1 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図45 · 46 · 
67 · 68、 図103)。 50次調査で検出された。 建物の軸方 向 はN -16° -Eである。 10個の柱穴 を 検出 し
ている。 柱間寸法は 桁行が北から148(4.9尺 ）・248( 8 尺）・248 · 248 · 148cmに、 梁行が330(11 
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尺 ） cmに復元できる。 桁行方向で北端 l
間 分と南端 l 間分の両端の柱間が狭く、 他
の建物跡との相違が顕著で特徴 的である。
全長は桁行10.4m 、 梁行3.3mで 、 平面積は
34.32団である。 柱穴 は掘方が径20~35cm
程の円形である。 7個の柱穴で柱痕跡を確
認しており 、 想定できる柱径は10~18cm
ほ ど で あ る。 50SB23→50SB8→50SA1の
新旧関係が確認できる。 50SB7 、 50SB10 、
50SB20 、 50SB22と 空 間的に重複するが 、
追構の切り合いはない。

50S89 94 -67付近に位置する 、 6 X 4 
間で四 面庇 の東西棟掘立柱建物跡である
（図版編図53 · 67、 図104)。 50次調資で検
出された。 北
東側は調査区
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外 で 検 出 さ
れ て い な い
が 、 4 x 2 間
の身舎に 、 四
面に 1 間の庇
が付 く とみら
れる。 建物の
軸方向はN -
20 ° -Eで あ
る。 15個の柱
穴を検出して
いる。 柱間寸
法 は 桁 行 が
西から182( 6尺 ） ・224(7.3尺 ）・224 · 224 · 224 · 242 ( 8 尺 ） cm 、 梁行が北から182 · 212 ( 7尺 ） ．
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212 · 182cmに復元できる。 梁行方向で西側の 、 庇の出で柱間が狭い。 全長は桁行13.2m 、 梁行7.9m
で 、 平面積は104.28 面である。 柱穴は 身 舎では掘方が径35~60cm程 の 円 形 、 庇が掘方径20~45cm
程の円 形である。 9個の柱穴で柱痕跡を確認しており 、 想定できる柱径は身 舎で20cm程 、 庇で10~
18cm程である。 精査した柱穴は少ないが 、 柱痕 跡は炭 化物を少量含む黒褐色の シ ルトで確認され 、
掘方埋土は明黄褐色の シ ルトで確認される。 抜き取り痕跡は褐灰色の シ ル ト である。 掘方の底面や埋
土中には10cm程の礫が多量に含まれる。 50SB19 、 50SB24 、 50SB25と空間的に重複するが 、 遣構の
切り合いはない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。
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50S8 1 0  89 -63付 近 に 位 置 す
る、 3 X 3 間で片庇の正方形に近
い南北棟掘立柱建物跡である（図
版 編 図45 · 46 · 67 · 68、 図105)。
50次調査で検出された。 3 X 2 間
の身舎に、 西側に 1 間の庇が付く
と想定した。 建物の軸方 向はN -
16 ° -Eである。 11個 の柱穴を検
出している。 柱 間 寸法は桁行が北
か ら218(7.2尺 ）・206(6.8尺 ） ．
206cm、 梁 行 が233(7.7尺 ） cm
の 等 間 に 復 元 できる。 全長は桁
行6.3m、 梁行2.3m で、 平面積 は
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Y=91 、
9

゜ 1 :  300 !Om 

図 1 05 50S81 0平面図
14.49 国 である。 柱穴は 身 舎では
掘方が径30~45cmほどの円形、 庇では掘方が径30~40cm程の円 形である。 7個の柱穴で柱痕跡を確
認しており 、 想定できる柱径は身舎で18~20cm程、 庇で18~20cm程である。 50SB10→50SB7の新 旧
関係が確認できる。 50SB8、 50SB20、 50SB23、 50SB27と空間的に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
遺物 柱穴からロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが少量出土 し ている。

508B 1 6 89 -66付近に位置する、 3
X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡で
ある（図版編図46 · 67 · 68、 図106)。
50次調査で検出された。 建物の軸方向
はN -13° -Eである。 柱間寸法は桁行
が 西 か ら212( 7尺 ） ・ 212 · 187 (6.2 
尺 ） cm、 梁 行が282(9.3尺）cmに 復
元できる。 全長は桁行6.lm、 梁行2.8
m で、 平面積は17.08 面 である。 柱穴
は掘方 径25 ~ 35cm程 の 円 形であ る。
4 個の柱穴で柱痕跡を確認しており 、
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212 2 1 2  187 □282 
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図 1 06 50S B 1 6平面図
想定できる柱径は15~20cm程である。
50SB17、 50SB28、 50SA2、 50SA7と空 間的 に 重複するが、 遣構の切り 合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが少量出土 し ている。

50S8 1 7  90 -65付近に位置する、 2 X 1 間で無庇の正方形に近い南北棟掘立柱建物跡である（図版
編図46 · 67 · 68、 図107)。 50次調査で検出された。 建物の軸方向はN -12° -Eである。 5 個の柱穴を
検出している。 柱 間 寸法は桁行が484(16尺） cmの、 梁行が242( 8 尺）cmの等間 に 復元できる。 全
長は桁行4.8m、 梁行4.8mで、 平面積は23.04面である。 柱穴は掘方径15~60cm程の 円 形である。 4 個
の柱穴で柱痕跡を確認しており 、 想定できる柱径は10~15cm程である。 50SA2、 50SB16、 50SB28と
空間的に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
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遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねの
かわらけが少量出土している。

50SB 1 8  93 -64付近に位置する 、 3
X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡で
ある （図版編図53 · 67、 図108)。 50次
調査で検出された。 建物の軸方向はN
-12 ° -Eである。 北東側の柱穴は河

川による削平で失われているとみられ
る。 5 個の柱穴を検出している。 柱間
寸法は桁行が242( 8 尺） cmの等間に、
梁行が524 07.3尺） cm に復元できる。
全長は桁行7.3m、 梁行5.2m で、 平面
積 は37.96 面である。 柱穴は掘方 径50
~60cm程の 円 形である。 4個の柱穴
で柱痕跡を確認しており 、 想定で ぎ る
柱径は15~20cm程である。

50S8 1 9  95 -66付近 に位置する 、 5
x 4間で無庇の南北棟掘立柱建物跡で
あ る（ 図 版 編 図53 · 67、 図109)。 50
次調査で検出された。 建物の軸方向
はN - 20° -Eである。 北東側の柱穴は
失 われている。 8 個の柱穴を検出し
ている。 柱間寸法は桁行が北から167

(5.5尺） ・212( 7 尺） ・212 · 212 · 
167cm に、 梁行が221(7.3尺） cm
の等間に復 元 でき る 。 全長は桁
行9.7m、 梁行8.8m で、 平 面 積 は
85.36 111 である。 柱穴は掘方 径45
~60cm程の 円 形である。 3 個の
柱穴で柱痕跡を確認しており 、 想
定 で き る 柱 径 は20cm程 で あ る。
50SB9、 50SB24、 50SB25 と 空 間
的に重複するが 、 遺構の切り合い
はない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づく
ね のかわら け が少量出土してい
る。
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皿 発掘調査の成果

50S820 89 -63付近
に位置する、 4 X 2 間
で総柱の東西棟掘立柱
建 物 跡 で あ る （ 図 版
編 図45 · 46 · 53 · 67 · 
68、 図llO) 。 50次調査
で検出された。 建物の
軸方向はN -18° -Eで
ある。 12個の柱穴を検
出 し て い る。 柱 間 寸
、／去は桁行が324 (10. 7 

X=62 

Y=87 Y=88 Y=89 Y=90 Y=91 

X=63 . ,  -�,, , " ""'  ゞ匁 地'49D ~tへ ＾ o - ッ ' o 

X=64 ― 9マ-- 7ナ人 ～よ入9 よ、、 」 Ill l'Px刃0� I I  o ゜゚

ヽ
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LX
 312 

324 324 324 324 

1 0m 

尺） cmの、 梁行が312
(10.3尺 ） cmの 等間に
復元できる。 全長 は 桁行13m、 梁行6.2mで、 平面積は80.6rrlである。 柱穴は掘方径20-40cm程の 円

図 1 1 0 50S820平面図

形である。 10個の柱穴で柱痕跡を確認 し ており、 想定できる柱径は12~18cm程である。 平面図での
検討から は 、 50SA1→50S B20の新旧 関係が確認できる。 50S B7、 50SB8、 50SB10、 50SB23と空間的
に重複するが、 遺構の切り合いは な い。 柱穴は精査しておらず、 時期には不定な 部分が残る。

50S821 91 -62付近に位置する、 4
X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡で
ある（図版編図53 · 67 · 68、 同111) 。
50次調査で検出された。 建物の軸方向
はN -8° -Eである。 7個の柱穴 を検
出している。 柱間寸法は桁行が西から
212 ( 7尺 ）・ 227(7.5尺 ） ． 212 · 242 

( 8 尺） cmに、 梁行393(13尺） cmに
復 元 できる。 全長は桁行8.9m 、 梁 行
3.9 m で、 平面積は34.71m である。 柱
穴 は掘方径35-40cm程の円 形である。
4 個の柱穴で柱痕跡を確認しており、
想定できる柱径は 8 -18cm程である。
50S B23、 50SB26と空間的に重複する
が、 遺構の切り合いはない。 柱穴は精
査 し ておらず、 時期には不定な 部分が
残る

50SB22 89 -62付近に位置する、 4
X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡で
ある（図版編図45 · 46 · 53 · 67 · 68、
図112)。 50次調査で検出 された。 建
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2
 

辿構 と 出土辿物

物の 軋!1方向はN -20° -Eである。 8 個の 柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が西から206 (6.8尺） ．

212 ( 7 尺）・212 · 206cmに、 梁行が484 (16尺） cmに復元できる。 南側の 桁行柱列で東から 2 個目
の 柱穴 は配置がややずれてお り 、 異なる建物の柱穴の可能性もある。 全長は桁行8.4m、 梁行4.8mで、
平面積 は40.32団である。 柱穴は掘方径25-45cm程の 円 形である。 4 個 の 柱穴で柱痕跡を確認 し てお
り 、 想定できる柱 径 は 8 -12cm程である。 平面図での検討からは、 50SB22→50SA1の新旧関係が確

認できる。 50SB5、 50SB7、 50SB8、 50SB23と空間的に重複するが、 遺構 の切 り 合いはない。 柱穴 は
精査しておらず、 時期には不定な部分が残る。

50S823 90 -62付近に位置する、 4
X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡で
ある（図版編図45 · 46 · 53 · 67 · 68、
図113)。 50次調査で検出された。 建物
の軸方向はN -24° -Eである。 12個 の
柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行
が 西 か ら191 (6.3尺 ）・203 (6.7尺 ） ．
191 · 191cmに、 梁行が北から258 (8.5 
尺 ）・251 (8.3尺 ） cmに 復 元 でき る。
南側の 桁行柱列 で東から3 個目 の 柱
穴 は、 配 置 がややず れる。 全長 は 桁
行7.8m、 梁行5.lmで、 平面積 は39.78面である。 柱 穴 は 掘方径20-30cm程 の 円 形である。 4 個 の 柱
穴で柱痕跡を確認 し てお り 、 想定できる柱径 は10-15cm程である。 平面図での柱穴の切 り 合いから、
50SB23→50SB8の新旧関係が確認できる。 50SB7、 50SB10、 50SB20、 50SB21、 50SB22、 50SB26と空
間的に重複するが、 遺構の切 り 合いはない。 柱穴 は 精査 し ておらず、 時期には不定な部分が残る。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づ く ねのかわらけが少量出土 し ている。
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50S824 94 -67付近に位置する、
x 2 間で総柱も し く は無庇の南北棟掘
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立柱建物跡である （図版編図53 · 67、
図114)。 50次調査で検出された。 建物
の軸方向 はN -17° -Eである。 13個 の
柱穴を検出 し ている。 柱間寸法 は 桁
行が北から197 (6.5尺）・212 ( 7尺） ．
197 · 197cmに、 梁 行 が 西 か ら242 · 
189cmに 復 元 できる。 全 長 は 桁行8.1
m、 梁行4.3m で、 平面積 は34.83 mで
ある。 柱 穴 は 側柱で掘方径20-30cm
程 の 円 形、 建物内部で掘方径25cm程
の 円 形である。 6個 の 柱穴で柱痕跡を確認 し てお り 、 想定できる柱 径 は 側柱で 8 ~10cm程、 建物内
部で 8 cm程である。 50SB9、 50SB19、 50SB25と空間的に重複するが、 遣構 の切 り 合いはない。 柱穴
は 精査 し ておらず、 時期には不定な部分が残る。

197

212

197
197
 

＼

□
日

189

x
|

0
人
Y
{

し 24

10m 

図 1 1 4 50SB24平面図

145 



皿 発掘調査の成果

50S825 94 -68付近に位置する、 4 X 
1 間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である
（ 図版編 図53 · 67、 図115)。 50次調査で
検出された。 建物の軸方向 はN - 8° -E 
である。 8 個の柱穴を検出 し ている。 北
東側の柱穴は失われている。 柱間寸法は
桁行が西から200 (6.6尺）・181 ( 6尺）．
200 · 200cm、 梁行が509 (16.8尺） cmに
復 元 できる。 全長 は 桁行7.8m 、 梁行5.1
m で 、 平面積 は39.78 rrl である。 柱穴 は
掘方径30~ 40cm程の 円 形である。 5個
の柱穴で柱痕跡を確認 し ており、 想定できる柱径 は 8 ~ 15cm程である。 50SB9、 50SB19、 50SB24と
空間的 に重複するが、 遣構の切り合いはない。 柱穴は精査 し ておらず、 時期には不定な部分が残る。
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50S626 90 -62付近に位置する、 4 X 

2 間で無庇の東西棟建物跡である （図版
編図53 · 67 · 68、 図116)。 50次調査で検
出された。 建物の軸方向はN -8° -Wで
ある。 8 個の柱穴を検出 し ている。 柱間
寸法は桁行が酉から212 ( 7 尺）・ 272 (9 
尺 ）・242 ( 8 尺）・212cmに、 梁行が北
から272 (9尺）・261 (8.6尺） cm に 復元
できる。 全長は桁行9.4m、 梁行5.3m で、
平面積 は49.82面 である。 柱穴 は 掘方径
20-60cm程の 円 形である。 1 個の柱穴
で柱痕跡を確認 し ており、 想定できる柱径 は15cm程である。 50SB7、 50SB21 、 50SB23と空間的に重
複するが、 遺構の切り合いはない。 柱穴は精査 し ておらず、 時期には不定な部分が残る。
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図 1 1 6 50S826平面図

50S827 90 -65付近に位置する、 2 X 1 間で
無庇の南北棟掘立柱建物跡である （ 図版編図
46 · 67 · 68、 図117)。 50次調査で検出 された。
建物の軸方向 はN -13° -Eである。 5 個の柱穴
を検出している。 柱間寸法は桁行が218(7.2尺）
cmの等間に、 梁行が251 (8.3尺） cmに復元でき
る。 全長は桁行4.4m、 梁行2.5m で、 平面積 は11
面である。 柱穴 は掘方径25cm程の 円 形である。
4 個の柱穴で柱痕跡を確認 し ており、 想定でき
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図 1 1 7 50SB27平面図
る柱径 は15cm程である。 50SB10建物跡と空間
的に重複するが、 遺構の切り合いはない。 柱穴は精査しておらず、 時期には不定な部分が残る。
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2 辿才翡 と 出土辿物

50S828 89 -66付近に位置する、 2 X 
1 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡であ
る（ 図版編固46 · 67 · 68、 図118)。 50次
調査で検出された。 建物の軸方向はN 
go -Eである。 6 個の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が136(4.5尺 ） cm
の 等 間に、 梁 行が221(7.3尺） cmに 復
元 できる。 全長は桁行2.7m、 梁行2.2m
で、 平面積は5.94面である。 柱穴は掘方
径15~ 25cm程 の 円 形 で あ る。 50SB16、
50SB17、 50SA2 と 空間的に重複するが、
遺構の切り合いはない。 柱穴は精査しておらず、 時期には不定な部分が残る。
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図 1 1 8 50SB28平面図

52S8 1 4  73 -62付近に位置する、
4 X 2 間で無庇 も しくは5 X 3 間で
二 面 庇の東西棟掘立柱建物跡であ
る（ 図版編図31 · 69、 図119)。 2 x
2 間の身舎に東西に庇が付く二面庇

や、 総柱の建物の可能性 も ある。 ま
た、 北側で 2 個の柱穴が柱間寸法
109 (3.6尺 ） cmで柱 筋 の 通 る位置
にあり、 一連の建物を構成する可能
性 も ある。 52次調査で検出された。
建物の軸方向はN -24° -Eである。
14個の柱穴を検出している。 4 X 2 
間の建物の場合、 柱間寸怯は桁行が
227 (7.5尺 ） cmの 等 間 に、 梁 行 が
196 (6.5尺）・ 212( 7尺）cmに復元できる。
北側の庇の出で柱間が狭い。 全長は桁行
9.l m 、 梁行4.lmで、 平面積は37.31rrlで
ある。 柱穴は掘方径35-45cm程の 円 形
である。 6 個の柱穴で柱痕跡を確認して
おり、 想定できる柱径は22cm程である。
52SB14→52SK13の新旧関係が確認でき x�63 

る。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及 び手づくねのか
わらけが出土している。

52S8 1 8  70 -63付近に位置する、 5 X 
3 間で 三 面 庇 の南北棟掘立柱建物跡で

Y=71 

X=60_」

X=62 

X=64 

2
 

7
 
――ーY 

゜

3
 

7
 
―― ーY

 

1 :  300 

4
 

7
 
―― ーY 

X=61 

X=62 

�-�-------- . v 
。 口さい

〇 0 0 

ヽ

1 0m 

図 1 1 9 52S B 1 4平面図

36
36

 

＼，
冒

221

ヽ

2
:：ロ

182
.

212

212

212

182
 

\242

ロ

゜ I :  300 !Om 

図 1 20 52S B 1 8平面図

- 147 -



皿 発掘調査の成果

ある（図版編図26 · 69、 図120)。 52次調査で検出された。 3 X 2 間の 身 舎に、 南・ 北・ 東の三面に
各 1 間の庇が付く。 建物の軸方 向 はN -5° -Eである。 17個の柱穴 を検出している。 柱間寸 法 は 桁行
が182( 6尺）・ 212( 7 尺）・ 212 · 212 · 182cmに、 梁行が西から242( 8 尺）・ 242( 8 尺）・ 191(6.3 
尺） cmに復元できる。 全長は桁行10m、 梁行6.8mで、 平面積 は68面である。 柱穴は身 舎では掘方径
25�45cm程の 円 形で、 深さ は10~24cm程である。 庇では掘方径20�40cm程の 円 形で 、 検出而から
の深さは 5 �25cm程である。 2 個の柱穴で柱痕跡 を 確認しており、 想定できる柱径は13�18cm程で
ある。 52SB18→52SK14の新旧関係が確認できる。

52S8 1 9  64 -56付近に位置する、

5 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物
跡である（図版編図20、 図121)。 52
次調査で検出された。 建物の軸方向
はN -17° -Eである。 14個の柱穴 を
検出している。 柱間寸 法 は桁行が西
から288(9.5尺）・ 212( 7尺）・242

( 8 尺 ） • 303 (10尺 ）• 330 (11尺 ）
cmに、 梁行が西側柱列で北から227

(7.5尺）・ 272(9尺） cmに 、 東側柱
列で北から272(9尺）・227(7.5尺）
cmに 復 元 でき る。 全長 は 桁 行13.8
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図 1 21 52S8 1 9平面図

m 、 梁行5mで、 平面積 は69rrfであ
る。 柱穴 は掘方が径25~40cm程の 円 形で、 検出面からの深さ は11~48cm程である。 4個の柱穴で柱
痕 跡 を 確認しており 、 想定できる柱径は18~24cm程である。 52SC1の延長が想定される位置と空間
的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。

52S82 1 70 -65付近に位置する、 4 X 1 
間で無庇の東西棟掘立柱建物跡である（図
版編図26 · 69、 図122)。 52次調査で検出さ
れた。 なお、 52次概報で示した平面形の一

部 は55SB31の一 部として別の建物 を 構成
したため、 平面形状 を 変更 し ている。 建物
の軸方向はN -12° -Eである。 8 個の柱穴
を 検 出 し ている。 柱 間寸 法 は 桁行が西か
ら272( 9尺）・ 212( 7 尺）・ 212 · 212cm 
に、 梁行が560(18.5尺） cmに復元で き る。
全長 は 桁 行9.lm 、 梁 行5.6m で、 平面積 は
50.96rrlである。 柱穴 は掘方が径20-40cm程の 円形で、 検出面からの深さが14-50cm程である。 5 個
の柱穴で柱痕跡 を 確認しており、 想定できる柱径 は ll-20cm程である。 52SA1と空間的 に 重複する
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が、 遣構の切り合いはない。
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皿 発掘調査の成果

遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが出土している。

52SB25 73 -59付近に位置する、 5 X 4間の四面庇の東西棟掘立柱建物の東側に 7 X 2 間の南北棟
掘立柱建物が付く（図版編図25 · 26 · 31 · 69、 図123)。 52 · 55次調査で検出された。 東西棟は 、 3
X 2 間の身 舎に四面に 1 間の庇が付く。 建物の軸方向はN -10° -Eである。 38個の柱穴を検出 し て
いる。 東西棟の柱間寸法は桁行が西から312(10.3尺 ） ・ 272(9尺 ） ・ 272 · 272 · 393 (13尺 ） cmに、
梁行は北から312 · 272 · 272 · 312cmに復元できる。 身 舎は272cmで柱間寸法に規則性があり、 庇の
柱間寸法がや や 長い。 東側の庇が も っと も 柱間寸法が長い。 全長は桁行15.2m、 梁行11.7mで、 平面
積はl77.84rrlである。 柱穴は身舎では掘方径70~110cm程で円 形 も しくは抜き取り と みられる楕 円 形
で、 検出面からの深さは20~84cm程である。 庇では掘方径40~60cm程で、 検出面からの深さは14
~66cm程である。 南北棟は3 個の柱穴は東西棟と共通である。 柱間寸法は桁行が北から272 · 312 · 
288 (9.5尺 ）・ 288 · 288 · 288 · 312cmに、 梁行が西から242( 8 尺 ） ． 312cmに復元できる。 全長は桁
行20.5m、 梁行5.5m で 、 平面積は112.75 rrlである。 柱穴は掘方径40~ 100cm程で、 検出面からの深
さは25~60cm程である。 身 舎が や や 大きい。 柱痕跡が確認できる柱穴は、 東西棟の身舎で柱径25 ~
35cm程に、 庇で24~30cm程に、 南北棟では25~ 30cm程に想定できる。 柱痕 跡が確認できる柱穴は
浅い遣構が多く、 抜き取り痕の下部に残存した柱痕跡を確認できた も のとみられる。 いくつかの柱穴
(52P936 · P934 · P865 · P944) では礎板を も つ。 柱痕跡は黒色 も しくは黒褐色の粘性の強い上 層 で
確認され、 掘方埋士は黄褐色の粘士質の土層で確認される。 抜き取り痕跡が確認される柱穴が多 く 、 黒
色土のブ ロック が混じる黄褐色の粘上で構成される。 掘方埋士および抜き取り痕跡に礫を多 く 含む柱
穴が多い。 52SE7 、 52SD30 (52SC1の北側側溝のうち旧期の遺構 ） →52SB25の新旧関係が確認できる。
52SK37 、 55SK15 と 空間的に重複する。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが出土している。

52S826 73 -67付 近 に位置する、
4 X 3 間で二面庇の南北棟掘立柱建
物跡である（図版 編 固32 · 70 · 71、
図124)。 31次調査で検出され31SA3
と認識されていた遺構を含み、 52次
調査で全形が検出され建物と認定さ
れた。 3 X 2 間の身舎に、 北と西の
二面に 1 間の庇が付く。 四面庇の可
能性 も あるが、 東辺及び南辺の想定
位置には柱穴が確認されていない部
分が多いため 、 二面庇建物と想定し
た。 建物の軸方向はN -l ° -Eであ
る。 15個の柱穴を検出 し ている。 柱
間寸法は桁行が北から188(6.2尺 ） ．
212 ( 7尺 ）・212 · 188cmに、 梁行は西から188 · 212 · 212cmに復元できる。 全長は桁行 8 m、 梁行6.1
m で、 平而積は48.8面である。 柱穴は身 舎では掘方が径20-35cm程の円 形で、 検出面からの深さは
20-50cm程である。 庇では掘方の径が30-40cm程で 、 検出面からの深さは40-50cm程である。 柱
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2 追梢 と 出 上逍物

痕跡は黄灰色の シ ルトで確認され、 掘方埋土は浅黄色の粘土プ ロック を主に黄灰色の シ ルトを含む。
抜き取りが確認できる物は、 暗灰黄色の シ ル ト に浅黄 色の粘土 ブ ロック を含むj___局で埋め戻される。
31SB6と空間的に重複するが、 辿構の切り合いは な い。

52SB27 69 -56付 近 に 位 置
する 、 3 ( 4 ) X 2 間で無庇
の東西棟掘立柱建物跡である

（ 図版編図25、 図125)。 52次調
査及び56次調査で検出された。
建物の軸方向はN -9° -Eであ
る。 9個の柱穴を検出してい
る。 桁行の柱穴は3 個の検出
だが、 東側の柱間寸法が長い
ため、 一部の柱穴が失われて
いる可能性がある。 柱間寸法
は桁行が西から212( 7 尺）．

X 55: 

/6P;:
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:6/0600

Y

|［口〗ロロ ニ］
゜

X=56 ― 

X= 
0 I :  300 

図 1 25 52SB27平面固

1 0m 

272 (9尺） ． 454 ( 15尺） cmに、 梁行は242cmの等間に復元できる。 全長は桁行9.4m、 梁行4.8mで、
平面積は45.12rrlである。 柱穴は掘方径が25-50cm程の円 形である。 5 個の柱穴で柱痕跡を確認 し て
おり、 想定できる柱径は 8 ~15cm程である。 56SE2と空間的に重複する。 精査 し ておらず、 切り合
いは不明確 な部分が残る。

55SB5 78 -52付近に位置する、 7 X 4 間で二面庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版 編図30 · 
37 · 65、 固126)。 7 X 2 間の身舎に 、 東西の二面に 1 間の庇が付 く 。 このほか、 北から2 間目の柱列
には身舎内に柱穴が 1 個検出されている。 55次調査で検出された。 建物の軸方向はN - 6° -Eである。
34個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が北から212( 7 尺 ）・ 242( 8 尺 ） ・ 242 · 242 · 212 · 
242 · 242cmに、 梁行が西から303 (10尺）・242 · 242 · 212cmに復元できる。 全長は桁行16.lm、 梁行
10mで、 平面積は161面である。 柱穴は北側の柱列で掘方径が30~40cmとやや小 型である。 その他は
身 舎では掘方径55~70cm程、 検出面からの深さは30~60cm程である。 庇では掘方径50~70cm程で、
検出面からの深さは10~20cmである。 13個の柱穴で柱痕跡を確認しており、 想定できる柱径は身 舎
では20cm程 、 庇では15cm程である。 抜き取りが確認できるものが多 く 、 柱痕跡が確認できる柱穴も
抜き取り痕等の下部に残存した柱痕跡を確認した状況とみられる。 柱痕跡は黒褐色を主体に、 炭化物
や焼土粒、 黄褐色粘土ブ ロック を含む土層で確認される。 掘方埋土は淡黄色の粘土 ブロック で確認さ
れる。 柱穴の最下部に礎板の痕跡と想定できる土層が確認できる柱穴もある。 抜き取り痕跡は炭化 物
や焼土粒を含む黄褐色土の粘土 ブ ロックや黒褐色土で埋め戻される。 55SK42→55SB5→55SB6の新旧
関係が確認できる。 55SB17と空間的に重複するが、 辿構の切り合いはな い。
遺物 柱穴からかわらけが出土している。 ロ ク ロ かわらけでほぼ占められ、 手づ く ねかわらけと判断
できるのは2 片のみである。 柱穴から出土した資料 5 点を図示した。 ロ ク ロ かわら けだが、 い ずれも
細 片が多く 、 器形を復元したものの全形は復元できてい な い。 柱状高台を含む。
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m 発掘調査の成果
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55S86 76 -52付近に位置する、 6 X 6間で総柱のほ ほ正方形の南北棟掘立柱建物跡である（図版
編図30 · 37 · 65、 図127)。 55次調査で検出された。 建物の軸方向はN -8° -Eである。 46個の柱穴を
検出している。 柱間寸法 は桁行が北から300 oo尺） ． 330 (11尺） ． 330 · 360 (12尺） ． 330 · 300cmに 、
梁行が西から300 oo尺）． 300 · 330 · 270 (9尺） ． 300 · 330cmに復元できる。 全長は桁行19.8m、 梁
行18.3mで、 平面積 は362.34rrlである。 柱穴 は西端部の柱列が掘方径30-50cm程で検出面からの深さ
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2 辿構 と 出土辿物
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皿 発掘調査の成果

が10~20cm程とやや小 型で 、 東端部の柱列が掘方径40~50cm程で、 検出面からの深さは5~20cm 
程である。 その他の柱穴は掘方径60~70cm程の円 形で、 径20~50cm程の抜き取り痕が付く。 11個で
柱痕跡を確認 し ており、 想定できる柱径は20~30cm程である。 抜き取り痕をもつものが多 く 、 確認
された柱痕跡も同様 に抜き取りが行われた下部に残存した柱痕跡を確認 し た状況とみられる。 柱痕跡
は黒褐色や褐灰色の シ ル ト に黄橙粘上の ブ ロック が混 じる土層で確認され、 掘方埋土は黄橙色の粘土
ブ ロック に炭化物や礫、 黒褐色や灰褐色の シ ル ト が混じる。 抜き取り痕跡で確認できる柱穴が多い
が、 これらは礫や炭化物、 焼土粒を含み黄橙色の粘土を主体に黒色土などの シ ル ト プ ロック が混 じる
土層で埋め戻される。 柱間寸法からは 2 棟程度の建物に分離する可能性もあるが、 柱筋の軸方向は同
ーで重複もないため 1 棟の建物と把握した。 55SB5→55SB6の新旧関係が確認できる。
遺物 柱穴からかわらけが出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけで 占められ、 手づ く ねかわらけと判断でき
るのは 1 片のみである。 いずれも細片で、 摩滅が著しい資料が多い。

55S88 82 -58付近 に 位置する、 6 X 3 間 で三 面庇の東西棟掘立柱建 物跡である（図版編図37 · 
38 · 65、 図128)。 4 x 2 間の身舎に、 東・ 南 ・ 西の三面 に 各 1 間の庇が付 く 。55次調査で検出された。
建物の軸方向はN -4° -Eである。 22個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が西から121(4尺） ．
197 (6.5尺）・197 · 197 · 197 · 121cmに、 梁 行が北から230(7.6尺） ・ 230 · 121cm に 復 元 できる。 全
長は桁行10.3m、 梁行5.8mで、 平面積は59.74m'.である。 柱穴は身舎では掘方径30~50cm程の 円形で、
検出面からの深さは15~50cm程である。 庇では掘方径25~50cm程の円 形で、 検出面からの深さは20
~50cm程である。 10個の柱穴で柱痕跡を確認しており、 想定できる柱径は身舎で15cm程、 庇で15~
18cm程である。 55SB8→55SK60の新旧関係が確認できる。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけで 占められ 、 手づく
ねかわらけは少ない。 ロ ク ロ かわらけ 2 点を図示 し た。
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55S89 82 -57付近に位置する 、 4 X 3 間で二面庇の東西棟掘立柱建物跡である （図版編図37 · 65、
図129)。 3 X 2 間の身舎に、 北・東の二面に各 l 間 の庇が付 く 。 55次調査で検出された。 1 · 2 次総
括でHSB3とした建物を含む（岩手県教委2004) 。 建物の軸方向はN -9° -Eである。 15個の柱穴を検
出している。 柱間寸法は桁行が西から160(5.3尺）・ 212( 7尺）・ 242( 8 尺）・121 (4尺） cm に、 梁
行が北から121 · 260 (8.6尺）・ 242cmに復元できる。 全長は桁行7.4m、 梁行6.2mで、 平面積は45.88
mである。 柱穴は身 舎では掘方が径25-35cm程の 円 形で、 検出面からの深さは15-50cm程である。
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2 辿梢 と 出 土辿物

庇では掘方が径25~40cm程の円形で、 検出面からの深さは25~40cm程である。 8 個の柱穴で柱痕跡
を確認しており、 想定できる柱径は身舎で13~18cm程、 庇で10~15cm程である。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。 ロ ク ロ かわらけ 1 点を図示 した。
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55S 6 1 0 84 -57付近に位置す
る、 4 ( 5 )  X 2 間で片庇の東
西棟掘立柱建物跡である （図版
編図37 · 45 · 65、 図130) 。 3 X 
2 間の身舎に、 東側に 1 間の庇
が付く。 西側に 1 間の庇が付き
二面庇になる可能性もあるが、
柱穴が確認されていない箇所が
多 く 、 柱間寸法も勘案して片庇
と 想 定した。 55次調査で検出
された。 1 · 2次総括でHSB2と
し た遺構を含む （岩手県教委2004)。 建物の軸方向はN - 10° -Eである。 12個の柱穴を検出している。

柱間寸法は桁行が西から197(6.5尺 ） ． 394(13尺）・197 · 121 ( 4 尺） cmに、 梁行が北から242cm( 8  
尺） の等間に復元できる。 全長は桁行9.lm、 梁行4.8mで、 平而積は43.68面である。 柱穴は掘方径30
~55cm程の 円 形で、 検出面からの深さは10~50cm程である。 図面上の検討では、 柱穴と重複から
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! Om 

図 1 30 55S8 1 0平面図

55SB10→55SX1の新旧関係をもつ可能性がある。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づ く ねかわらけが出土している。

55S8 1 1 82 - 54付近に位置する、 5 X 3 間で片庇の東西棟掘立柱建物跡である （図版編図37 · 65 · 
66、 図131) 。 5 X 2 間の身舎に、 南側に 1 間の庇が付く。 北側に建物が延びる余地があろうが、 河川
に よ る削平を受けて失われている。 55次調査で検出 された。 1 · 2 次総括でHSB6とした遺構を含む
（岩手県教委2004)。 建物の軸方向はN -15° -Eである。 13個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行
が西から242( 8 尺）・242 · 242 · 242 · 251 (8.3尺） に、 梁行が北から200(6.9尺 ） ・ 227(7.5尺 ）・191(6.3 
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m 発掘調査の成果

尺 ） cmに復 元できる。 全
長 は桁行12.2m、 梁行6.2m
で、 平面積 は75.64 面 であ
る。 柱穴 は 身舎では 1 個を
除いて掘方 径20~40cm程
の 円 形 で、 検出面からの
深さは 11~12cm程である。
庇 で は 掘方 径30~40cm程
の 円 形 で、 検出 面からの
深 さ は6~22cm程である。
55SB12、 55SB13、 55SB14
と空間的に重複するが、 遺
構の切り合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及 び
手づくねかわらけが出上している。

Y =81 Y =82 Y =83 Y =84 Y =85 

x =54 -j ('ill:i!J- 令(. I ヽ、 I I I � 

X =56 

X =57 一

55S8 1 2  82 -54イ寸
近 に 位 置 す る、 6
X 4 間で 四 面 庇 の
東 西 棟 掘 立柱 建 物
跡 で あ る （ 図 版 編
図37 · 65 · 66、 図
132) 。 4 X 2 間の身
舎に、 四面に各 l 間
の庇が付き、 西側に
さらに 1 間の孫庇が
付く。 55次調査で検
出 さ れ た。 1 · 2 
次 総 括でHSB7とし
た 遺 構 を含 む （岩
手 県 教 委2004)。 建
物 の 軸 方 向 はN -
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14° -Eである。 20個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が西から181 ( 6尺 ） ・212 ( 7 尺 ） ・ 242
( 8 尺 ） ・ 212 · 212 · 242cmに、 梁行が北から242 · 242 · 212 · 212cmに復元できる。 全長 は13m、 梁
行9.lm で、 平面積 は 118.3m'である。 柱穴 は 身舎では掘方が径40~60cm程の 円 形で、 検出面からの深
さ は10~20cm程である。 庇では掘方が径35~45cm程の 円 形で、 検出面からの深さは10~15cm程で
ある。 孫庇では掘方が径30~40cm程の 円 形で、 検出面からの深さは25cm程である。 8 個の柱穴で柱
痕跡を確認しており、 想定できる柱径 は 身 舎では20cm程、 庇では18cm程、 孫庇では18cm程である。
55SD17→55SB12→55SD18の新旧関係が確認できる。 55SB11、55SB13、55SB14と空間的に重複するが、
遺構の切り合いはない。
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2 辿構 と 出土辿物

遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づ く ねかわら けが出土している。

55SB 1 3  83 -54付近に位置す
る、 4 X 1 間で無庇の東西棟掘
立 柱建物跡である（ 図 版 編 図
37 · 65 · 66、 図133) 。 55次調査
で 検 出 さ れ た。 1 · 2次総 括で
HSBlとした遺構を含む（岩手
県教委2004)。 建物の軸方向は
N -13° -Eである。 6個の柱穴
を検出している。 柱間寸法は桁
行が212 ( 7尺） cmの 等間に、

X =54 

x =55 

\
 二こ24

X =56 ー乙 ・:---.- _o �之ご
ー (l-lfミ

0 I :  300 I Om 

図 1 33 55S B 1 3平面図
梁行が424 (14尺） cmに復元で
きる。 全長は桁行8.5m、 4.2m に、 平面積は35.7面である。 柱穴は掘方が径30~55cm程の 円 形で、 検
出面からの深さは10~30cm程である。 2 個の柱穴で柱痕跡を確認しており、 想定できる柱径は18cm
程である。 55SB13→55SB14の新旧関係が確認できる。 55SB11、 55SB12と空間的に重複するが、 遺構
の切り合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが出土している。

55S8 1 4  83 -54付近に位置
する、 3 X 1 間で無庇の東西
棟掘立柱建物跡である（図版
編図37 · 65 · 66、 図134)。 55
次調査で検出された。 1 · 2次
総 括でHSBlOと した 遣 構 を
含む（岩手県教委2004) 。 建
物の軸方向はN -20° -Eであ
る。 5 個の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が242 ( 8
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X =SS 
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図 1 34 558 B 1 4平面図
尺） cmの等間に、 梁行が330
(11尺） cmに復元できる。 全長は桁行7.3m、 梁行3.3mで、 平面積は24.09rrfである。 柱穴は掘方が径
40~45cm程の円 形で、 検出面からの深さは13~40cm程である。 1 個の柱穴で柱痕 跡を確認してお
り、 想定できる柱径は20cm程である。 55SB13→55SB14の新旧関係が確認できる。 55SB11、 55SB12
と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが出土している。

55S8 1 6  79 -57付近に位置する、 3 X 1 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図37 · 65 、
図135) 。 55次調査で検出された。 建物の軸方向はN -13° -Eである。 8 個の柱穴を検出している。 柱
間 寸法は桁行が北から230 (7.6尺）・230 · 212 ( 7尺） cmに、 梁行が330 (11尺） cmに復元できる。
全長は桁行6.7m 、 梁行3.3mで、 平面積は22.11rrfである。 柱穴は掘方が径20-60cm程の 円形である。
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皿 発掘調査の成果

遺物 柱穴は精査 し ていないが、 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが少量出士している。
かわらけ l 点を図示した。
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79 -54付近に位置する、
l 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である

（図版編図37 · 65、 図136)。 55次調査で検
出された。 建物の軸方向はN -7° -Eであ

4個の柱穴を検出している。 柱 間 寸
法 は桁行が北 から230 (7.6尺 ） ・242( 8  
尺）・212( 7尺） cmに、 梁行が454(15尺）
cmに復 元 で き る。 全長は桁行6.8m、 梁
行4.5m で、 平面積は30.6 rrfである。 柱穴
は掘方が径40~65cm程の 円形で、 検出面
からの深さが 7~20cm程である。 55SB5
と空間的に重複するが、 遺構の切り 合い

55SB 1 7 

る。

3 X 

はない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわ
らけが少量 出士している。

55SB 1 8 75 -55付 近 に
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位 置する、 4 X 3 闇 で二
面庇の南北が長軸となる
東 西 棟 掘 立 柱 建 物 跡 で
あ る（ 図 版 編 図30 · 31 · 

図137)。 南 北 が東西
よ り 長いが、 身 舎の柱配
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゜
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゜ ゜
置 か ら 東 西 軸 と し て 記
す。 55次調査で検出され ゜ ゜
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図 1 37 55S B 1 8平面図
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2 辿梢 と 出土辿物

た。 建物の庫訓方向はN -8° -Eである。 14個の柱穴 を検出している。 柱間 寸法は桁行が230(7. 6尺）
cmの 等 間 に 、 梁行が北から230 · 230 · 230 · 270 (9尺） cmに復元できる。 全長は桁行6.9m、 梁行
9.6mで、 平面積は66.24mである。 柱穴は身 舎では掘方が径25~40cm程の 円 形で、 検出面からの深
さは5~15cm程である。 庇では掘方が径25~35cm程の 円 形で、 検出面からの深さは 6~20cm程で
ある。 4個の柱穴で柱痕 跡を確認 し ており、 想定できる柱径は 身 舎で15cm程、 庇で15cm程である。
55SB18→55SK38の新旧関係が確認できる。

55SB 1 9  76 -63付近に位置する、 9 X 2 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図32 · 69、
図138) 。 55次調査で検出された。 建物の軸方向はN -8° -Eである。 20個の柱穴を検出している。 柱
間 寸法は桁行が北から121(4尺）・121 · 91 ( 3 尺 ）・ 121 · 91 · 91 · 121 · 121 · 212 ( 7 尺） cmに、
梁行が西から272(9尺） ・242( 8 尺） cmに復元できる。 桁行方向の柱間が狭く、 規則性が弱い。 全
長は桁行10.9m、 梁行4.8mで、 平面積は52.32面である。 柱穴は40~ 45cm程の 円 形で、 検出面からの
深さは5~35cm程である。 柱痕 跡が確認でき、 想 定できる柱径は18~25cm程である。 抜き取りの痕
跡が 1 個の柱穴で確認できる(55P205) 。 また、 5 個の柱穴(55Pl25 · 141 · 143 · 185 · 202) で平瓦
が底面に置かれ、 瓦による礎板が確認できる。 瓦は平瓦 l 類としたものである。 柱痕跡は灰黄褐色 シ
ルトに、 黄橙色粘土 ブ ロック を少量含む土層で確認され、 掘方埋土は黄橙色の粘土を主に褐灰色や灰
黄褐色の シ ル ト ブ ロック を含む士層で確認される。 抜き取り痕跡は黄橙色の粘士ブ ロック を含む土層
で埋め戻される。 36SA2→55SB19の新旧関係が確認できる。 55SB29と空 間的に重複するが 、 遣構の
切り合いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが少量出土している。 ロ ク ロ かわらけ l 点を図示した。
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図 1 38 55S8 1 9詳細図

55S820 77 -66付近に位置する、 5 X 2 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図32 · 71 · 
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m 発掘調査の成果

72、 図139) 。 28 · 55次調査で検出さ
れ 、 59次調査で再度確認された。 建
物の軸方向はN -12° -Eである。 13
個の柱穴を検出している。 柱間寸
法は桁行が北から242 ( 8 尺）・ 230
(7.6尺 ）・ 242 · 242 · 242cm に、 梁
行 が 西 か ら281 (9.3尺 ） cmの 等 間
に 復元できる。 全長は桁行12m 、 梁
行5.6m で、 平面積は67.2rrl である。
柱穴は掘方が径45~60cm程 の 円 形
で、 検出面からの深さは10~35cm
程である。 柱 痕 跡は 灰 黄色 シ ル ト
で、 掘方埋土は地山とみられる黄褐
色粘土で確認される。 抜き取り 痕跡
は灰黄褐色 シ ル ト を主体に、 黄褐色
粘土プ ロ ッ ク を多く含む土層で埋め
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Y=74 Y=75 Y=76 Y=77 
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図 1 39 55S820平面図

戻される。 55SB20→28SA1の新旧関係が確認できるが、 固面の記載からは判然としない部分が残る。
31SB7、 55柱列 l と空間的に重複するが、 遣構の切り 合いはない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。

55S82 1 79 -65付近に位置する、 3 X 1 間で無
庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図38 · 71 · 
72、 図140)。 55次調査で検出された。 建物の軸方
向はN - 12° -Eである。 8 個の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が北から212( 7尺）・ 230(7.6 
尺）・ 230cmに、 梁行が242 ( 8 尺 ） cm に復元できる。
全長は桁行6.7m 、 梁行2.4mで、 平面積は16.08m'.で
ある。 南 側の梁行柱列 は2 間の可能性もある。 柱
穴は掘方が径40~45cm程の 円 形で、 検出面からの
深さは10~24cm程である。 平面図での記載からは
55SA1→55SB21の新旧関係が確認できる。 55SB21
と55柱列2が平行し、 55SA1→55柱列2の新旧関係 と
みられることからも、 55SA1→55SB21の新旧関係
が窺える。 55SB21 と 55柱列2は軸方向が一 致しており 、 関連が想起される。
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230

 

入
口
口
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図 1 40 55S821 平面図

遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づ く ねかわらけが出土している。

55S623 75 -65付近 に位置する、 4 X 1 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図32 · 69、
図141) 。 28 · 55次調査で検出され、 59次調査で再度確認された。 建物の軸方向はN -20° -Eである。
9個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が北から272 (9尺 ）・ 182 ( 6尺）・ 182 · 182cmに、 梁
行が288 (9.5尺） cmに復元できる。 全長は桁行8.2m 、 梁行2.9m で、 平面積は23.78 面である。 柱穴
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2 辿梢 と 出土追物

は掘方が径25-45cm程の円 形で、 検出面から
の深さは10-20cm程である。 31SB7、 36SA3、
36SA4と空間的 に重複するが、 遺構の切り合い
はない。

55S824 77 - 62付近に位置する、 3 x 3 間で
無庇のほぽ正方形を呈する掘立柱建物跡である

（図版編図31 · 69、 図142)。 55次調査で検出さ
れた。 建物の軸方向はN - 6° -Eである。 12個
の柱穴で検出 し ている。 柱間寸法は、 便宜的に
南北方向の桁行が212 ( 7尺） cmの等間に、 東
西方向の梁行が212 ( 7尺） cmの等間 に復元で
きる。 全長は桁行6.4m、 梁行6.4m で、 平面積
は40.96rrlである。 柱穴 は 掘方が径30~40cm程
の 円 形で、 検出面からの深さ は10~28cm程で
ある。 5個の柱穴で柱痕跡を確認しており、 想
定できる柱径 は12~20cm程である。 55SB27、
55SB29と空間的 に 重複するが、 遺構の切り合
いはない。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが
出上している。
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55S825 80 -67付近 に 位置する、 3 X 1 間
で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編
図38 · 39 · 70 · 71、 図143)。 28 · 55次 調 査 で
検出され、 59次調査で再度確認された。 建物
の軸方向 はN -1 ° -Eである。 7 個の柱穴を検
出 し ている。 柱間寸法は桁行が北から212 ( 7  
尺） ・212 · 242 ( 8 尺） cm に、 梁行が393 (13 
尺） cm に 復元できる。 全長は桁行6.7m、 梁行
3.9mで、 平面積 は26.13 rrlである。 柱穴は掘方
が径20-50cm程の 円 形で、 検出面からの深さ
は5-30cm程である。 2 個 の柱 穴 で柱 痕 跡を
確認 し ており、 想定できる柱径は10cm程であ
る。 55SB25→55SX2の新旧関係が確認できる。
28SB6と空間的に重複するが遣構の切り合いは
少なく、 55次調査時で既に完掘されており新旧
は不明である。
遺物 柱穴から ロ ク ロ 及び手づくねかわらけが出土している。
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55S827 76 -62付 近 に 位 置 す
る、 3 X 1 間で無庇の東西棟掘
立柱建物跡である（図版編図31 · 
69、 図144)。 55次 調 査で検出 さ
れた。 建物の軸方向はN - 4° -E 
である。 6個の柱穴 を検 出 して
いる。 柱間寸法は桁行が318 (10.5 
尺） cmの等間に、 梁行が484 (16 
尺） cmに復元できる。 全長は桁
行9.5m 、 梁行4.8m で、 平面積は
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図 1 44 55S827平面図

45.6面である。 柱穴は掘方が径25
�30cm程の円 形で、 検出面からの深さは10�22cm程である。 4個の柱穴で柱痕跡を確認 し てお り 、
想定できる柱径は13�2ocm程である。 55SB24と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 柱穴からかわらけが少量出土 し ている。

55S829 77 -63付近に位置する、 4 X 1 間で無庇の
南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図31 · 32 · 69、 図
145)。 55次調査で検出された。 建物の軸方向はN - 7°

-Eである。 8 個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は
桁行が北から182( 6尺 ） ・ 212 ( 7尺 ） ・ 212 · 182cm 
に、 梁行が409(13.5尺） cmに復元できる。 全長は桁
行7.9m、 梁行4. lmで、 平面積は32.39rrlである。 柱穴
は掘方が径20-30cm程の 円 形で、 検出面からの深さ
は10~22cm程である。 4 個の柱穴で柱痕 跡を確認し
てお り 、 想定できる柱径は10cm程である。 55SB19、
55SB24と空間的に重複するが 、 遺構の切り 合いはな
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し ‘ ゜
遺物 柱穴からかわらけが少量出土している。

56S 8 1  59 -52付 近 に 位 置
する、 3 (4) X 2 (3 ) 間
で無庇も し く は三面庇の東西
棟掘立柱建物跡である（図版
編図14、 図146)。 3 x 2 間の
無庇の建物も し く は3 X 2 間
の 身 舎 に 西 ・ 北 ・ 東の三而に
各 l 間の庇が付く三面庇の建
物と想定できる。 身 舎と庇で
柱穴の規模が大きく異なり、
確認されていない場所も複数

x
 

入‘
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図 1 46 56S 8 1 平面図
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2 追構 と 出 土辿物

みられる。 規模などからは南側にも庇が付く四面庇の形状も想定できるが、 後世の溝により 柱穴の想
定位置が失われており確定できない。 1 1次調査で検出 され(11次2号建物）、 56次調査で再度確認さ
れた。 建物の軸方向はN -7° -Eである。 20個の柱穴を検出している。 三面庇建物とみた場合、 柱間
寸法は桁行が西から242( 8 尺）・242 · 242 · 242 · 264 (8.7尺 ） cmに、 梁行が北から203(6.7尺）・272(9 
尺）・272cmに復 元できる。 全長は9.9m、 梁行7.5mで、 平面積は74.25 mである。 無庇とみ た場合、
柱間寸法は桁行が242cm、 梁行が272cmの等間に復元でき、 全長は桁行7.3m、 梁行5.4mで、 平面積
39.42面である。 柱穴は身舎では掘方が55~80crn程の楕 円 形、 庇では30~40crn程の円形である。 2 個
の柱穴で柱痕跡を確認しており 、 想定できる柱径は15~20crn程である。 56SB2→56SB1の新旧関係が
確認できる。

56S82 59 -51付
近に位置する 、 3
( 5 )  x 2  (4) 間
で無庇もしくは 四
面庇の東西棟掘立
柱 建 物 跡 で あ る

（ 図 版 編 図14、 図
147)。 3 X 2 間の
無庇建物も し くは
3 X 2 間の 身 舎に
四 面に各 1 間の 庇
が付く四 面 庇 建物
が 想定できる。 四
面庇とみた場合に、
身 舎と庇の軸方向
がやや異なる。 1 1次調査で検出され ( 1 1次 1号建物）、 56次調査で再度確認された。 建物の軸方向は
身舎部分で、 N -19° -Eである。 25個の柱穴を検出している。 四面庇建物とみた場合、 柱間寸法は桁
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図 1 47 56S82平面図

行が西から242( 8 尺）・230 · 242 · 230 · 242cm に、 梁行が北から242 · 242 · 242 · 272 (9尺） cmに
復元できる。 全長は桁行11.9m、 梁行10mで、 平面積は1 19rdである。 無庇とみた場合、 柱間寸法は
桁行が230 · 242 · 230cm、 梁行が242cmの等間に復元でき、 全長は桁行 7m、 梁行4.8m で平面積33.6
mである。 柱穴は身 舎では掘方が径60~80cm程の楕 円 形で、 一部に長軸120cm程の規模をもつ柱穴
がある。 庇では掘方が径50~75cm程の 円 形で、 一部が25cm程と小 型である。 3 個の柱穴で柱痕跡を
確認しており、 想定できる柱径は15~25cm程である。 56SB2→56SB1の新旧関係が確認できる。

56S83 57 -51付近に位置する、 4 X 3 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である （ 図版編図14、 図
148)。 56次調査で検出された。 建物の軸方向はN -2° - Wである。 10個の柱穴を検出 し ている。 柱間
寸法は桁行が北から242( 8 尺 ） ・242 · 242 · 303 (10尺） cmに、 梁行が西から191 (6.3尺）・191 · 152 

(5尺） cmに復元できる。 全長は桁行10.3m 、 梁行5.3mで、 平面積は54.59面である。 柱穴は掘方が径
35~40cm程の円 形である。 4 個の柱穴で柱痕跡を確認しており、 想定できる柱径は12~ 15cm程であ
る。 周囲に分布する整地層(56整地層 ） より 新 し い。 56SB5と空間的に重複するが、 遺構の切り合い
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m 発掘調査の成果

はない。
X=50 

56SB4 57 -49付近に位置する、 5 X 2 間 で無
庇の東西棟掘立柱建物跡である（図版編図14、 図
149)。 56次調査で検出された。 建物の軸方向はN
-3° -Eである。 13個の柱穴を検出している。 柱
間 寸 法は桁行が西から242 ( 8 尺）・182 ( 6尺） ．
182 · 212 ( 7尺）・191 (6.3尺） cmに、 梁行が北
から212 · 230 (7.6尺） cmに復元できる。 身 舎の
内部に柱穴が 1 個確認でき、 一連の建物跡とみら
れる。 全長は桁行10.lm、 梁行4.4mで、 平面積は
44.44mである。 柱穴は掘方が径20~40cm程の円
形である。 4個の柱穴で柱痕跡が確認でき、 想定
できる柱径は10~20cm程である。 周囲に分布す
る整地層 (56整地層） よ り 新しい。

56SB5 57 -53付 近 に 位 置 す る、
3 X 1 間で無庇の南北棟掘立柱建物
跡である（図版編図14、 図150)。 56
次調査で検出された。 建物の軸方向
はN -2° -Wである。 6個の柱穴を
検出している。 柱間寸法は桁行が北
か ら 106 (3.5尺） ． 303 (10尺） cmに、
梁行が242 ( 8 尺） cmに復元できる。
全長は桁行4. l m、 梁 行2.4m で、 平
面積9.84111である。 柱穴は掘方が径
20�25cm程の 円 形である。 1 個 の
柱穴で柱痕跡が確認でき、 想定でき
る 柱 径 は10cm程 で あ る。 56SB3と
空 間的に重複するが遺構の切 り 合いはない。
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72S81  60 -41付近に位置する、 4 X 3 間 で二面
庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図13 · 18、
図151) 。 72次調査で検出された。 平泉遺跡調査会に
よる10次調査で3 X 3 間 以上の大型の建物が想定さ
れていた遺構である。 建物の軸方向はN -17° -Eで
ある。 17個の柱穴を検出している。 3 X 2 間の 身 舎
に、 西・ 南の二面に 1 間の庇が付く。 柱間寸法は桁
行が242 ( 8 尺） の、 梁行が242 ( 8 尺） の等間に復
元できる。 全長は桁行9.7m、 梁行7.3m で、 平面積

゜ l :  300 10m 

図 1 49 56S84平面図
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図 1 50 56SB5平面図
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は70.81 rrfである。 柱穴は 身 舎では
掘 方が径85~ 100cm程の 円 形で、 検
出 而 から の 深 さ が44cm程 である。
庇では掘方が径100cm程 の 円 形で、
検出面から の 深 さが27~38cm程で
ある。 11個 の柱穴で柱痕跡が確認で
き 、 想定で き る柱径は30cm程であ
る。 柱痕跡は炭化物を含み、 灰黄褐
色 シ ルトに地山とみられる黄褐 色粘
土 ブ ロック が混じる。 掘方埋土は炭
化物を少量含む黄橙色 シ ルトと灰褐
色 シ ルトが混じる土 恩 で確認され
る。 72SA1、 72SA2と空間的に重複
するが、 遺構の切り 合いはな い。
遺物 柱穴からかわらけが少量 出土
している。
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88 - 98付 近 に 位 置 す る、
2 X 1間で無庇のほぽ正方形に近い
東西棟掘立柱建物跡である （図版編
図50、 図152) 。 21次調査範囲に位置

1 · 2 次総括で建物として報告
した （ 岩手県教委2004) 。 建物 の 軸
方向はN -23° -Eである。 6個 の柱
穴を検出 している。 柱間寸法は桁行
が西から203 (6.7尺） cmの 等間に、
梁行が450(14.8尺）cmに復元で き
る。 全長は桁行4.lm、 梁行4.5mで、 平面積は18.45面である。 柱穴は掘方が径35~50cm程の 円 形で、

検出面からの深さは16~40cm程である。 HSB13→HSB14の 新旧関係が確認で き る。 HSB15と空間的

に重複するが、 遺構の切り 合いはな い。
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88 -98付 近 に 位 置 す る、
3 X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物
跡である （図版編図50、 図153) 。 21
次調査範囲に位置し、 1 · 2 次総括
で建物として報 告した （ 岩 手県教
委2004) 。 建物の軸方向はN -24° ―

Eである。 8 個 の柱穴を検出してい
る。 柱間寸法は桁行が四から212 ( 7
尺 ）・ 182 ( 6尺）・182cmに、 梁 行
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m 発掘調査の成果

が390 (12.9尺） cmに復元できる。 全長 は桁行5.8m 、 梁行3.9mで、 平面積 は22.62mである。 柱穴 は
掘方が径30-40cm程の円 形で、 検出面からの深さは40cm程である。 HSB13→HSB14の新旧関係が確
認できる。 HSB15と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。

HSB 1 5 88 -98付近に位置す
る、 4 X 1 間で無庇の東西棟掘
立柱建物跡である（図版 編 固
50、 図154) 。 21次調査範囲に位
置し、 1 · 2 次総括で建物とし
て報告した（岩手県教委2004) 。
南西端に 1 X 1 間の建物が付く
と想定した。 建物の軸方向はN
-17 ° -Eである。 11個 の 柱 穴
を検出している。 主要部の柱間
寸法は桁行が西から182 ( 6尺）．
182 · 189 (6.2尺）・242 ( 8 尺）
cmに、 梁行が400 (13.2尺） cm
に復元できる。 全長 は 桁行7.9
m 、 梁行4mで、 平面積 は31.6mである。 柱穴 は掘方が径20-40cm程の 円 形で、 検出 面からの深さ
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は17-44cm程である。 HSB13、 HSB14と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。

HSB 1 6 88 -98付 近 に 位 置 す る、
2 X 2 間で無庇の東西棟掘立柱建物
跡である（ 図版編図50、 図155) 。 21
次調査範囲に位置し、 1 · 2 次総括
で建物として報告した（岩手県教
委2004) 。 建物の軸方向 はN -25° ―

Eである。 8 個の柱穴を検出 してい
る。 柱 間寸 法 は 桁行が281 (9.3尺）
の等間に、 梁行が北から181 ( 6尺）．
212 ( 7尺） cmに復元できる。 全長
は 桁行5.6m、 梁行3.9m で、 平面積
は 21.84 m である。 柱穴 は 掘方が径
45-60cm程 の 円 形で、 検 出 面から
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図 1 55 HSB1 6平面図
の深さ は 25�70cm程である。 8 個
の柱穴いずれも柱痕跡を確認しており、 一部の柱穴では材も残存する。 想 定できる柱径 は10~20cm
程である。 平面での確認で は 半 円 形な どの形状がある。 柱痕跡は 黒色及び黒褐色 シ ルトで確認され、
掘方埋上 は 暗褐色や明黄褐色の シ ルトが混じる士層 で確認される。

H SB 1 7 87 -98付近に位置する、 3 X 1 間で無庇の南北棟掘立柱建物跡である（ 図版編図50、 図
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156) 。 21次調査範囲に位置 し 、 1 · 2 次総括で建
物として報告した（岩手県教委2004) 。 建物の軋11
方向はN -2° -Eである。 8 個の柱穴を検出して
いる。 柱間寸法は桁行が242( 8 尺） cmの等間に 、
梁行が251(8.3尺） cm に 復元できる。 全長は7.3m、
梁行2.5m で、 平面積は18.25 111である。 柱穴は掘
方が径45~55cm程の 円 形で、 検出面からの深さ
は10~25cm程である。 断面で柱痕 跡が確認でき
るものが5個あり、 想定できる柱径は10~15cm
ほどである。 柱穴の底面で礫が確認された柱穴も
ある。

HSB 1 8 89 -100付 近 に 位 置 す る 、 3
(2 ) X 2 間で無庇もしくは片庇の南北
棟建物跡である （図版編図50 、 図157) 。
21次調査範囲に位置 し 、 1 · 2 次総括で
建物と し て報告した（岩手県教委2004) 。
2 X 2 間の無庇建物 に 1 X 1 間の建物が
付くもしくは2 x 2 間の身舎に南に 1 間
の庇が付くと想定 し た。 建物の軸方向は
N -6° -Eである。 9個の柱穴を検出 し
ている。 片 庇の建物とみた場合、 柱間寸
法は桁行が242( 8 尺）・242 · 203 (6.7尺）
cmに、 梁行が230(7.6尺） の等間に復元できる。 全長は桁行6.9m、 梁行2.3mで、 平面積は15.87面で
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図 1 57 HSB1 8平面図

ある。 柱穴は掘方が径30~45cm程の 円 形で 、 検出面からの深さは10~29cm程である。 HSB23と空間
的 に重複するが、 遣構の切り合いはない。

HS B 1 9 90 -100付近に位置する、 4 X 2 間
で片庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編
図50、 圏158) 。 21次調査範囲に位置し、 1 .

2 次総括で建物と し て報告した（岩手県教委
2004)。 3 X 2 間の 身 舎に、 北側に 1 間の庇
が付く。 建物の軸方向はN -1° -Wである。
12個の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行
が北から212 ( 7尺）・203(6.7尺）・188(6.2 
尺）・212cmに 、 梁行が182( 6尺）・212( 7  
尺） cmに復元できる。 全長は桁行8.2m、 梁
行3.9m で 、 平面積は31.98m である。 柱穴は
掘方が径25~50cm程の 円 形で 、 検出面 から
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の深さが30�50cm程である。 HSB23と空間的に重複するが 、 遣構の切 り 合いはない。

HSB20 87 -96付 近 に 位 置 する、 2 X 1 間 で 無
庇の南北棟掘立柱建物跡である（図版編図50、 図
159)。 21次調査範 囲 に位置し、 1 · 2 次総括で建
物と し て報告した（岩手県教委2004)。 埋文報告で
21SB1とした建物の一部を含む （岩手県埋蔵文化財
センタ ー 1995)。 建物の軸方向はN -3° -Eである。
6個の柱穴を検出 し ている。 柱間寸法は桁行が312

(10.3尺） の等間に、 梁行が242( 8 尺） cmに復 元
できる。 全長 は 桁行6.2m、 梁行2.4m で、 平面積 は
1488mである。 柱穴 は 掘方が径25cm程の1 個を除
き、 径40~45cm程の 円 形で、 検出面からの深さ は
15~40cm程である。
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H SB21 89 -96付 近 に 位 置 す る、
2 X 2 間で片庇の東西棟掘立柱建物
跡である（図版編図50、 図160)。 23
次調査範囲に位置し、 1 · 2 次総括
で建物と し て報告 した （岩手県教委
2004)。 埋文報告で21SB1とした建
物の 一 部を含む （岩手 埋 文1995)。
2 X 1 間の 身 舎 に、 北側に 1 間の
庇が付く。 建物の軸方向はN -1° ―

Eである。 8 個の柱穴を検出 し てい
る。 柱間寸法 は 桁行が251(8.3尺）
の等間に、 梁行が北から121( 4尺）
330 (11尺） cmに復元できる。 全長は 桁行5m、 梁行4.2mで、 平面積 は2lrrlである。 柱穴 は 身舎では
掘方が径20~50cm程の 円 形で、 検出面からの深さが16~44cm程である。 庇 で は掘方が径40~45cm
程の円 形で、 検出面からの深さは15~35cm程である。 1 個の柱穴で柱痕跡が確認でき、 想定できる
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柱径 は15cm程である。

HSB22 86 -100付近に位置す
る、 3 X 1 間で無庇の東西棟掘
立柱建物跡である （ 図版編図
50、 図161) 。 21次調壺範囲に位
置 し、 1 · 2次総括で建物として
報告した （岩手県教委2004)。
建物の軸方向はN -1 ° -Eであ
る。 6個 の柱穴を検出 し てい
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2 辿梢 と 出 土辿物

る。 柱間寸法は桁行が西か ら 212( 7 尺） ・ 212 · 242 ( 8 尺） cmに、 梁行が288(9.5尺） cmに復元で き る。
全長は桁行6.7111、 梁行2.9mで、 平面積は19.43面である。 さ ら に西に延びる可能性も残るが、 周辺の
間査状況か ら は想定は難．しい。 柱穴は掘方が径30~60cm程の円 形で、 検出面か ら の深さは5~30cm
程である。 断面で柱痕跡が確認で き る柱穴が 1 個あ り 、 想定で き る柱径は20cm程である。 柱痕 跡は
黒褐色 シ ルトで確認され、 掘方埋土は明黄褐色 シ ルト と 褐色 シ ルトが混じる土層で確陀される。

HSB23 89 -100付 近 に位置する、
3 X 1 間で無庇の東西棟掘立柱建物
跡である （図版編図50、 図162) 。 21
次調査範囲に位置し、 1 · 2 次総
括で建物 と して報告した （岩手県
教 委2004) 。 建物の軸方向はN -0 °

- Eである。 7 個の柱穴を検出して
いる。 柱間寸法は桁行が西か ら 270

(8.9尺）・212( 7 尺）・212cmに、 梁
行が203(6.7尺） cmに復 元 で き る。
全長は桁行6.9m、 梁行2 m で、 平
面積は13.8mである。 柱穴は掘方が径35-60cm程の 円形で、 検出面か ら の深さは17-20cm程である。
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HSB18、 HSB19 と 空間的に重複するが、 遺構の切 り 合いはない。

HSB24 86 -93付近 に位置する、 2 X 1 間で無
庇の東西棟掘立柱建物跡である （図版編図49、 図
163) 。 21次調査範囲に位置し、 1 · 2 次総括で
建物 と して報告した （岩手県教委2004) 。 建物の
軋l 方向はN -20 ° -Eである。 6個の柱穴 を検出
している。 柱間寸 法は桁行が北側柱列 で西か ら
242 ( 8 尺）・182( 6尺） cm、 南側柱列で西か ら
242 · 212 ( 7尺） cmに、 梁行が西側柱列で330(11 
尺） cm、 東側柱列で303(10尺） cmに復元で き る。
全長は桁行4.5m、 梁行3.3m で、 平面積は14.851n
である。 柱穴は掘方が径25~50cm程の 円 形で、
検出面か ら の深さは19~5lcm程である。

HSB25 85 -94付 近 に 位 置 す る、 2 X 2 間 で
無庇の正方形に近い東西棟掘立柱建物跡である
（ 図 版編図49、 図164) 。 21次調査範囲に位置し、
1 · 2 次総括で建物 と して報告した （岩手県教
委2004) 。 建物の軸方向はN -18° -Eである。 8
個 の柱穴を検出している。 柱間寸法は桁行が189

(6.2尺） ・ 182( 6尺） cmに、 梁行が182cmの等間
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m 発掘調査の成果

に 復 元で き る 。 全長 は3.7m 、 梁行3.6m で 、 平面積 は 13.32面で あ る 。 柱 穴 は 掘 方が径35~50cm程 の 円

形で、 検出 面 か ら の 深 さ は 17~55cm程であ る 。

②竪穴遺構

【55SX2竪穴建物】

概要 80 - 64付 近 に 位 置 す る （ 図 版 編 図38、 図 165 · 166) 、 南北12.5 m 、 東西13.4m の 竪 穴 建物 で あ

る 。42 · 55 · 65次調査で調査 さ れ て い る 。42次調査で検出 し 、 一部 に ト レ ン チ を 設定 し 内 容確認 を 行 っ

た 。 55次調査で全体 を 精査 し 全体 の 形状や土層状況 の 検討 を 行 い 、 65次調査で55次調査の補足 と し て

柱 穴 の 精査や 断面状況の再検討 を 行 っ た 。

遺 構 平面形8.5 X 7.7m程の方形 に 北側 に 4.5 X l.7m 程 の 張 り 出 し を も つ 凸 型 の 竪穴 に 、 北側 に 1 .5m程

の 張 り 出 し と 、 東側 に 6 X 5 m程 の 方 形 の 張 り 出 し 部分が組み合わ さ る 。 検 出 面 か ら の 深 さ は 凸 型 の

部分で80cm程で あ る 。 北側 の 張 り 出 し は 凸 型 の 部分 よ り 浅 く 、 検 出 面 か ら 30cm程 の 深 さ で あ る 。 北

側 の 張 り 出 し 部 と 凸 型 部 と は段差 を も つ 。 東側 の 張 り 出 し 部分 も 検 出 面 か ら の 深 さ は50~70cm程で

凸 型 の 部分 よ り や や 浅 く 、 凸 型 部 と は段差 を も ち 一段高 く な る 。 軸 方 位 は 床面 の 柱 穴 の 軸 方 向 を 基準

に す る と N - 2° - Eであ る 。

堆積上層 は ブ ロ ッ ク 土 の 構 成 や 色調 に よ り 分層 で き る が、 全体が黄褐色土の ブ ロ ッ ク で構成 さ れ る

人 為 層 で あ る 。 遣構全体が 人 為 的 に埋め 戻 さ れ た と み ら れ る 。 間 層 に黄褐色 土 ブ ロ ッ ク の ほ か炭化物

や土器類 を 含 む 層 を 挟 む 位置 も あ る 。 底面付近で多量 に 土器類が 出 士 し て い る ほ か 、 人 為 層 に も 土器

類 が多 く 含 ま れ る 。 底面付 近 か ら 出 土 し た 土器類 も 調 査 当 時の写真や （ 図 版 編 固 版31 · 32) 、 断面 の

土層観察 の状況 か ら は 、 底面 で あ る 床付近 で 出 土 し た 遺物 を 含 む も の の 、 人 為 的 な 埋 め 戻 し 土 に 含 ま

れ て い た 資料が多 い と み ら れ る 。 床面 は 中 央部が緩 や か に 窪 む な どやや 凹 凸 の あ る も の の 、 平坦 を 墓

調 と し た 状 況 で 検 出 し て い る 。 床面付近 の 裁 ち 割 り 断 面 の 観 察 か ら 、 遺物 を 包含す る 灰褐 色 士 の ブ

ロ ッ ク で構成 さ れ 、 柱 穴 が こ の 土層 を 掘 り 込 む こ と か ら 貼 り 床が行 わ れ た と 判 断 し て い る 。 そ の た

め 、 貼 り 床が行 わ れ る も の の 、 平坦面 を 基調 と し た 凹 凸 があ る 状況 の 床 面 と 捉 え ら れ る 。

床面 に は柱穴が計32個 あ り 、 総柱状 に 配置 さ れ る 。 柱配置か ら 凸形部 中 央 に 配置 さ れ規模が大 き い

4 個 の 大型柱穴 を 主柱穴 と 推定 で き る (Pl 、 P9、 P20、 P21 ) 。 ま た 、 柱 穴 の 重複が 2 箇所で確 認 さ れ

る (P29→PlO、 P22 · P23) 。 柱 穴 の 平面 形 は い ず れ も 円 形 ～ 楕 円 形 を 呈 す る 。 こ の う ち 、 主 柱 穴 と

み ら れ る 柱 穴 (Pl 、 P9、 P20、 P21 ) が長径lOO~ l lOcm で 、 床面 か ら の 深 さ がlOO~ l lOcm で あ る 。 そ

の 他 の 柱 穴 は 長径50~70cmで深 さ が60~80cm と な り 、 主柱穴 と み た も の よ り や や 小 さ い 。 南北方 向 の

柱 間 寸 法 は 西 か ら 2番 目 のP3 · P8 · P6 · P9 · P21 · P25 · P28の柱列 で 、 北 か ら 242 · 182 · 182 · 272 · 

182 · 121cm で あ る 。 東西 方 向 の 柱 間 寸 法 は 北 か ら 4 番 目 のPl7 · Pl  · P9 · PlO · P l l  · Pl2 · Pl3 の 柱

列 で、 西 か ら 182 · 272 · 182 · 182 · 182 · 182cmで あ る 。 主 柱 穴 間 が272 ( 9 尺 ） cm と や や 大 き く 、

そ の 他 の 柱 間 で は 182 ( 6 尺 ） cmの 柱 間 寸法 を 多 用 す る と 捉 え ら れ る 。 東西 と 南北 の 柱 筋 の 総 長 は

1,182cm (39尺 ） と 等 し い 。 柱 痕 跡 は 主柱 穴 と み ら れ る 柱 穴 で は 断面 で30~40cm、 平 面 で約50cm、 そ

の 他 の 柱 穴 で は 約20cm と な る 。 柱 痕 跡 が確 認 で き る も の が 多 い が 、 Pl · Pl5 · P20 · P26 · P27 · P28 

で は 確認で き な い 。 底面標高 は 主柱 穴 と み た 4 個 の 柱 穴 が25.2m 、 そ の 他が25.5 m 前 後で ま と ま り を

示す。 既述 の と お り 北側 の 張 り 出 し 部 は 一段浅 く な り 、 底 面 標 裔 は 26.5m で あ る 。 55SB6→55SXの 新

旧 関 係が確認で き る 。 55SA1 と 重複 も し く は近接す る が、 削 平 も あ り 、 新 旧 関 係 は 判 断で き な い 。

遺構の ま と め こ れ ら の 柱 穴 の 底 面状況や重複、 床 面 の状況か ら 、 55SX2竪穴建物 の 形状 は 凸 形 の 部

分 に 北 と 東 に 張 り 出 し が付 く 構造 と み ら れ る 。 ま た 、 東 部 の 張 り 出 し は柱 穴 の 新 旧 関 係か ら 、 拡張 に
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55SX2 
I 2. 5Y7 '8鼓 色 ロ ー ム IO\'R5 2灰黄褐色 I:私＼状に少 1，し混人 か わ ら ：ナ片 、 粍を含む 人］ぅ的に111！めた 1こ
2 1orns:2灰凶褐色J: 2. 5\― 7 '8黄色 ロ ー ム 上 だ ら に 多 杖混人 炭化物拉 、 か わ ら け ）i （元形 も 多い） 多 1iし混入
2' IOYR7 I 灰 白 色上 水成的か
3 1 0\'R7 8凶梃色 ロ ー ム 1 0\＇R5/2灰必褐 色 上 プ ロ ッ ク で少船II入 1 0\R7 8拭橙 色 ロ ー ム 上 だ ら 少 如昆人 住瓶
-I 1 0\'IMI I 褐I火 色上 かわ ら け細片非常 に 多 1,lに況人 炭化物粒多拭に混人
5 2. 5Y7 8/Ji 色 ロ ー ム 10\'RS 2灰鉛褐 色 I：船状に少 t,lil�人 かわ ら け細｝1粍を含む 1 M に Jli似する
6 1 0\'1!5/ I 褐灰 色 ヒ 砂が船状 に 入 る かわ ら け 社II片 多 1,t混人 55SX2の埋上では な く 55SK I OJ/111 l :O)残／fか

1 0\'1!2/l !.I． ＼色 I: I OYR7/8凶橙色 ロ ー ム 上 だ ら 多 1,tilも人
1 0\'1!6/ I I込灰 色 I一 ． かわ ら け細 片 多 l,\ilt人 あ ま り し ＿K り がな い 阪平の抜 き 取 り 11'.(か
1 0\'l! I .  7/ 1黒色 1こ 炭 化物拉多J,\ilし人 し ま り な し

図 1 65 55SX2詳細図 ( 1 )

Pl-158 
① IO\'R3, 2黒渇上 炭化物粒多枯混入

55SX2を 切 る 別個の 1ヵ坑か
② IO\R7 4 に ぷ い 凶 褐 色 ロ ー ム 炭化物粒少依混）、
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2 逍構と 出土迅物

伴う張り出しとの判断があり得る。 底 而全体や周 判を含めて、 壁構造等の痕跡は残されていないが、
4 本の主柱穴を中心とした構造が想定できる。 柱穴の多くは柱痕跡が残るものの、 いくつかの柱穴は
抜き取りの可能性があり、 埋土は全体に人為的に埋め戻しが行われている。 多量の土謡類が出土 し て
おり、 一部は床面に近く重なった状態のものも含まれるが、 土器類の多く は埋め戻 し 土に伴うとみら
れる。
遺物 調査では多量の遺物が出士 し ている。 かわらけ546,570gと多最に出土した。 そのほかの出 土資
料は国産陶器198g、 瓦 l,272gである。 出土量全体に 占めるかわらけの量がきわめて大きいことが特徴
の ひとつである。 その他の遺物がきわめて少なく、 遣跡内の他の遺構からの出土傾向とは異なる様相
と捉えられる。 遺構の性格と結びつく内容であるかは即断できないが、 注目できる。

出土状況は上述したとおりである。 床面付近から多くの上器が出土 し ているほか、 人為的な堆積士
中に含まれて床面から接さない状態の遺物もまとまって出土している（図版編 ー 図版31 · 32) 。 かわ
らけは重なった状態のものもあり、 一括の廃棄等に伴うものとみられる。

ここでは一部を図示 し た（図167 · 168) 。 図示 し てない資料を含めると、 ロ ク ロ かわらけでは小 皿
は口 径7.8~9.0cm程で平均8.5cm程、 底 径5.0~7.0cm程で平均6.1cm程、 器高l.2~2.3cm程で平均1.6cm
程である。 図示資料にみられるように、 イ本部は直線的に立ち上がる。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口径12.0
~16.0cm程で平均13.8cm程、 底径5.2~9.0cm程で平均7.1cm程、 器高2.5~4.4cm程で平均3.4cm程であ
る。 図示資料にみられるように、 器高の低い皿形の器形の資料が多い。 手づくねかわらけでは小 皿は
口 径8.0~9.Scm程で平均8.7cm程、 器高1.7~ 2.Scm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわらけ大皿は
口 径11.6~16.0cm程で平均13.8cm程、 器高2.1~4.3cm程で平均3.1cm程である。 15cm程の大型の器形
から12cm以下程の小 型の器形まである。 口 径はややばらつきが大きいものの図示資料にみられるよ
うに、 大型の器形は少なく小 形の器形が主となる。 器高も低いものが多い。

【 そ の他の竪穴遺構］
この他に 7 棟の竪穴遺構が検出されている（表

11) 。 多くは古代の竪穴遺構で、 カマ ドをもち竪
穴住居跡とみられる。 これらの竪穴遺構は、 堀内
部の平坦地のうち猫間 ヶ 淵などの低地に近い位置
に多く分布 する。 出土した土器は ロ ク ロ 上 師器
坪、 須恵器杯が多い。 9世紀後半から10世紀初頭
の特徴をもつ資料が多く、 この時期の遺構が多い

表 1 1 そ の他の竪穴遺構
追 梢 名 位置 備考

21SI1 88 - 104 古代。
21SI2 90 - 101 古代。
2 1SI3 86 - 96 古 代。
23SI1 82 - 84 12世紀代か。
52SI1 68 - 60 近現代。
52SI2 69 - 57 12祉紀代か。
77SI1 83 - 107 古代。 77Tlの断面での確認。

とみられる。 なお、 遣跡内で確認される遺構に伴わない破片資料では9世紀から10世紀代の上器が散
見される。

23S 1 1  82 -84に位置する、 方形の竪穴遣構である（図版編図41) 。 隅 丸の方形で長軸302cm x 短軸
290cm程で、 深さは32cm程である。 底 面 は 平坦で、 柱穴等は検出されていない。 堆積土は シ ルト質
の土層 が主体となる。 遺物は少ないが、 堆積土からはかわらけが少量出土している。

52S 12 69 -57に位置する、 不整形の竪穴遺構である（図版編図25、 図169) 。 隅 丸の長方形で長軸
560cm x 短軸332cm程で、 深さは40cm程である。 底面は平坦で、 北西側に柱穴状の窪みがある。 堆
積士は全て埋め戻しによる人為的な土層である。 出土遺物はかわらけは590gで、 破片は小 さいもの
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III 発掘調壺の成果

が多いが、 ロ ク ロ かわらけと推察される。 52SC1と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
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l ~ 3 居 と も に人為的に埋めた土

図 1 69 52S12平面 ・ 断面図

( 3 ) 池跡

①池跡の 概要
遺 跡 の 中 央 部の23SG1池 跡である。 23SG1池 跡は23 · 

28 · 31 · 57 · 59 · 64次で調査が行われている。 23 · 28 · 31 
次調査で全休の精査を行った。 その後、 57次 • 59次調査で
ト レンチを設定し精査を行ったほか、 64次調査では全体の

検出と一部の精査を実施した。 全体を通したトレ ンチが少
なく、 また皿 期の遺構を除いて平面的な検出が限定されるため理解が難しい部分が生 じ ている。 以下
では各トレンチの土層状況を概観し、 そこから把握できる各時期の池跡の状況と出土遣物の概略 を示

表 1 2 池跡の対応
本報告
I 期池
JI 期池

埋文報告

m 期

I 期
II 期 （景石 な ど一部）
II 期 （ 溝 な どの遣構）
II 期以降

す。 川 期とした溝などの埋土及びそれより上層 の堆積上層 は23 · 28次調査に際して完掘されており、
新たな知見は得られていない。 また、 そのため皿 期にあたる遺構が多い複数の溝については、 溝同士
の新旧関係などには不明な点が残されている。

池跡は大き く 2 時期の変遷が確認されている。 ここまで述べたように I 期、 II 期、 それ以降の 皿 期
と呼称するが、 この範囲は再調査による成果も多く、 遺構変遷及び呼称は埋文報告（岩手県埋蔵文化
財センタ ー 1995) での呼称とは異なる。 また、 土層についてはそれぞれの時期の構築時の盛士などを
口期造成土、 それそれの時期の機能時に堆積した 自 然堆積層などを口期堆積土と呼称する。

なお、 池跡の西岸は遺跡全体の中でも削平が著しい範囲で、 池の立ち上がりが明確ではない部分も
ある。 調査時では微細な変化から池の規模を検討した。

②各 ト レ ン チ で の土層の所見 と 状況
トレ ンチは池の各所に17本設定した（図170 · 171 · 172) 。 池の南東部、 池の北東部、 池の北西部の

順に ト レ ンチ内の士層状況を確認する。 最後に、 削平により残存が少ない池の南西部の状況を記す。
［池南東部】
59T1 a （ 図 1 70 · 1 7 1 )  59T laは75 -81付近の池の南東部に、 埋文報告のM -M断面を活かして設
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皿 発掘調森の成果

定した。 I 期池の堆積土とみた14 · 16層は、 底面は小 さな凹 凸 はあるものの平坦で 、 東側が緩やかに
立ち上がる。 9~12層は I 期以前の溝と想定しているものの、 部分的な確認のため全体は判然としな
い 。 II 期池の造成土とみた 7 · 8 · 15層は明褐色および暗褐色土のブロ ッ ク で構成され、 締まりが強
い士層である。 II 期の堆積土とみた 6 層は 自 然堆積の土層である。 13層も同様に粘性が強く礫が含ま
れる。 II 期の堆積士も し くは、 II 期 池の造成土の可能性も残る。 m 期 以降の造成とみた 5 層は砂と泥
で構成され 、 土器の小 片や礫を含む。 人為 的な土層か 自 然堆積か判 断が難 し い士層 だが、 人為的な埋
め土と判 断 した。 なお、 埋文報告においても同様の見解が 示されている（岩手埋文1995、 136頁）。 1
~ 4 層 は溝で埋土は皿 期 以降の 自 然堆積土である。
59T1 b （ 図 1 70 · 1 7 1 )  59Tlbは74 -82付近の池の南東部 に 設定した。 16~19層 は I 期以前の溝と
みている。 22層は I 期以前の土坑埋土で 、 ト イ レ 状上坑である。 24~26層は締まりが強く人為 的な盛
土で 、 I 期池の造成上と判 断している。 I 期池の堆積士とみた15層は 自 然堆積土である。 21層は I 期
池の堆積土とみているが、 I もしくは II 期池の造成土の可能性も残る。 黄褐色上のブロ ッ ク で構成さ
れる11~13層や20 · 23層 は II 期 池の造成土と判 断した。 10cm程度の河原石が表面に 散在する。 7 ~
10 · 14層 は水成堆積で II 期池の堆積土とみている。 1 ~ 6層 は m 期 以降の溝の堆積土である。 なお 、
この ト レ ンチよりさら に 南西側で31SD59溝跡が確認されている。 埋文報告では溝の延長としていた
が、 遣構は直接連続せず不明な点が残る。 完掘しており、 新たな知見は得られていない。
59T1 c （ 図 1 70 · 1 7 1 )  59Tlcは74 -80付 近 の 池 の 南 東 部 に、 59Tlaの 北側5 m 程 に 設 定 し た。
59Tlaで確認された皿 期 以降の溝の延長を確認している。 1 層が m 期 以降の溝の埋士である。 2 ~ 3
層は池の堆積土 にあたるが、 時期等は判 断できない。 なお、 溝の延長はこの ト レンチの北側で浅 く な
り、 失われる。
59T1 d （ 図 1 70 · 1 7 1 )  59Tldは75 -80付近の池の南東部に 、 59Tlaの北側 4 m程 に 設定した。 10層
は I 期以前の遺構埋士で、 井戸跡である(59SE1)。 11層は泥質の 、 7~9層は砂 質の 自 然堆積土である。
7~9層は園池の東側の岸から流入し、 士器類を含む。11 · 7~9層は I 期池の堆積土と判 断している。
2 · 3 · 5 · 6層 は 黄褐色のブ ロック 土で構成され 、 II 期 池の造成土と判 断している。 4層は II 期 池の造
成に際して形成された 自 然堆積上層とみている。 1 層は 自 然堆積土層で、 II 期 池の堆積土 と 判 断して
いる。
59T1 e （ 図 1 70 · 1 7 1 )  59Tleは74 -81付近の池の南東部に、 59Tlaと59Tlbの間 に 設定した。 5層
は 自 然堆積土で 、 I 期池の堆積土と判 断している。 3 · 4 · 6層は黄褐色 土のブ ロ ッ ク を多く含み、
II 期の造成上とみている。 2 層は 自 然堆積の土層で 、 II 期 池の堆積上である。 la · lb · 9層 は 自 然堆
積土層で 、 皿 期 以降の堆積上である。 7 · 8 層 は土器類を含む人為的な土層で 、 m 期 以降の人為的な
埋め土とみている。
59T1 f （ 図 1 70 · 1 72) 59THは74 -81付近の池の南東部 に、 59Tleの東側に 設定した。 この ト レ ン
チ では I 期 池の底面まで掘削 し てい ない。 この ト レンチでの底面での土質が I 期池の埋土とみてい
る。 黄褐色土のブ ロ ッ ク を含む 4 · 5層は人為的な堆積土で、 II 期池の造成土と判 断している。 河原
石が表面に付く。 1 ~3 · 6層は 自 然堆積の土層で 、 II 期 池の堆積土とみている。 7 層は m 期 以降の
人 為 的な埋め土とみている。
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辿構 と 出土辿物
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m 発掘調査の成果

［池北東部( 1 ) 】
57T1 （ 図 1 70 · 1 72) 57Tlは74 -76付近 の 池の北東部に、 埋文報告のトレ ンチ1を活かして設定し
A-A断面とは逆を図示した。 12層 は ブ ロック 土を主に河原石を含む人為的な堆積土で、 I 期池の 造
成土と判断した。 11層は 自 然堆積で泥が互層に堆積する水成堆積の 自 然堆積土で、 I 期池の堆積土と
判断した。 5 ~9層は人為的な土層 で、 lI 期池の造成土と判断した。 10層は残存が良くないが、 江 期
池の造成土とみている。 rr 期池造成土の上面には河原石などを貼り付けている。 1 ~4層は皿期以降
の堆積土である。 また、 より上層 の m 期に対応する土層は完掘されている。
57T4 （ 図 1 70 · 1 72) 57T 4は75 -74付近の 池の北東部に設定した。 6層は ブ ロ ック 士を多く含み
締まりが強い人為的な土層で、 I 期池の造成土と判断している。 1 ~4層は黄褐色土や暗褐色土の ブ
ロック を含み人為的な土層で、 lI 期池の造成土と判断した。 5 層は下部がグラ イ 化しているが、 黄褐
色土の ブ ロック を多く含む人為的な土層で、 池の 造成土とみられる。 I 期池の可能性も残るが、 lI 期
池の造成土との 間に 自 然堆積などの間層を挟まず、 I 期池造成土とみられる土層と平面的に離れるこ
とから lI 期池造成時に池を拡張し、 人為的に造成したものと判断した。 rr 期池の造成土には上面に礫
が多く貼り付けられている。
57T5 （ 図 1 70 · 1 72) 57T5は75 -75付近 の 池の北東部に設定した。 4層 は ブ ロック で構成され締
まりが強い人為的な土層 で、 I 期池の造成土と判断した。 2 · 3層 は 自 然堆積の土層で、 I 期池の堆積
土と判断した。 1 層は下部がグラ イ 化しているものの、 黄褐色土の ブ ロック を多く含み炭粒も入る締
まりの 強い人為 堆積土である。 rr 期池の造成土とみており、 上面には河原石などの礫が貼り付けられ
ている。
57T6 （ 図 1 70 · 1 72) 57T 6は77 - 73付近の 池の北東部に設定した。 1 層 は ブ ロック 土で構成され
る人為的な士層 で、 表面には礫が貼り付けられている。 rr 期池の造成土と判断している。 I 期池の段
階では池の範囲外にあたるとみられる。

【池北東部( 2 ) 】
59T4 （ 図 1 70 · 1 72) 59T4は75 -77付近の 池の 北東部に、 57Tl の 南側4m程に設定した。 4層 は
人為堆積で、 I 期池の造成土とみている。 5層は 自 然堆積の可能性が高いと判断している。 I 期池造
成時の土層で I 期池の平面形を掘り込んだ際の流入などによるものとみているが、 4層と同様に人為
堆積による盛土とみる余地もある。 このトレ ンチ の 底面で I 期池に伴う柱穴を4個検出している。 配
置などから橋跡(64SX1) と考えており、 遺構の 詳細については後述する。 2 · 3層 は 自 然堆積による
土層で、 I 期池の堆積土と判断した。 1 層は黄褐色土の ブ ロック を主体に河原石などを含む人為堆積
土で、 II 期池の造成土と判断した。 上面に河原石が配され、 盛土の残存からは、 起伏をもつ形状が想
定できる。 6層は m 期に伴う土層とみている。 また、 皿 期の溝が大きく II 期池を掘り込むことがわか
るが、 皿 期の土層 の多くは完掘されて失われている。
64T1 （ 図 1 70 · 1 72) 64 T lは74 -78付近の 池の 中央東側に、 64SX1の検出を 目 的に59T4の 南側3
m程に設定した。 3 層は 自 然堆積で I 期池の堆積土である。 1 · 2 層は黄褐色土 の ブ ロック を主体と
する人為 堆積で、 II 期池の造成土と判断している。 上面に河原石を配置している。 59T4の 1 層 に対
応する。 3 層 の 下層で柱穴を検出しており、 64SX1として後述する。
64T2 （ 図 1 70 · 1 72) 64T2は76 -76付近 の 池 の 北東部に、 64SX1の 延 長 の 有無を把握するため
59T4の東側に設定した。 64SX1の北側の 延長は検出されていない。 6層 は 自 然堆積で、 I 期池の堆
積土と判断した。 I 期池の造成土や河原石などは確認されていない。 6層 の底面は平坦な箇所から緩
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rn 発掘調査の成 果

やかに岸に立ち上がる。 人為的な堆積土の 5 層は II 期池の造成士とみられる。 4層は 自 然堆積土で、
l ~3 層は人為的な上層と判断しているが、 自 然堆積の可能性も残る。 1 ~4層 が II 期池の堆積土と

もみられるが、 II 期池の造成時に 自 然堆積土が間層となった可能性もあり、 確定が難しい。

【池北西部】
59T2 （ 図 1 70 · 1 72) 59T2は71 -76付近の池の北西部に、 57次調査での57T3Aと57T3 Bを拡 張 し
て設定した。 31SD58溝跡を検出している。 なお、 31SD58は28m 程の延長が確認できているが、 西端
は削 平 等により 失われており、 本来の延長は確認できない。 31SD58は側面が板材で構築され、 5 .

6層の 自 然堆積土層で埋没する。 2 層は 自 然堆積とみている。 I 期の堆積土もしくは II 期の造成の途
中に形成されたとみることができるが、 判然としない。 I 期段階の堆積でも I 期池の平面範囲内での
堆積土とみた場合は、 池の範囲に含まれることになり31SD58が池底面での排水溝となり、 やや不 自
然な位置となろう。 la · lb · 4層は人為堆積で、 II 期池の造成土と判断した。 57Tlの5層と同様の土
層である。 自 然堆積による3 層 は、 II 期の堆積土とみている。
59T3 （ 図 1 70 · 1 72) 59T3は73 -75付近の池の北西部に、 57次調査での57T 2A · B · Cを拡張して
設定した。 15~23層は I 期池以前の遺構埋土で、 井戸跡(57SE3) である。 井戸跡は人為堆積により
埋め戻されている。 12~14層は31SD58の埋土である。 このトレ ンチ内が31SD58の東端に近いとみて
いるが、 意 匠や構築物は検出されていない。 8 ~11層は I 期堆積土も し くは II 期造成、 1 · 5~ 7層
は II 期池の造成土とみている。 5層は59T 2のl a、 l b 層 に対応する人為堆積土である。 6 · 7 層は I
期池の造成土の可能性も残る。 また、 北側の 1 ~3 層は溝状の掘り込みを埋め戻している。 II 期池の
造成に伴うものとみているが、 帰属する時期や性格は明確でない。
57T7 （ 図 1 70 · 1 72) 57T7は73 -75付近の池の北側中央部に設定した。 59T3と接する。 3 層 は粘
土を主体に砂質土を含む締まりが強い人為的な堆積土である。 I 期池の造成土と判断 し ている。 2 層
は 自 然堆積土で、 I 期池の堆積土とみている。 1 層は黄褐色土のブロック を主体に、 炭粒や河原石を
少量含む人為的な堆積土である。 II 期池の造成土と判断している。 上面に河原石などが貼り付けられ
ている。
64T3 （ 図 1 70 · 1 72) 64T3は72 -77付近の池の北西部に、 橋 跡の有無や関連遺構と し て礎石な ど
が確認できるか検討するため59T2の南側に設定 し た。 関連する遺構は検出できておらず、 ト レンチ
内の石は礎石ではなく II 期池の景石の ひとつと判断 し ている。 なお、 周囲も含めて礎石やその痕跡は
検出されていない。
64T4 （ 図 1 70 · 1 72) 64T4は74 -76付近の池の北側中央部に、 59T3と57T lの間に設定 し た。 石組
みの周囲で湧水が周囲からみられる箇所 に設定した。 池の造成に伴う土層は確認できず、 石組みの周
囲から湧水していた可能性があるものの、 確定できていない。

【池南西部】
池の南西部は大 ぎ く削 平を受けており、 当初の調査時から全容の把握が難 し い こ とが指摘されてい

た。 64次調査では平面的に検出を行い、 立ち上がりの有無や土質の観察を行った。 その結果、 10cm
程度の標高の違いを把握できた。 また、 それに沿って、 池底と推定できるグラ イ 化した範囲と II 期池
の造成士と類似した黄褐色粘土と黒褐色粘土の分布を確認している。 これらから II 期池の南西の範囲
を想定している。
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③時期 ご と の遺構 と 遺物の特徴
[ I 期池以前の遺構］

2 辿構 と 出土辿物

遺構 各ト レンチ において池跡の下層 から複数の辿構が検出されている。 59Tla及び59Tlbで確認さ
れた南北方向の溝、 59Tl bで確認されたト イ レ 状土坑、 59Tldで確認された59SE1、 59T3で確認され
た57SE3な どがある。 いずれも断面での確認な どにと どまり、 遠構の全容は把握できていない。 これ
らの遣構からは遺物は出 土 し ていない。

また、 池跡内及び池跡の想定位置と重複する追構に28SE14、 28SE18、 28SK21、 28SK23、 28SK25、
28SK29、 31SK34、 31SK35、 31SK36、 31SK38、 64SK1、 64SK2がある。 いずれも池跡との新旧関係は
辿構の切り合いが判然と し ないため確定できないが、 井戸跡な どの上層は人為 的に埋め戻されてい
る。 多くは池跡より古い段階の逍構と想定される。
遺物 I 期池以前の遺構については精査 し ておらず遣物も少ない。 ここでは I 期池の造成に際 し て埋
め戻された57SE3及び59SE1の、 2 つの井戸 跡から出土 し たかわらけを図示 し た。 図174 -1は57SE3
(57T2C) から出土した ロ ク ロ かわらけ大皿である。 図174 -2は59SE1の上面から出土 し た手づくね
かわらけ大皿である。 ここで図示 し たが、 59SE1は検出にと どめており I 期池の構築に伴う遺物と捉
えられる。 D 径13.6cm 、 器高2.5cmである。

【 I 期池】
遺構 I 期池は ト レ ンチ 調査による部分的な把握が主となっており、 全容が判明しているわけではな
い。 各ト レ ンチでの確認状況から池の東部で確認しているものの、 西部では確認されていない範囲が
多い。 また、 排水溝と し て、 31SD58が連結するとみられる。 現在の検出状況から、 南北に細長い形
状で、 全長42m、 最大幅23m で中島を有さない形状と推察している。 池の底面標高は24.8~25.lmで、
24.9m 程を平均とする。 西側では一部に時期が特定できていない 自 然堆積土層もあり、 現在の想定よ
りさらに拡大する可能性もある。 I 期の園池は基本的には地山を掘り込んで成形されるが、 汀線付近
では盛土地業が行われている。 池底は地山面を平坦に成形し、 その上に部分的に薄 < I 期池の造成土
があるほか、 機能時の堆積土が確認できる。 I 期池には景石や礫敷きの痕跡は確認されていない。 西
側 に排水溝31SD58が連結 し、 現状では西側に30m 程延びる。 幅は l m、 深さは最大0.7m の掘方に、
側板を幅0.5mに据えて暗渠と し ている。
関 連遺構 64SX1 橋跡 I 期池は現状では中島を把握できていないが、 II 期池で中島が所在する方
向へと向かう方向の橋跡 (64SX1) が検出されている （図173)。 64SX1は75 -77付近に位置 し、 59Tl
で検出され、 64Tlで延長を確認 し ている。 4 X 1 間で、 西端の柱穴 1 間分が削平により失われたも
のとみられ、 本来は 5 X 1 間とみられる。 東西方向を向き、 軸方位はN -0° -Eである。 柱間寸法は、
桁行が212cm、 梁行が330cm程で、 梁行が11尺、 桁行が 7尺等間に復元できる。 全長は検出では桁行
で8.5m、 1 間分を想定すると10.6m 程である。 柱穴は掘方が径50~60cm程で、 柱痕 跡は平面及び断
面での確認で21~28cm程である。 柱穴の深さは池底のP 7 · 8 では40cm以上になり、 P9で34cm、 P
5 で20cmである。 I 期池に伴う遣構で、 II 期池の構築に際して埋め戻されており廃棄されている。
遺物 57T1 57Tlの底面付近からかわらけが出土 し ている （図174 -3 · 4 )。 手づくねかわらけ大
皿は口 径13.4~13.5cm、 器高2.4~2.8cmである。
59T1 d 59Tldでは I 期池の埋土に廃棄された状態で多くの遺物が出土した。 手づくねかわらけ小 皿
は 口 径7.7~9.5cm程で平均8.8cm程、 器高1.6~1.9cm程で平均1.7cm程である。 手づくねかわらけ大皿
は 口 径12.1~ 14.7cm程で平均13.3cm程、 器高2.0~3.lcm程で平均2.6cm程である。 口 径が小さい器形
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2 辿梢 と 出 士．辿物

の資料が多 く 、 休部のナデ調整も一段のみである。
出土遺物の特徴からは12世紀後半の年代が想定ができる。

【 II 期池】
遺構 II 期池は、 平面形は南北に細長 く 、 全長42m、 最大幅35m程の 中 央部に中 島を有する池跡であ
る。 園池南西部は後世の削平によって大きく失われており、 現状では明確な遺構としては残存してい
ない。 部分的な盛土の痕跡や、 地山の変化、 一部に岸の立ち上がりなどが確認できることから平面形
状では楕 円形に滞水部が全周する園池と想定している。 I 期池の堆積士の直上 に盛士を行い、 基盤を
造成している。

II 期池の造成土には表面に河原石等の円礫が貼り 付けられていた。 礫は位置 により 径10~70cmほ
どと大小 様々で、 皿 期以降の溝により原位置を保たないものが多い。 これらの円礫は調査時 には部分
的 に 残っていた。 本来は池跡 に 広 く 分布し、 全面に石が葺かれていたものと推定できる。 特に東岸
付近は10cm程の河原石が、 比較的径が揃う状況で確認されており、 ＇州 浜を星していた と 推察できる。
また、 景石が中 島の北側を中心 に配されている。 景石は池の北側の中央から西部にかけて、 いくつか
のまとまり をもって確認できる（区1176) 。 西から石組 1 、 石組2 、 石組3 とする。 石組 1 は中島の北
岸 に 沿って、 100cm程の円礫が複数まとまる。 直立せず、 斜めに 倒 れた状態だが、 抜き取り 等の痕跡
は確認されていない。 石組2 は池の北岸 に 沿って径70cm程の 円 礫が複数まとまる。 直立するよう に
並ぶものもある。 石組3 は石組2 の南の 中 島 に 沿って確認できる。 径50~90cm程の 円礫が並ぶ。 抜
き取り等がないことから、 原位置を保つ景石が多いとみら れる。 この他、 池底にはいくつかの石組が
あ る。 石組 2 の南に方形を呈して石組が確認できる。 64T4を設定した位置にあたり、 確定できない
ものの周囲の状況からは湧水等の関係も推察できよう。 底面標高は深いところでは24.8~24.9mであ
る。

なお、 中島は長軸25m程、 短軸12m程で平面積が約2901n に復元できる。 池の規模と比しても比較
的大きく一定の面積をもつと捉えられるが、 II 期池 に明確 に伴う遺構は確認されていない。 I 期池で
付設された橋も II 期段階には埋め戻されており、 同種の遺構は確認されていない。
関 連遺構 南西側 に 延びる31SD59溝跡が排水溝として機能した可能性があ るが、 取り付き部分が不
明のため確定できない。
遺物 59T2 (57T3A) 59T2 (57次調査 • 57T3A) では II 期池の造成土及び造成時の士層からかわ
らけが出土している。 図示した資料（図175 - 1 ) は ロ ク ロ かわらけ大皿で口 径13.1cm、 底 径7.0cm、
器高3.2cmである。 図示指定しない資料も含めて器高は3 cm前後の低い器形を呈する。 この他に手づ
くねかわらけが多く出上しており（図175 -39 · 40) 、 手づくねかわらけ大皿では口 径12.6~14.4cm程
で平均13.4cm程、 器高2.7~3.3cm程で平均3.1cm程である。 口 径13cm前後の器形が多い。
59T2 (57T3B) 59T2 (57次調査 ． 57T 3B) では II 期池の造成士からかわらけが出土している。 図
した資料（図175 -2 · 3 ) は ロ ク ロ かわらけ小 皿と大皿である。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.3cm、
底 径5.6cm、 器高1.5cmで、 ロ ク ロ かわらけ 大 皿 は 口 径14.0cm、 底 径8.0cm、 器高3.1cmで あ る。 こ
の他に手づくねかわらけが多く出士しており（図175 -41)、 手づくねかわらけ大皿では 口 径13.0~
14.6cm程で平均13.9cm程、 器高2.5~3.3cm程で平均2.9cm程である。
59T2 59T 2 (59次調査 ） では II 期池の造成土からかわらけが出土した（図175 -27~38) 。 ロ ク ロ
かわらけ小 皿は 口 径8.9~10.0cmで平均9.3cm、 底 径5.7~6.4cmで平均6.0cm、 器高1.6~1.8cmで平均
1.7cmで あ る。 手づくねかわらけ小 皿は 口 径8.6~9.2cmで平均9.0cm 、 器高1.5~1.8cmで平均1.7cmで
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2 辿構と 出土造物

あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 大 皿 は 「1 径12.8~ 13.8cm程 で平均13.3cm程、 器高2.6~ 3.lcm程 で平均2.9cm

程であ る 。 D 径 13cm前 後以下 の 口 径 が小 さ い 器形 を 呈す る 。

59T3 (57T2A) 59T3 (57次調 査 • 57T2A) で は II 期 池 の 造 成 土 か ら か わ ら け が 出 土 し て い る （ 図

175 - 42 ~45) 。 手づ く ね か わ ら け 小 lll1 は 口 径8.8 ~ 10.0cmで 平均9.3cm、 器高 1.5~ 1.8 C 111 で平均1.7cm

で あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径 13.0~ 13.6cm程 で 平 均 13.4cm程 、 器 高 1.9~ 3.0cm程 で 平 均

2.7cm程であ る 。 口 径 13cm前 後以下 と 小形の器形 を 呈す る 。

59T3 (57T2C) 59T3 (57次調 査 • 57T2C) で は II 期 池 の 造成 土 か ら か わ ら け が 出 土 し て い る （ 図

175 - 46 ~49) 。 ロ ク ロ か わ ら け 大 皿 は D 径14.4cm、 底 径6.0cm 、 器高3.5cmで、 器 高 の 低 い 器形 を 呈

す る 。 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径13.2~ 13.5cm 、 器高2.7~3.0cmで あ る 。

59T3 59T3 (59次調査） で は II 期 池 の 造 成 土 か ら か わ ら け が 出 土 し て い る （ 同 175 - 49~56) 。 ロ ク

ロ か わ ら け 小 皿 で 口 径8.4~ 9.0cmで 平均8.9cm、 底 径6.6~6.8cmで 平均6.7cm、 器 高 l.2~ 1.8cmで平均

14cmで あ る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大 皿 は 口 径 13.3~ 14.1cmで平均13.6cm、 底 径6.8~ 8.0cmで平 均7.4cm 、

器高3.4~3.5cmで平均3.5cmで あ る 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径8.4~9.6cm程 で 平均8.7cm程 、 器高

1.7~ 2.0cm程 で 平 均 1.8cm程 で あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径 12.8~ 14.2cm程 で 平 均 13.5cm程、

器高 1.8~3. lcm程で平均2.7cm程 で あ る 。 ま た 、 修羅 と み ら れ る 木製 品 が 出 土 し て い る （ 図 175 - 58) 。

II 期 池 の 造 成土 と み ら れ る 2 層 か ら 出 土 し た 。 最大長140cm 、 最大幅76cmであ る 。 径5.5cm程 の ク リ

材 で あ る 。 挟 り が対 に な る 位置 に そ れ ぞれ 2 カ 所 行 わ れ て い る 。

出土遺物の特徴か ら は 12世紀 後半の年代が想定がで き る 。

【 m 期 】

JI 期 池 の 廃絶 後 の 状況 を 皿 期 と し た 。 Il 期 池 の 東 部 に 蛇 行 し な が ら 南北 に 走 る 複数の溝が形成 さ れ

る 。 埋文報告で は こ の 段 階 の 遺構 と そ の 広 が り を 平面 的 に 検 出 し た こ と に な ろ う 。 皿 期 の堆積士 は 多

く は 掘 削 さ れ て い る た め 不 明 な 点 が残 る が 、 水 成堆積 に よ る ラ ミ ナ 状 の 堆積 で 、 砂 と 泥が互層 と な

る 。 ま た 、 59Tla付近で確認 し た よ う に南部で溝 を 堰 き 止め ら れ て い る 。 人 為 的 な 土 層 の 範 囲 は 6 X 

6 m 程 の 範 囲 で顕著で あ る 。 m 期 と し た 溝 の 多 く は 自 然 の 流路等 と 想定 し て い る が 、 人 為 的 な 堰 き 止

め の 時期 や性格 な ど に 不 明 な 点が残 る 。

④埋文報告 と の対応

最 後 に埋文報告段階 と の対応 や遺構の理解が変 更 さ れ た 内 容 を ま と め る 。

【 I 期 池】 埋文報告で は 、 不 明 な 点が 多 い も の の 滞水性の 池 で 、 31SD58 を 排水溝 に 想定 し て い る 。 こ

の 段 階 に 対す る 見解 は 大 き な 相 違 は な い 。 池 に 架 か る 橋跡 と し て64SX1 が発 見 さ れ た こ と 、 池 の 形状

を 推察 し た 点が追加 さ れ た 。

【 II 期 池】 埋文報告で は II 期 池 を 大小 の 景石 と 複数 の 溝で形成 さ れ る 「流 れ を 重視す る 形式」 と 捉 え 、

形状 に つ い て は馬蹄形 と 把握 し た 。 こ の段 階 の 造構 の把握 は 大 き く 変化 し た 。 そ の 後の調査で、 こ の

段 階 と 把握 し て い た 複数の溝が池の堆積土等 を 掘 り 込 む こ と が確認 さ れ た 。 そ の た め 、 池 と 理解 し て

い た 逍梢 の 時期 と 異 な る こ と が把握 さ れ 、 こ れ を 皿 期 と し た 。 形状 に つ い て も 中 島 を も つ 楕 円 形 の 形

状 を 想定 し た 。

【 皿 期 】 埋文報告で は 「 II 期 以 降」 と し て 報告 し た 内 容 で あ る 。 池 の 南東部で溝が堰 き 止 め ら れ 、 水

成堆租 し た 状況 と さ れ て い る 。 上述 の と お り 、 そ の 後 の 調 査 で II 期 池 と 捉 え て い た 溝が II 期 池 の盛土

や堆栢土 を 切 り 、 II 期 池 よ り 後 出 の も の と 把握 さ れ た 。 そ の た め II 期 池 を 梢 成す る 要素 と さ れ た こ れ
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皿 発掘調査の成果

ら の 複数の溝が こ の 段 階 に 位置づけ ら れ た 。

【関連遺構］ 28SD 1 を 導水溝 と な る 見方 も あ る が、 根拠 は 少 な い と さ れ て い た 。 そ の 見 解 に 変 更 は な

い 。 導水溝 に つ い て は確 認 さ れ て お ら ず 、 湧水等 を 利 用 し た と 想定 し て い る 。

排水溝 に つ い て I 期 池 で の排水溝 を 31SD58 と み る 見解 も 変更 は な い 。 II 期 池 で の排水溝 を 31SD59 と

み る 可能性 に つ い て も 、 未確定 な ま ま で あ る も の の 大 き な 見解 の 変更 は な い 。

( 4 ) 井戸跡

遺跡 内 で は88基 の 井戸 を 検 出 し て い る 。 こ の う ち 、 12世紀代 と 位置づけ ら れ る 井戸跡 は 74基 で あ る

（ 表12) 。 そ れ以外の 井戸跡 は 表13の と お り で あ る 。

以 下 で は 本報告書の 主 た る 対象 で あ る 50次以 降 の 調査で精査 し た 遺構 に つ い て 先 に 記す。 50次以前

の 調 査 で調 査 さ れ た 井戸跡 に つ い て は報告がな さ れ て お り （岩手埋文1995) 、 基本 的 な 属 性 に 関 し て

新た な 知 見 は 得 ら れ て い な い 。 そ れ ら に つ い て は特徴的 な 遺物が出 土 し た 遺構 や 建物 と の 重複があ る

遺構 な ど を 対 象 に概要の み を 記す。

表 1 3 1 2世紀代 の井戸跡

辿構名 位置

21SE1 87 - 102 
21SE2 82 - 95 
21SE3 81 - 92 
21SE4 83 - 89 
21SK14 88 - 103 

21SK21 88 - 104 
21SK23 87 - 101  
28SE1 78 - 67 
28SE2 79 - 68 

28SE3 77 - 65 
28SE4 74 - 68 
28SE5 75 - 70 
28SE6 76 - 70 
28SE7 78 - 70 
28SE8 78 - 70 
28SE9 78 - 71 

28SE10 79 - 70 
28SE1 1  82 - 70 
28SE12 77 - 77 
28SE13 77 - 78 
28SE14 74 - 77 
28SE15 7 1 - 72 
28SE16 75 - 72 

28SE1 7  81 - 73 
28SE18 73 - 77 
31SE1 79 - 82 
31SE2 69 - 74 
3 1SE3 69 - 73 
31SE4 70 - 72 
31SE5 69 - 72 
31SE6 68 - 72 
3 1SE7 67 - 71 
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長刺I ・ 短軸 ・ 深 さ

390 · 360 · 572 
203 · 194 · 547 
152 · 148 · 378 
ー ・ 200 · -
242 · 205 · 182 

300 · 296 · 200 
322 · 322 · 264 
145 · 135 · 219 
190 · 155 · 396 

160 · 155 · 242 
223 · 218 · 455 
153 · 146 · 367 
223 · 203 · 529 
172 · 140 · 254 
182 · 152 · 334 
238 · 195 · 432 

182 · 182 · 188 
180 · 176 · 437 
130 · 1 25 · 193 
132 · 128 · 256 
176 · 144 · 361 
192 · 184 · 195 
168 · 148 · 322 

156 · 130 · 233 
124 · 1 18  · 287 
200 · 188 · 615 
204 · 193 · 365 
176 · 164 · 2 12  
228 · 180 · 340 
220 · 208 · 170 
180 · 176 · 333 
236 · 176 · 580 

底面
辿構重複関係 備考

標高 (m)
1924 規模数値 を 訂正
2029 
2116 

2313 報告書断 団 図 の 標 高
訂正

2348 
2274 
2498 28SB6、 28SB1 、 28SA2→28SE1。 28SB1 と 逆の可能性。
2303 28SB2→28SE2。 寝殿造墨画

28SB2 と 逆の可能性
2494 55SA1→28SE3。
2254 28SB5 と 空間重複。 人面墨書か わ ら け
22.80 
2140 28SB2→28SE6。 28SB2 と 逆の可能性
2444 28SB2 と 空間重複。
2353 28SB2、 28SB3 と 空間重複。
2229 28SB3、 28SK13→28SE9。 28SB3 と 逆の可能性

28SB2 と 空間重複。
2496 28SB3 と 空間重複。
2199 28SB4→28SE1 1 。
2353 
23.07 
2158 
2437 65SA1 と 重複。 新旧 は不明。
23.31 「 人 々 給絹 日 記」

紡織具が多い。
2433 
2271 
19.41 
2225 
2396 31SB4→31SE3。
22.87 31SE4→31SB4。
2438 31SE5→31SB4。
22.62 
2020 



辿梢 名 位附

3lSE8 74 - 74 
31SE9 69 - 84 
31SE10 69 - 83 
31SE11  67 - 80 
36SE2 62 - 59 
36SE3 61 - 58 
36SE4 63 - 59 
41SE1 65 - 69 
41SE2 64 - 69 
41SE3 65 - 68 
41SE4 65 - 67 
37SE1 87 - 67 
37SE2 88 - 64 
42SE1 85 - 64 
49SE1 88 - 73 
50SE2 93 - 66 
50SE3 92 - 64 
52SE1 70 - 60 
52SE7 72 - 60 
52SE8 68 - 66 
52SE9 64 - 60 
52SElO 63 - 58 
55SE1 73 - 65 
55SK38 74 - 54 
55SK43 80 - 54 
55SK44 80 - 53 
56SE1 66 - 53 
56SE2 69 - 56 
56SE3 57 - 58 
56SK80 57 - 50 
57SE2 73 - 48 
57SE3 73 - 76 
59SE1 76 - 80 
70S£1 70 - 49 
70SE2 66 - 47 
70SE3 61 - 48 
72SE1 61 - 43 
77SK1 85 - 100 
以下参考
l lSEl 59 - 51 
13SK2 68 - 82 
13SE4 68 - 82 
13SE5 68 - 82 

lぐ II!I|l ・ 紐lil411 · i架 さ

168 · 148 · 255 
140 · 137 · 125 
178 · 165 · 180 
164 · 156 · 152 
108 · 96 · 290 
88 · 84 · 286 

220 · 200 · 333 
200 · 180 · 1 12 
215 · 200 · 131 
200 · 188 · 310 

355 · 295 · 223 

440 · 380 · 290 
185 · 175 · 125 
237 · 225 · 298 
205 · 182 · 360 
160 · 139 · 160 
210 · 190 · 390 
220 · 210 · 390 
220 · 188 · 235 
315 · 260 · 845 
200 · 185 · 240 
160 · 125 · 265 
180 · 170 · 315 
195 · 185 · 240 
176 · 158 · -
198 · 185 · -
120 · 120 · 165 
180 · - · 201 

． ．  
． ．  

152 · 146 · 2 1 1  
208 · 164 · -
261 · 248 · 382 
240 · 232 · -
140 · 140 · 138 

瓜面
椋 ，心i (m)
2343 
2307 
2278 
2292 
2400 
2391 

2249 
24.66 
2498 
2340 

2375 

22.24 
24.46 
22.72 
2415 
2650 
2307 
2314 
251 1  
1895 
2507 
24 75 
24.20 
2530 

2656 
2555 

255 

2435 

238 

※ 辿構 名 太字 は 本文中 で記述

表 1 4 近世以降の井戸跡 （欠番含 む ）
辿構名 位四 備考

36SE1 73 - 65 55SE1 に 変 更 、 欠 番
41SE5 68 - 66 52SE8に 変更 、 欠 番
41SE6 56 - 60 17枇紀頃か
42SE2 80 - 63 55SK24に 変 更 、 欠 番
42SE3 81 - 66 55次で 、 欠番
42SE4 80 - 66 
42SE5 83 - 69 59次でp603 に 変 更 、 欠番
42SE6 84 - 71 59次でp619に 変 更 、 欠番

2 辿梢 と 出土逍物

辿構重複関係 iiiii考

31SE9→31SE10。
31SE9→31SEl0。

41SB2 と 空間重複。
井戸で は な い可能性

50SA6→37SE2。

48SB1 と 空間重複。 57SE1 と 同

銅印 「磐前村」

52SE7→52SB25。
41SE5 と 同

36SE1 と 同
55SB18→55SK38。

52SB27 と 空間重複。 未粕査。

57SE3→23SG1。 182頁 に記載
59SE1→23SG1。 178頁に記載

未精査

未精査

1 1 次 ・ 1号井戸
13次 • 4C - 2土坑
13次 • 5C - 4井戸
13次 • 5C - 5井戸

辿 構 名 位留� 備考

50SE1 86 - 63 
井 戸 で は な く 、 土坑 (251頁 に
記載）

52SE2 64 - 61 近世
52SE3 66 - 59 近•1 1 1:
52SE4 66 - 59 近世
52SE5 63 - 63 近•I ll·
52SE6 66 - 61 近世

- 191 



II[ 発掘調壺の成果

【50次調査以降 （本書の主な 対象調査） で調査 ・ 検討 し た 井戸跡】
37SE2 遺構 88 -64に位置する、 検出面での径355 · 295cm程の隅丸方形の井戸跡である （図版編
図46、 図178)。 深さ223cm程で、 底而は径150cm程の方形を呈する。 底面標高は23.75mである。 堆積
土層は多くの土層が粘上を含み人為堆積とみられ、 全体が埋め戻されている。 6 · 8 層は礫を多く含
み、 5 層は部材、 1 · 2 層は円礫を多く含む。 4層は粘土層で埋め戻され、 井戸の周囲をめぐる よ う
に確認で き る。 50SA6→37SE2の新旧関係が確認で き る。
遺物 底面付近から多くの土器類が出土しているほか、 2 層 にも多くの土器類を含む。 かわら けが
26,406.5g出土している。 ここでは底面付近からのかわら けを図 示 し た。 図示していない資料を含め
ると、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.3cm程、 底径6.0cm程、 器高1.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿
は 口 径12.6~14.3cm程で平均13.6cm程、 底 径6.0~7.4cm程で平均7.0cm程、 器高2.6~4.5cm程で平均
3.7cm程である。 器高が低い資料が多く、 皿形の器形を呈する。 手づくねかわら け小 皿は 口 径9.6~
10.0cm程で平均9.8cm程、 器高1.7~2.0cm程で平均1.8cm程である。 大皿は口 径12.7~16.4cm程で平均
14.5cm程、 器高2.3~3.6cm程で平均2.1cm程である。 口 径が15cmを超 え る大型の器形もみら れるが、
12cm台 ～15cm程とばらつ き がある。 図178 -20(50 - 1188) は国産陶器で水沼産とみられる片 口 鉢
である。 このほか、 国産陶器や瓦片が少量出土している。

50SE2 遺構 93 -66に位置する、 検出面での径185 · 175cm程の円形の井戸跡である（図版編図53、
図179)。 深さ125cm程で、 底面は径85cm程の方形を呈する。 他の井戸跡と比して浅いため、 土坑の可
能性もある。 底面標高は24.46mである。 堆積土層は、 2 層 は ブ ロ ック 土が多く人為堆積の可能性が
ある。 そのほか、 3 ~5層は黄褐色粘土と褐灰色土が混じり 人 為 堆積の可能性がある、 その下層 の
6 · 7層は遺物 ・ 炭化物の出土が少なく、 自 然堆積であろうか。 8 層は黄褐色粘土と褐灰色上、 砂が
混じる。 いずれの土層も遺物の混入が少ない。
遺物 遺物は井戸としては少なく、 かわらけがl.390.5g出土している。

50SE3 遺構 92 -64に位置する、 検出面での径237 · 225cm程の円形の井戸跡である （図版編図53、
図180 · 181)。 深さ298cm程で、 底面は径155cm程の隅 丸方形を呈する。 底面標高は22.72mである。 堆
積土層は、 下層から4 · 5 層は遺物の出土が少ないが粘土質の土層である。 3 層は遺物が多く有機質
の土質で間層に 自 然堆積層を薄く挟むが、 多くは人為的に埋め戻された土層と判断 した。 後述の 白 磁
四 耳壷は3a層から、 銅 印は3d層から出土している。 2 層 は礫を多く含む粘土 質の土層、 1 層 は礫と
ブ ロック 土を含む土層で、 いずれも遺物の混入は少ないが人為的に埋め戻されたとみている。
遺物 3 層から土器類など多くの遺物が出土している。 かわらけが36,914.8g出士 し ている。 ここでは
3 層から出土したかわらけを図示した。 図示していない資料を含めると、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径
8.9~9.2cm程で平均9.1cm程、 底径5.8~6.2cm程で平均6.0cm程、 器高l.6~2.2cm程で平均2.6cm程であ
る。 大皿は口 径13.8~ 15.2cm程で平均14.3cm程、 底 径6.2~9.0cm程で平均6.9cm程 、 器高2.4~3.8cm程
で平均3.3cm程である。 器高が低い皿形の器形を呈する資料が多数を 占める。 手づ く ねかわらけ小 皿
は 口 径8.2~9.3cm程で平均8.9cm程、 器高l.6~2.3cm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわら け大皿
は 口 径11.7~ 15.5cm程で平均14.3cm程、 器高2.6~3.4cm程で平均3.0cm程である。 口 径14cm以上の資
料が多く、 15cm前後の大型の器形が多数を 占める。 体部のナデ調整 も 2 段にわたるものが多い。 銅
印（図180 -31) は4.7cm程の印面で、 持ち手を含めた高さは3.7cmである。 方形の印面に陽刻で「磐
前村印」と記される。 持ち手側に「上」 の陰刻がある。 白 磁 四 耳壺 （図180 -30) はほ ぱ完形で、 高
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III 発掘調査の 成果

さ26.5cm程、 口 径10.1cm程、 底径6.8cm程である。 なお 、 この資料は既報告では高さ26cm程となって
いたが若干の差異ではあるが訂正する。 頸部から体部上半及び底面付近に漆が染みこんだ麻布が付着
する。 本来は器形の全体が覆われていたと推察される。 大宰府分類で皿 類とされる資料である。 福建
省産とみられる。

このほか木製品も 3 層から多く出土している。 連歯下駄が2 点（図181 -32 · 33) 、 杓子が 1 点 （図
181 -34) 出土している。 漆 塗りの部材（図181 - 35) や鋸歯縁状の木製品 （図181 -36)、 宝塔（図
181 -38) や 笹 塔 婆 （図181 -39) も 含 む。 図 示 し ていないが箸も 8 点 出 土している(50 -4015~
4023)。 折敷は桟の破片や完形に近い資料、 再加工品（固181 -40) と多く出土 している。 また、 墨書
木片や折敷片など文字資料も含む。
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2 逍梢 と 出土辿物
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皿 発掘調査の成果

52SE1 遺構 70 -60に位置する、 検出面での径205 · 182cm程の円形の井戸跡である（図版編図26、
図182)。 深さ360cm程で、 深さ200cm程までは 隅 丸方形の掘方で、 それ以下は円 形に小 さ く なり底 面
は径75cm程の円 形を呈する。 底 面標高は24.15mである。 堆積土層は最下層 の平面形が 円 形で径が縮
小 した部分が人為堆積とみられる12層である。 黄 褐色粘土を含む、 7 · 9~11層までは近い 時期 に 堆
積 した土層 と 判断している。 その後、 1 ~ 6 · 8 層 が堆積する。 自 然堆積とみられる 4 · 5層の上層
に、 土器類を多く含む人為堆積とみられる2 層 、 黄 褐色粘土ブ ロック 土を含む 1 層が堆積する。
遺物 かわら けが12,120g、 国産陶器が1,170g、 輸 入 陶磁器が65g出土している。 2 層から多 く の遺物
が出土 し ている。 ここでは2 層から出土したかわらけを中心に図示 した。 ロ ク ロ かわら け大皿は 口 径
13.1~14.Scm程で平均13.9cm程、 底 径6.4~7.7cm程で平均7.2cm程、 器高3.0~4.2cm程で平均3.6cm程
である。 器高が低く、 皿形の器形を呈する。 手づ く ねかわら け小 皿は 口 径8.6~9.3cm程で平均9.0cm
程、 器高l.7~2.3cm程で平均2.0cm程 で あ る。 手 づ く ねかわらけ大 皿 は 口 径13.1~ 15.2cm程で平均
14.1cm程、 器高l.3~3.3cm程で平均2. 7cm程である。 口 径は14cm以下の資料が多く、 小 型の器形が
多数を占める。 最下層の12層からは渥美産の片 口 鉢や中国陶器、 ロ ク ロ かわらけが出土している。 こ
のほか、 木製品や平瓦、 丸瓦、 穿孔のある円形の石などが出土 し ている。

52SE7 遺構 72 -60に位置する、 検出面での径160 · 139cm程の円 形の井戸跡である（図版編図26、
図183)。 深さ160cm程で、 底面は径105cm程の円形を呈する。 他の井戸跡と比 し て浅いため、 土坑の可
能性もある。 底 面標裔は26.50mである。 堆積土層は、 4 ~9層は炭化物や ブ ロック 土を多く含む土
層を間層に挟み、 人為的な様相と目される土層と 自 然堆積の土層が互層 と なって形成される。 2 層は
土器類や炭化物を多 く 含む。 1 層は人為的な土層で、 ブ ロック 上や炭化物を多く含み、 埋め戻された
と判断 している。 52SE7→52SB25の新旧関係が確認できる。 また52SC1 と 空間的に重複するとみられ
るが、 遺構の切り合いはない。
遺物 かわらけが13,570g、 国産陶器が148g出土している。 2 層から多 く の遺物が出土している。 こ
こ では2 層から出土 したかわらけを図示 した。 ロ ク ロ かわらけで占められ手づくねかわらけは小 片を
極めて少量含むのみである。 図示 し ていない 資料を含めると、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径7.8~9.4cm
程で平均8.6cm程、 底 径4.7~6.5cm程で平均5.5cm程、 器高1.3~2.lcm程で平均1.6cm程で あ る。 ロ ク
ロ かわら け 大皿は口 径12.3~15.4cm程で平均14.1cm程、 底 径5.0~7.Scm程で平均6.5cm程、 器高2.4~
4.6cm程で平均3.7cm程である。 器高の低 い 皿形の器形も含まれるものの、 器高が高い 椀形の器形を
呈するものを含む。

52SE8 遺構 68 -66 に位置する、 検出面での径210 · 190cm程の円形の井戸跡である（ 図版編図26、
図184 · 185)。 深さ390cm程で、 底面は径130cm程の 円 形を呈する。 断面では下部がやや広がる。 底面
標高は23.07mである。 堆積土層は、 い ず れの土層 も遺物を多く含み、 人為的な土層で埋め戻される。
9 · 10層 は木製品や木屑、 土器類を多 く 含み、 人 為的に埋め戻される。 7 · 8 層 からは板材や部材、
6層からは焼 けた土壁が多く出土 し ている。 5 · 6層では出土土器類の多くも比熱の痕跡がある。 1
~ 4 層 も礫や炭化物を多く含み、 人 為的に埋め戻された土層と判断 し ている。
遺物 かわら けが84,325g出土している。 各層から多くの遺物が出土している。 出土 し たかわらけは
ほぼ手づ く ねかわらけで占められる。 図示していない資料を含める と 、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径9.
2cm、 底 径5.8cm、 器高1.5cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.2~14.2cm程で平均13.7cm、 底 径
6.2~6.8cm程で平均6.6cm程、 器高2.9~3.3cm程で平均3.1cm程である。 ロ ク ロ かわら けは出土量がき
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2 辿構 と 出土辿物

わ め て 少 な い 。 混 入 の 可 能性 も 指摘 さ れ て い る が、 出 土 層 位 は 他 の 手づ く ね か わ ら け と 同 様 で あ る 。

手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径7.4~ 1 1 .0cm程で平均9.0cm程 、 謡高0.9~2.9cm程で平均1.8cm程で あ る 。

手づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径 1 1 .8~ 15.2cm程で平均13.4cm程 、 器高l .8~3.8cm程 で平均2.7cm程 で あ

る 。 1二 1 径 13cm以 下 の 小 型 の 器形 が 多 数 を 占 め る 。 内 折 れ か わ ら け を 含 む 。 な お 、 平 泉 で 出 土す る か

わ ら け は 、 ロ ク ロ か わ ら け の 胎土 に 央雑物 が 多 い の に 対 し 、 手づ く ね か わ ら け は 石粒 な どがあ ま り 混

じ ら ず央雑物 の 少 な い 精緻 な 胎土 で あ る こ と が知 ら れ て お り 、 成形の 相違が胎土 の 差 と 相 関 す る こ と

が指摘 さ れ て い る 。 一方で、 こ の 逍構 か ら 出 土 し た 手づ く ね か わ ら け で は ロ ク ロ か わ ら け と 類似 し た

胎土の 資料が含 ま れ て い る 。 こ の 事 象 の 含意は確定で き な い も の の 注 目 さ れ る 特徴 で あ る 。

こ の ほ か 、 国 産 陶 器 や 輸 入 陶磁器、 瓦 が 出 土 し て い る 。 国 産 陶 器 は 渥 美 、 常 滑 の 体部片 な ど が 多

く 、 3,398g出 士 し て い る 。 輸 入 陶磁器は JI 類 ． m 類 の 白 磁 壷 類 や 緑 釉 陶 器 な どが227g出 土 し て い る 。

木製 品 も 多 く 出 土 し て い る 。 折 敷片 の ほ か 、 漆器椀 （ 図 1 85 - 64) 、 扇骨 （ 図 185 - 68) 、 横櫛 （ 図 185

- 70 · 7 1 ) な どが あ る 。 72 · 73 は 鞘 と 柄木 で あ る 。 建築部材 や そ の 他 の 部材 も 出 上 し て い る 。 な お 、

9 層 出 土 の 折敷 （ 図 185 - 66) は 年輪 年 代 で伐採年1 186年 の 値 が示 さ れ て い る 。 文字資 料 も 含 ま れ 、

墨書木片 や墨書か わ ら け が 1 点 あ る 。

ま た 、 5 層 か ら 穴 あ き 石 、 瓦器片 な ど が 出 土 し て い る 。 6 層 か ら は 焼 け た 壁土 が21 ,860g と 多 く 出

士 し て い る 。

52SE9 遺構 64 - 60に位置す る 、 検 出 面 で の 径220 · 210cm程 の 円 形の井戸跡 で あ る （ 図 版編 図20、

図 186) 。 深 さ 390cm 程 、 底 面 は 径75cm 程 の 方 形 を 呈 す る 。 底 面 標 高 は23.14m で あ る 。 堆 積 土 層 は 、

9 · 10層 は土器類や木製品 を 含み ブ ロ ッ ク 土 を 少量含む。 7 · 8 層 は遺物 を ほ と ん ど含 ま な い が 、 地

山 土 を 含 む 土 層 で あ る 。 6 層 は土器類 を 多 く 含 み 地 山 土 と み ら れ る 粘土 を 多 く 含 む 。 5 層 は 炭 化物 や

礫 を 多 く 含 む 。 1 ~ 4 層 は礫 を 多 く 含 む が、 追構埋没 後 の 流 入 と 判 断 し て い る 。

遺物 か わ ら け が15,800g 出 士 し て い る 。 6 層 か ら 多 く の 土器類 が 出 土 し て い る 。 ロ ク ロ か わ ら け が

大半 を 占 め る 。 図示 し て い な い 資 料 を 含 む と 、 10層か ら 出 土 し た 資料で は ロ ク ロ か わ ら け 小皿 は 口 径

8.9~9.0cm程で平均9.1cm程 、 底 径5.9~7.2cm程 で 平均6.4cm程 、 器高1.5~ 1 .9cm程 で平均1.7cm程 で あ

る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大 皿 は 口 径14.7cm、 底 径7.2cm 、 器 高3.8cmで あ る 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は ロ

径8.6cm、 器高1 .9cmで 、 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径15.5cmで あ る 。

6 ~ 10層 の 遺 構 出 土 資 料全体 の 傾 向 で は 、 ロ ク ロ か わ ら け 小 皿 は 口 径8.9~ 9.6cm程 で 平 均9.1cm

程 、 底 径5.9~7.2cm程 で平均6.4cm程 、 器 高 1 . 5 ~  1 .9cm程で 平均 1 .7cm程 で あ る 。 ロ ク ロ か わ ら け 大

皿 は 口 径 14.0~ 15.9cm程 で 平 均 15.1cm程 、 底 径6.7~ 8.4cm程 で 平 均7.2cm程、 器 高3.5~ 4.4cm程 で 平

均3.9cm程 で あ る 。 器高 の 低 い 皿形 の 器 形 を 呈す る も の が 多 い 。 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径14.5~

1 5.5cm程で平均 15.0cm程 、 器高2.2~2.9cm程で平均2.6cm程 で あ る 。

国 産 陶 器 は埋土上部の 1 ~ 4 層 か ら 多 く 出 土 し て い る 。 輸 入 陶磁器で は 白 磁壷片 、 平瓦片が出 土 し

て い る 。 木製 品 は 9 ~ 10層 か ら 少量 出 土 し て い る 。 円 形 曲 物 が含 ま れ る 。

52SE1 0 遺構 63 - 58 に 位 置 す る 、 検 出 面 で の 径220 · 1 88cm 程 の 円 形 の 井 戸 跡 で あ る （ 図 版 編 図

20 、 図 187) 。 深 さ 235cm程 で 、 底 面 は 径 100cm の 円 形 を 呈 す る 。 底 面 標 高 は25.l l m で あ る 。 堆 積 土 層

は 、 9 居 は木屑 を 混 入 し 炭化物 を 多 く 含 む土層 と し て 分層 さ れ て い る 。 7 · 8 層 は 人為 的 に埋 め 戻 さ

れ た 土 居 で 、 ブ ロ ッ ク 土 を 多 く 含 む 。 5 層 は 多 く の土器類 を 含み 、 粘土 ブ ロ ッ ク を 少量 含 む土層 で あ

る 。 4 層 は ブ ロ ッ ク 土 を 多 く 含 む 。 1 ~ 3 層 は 炭化物 や焼土、 ブ ロ ッ ク 土 を 含 む 土 層 で あ る 。
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III 発掘鯛査の成果
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炭化わ拉多品に混入
IOY115/2灰黄褐色土 炭化物拉多批混入 荘 多批に混入
10YR7/8致1登色 ロ ー ム I OYR5/2灰黄掲色土ま だ ら に多枇混入
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2 辿構 と 出土辿物
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皿 発掘調資の成呆

遺物 かわらけが10,915 g 出土している。 5 層から多くの土器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけの
みで構成される。 図示していない資料 を 含める と 、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径7.2~9.9cm程で平均
8.3cm程、 底 径4.5~6.9cm程で平均5.7cm程、 器高l.7~3.6cm程で平均2.6cm程である。 口 径と底径の
値が近似し、 差が少ない。 器形的にも広い底径から立ち上がる特徴的な器形 を 呈する。 大皿は D 径
ll.8~14.4cm程で平均13.4cm程、 底 径4.8~6.6cm程で平均5.6cm程、 器高4.4~5.3cm程で平均5.0cm程
である。 底 径が小 さく器高の高い、 椀形の器形 を 呈するものが多い。 また、 器種組成 と して小 皿が大
皿より多い点が特徴 と なる（器形が復元できる資料で小 皿74点 、 大皿15点）。 柱状高台はいずれも柱
実で 、 体部が横に広がる器形 とやや深み を もつ器形がある。 26は柱状高台 と 高杯の中間的な器形 と 値
を 示す。 高坪は台部が柱実で高く、 体部は直線的に立ち上がる深い器形 を 呈する。 口 縁部は薄く成
形される。 口 径19.9~21.3cm程で平均20.6cm程、 台部底径10.3~12.0cm程で平均11.0cm程 、 器高8.6~
10.5cm程で平均9.5cm程である。

均禍が5層から出土しているほか（図187 -31)、 9層から箸が 1 点出土している。

55SE1  遺構 73 -65に位置する、 検出面での径315 · 260cm程の円 形の井戸跡である（図版編図32、
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5 2. 5G\"1/ l時オ リ ープ灰色土 炭化物拉 、 森多祉混入木片1昆入
6 IOYR4/I褐灰色士 IOG\'7/1明緑灰色ロ ー ム を ま だ ら に多凪混入 完形かわ ら け を含む
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□06） 口407)

こ こ ロニ1 0)口 1 )

□三二 □二王三? �三二/ ごロニ/
9 (52-4 1 2) 10 (52-413) 1 1  (52-414) 1 2  (52-418) 

ロニ こニニニ
1 3  (52-425) 14 (52-403) (1 _ :4) 10cm 
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2 辿構 と 出 土追物
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皿 発掘鯛査の成果
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55SE1  

木

55SEI 
I 10\'R2/3巽褐色土 珪多址混入 国産喝器片を含む
2 IOYR6/2灰設渇色砂 かわ ら け珊片微恥le入
3a IOYR4/2灰狛褐色土 炭化物粒 、 か わ ら け細片多址混入 大型のかわ ら け 片 も あ る
3 b  10\'113/1黒18色士 かわ ら け （ほぽ完形） を含む
4a 10YR3/2具褐色士 かわ ら け （ほぽ完形） を 含む
lb 101'3/2オ リ ープ黙色土 かわ ら け （ほぽ完形） を含む 木府を多屈に含む

10\'R4/2灰黄迅色土 10\'R7/8黄橙色 ロ ー ム船状に少拭混入する
10YR7/8故橙色 ロ ー ム 10YR4/2灰黄褐色土船i 状に多駄混入
2. 5\8/4淡黄色ロ ー ム 10\'R7/2にふい笛燈色 ロ ー ム ま た ら に多砧混 入
10YR7/8黄橙 色 ロ ー ム 10YR4/ l 褐灰 色土プロ ッ ク 状に少乱混入
7. 5GY7/ l明緑灰 色土 10\•R I .  7/1黒色土プ ロ ノ ク 状にllも入 5GY6/ l オ リ ープ灰 色ま た ら少払混入
箸 ， 木片 を含む

10 2. 5\'7/8故色 ロ ーム 10YR6/ l褐灰色 ロ ー ム脳状に少拭混入
11 5GY6/ l オ リ ープ灰色 ロ ー ム IO\'Rl .  7/1 惧色士少杖混入
12 5G7/ l明緑灰 色 ロ ー ム lOG\'3/1暗緑灰 色土縞状に混人
13 5BG2/ 1W黒色士 有殺買分多低混入 木1屑多品混入
l·l 5G7/ l 明緑灰 色 ロ ー ム 有機質分少他混入 箸 、 かわ ら け片含む
1 5  N3／暗灰色土 5G7/ l 明緑灰色ロ ー ム縞状に混入 木片 、 木屑多iit混入
16 lOG\'7/1暗緑灰色土 N3/9it灰色 土 ま だ ら少秘混入 木片 、 木屑を ほ と ん ど 含 ま な い
17 N3／暗灰色土 10G7/l 暗緑灰 色 ロ ー ム行降 り 状に少柏混入 木附多枇に含む
18 5\'7/6数色ロ ーム N3/9音灰色 土 ま だ ら 多菌混入 木片 、 木肘少屈含む 井戸枠けを含む
19 7. 5GYS/ l 明社灰色 ロ ー ム 砂 っ ぼい部分 も あ る 仕混入 部分的にN3／昭灰色士をプロ ノ ク 状に含む•

木屑を ご く 稀に含む 底面は礫豹で酸化鉄分がi:t殿 し て 皮膜をなす
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2 追構 と 出土辿物

H-27.6m a— —a' 
I ， 

(） 1. 100 2m 
1 ,  � I 

I IO\R5 ltU灰色 I: 10\― R7 8必橙色" ーム ま だ ら 多lit混入
2 10\R7 8貨橙色ロ ー ム 10\•R5 1 1U灰色 I: E だ ・-J '少ht，昆人 釈化鉄分多19t，比人

10\R5 I褐灰 色 1： 代 、 骰化鉄分多1,tifl人
5\6 I灰色上 nを11::r;,分多 I,tIIi人
IOG6 I社灰色上 ／j：化物拉少 /,\1I<人
5BG2 噴黒色ロ ー ム (i牒t1分の 多し ‘\•i
IOG＼明緑灰色土 砂つ ば し 、 �,！ り す ざか
10\Rl 7I l .9，Iし色 I: "/罪しit分の多し ‘k·，1 )く き な粍を含む

図 1 89 55SK38平面 ・ 断面図

図188)。 深さ845cm程で、 底面は径65cm程の円 形を呈する。 底面標高は18.95m である。 検出面から
160cm程の深さでは方形の井戸枠が残存する。 井戸枠は4本の横木と縦方向の4本の隅柱でその他の
井戸部材は抜き取られたものとみられる。 堆積土の様相と合わせ、 井戸枠 よ り上層の 1 ~9 · 11層 は
抜き取り穴への堆積と判断できる。 堆積士層は、 井戸枠 よ り下層の12~19層では遺物を含む土層を間
に挟みながら埋没したとみられる。 堆積土の様相と合わせ、 井戸枠より上層では、 10層は掘方埋土と
の見方もできる。 黄褐色土の地山土で構成される。 9 · 11層はグラ イ 化しているが、 黒色土や褐灰色
土を含む。 5~ 8 層は地 山土を多く含む上層である。 3 · 4層 は黒褐色の土層 で、 土器類を多く含
む。 1 層 は礫を多く含む土層で、 2 層以下の堆積土で埋め戻された井戸跡が窪んだ部分に再度堆積し
たとみられる。
遺物 かわらけが22,410g出土している。 3 · 4層から 多くの土器類が出土している。 かわらけは後
の埋没と判断できる 1 層を除いて、 ロ ク ロ かわらけのみで構成される。 図示していない資料を含める
と、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径6.6~9.6cm程で平均8.5cm程、 底径3.5~7.0cm程で平均5.0cm程、 器裔
1.1 ~2.3cm程で平均2.0cm程である。 底径が4cm前後以下と小 さく、 イ本部が外反しながら立ち上がる
器形 （図188 - 1 ~ 3 ) と、 他の遺構出土の ロ ク ロ かわらけ小皿と同様の器形がある。 ロ ク ロ かわら
け大皿は 口 径12.4~14.2cm程で平均13.5cm程、 底径4.8~6.0cm程で平均5.7cm程、 器高4.1~5.2cm程で
平均4.8cm程である。 底径が小さく、 器嵩の高い椀型の器形を呈する。 柱状高台は柱実の台部のみで
ある。 このほかイ本部形状は不明だが、 高台杯等の高台部片がある。 このほか、 国産陶器類や木製品も
出土している。 木製品では漆器椀が3 点、 鞘、 扇の骨、 箸、 格子などが出土している。

55SK38 遺構 74 -54に位置する、 検出面での径200 · 185cm程の 円 形の井戸 跡 である（図版編図
30 · 31、 図189)。 深さ240cm程で、 底面は径60cm程の 円 形を呈する。 底面標高は25.07mである。 堆積
土層は、 6 · 8 層は有機質の多い土層で、 8 層 には礫を含む。 4 · 5層はグラ イ 化している。 2 · 3 
層 は礫を多く含み、 1 層は地山 土を多く含む土層で、 埋め戻しの可能性がある。 55SB18→55SK38の
新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけが452.8g出土している。
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皿 発掘調査の成果
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55SK43 
I !OYR4/l褐灰色土 10YR7/8黄橙色ロ ー ムプロ ッ ク 、

距少恥昆入 かわ ら け細片含む
2 IOYRG/1)呂灰 色土 酸化鉄分多枇混入
3 !OYR6/I渇灰色土 !O\'R7/8黄橙色ロ ー ム ま だ ら多批混入

かわ ら け細片含む
4 10\R4/l褐灰色土 !OYR7/8黄橙色ロ ー ムプロ ノ ク 少枇混入
5 IOYRS/2灰黄褐色土 酸化鉄分 、 荏混入
6 !OG\7/1明緑灰色土 IOYR,/1褐灰色土 また ら 多欣混入

炭化 した木片を含む 存磁JIil出土
7 10G7/I明緑灰色土 IOYR4/l褐灰 色土ま だ ら 少祉混入

0 I JOO 2m 
I l l I I I 

55SK43平面 ・ 断面図
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55SK44 
1 10YR6/2灰黄掲色土 珪多祉混入 10YR6/8明黄褐色ロ ームプロ ッ ク 少拭

かわ ら け細片 、 炭化物粒少枇混入
2 10YR6/2灰黄褐色土 かわ ら け細片 、 炭化物粒多屈混入
3 10YR7/8黄橙色 ロ ーム 酪化鉄分多枇混入
4 IOYR5/1 褐灰色土 7. 5Y8/2灰 白 色 ロ ー ム縞状に多Jit混入
5 IOYR5/1褐灰 色土 完形かわ ら け折重な り 多批混入
6 7. 5Y8/2灰 白 色 ロ ー ム 10YR5/1 褐灰 色士ま だ ら 多拭混入 炭化物泣 、

焼けた壁土多砒混入
7 10YR7/8黄橙色 ロ ーム 掘 り すぎか
8 5Y8/3淡黄色 ロ ー ム 炭化物粒、 酸化鉄分多枇混入
9 IOGYS/1明緑灰色士 10YR6/2灰黄褐色土 ま だ ら少拭混入
10 N3/1'音灰色士 有槻代分の多い府 し ま り ない
1 1  10GY7/1明緑灰色 ロ ー ム N3/19音灰色士 ま た ら 多祉混入
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2 辿梢 と 出土辿物

55SK43 遺構 80 - 54に位置する、 検出面での径160 · 125cm程の楕 円形の井戸跡である（図版編図
37、 1図190)。 深さ265cm程で、 底面は径55cm程の 円形を呈する。 底面標高は24.75mである。 堆積土層
は、 6 · 7層はグラ イ 化し礫や木材を含む。 3 · 4 層は地山土とみられる黄褐色土を含む。 2 層は褐
灰色で混和物が多い。 1 層は礫や黄褐色士を含む。
遺物 かわらけが5441g出土している。

55SK44 遺 構 80 -53に位置する、 検出面での径180 · 170cm程の 円 形の井戸跡である（図版編図
37、 図191)。 深さ315cm程で、 底面は径115cmの 円 形を呈する。 底面標高は24.20mである。 堆積土層
は、 11層はグラ イ 化した土層で、 10層は有機質の多い土層である。 1 ~ 6層は礫や土器類、 炭化物を
多く含む土層で、 人為的に埋め戻されたとみられる。
遺物 かわらけが59.720.5g出土している。 図示していない資料を含めると、 ロ ク ロ かわらけ小 皿はロ
径8.8~9.0cm程で平均8.9cm程、 底径6.0~6.4cm程で平均6.2cm程、 器高l.5~1.7cm程で平均1.6cm程で
ある。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径12.4~14.3cm程で平均13.4cm程、 底 径5.8~8.0cm程で平均6.7cm程、
器高3.2~3.8cm程で平均3.5cm程である。 大皿は器高が低く、 皿型の器形を呈する。 柱状高台は台部
のみ出士している。 手づくねかわらけ小 皿は口径8.0~9.2cm程で平均8.7cm程、 器高1.2~2.0cm程で平
均1.7cm程である。 手づくねかわらけ大皿は口 径12.6~16.0cm程で平均13.6cm程、 器高2.4~4.0cm程
で平均2.9cm程である。 口径が13cm前後以下の小 型の器形が多く、 少量だが口 径が14cm以上の大翌
の器形が混 じ る。 このほか、 国産陶器類や輸入 陶磁器類が出上している。

56SE1  遺構 66 -53 に位置する、 検出面での径195 · 185cm程の 円形の井戸跡である（ 図版編図25、
図192)。 深さ240cm程で、 底面は径90cm程の円形を呈し、 一部が径60cm程の 円 形にさらに 一段掘り 下
げられている。 底面標高は25.30mである。 堆積土層は、 15~18層は黒褐色土や地山土が流入する締
まり の弱い土層である。 自 然堆積 による堆積の可能性が高い。 1 ~ 14層は地 山 ブ ロック を含む人為堆
積の土層と判断している。
遺物 1 層及び16層から出士している。 かわらけが3,100g出上しており、 ロ ク ロ かわらけと手づくね
かわらけの両者が含まれる。 このほか、 国産陶器が11点、 白 磁が 1 点、 木製品類が出上している。

56SE 1 

56SE1 J,,a \／／□ 565D 1 3  ◄ � ,ら、 ‘‘

a ‘ ` `  ＜、 9,‘ `· ̀`• 
, ` ̀  

`` [̀ ～ 、
`｀｀`` 56SD1 9
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``̀ ｀ �‘` 

l \ -、 `｀｀ l言
l
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I
 I

 

a H 2
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0 1 , 100 2m 
I l l ,  · I 

56SEI 
I 10rR4/2灰貨褐色上 地山 プ ロ ッ ク を ご く 徴f,l含む 炭粒を ご く 微拭含む 粘性やや有 締 っ て い る
2 10rR4 3にぶい拭渇色土 地山 プ ロ ッ ク 大!i!含む 粘性やや有 締 り やや有
3 2.  5\'7 ·Ii父黄色地山 プロ ノ ク 主体 その隙問に灰黄色土人る 粘性やや布 締 り やや有
I 2. 5\'6/3にぷい凶色土 地山プロ ッ ク 小粒を多位に含む 炭拉を 多姑に含む 粘性やや有 締 っ て し 、 る

2. 5\．4/］政灰色土 地 山 プ ロ ッ ク を微駄含む 炭粒を微虻含む 粘性布 締 り やや有
2. 5\',]/]凶灰色土 地山プ ロ ッ ク 少駄含む 粘性やや打 締 り やや有

7 5\r• III灰色土 炭拉少祇 地 山 プ ロ ッ ク 多凡に含む 粘性やや打 締 I) やや1r
8 5\＇5/］灰色砂れ」・ 地 山 プ ロ ッ ク徴姑 自 然ff肪 粘性やや1I 締 り やや布
9 10\．] ］灰 色士 地山 プ ロ ッ ク 大ht含む 粘性やや有 締 I) やや有
10 10\'5/］ 灰 色 上 黒色士プロ ッ ク 微！it含む 粘1生やや布 締 り やや有
II 5¥3/ ］ オ リ ープ黒色上 地 山 プ ロ ッ ク 多批 朕粒微ht含む 枯性やや有 締 り ややイr
l2  10\99 ]／ ］灰色土 地山 プ ロ ッ ク 大拉多lit含む 粘性ややイi 締 っ て 9 ヽ る
13 7 .  5G\'5/］ 社灰色土 炭拉微杖含む 粘性やや有 締 り 弗
].] 7. 5GY5/］ 社灰色土 粘性やや布 締 り 祁
1 5  5G5/] 紐灰色砂ti土 部分的に ．9.,·し褐色土 も 流れ込んだ状態で 見 られ る 枯性やや布 締 り 面
I 6 I OYl/3/ 1 .1.1.＼褐色土 緑灰 色の地山 と の互肘 粘性やや布 締 り が；
17 5G6/］ 録灰 色土 ',·し褐色土を ご く 微枇含む 粘性やや打 締 り がi
18 5G6/］粒灰 色 土 黒褐色 士 と 9)互肘 幾分砂っ ぼ い 粘性やや有 締 り ］り （ 自 然堆団に 見 え る ）
*］ • I~ 17は建物少ない

図 1 92 56SE1 平面 ・ 断面図
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皿 発掘調査の成果

56SE3 遺構 57 - 58に位置する、 検出面での径198 · 185cm程の 円形の井戸跡である（ 図版編図15、
図193) 。 掘削は底面まで行っておらず、 深さ260cm程までにとどめた。 その時点で径95cm程の 円形を
呈する。 上部の 1 ~ 3 層は近現代の水桶で、 これによって井戸跡の上部が壊されている。 7 ~9層は
壁が垂直に落ち、 礫や地 山 ブ ロック を含み人為堆積による上層とみられる。 4~ 6層から上は肩が広
がり、 下層と同様に人為堆積による埋め戻 し とみられる。
遺物 かわらけは細片が少量出土したのみで、 石製品 （石鉢） が出土している。
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56SE3 
0 1: 100 
1 l l l l l 

2m 

I 10\112/2黒褐色土 部分的に地山 プ ロ ノ ク 含む ビニール袋 ， 缶 コ ー ヒ ー等 が 入 っ て いた
枯性弱 締 り 弱 56SK88
5G4/JII音緑灰色土 地山プロ ノ ク ・ 炭粒を少拡含む 粘性菊 締 り やや有 56SK88
5G-I/ I 暗緑灰色土 地山 プ ロ ッ ク 少他含む 枯性やや有 締 り やや有 56SKSS
7. 5\R6/8橙色土 にぶい黄褐色土プ ロ ノ ク 少紐含む 粘性況 締 っ て い る
5Y7/-I 戊黄 色土 地山プロ ソ ク が主体で 、 その隙間ににぶい黄褐色土が入る 粘性弱 締 っ て い る
7 .  5GY4/JO阻緑灰 色砂質土 河1j;［石少砒入 る 粘性やや有 締 っ て い る
IOG\'5/ 1緑灰色土 多杖の珪を含む 粘性やや有 締 り やや有
7, 5G\― 4/1 暗緑灰 色砂質七 明 オ リ ー プ灰色土プロ ッ ク 含む 珪は少砧含む 粘性弼 締 っ て い る
I OG\，1/ 1 9阻録灰 色砂質土 明 オ リ ー プ灰色士プ ロ ッ ク 含む 珪 （小 さ い） を多放に含む 粘性弱
締 っ て い る

図 1 93 56SE3平面 ・ 断面図

56SK80 遺構 57 - 50に位置する、 検出面での径120 · 120cm程の 円 形の井戸跡である （図版編図
14、 図194)。 深さ165cm程で、 底而は径90cm程の円形を呈する。 底面標高は26.56mである。 堆積土層
は一 部が調査時の崩落のため失われているが、 4~ 6層 はグラ イ 化 し た土層で、 1 · 2 層は地山 ブ
ロックや炭化物、 自 然石を多く含む人為堆積による土層とみられる。 特に 1 層には人頭大の河原石を
含む。 56整地層を掘り込んで構築されており、 56整地層→56SK80の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけが3,700g出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.6~9.0cm程で平均8.8cm程、 底
径5.8~6.4cm程で平均6.1cm程、 器高1.4~1.8cm程で平均1.6cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径
14.3cm、 底 径6.2cm、 器高3.7cmである。 手づくねかわらけ小 皿は口 径9.2cm、 器高1.1~ 1.9cm程であ
る。 手づくねかわらけ大皿は 口 径13.4~14.8cm程で平均14.2cm程、 器裔2.4~3.lcm程で平均2.8cm程
である。 このほか、 国産陶器が2 点、 焼土塊、 鉄製品が出土 し ている。

57SE2 遺構 73 -48に位置する、 検出面での径180cm程で円形とみられる井戸跡である（ 同版編図
30、 図195)。 河川による影響を受け、 南半部のみの検出にとどまっている。 深さ201cm程で、 底 面 は
径90cm程の 円 形を呈する。 底面標高は25.55mである。 堆積上 層 は 人 為堆積による堆積が主と判断 し
ている。 11 · 12層からは遺物がほとんど出土していない。 8 層は炭 化物を多く含み、 これより上層の
土層は粘士 ブ ロック を多く含み、 炭化物を一 部に含む。 特に、 2 · 4 · 6層は炭化物を多く含み、 4
層では土器類がま と まって出士している。
遺物 かわらけが3,505.3g出士している。
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2 辿構 と 出土辿物
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図 1 95 57SE2平面 ・ 断面図

70SE1  遺構 70 - 49に位置する、 検出面での径152 · 146cm程の円 形の井戸跡である （ 図 版編図24、
図196)。 深さ211cm程で、 底面は径75cm程の隅 丸方形を呈する。 底面標高は255mである。 堆積土居
は11~13層では壁が垂直に落ち、 粘性の 強いグラ イ化 し た土膀である。 自 然堆積による と みている。
4 ~1喝は少量の地山 ブ ロ ッ ク を含むが、 崩落による流入で 自 然堆積による埋没 と 判断 し た。 1 ~ 3
恩は地山 ブ ロ ッ ク を多く含み、 土器類を多く出土 し ている。 人為堆積による埋め戻 し と 判断 した。 な
お、 壁而に確認される地山層は堆栢土で 1 ~12照の深さまでは基本土層でlX 層 と した黄褐色粘土の地
山 層だが、 13層付近から下 層 の 深さでは木片な どを含む暗褐色土になる。
遺物 1 ~3 層 の 人為堆梢層から出 土している。 かわらけ が5,095g出土 し て いる。 ロ ク ロ かわらけ
が多く、 手づくねかわらけは数屈も少なく小 破 片 の みである。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径7.9cm、 底
径4.5cm、 器高1.5cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径12.0~15.0cm程で平均13.7cm程、 底 径6.0~
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皿 発掘調査の成果

8.4cm程で平均7.2cm程、 器高3.0~4.5cm程で平均3.6cm程である。 椀型の器形と皿形の器形の両者が
含まれる。 柱状高台が 1 点出土している。
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図 1 96 70SE1 詳細 図

70SE3 遺構 61 -48 に 位置する、 検出面での径261 · 248cm ほ どの 円形の井戸跡である（ 図 版編図
24、 図197)。 深さ382cm程で、 底面は径85cm程の隅 丸方形を呈する。 底面標高は24.35mである。 堆積
士層は、 17層 以下は壁が垂直に落ちる。 16層 以下は水平に堆積した粘性が強 く グラ イ 化した土層であ
る。 遺物はほとんど出 上していない。 13~15層は地 山 ブ ロ ッ クや遣物を少量含むが、 斜方向の堆積で
壁面の崩落による 自 然堆積の埋没 と みている。 これより上層では壁が斜めに 広がる。 11 · 12層は土器
片を含む、 地山 ブ ロック を多 く 含む上層で人為堆積 による埋め戻しと判断している。 9 · 10層 は地山
ブ ロ ッ ク を含むものの、 遺物はほとんど出土していない。 3 ~ 8 層は遺物を含み、 地 山 ブ ロ ッ ク を多
く含む人 為堆積 による土層と判断している。
遺物 4 ~ 12層から遺物が出土しかわらけや国産陶器、 木製品が出上している。 かわらけが21,905g
出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径7.4~10.0cm程で平均8.6cm程、 底 径4.8~7.6cm程で平均
6.0cm程、 器高l.4~2.3cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径12.6~15.0cm程で平均
13.9cm程、 底 径5.5~8.2cm程で平均7.1cm程、 器高3.3~4.6cm程で平均3.8cm程である。 器高の高い椀
型の器形と、 器高の低い皿型の器形を呈する両者がある。 手づくねかわらけ小 皿はD 径9.4cm、 器高
1.7cmである。 手づくね大皿は 口 径12.6~16.2cm程で平均14.9cm程、 器高2.4~4.0cm程で平均3.2cm程
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2 造構 と 出土造物
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図 1 97 70SE3詳細図

である。 口 径が14cm以上の大型の器形と13cm以下の小 型の器形があり、 前者が多い。 このほか国産
陶器 、 輸入陶磁器、 木製品が出土している。 木製品は漆器椀や折敷片が出土している。
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図 1 98 77SK 1 詳細 図

77SK1  遺構 85 -100に位置する、 検出面での径140 · 140cm程の 円 形の遺構である（図版編図50、
凶197) 。 深さ138cm程で、 底 面は径100cm程の 円 形を呈する。 形状や土層 から井戸跡 と し て報告する。
底 面標高は23.8mである。 堆積土層は、 9層は粘性の強い水分を多く含む土層 で、 この層の上面から

関係の士器類や木質の遺物が出土 し ている。 1 ~ 8 層は土器類の出上は少量だが、 地 山 ブ ロック を多
く含む土層で、 人 為堆積による埋め戻 し と 判断 している。 上部を近現代の攪乱で壊されている。
遺物 かわらけが11,598g出土している。 同197 -1~ 13は 9 層 から出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ小
皿は口 径9.2cm、 底 径6.4cm、 器高1.8cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.5cm、 底 径6.8cm、 器
高3.4cmである。 器高の低いlIII.形の器形を呈する。 手づくねかわらけ小皿は 口 径8.8~9.6cm程で平均
9.3cm程、 器高1.9~2.lcm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわらけ大皿は 口 径12.8~14.0cm程で平
均13.6cm程、 器高2.3~3.4cm程で平均3.0cm程である。 13cm前後の 口 径の資料が多い。 14~24は上層
の人為 層から出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ小皿は 口 径8.6cm、 底径6.1cm、 器裔1.7cmである。 ロ ク
ロ かわらけ大皿は口 径15.6cm、 底 径9.0cm、 器高3.3cmである。 器高の低い皿形の器形を呈する。 手
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づくねかわらけ小 皿は 口 径8.4~9.Scm程で平均8.9cm程、 器高1.7~2.0cm程で平均1.8cm程である。 手
づくねかわらけ大皿は口径12.9~14.4cm程で平均13.9cm程、 器高2.5~3.0cm程で平均2.7cm程である。

【50次以前 の調査で調査 ・ 検討 し た 井戸跡の概要】
2 1  SE1  遺構 87 -102に位置する、 径390 · 360cm程 ・ 深さ572cm程の井戸跡である（図版編図50、
図199) 。 断面形状は上恩部分では外に広がり 、 中下層部分から垂直に壁が落ちる。 埋文報告の本文記
載か ら 深さを訂正している。 平面形は検出面で円形、 底面でも円形を呈する。
遺物 かわらけが48.461g出土している。 かわらけは ロ ク ロ かわらけと手づくねかわ ら けの両者を含
むが、 ロ ク ロ かわらけが多くを 占 める。 ロ ク ロ かわら け小 皿は 口 径8.2~9.7cm程で平均8.9cm程、 底
径5.7~7.0cm程で平均6.3cm程、 器高l.6~2.2cm程で平均2.0cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径
12.4~ 15.3cm程で平均13.3cm程、 底 径6.1~7.0cm程で平均6.5cm程、 器高3.2~5.0cm程で平均3.8cm程
である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は、 器高が低い器形も含むものの、 器高が高い椀型の器形を呈するもの
が多い。 手づくねかわら け 小 皿は口 径8.9~10.Scm程で平均9.7cm程、 器高1.9~3.0cm程で平均2.2cm
程である。 手づくねかわ ら け 大皿は点数が少ないが、 口 径14.4~15.4cm、 器高2.9~3.6cmである。 手
づくねかわらけは口 径が14cm以上と大きく、 器高も高い。 輸 入 陶磁器類などの土器類のほか木製品
などが出上している。 木製品では完形の曲 物、 漆器椀が出土している。 こ のほか、 漆塗り の弓弾や土
製円盤、 刀子などが出土 し ている。 鉄製品も出土しており、 鉄滓も含 む。

21 SE2 遺構 82 -95に位置する、 径203 · 194cm ・ 深さ547cmの井戸跡である（図版編図42、 図199)。
断面形状は上層 が台形状に広がり 、 1.10m程の深さに井戸枠の桟が残る。 井戸枠 よ り下層は垂直に壁
が落ちる。 桟より 上の土層は人為堆積に よ るとみ ら れ、 人為層下部に礫がまとまる。 底面付近の最下
層 にも礫が入る。 平面形は検出面で円形、 底面で楕 円形を呈する。
遺物 かわらけが41,771g出土している。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿は口径8.2~9.Scm程で平均9.1cm程、 底
径l.6~2.7cm程で平均2.1cm程、 器高5.2~6.3cm程で平均6.0cm程である。 ロ ク ロ かわ ら け 大皿は 口 径
15.6cm、 底 径4.6cm、 器高6.3cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は器焉が高く、 椀型の器形を呈する。
手づくねかわら け小 皿は 口 径8.9~10.3cm程で平均9.4cm程、 器高l.9~2.4cm程で平均2.1cm程である。
手づくねかわ ら け大皿は口 径15.2cm、 器高3.9~4.2cmである。 手づくねかわ ら け 大皿は口 径が大き
く、 器高も高い大型の器形を呈す。 国産陶器類や輸入 陶磁器などの土器類のほか木製品も出土してい
る。 木製品は漆器小 皿 ・ 椀、 刀 子柄、 下駄のほか、 墨書木片も出士している。 文字資料は「如」、 「如
法」 の墨書がある。 胡桃や桃、 ウ リ科の種子が出土 し ている。

21 SE3 遺構 81 -92に位置する、 径152 · 148cm · 深さ378cn]の井戸跡である（図版編図42、 図199)。
上層部分は人為堆積によるとみられる。 平面形は検出面で円形、 底面でも円形を呈する。
遺物 かわらけが434,669g出土している。 ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわ ら けの両者が含まれる。 ロ

ク ロ かわら け 小 皿は口 径7.8~10.0cm程で平均8.7cm程、 底 径5.0~7.4cm程で平均5.9cm程、 器高1.1~
2.5cm程で平均1.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ 大皿は 口 径12.4~15.4cm程で平均13.8cm程、 底 径4.9
~9.0cm程で平均7.2cm程、 器高2.8~4.5cm程で平均3.6cm程である。 ロ ク ロ かわ ら け大皿は器高の低
い皿形の器形を呈する資料が多い。 手づく ねかわらけ小 皿は口 径8.2~10.2cm程で平均9.0cm程、 器
高1.7~3.lcm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわら け大皿は 口 径12.6~15.7cm程で平均14.3cm程、
器高2.4~3.8cm程で平均3.2cm程である。 手づくねかわ ら け 大皿は 口 径が14cm以上の大型の器形を多
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く含むが、 13cm以下の小 さい器形の資料を含む。 墨書かわ ら けや穿孔のあるかわら け も含まれる。
木製品では折敷片や箸などが出土している。 鉄製品も出土しており 、 鉄滓も含む。

2 1 SE4 遺構 83 -89に位置する、 残存径200cmの井戸跡である（図版編図41 · 42)。 精査は南半部
のみに留まっており、 底面まで精査していない。 井戸側の一 部が検出されている。 平面形は 隅 丸方形
を呈する。 土層 は いずれも人為堆積により 、 埋め戻されたとみ ら れる。 井戸枠の部材とみ ら れる材が
確認されており 、 11層以下に縦板が2枚並び、 横桟が3 本確認されている。
遺物 かわ ら けが93,303g出土している。 ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわ ら けの両者を含むが、 手づ
くねかわら けが多 数を 占める。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿 は 口 径8.4~8.6cmで平均8.5cm、 底 径5.8~6.7cm
で平均6.3cm、 器高2.0cmである。 ロ ク ロ かわ ら け 大皿 は 口 径13.5~13.7cmで平均13.6cm、 底 径6.9~
7.4cmで平均7.2cm、 器高3.2~3.9cmで平均3.6cmである。 ロ ク ロ かわ ら け は 少ないため特徴の把握 は
難しいが、 器高の低い器形である。 手づくねかわ ら け小 皿 は 口 径8.2~11.0cm程で平均9.2cm程、 器
高l.5~2.5cm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわ ら け大皿 は 口径12.9~15.0cm程で平均13.6cm程、
器高2.5~3.8cm程で平均3.0cm程である。 手づくねかわ ら けの大皿は 口 径が小 さい資料が多い。 国産
陶器類などの土器類が多く出土しており 、 そのほかに瓦などが出士している。 国産陶器では渥美産の
四 耳壷が、 輸入時期では 白磁四耳壷が体部のみだが器形を復元できる。 軒丸瓦では剣頭文 ＋ 巴文の瓦
当文様をもつ。 桃の種、 ウ リ科の種子が出土している。

28SE1  遺 構 78 -67に位置する、 径145 · 135cm ． 深さ219cmの井 戸 跡である（図版編図39、 図
199)。 平面形は検出面で円形、 底 面でも ほ ほ 円 形を呈する。 最上層 の 1 層は 自 然堆積とみているが、
それ以下の層 はいずれも人為 堆積とみている。 28SB6、 28SB1、 28SA2→28SE1の新旧関係が確認さ
れている。 ただし、 断面図の検討か ら 28SE1を掘り 込む柱穴があり、 28SB1との新旧 は 逆転する可能
性がある（ 柳之御所謂査事務所2005) 。
遺物 遺物量は井戸跡としては 少ない。 かわらけが1,672g出土している。 ロ ク ロ かわ ら けと手づくね
かわらけの両者を含むが、 ロ ク ロ かわ ら けが多い。 手づくねかわ ら けは 破片が少量出土したのみであ
る。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿 は 口径7.8~9.lcm程で平均8.2cm程、 底径5.3~6.0cm程で平均5.6cm程、 器高
l.8~2.2cm程で平均2.0cm程である。 ロ ク ロ かわ ら け 大皿 は 口 径15.0cm、 底 径6.8cm、 器高4.7cmであ
る。 点数は少ないものの、 ロ ク ロ かわ ら けの大皿 は椀型を呈する。

28SE2 遺 構 79 -68に位置する、 径 190 · 155cm · 深さ396cmの井戸跡である（図版編 同39、 図
199) 。 平面形は検出面では 円形、 中層か ら 底面にかけて方形を呈する。 上層の 1 ~4層は人為 堆積に
よる埋め戻しとみられる。 下 層 の5 · 6層 は 自 然堆積とみ ら れる。 28SB2→28SE2の新旧関係が確認
できる。 ただし、 断面図の検討か ら 28SE2を掘り 込む遺構が存在する可能性があり 、 新旧が 逆転する
可能性がある（ 柳之御所調査事務所2005) 。
遺物 かわ ら けが113,876g出土している。 ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわら けの両者を含む。 ロ ク
ロ かわ ら け 小 皿 は 口 径8.7~10.0cm程 で平均9.3cm程、 底 径4.7~7.2cm程 で平均6.2cm程、 器 高1.5~
2.3cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径13.8~15.1cm程で平均14.4cm程、 底 径6.0
~8.9m程で平均7.3cm程、 器高3.2~4.4cm程で平均3.8cm程である。 ロ ク ロ かわ ら け大皿は椀型の器形
と皿形の器形のいずれも含み、 皿形の器形を呈する資料が多い。 手づくねかわ ら け小 皿は口 径9.5~
10.7cm程で平均9.8cm程、 器高l.8~2.5cm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわ ら け 大皿 は 口 径14.0
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~16.Scm程で平均14.9cm程、 器高2.6~4.Scm程で平均3.1cm程である。 手づくねかわら け 大皿は 口 径
が大きい資料が多い。 柱状高台の台部が出土している。 国産陶器や輸入磁器が含む土器類が多 く 出土
しているほか、 木製品が出土している。 木製品 は折敷片 や箸、 墨書折敷も多 く 出土している。 寝殿造
の建物が描かれた墨画折敷や平仮名 と みられる墨書折敷も出土している。 瓦や比熱した壁土も出士し
ている。 6層から年輪年代で1130年、 1141年の辺材を残す折敷が出土している。 また墨画折敷は1051
年の測定結果が得られている。

28SE3 遺 構 77 -65に位置する、 径160 · 155cm ・ 深 さ242cmの井戸跡である（ 図版編 固32、 図
199) 。 1 · 2 層 は遺物をほ と んど含まないものの、 礫 を多 く 含 む人 為 堆 積 土 層 である。 3 層 は
遺物を多 く 含 む人 為 堆 積 土 層 である。 平面形は検出 面で隅 丸方形、 底 面でも隅 丸方形を呈する。
55SA1→28SE3の新旧関係が確認できる。
遺物 かわら けが約39,000g出土している。 ロ ク ロ かわらけ と 手づ く ねかわら けの両者を含む。 ロ
ク ロ かわら け小 皿 は 口 径8.7~9.lcm程で平均8.9cm程、 底 径5.5~6.2cm程で平均5.9cm程、 器高1.7~
2.2cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ 大皿は口 径13.5~15.1cm程で平均14.1cm程、 底 径6.9
~8.7cm程で平均7.7cm程、 器高3.3~4.0cm程で平均3.6cm程である。 ロ ク ロ かわら け 大皿は器高が低
く 、 皿形の器形を呈する。 手づ く ねかわらけ小 皿 は 口径8.2~9.3cm程で平均8.7cm程、 器蘭1.4~2.0cm

程で平均1.7cm程である。 手 づくねかわらけ大皿 は 口 径12.2~14.6cm程で平均13.7cm程、 器高2.6~
3.4cm程で平均2.9cm程である。 手づくねかわらけの大皿は口 径が小 さい資料が多い。 木製品で は 宝
塔が 1 点のほか、 折敷が出土している。 軒平瓦を含む瓦も出土している。 年輪年代で1175年の辺材を
残す折敷が出上している。 壁土も多く出士している。

28SE4 遺 構 74 -68に位置する、 径223 · 218cm ． 深 さ455cmの井戸跡である （図版編図32、 図
199) 。 平面形は検出面で隅 丸方形、 途中から底面にかけて方形を呈する。 16層以下は12世紀代の人為
堆積土 と みられる。 特に19層以下の人為堆積土では土器類や木製品を多く含む。 上層の 1 ~15層 は13
層 で近世の磁器が出土したと記載され、 12世紀代より新しい時期に堆積したもの と 見なされている。
ただし、 上層の土層にもブ ロック 土を多く含む人為堆積土 と みられる土層があり、 埋文報告において
近世 と された磁器も含め不明な点が多い。 28SB5と空間的に重複するが、 遺構の切り合いには不明な
点が残る。
遺物 かわらけが151,579g出土している。 ロ ク ロ かわら け と 手づ く ねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ
かわらけ 小 皿は 口 径7.7~9.3cm程で平均8.8cm程、 底 径4.2~6.9cm程で平均5.7cm程、 器高l.2~2.3cm
程 で平均1.8cm程 である。 ロ ク ロ かわら け 大 皿 は 口 径13.2~15.6cm程 で平均14.2c�程、 底 径6.1~
9.0cm程で平均7.4cm程、 器高3.0~4.7cm程で平均3.7cm程である。 手づくねかわらけ小 皿は口 径8.0~
10.3cm程で平均9.6cm程、 器高l.5~2.4cm程で平均2.0cm程である。 手づ く ねかわらけ 大皿は口 径13.8
~16.4cm程で平均15.0cm程、 器高2.5~4.4cm程で平均3.3cm程である。 ロ ク ロ かわら け 大皿は器翡の
高い椀型の器形 と 低い皿形の器形が含まれる。 手づくねかわらけ大皿は口 径の大きい器形が多い。 土
器類のほか、 木製品を多く含 む。 木製品は完形の方形曲 物や折敷片、 箸、 部材が出土している。 人面
墨書かわらけを含む、 墨 書かわらけが出土している。 年輪年代で1124年の辺材を残す折敷が21層から
出土している。

28SE5 遺 構 75 -70に位置する、 径153 · 146cm · 深 さ367cmの井戸跡である（ 図版編図32、 図
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199)。 平面形は検出面で方形、 底面でも方形を呈する。 最下層の4層から多 く の遺物が出土 している。
ブ ロック 土を含む土質で人為的な埋め戻しの可能性があるものの、 判然としない。 2a · b層は遣物の
包含は少ないものの、 地山粘土で構成され人為堆積とみられる。
遺物 かわらけが39,389g出 土している。 ロ ク ロ かわらけと手づく ね かわらけの両者を含む。 ロ ク
ロ かわらけ小 皿 は 口 径8.3~9.0cm程 で 平 均8.6cm程、 底 径4.7~7.lcm程で平均5.7cm程、 器 高1.4~
2.1cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径13.6~14.3cm程で平均13.9cm程、 底 径7.2
~8.6cm程で平均7.7cm程、 器高3.7~3.9cm程 で平均3.8cm程である。 手づ く ね かわらけ小 皿は 口 径
9.8cm、 器高1.9cmである。 手づ く ねかわらけ大皿は 口 径15.1cm、 器高3.3cm程である。 ロ ク ロ かわら
け大皿は椀型の器形で、 手づくねかわらけ大皿は口径の大きい資料である。 柱状高台が1 点、 墨書か
わらけも含まれる。 被熱した磁器片が多 く 含まれているほか、 木製品が出土 している。

28SE6 遺 構 76 -70に位置する、 径223 · 203cm · 深さ529cmの井戸跡である（ 図版編図32、 図
199)。 平面形は検出面で隅 丸方形、 途中で方形になり、 底面で円形を呈する。 断面形状でも検出面で
広 く 、 中途で狭まり、 下部で再度広がる。 10層 の上面で礫が面的に広がる。 28SB2→28SE6の新旧関
係が確認されてい るが、 28SE6の最上層は後世の堆積の可能性があり（岩手埋文1995)、 新旧が 逆転
する可能性がある（柳之御所調査事務所2005) 。
遺物 遺物量は少ないが、 かわらけが7,201g出土している。 士器類や瓦、 木製品が出土 している。 か
わらけは ロ ク ロ かわらけで 占 められる。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口径7.6~8.lcmで平均7.9cm、 底径5.4
~6.7cmで平均6.1cm、 器高l.6~1.7cmで平均1.7cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.0~13.Scm
で平均13.3cm、 底径7.0~7.Scmで平均7.4cm、 器高3.6~3.9cmで平均3.8cmである。 木製品では箸が出
土している。

28SE7 遺 構 78 -70に位置する、 径172 · 140cm ． 深 さ254cmの井戸跡である（ 図版編 同39、 図
200)。 平面形は検出面で隅 丸方形、 底 面では円 形を呈する。 下層の24 · 25層は人為堆積とみられる。
24層 は水平に層状に堆積する礫を含む。 1 ~23層 は 自 然堆積とみられる。 28SB2と空間重複するが、
遺構の切り 合いはない。
遺物 遺物量は少ない。 かわらけが14.441g出土 し て い る。 ロ ク ロ かわらけで多 く が 占 められ、 手づ
くねかわらけは細片 のみである。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径7.5~8.4cm程で平均8.1cm程、 底径5.2~
6.1cm程で平均5.7cm程、 器高1.5~2.0cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.5~
14.7cm程 で平均14.1cm程、 底 径3.4~4.7cm程で平 均4.0cm程、 器 高5.0~7.6cm程で平均6.6cm程 であ
る。 ロ ク ロ かわらけ大皿は器高が高 く 底径の小 さい椀型の器形を含む。 陶器類や木製品を含む。

28SE8 遺 構 78 -70に位置する、 径182 · 152cm · 深さ334cmの井戸跡である（図版編図39、 図
200)。 平面形は検出面で楕 円形、 底面では不整円形を呈する。 堆積土の多くは人為堆積による埋め戻
しとみられる。 28SB3との切り合いは、 平面図等からやや不明確である。 28SB2、 28SB3と空間重複
するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 遺物量は少ないが、 穿孔かわらけを 1 点含む。 かわらけが1,708g出土している。 ロ ク ロ かわら
けのみで 占められる。。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.1~8.4cm程で平均8.3cm程、 底径5.3~5.8cm程で
平均5.6cm程、 器高1.9cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径15.1cm、 底 径8.2cm、 器高3.1cmであ
る。 小 型で打ち欠きが行われる資料もある。
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皿 発掘調奔の成果

28SE9 遺 構 78 -71に位置する、 径238 · 195cm · 深 さ432cmの井戸 跡である（図版編図39、 図
200)。 平面形は検出面で楕 円形、 底面でも楕 円形を呈する。 堆積士の多くは人為堆積に よ る埋め戻し
とみられ、 一部が 自 然堆積と人為 堆積の互層とみられる。 28SB3、 28SK13→28SE9の新旧関係が確認
できる。 ただし、 28SB3の柱穴は遣存状態が良くないとの調査当 時の認識もあり、 28SB3との新旧は
逆になる可能性もある （柳之御所調査事務所2006)。 また、 28SB2と空間重複するが、 遣構の切り合
いはない。
遺物 かわらけが18,646g出土している。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含むが、 特に
下部の堆積土層で は ロ ク ロ かわらけを主体とする。 ロ ク ロ かわらけ小 皿 は D 径6.3~9.8cm程で平均
8.7cm程 、 底 径5.4~6.5cm程で平均5.9cm程、 器高l.5~2.4cm程で平均2.0cm程である。 ロ ク ロ かわら
け大皿 は D 径12.7~15.9cm程で平均14.3cm程、 底 径5.9~9.3cm程で平均7.0cm程、 器高3.3~4.6cm程で
平均4.0cm程である。 ロ ク ロ かわらけは器高の高い椀型の器形が多い。 手づくねかわらけ大皿は 口 径
14.0cm、 器高2.8cm程である。 国産陶器類や輸入磁器などの土器類のほか、 瓦 片や木製品、 八稜 鏡 が
出士している。

28SE 1 1 遺構 82 -70に位置する、 径180 · 176cm · 深 さ437cmの井戸 跡である（図版編図39、 図
200)。 平面形は検出面で楕 円 形、 底面で は 隅 丸方形を呈する。 最下層の15層 は遺物を多く含み、 粘土

ブ ロック も含む土層で人為堆積とみられる。 1~14層 は礫を含む人為 堆積と 自 然堆積に よ る砂層とが
互層となる。 28SB4→28SE11の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけが40,870g出土している。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ
かわらけ小 皿 は 口 径8.3~9.3cm程で平均8.8cm程 、 底 径5.6~6.9cm程で平均6.4cm程 、 器高l.4~2.3cm
程 で 平均1.9cm程 である。 ロ ク ロ かわら け 大 皿 は 口 径13.4~ 15.3cm程 で平均14.2cm程、 底 径6.5~
8.4cm程で平均7.5cm程、 器高2.8~3.6cm程で平均3.3cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿 は器高の低い
皿形の器形を呈する。 手づくねかわらけ大皿 は 口 径13.2~15.0cm程で平均14.1cm程、 器高2.4~3.3cm
程で平均2.8cm程である。 手づくねかわらけ大皿 は器高が低く、 D 径も小 さい資料が多い。 陶器片 は
少ないものの土器類が多く出土し、 折敷や刀子の鞘な どの木製品 、 轡や杏葉などの金属製品も含まれ
る。 墨 書のある木片を含むほか、 焼け壁上も出土している。 年輪年代で1119年、 1180年の辺材を残す
折敷が出土している。

28SE1 3  遺構 77 -78に位置する、 径132 · 128cm · 深さ256cmの井戸跡である（図版編図33)。 平
面形は検出面で隅丸方形、 底面でも方形を呈する。 堆積層 はいずれの士層も人為 堆積層とみられ、 遺
物は 1 層からやや多く、 下層からも出上している。
遺物 かわらけが7,356g出上している。 4 層 から は ロ ク ロ かわらけのみ出上し、 最上層 の資料 に は
手づくねかわらけ片も含まれる。 ロ ク ロ かわらけ小 皿 は 口径6.6~9.0cm程で平均8.0cm程、 底径4.0~
6.0cm程で平灼5.1cm程、 器高1.2~2.lcm程で平均1.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿 は 口径14.2cm、
底 径5.8cm、 器高3.8cmである。 底 径が小 さく椀型の器形を呈する。 口 縁部打ち欠きの ロ ク ロ かわら
け小 皿が複数含まれる。

28SE1 4  遺 構 74 -77に位置する、 径176 · 144cm · 深さ361cmの井戸 跡である（図版編 圏33、 図
200)。 平面形は検出面で楕円 形、 底面でも楕 円 形を呈する。 堆積層の状況 は判然としないが、 下層か
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2 辿桃 と 出 ＿十．辿物

ら人為堆積、 自 然堆積、 礫を含む土屠の順に堆桔する。
遺物 かわらけが2,321g出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ小皿は 口 径6.6cm、 底径5.0cm、 器高1.8cmで
ある。 手づ く ねかわらけ大lll1は 口 径15.0cm、 器高3.6cmである。 刀 子状の木製品 や 白 磁四耳壺などが
出土 し ている。

28SE 1 5  遺構 71 -72に位置する、 径192 · 184cm · 深 さ 195cmの井戸跡である （図版編図27)。 平
面形は検出面で隅丸方形、 底面で正方形を呈する。 10層は粘土層で多くのかわらけを含む。 1 ~9層
は粘土ブロック を含み、 人為堆積による士層とみられる。 9層と10層の層界には礫が面的に広がる。
遺物 かわらけが232,453g出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク
ロ かわらけ 小 皿 は 口 径8.0~10.3cm程で平均9.0cm程、 底 径4.7~7.8cm程で平均6.1cm程、 器高1.3~
2.4cm程で平均1.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径12.7~15.9cm程で平均14.1cm程、 底 径6.0
~9.0cm程で平均7.2cm程、 器高3.0~4.8cm程で平均3.8cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は皿形の器
形を呈する資料が多いが、 椀 製の器形も含まれる。 手づくねかわらけ小皿は口 径8.4~10.5cm程で平
均9.5cm程、 器高l.4~2.3cm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわらけ大皿は口 径14.2~16.4cm程で
平均15.1cm程、 器高2.4~3.9cm程で平均3.3cm程である。 手づくねかわらけ大皿は 口 径の大きい資料
も含まれる。 金鉱石が出土 し ている。

28SE1 6 遺 構 75 -72に位置する、 径168 · 148cm · 深 さ 322cmの井戸 跡である（ 図版編図33、 凶
200)。 平面形は検出面で隅丸方形、 底面では方形を呈する。 堆積層は、 1 層は 自 然堆積と見な さ れて
いるものの、 上面に礫が置かれていたと記録 さ れている。 2 層は粘土ブ ロック を含む人為堆積層であ
る。 3 層は人為堆積とみられ、 礫が多く密に含まれ、 かわらけや木製品類も多く出土 している。 4 ·
5層は粘土層である。
遺物 かわらけが41,466g出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者が含まれる。 ロ
ク ロ かわらけ小 皿は 口 径8.1~9.6cm程で平均8.8cm程、 底 径4.4~7.2cm程で平均5.9cm程、 器高1.5~
2.3cm程で平均1.9cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.5~15.8cm程で平均14.4cm程、 底 径6.3
~9.2cm程で平均7.4cm程、 器高3.1~4.3cm程で平均3.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は大型の器
形が多く、 器高や底径から椀型の器形と皿形の器形のいずれもが含まれる。 手づくねかわらけ小皿は
口 径8.1~ 10.2cm程で平均9.3cm程、 器高l.4~2.5cm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわらけ大皿
は 口 径14.1~ 15.8cm程で平均15.2cm程、 器高2.9~4. lcm程で平均3.3cm程である。 手づくねかわらけ
大皿は大型の器形が多い。 土器類が多く出土 し 、 木製品も多く出土 し ている。 糸巻の、 枠木と横木の
いずれもが多く出土 し ている。 折敷や刀 子の柄・鞘、 刷毛、 物差 しなどの木製品も含まれる。 墨 書折
敷も出土 し ており、 W 章で記すいわゆ る「人々給絹 日記」などが出上 している。 呪符も含まれる。 年
輪年代で1158年の辺材を残す折敷が出土 し ているほか、 1138年の年代が得られている。

28SE1 7 遺 構 81 -73に位置する、 径156 · 130cm · 深 さ 233cmの井戸跡である （図版編図39、 図
200 ) 。 平面形は楕 円形、 底面も楕 円形を呈する。 底面の一部が掘り窪められている。 9層は人為堆積
層である。 6層上面で瓦片が面的に広がる。 2 · 3 層も人為堆積層で土器類や礫を含む。 1 層は礫が
中央に集中 し て堅く締まり、 人為堆積とみられる。
遺物 かわらけが11,619g出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク
ロ かわらけ小皿は、 口 径8.2~8.7cm程で平均8.5cm程、 底 径5.4~6.4cm程で平均5.8cm程、 器高1.6~
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1.8cm程で平均1.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は、 口 径13.2~13.9cm程で平均13.6cm程、 底径6.6
~7.5cm程で平均7.0cm程、 器高3.3~3.8cm程で平均3.6cm程である。 手づくねかわらけ大皿は、 口径12.9
~15.9cm程で平均14.0cm程、 器高2.7~4.2cm程で平均3.3cm程である。 手づくねかわらけ大皿は 口 径の
小 さい資料が多い。 9層から悶骨が 6点出土している。 平瓦片が23点とややまとまる。

28SE1 8  遺 構 73 -77に位置する、 径124 · 118cm · 深さ287cmの井戸跡である （図版編図33、 図
201)。 平面形は検出面で正方形、 底面でも正方形を呈する。 1 · 2 層は人 為堆積とみられ、 粘土 ブ
ロック が多く含まれる。 3 層は粘士層で、 底面から木の削 屑が多量に出士した。
遺物 かわらけが468g出土している。 土器類が少量出土し、 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径14.0~14.2cm 
で平均14.1cm程、 底径6.1~7.lcm程で平均6.6cm程、 器高3.3~4.0cm程で平均3.7cm程である。 角 材や
板片、 木の削り屈が底面付近から出土している。

3 1  SE1  遺 構 79 -82に位置する、 径200 · 188cm · 深さ615cmの井戸跡である （図版編図40、 図
201)。 平面形は検出面で正方形、 底面でも正方形を呈する。 最上層の 1 層は 自 然堆積とみられるが、
それより下層は人為堆積による埋め戻しとみられる。 底面付近で部材や大型の杓子が出土している。
遺物 かわらけが250g出土している。 木製品が多く出上している。 木製品は漆器椀のほか、 建築部
材とみられる木製品、 大型の杓子がある。 これらの部材にはロ ク ロ かわらけ小 皿が伴う。 ロ ク ロ かわ
らけ小 皿は口径9.0cm、 底径5.3cm、 器高2.2cmである。

3 1 SE2 遺 構 69 -74に位置する、 径204 · 193cm · 深さ365cmの井 戸 跡である（ 図版編図27、 図
201)。 平面形は検出面で隅丸方形、 底面でも隅 丸方形を呈する。 最下層の11層は粘土でが構成され、
松双鶴 鏡 が出士している。 周囲に炭化物が薄く広がる。 その上部の9層は建築部材が多く含まれる人
為堆積層である。 それより上部の堆積層も人 為 堆積による土層とみられる。
遺物 かわらけが20,062g出土している。 ロ ク ロ かわらけで多くが 占められ、 手づくねかわらけは破
片が含まれるのみである。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口径6.8-9.3crn程で平均8.3cm程、 底径3.8-7.9crn程
で平均5.5cm程、 器高l.2~2.5cm程で平均1.9cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.2-l 4.2crnで
平均13.7cm、 底径5.4cm、 器高4.3-4.5crnで平均4.4cmである。 ロ ク ロ かわらけは大皿では底径が小 さ
＜ 器高の高い椀型の器形である。 建築部材とみられる木製品が多く出土している。 木製品は刀子柄や
糸巻き、 折敷のほか、 破風板や屋根材とみられる板材、 断面形が長方形の柱材などの大型の建築部材
を含む。 松双鶴 鏡や硯も出土している。

3 1 SE3 遺 構 69 -73に位置する、 径176 · 164cm · 深さ212cmの井戸跡である（ 図版編図27、 図
201)。 平面形は検出面で不整円形、 底 面では隅 丸方形を呈する。 5 · 6層は水分を含む土層である。
4層はかわらけを多く含む土層である。 1 ~3 層は人 為 堆積による士層とみられる。 31SB4→31SE3
の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけが40,327g出上している。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 手づく
ねかわらけが多くを占める。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口径9.0cm、 底 径6.0cm、 器高1.8cmである。 ロ ク
ロ かわらけ大皿は口径14.0~14.5cmで平均14.3cm、 底径7.0cm、 器高4.1cmである。 手づくねかわらけ
小 皿は 口径8.3~9.6cm程で平均8.9cm程、 器高l.7~2.6cm程で平均2.2cm程である。 手づくねかわらけ
大皿は 口 径13.3~15.8cm程で平均14.3cm程、 器高3.1~ 4.0cm程で平均3.4cm程である。 ロ ク ロ かわら
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皿 発掘調査の成果

けは皿形の器形を呈する 。 手づくねかわ ら けは小 形の器形が多い。 こ のほか、 対にな る とみ ら れ る 連
歯下駄が2 個、 鉄滓が出土 してい る 。

3 1 SE6 遺 構 68 -72に位置す る 、 径180 · 176cm · 深さ333cm の 井 戸 跡であ る （ 図版編図27、 図
201) 。 平面形は検出面で隅丸方形、 底面では方形を呈す る 。 5 ~ 8 層は水分を含む粘土、 シ ル ト 層で
木炭や焼け壁土が5 · 7 層か ら 出土 し てい る 。 3 · 4層は人為堆積とみ ら れ、 かわ ら けや多くの礫を
含む。 1 · 2 層 は 自 然堆積とみ ら れ る 。
遺 物 かわ ら けが34,436g出土 し てい る 。 ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわ ら けの 両者を含む。 ロ ク ロ
かわ ら け小 皿は 口 径8.7~10.1cm程で平均9.0cm程、 底径4.5~6.6cm程で平均5.7cm程、 器高l.8~2.6cm
程で平均2.1cm程であ る 。 ロ ク ロ かわ ら け大皿 は 口径13.6cm、 底径7.0cm、 器高3.1cmであ る 。 手づく
ねかわ ら け小 皿 は 口 径8.0~9.Scm程で平均8.8cm程、 器高l.4~2.5cm程で平均1.9cm程であ る 。 手づく
ねかわ ら け大皿は口 径12.8~15.1cm程で平均13.9cm程、 器高2.4~3.6cm程で平均3.1cm程であ る 。 手
づくねかわ ら け大皿は口径の小 さい資料が多い。 柱状高台が 1 点出土 してい る 。 被熱 した壁土が多く
出土 しており、 2 層か ら 100g、 3 層か ら 50g、 4層か ら 50g、 5層か ら 7,900g、 6層か ら 650g、 7 層か
ら 43,650gが報告されてい る 。 白 土が塗布され る 壁土も含まれ る 。

3 1 SE7 遺 構 67 - 71に位置す る 、 径236 · 176cm · 深さ580cm の 井 戸 跡であ る （ 図版編図27、 図
201) 。 平面形は検出面で楕 円形、 底面で は 隅丸方形を呈す る 。 4~ 7 層は水分を含む粘土と シ ル ト で
構成され る 自 然堆積層であ る 。 2 · 3 層は人為 堆積とみ ら れ る 士層で、 かわ ら けや炭化物片を含む。
1 層は支援堆積層とみ ら れ る 。
遺物 かわ ら けが161,368g出土 してい る 。 かわ ら けは ロ ク ロ かわ ら けと手づくねかわ ら けの両者を含
む。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿 は 口 径7.7~9.7cm程で平均8.8cm程、 底 径5.0~6.9cm程で平均6.0cm程、 器高
l.4~2.2cm程で平均1.8cm程であ る 。 ロ ク ロ かわ ら け大 皿は 口 径11.6~14.8cm程で平均13.6cm程、 底
径6.7~8.2cm程で平均6.9cm程、 器高2.7~4.0cm程で平均3.4cm程であ る 。 手づくねかわ ら け小 皿はロ
径7.2~9.9cm程で平均8.9cm程、 器高1.1~2.6cm程で平均1.8cm程であ る 。 手づくねかわ ら け大 皿 は ロ
径11.5~16.0cm程で平均13.7cm程、 器高l.8~ 3.6cm程で平均2.8cm程であ る 。 手づくねかわ ら け は ロ
径 の小 さい資料が多い。 被熱 し た資料が多く含まれ る 。 木製品も多く出土 し 、 箸が5層 か ら 多量に出
土 しており、 414点が出土 した。 両端が判明す る ものは110点である 。 そ のほか、 折敷片や格子が多く
出土 し てい る 。

3 1 SE8 遺 構 74 -74に位置す る 、 径168 · 148cm · 深さ255cm の 井 戸 跡であ る （ 図版編 固33、 図
201) 。 平面形は検出面で正方形、 底面では方形を呈する 。 5 層は 自 然堆積層で、 水分を含む土層であ
る 。 遺物の多くは こ こ か ら 出土 し てい る 。 2 ~4層 は 粘土 ブ ロ ッ ク を多く含み、 人 為堆積とみ ら れ
る 。 1層は 自 然堆積とみ ら れ る が、 上部は削平を受けてい る 。
遺 物 かわ ら けが967g出土 し てい る 。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿と柱状高台が出土 し てい る 。 ロ ク ロ かわ
ら け小 皿 は 口 径7.6~ 9.lcm程で平均8.4cm程、 底 径3.8~5.6cm程で平均5.1cm程、 器高2.1~2.6cm程で
平均2.4cm程であ る 。 木製品が多く出土 し ており、 折敷片 のほか紡織具を含む。 糸 巻きは枠木と横 木
が多く出土 し てい る ほか、 そ のほかにも紡織具 の可能性があ る 資料があ る （ 前川2015) 。 なお、 精査
時には獣骨片 の 混入が観察されている 。
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2 辿梢 と 出土追物

36SE2 遺構 62 -59に位置する、 径108 · 96cm ・ 深さ290cmの井戸跡である（ 図 版編 図20)。 平面
形は検出面で方形、 底而で円形を呈する。 3 層は 自 然堆梢で水分を含む粘性の強い土層である。 逍物
を含む土層である。 2 )門は粘土 ブ ロック を多 く 含み、 人為堆積とみられる。 1 層は 自 然堆積と観察さ
れているが、 上部には礫が密に堆積する。
遺物 かわらけが2,773g／廿 土している。 ロ ク ロ かわらけ小」l11がある。 ロ ク ロ かわらけ小皿は口 径8.9~
9.8cm程で平均9.3cm程、 底 径5.5~7.0cm程で平均6.4cm程、 器裔 l.3~2.3cm程で平均1.9cm程である。
国産陶器類の はか、 木製品が出土している。 木製品は箸や 刀 型の形代のほか、 20 x 30 x 8 cm程で断
面形が方形を呈する角材が出土している。

36SE3 遺構 61 -58に位置する、 径88 · 84cm ． 深さ286cmの井戸跡である（図版編図20)。 平面形
は検出面で方形、 底面で円形を呈する。 6層は 自 然堆積で、 水分を含む粘土と シ ルトで構成される土
層である。 遺物が含まれる。 1 ~5層は粘土ブロック を多く含み、 人為堆積とみられる。
遺物 かわらけが1,436g出 土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ大皿 ・ 小 皿のほか柱状高台が含まれる。 ロ
ク ロ かわらけ小 皿 は 口 径7.2~9.4cm程で平均8.5cm程、 底 径5.8~7.0cm程で平均6.3cm程、 器高1.7~
2.5cm程で平均2.0cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.9cm、 底 径6.3cm、 器高4.8cmである。
木製品が出土しており、 曲 物、 箸、 火きり杵、 部材が含まれる。 部材は端部の片側は平坦に、 もう片
側には手斧痕が残る。 また、 木の削 屑がまとまって出土 している。

4 1  S E 1  遺 構 65 -69に位置する、 径220 · 200cm · 深さ333cmの井戸 跡である（ 図 版 編 図21、 図
202)。 平面形は検出面で楕 円 形、 底 面で長方形を呈する。 底面中央が径50cm程で掘り窪められてい
る。 人為堆積とみられる3 層から井戸部材がとみられる資料を含む多 く の部材が出土している。 壁際
から、 節を抜かれた竹が底面に届く状態で出土している。 4 層も人為堆積の可能性があり 、 3 層との
層界に植物質遺体が面的に広がる。 41SB2と空間重複するが、 遣構の切り合いはない。
遺物 かわらけが167g出土している。 部材が多く出土 し ており、 ほぞ穴をもつ材があり 、 井戸 枠と
みられる。

41 SE4 遺 構 65 -67に位置する、 径200 · 188cm · 深さ310cmの井戸 跡である（ 図 版編 図21、 図
202)。 平面形は検出面で円形、 底面で円形を呈する。 全体が地山 ブ ロ ック を多 く 含み、 人為堆積とみ
られる。
遺物 かわらけが500g程出土している。 ロ ク ロ かわらけ小皿は 口 径8.1cm、 底径6.2cm、 器高1.4cmで
ある。 木製品では下駄、 箸などが出土 しており、 呪符が 1 点含まれる。

49SE 1  遺 構 88 - 73に位置する、 径440 · 380cm ． 深さ290cmの井 戸 跡である（図版編図47、 図
202)。 平面形は検出面で 円 形、 底面で 円 形を呈する。 49SE1と重複し、 49SE1→48SB1と図 示されて
いる（岩手県教委1999)。 ただし、 井戸と柱穴の切り合い関係には判 然としない部分があり 、 不確定
な部分が残る。
遺物 かわらけが多量に出土している。 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者を含む。 ロ ク ロ
かわらけ小皿は 口 径7.0~10.0cm程で平均8.6cm程、 底径4.5~7.7cm程で平均5.8cm程、 器高l.2~2.2cm
程 で平均1.7cm程 である。 ロ ク ロ かわらけ大 皿 は 口 径13.1~ 17.0cm程 で平均14.5cm程、 底 径5.1~
11.1cm程で平均7.4cm程、 器高2.7~4.4cm程で平均3.6cm程である。 手づ く ねかわらけ小 皿は口 径8.1
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1 5\98 19・さ辺色地9ll粘上大プロ ッ ク （径印mm) ，；速控． 5＼.6 3にぷ9 ヽ拭IU色～2． 5\•5 3 

囚ib色 ， 9少＼tLがiRじ る 全1にこ99（ヒ，； しし 、 さわめて:玉』
5\'7 39い凶色11l砂がややが越 し 、 5\8 1，え貨粘上プロ ッ ク （わずかに明北灰色がかる）
．E)、 少炊の木が1lJ上

3 1“\． 6 19H灰色粘上 上郊It砂を,,ずかに含む 一郎：こ'•'\褐色上プロ ッ ク をi9↓人

9s 8 
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3ISl:2 
In 2· 5Y5 3泣］じ色． 北へ延びる渭乱
lb 2· 5\�5 3波応色 ヽンル ト 9喝5
2 2· 5\·◆1 29"灰凶色シル lヽ 校1ヒわ片徴炊烈IE !iSi 
3J 2 5\·5 29"灰貨色シル ト 繁69であるが軟it
3b IO＼郎 2灰俎IB色、 IOVR8 1灰白色シル ト 下郎に灰白色ン ル ト の ラ ミ ナ 1炊

計9如）ラ ミ ナ 忠なだが歓れ
3c 2· 5VI I諏色ンル ］、 上位二8と比ぺる と 粘性如 ヽ

3d 2. 5\·5 29"灰紺色シ ル ト 2 . 3a . 3b It3., ． 3bに似る
I 2. 5\"5 4貨）8色シ ル ］、 9勺名だが軟打
5 2 5\6 6明浜18色、 2· 5W ·I99黄色ばか� 地山起汚

2� 5\＼1 2印灰伏色シル トが19[99：に兒られ；”
•6-9所 1;99It，氾lkを取ろili] に1]iによ り 崩内
り" 木版の削り かすで1●成されるK9
9 2釘3 1!,·\10色泥土 （枯打土） In工t9. 0 9kぶ 紅本項の出七が多し 、

薮恥団§ 注＇吝郎けが多Mに含上れる 1流には 、 明社仄色土ブ9J ソ ク が沿じ
って9 ヽる

10 5\·3 1 オ リ ープ9＼色粘土がれ粧 ；· 56\·6 1tt釈色シル トや粘土プロ ·ノ ク が況人
かわら："ヤ 4咽品 も 少 な' ‘
ウ リ IIを主体とする種子 が 多 く 混 入 し ．

一茄I•9 9 と ま っ て プ ロ ッ ク99：に出土する ］、子は主に10＼▼3 2のオ リ ープ9l＼色］：
に入る L•22.言155m付近からばtt灰色シル ト が 多 く な る

I I  和6 1 オ リ ープ灰色の枯土 （地Ill起烈1 、 9少がIIとんど IOG6 II<仄色枯士郎分
も あ り 遺わ含tず こ 9)il!]● ()9F’か？ ］ を使用 し な く なった餃．地山粘tを
Ill し ヽ て J9r’底郎を埋め 、 平らな状態の ヒ面に毀な閃し 、た9)か 短9) 1閉閉沿li21こ
It!I＼色9）(引d: tが多し 、
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H=26 1m -
E一

3ISE8 
] 2. 5\．6 2，X凶色． 2． 5\5 299灰洪色粘j：浪 じ り シル ト 、 ラ ミ ナ発遠

K さ く は.,仕 その中に村＃1 c m以 F9)ラ ミ ネー シ ＂ ン 18~19枚
2;, ．3. 5\• 193オリ ー プ出色が混人 (30%＋ a <•90%） B91ヒ内片E.I£
」b 2. 5\•1 2991天凶色粘土混 し 9J ソル トが£ IOc m以下に大小プロ ッ ク i1i人

130~'10芯）
やや多い1)11ヒわ片が全1卜に散在 991こ世 '1·，に多い 全体に酔化・行 し い 烹滋

3 5\.3 1 オ リ ー プ'!•\色シル ト ＆ じ り 帖七が上 10G\.6 1i.9灰色地'"粘上プ ロ ッ ク
IIOc m以下） のたl・プ ロ 9 ’ '品）、 l，.‘) 10%） ＊片吝’J,hし かわらけ片少駄
炭化わ）t少欣 ぞ，もだが軟，t

•9 10G\．6 19U灰色粘±力屯遠t 行に上半に多い 5\.3 1 オ リ ープり1色9え3府のもd)と
同tF ,1•炊の木片 、 かわら；t片徴は
10G\.6 199灰色砂iE い） 粘士が9:i匹I るが、 •＇.'•1色や5\.4 1灰色の祐上の大プU ,
ク も況 じ ') . If快杓や行など）、る 和む万Il1上

39SEl 
1 2. 5\·5 299灰貨色シ ル 1、 . jこ面に砂が 混 じ る 祐上｛，多し 、 日 然堆f«l'l

水成Iii *alが 人れ られてし 、る ま た、 hげ郎に森硲皿か一校）、って＼ 、た
因沿大片が2点人っていた こd9M仕別の遺9昂とすぺさであ ろ う か

2 a  IO\·RI· 7 9!9＼色9少91i じ ＇） シ ル トがt 中に地山起沌の5W ·li9凶色19_j_
砂混じ ＇） シ ル 1、 プ ロ ッ ク が30％ぽど合主れる プ ロ ッ ク it径\~3rn
漆器院が1点出七

2b 2a と 同 じヤ9"，ての上 ただ． こ ち らの方が597 •19じ凶色枯上、 シ ル ト 、
砂混 じ り プ ロ ッ ク が多1 、 (70％ほど）

2c 517 ·liい凶色粘土プロ ッ ク
2d 2a と 同 じ性tt9)士 5\•7 199貨色貼士プロ ／ ク が50"nItと含 ·9 れ る

プ ロ ッ ク9)径は1~4 c m
2C IO\·RI· 7 99＼色9レi且 じ り シル トが主 901•R·1 2灰"''＆色砂99い じ り シ ル ト

プ ロ ノ ク （径2~3 , m) 5\曹 7 919苫色19上 シル ト 、 99i/9 じ り 上プロ 9 ク
（径3~ 1 c m) が幻％はど含9れる

2f 2,と 同 じ
2g lOYR4 2灰貨1!1色シル 1ヽ � 砂混 じ り 士プ ロ ン ク (1互l~8c m） が主

90\•Rl 7 1 '91色99；比 じ り シ ル ト プ ロ ッ ク が40%ilピ こ"' '''：こは·I C 999以下の
小莉も含tれる

2l9 90YRl 7 9 '91色砂l/t じ ＇） シル ト プ ロ ノ ク が60％ぽど この中には径 ！ c m以下
の小99もJ、る 5\•7 4浅凶色粘士、 シル ト 曹 99i9と じ り 上プロ ッ ク が·90％ほ ど
プ ロ ッ ク の人 さ さ 1.l l~5 c m 

2, 2g と 同 じ性itu)-t lOYR9 2灰凶1＆色砂混じ ＇） シル ト ブ ロ ソ クが主
90YRL 7 9!91色99lA じ リ シル ト プ ロ 、ノ ク が20°oほど

2j 2gと同 じ性nu)”t
?K 2hと同 じ性打のj;
29 ]0\·RI 7 9!I＼色9少混 じ i） シル ト 小れ （径9 c m以下） も 入 る
五 517 11k凶色粘上プ ロ ノ ク （地山起汽）
2n 10\·RI · 7 9 ’91色9鉗9 じ ＇） シ ル ト 小99 （径l c m以下） も 入る
2o 5W li,；；；色枯上プロ ッ クが主 \OYRl. 7 1,＇1色99，比じ ＇） シル （�

（径約l c m以下） の小9tも含む (50％ほど1
2p 5\7 4&；；；色枯上プロ ， ク
2 q  IOYRl 7 99II色砂i／し じ り シル ト こ の中にばかわら：t1ヤが1点入っ てし 、た
2r 10\•Rl t l!11色約1と じ り シル トにm 1&W色枯上プロ ッ ク

（砂プロ ノ ク も 少 し あ り ） が 混 じ る
2 s  5\·7 •I；し公色枯 l：プ ロ ノ ク が主 砂プロ ノ ク も あ る

31Sl96 
I99 2· 5\··1 2 .  5 29t灰；；；色 ・ 2. 5\·5 1拭灰色シル ト 、 4：棠と 西溢寄 り の 加

9)には地山粘土の不定形）：小•/r2 ノ ク が、四、するが少なし 、 戊化が
片徴虻点在 :9宮だが飲a

lb 2· 5\·5 1ぶ灰色laに似たシル ト
●'"はかわ・9:1片少9K

2 2· 5\··1 29t灰匹色～2. 5\6 6●1貨IU色阻粒砂が9:t芭する9り8 -m;9さ（ヒ
かわらけ片匝,... やわらかし 、

3;9 10\R3 2次凶掲色シル 1、 かわ・ン：パ9/t． 炭化わ片徴杖分布
31) IOYR3 2'9＼褐色 シ ル ト 大型のr月 (1各6~23c m 、 亜円59主19;. 9?1·. 

9)亜i'，. n9名） を 多l,tに合む かわら け片多し 、

3, 10\R5 2灰凶掲色シル I· 一郎に1iit立砂プロ ノ ク が 見 ら れ る
1"旧に含主れる 繁密だが♦"7

3d 10\-RI l i叫天色粘上99と じ り シル 1、 かわら．9片多9 、 1尺化杓片少／，し
散在

3e IO\R3 1\I\褐色枯上i;i じ り シ ル ト 叩9多9 、
3f IO\·R-9 2灰凶褐色枯上iiい じ り シ ル ト 1"tを多は含む ，；！化内9「'少炊

骰在 守もだが飲＂
i., 2·5\” •I l 凶灰色枯Li:L じ り シ ル トが主 地山起況9-9貨色枯上や砂it上

がプロ ソ ク 状に入るが99合lt距 ， 杖it 次Itわ片少炊点（£
ib 2 5\． 5 9 凶仄色枯上9/L じ ,, シ ル トが主 l.，よ り ば多 く 地山起汽99上や

9)It上を含むがIO％以下 かわらけ）tやや多く ． ，AIヒわ片も少駄散，'
5 Iべ色'•I：の知 ヽ'·,•\色であ り 、 オ リ ープ阻色1こ応9＼色シル ト if9 じ ') 1古上

水分多く 軟'1 l'I " も 多 し 、 ·trt,<ri、 オ、製品万を 包 合 し 、 かわら：9片
も 多 し 、 明社灰色上、 大 さ な 99[ikに 見られる が 多 く Itf“ ‘ 

如 5\． 3 l オ リ ープリ1色～5＼·2 1'，·＼色9'ilし じ り シル ト 径0. 5 c mrn71 も含む
6b l ⑭ 1  1 99ほ灰色砂と含む粘 ti1i じ ＇．） シ ル ト 径l c mi
;9』 2 56\·5 l オ リ ープ灰色枯土 ；析l噌にこIt大ktd9焼けた5t上片 と 大9＼ヽ

の木炭が含主れるが、 かわ•̀,Itttは•W9l ヽ

8 上郎It明社灰色五毯吊：こオリ ー·/!！1色系d)士が混じっていたが
·J・ ぐに1a,Y7 2曲砿色粘土． 釦い じ '’ 枯士のほぼ社1げ9けになり 、

加ク）的にプロ ッ ク的にl0\·RI 7 li·9り1色枯士混 じ り シル トが9仕じる
-,,�↓品 （折歎他） が若干atれる かわらけ片少依含む
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31SE3 
la 2, 5\·,1 29印灰 bH色シル ト
lb 2,5W 49し貨色地,1,1占土プ ロ ノ , ,"芭 I99坦似9)9砂K凶色シ ル ト 含む
K· 2, 519 5 29J灰貨色fKi；混 じ ＇） シル ト が 主 径30m m以下の地III粘上プ ロ ッ ク

約iO％含む 1月（ヒわ徴虻が在 繁守
Id 2,5日 1貨灰色シル 1、 やわらか9 ヽ
l e  2 ,  519 4 219灰貨色シル ト プ ロ ッ ク
l f  2, 5V6 1凶灰色～·： 5Y1 29"灰貨色粘士混 じ ＇） シ ル ト 釈 ；；； 咲化わ片徴依

点在
lg 2, 5Y4 21印天沿色 ． Ifに似る 径30mm以下の地Ill粘とプロ ッ ク が点在

(2~3%） 
II• 2, 5195 29割万凶色枯七浪 じ り シル ト
l i  2, 5195 l凶灰色t/i ヒi仕 じ り シル ト
l 」 2, 515 1貨灰色 (1 9 t り 191ヽ）
lk 2, 5Y1 1凶灰色シル I·
11 2, 51貨灰色シル ト 191 c mWIiiの地山f ふLプロ ッ ク か少依出 し る 戻化わ

Jt点在
1口 2,5195 1凶灰色シル ト 地山祐土小プ ロ ッ ク （径1 c m以下） 点在 かわら；t

片少駄 灰（ヒr,Jt,li/£
2a 2, 5tI I ~2, 5\.3 2!）IIb色シル I· かわらIt99片多1 ヽ

2b 2,5Y1 2粘士混じ ＇） シル I· 次化杓片少欣骰(£ m,•: 
2c IOYR1 2灰ぶ1＆色～10YRI II0灰色シル ト 大型f9｀ かわら：tJ9＼ 悦化わ片

多 く 含む 地'"＆汽枯 1；プロ ッ ク を少ht． 郎ク）的：こ含む
2d 2, 5\1 2哨灰父色 2cに似るが粘上プロ ッ ク ：tf“'
3a 2, 5\5 1 . ，l l凶1犬色、 2, 511 2研灰凶色シル ］、 地11枯，ヒプ ロ ノ ク

澤5c m以 F) が5％ 校 化杓片が全体に散(9 かわらi/）9， 多拭
3b ほぼ3aに似るが ， かわら1)片 多I ヽ

3c 2 519 91 1凶灰色粘上，昆 じ り シル ト 炭化わ洪船i(E
I99 2, 519 5 29応凶灰色シル ト 帖性強い かわら,,完形品含む 多仕のかわ ら"

彫含む
2, 512 1,!，＼色I占 Lが以也 l;iS面10lR7 ,＂19切沌澤」；， 9H廿粘土が入るが
全1卜の9れ合It少な1 、

6 10\RI I明"灰色f占上 プ ロ ッ ク状に；， 5＼95 1灰色は1：や5屈同様のnl色粘士
が 含 主れ る もの9)削合It 小 さ し 、 木）「含む かわらけ少は

、- ー|

3tSl'7 
’’, 2.5Y·9 29"灰政色シル ト 咲1ヒ打片微は 自 然堆19
lb 2.5\'6 3にぶし、某色シル ト 灰化わ）ヤ徴位 （郎分的） 自然増In
It• 2.51••9 29t灰囚色シル ト ，；＇に よ く 似ろ 朕化わが多： ヽが ． 3％9tど

臼 か堆fi
Id 2. 51.7 9灰白 色、 2. 516 9沿灰色のシル ト と 98土混 じ ＇1 シ ル ト ラ ミ ナ発心

屯史位には径25 c mの巨代と と も に少駄のかわら99)tを含む 次（ヒ杓徴k
自 然堆fn

,, 2. 5'5 3政掲色あるし‘1·1'. 5\'3 2I.'＼褐色シル ト と俎砂 戊化わ）「 （約5%) の
Iiか、 かわら19姐片少炊 n然堆Itl

2n 2. 51•3299凶褐色シル ト
2b 2. 51. 3ft !9.II0色シル ト 'f,JK9)戊Itわ！「 かわらけ片少比

少仕の焼ぼ土塊含よれる （径I0~2;c m) f名 も 多 い rB1i亜"主IK
土の起汽は当B'iの1し上片i

2c 2. 51••9 9政1又色ある， 、は2.513 11)IIO色シル ト 仄1ヒわ片を 多 く 含む郡ク）It,"＼
色味が社し 、 かわら,,片少lk

2d 2. 51••9 9凶灰色1占上 公に似るが 1)lIt打片ほ とんど含まな9 ヽ

2e 2. 51••I I凶灰色I占七仕 じ ＇） シ ル ト に 、 地山起而517 39又公色99iU じ ＇） シル ト 大
プ ロ 9 クがItしヽる （約15°C) 1月1ヒわ）t、 かわら"片が多し 、 mが9,iT 上19
ぶこ含まれる

3a 2, 5Y•9 9政灰色ある9 、は2. 51'3 tl'll0色シル ,. かわら ：9元形A9，少hし かわら
け片多い 下面には"群が而的に広がる 拓めてやわらかい

3' 2. 51'1'1貨灰色あるし 、は901•7 6り1凶褐色、 土性It3a と 同 じだが、 地'"起沌の
9'i化 した粘土プ ロ ッ ク が9:［也 やわらか，、 かわら：t片少ない

·,J＼色泥上 井戸状上坑に9·9布d） しの かわら：）片少なし 、

2. 513 1'.\＼褐色シル lヽ 、 帖土 上部にItiRI、わ少なし 、 そ れ よ り 下からは
再び木製品 かわらけ）t ，注巳む患が出土 また. M●打 （江本項11か） も
多此こ混入する

6 ●IiNX色99i99 じ ＇J シヽし 1、 99混じ ＇） シル ト と オ リ ープ＂＼色系 (5Y3 1)1k土,R
じ ＇） シ ル ト が混在 布はわJ)沿人は少な9 、 かわぶt片を含むが58上 ＇） は
少ない ，兌土虫塊含む これは5吊 k り 多い
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図201 井戸跡断面図 (3)

- 224 -



2 辿構 と 出土造物

~10.4cm程で平均9.4cm程、 器高l.3~2.3cm程で平均1.7cm程である。 手づくねかわらけ大皿は 口 径
12.4~ 16.0cm程で平均14.5cm程、 器高2.3~3.5cm程で平均2.9cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は皿
形の器形で、 手づくねかわらけ大皿は口 径の小 さい資料が多い。 口縁部が打ち欠きの ロ ク ロ かわらけ
小 皿や、 羽状の刻 圃がある手づ く ねかわらけが含まれる。 木製品では折敷片や形代、 刷毛が出土 し て
いる。 そのほか、 付札状の墨書資料や木偶が含まれる。 刀子が出上 し ている。

1 3SE2 遺構 68 -82に位置する、 径150 · 深さ295cmの井戸跡である（ 図版編図28、 図202)。 平泉
町教育委員会に よ る13次調査で精査された遺構である。 下祁で井戸枠が検出されており、 四 隅に隅柱
を置き、 縦板組の構造である。 横木が 2 本あり、 隅柱とほぞで組み合う。 2 層には瓦が廃棄されて、
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II1 発掘調査の 成果

大量 に 出 土 し た 。

遺物 瓦 が大量 に 出 土 し て い る 。 軒 丸 瓦 、 軒平瓦 の ほ か 、 丸 瓦 、 平瓦 も 出 土 し て い る 。 軒丸瓦 は 巴文

の み の 文様、 巴文 と 剣頭文が組み合 う 文様があ る 。 軒平瓦 は 小型 の 巴文 の み の 文様 、 巴文 と 剣頭文が

組 み 合 う 文様があ る 。

( 5 ) 土坑

遺跡 内 で は 多 く の 土坑 を 検 出 し て い る が、 遺構番号が付 さ れ た も の は771 個 で あ る （表15 · 16） 。 こ

の う ち 、 12世紀代 及 び精査 し て い な い が当 該 時期 の 遺構 と 推測 さ れ る 土坑 は402個 で あ る （表15) 。 土

坑 に は ち ゅ う 木 を 多 く 含み 、 種子 な ど を 含 む排泄物等 に 由 来す る と 推測 で き る 土 質 な どの特徴か ら ト

イ レ 状土坑 と 認識で き る 遺構があ る 。 ト イ レ 状土坑 は 遺跡 内 で推察 さ れ る も の を 含め 、 97基検 出 さ れ

て い る 。

以下で は50次以 降の 調 査で精査 し た 土坑 の う ち 、 ト イ レ 状土坑の は か 、 文字資料な どの特徴 的 な 遺

物 が 出 土 し た 遺構 な ど特徴的 な 遺構 に つ い て記す。

50次以前 の 調 査 で調 査 さ れ た 土坑 に つ い て は 、 調 査報告が な さ れ て お り （岩手埋文1995） 、 こ こ で

は 文字 資 料 な どの特徴的 な 遺物が出士 し た 遺構 を 対 象 に 概要 の み を 記す。

表 1 5 1 2世紀代の土坑 （想定の も の を 含 む 。 ）

辿構名 位置 長 ・ 短i抽 ・ 深 さ 辿構重複関係 梢査 備考
21SK13 89 - 104 108 · 96 · 66 ゜ 12世紀
21SK16 88 - 103 95 · 82 · 127 ゜ ト イ レ 状か
21SK17 89 - 103 110 · 108 · 88 ゜ 12世紀
21SK18 89 - 103 75 · 72 · 1 16 21SK19→21SK18。 ゜ 12世紀
21SK19 89 � 103 92 · 92 · 56 21SK19→21SK18。 ゜ 12世紀
21SK20 89 - 103 106 · 104 · 65 ゜ 12世紀
21SK25 88 - 101 135 · 1 19 · 55 ゜
2 1SK26 88 - 101 68 · 60 · 42 ゜
2 1SK33 89 - 101 1 12 · 101 · 124 ゜
21SK35 93 - 104 98 · 91 · 38 ゜
21SK36 93 - 104 60 · 58 · 48 ゜
21SK37 92 - 103 125 · 116 · 68 ゜
21SK38 92 - 103 1 12 · 94 · 74 21SK38→21SD7 (21SC1 ) 。 ゜
21SK43 93 - 101 131 · 120 · 100 ゜ ト イ レ 状
21SK46 85 - 100 134 · 94 · 159 21SK47→21SK46。 ゜ ト イ レ 状
21SK47 85 - 100 152 · 120 · 156 21SK47→21SK46。 ゜
21SK48 85 - 100 1 12 · 95 · 142 ゜ ト イ レ 状
21SK49 86 - 100 150 · 1 17 · 134 ゜ ト イ レ 状
21SK50 86 - 100 82 · 74 · 39 ゜
21SK52 87 - 101 80 · 68 · 72 ゜ 長軸 を 訂正
21SK53 85 - 99 112 · 106 · 156 ゜ ト イ レ 状
21SK54 85 - 99 90 · 88 · 166 ゜ ト イ レ 状
21SK55 86 - 99 138 · 132 · 155 ゜
21SK56 86 - 99 103 · 98 · 144 ゜
21SK63 90 - 98 84 · 76 · 72 ゜
21SK74 83 - 97 96 · 94 · 62 ゜
21SK75 83 - 97 85 · 84 · 35 ゜
21SK76 84 - 97 76 · 47 · 70 ゜ ト イ レ 状
21SK78 83 - 96 96 · 82 · 86 ゜
21SK80 83 - 97 124 · 122 · 88 ゜ ト イ レ 状
21SK81 84 - 96 88 · 87 · 1 12 ゜ ト イ レ 状
21SK82 85 - 97 224 · (80) · 87 ゜
21SK84 85 - 96 106 · 93 · 126 ゜
21SK88 83 - 94 82 · 78 · 32 ゜
21SK91 84 - 95 73 · 71 · 54 ゜
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2 辿梢 と 出土追物

辿梢． 名 位附 長 ・ 短帷1 ・ 深 さ 辿梢煎 抜 関 係 粕査 備考
21SK92 84 - 95 85 · 84 · 38 ゜
21SK93 84 - 96 70 · 63 · 56 ゜
21SK94 85 - 95 79 · 74 · 33 ゜
21SK95 85 - 95 108 · 104 · 108 ゜ ト イ レ 状
21SK96 85 - 95 104 · 99 · 150 ゜ ト イ レ 状
21SK97 85 - 94 80 · 70 · 22 ゜
21SK99 86 - 95 (68) - · 40 ゜
21S!<:101 86 - 93 80 · 73 · 8 ゜
21SK104 85 - 93 74 · 65 · 96 ゜ ト イ レ 状
21SK105 85 - 92 131 · 130 · 50 ゜
21SK106 86 - 92 93 · 80 · 90 ゜
21SK107 86 - 92 58 · 48 · 54 ゜
21SK108 79 - 91 223 · 155 · 141 ゜
21SK109 93 - 105 94 · 84 · 48 ゜
2lSK l l l  93 - 105 99 · 90 · 72 ゜
21SK115 90 - 105 104 · 104 · 76 21SK1 15→21SD4 (21SC 1 ) 。 ゜
21SK123 91 - 104 96 · 78 · 16 ゜
21SK124 91 - 104 78 · 77 · 34 ゜
21SK125 90 - 103 85 · 78 · 56 ゜
21SK126 92 - 101 174 172 · 66 21SK126→21SD7 (21SC1 ) 。 ゜
21SK127 92 - 100 62 · 60 · 70 ゜
23SK9 90 - 95 89 · 89 · 65 ゜
23SK10 89 - 96 189 · 139 · 76 ゜
23SK11  89 - 95 120 · 1 17 · 89 ゜
23SK12 88 - 95 74 · 73 · 22 ゜
23SK13 89 - 95 221 · 210 · 93 ゜
23SK29 93 - 94 86 · 77 · 79 ゜
23SK31 93 - 93 137 · 124 · 27 ゜ 縄文か
23SK32 94 - 93 71 · 46 · 26 ゜ 縄文か
23SK33 94 - 93 (90) · 90 · 24 23SK33→23SK34。 ゜ 縄文か
23SK34 94 - 93 (80) · (80) · 50 23SK33→23SK34。 ゜ 縄文か
23SK35 93 - 93 - · - · 30 ゜ 縄文か
23SK45 86 - 85 88 · 87 · 38 ゜ 23SA4 
23SK46 86 - 85 81 · 76 · 66 ゜ 23SA4 
23SK48 86 - 85 107 · 88 · 23 ゜
23SK49 87 - 85 187 · 120 · 90 ゜ 23SA3 
23SK50 89 - 85 98 · 92 · 65 ゜
23SK51 89 -85 200 · 156 · 28 ゜
23SK52 89 -85 108 · 102 · 72 ゜
23SK55 89 -84 132 · 1 14 · 57 ゜ ト イ レ 状
23SK56 90 - 84 194 · 132 · 100 23SB5 と 空間重複。 ゜ 古代か
23SK59 85 - 83 89 · 80 · 18 ゜
23SK60 85 - 83 l lO · l lO · 42 23SK60→23SA1。 ゜
23SK61 87 - 83 193 · 193 · 24 23SK61→23SA1。 ゜
23SK63 89 - 83 96 · 89 · l l l  ゜
23SK64 90 - 83 90 · 79 · 66 23SB5 と 空間重複。 ゜
23SK65 90 - 83 100 · 88 · 130 23SK65→23SB5。 ゜
23SK66 91 - 83 99 · 86 · 49 23SB8→23SK66。 ゜

23SB9 と 空間重複。
23SK68 91 - 82 88 · 75 · - 23SB8 と 空間重複。 ゜
23SK69 91 - 82 102 · 99 · 99 ゜
23SK70 90 - 81 190 · 87 · 27 ゜
23SK72 89 - 83 142 · 134 · 103 ゜
23SK74 89 - 83 86 · 82 · 135 ゜ ト イ レ 状
23SK79 87 - 81 94 · 54 · 39 ゜
23SK80 87 - 80 94 · 81 · 72 ゜ ト イ レ 状
23SK81 87 - 79 74 · 74 · 27 23SB3 と 空間重複。 ゜ ト イ レ 状
23SK83 89 - 79 105 · 98 · 89 23SK83→23SAl 。 ゜ ト イ レ 状
23SK84 89 - 79 92 · 72 · 47 23SA1 と 空間重複。 ゜
23SK87 87 - 79 1 16 · 106 56 23SB6 と 空間重複。 ゜
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皿 発掘調査の成果

逍構 名 位骰 長 ・ 短庫1!1 ・ 深 さ 辿構重複関 係 精査 備考
23SK89 86 - 78 92 · 79 · 68 23SB6 と 空間重複。 ゜
23SK96 91 - 82 74 · 72 · 26 ゜
23SK97 83 - 78 114 · 100 · 88 ゜
28SK4 74 - 69 143 · 142 · 95 28SB5 と 空間重複。 ゜
28SK6 80 - 69 125 · 123 · 59 ゜
28SK7 74 - 70 120 · 114 · 125 ゜
28SK9 76 - 70 132 · 1 18 · 80 ゜
28SK1 1  78 - 70 247 · 169 · 60 28SB3→28SK1 1 。 ゜
28SK13 78 - 71 202 · 185 · 1 15 28SB3→28SK13→28SE9。 ゜
28SK14 83 - 71 122 · 1 14 · 155 28SB4→28SK14。 ゜
28SK15 79 - 72 132 · 1 13  · 134 28SB3 と 空間重複。 ゜
28SK16 82 - 73 130 · 123 · 153 ゜
28SK17 82 - 73 136 · 128 · 158 ゜
28SK18 84 - 75 112 · 83 · 164 ゜
28SK21 73 - 77 124 · 96 · 80 ゜
28SK22 73 - 77 28SK22→28SE18。 ゜
28SK23 73 - 78 150 · 136 · 73 ゜ ト イ レ 状
28SK24 73 - 79 102 · 94 · 60 ゜
28SK25 74 - 78 1 18 · 1 16 · 138 ゜
28SK29 71 - 78 1 18 · 1 16  · 132 ゜
28SK33 79 - 71 99 · 97 · 1 19 28SB3→28SK33→28SK34。 ゜
28SK34 80 - 71 123 · 1 12  · 174 28SK33→28SK34。 ゜
31SK2 77 - 88 101 · 95 · 32 ゜
31SK6 78 - 86 83 · 79 · 40 ゜
31SK7 76 - 86 105 · 85 · 10 ゜
31SK8 76 - 86 104 · 90 · 78 ゜
31SK9 75 - 86 176 · 126 · 52 ゜
31SK10 77 - 84 80 · 59 · 17 ゜
31SK12 76 - 84 88 · 45 · 32 ゜
31SK18 73 - 85 108 · 94 · 140 ゜
31SK23 73 - 84 124 · 1 19 · 68 ゜
31SK25 72 - 84 64 · 57 · 14 ゜
31SK27 79 - 83 1 13  · 92 · 166 ゜ ト イ レ 状
31SK28 70 - 83 138 · 125 · 121 ゜
31SK33 70 - 82 150 · 1 17  · 160 ゜
31SK36 71 - 79 124 · 99 · 35 ゜
31SK38 71 - 79 125 · 109 · 25 ゜
31SK39 70 - 77 140 · 138 · 185 ゜
31SK40 70 - 78 118 · 110 · 135 ゜ ト イ レ 状
31SK41 69 - 77 77 · 74 · 152 ゜ ト イ レ 状
31SK42 69 - 77 99 · 92 · 131 ゜
31SK43 68 - 78 193 · 1 72 · 103 ゜
31SK44 67 - 78 121 · 100 · 1 19  ゜
31SK46 66 - 78 1 10  · 1 10 · 148 ゜ ト イ レ 状
31SK47 67 - 77 85 · 78 · 94 ゜
31SK54 68 - 75 100 · 95 · 62 ゜
31SK55 64 - 75 68 · 67 · 32 ゜
31SK57 70 - 74 88 · 74 · 24 31SB3 と 空間重複。 ゜
31SK58 70 - 73 180 · 140 · 123 ゜ ト イ レ 状
31SK59 69 - 74 1 19 · 93 · 33 31SB3 と 空間重複。 ゜
31SK60 67 - 74 98 · 85 · 106 ゜
31SK62 66 - 74 85 · 85 · 45 ゜
31SK64 63 - 74 72 · 71 · 21 ゜
31SK70 68 - 71 170 · 159 · 132 ゜ ト イ レ 状
31SK71 7 1 - 71 104 · 93 · 25 ゜
31SK72 68 - 70 122 · 120 · 62 ゜
31SK76 71 - 68 200 · 197 · 1 19 31SB6→31SK76。 ゜
31SK79 70 - 67 148 · 136 · 140 ゜
31SK80 70 - 66 109 · 108 · 158 ゜ ト イ レ 状
31SK81 75 - 65 89 · 72 · 43 31SB7 と 空間重複。 ゜
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2 辿構 と 出」辿物

辿 桃 名 位 附 iミ ・ 麗I軋1 ・ 深 さ 辿構． 爪桟 関 係 柏 介 1iiii 考
31SK82 75 - 65 74 · 69 · 53 ゜
31SK83 74 - 65 84 · 82 · 44 36SA3 、 55SB23 と 空間爪複。 ゜
31SK84 74 - 65 72 · 66 · 33 36SA3 、 55SB23 と 空間 iJi·：複。 ゜
31SK85 74 - 65 96 · 90 · 90 36SA4 と 空間爪似。 ゜
31SK87 73 - 64 1 16 · 93 · 124 ゜ ト イ レ 状
31SK89 68 - 77 97 · 61 · 68 ゜
36SK8 69 - 63 132 · 130 · 166 ゜ ト イ レ 状
36SK9 74 - 63 128 · 128 · 1 14 ゜ ト イ レ 状
36SK23 72 - 62 84 · 83 · 18 52SB14 と 空間瓜複。 ゜
36SK25 6 1 - 59 88 · 82 · 81 ゜
36SK29 58 - 53 1 16  · 88 · 15 ゜
41SK2 64 - 70 134 · 44 · 16 ゜
41SK3 66 - 70 l l8  · 98 · 52 ゜
41SK4 65 - 69 66 · 66 · 18 ゜
41SK5 66 - 69 120 · 92 · 74 ゜
41SK6 65 - 69 118 · 95 · 10 ゜
41SK7 58 - 63 1 19 · 101 · 128 ゜ ト イ レ 状
50SK1 9 1 - 68 136 · 1 10  · 72 ゜
50SK2 91 - 63 250 · 230 · 122 ゜
50SK3 91 - 67 224 · 196 · 36 ゜
50SE1 86 - 62 220 · 204 · 6 ゜
52SK1 68 - 60 80 · 55 · 50 ゜
52SK9 65 - 61 130 · 95 · 80 ゜ ト イ レ 状
52SK10 69 - 60 100 · 100 · 195 ゜ ト イ レ 状
52SK1 1  71 - 60 120 · 120 · 185 ゜ ト イ レ 状
52SK12 71 - 62 75 · 50 · 55 ゜
52SK13 73 - 63 1 10 · 85 · 1 15 52SB14→52SK13。 ゜ ト イ レ 状
52SK14 70 - 63 130 · 105 · 1 15 52SB18→52SK14。 ゜ ト イ レ 状
52SK21 74 - 62 105 · 100 · 130 52SB25→52SK21。 ゜ ト イ レ状、 36SK18か ら変更
52SK22 71 - 64 85 · 75 · 85 52SA1→52SK22。 ゜ ト イ レ 状 、 36Pl か ら 変更
52SK24 73 - 61 140 · 135 · 190 ゜ ト イ レ 状
52SK25 71 - 62 100 · 80 · 85 ゜ ト イ レ 状
52SK28 7 1 - 65 220 · 180 · 25 52SB21 と 空間重複。 ゜ 36SK5か ら 変更
52SK29 73 - 66 70 · 70 · 85 ゜
52SK30 7 1 - 66 90 · 90 · 70 52SB21 と 空間重複。 ゜
52SK31 67 - 60 60 · 50 · 15 ゜
52SK32 67 - 60 80 · 70 · 15 ゜
52SK33 67 - 60 85 · 60 · 70 ゜ 41SK12か ら 変更。
52SK35 68 - 60 65 · 55 · 10 ゜
52SK36 67 - 60 55 · 55 · 55 ゜
52SK37 71 - 58 1 15 · 105 · 155 52SB25 と 空間重複。 ゜ ト イ レ 状。
52SK38 72 - 60 55 · 55 · 55 ゜
55SK1 1  76 - 6 1  80 · 75 · 55 ゜
55SK15 75 - 62 120 · 75 · 70 52SB25 と 空間重複。 ゜
55SK16 76 - 62 70 · 60 · 100 ゜
55SK17 75 - 63 90 · 80 · 20 ゜ 36SK10か ら 変更。
55SK21 79 - 63 120 · 1 1 0  · 90 ゜
55SK22 78 - 62 85 · 60 · 90 ゜
55SK23 80 - 64 125 · 1 1 0  · 165 ゜
55SK25 80 - 63 80 · 65 · 50 ゜
55SK29 80 - 63 165 · 160 · 220 ゜
55SK33 76 - 52 1 15  · 90 · 155 55SB6 と 空間韮籾。 ゜
55SK34 74 - 53 105 · 95 · 105 55SB6 と 空間重複。 ゜ ト イ レ 状
55SK35 78 - 55 180 · 175 · 155 ゜
55SK36 77 - 54 100 · 95 · 45 ゜
55SK37 77 - 52 90 · 75 · 45 55SB6 と 空間瓜複。 ゜
55SK39 77 - 55 140 · 125 55 ゜
55SK40 79 - 53 130 · 1 15  · - 55SB5 と 空間重似。 ト イ レ 状
55SK41 79 - 52 135 · 130 · 150 ゜ ト イ レ 状
55SK42 79 - 53 85 · 80 · 25 55SB5 と 空ILi]重複。 ゜
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皿 発掘調査の成果

辿構 名 位置
55SK45 80 - 53 
55SK46 79 - 54 
55SK47 80 - 55 
55SK49 81 - 54 
55SK50 80 - 55 
55SK51 80 - 55 
55SK53 82 - 54 
55SK54 81 - 55 
55SK55 81 - 54 
55SK56 83 - 56 
55SK57 81 - 56 
55SK58 81 - 56 
55SK59 80 - 66 
55SK60 82 - 59 
55SK62 79 - 56 
55SK63 79 - 54 
55SK64 81 - 60 
56SK1 61 - 51 
56SK3 60 - 51 
56SK6 60 - 53 
56SK12 60 - 54 
56SK15 59 - 53 
56SK19 62 - 51 
56SK24 60 - 54 
56SK25 62 - 49 
56SK26 63 - 49 
56SK27 63 - 48 
56SK28 63 - 49 
56SK29 63 - 48 
56SK30 62 - 49 
56SK31 63 - 50 
56SK32 63 - 49 
56SK33 64 - 50 
56SK34 64 - 50 
56SK35 64 - 51 
56SK36 65 - 50 
56SK37 65 - 50 
56SK38 66 - 50 
56SK39 66 - 50 
56SK40 67 - 49 
56SK41 67 - 51 
56SK42 68 - 50 
56SK43 67 - 51 
56SK51 74 - 49 
56SK52 72 - 50 
56SK53 73 - 50 
56SK54 73 - 51 
56SK55 74 - 51 
56SK56 74 - 50 
56SK57 74 - 50 
56SK58 72 - 52 
56SK59 73 - 53 
56SK60 71 - 51 
56SK62 72 - 54 
56SK63 72 - 54 
56SK64 72 - 54 
56SK65 72 - 54 
56SK66 71 - 52 
56SK67 71 - 52 
56SK68 71 - 52 
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長 ・ 短庫川 ・ 深 さ
145 · 135 · 95 
95 · 85 · 30 
90 · 80 · 70 
1 15 · 105 · 75 
1 10 · 100 · 75 
100 · 95 · 350 
105 · 100 · 150 
95 · 90 · 190 
90 · 90 · 70 
1 10 · 80 · 80 
95 · 85 · 95 
120 · 1 10 · 55 
85 · 70 · 85 
80 · 70 · 60 
80 · 75 · 30 
70 · 65 · 30 
100 · 90 · 40 
130 · 1 10 · -
70 · 40 · -
90 · - · -
84 · - · -

145 · 140 · -
68 · - · -
90 · 65 · 5  
100 · 85 · 85 
95 · 95 · 80 
80 · 80 · 210 
70 · 65 · 45 
50 · 50 · 10 
75 · 65 · 90 
80 · 60 · 15 
100 · 100 · 380 
95 · 90 · 175 
90 · 70 · -
70 · 60 · -
65 · 65 · -
90 · 90 · -
90 · 80 · -
90 · 82 · 12 
90 · 80 · -
80 · 80 · -
65 · 55 · 20 
140 · 130 · -
1 18 · 1 12  · 17 
140 · 105 · 120 
1 15 · 90 · -
155 · 155 · -
105 · 105 · -
65 · 65 · -
85 · 80 · -
75 · 70 · -
100 · 74 · -
1 15  · 85 · -
1 10 · 80 · -
85 · 70 · -
90 · 75 · -
100 · 90 · -
100 · 85 · 170 
105 · 100 · -

辿構菫複関係 精査 備考゜゚゚
55SB12 と 空間重複。 ゜
55SK50→55SK51。 ゜
55SK50→55SK51 。 ゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
55SB12と 空間重複。 ゜ ト イ レ 状゜
55SB12 と 空問重複。 ゜゚゚

゜
55SB8→55SK60。 ゜ 概報の本文記載を修正゜
55SB17→55SK63。 ゜
55か主ダリ 1→55SK64。 ゜ 概報の本文記載を修正

X 36SK36か ら 変更
X 

X 36P5か ら 変更
X 

X 36SK30か ら 変更
X 36SK35か ら 変更
X ゜゚

ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜゚
ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状

X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状

X゚ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状



辿 梢 名 位 i闘
56SK69 71 - 54 
56SK70 70 - 51 
56SK72 62 - 51 
56SK77 59 - 50 
56SK84 59 - 64 
56SK85 58—64 
56SK87 57 - 58 
56SK89 59 - 65 
56SK90 59 - 68 
56SK91 58 - 61 
56SK93 58 - 49 
56SK94 58 - 49 
56SK95 58 - 49 
56SK96 58 - 49 
56SK97 57 - 49 
56SK99 57 - 51 
56SK101 63 - 54 
59SK5 80 - 52 
64SK1 68 - 77 
64SK2 72 - 82 
65SK2 64 - 69 
65SK5 63 - 68 
65SK6 63 - 69 
65SK7 67 - 71 
65SK8 64 - 69 
65SK11 70 - 68 
65SK12 70 - 67 
65SK14 69 - 70 
65SK18 69 - 70 
65SK19 69 - 70 
65SK21 71 - 73 
68SK2 92 - 68 
68SK3 93 - 68 
68SK4 94 - 67 
68SK5 94 - 67 
68SK6 94 - 68 
68SK7 94 - 68 
68SK8 94 - 69 
68SK9 95 - 68 
68SK10 95 - 69 
68SK11  95 - 69 
68SK12 95 - 71 
68SK13 96 - 71 
68SK14 94 - 70 
68SK15 93 - 70 
68SK16 92 - 70 
68SK17 92 - 70 
68SK18 91 - 76 
68SK19 92 - 76 
68SK20 93 - 75 
68SK21 91 - 75 
68SK22 90 - 76 
68SK23 90 - 76 
68SK24 90 - 74 
68SK25 89 - 75 
68SK26 89 - 75 
68SK27 90 - 73 
68SK28 89 - 74 
68SK29 90 - 74 
68SK30 89 - 73 

長 ・ 短削II ・ 深 さ
72 · (50) · -
105 · 70 · -
90 · 85 · -
100 · 95 -
182 · 146 · 28 
1 10  · 60 · 一
150 · 150 · -
(90) · 84 · -
1 10 · (38) · 一
76 · (42) · -
95 · 90 · -
70 · 60 · -
62 · 58 · -
135 · 95 · -
200 · (34) · 一
95 · 90 · 35 
(90) · 68 · -
120 · 120 · 80 
1 1 0  · 100 · -
1 10 · 1 10  · 28 
62 · - · 94 
1 18 · 48 · -
90 · 70 · 28 
85 · 60 · -
120 · 100 · 80 
200 · 84 · 40 
120 · (62) · -
90 · 80 · 50 
190 · 150 · 60 
120 · 1 10  · 46 
98 · 60 · 40 
1 16 · 106 · -
70 · 59 · -
106 · (88) · -
90 · 80 · -
84 · 80 · -
84 · 82 · -
1 16 · 40 · -
(86) · 80 · -
1 14 · 90 · -
1 12  · (90) · -
146 · 128 · -
(60) · (30) · -
84 · 80 · -
(226) · 194 · -
104 · 100 · -
1 16 · (76) · 一

180 · ( 1 12) · 一

1 54 · 128 · -
68 · 42 · -
58 · 36 · -
85 · 52 · -
70 · 60 · -
130 · 98 · -
174 · ( 110) · -
78 · 36 · -
(458) · 286 · -
220 · ( 172) · -
80 · 25 · -
( 154) · 86 · -

2 迅椛 と 出 」追物

辿梢重投 関 係 粕 壺 備考
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X 

X 

X゚ 

X 

X 

X 

X 

56SB4 と 空間重複。 X 

56SB4 と 空間重複。 X 

56SB4 と 空間重複。 X 

56SB4 と 空間重複。 X 

X 

56SB3 と 空間重複。
X゚ 

X゚ ゜゚
X 

X゚ ゜゚
X ゜゚゚
X゚ 

X 

50SB9 と 空間重複。 X 

50SB9 と 空間重複。 X 

50SB9 と 空間重複。 X 

50SB9 と 空間重複。 X 

X 

50SB9 と 空間重複。 X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

48SB1 と 空間重複。 X 

X 

X 

48SB1 と 空間重複。 X 

48SB1 と 空間重複。 X 

X 

X 

48SB1 と 空間重複。 X 

48SB1 と 空間重複。 X 

X 
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III 発掘調査の成果

遺構 名 位置
68SK31 90 - 73 
68SK32 90 - 73 
68SK33 89 - 72 
68SK34 91 - 69 
68SK35 9 1 - 68 
68SK36 9 1 - 668 
68SK37 91 - 68 
68SK38 94 - 72 
70SK1 64 - 45 
70SK2 63 - 45 
70SK3 63 - 45 
70SK5 62 - 46 
70SK6 62 - 46 
70SK7 64 - 45 
70SK8 63 - 47 
70SK9 62 - 47 
70SK10 60 - 47 
70SK1 1  60 - 46 
70SK12 59 - 48 
70SK13 60 - 49 
70SK14 70 - 48 
70SK15 70 - 48 
70SK16 72 - 48 
70SK17 71 - 50 
70SK18 68 - 48 
70SK19 71 - 48 
70SK20 68 - 48 
70SK21 68 - 49 
70SK22 67 - 47 
70SK23 67 - 47 
70SK24 67 - 47 
70SK25 68 - 46 
70SK26 67 - 46 
70SK27 68 - 47 
70SK28 67 - 49 
70SK29 68 - 49 
70SK30 65 - 48 
70SK31 64 - 43 
70SK32 62 - 47 
70SK33 62 - 48 
70SK34 61 - 49 
70SK35 60 - 48 
72SK1 57 - 42 
72SK2 61 - 43 
72SK3 58 - 44 
72SK4 62--43 
72SK5 58 - 44 
72SK6 59 - 41 

72P47 59 - 42 
73SK1 52 - 44 
73SK2 52 - 46 
73SK3 5 1 - 45 
73SK4 5045 
73SK6 50 - 4  
74SK1 52 - 57 
76SK1 82 - 103 
76SK2 83 - 104 
76SK3 83 - 104 
77SK2 86 - 103 
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長 ・ 短軸 ・ 深 さ
120 · 70 · -
122 · 70 · -
78 · 48 · -
154 · (44) · -
340 · 312 · 180 
76 · 42 · -
(100) · (70) · -
98 · 56 · -
78 · 78 · -
98 · 84 · -
35 · 27 · -
250 · 80 · -
57 · 39 · -
79 · 75 · -
49 · 49 · -
55 · 54 • -
57 · 56 · -
187 · 1 14 · -
199 · 1 13 · -
1 12 · 52 · -
79 · 70 · -
89 · 79 · -
61 · 55 · -
88 · 83 · -
85 · 57 · -
75 · 74 · -
65 · 62 · 54 
79 · 68 · -
94 · 82 · 290 
71 · 68 · -
86 · 82 · 63 
91 · 91 · -
71 · 72 · -
92 · 80 · -
82 · 74 · -
66 · 53 · -
151 · 145 · -
65 · 58 · -
61 · 46 · -
50 · 46 · -
82 · 67 · -
107 · 59 · -
181 · 123 · -
93 · 87 · -
94 · 96 · 88 
260 · 205 · -
99 · 62 · 
109 · 78 · 29 

134 · 102 · 一

215 · 210 · 82 
180 · 156 · 55 
80 · 76 · -
58 · (30) · -
210 · 145 · 65 
llO · (74) · 一
41 · 36 · -
40 · 36 · -
34 · 3 1  · -
90 · 80 · 85 

遣構重複関 係 精 査 備考
X 

X 

X 

X 

50SA10→68SK35。
X゚ 

X 

X 

X 

X 

X 

X ト イ レ 状
X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状゜ ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X ト イ レ 状
X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X゚ 

X 

72SA2→72SK6。 ゜
72SB1 と 空間重複。
72SA2→72P47 ゜゚゚

X 

X 

X゚ 

X 

X 

X ゜ 71頁 に記載。



2 辿構 と 出土辿物

辿 構 名 位 附 長 ・ 伐'.J.，佃l ・ 深 さ 辿構． 重複 関 係 斗．h在 備 考
77SK3 85 - 103 1 10 · 1 1 0  · 1 10 ゜ 7 1 頁に記載
78SK1 ゜
1 1 次SKl 60 - 53 
l l 次 57 - 52 
SK4 · 5 
1 1 次SK7 59 - 53 
l3次SKl 67 - 82 
13次SK3 68 - 82 
13次SK4 68 - 82 
13次SK6 68 - 82 

※ 逍梢名太字 は 本文 中 で記述。

表 1 6 1 2世紀以 降 の 土坑 （ 欠 番 を 含 む ）

辿 梢 名 位置 価 考 辿梢 名 位 附 備 考 辿 構 名 位iiり 備考
21SK1 90 - 108 21SX35 (67頁） 21SK71 85 - 98 23SK25 95 - 94 23SX 12 (67頁）
21SK2 90 - 108 21SK72 欠番。 23SK26 95 - 94 23SX 12 (67頁）
21SK3 91 - 108 21SX35 (67頁） 21SK73 85 - 98 23SK27 95 - 94 23SX12 (67頁）
21SK4 91 - 108 21SK77 83 - 97 23SK28 93 - 94 
21SK5 90 - 107 21SX35 (67頁） 21SK79 83 - 96 23SK30 93 - 94 
21SK6 90 - 107 21SX35 (67頁） 21SK83 86 - 97 23SK36 93 - 93 
21SK7 91 - 107 21SX35 (67頁） 21SK85 86 - 96 23SK37 91 - 93 
21SK8 91 - 105 21SX35 (67頁） 21SK86 83 - 95 23SK38 92 - 91 
21SK9 9 1 - 1005 21SK87 83 - 95 23SK39 91 - 91 
21SK10 9 1 - 105 21SK89 85 - 95 23SK40 89 - 91 
21SK1 1  91 - 1006 21SX35 (67頁） 2 1SK90 84 - 95 23SK41 91 - 90 
21SK12 91 - 106 21SK98 87 - 95 23SK42 91 - 90 
2 1SK14 88 - 103 井戸に 変更。 2 1SK100 87 - 94 23SK43 93 - 91 
2 1SK15 93 - 104 近世か。 2 1SK102 86 - 93 23SK44 94 - 90 
2 1SK21 90 - 104 井戸に 変更。 21SK103 87 - 94 23SK47 (86 - 85) 欠番
21SK22 90 - 103 2 1SK1 10 93 - 105 23SK53 89 - 84 
2 1SK23 97 - 101  井戸に変更。 21SK112  92 - 105 23SK54 89 - 84 
21SK24 89 - 101 2 1SK113 92 - 105 21SX36 (71頁） 23SK57 82 - 84 
2 1SK27 88 - 101 21SK1 14 92 - 105 21SX36 (71頁） 23SK58 84 - 84 
21SK28 89 - 101 21SK116 93 - 105 21SX37 (71頁） 23SK62 88 - 83 
21SK29 88 - 101 21SK117  91 - 105 21SX36 (71頁） 23SK67 91 - 83 
21SK30 89 - 101  21SK1 18 91 - 105 21SX36 (71頁） 23SK71 90 - 82 
2 1SK31 90 - 101  2 1SK1 19 91 - 105 21SX36 (71頁） 23SK73 89 - 83 
2 1SK32 89 - 101  2 1SK120 91 - 105 21SX36 (71頁） 23SK75 83 - 81 
21SK34 93 - 104 21SX37 (71頁） 21SK121 90 - 105 23SK76 85 - 81 
21SK39 93 - 104 2 1SK122 93 - 105 21SX37 (71頁） 23SK77 86 - 82 
21SK40 93 - 104 21SX37 (71頁） 23SK1 94 - 99 23SK78 86 - 81 
2 1SK41 93 - 104 23SK2 94 - 98 23SK82 89 - 81 
21SK42 (92 - 102) 欠番 23SK3 91 - 98 23SK85 88 - 79 
21SK44 93 - 100 23SK4 93 - 97 23SK86 87 - 79 
21SK45 92 - 100 23SK5 93 - 97 23SK88 86 - 78 
21SK51 86 - 100 HSB22 23SK6 94 - 97 23SK90 87 - 78 
21SK57 86 - 99 23SK7 93 - 97 23SK91 87 - 78 
21SK58 86 - 100 23SK8 90 - 96 23SK92 欠番
21SK59 89 - 99 近世か 、 23SK14 88 - 95 23SK93 86 - 80 
21SK60 89 - 99 23SK15 88 - 95 23SK94 85 - 80 
21SK61 90 - 100 近枇か 23SK16 96 - 95 23SX 12 (67頁） 23SK95 84 - 81 
21SK62 90 - 99 近世か 23SK17 96 - 95 23SX12 (67頁） 28SK1 欠番
21SK64 90 - 100 23SK18 96 - 95 23SX12 (67頁） 28SK2 欠番
21SK65 91 - 98 時lt)］不 lリj。 23SK19 96 - 95 23SX12 (67頁） 28SK3 73 - 69 
21SK66 91 - 98 時期不明。 23SK20 96 - 94 23SX 12 (67頁） 28SK5 欠番
21SK67 90 - 98 近•1 1 1：か。 23SK21 96 - 95 23SX12 (67頁） 28SK8 74 - 70 
21SK68 89 - 99 近•1 1 1：か。 23SK22 95 - 94 23SX 12 (67頁） 28SK10 欠番
21SK69 90 - 98 近机か。 23SK23 95 - 94 23SX12 (67頁） 28SK12 81 - 70 
21SK70 88 - 98 23SK24 95 - 94 28SK19 位附不明
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皿 発掘調査の成果

造梢 名 位置 備考 造構名 位置 備考 辿構名 位置 備考
28SK20 位置不明 36SK3 70 - 65 41SK36 54 - 57 41SX2 ( 10 1頁）
28SK26 欠 番 36SK4 70 - 64 41SK37 55 - 57 41SX2 ( 101頁）
28SK27 欠 番 36SK5 71 - 65 52SIく281こ 。 42SK1 100 - 75 
28SK28 欠番 36SK6 72 - 65 42SK2 82 - 65 
28SK30 80 - 70 36SK7 73 - 63 47SK1 97 - 83 
28SK31 79 - 67 36SK10 75 - 63 55SK17に 。 47SK2 97 - 84 
28SK32 85 - 74 36SK1 1 75 - 63 55SK4に。 47SK3 97 - 84 
28SK35 位置不明。 36SK12 76 - 64 47SK4 98 - 83 
28SK36 位置不明 36SK13 68 - 62 47SK5 95 - 81 
28SK37 欠番 36SK13 68 - 62 47SK6 93 - 81 
28SK38 74 - 68 36SK14 70 - 62 47SK7 93 - 80 
28SK39 73 - 67 36SK15 欠 番 47SK8 93 - 80 
31SK1 75 - 91 36SK16 72 - 62 47SK9 95 - 82 
3 1SK3 75 - 88 36SK17 73 - 62 55P746/こ 。 47SK10 96 - 81 
3 1SK4 75 - 87 36SK18 74 - 62 52SK21 に 47SK1 1  欠 番
31SK5 78 - 86 36SK19 75 - 63 55SK7に 。 47SK12 94 - 80 
31SK1 1  77 - 84 36SK20 71 - 62 52P270 ↓こ。 47SK13 95 - 81 
3 1SK13 欠番 36SK21 70 - 62 52SK8に 。 47SK14 97 - 81 
3 1SK14 76 - 84 36SK22 71 - 62 49SK1 90 - 77 
3 1SK15 76 - 84 36SK24 74 - 61 52SK16に 。 49SK2 89 - 77 
3 1SK16 76 - 85 36SK26 61 - 58 49SK3 89 - 77 
3 1SK17 74 - 84 36SK27 65 - 58 49SK8 89 - 77 
3 1SK19 74 - 85 36SK28 68 - 58 52SK39に 。 49SK14 90 - 77 
3 1SK20 73 - 85 36SK30 60 - 64 56SK15に。 49SK15 89 - 77 
31SK21 73 - 85 36SK31 62 - 53 49SK16 85 - 71 
31SK22 73 - 85 36SK32 62 - 53 56SK22に 。 49SK17 86 - 71 
31SK24 73 - 84 36SK33 61 - 53 56SK11 に 。 49SK20 86 - 71 
3 1SK26 69 - 84 36SK34 63 - 52 49SK21 86 - 71 
31SK29 72 - 78 36SK35 62 - 52 56SK9に。 49SK22 86 - 70 
31SK30 71 - 83 36SK36 61 - 51 56SK1 に 。 49SK23 85 - 72 
3 1SK31 71 - 82 36SK37 56 - 49 52SK2 91 - 63 
31SK32 70 - 82 41SK1 64 - 71 52SK3 91 - 67 
31SK34 70 - 81 41SK8 57 - 57 52SK4 65 - 60 
3 1SK35 70 - 81 41SK9 56 - 57 52SK5 63 - 59 

41SK10 57 - 58 52SK6 65 - 61 
3 1SK37 欠 番 41SK 1 1  59 - 56 52SK7 66 - 60 
3 1SK45 68 - 78 41SK12 67 - 60 52SK33に 。 52SK8 70 - 62 (36SK21 )  
3 1SK48 68 - 77 41SK13 66 - 62 52SK15 71 - 64 
3 1SK49 68 - 77 41SK14 66 - 62 52SK16 74 - 61 
31SK50 67 - 77 41SK15 67 - 62 52SK17 71 - 64 
31SK51 67 - 77 41SK16 67 - 62 52SK18 73 - 62 
31SK52 欠 番 41SK17 68 - 62 52SK19 73 - 61 
3 1SK53 70 - 75 41SK18 67 - 64 欠 番 52SK20 73 - 62 
31SK56 63 - 75 41SK19 63 - 64 52SK23 71 - 65 52SB23 
3 1SK61 67 - 74 41SK20 67 - 64 57Pll5に 。 52SK26 57 - 56 
31SK63 64 - 75 41SK21 67 - 66 52SK27 58 - 56 
31SK64 63 - 74 41SK22 67 - 66 52SK34 70 - 59 
31SK66 67 - 74 41SK23 欠番 52SK39 67 - 58 36SK28か ら
31SK67 64 - 74 41SK24 66 - 66 55SK1 80 - 66 
31SK68 65 - 73 41SK25 63 - 67 55SK2 73 - 64 
31SK69 66 - 72 41SK26 64 - 67 55SK3 73 - 63 
31SK73 72 - 69 41SK27 65 - 68 65SK16に 。 55SK4 75 - 63 36SK1 1 か ら 。
31SK74 71 - 69 41SK28 63 - 68 55SK5 76 - 64 
3 1SK75 71 - 68 41SK29 63 - 68 55SK6 75 - 61 
31SK77 75 - 66 41SK30 65 - 71 55SK7 75 - 62 36SK19 
3 1SK78 72 - 66 41SK31 欠 番 55SK8 75 - 61 
3 1SK86 74 - 65 55P2080 1こ。 41SK32 欠 番 55SK9 76 - 61 
31SK88 欠 番 41SK33 欠 番 55SK10  75 - 61 
36SK1 69 - 67 41SK34 59 - 58 55SK12  73 - 63 
36SK2 69 - 67 41SK35 欠 番 55SK13  76 - 63 
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2 辿梢 と 出土辿物

辿梢 名 位 附 備 考
55SK14 76 - 63 
55SK18 77 - 61 
55SK19 76 - 60 
55SK20 80 - 63 
55SK24 80 - 63 42SE2か ら 。
55SK26 81 - 63 
55SK27 78 - 61 
55SK28 81 - 64 
55SK30 欠 番
55SK31 74 - 51 
55SK32 75 - 52 
55SK38 74 - 54 井 戸 に 変更。
55SK43 80 - 54 井 戸 に 変 更
55SK44 80 - 53 井戸に 変更。
55SK48 80 - 53 
55SK52 81 - 54 
55SK61 欠 番
56SK2 61 - 51 
56SK4 60 - 52 
56SK5 6 1 - 51 
56SK7 62 - 51 近世磁
56SK8 63 - 51 近世蒻
56SK9 62 - 52 近世墓
56SK10 62 - 52 近世墓
56SK1 1  61 - 53 36SK33か ら 。
56SK13 62 - 51 近世蒻
56SK14 63 - 51 近世蒻
56SK16 61 - 53 
56SK17 60 - 54 
56SK18 61 - 52 

辿構名 位ii/i: 備考
56SK20 63 - 53 
56SK21 63 - 51 
56SK22 62 - 53 36SK32か ら 。
56SK23 60 - 54 
56SK44 61 - 53 
56SK45 62 - 53 
56SK46 63 - 53 
56SK47 63 - 52 
56SK48 63 - 53 
56SK49 63 - 52 
56SK50 63 - 52 
56SK61 欠番
56SK71 67 - 54 
56SK73 62 - 51 
56SK74 62 - 52 
56SK75 63 - 53 
56SK76 63 - 54 
56SK78 61 - 50 
56SK79 57 - 52 
56SK80 57 - 50 井戸に 変更。
56SK81 59 - 54 
56SK82 59 - 54 
56SK83 63 - 59 
56SK86 58 - 58 
56SK88 欠 番
56SK92 63 - 53 
56SK98 欠 番
56SK100 63 - 52 
56SK102 61 - 53 
56SK103 61 - 51 

辿梢 名 位iri: 備 考
57SK1 欠番
57SK2 欠番
57SK3 86 - 73 49P33 
57SK4 86 - 71 49SK22 
57SK5 86 - 72 49P84 
57SK6 87 - 6 1 49SK2l 
57SK7 欠番
57SK8 87 - 74 
57SK9 88 - 74 
57SK10  欠番
57SK1 1  88 - 71 
59SK1 59 - 40 
59SK2 67 - 44 
59SK3 欠番
59SK4 80 - 68 
59SK6 82 - 67 
65SK1 65 - 70 
65SK3 64 - 72 
65SK4 65 - 68 
65SK9 64 - 69 
65SK10 67 - 71 
65SK13 63 - 68 
65SK15 66 - 68 
65SK16 65 - 67 
65SK17 71 - 74 
65SK20 73 - 71 
68SK1 欠番
70SK4 欠番
73SK5 49 - 44 

【 ト イ レ 状土坑】
52SK9 遺構 65 -61に位置する、 検出面での径130 · 95cm程の楕 円 形の土坑である（図版編図20、
図203)。 深さ80cm程で、 底面は60cmほどの 円 形を呈する。 堆積土層は、 2 層 は ウ リ 科の種子を含む
黒色土、 1 層は黄橙色土の ブロック を多く含む。 人為的に埋められた土層で、 トイ レ 状土坑と判断し
ている。
遺物 遺物は出土していない。
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m 発掘調脊の成果

52SK1 0 遺構 69 -60に位置する、 検出面での径100 · 100cm程の隅 丸方形の土坑である（ 図版編図
26、 図204) 。 深さ195cm程で、 底面は径80cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は、 6層は有機質分が
多く、 炭化物を多く含む。 6層からはちゅ う木も出土している。 3 ~5層は炭化物を多く含み、 1 .

2 層は地山 ブ ロ ック を多く含む人為的に埋められた土層である。 土質から、 ト イ レ状土坑と判断 し て
いる。
遺物 多量のちゅ う木のほか、 国産陶器類が出土している。
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I IOYR7/8拭橙色ロ ー ム 10\'R6 I褐灰色土ま だ ら に少秘混入

10\'117/8放1登色 ロ ー ム IOYR6/l褐灰色土 ま だ ら に 多 /,し混入
10\Rl. 7 I島 色上 炭化物拉多恥昆 入
IOYli6/ 1 1＆灰 色／沙 炭化物拉少枯混入
5\•8/•II父黄色ロ ー ム 1 0\'1'6/ l褐灰 色土 と 炭 化物泣多姑混入
1 0\'112/ 1 '.I.i色七 炭 1召物多恨IIe入 有槌行分の多 い 土 湿 り 気あ り
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図204 52S K 1 0平面 ・ 断面図

52SK 1 1 遺構 71 -60に位置する、 検出面での径120 · 120cm程の隅 丸方形の土坑である（ 図版編図
26、 図205) 。 深さ185cm程で、 底面は径70cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は 6層の上面に種子類
がまとまり 、 5層からはちゅ う木がまとまって出土している。 4 · 5層は炭化物を、 2 · 3 層は地山
ブ ロック を、 1 層は炭化物を多く含む こ とから 人為的に埋められた士層とみられる。 有機質の多い土
層は確認されていないが、 ちゅ う木や種子類の出土からト イ レ状士坑と判断している。
遺物 かわらけ(5,755g)や国産陶器類などの土器類のほか、 瓦も含む。 ロ ク ロ かわらけは小 皿が 口
径8.0~8.2cm 、 底径5.7~6.2cm、 器高l.5~1.6cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径13.4~14.5cmで平
均14.1cm、 底 径6.4~7.6cmで平均7.1cm、 器高3.0~3.7cmで平均3.3cmである。 手づくねかわらけは ロ
径14.2cm、 器高3.5cmである。 こ こでは手づくねかわらけ大皿を 1 点図示した。 5層から多量のちゅ
う木が出土している。 ちゅ う木は刃 物痕が残るものや漆塗り 製品の再利用もある。 また、 漆製品も出
土している。

52SK 1 3  遺構 73 -63に位置する、 検出面での径110 · 85cm程の楕 円形の土坑である（ 図版編図32、
図206)。 深さ115cm程で、 底 面は径70cm程の楕 円 形を呈する。 堆積土層は5層 からちゅ う木が出土
し 、 4層には種子を含む。 土層の状況から、 ト イ レ 状土坑と判断 し ている。 52SB14→52SK13の新旧
関係が確認できる。
遺物 かわらけ(2.110g) や国産陶器類が出土している。 手づくねかわらけ大皿は口 径15.4cm、 器高
4.0cmである。

52SK 1 4  遺構 70 -63に位置する、 検出面での径130 · 105cm程の円 形の土坑である（ 固版編図26、
図207)。 深さ115cm程で、 底面は径50cm程の方形を呈する。 トイレ 状土坑の可能性があるが、 堆積土
層の特徴などからは確定できない。 52SB18→52SK14の新旧関係が確認できる。
遺 物 かわらけ(U80g) が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿 は 口 径7.6cm、 底 径5.4cm、 器高
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2 辿構 と 出土辿物
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皿 発掘調査の成果
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3 IOYR7/8黄橙 色 ロ ーム 10YR5/ ］渇灰色土ま だ ら に少駄混入
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図207 52SK1 4平面 ・ 断面図
1.6cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径12.8~15.4cmで平均14.3cm、 底 径6.2~8.5cmで平均7.4cm、
器高3.7~4.0cmで平均3.9cmである。

52SK2 1 遺構 74 -62に位置する、 検出面での 径105 · 100cm程 の 方形の土坑である（ 図版編図31、
図208)。 深さ130cm程で、 底面は径75cm程の方形を呈する。 堆積土層は、 2 層は有機質の 多い土質で、
1 層 は炭化物が多く人為的に埋められた土層 と みられる。 士 質から、 ト イ レ 状 上坑 と 判断できる。
52S B25（ 南北棟部分） →52SK21の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけ(10,740g) や国産陶器類、 輸入陶器類の土器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小
皿で口 径6.8-9.0cm、 底 径4.9~6.8cm、 器高l.5- l.9cmである。 手づくねかわらけ小 皿で口 径8.6cm、
器高1.9cmである。

52SK2 1 
，

 a □ロ
0 1 , 100 2m 
I l l l l l 

52S'21 
I IOYRS/2灰黄掲色土 か わ ら け細片 炭化物粒多恥昆入
2 IOYll4/l褐灰色土 炭化物粒少拭混入 有機質分多枇、 かわら け細片微1,\混入

図208 52SK2 1 平面 ・ 断面図

52SK22 遺 構 71 -64に位置する、 検出 面 で の 径85 · 75 cm 程 の 円 形 の 土坑である（ 図版 編 図
26、 図209) 。 深さ85cm程で、 底 面は径50cm 程 の 楕 円形を呈する。 堆 積 上 層 は、 3 層 は炭 化物層で、
1 · 2 層 は人 為的に埋められた上層 と みられる。 土層 の 特徴から、 ト イ レ 状士坑 の 可 能性が裔い。
52SA1→52SK22→52S B23（ 近世建物） の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけ (1,490g) が出土している。 ロ ク ロ かわらけ大皿で 口 径14.1cm、 底 径7.1cm、 器高
3.4cmである。

52SK24 遺 構 73 -61に位置する、 検出面での 径140 · 135cm 程 の 楕 円 形の 士坑である（ 図版編図
31、 図210)。 深さ190cm程で、 底面は径110cm程の楕円形を呈する。 堆積土層は、 6~ 8 層 は有機質分
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追梢 と 出土追物
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III 発掘調査の成果

が多く、 ちゅ う木や 炭化物を含む士層である。 1 ~ 4 層は人為的に埋められた土層とみられる。 出上
遺物や土質から、 ト イ レ 状士坑と判断できる。
遺物 かわらけ(8,095g) や国産陶器類など の 上器類の は か、 ちゅ う木も出土している。 6 層 から
小 札が 3 点出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径14.0~15.1cmで平均14. 8cm、 底 径6.1~8.8cm 
で平均7.8cm、 器高3.2~3.9cmで平均3.5cmである。 手づくねかわらけ小 皿 は 口 径9.3~9.8cmで平均
9.6cm、 器高1.9~2.Scmで平均2.0cmである。 手づくねかわらけ大皿は口径15.9cm、 器高2.5cmである。
小 札は8 x 4cm程で厚さ0.8cm程である。 7 個 X 2 列 の 穿孔がある。 黒漆が塗布されている。

52SK25 遺構 71 -62に位置する、 検出面での径100 · 80cm程の 楕 円 形の上坑である（図版編図26、
図211)。 深さ85cm程で、 底面は径75cm程の楕円形を呈する。 堆積土層は、 4 層が炭化物や種子を含む
有機質分の 多い土層である。 2 層は炭化物が多く、 1 層は炭化物や地山 ブ ロック を含む。 上 質から、
トイ レ 状土坑と判断できる。
遺物 かわらけ(420g) が出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ小 皿で口 径8.0cm、 底径5.8cm、 器高1.5cm
である。
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図21 1 52SK25平面 ・ 断面図

52SK37 遺構 71 -58に位置する、 検出面での 径115 · 105cm程 の 円 形の士坑である（ 図版編図25、
図212)。 深さ155cm程で、 底 面 は 径55cm程 の 円 形を呈する。 堆積士層は、 2 · 3 層は礫を多く含み、
l 層は炭化物を多く含む。 いずれも人為的に埋められたとみられる。 上坑の形状からは ト イ レ 状上坑
の 可能性がある。 52SC1道路 跡を構成する52SD30と重複するが、 52SD30の 残存も悪く新旧は確認で
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図2 1 2 52SK37平面 ・ 断面図

- 240 



2 追構と出土辿物

きていない。 また、 52SB25と空 間的に重複するが、 辿椛の切り 合いはない。
遺物 かわらけ (520g) が 出 土している。 ロ ク ロ かわらけ小皿で口 径8.4~8.Scm、 底径4.7~5.0cm、
揺高1.8~2.0cmである。

55SK34 遺構 74 -53に位置する、 検出面での径105 · 95cm程の円 形の土坑である （図版編図30、
図213) 。 深さ105cm程で、 底面は径65cm程の円 形を呈する。 堆積土層 は 8 層に木片 や木屑を多く含む。
2 層は炭化物や焼けた壁土が入り 、 1 層は土器類を含む。 土層の特徴などから、 トイ レ状土坑の可能
性がある。 55SB6と空間的に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
遺物 かわらけや 国産陶器類のほか、 ちゅ う木も出土している。
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図21 3 55SK34平面 ・ 断面 図

55SK40 遺構 79 -53に位置する、 検出面での径130 · 115cm程の 円 形の土坑である （図版編図37、
図214) 。 崩落のため底面まで精査を行っていないが、 垂直に壁が落ち、 120cm程の円形を呈する。 堆
積土層は、 7層は完形の土器類を含む有機質分の多い土層である。 1 ~ 6層はかわらけや 炭化物を含
み、 人為的に埋められた土層の可能性がある。 土層の特徴から、 ト イ レ 状土坑と判断できる。 55SB5
と空間的に重複するが、 遣構の切り合いはない。
遺物 かわらけや国産陶器類のほか、 木製品が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小皿は口 径8.1~8.8cm 
で平均8.4cm、 底 径5.0~5.Scmで平均5.4cm、 器高1.6~1.9cmで平均1.7cmである。 ロ ク ロ かわらけ大
皿 は 口 径12.3~14.2cmで平均13.2cm、 底 径6.2~ 7.3cmで平均6.9cm、 器高2.9~4.5 C m で 平均3.3cmで
ある。 やや器高が高い器形を含むが、 皿形の器形が主となる。 手づくねかわらけ小 皿は口 径8.6~
9.0cm、 器高1.5~1.8cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径12.4~16.0cmで平均13.7cm 、 器高2.2~
3.6cmで平均2.8cmである。
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皿 発掘調査の 成果
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図21 4 55SK40詳細図

55SK41 遺構 79 -52に位置する 、 検出面での径135 · 130cm程の 円 形の土坑である（ 図版編図37 、
図215) 。 深さ150cm程で 、 底面は径110cm程の円 形 を 呈する。 堆積土層は 、 5 層は土器類や種子 、 炭化
物 を多く含む有機質分の多い土層である。 1 ~4層は地 山 土の ブ ロックや炭化物を 含み 、 人為的に埋
められた土層の可能性がある。 土層の特徴から 、 トイレ状土坑と判断できる。
遺物 かわらけや国産陶器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.2~9.0cm程で平均8.5cm
程 、 底 径5.2~5.Scm程で平均5.4cm程 、 器高1.3~1.9cm程で平均1.7cm程である。 口 径は小 皿に近いも
のの器高の高い資料もある（図215 -4)。 ロ ク ロ かわらけ大皿は12.2~13.6cm程で平均13.1cm程 、 底
径5.2~6.Scm程で平均6.5cm程 、 器高3.1~3.Scm程で平均3.4cm程である。 器高の低い皿形 を 呈する資
料が多い。 手づくねかわらけ小 皿は口径9.4~10.0cm 、 器高2.0~2.Scmである。 手づくねかわらけ大皿
は口 径13.6~14.4cmで平均13.8cm 、 器高2.6~3.2cmで平均2.9cmである。

55SK51 遺 構 80 - 55に位置する 、 検出面での径100 · 95cm程の円 形の土坑である（ 図版編図37 、
図216) 。 深さ350cm程で 、 底面は径60cm程の 円 形 を 呈する。 堆積土層は 、 7 層 は有機質分の多い土層
で 、 6層は礫 を含む土層 、 4 · 5層は有機質分の多い土層である。 1 ~3 層は土器類や地 山 上 を 含む
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辿構 と 出 土追物
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図21 6 55SK51 平面 ・ 断面図

上層で人為的に埋められた可能性がある。 土層の特徴から、 ト イ レ 状土坑の可能性が高い。 他のト イ
レ 状土坑に比して深い上坑のため、 井戸等として利用 された後のト イ レ 状土坑への転用 が想定でき
る。 平面的な直接の切り合いは少ないが、 55SK50→55SK51の新旧関係が確詔できる。
遺物 かわらけや国産陶器類などの上器類のほか、 木製品も出土している。 ロ ク ロ かわらけ大皿はロ
径14.0~15.0cm、 底径6.7~8. 0cm、 器高3.7cmである。
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皿 発掘調査の成果

55SK53 82 -54に位置する、 検出面での径105 · 100cm程の円 形の土坑である （図版編図37 、
図217)。 深さ150cm程、 底面は径90cm程の 円 形を呈する。 堆積土層は、 地山土等を含む埋められた土
層の可能性がある。 トイ レ 状土坑の可能性があるものの 、 確定できない。

遺構

かわらけや国産陶器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径8.3~9.2cm 、 底 径5.7~
6.2cm 、 器高1.8~2.lcmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径13.6~14.4cm、 底径6.5~7.0cm、 器高2.9~
3.6cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径14.0~16.0cm、 器高2.8~3.9cmである。

遺物
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図21 7 55SK53平面 ・ 断面図

遺 構 81 -55に位置する、 検出面での径95 · 90cm程の 隅 丸方形の土坑である （図版編図
37、 図218)。 深さ190cm程で、 底面は径100cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は、 炭化物や上器類
を含み人為 的 に埋められた土層とみられる。 トイ レ 状土坑の可能性があるものの 、 確定でき な い。
55SB12と空間的に重複するが、 遣構の切り合いは ない。

かわらけや国産陶器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径9.0cm、 底 径5.2cm、 器高
2.1cmである。 手づ く ねかわらけ小 皿は口 径9.0cm、 器高1.6cmである。 手づくねかわらけ大皿は 口 径

55SK54 

遺物

14.0cm、 器高2.7cmである。
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図21 8 55SK54平面 ・ 断面図

244 



2
 

辿構 と 出土辿物

遺構 63 - 49に位置する、 検出面での径100 · 85cm程の隅 丸方形の土坑である（図版編図
19、 図219)。 深さ85cm程で、 底面は径90cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は、 粘性の強い土質で種
子等を含む。 1 · 2 層は地山土が混 じ り、 埋め戻された と み ら れる。 土層の特徴か ら 、 ト イ レ状土坑
と 判断できる。
遺物

56SK26 

かわ ら け(2,319g) や木製品が出土している。 ロ ク ロ かわ ら け小 皿は 口 径9.0~9.6cm、 底径6.0
~6.3cm、 器閣1.5~1.8cmである。 手づくねかわ ら け小皿は 口 径8.8cm、 器高1.6cmである。
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7 5\5 2灰オ リ ープ枯上 甜 り な し 枯性(i 炭，昆人1%
8 SG6 I 社灰粘上 甜 り やや悲い 枯性強i
9 1 0\'1<2 I 黒帖土 稀 り な し 粘性(i /；！i1し入 1 %

図21 9 56SK26平面 ・ 断面図

遺構 63 -48に位置する、 検出面での径95 · 95cm程の 隅 丸方形の土坑である （図版編図
19、 図220)。 深さ80cm程で、 底 面は径80cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は粘性の強い士 質で、
種子等を含む。 1 ~9層は地山土が混じり、 埋め戻された と みられる。 上層の特徴から、 トイレ 状土
坑 と 判断できる。
遺物 かわ ら け (1,590g) や木製品が出土している。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径13.0cm、 底 径7.0cm、
器高3.7cmである。 手づくねかわらけ大皿は口径12.0cm、 器高2.1cmである。
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下祁砂混人JO\'R8 Ji,凶橙粘上 稀 1) 良 し 枯性If J知le人3"1, ,;, l:iR入2%
2. 5\'116 3にぶl 淡砂 蔀 り 良 し i/irt ii ,h： 1:ili人5% F部：こ赤J：がUi中
JO\― R5 I褐灰を含む
2. 5\'I 20"灰伍粘t 柿 9） やや：匝 し t/ii’1; {i 
5\-6 3 オ リ ープ伍砂 蔀 り 良 し ti，性ややイi 赤上ilt人5"o 枯上を含む
乱：： こ 10\'R5 I褐灰を少ht含む

5\-6 3オ リ ープ数帖 J-_ t記） やや：即 ヽ 枯性 (i 'ク リ f1の種子，li入
7. 5GY6 I紐灰帖土 締 I) やや氾\l ヽ 枯性{, 4;J切／i人 2_ 5\•7 3、Kiiを含む
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図220 56SK27平面 ・ 断面図
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皿 発掘調査の成果

56SK28 遺構 63 - 49に位置する、 検出面での径80 · 80cm程の円 形の土坑である（ 図版編図19、 図
221)。 深さ210cm程で、 底面は径60cm程の円 形を呈する。 堆積土層は、 18層は 自 然堆積による埋没 と
みられる。 13~16層は人為堆積 と みられ、 種子等を多く含む土層である。 上層の 1 ~ 7層は地山土を
多く含み、 人為堆積による埋め戻し と みられる。 土層の特徴から、 トイレ 状土坑 と 判断で き る。 他の
ト イレ 状士坑に比して深い土坑のため、 井戸等 と し て利用された後のトイ レ 状土坑への転用が想定で
き る。
遺物 かわらけ（ 2,700g)や国産陶器類などの土器類のほか、 木製品が出土している。 ロ ク ロ かわ
らけ小 皿は口 径9.0~9.4cm、 底 径6.1~ 6.5cm、 器高l.7~2.3cmである。 手づくねかわらけ小 皿は 口 径
9.0cm、 器高1.8cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径13.4~16.0cmで平均14.5cm、 器高2.6~4.2cm
で平均3.3cmである。 内折れかわらけを含む。
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63-49 a ►口疇a'
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ロ
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こ三三＝＝]
1 (56- 1 6) 

□三
2 (56- 1 4) 

□ 
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56SK29 

□= 

0 , , 100 2m l l l • I 
56SK28 
I IOYRS/1灰 白 砂伐 締 り 良 し 粘性な し 地山粘土混入1%

IOYR6/3にぶい凶橙粘土 締 り 良 し 粘性有 地山粘土混入30%
IOYR7/2Iこぶい黄燈粘土 締 り 良 し 粘性有 地山粘土混入50%
IOYl12/1 訊枯土 締 り やや悪い 粘性有 炭l昆入1% 地Il l .f占土混入2%
10\•R7/41こぶい黄橙粘土 締 り 悪 し 枯性布 地III粘土l昆入5%
7. 5GY6/ i緑灰粘上 締 り 悪 し 粘性強

7 5\"6/1灰粘土 締 り 悪 し 粘性弛 地山 枯土混入3%
8 1 0\"Rl .  7/1 限粘土 締 り やや悪い 枯性有 木府混入
9 IOY112/1限砂灯 締 り 悪い 枯性有 木屑混入
10 !OG\"5/1緑灰粘土 締 り やや悪 し 枯性強
11 10\"R3/1 黒褐粘上 締 り 悲 し 粘性有
12 10\"R2/2黒褐砂灯 締 り やや悪 し 粘性な し 炭混入
1 3  5\'6/4オ リ ープ放色 県褐色土 ま だ ら に含む 粘土 締 り が明い

遺物は ほ と ん どな し
1- 1 2. 5G\"4/1'ilオ リ ープ灰色 締 り ，，うい 若干明るい土を含む
15 7. 5\"411灰 色 木製品 ・ 植わ等を含む
1 6  7. 5\"3 2オ リ ープ黒 植わ性の迫物多位に含む
17 10\"RI .  7/1黒 植物質 （ ワ ラ状の ものや種子など） の も の を多 く 含む

締 り ，，う い
18  7 .  5G\"5/1様灰色粘土質 締 り 弱い 辿物な し
*13~16は人為堆積

3 (56-15) 
こ二」三／

4 (56- 1 8) 

(l . .  4 )  10cm 

図221 56SK28平面 ・ 断面図

56SK29 遺構 63 -48に位置する、 検出面での径70 · 65cm程の隅 丸方形の土坑である（ 図版編図
19、 図222) 。 深さ45cm程で、 底面は径50cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は粘性の強い、 種子や炭
化物、 遺物を含む土層である。 1 層 は地 山土を含み、 埋め戻された土層 と みられる。 土層の特徴か
ら、 トイレ 状土坑 と 判断で き る。
遺物 かわらけ（ 2,100g)や国産陶器類などの土器類のほか、 木製品が出土している。 ロ ク ロ かわら
け大皿は口 径13.8cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径14.0--15.2cm、 器高2.8~3.5cmである。
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H=27.9m , a— —a ロ
0 1 • 100 2m 
I l l l 

56S'29 
I IO\1l7 2にぶし 、 凶橙砂 5'` o 赤＿Li1し人 締 り 強 '1•，り性な し
2 10\R3 1 '·'し!�色上 1%i梵混入 稀 り 1'し し 枯件な し 凶器 ・ か わ ら け II
3 10\l9 1 .  7 l .9·'↓色上 1欠混）、 茄 り やや悲 し 粘性ゃゃ{(· ·:;:片 II
I 101'1<6,4にぶし 淡橙色Iも七 締 り 悪 し t胡I:1「
5 10\192 29!.\IU色士 30％枯Iご 111人 締 り 悪 し 枯性打
6 IOYR7 3にぶし 淡橙色粘上 締 り 悪 し 1古性強
7 1orn2 ,:.,.\渇色ンル ト 買粘上 種子混人 締 り な し f/i性な し

図222 56SK29平断面図

遺構 63 -50に位置する、 検出面での径75 · 65cm程の円形の土坑である （図版編図19、 図
223) 。 深さ90cm程で、 底面は径75cm程の円形を呈する。 堆積土層は遣物や地山上を含む上層で、 人 為
的に埋め戻されたとみられる。 種子や有機質分の多い土層は確認されていないが、 形状等からはトイ

56SK31 

レ状土坑の可能性がある。
遺物 かわらけ (780g) や国産陶器類、 輸 入 陶 磁器などの土器類の ほ か、 木製品が出土している。
手づくねかわらけ大皿は口径15.6cm、 器高2.8cmである。 輸入陶器には吉州 窯産とみられる製品があ
る。

56SK3 1 ロ〗 ロ[
＞ \ 

a□ご

63-50 

a ►□〉◄ a'

56SK3 1 

0 I l()() 2m 
56SK31 

， ー ，
I IOYR3 I .']＼褐色土 5％仄混入 締 り 強 枯性な し かわ ら け有
2 2. 5\"6 ]にぷt ヽ苗色土 ］5％赤士混入 5%！.I．し土混入 締 り 強 粘性少9: ｛i やや砂っ ほし 、
3 IOYll3 I県褐色土 締 り 強 粘性な し 木片有
•1 2. 5\6/9]にふ ヽ黄色枯土 締 り 強 枯性やや有 1％赤土混）、
5 2. 5\'6/3にぶし 、黄色枯上 締 り 強 枯性有 1％赤上混入 3％黒上混人
6 2. 5G\'6 ] オ リ ー プ灰色枯土 締 り 弛 枯性有 2％赤土混入 かわら ：ナ有
7 IOYR3 2.'1.！褐色枯土 締 り 悪 枯性有

図223 56SK31 平断面図

64 -50に位置する、 検出面での径100 · 100cm程の 円 形の土坑である（図版編図19、
図224) 。 深さ380cm程で、 底面は径75cm程の 円 形を呈する。 堆積土層は地山 土を含み粘性の強い土質
で、 土器類、 炭化物、 木製品を含む。 1 · 2 層は地山土を含み、 埋め戻しに よ る土層とみられる。 土
層の特徴から、 ト イ レ状士坑と判 断できる。 他のトイレ 状土坑に比して深い土坑のため、 井戸等とし

56SK33 遺構

て利用された後のトイレ 状土坑への転用が想定できる。
遺物 かわらけ (8,070g) や国産陶器類、 輸入 陶磁器などの土器類のほか、 平瓦片や鉄滓、 木製品が
出土している。 木製品にはちゅ う木や漆器椀を含む。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.0~9.2cm程で平均
8.4cm、 底 径5.0~6.0cmで平均5.5cm、 器高1.5~1.9cmで平均1.7cmである。 手づくねかわらけ小 皿は
口 径8.4~ 9.6cmで平均9.1cm、 器高1.6~1.9cmで平均1.7cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径13.0
~ 14.1cmで平均13.8cm、 器高2.6~3.0cmで平均2.9cmである。
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m 発掘調査の成果
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56SK33 
1 10Yll6/ 1褐灰粘土 締 り 強 粘性有 1 0YR7/ 1灰 白 色粘土プ ロ ッ ク !O\R4/2灰汝渇砂質粘土を 含む
2 10YR3/ 1 .'l!褐色粘土 締 り 1T 粘性有 炭化物を少lik含む か わ ら け 片 を やや多 く 含む
3a 10YR2/2里褐色砂牲枯士 締 り やや有 粘性有 炭 化物を少批含 む かわ ら け 片 を少紐含む

佳をやや多 く 含む
牡灰 色粘土プ ロ ッ ク をやや多 く 含 む （半蔽部分に木片多 く 含む）

3b 土恩は3a居 と ほぽ同 じ （若干1 0Yll2/ l に近いか） 木 片出土増加 (3下囲 と は こ の府 を さす）
4 10YR4/2灰祖褐色土 と 10\「R7/3にぶい凶1登色枯土の混合肘 炭 化物を微枯含む 喘 り 強 粘性強
5 10YR3/11＇褐色粘土 締 り 弛 枯性有 明黄褐色土プ ロ ッ ク を少枯含む
6 10YR2/ l 具色土 締 り 粥 粘性ほ と ん どな し 木片の滉入 を主体と す る (rt ． かわら け を含む）
7 IOYR2/ l 巽色砂臼粘土 締 り やや有 粘性やや有 i'｛灰色枯土を若干含む 木）i の成人は少ない

炭化物少此混入
8 2. 5\3/ 1黒褐色土 と 10GY7/ 1 明禄灰色砂fi粘土の肘 前記はそれぞれ挽 り 返 し 肘状に堆積 し て い る

締 り 93 粘性あ ま り な し 木片 ・ 木製品 を 多 枯に含む かわ ら け ・ l条器を 含む
9 10YR2/ 1黒色土 地山プ ロ ッ ク （株灰色） 多秘に含む 草木の頌が少此混 し る 粘性布 締 り ややりり

（検出面から約3mりりの地点 で 自 然痒か墜院から5~6点出土）
1 0  2. SG\3/!0l)オリ ープ灰色土 地山プ ロ ノ ク （ オ リ ー プ灰 と 灰 白 色土プロ ッ ク ） 大Jitに含む 炭粒微砧含む

枯性有 締 っ て い る （墜I"は7. SG\5/ 1緑灰色プ ロ ノ ク ー下の I I 栢が出て い る 感 じ ）
1 1  5G6/1 緑灰色粘土 2. SG\2/ 1 焦色枯土 地 山 プ ロ ノ ク （ オ リ ー プ灰色土） を多杖に含む 枯性強 締 り 強

かわ ら けを少址含む

こ ロニニ＝／
3 (56-26) 4 (56-27) 

- 二ニニニニ／
6 (56-3 1 )  �0) 

(l : 4 )  10cm 

図224 56SK33詳細図

56SK34 遺構 64 -50に位置する、 検出面での径95 · 90cm程の 円 形の土坑である（ 図版編図19、 図
225) 。 深さ175cm程で、 底面は径70cm程の 円 形 を 呈する。 堆積土層 は地山土 を 多 く 含み、 人為的に埋
め戻された士層とみられる。 ト イ レ 状士坑の可能性があるものの、 確定できない。
遺物 かわらけ (1,420g) や国産陶器類が出土 し ている。 ロ ク ロ かわらけ小 皿 は 口 径8.4-9.2cm、 底
径6.0-6.2cm、 器高l.8-l.9cmである。 手づくねかわらけ大皿 は 口 径14.0cm、 器高3.3cmである。
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1 2 5\7/2灰黄土 斎 り 弛 粘性な し
2 5\3/ 1 オ リ ー プ黒土 30%7. 5\115/8明褐土混入 締 り 良 し

かわ ら け ・ 炭 あ り 粘性有
7. 5YR5/6明褐土 50%5\7/2灰 白土混入 締 り 弥 枯性な し 炭混入
7. 5\5/2灰 オ リ ープ枯 土 締 り 良 し 炭混入 粘性強
2 5\4/29酎灰黄砂土 締 り やや悪 し 炭混入 粘性な し
2. 5\'4/2暗灰黄土 40％にぷい黄色粘土混入 10％明赤褐色土混入
枯性やや有 炭 ・ かわ ら け混入

7 2. 5\6/4にぶい黄色粘土 10%0月赤褐色士混入 粘性弥 炭I昆入
8 2. 5\3/ 1 黒褐色土 25％ にぶい黄色枯土i昆入 粘性やや有 炭混入
9 5G5/I緑灰色土 黒褐色土の プ ロ ノ ク 微杖含む 粘性やや有 締 り 明
1 0  5GY5/I オ リ ー プ灰 色土 黄灰色土プ ロ ッ ク 微拭含む 粘性やや有

締 り 弱
0 I 100 2m 1 1  l0\'114/1褐灰色土 地 山 プ ロ ッ ク 多iitに含む 粘性やや有 締 り 弱
I l l l [ 1 12 5G5/ 1緑灰色土 黒褐色土斑に少枇含 む 粘性やや有 締 り 弱

1 3  5G\'5/ I オ リ ー プ灰色土 粘性やや有 締 り やや有
1,1 5G\'4/ I賠オ リ ーブ灰色 粘土＇兵 締 り 弱 か わ ら け完形品出土

図225 56SK34平面 ・ 断面図

56SK53 遺構 73 -50に位置する、 検出而での径140 · 105cm程の隅丸方形の上坑である（ 図版編図
30、 図226)。 深さ120cm程で、 底 面 は 径85cm程の隅 丸方形 を 呈する。 堆積土層 は、 7 層 以下で は 地 山
上のほか、 土器類や炭化物、 植物種子 を 多く含み粘性の強い上質である。 1 ~ 6 層 は地山上や炭化物
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2 辿構 と 出土辿物

を含み埋め戻された土罰とみられる。 堆積土の特徴から、 ト イレ 状土坑と判断できる。
遺物 かわらけ (3,330g) や国産陶器類のほか、 ちゅ う木が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は ロ
径8.5cm、 底径5. 1cm、 器高2.0cmである。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 1コ 径13.6~16.4cm、 底 径7.6~7.Scm、
器高3.7~3.Scmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径14.4cmである。

56SK53 H=27.7m , a— —a 

a .._ 

し．．
 `

 
0 1 . 100 ,m 
, • I 

56SK53 
1 2. 5\•7 2 灰 '101，り 上 と I O\R3 3 研褐色枯上の混合附 締 り 強 1/i性怖 I月化わ1立f- (,1, 1 ~ ,m m )  

を 少 1，し含む
1 0\•R3 2 .9.＇.l，18色枯ヒ 締 り り虹 粘性やや怖 ／芙化わ1:J. f· ( 919 1 ~ 3 m m ） を少 Iit含む
1orn2 , '.i\褐色枯 上 締 り 強 粘性強 炭化物拉 Iこ l•l• I ~ 3 m m ) を少 1,＼含む
2. 5\•8 3 1砂池砂竹1れ I:．が上府に；；• < 堆h'ける

I IOYl15 8 jし褐色粘上 締 I-） ij， 枯性強 地山起況か 人 が11:f,＇1 炭1ヒ物 を ご く わずか：こ含む
; 1orn 1 2 1又 故 褐色枯上 締 り やや有 粘性1「 地1! 1 プ ロ ッ ク 少 ／，し含む 炭化杓1立 を 多 く 含む

、月と 少 l1\含む
6 2. 5\•7 :l 浅黄色1古」： 締 I) （i 粘性有 5 '"の上のプ ロ ノ ク か少hti且 し ろ かわ ら 9 } 片 を少秘含む

人I)堆f.11；、
7-1 7. 5\• R5 8 1JII凸色粘上と JOYR52 灰 凶褐色粘上の1仕合Wi ;.砂 '；J; f/;tl；強 灰凶褐 t紅：内に炭化物を'J,·lik含む
7-2 10\I13 1 '·，'，褐色枯ヒ 締 り 打 拮性1f 炭1ヒ物1立子をわずかに含む
8 2.  5Y3  2 .'.I.\沿色枯 ．t 締 り やや•h 枯性打 炭化物粒 1こ を少1j\ 含む 地 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む
9 2. 5\•8 1 ，犬凶色粘」： 締 り あ ま り な し 帖性弥
10 5Y3 I オ リ ー プ．’·＇.＼色枯土 締 り やや有 帖性有 炭化物拉ト プ ロ ッ ク を 多 く 含む 焼土拉子 を ご く 徴秋含む

地 山 プ ロ ッ ク を こ く 徴枯含む
11 5G7 I 19/H灰色枯上 と 2. 5Y3 I !.Iし褐色粘土の，昆合府 締 り 強 1古性{f 炭1ヒ物 を 少 ／如含む
1 2  2. 5Y8 3 成汝色帖上 締 I) 強 粘性強 人入堆積か ？
13 J:M ば 6 ki9団祁か ·ン 20 c m程度 IOYR3 I !!.'•褐色砧士 臣）やや（［ 枯性{i かわぶt含む

地 山 プ ロ ッ ク を やや多く 含む 炭化杓をやや多 く 含む 焼 ＿l：柁トを行下含む
1:＠は 10\•R3 1 9.I1褐色上 稀 り 有 枯性有 地山 プ ロ ッ ク を 少 l1l含む 焼上1立子を少杖含む 炭化物を少IIt含む

i五子項を 多 く 含む
11 J OYR3 I .'.I.し褐色Iも 1こ 締 り やや弼 枯性有 淡凶色枯上プロ ッ ク を 少 1,＼含む ）、冷堆積
15 56\. 6 1 オ リ ープ灰色粘上 締 り やや有 帖性強 阻褐色粘上を少1,＼含む
16-1  1orn2 1 黒色枯上 締 り 強 粘性有 一部に ウ リ 科のf叔子を含む
1 6-2 J OYR I I i出灰色1,Ij上 締 り 弥 粘性有
17 7. 5GY6 1 社灰色枯士 締 り 有 枯性有 虫色祐上 （ ウ リ の種 I

ー・ を含む） を少！It含む
一部プ ロ ソ ク 状の堆積を呈す 人 y\hりな埋土の も のか

18 JOYl12 I !！＼色粘 I: 締 り やや有 枯性有 炭化杓 を 少 ！i＼含む 牡灰色粘上を少iit盆む
19 JOGY5 I 社灰 色砂竹砧上 締 I) 朋 粘性ややイ1
20 2. 5\••1 2 印灰依色 t/i上 締 り 弛 粘性強
21 IOYl12 I !,·＼色 I: 締 り 33 粘性な し っ す く 府状 に 人 る 上部に木片含む
22 7. 5G\.6 1 岳仙灰色枯士 締 り 弥 粘性有

図226 56SK53平面 ・ 断面図

70SK20 遺構 65 -48に位置する、 検出面での径65 · 62cm程の円形の土坑である（ 図版編図24、 固
227)。 深さ54cm程で、 底面は径55cm程の円形を呈する。 堆積土層は、 4層は 自 然堆積とみられる土層
である。 2 · 3 層 は粘性が強く有機質分の多い土層である。 ちゅ う木は含まず土器類の出士 も 少 な い
も のの、 土質は ト イ レ状土坑の堆積層に類似する。 1 層は地山 ブ ロック や土器類を多く含み、 人為堆
積による埋め戻しとみられる。 土層の特徴から、 ちゅ う木は含ま な い も のの、 ト イ レ 状土坑と判断で
きる。
遺物 かわらけ(265g) や国産陶器類が出土している。

70SK20 

6849 

aこ) a' ＼ 
70SK20 

705K21 ゜゜ 705K29 

a― H=27.8m -a‘ 

口
0 l , IOO 2m 
l l l • I 

TOSK 2 0  
I I O\'R3 2 『じ褐色シルト 2.5\7 61り1 &Iじ色の地山フロック 、 上諮片を

含む 細）なし 枯性ややイ「 人，，堆偵
2 5\'I I 灰 i古代上 即生か強く 、 水分含む 締りなし 貼性打

9伍1EJ:K•1

:J 7.SYI I 灰帖itt

I �.5YI I 位灰色砂tt
ン ル ト

砧性がl1"1(；：こ怖く 、 水分を多く含む 植杓d)
種 ,,と地1l1プロノクを含む ，市りなし 粘性布
1/E i[ I:h,i 
2.5\•7 61リ1iiIU色の地111プロノクを含む
iぷ＇）やや(i i/i性(i

図227 70SK20平面 ・ 断面図
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II1 発掘調査の成呆

70SK22 
67-47 i

 。
70SK23 

a►〇◄ a'

70SK22 

H=27.800m _, a— —a 70SK22 

I 5\'7 /3 戊黄色ノヽル ト 炭化物 、 土席片含む 地山プロ ノ ク を少屈含む
締 り やや布 粘性やや有 人衿堆禎

2 5\'5/ 1 灰色 ンヽル ト 3~5nlnl0)炭化物 、 土器片を多 く 含む 地llIプ
ロ ッ ク を含む 締 り な し 粘性やや有 人ジ＼准梢

3 2. 51'6/l 黄灰色粘骰 2~3mmの炭化物 、 土器片を含む 地山プロ ッ ク
ンル ト を多枯に含む 人為堆積

•I 2. SG\'6/1 オ リ ープ灰色 粘性が弛く 、 一部に黙色の枯土質部がある 炭
粘質シル ト 化物 、 土器片 、 ち ゅ う 木を含む 廃艇土倍

5 SG\'7/1 明 オ リ ープ灰 ち ゅ う 木等をやや含む 粘性か非常に強 く 、 水
色枯質土 分を含む 廃煎土附

6 7. 5\'6/2 灰 オ リ ー プ色 ち ゅ う 木を多く 含む 枯性の弥い 廃棄土焙
粘質シル ト

7 I OG\7/ 1 11/j緑灰色粘土牲

口 0 1 , 100 2m l l l l l l 
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2 辿構 と 出土辿物

70SK24 。 ＼
 

a-H=27.800m ,' " ＿a 
， ． ロ ーm

70SK22 

＇
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▲
 □“

 
▼
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68-48 

70S, c I 
1 2. 51.6 .1 にふ ヽ貨色 地 I l l プ ロ ／ ク を 多 く 含む 1沿：団を含む

シ ル ト 1、，，堆積

2 51.6 2 灰 オ リ ープ色 地 l[ I プ ロ ッ ク ． l:器片を 含 む ）、y＼堆積

3 1 0\"5 I 灰 色粘it上 帖性が内iく 、 水分を含む 1仕91§上hヽi

I 2. 51"6 I にふ ヽ ＆ 色 地lII·/ロ ッ ク を含む
シ ル ト

5 7. 51"5 I 灰色枯\'t i: ら ゆ う 木を含み 、 1古性が強I ヽ 1任 91t•I:M

6 2. 51.6 .1 に ぶ 憐 色 地llI プ ロ ッ ク を含む
シ ル ト

図229 70SK24平面 ・ 断面図

70SK22 遺構 67 -47に位置する、 検出面での径94 · 82cm程の円形の土坑である（ 図版編図24、 図
228)。 深さ290cm程で、 底面は径80cm程の 円形を呈する。 堆積土層は、 7層はグラ イ 化 した粘性の強
い 自 然堆積による土層で井戸跡のなどの上層 と 類似する。 6層からちゅ う木や土器類が多く出土し、
4~6層は粘性が強く有機質分 と 水分を多く含む土層である。 1 ~3 層は地 山 ブ ロック を含み、 土器類
や炭化物を含む、 人為堆積 と みられる土層である。 土層の特徴から、 トイ レ 状土坑 と 判断できる。 他
のトイ レ 状士坑に比 して深い土坑のため、 井戸等 と して利用された後の ト イ レ 状土坑への転用が想定
できる。
遺物 かわらけ (13,617g)や国産陶器類な どの土器類のほか、 ちゅ う木や漆器椀を含む木製品が出
土 している。 なお、 井戸跡 と 類似する 7層からは遺物の出土は少ない。 ちゅ う木では墨書のある資料
があり、 接合する資料もある。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.6cm、 底径5.8cm、 器高1.7cmである。 ロ

ク ロ かわらけ大皿は口 径12.6~13.2cm、 底 径7.2~7.3cm、 器高3.3~3.7cmである。 手づくねかわらけ
小 皿は 口 径7.6~8.4cm程で平均8.1cm程、 器高1.2~1.9cm程で平均1.5cm程である。 手づくねかわらけ
大皿は口径11.8~14.5cm程で平均12.7cm程、 器高2.4~2.8cmで平均2.6cm程である。

70SK24 遺構 67 -47に位置する、 検出面での径86 · 82cm程の 円形の土坑である（ 図版編図24、 図
229)。 深さ63cm程で、 底面は径78cm程の円 形を呈する。 堆積土層は壁面の崩落 と みられる 6層の上層
に粘性が強く有機質分を多く含む 5 層が堆積する。 壁面の崩落 と みられる 4 層 を挟んで、 粘性が強く
有機質分の多い3 層 が堆積する。 1 · 2 層は地山 ブ ロ ック を多く含み、 土器類の出土も多い。 人為堆
積による埋め戻 し と みられる。 土層の特徴から、 トイ レ 状土坑 と 判断できる。
遺物 かわらけ (557g)や国産陶器類、 輸 入 陶磁器が出土している。

【 そ の他の特徴的 な 土坑】
50SE1  遺構 86 -62に位置する、 検出面での径220 · 204cm程の 円 形の土坑である（ 図版編図45、
図230)。 深さ 6cm程 と 極めて浅い。 堆積士層は締まりが強く、 黄橙色土 と 暗褐色土が混じる人為的な
土層で、 土器類を多く含む。
遺物 かわらけがま と まって出土 し ており 、 特に ロ ク ロ かわらけが多い。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径
7.7~ 10.6cm程で平均9.3cm程、 底 径5.2~7.3cm程で平均6.5cm程、 器高l.6~2.2cm程 で平均1.8cm程で
ある。 ロ ク ロ かわらけ大皿は13.8~16.0cm程で平均14.9cm程、 底 径6.0~8.7cm程で平均7.4cm程、 器
高3.0~4.4cm程で平均3.5cm程である。
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m 発掘調査の成果
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I 1 0\1<6/- Iにぶし 、拭橙色土と 10\1<3/3 哨褐色が ま だら に混合 し ま り かな り あ り

かわ ら けを多拭に含む

\ ＼□土三一
1 (50-94) 2 (50-95) 

▽ニゴ＝ジ 尺二土二
3 (50-96) 4 (50-97) 

\ \  
5 (50-99) 6 (50-100) 
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20 (50-122) 21  (50-106) 

図230 50SE 1 詳細 図

手づくねかわらけ大皿 は D径15.8cm、 器高2.8cmである。

55SK29 遺構 80 -63に位置する、 検出面での径165 · 160cm程の 円 形の土坑である（ 図版編図38、

図231)。 深さ220cm程で、 底面は径70cm程の 円 形 を 呈する。 堆積土層 は地山 士 を 含み、 炭化物等が混
じる。
遺物 かわらけや国産陶器類のほか、 木製品が出土している。 木製品には墨書のある木片 を含む。 ロ

ク ロ かわらけ小皿 は D 径7.8cm、 底 径6.0cm、 器高1.3cmである。 手づくねかわらけ小皿 は8.4~9.8cm

程で平均9.0cm程、 器高l.6~2.3cm程で平均2.0cm程である。 手づくねかわらけ大皿 は12.4~14.1cm程

で平均13.5cm程、 器高2.4~3.6cm程で平均2.9cm程である。

55SK33 遺構 76 -52に位置する、 検出面での径115 · 90cm程の楕 円形の上坑である（ 図版編図30、

図232)。 深さ155cm程で、 底面は径85cm程の楕 円 形 を 呈する。 堆積士層 は5 · 6層では地山 士が縞状

に入り、 6層で は 完形の土器類、 5層では礫 を 多く含む。 4層 は 礫で構成される。 55SB6と空間的に

重複する。 遣構の切り合いは 少ないが、 55SB6→55SK33の可能性がある。

遺 物 かわらけや国産 陶 器のほか、 木製品 が 出 土している。 ロ ク ロ かわ ら け 大 皿 は 口 径13.4-
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2 逍梢� と 出士辿物

14.6cm、 底 径6.0~7.2cm 、 器 高2.8~ 3.7cm で あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径8.7~9.2cmで 平 均
8.9cm、 器 高l.8~2.2cmで 平 均2.0cmで あ る 。 手 づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径12.6~ 14.8cm程 で 平 均
13.9cm程 、 器高2.9~3.5cm程で平均3.2cm程 で あ る 。 口 径15cm前後 の 資 料 を 含 む も の の 、 14cm前 後 の
資料が 多 い 。
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皿 発掘調査の成果
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2 辿桃 と 出土辿物

55SK35 遺構 78 -55に位置する、 検出面での径180 · 175cm程の 円 形の土坑である （図版編図37、
図233)。 深さ155cm程で、 底面は径85cm程の楕 円 形を呈する。 堆積土層は最下層の 7 層は砂層 で、 6
層以上では地山土が混入する土層が多い。 井戸跡の可能性があるが、 確定できない。
遺物 かわらけや 国産陶器類が出土 し ている。

55SK50 遺構 80 -55に位置する、 検出面での径110 · 100cm程の 円形の土坑である （図版編図37、
図234)。 深さ75cm程で、 底面は径100cm程の 円形を呈する。 堆積土層は、 2 層は土器類や地山 上を含
み、 人為的に埋め戻された上層 と みられる。 1 層は地山土を多 く 含む。 55SK50→55SK51の新旧関係
が確認できる。
遺物 かわらけや国産陶器類が出土している。 ロ ク ロ かわらけ小 皿は 口 径8.0cm、 底径5.2cm、 器高

1.2cmである。 手づくねかわらけ大皿は口 径13.6cm、 器高3.0cmである。
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図234 55SK50平面 ・ 断面図

56SK32 遺構 63 -49に位置する 、 検出面での径80 · 60cm程の円形の士坑である （図版編図19、 図
235)。 深さ15cm程で、 底面は径70cm程の円形を呈する。 堆積土層は、 粘性が強く地山士の混じる2 層
と 、 人 為 堆積 と みられる1 層 である。 堆積土層の特徴から、 トイ レ 状土坑の可能性があるものの浅い
上坑のため確定できない。
遺物 かわらけが少量出土 し ている (30g)。
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図235 56SK32平面 ・ 断面図

- 255 -



皿 発掘調査の成果

遺構 67 -49に位置する、 検出面での径90 · 82cm程の円 形の土坑である（図版編図24 、 閃
236)。 深さ12cm程で、 底 面は径70cm程の 円 形を呈する。 56次調査で検出し、 70次調査で精査した。
周囲に ト イレ 状土坑が分布することから、 トイ レ状士坑となりうると想定し精査したが 、 堆積土層は
自 然堆積による埋没で土層の特徴は異なる。
遺物 かわらけ (161g)や国産陶器類が出土しているものの、 小 破片が多い。
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図236 56SK40平面 ・ 断面図

72 -50に位置する、 検出面での径118 · 112cm程の円 形の土坑である（図版編図24、
図237)。 深さ17cm程で 、 底面は径95cm程の 円形を呈する。 堆積土層は 1 ~3 層は遺物や地 山 ブ ロック
を含むものの、 締まりが弱く、 自 然堆積による埋没とみられる。 56次調査で検出し 、 70次調査で精査
した。 周 囲に ト イ レ 状上坑が分布することから 、 ト イ レ 状土坑の可能性があるものと考え精査した
が、 堆積上層は 自 然堆積による埋没で土層の特徴は異なる。
遺物 かわらけ (579g)や国産陶器類が出士しているものの、 小 破片が多い。
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図237 56SK52平面 ・ 断面図

65SK2 遺構 64 -69に位置する、 検出面での径62cm程の 円形の土坑である（図版編図21、 図238)。
深さ94cm程で、 底面は径94cm程の円形を呈する。 堆積士層は 、 最下層の 4 層は有機質分の強い上層で
炭化物を含む。 1 層 は人 為 堆積とみられ、 礫を多 く 含む。 士 質からはトイ レ 状土坑の可能性がある
が 、 自 然科学分析では寄生虫 等は検出されておらず、 確定できない。
遺 物 かわらけ (548g) が 出 土している。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.2cm、 底 径4.5cm 、 ロロ 吉

益 向

4.7cmである。
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2 辿枯 と 出土造物
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65SK 1 4 遺構 69 -70に位置する 、 検出面での径90 · 80cm程の円形の土坑である（図版編図27、 図
239)。 深さ50cm程で、 底面は径50cm程の 円形を呈する。 堆積土層は、 2 · 3 層は遣物を多く含むが、
自 然堆積による埋没とみている。
遺物 かわらけ(L843g) が出土している。 ロ ク ロ かわらけ大皿は口 径12.6~14.4cm程で平均13.5cm
程、 底径5.2~7.2cm程で平均6.1cm程、 器高3.2~4.lcm程で平均3.7cm程である。
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皿 発掘調査の成果

69 -70に位置する、 検出面での径190 · 150cm程の 円 形の土坑である（図版編図27、

図240 ) 。 深さ60cm程で、 底面は径50cm程の円 形を星する。 堆積土層は、 2 層に円礫を多く含む。

遺物 かわら け(882g)や国産陶器類、 中国産陶器が出土 し ている。 ロ ク ロ かわら け小 皿は 口 径

9.5cm、 底径6.7cm、 器高1.6cmである。

65SK1 8 遺構

68SK35 遺構 91 -68に位置する、 検出面での径340 · 312cm程の 円 形の土坑である（図版絹固54、
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2 辿構 と 出土辿物

図241)。 深さ180cm程、 径200cm程の円形を呈する位置まで精査したが、 底面まで達していない。 堆積
土層は 6~9層 は 自 然堆積に、 1 ~ 5 層は地山 ブ ロック を多く含む人為堆租による と みられる。 1 層
から完形の土器類がま と まって出 土している。 追構の形状や 径などからは井戸跡 と の見方 も 残るが、
確定できない。 68整地層の上層 に堆積する 自 然堆積層を掘り込 ん でおり、 68整地層→68SK35の新旧
関係が確認できる。
遺物 かわらけが1,730g と 多く出土している。 ここでは 1 層 から出土した資料を図示した。 図示して
いない資料を含む と 、 ロ ク ロ かわらけ小 皿は口 径8.7~9.9cm程で平均9.2cm程、 底径6.0~7.3cm程で平
均6.5cm程、 器高1.6~2.lcm程で平均1.7cm程である。 ロ ク ロ かわらけ大皿は 口 径13.4~16.5cm程で平
均14.6cm程、 底 径5.5~8.Scm程で平均7.3cm程、 器高3.4~4.Scm程で平均4.3cm程である。 ロ ク ロ かわ
らけは器高の高い椀盟の器形 と 器高の低い 皿形の器形が含まれる。 手づくねかわらけ小 皿は口 径9.4
~ 10.1cm程で平均9.8cm程 、 器高1.7~ 2.lcm程で平均1.9cm程である。 手づくねかわら け 大皿は 口 径
13.9~ 16.2cm程で平均15.1cm程、 器高2.7~3.7cm程で平均3.1cm程である。 手づくねかわら け 大皿は
口 径15cm以上の口 径の大きい資料が多い。 手づくねかわらけ大皿には底部の穿孔が 2 点ある。

72P47 遺構 59 -42に位置する、 検出面での径134 · 102cm程の 円 形の柱穴である（図版編図13、
図242)。 130cm程の深 さまで精査を行ってい るが、 底 面には達していない。 精査位置で、 径67 · 55
cm程で円 形を呈する。 柱痕跡で確認できる柱径は32cm程である。 堆積土層は、 柱穴状の堆積部分
(P47a) と 士坑状の堆積部分 (P47b) に分かれる。 P47 b と みた9 · 10 · 12層は、 締まりは弱 い も のの
地山 ブ ロック を多く含み、 10層 には炭化物を多く含む。 人為堆積による も の と 判断できる。 1~8層は
P47aにあたる。 2 層 は柱痕跡で、 締まりが弱い。 3 ~ 5 · 7 · 8 層 は柱掘方の埋土である。 1 層 は
柱抜き取り後の堆積土 と みられる。 72SA2 (P28) →72P47の新旧関係が確認できる。
遺物 かわらけ (409g)や国産陶器が出上している。
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Ill 発掘調壺の成果

【50次以前の調査 で調査 ・ 検言寸 し た 土坑の概要】
〇 ト イ レ 状土坑
21 SK53 遺 構 85 -99に位置する、 検出面での径112 · 106cm程 ・ 深さ156cm程 の 円 形の上坑であ
る（図版編図50、 図243)。 底面は径80cm程の円形を呈する。 堆積土層は、 最下層が粘性の強い種子や
ちゅ う 木、 土器類を多 く 含む土層 である。 上層は人為的 な 土層で埋め戻されている。 土層の特徴か
ら、 ト イ レ状土坑 と 判断で き る。
遺物 かわらけが多く出土し(7,185g) 、 ちゅ う木などの木製品も出土している。

23SK83 遺 構 89 -79に位置する、 検出面での径105 · 98cm程 ・深さ89cm程の 円 形の土坑である
（ 図版編図48、 図243)。 底面は径80cm程の 円 形を呈する。 堆積士層は最下層の3 層 は黒褐色 シ ル ト の

混じる粘士で、 ちゅ う 木や種子が含まれる。 上層の 1 · 2 層は人為堆積で埋め戻されている。 土層の
特徴から、 ト イレ 状土坑 と 判断で き る。
遺物 かわらけ(7,305g)や輸入磁器 な どの土器類のほか、 ちゅ う 木な どの木製品や鉄鈴が出土して
いる。

3 1 SK80 遺構 70 -66に位置する、 検出面での径109 · 108cm程 ・ 深さ158cm程の円 形の土坑である
（ 図版編図26、 図243)。 底面は径70cm程の円 形を呈する。 堆積土層は、 最下層の4層は水分の多い土

層で種子やちゅ う木を含む。 2 層は人為堆積で埋め戻されている。 最上層の 1 層 は 自 然堆積 と 観察さ
れている。 土層の特徴から、 トイ レ 状土坑と判断で き る。
遺物 かわらけが多く出土 し (3,219g) 、 折敷片やちゅ う 木な どの木製品も出土している。 ちゅ う 木
は種子 な ど と と もに、 面的 に検出された。

36SK8 遺 構 69 -63に位置する、 検出面での径132 · 130cm程 ・深さ166cm程の 円 形の士坑である
（ 図版編圏26、 図243)。 底面は径130cm程の円 形を呈する。 堆積士層は、 下層の3 層は種子やちゅ う 木

などを含む土層である。 最上層の 1 層は粘土で構成される。 土層の特徴から、 ト イ レ 状土坑と判断で
き る。
遺物 かわらけのほか(4,016g) 、 折敷片やちゅ う 木な どの木製品も出土 している。

36SK9 遺 構 74 -63に位置する、 検出面での128 · 128cm程 ・ 深さ114cm程の不整形の隅 丸方形の
土坑である （図版編図32、 図243)。 底 面は径65cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層 は、 6層は種子や
有機質遺物を含む。 5 層は土器類を多く含み人為的な土層である。 上面に礫が広がる。 上層の 1 ~4
層は人為的に埋め戻されている。 土層の特徴から、 トイ レ 状土坑 と 判断で き る。
遺物 かわらけが多く出土している (2,2648g) 。

4 1 SK7 遺 構 58 - 63に位置する、 検出面での119 · 101cm程 ・ 深さ128cm 程の方形の上坑である
（ 図版編図16、 図244)。 底面は径100cm程の方形を呈する。 ちゅ う木が出土しており、 トイ レ状土坑 と
推察できる。
遺物 かわらけのほか、 鉄斧や墨書木片が出土している。
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rn 発掘調査の成果

0 そ の他の特徴的 な 土坑
2 1 SK37 遺構 92 -103に位置する、 検出面での径125 · 116cm程 ・ 深さ68cm程の円形の土坑である

（図版編図58、 図243) 。 底面は径80cm程の円形を呈する。
遺物 かわらけが出土しており(775g) 、 刻書をもつかわらけを含む。

2 1 SK55 遺構 86 -99に位置する、 検出面での径138 · 132cm程 ・ 深さ155cm程の円 形の土坑である
（ 図版編同50、 図243) 。 底面は径120cm程の円 形を呈する。 堆積士層 は人為堆積の土層で埋め戻されて
いる。
遺物 かわらけが多く出土し(7,775g) 、 曲 物や折敷などの木製品も出土している。 墨 書をもつ木片
を含む。

2 1 SK78 遺 構 83 - 96に位置 す る、 検出面での96 · 82cm程 ・ 深 さ86程cmの楕 円 形の土坑である
（ 図版編図42、 図243) 。 底面は 径90cm程の楕 円 形を呈する。 堆積上層 は人為堆積による土層で埋め戻
されている。
遺物 かわらけが多く出土し (1,245g) 、 国産陶器や輸入磁器も出士している。 底面から木箱に入っ
た状態の温石が出土している。

2 1 SK1 08 遺構 79 -91に位置する、 検出面での223 · 155cm程 ・深さ141cm程の不整形の楕 円 形の
土坑である（図版編図41、 図243) 。 底面は径70cm程の楕 円 形を呈する。 11層中位から火舎と花瓶が出
土している。 火舎は内面を上に正位で、 その少し上に花瓶が確認された。
遺物 かわらけ（ 6,727g) や国産陶器などの土器類が出土している。 埋土 最下層から火舎と花瓶が出
土している。

28SK1 4 遺 構 83 -71に位置する、 検出面での122 · 114cm程 ・ 深 さ155cm程の方形の上坑である
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2 辿桃と 出土辿物

（ 図 版編 図39、 図243) 。 底 面は径80cm程の方形を呈する。 堆積土層は人為的に埋め戻された土 層 で、
上層から3/4程の深さまでは礫で構成される。 底面から金槌と堅が対面するように出土している。
遺物 かわらけが出土しているほか(6,220g) 、 底面で金槌と竪が出上している。

28SK 1 7 遺構 82 -73に位置する、 検出面での136 · 128cm程・ 深さ158cm程の隅丸方形の土坑であ
る（ 図版編図39、 図243)。 底 面は径100cm程の隅 丸方形を呈する。 堆積土層は上層が人為的な土層で
埋め戻されている。
遺物 かわらけ (20,051g) や国産陶器、 輸入磁器が出土している。 墨書かわらけ 1 点を含む。

28SK 1 8 遺 構 84 -75に位置する、 検出面での112 · 83cm程 ・ 深 さ164cm 程の方形の土坑である
（ 図版編図47、 図243)。 底面は径90 · 70cmの方形を呈する。 堆積上層は人為的に埋め戻されている。

遺物 かわらけが多く出土し (33,197g) 、 士壁や水晶が出土している。 穿孔かわらけや墨書かわらけ
を含む。 墨書かわらけはひらがなが記される。

31 SK42 遺構 69 -77に位置する、 検出面での99 · 92cm程 ・ 深さ131cm程の円 形の士坑である （図
版編図28、 図244)。 底面は径95cm程の 円形を呈する。 堆積上層は人為的に埋め戻されている。
遺物 かわらけのほか(1.236g) 、 完形の石硯が出土している。

( 6 ) 塀跡

遺跡内では、 34条の塀跡を検出している（ 表17)。 直線的な溝跡や、 柱列として確認されている。
なお、 表中の構造は、 溝状の布掘りをもたず柱列で構成される 「掘立柱塀」・ 溝状の布掘りをもち掘
方内に板材を並べた「縦板塀」 ・ 溝状の布掘りをもち掘方内に角材や柱を並べた 「材木塀」 の種別で
示す。 布掘りを も つが抜き取り等の要因などにより材が検出できていないものは便宜的に 「布掘り
塀」 として表中に示し、 そのほか縦板塀で支柱をもつなどの細部は本文に記す。 軸方向は南北を基準
軸に、 東西方向への傾きをN ― □o _ E等とし、 一連の塀跡が軸方向を大きく変えて走る場合は、 両方
の軸方向を記す。

表 1 6 1 2世紀代の塀跡
追構名 位 置 構造 判l方向 造構重複関係 備 考

23SA1 85 - 83 材木塀 N - 0° - E  23SA3 、 23SA4 、 23SK60 、 23SK61 、 23SK62 、 23SK83→23SA1。
23SB4 、 23SK84、 23SB7 と 空間重複。

23SA2 88 - 79 布掘 り 塀 N - 9' - E  
23SA3 87 - 83 掘立柱塀 N - 2° - E  23SA3→23SA4→23SA1。

23SB3 と 空間重複。
23SA4 87 - 83 掘立柱塀 N - 9° - E  23SA3→23SA4→23SA1 。
23SA6 86 - 81 掘立柱塀 N - 0° - E  
28SA1 73 - 69 材木塀 N - 4° - E  28SA1 →28SX1→28SB1。 31SB6→28SA1。

28SB5、 55SB20 、 65SA2 と 空間重複。
31SA4 78 - 83 掘立柱塀 N - 40° - E 
36SA2 75 - 65 布掘 り 塀 N - 10° - E 36SA2→55SB19。

31SB7 と 空間重複。
36SA3 75 - 65 縦板塀 N - 7° - E 55SB23 、 31SK83 、 3 1SK84 と 空間重複。
36SA4 74 - 65 布掘 り 塀 N - 4° - E 36SA5 、 55SB23 、 31SK85 と 空間重複。
36SA5 74 - 63 布掘 り 塀 N - 25° - E 36SA4 と 空間重複。
42SA20 95 - 67 N - 5° - E 
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造構 名 位置 構造 軸方向 遣構重複関 係 備考
50SA1 85 - 63 材木塀 N - 11° - E  50SA2、 55柱列 l 、 50SB6B→50SA1。 50SB20、 50SB22→50SA1。 42SD4 

50SB5 、 50SB6A 、 50SB8 、 50SB10 と 空間重複。
50SA2 88 - 62 材木塀 N - 17° - E  50SA2→50SA1 、 50SB3。

50SA2→50SA6、 50SA7。
50SA10 、 50SB5 、 50SB7 、 50SB16 、 50SB17、 50SB28 と 空間重複。

50SA5 89 - 65 材木塀 N - 3° - E  50SA6→50SA5だが 、 明確で は な い。
50SA6 89 - 65 材木塀 N - 15° - E  50SA6→37SE2 、 50SA2 、 50SA7。

50SA6→50SA5だが 、 明確で は な い。
50SA7 86 - 66 縦板塀 N - 3' - E  50SA2、 50SA8→50SA7→50SA6。 50SB16 と 空 間重複。
50SA8 86 - 66 縦板塀 N - 9° - E 50SA8→50SA7。
50SA10 89 - 67 材 木塀 N - 15° - E  50SA10→68SK35。
50SA12 90 - 65 材木塀 N - 10° - E  
50SA13 90 - 62 布掘 り 塀 N - 14° _ E 
52SA1 71 - 65 材木塀 N - 17° - E  52SB21 、 52SK22 と 空間重複。
52SA2 67 - 58 縦板塀 N - 17' - E  
55柱 列 l 82 - 62 掘立柱塀 N - 6° - E  55柱列 1→28SA1。 28SA3 

28SB1 、 28SB5、 28SB6、 55SB20、 55柱列2、 55SK64 と 空間重複。
55柱列2 80 - 63 材木塀 N - 1 1' - E  55柱列2→55SA1。 28SB1 、 28SB2 、 55柱列 l 、 28SB6 と 空間重複。
55SA1 78 - 64 布掘 り 塀 N - 0° - E 55柱列2→55SA1→55SB21 、 28SE3。

55柱列 1 と 空間重複。
55SA2 84 - 65 縦板塀 N - 0° - E  
55SA3 82 - 59 縦板塀 N - ll ° - E  
55SA4 82 - 58 縦板塀 N - 1 1° - E  
65SA1 67 - 60 布掘 り 塀 N - 25° - E  28SE15 と 空間重複。 新旧不明。
65SA2 69 - 69 縦板塀 N - 1 1° - E  31SB5 、 28SA1 と 空間重複。
65SA3 68 - 69 縦板塀 N - 27° - E  
72SA1 59 - 42 掘立柱塀 N - 17° - E  72SB1 と 空間重複。
72SA2 59 - 43 掘立柱塀 N - 17° - E  72SA2→72SK6。

72SB1 と 空間重複。
※ 遣構 名 太字は本文中で記述。

表 1 8 近世以降の塀跡 （遺構名称が変更 に な っ た も の を 含 む ）

造構名 位 置 備考 追構名 位置 備 考
23SA5 23SB3 に 変更。 36SA10 
23SA7 23SB10に変更。 41SA1 66 - 63 
28SA2 55SA1に変更。 42SA20 後の調査で欠。
28SA3 55柱列 1 に 変更。 42SA21 42SA20 に変更。
28SA4 55SA1 に 変更。 37SA1 50SA2に 変更。
31SA1 55SB 1 に 変更。 37SA2 50SA8に変更。
31SA2 37SA3 59SD6に変更。
31SA3 52SB26に変更。 49SA1 90 - 71 
31SA5 76 - 85 時期不詳 49SA2 85 - 72 57SD8。
36SA1 50SD10に 変更。 50SA1 1  
36SA6 52SD21 に 変更。 50SA3 88 - 64 
36SA7 52SD23に変更。 50SA4 89 - 64 
36SA8 52SD24に 変更。 50SA9 90 - 68 
36SA9 52SD15に変更。

【50次以降の調査 で調査 ・ 検討 し た 塀跡】

50SA 1 遺構 85 - 63付近 に 位 置 し 、 東西 方 向 に 47m 程 延 び る 材 木塀 で あ る （ 図 版編 図38 · 45、 図

245 · 246 · 247) 。 軸 方 向 はN - 1 1
° - E で あ る 。 幅30~60cmの 溝状 の 掘 方 に 、 径20~ 30cm程 の 円 形

の柱材が並 ぶ 。 確 認 さ れ た 部分 で は柱材 の 間 隔 は せ ま く 、 柱 材が 間 断 な く 並 ぶ と み ら れ る 。 50SA2、
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55柱列 l 、 50SB6B→50SA1 、 50SB20、 50SB22→50SA1の 新 旧 関 係 が 確 認 で き る。 また、 50SB5、
50SB6A、 50SB8、 50SB10と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 埋上 からかわら け 、 国産陶器が出土 し ている（ 図252 - 6 -10)。

50SA2 遺 構 88 -62付近に位置 し、 南北方向 に31 m 程、 東西方向に26m 程 延 びる材木塀である
（図版編図45 · 46 · 53、 図245)。 軸方向はN -17 ° -Eである。 幅30cmの溝状の掘方に、 径10�15cm

程の 円 形の柱材が並ぶ。 柱材の間隔 はせまく、 柱材が間断なく並ぶとみられる。 50SA2→50SA1、
50SB3の 新 旧 関 係、 50SA2→50SA6、 50SA7の 新 旧 関 係 が 確 認 で き る。 ま た、 50SA10、 50SB5、
50SB7、 50SB16、 50SB28、 50SB17と空間的に重複するが、 遺構の切り 合いはない。
遺物 埋土からかわらけが出土している。

50SA5 遺構 89 -65付近に位置 し 、 南北方向 に5.4m程延びる材木塀である（図版編図45 · 46、 図
245)。 軸方向はN -3° -Eである。 幅35cm程の溝状の掘方 に、 径15cm程の 円 形の柱材が並ぶ。 柱材
の間隔はせま く 、 柱材が間断なく並ぶとみられる。 50SA6→50SA5の新旧関係が確認できるが、 明確
ではない。

50SA6 遺 構 89 -65付 近に位置し、 南北方向に8.6 m 程 、 東西方向に6.9 m 程 延 びる材 木 塀であ
る（図版編図46 · 53、 図245) 。 軸方向はN -15° -Eである。 幅20-40cm程の溝状の掘方に、 径10~
15cm程の 円形の柱材が並ぶ。 柱材の痕 跡は不明瞭な部分が多いが、 確詑できる部分での間隔はせま
く、 柱材が間断なく並ぶ と推察できる。 50SA6→37SE2、 50SA2、 50SA7の新旧関係が確認できる。
また、 50SA6→50SA5の新旧関係が確認できるが、 明確ではない。

50SA7 遺 構 86 -66付近に位置 し 、 東西方向に19.7 m 程 延びる縦板塀である（ 図版編図46、 図
245)。 軸方向はN -3° -Eである。 幅20cm程の溝状の掘方に、 3 � 5 X 15�20cm程の板材が並ぶ。
50SA2、 50SA8→50SA7→50SA6の新旧関係が確認できる。 50SB16と空間的に重複するが、 遺構の切
り 合いはない。

50SA8 遺 構 86 -66付近に位置 し 、 南北方向に5.4m 程 延 びる 縦 板塀である（図版編図46、 図
245)。 軸方向はN -9 ° -Eである。 幅20cmの溝状の掘方に、 3 ~ 5 x 10~ 15cm程 の 板 材 が 並 ぶ。
50SA8→50SA7の新旧関係が確認できる。

50SA 1 0 遺構 89 -67付近に位置 し 、 西から平面形をみると南北方向 に 2.4m程、 東西方向で折れ
て西に16.5m程、 南北方向に折れて南に9.7m程延びる材木塀である（図版編図46 · 53 · 54、 図245)。
さらに、 東西方向部分の中央付近で南北方向に分岐して北に4.5m程延びる。 軸方向はN - 15° -Eで
ある。 幅30cm程の溝状の掘方に、 径10cm程の 円 形の柱材が並ぶ。 柱材の痕跡は不明瞭な部分が多い
が、 確認できる部分での間隔はせまく、 柱材が間断な く 並ぶと推察できる。 南北方向の分岐は別遺構
の可能性 も あるが、 検出 ・ 精査時に同一の遺構と し て把握 し ている。 50SA10→68SK35の新旧関係が
確認できる。
遺物 埋土からかわらけが出士 し ている。

- 265 -



m 発掘闊査の成果

50SA1 2 遺 構 90 -65付近に位置し、 南北方向に 6m 程延びる材 木塀である（図版編図53、 図
245) 。 軸方向はN -10° -Eである。 幅30cm程の溝状の掘方に、 径15cm程の 円 形の柱材が並ぶ。 柱材
の痕跡は不明瞭な部分が多いが、 確認できる部分での間隔はせまく、 柱材が間断なく並ぶと推察できる。

50SA1 3 遺構 90 -62付近に位置し、 西から平面形をみると南北方向に1.6m程、 東西方向に折れ
て西に13.l m 程延びる布掘り塀である （図版編図53、 図245)。 軸方向はN -14° -Eである。 幅30~
35cm程の溝状の掘方に 、 径15cm程の 円 形の柱材が並ぶと推察できる。 柱材の痕跡は不明瞭な部分が
多いが、 確認できる部分での間隔はせまく、 柱材が間断なく並ぶ可能性がある。
遺物 埋土から輸入磁器が出士している。

52SA1 遺構 71 -65付近に位置し、 東西方向に13.2m 程延びる材木塀である（図版編図26 · 32、 図
245)。 軸方向はN -17° -Eである。 幅20~30cm程の溝状の掘方に、 径10cm程の円 形の柱材が並ぶ。
柱材の間隔はせま く 、 柱材が間断なく並ぶとみられる。 52SB21、 52SK22と空間重複するが、 遺構の
切り合いはないもし く は不明である。 位置は20m程離れるものの、 52SA2と平行する。
遺物 埋土からかわらけが出土している（図251 - 11 ) 。

52SA2 遺 構 67 -58付近に位置し、 東西方向に46m 程延びる縦板塀である （図版編図25 · 26、 図
245)。 軸方向 はN -17° -Eである。 残存が不良のため、 間隔をもって検出された。 幅10-20cm程の
溝状の掘方に、 5 x 15cm程の板材が並ぶ。 52SC1を構成する52SD29と平行し、 52SD14は52SA2 と 一

連の可能性がある。 52SA1と平行するほか、 36SA5の延長と同一の軸方向を示す。

55柱列 1 遺構 82 -62付近に位置し、 北西から平面形をみる と 東西方向で東に12.6 m 程、 83 -61
付近で南北方向に折れ南に41m程延びると想定した掘立柱塀である（図版編図32 · 38 · 39、 図245 · 
246)。 さらに、 82 -69付近で東西方向に折れ西に39.4m程延びると想定できる。 軸方向はN -6° -Eで
ある。 径70cm程の柱穴が連続し、 北西から5 X 16 X 15間分が確認できる。 柱間寸法は272cm(9尺）
を基本に復元できる。 55柱列 l→28SA1の新旧 関 係が確認できる。 28SB1、 28SB5、 28SB6、 55SB20、
55柱列2、 55SK64と空間的に重複するが、 遣構の切り合いはない。 28SB6とは柱列がそろう よ うにし
て近接する。 28SB6→55柱列1の可能性もあるが、 明確ではない。
遺物 遺物は出上していない。

55柱列 2 遺構 80 -63付近に位置し、 南西から平面形をみる と 南北方向で北に51m程 、 80 -60付
近で東西方向に折れ東に19.8m 程延びる材木塀である（図版編図38 · 39 · 45、 図245 · 246)。 軸方向
はN -11° -Eである。 一部で掘方とみられる幅50~60cm程の溝が検出されており(Y=80、 X=62~
66付近） 、 本来の構造 は溝状の掘方に径20~50cm程の柱材が並ぶ材木塀と推察できる。 柱材の間隔は
240~260cm前後を基本とする。 柱材の間には板材が並ぶ可能性がある。 28SB6→55柱列2の新旧関係
の可能性があるが、 判然としない。 55柱列2→55SA1の新旧関係が確認できる。 28SB1、 28SB2、 55柱
列 lと空間的に重複するが 、 遺構の切り合いはない。

55SA1 遺構 78 -64付近に位置し、 南西から平面形をみると南北方向で北に14. l m 程、 78 -64付近
で東西方向に折れ西に19.4m 程延びる布掘り塀である（図版編図32 · 38、 図245 · 246)。 さらに、 東
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2 追糀： と 出土辿物

西方向の西から 6m程の79 -64付近で南北方向に分岐して南に20.l m程延びる。 l[I1!1方向はN -0° -E 
である。 幅20~50cm程の溝状の掘方のみの確訳である。 溝内に材が並ぶと想定できるが、 材の痕跡
は確認できない。 55柱列2→55SA1→55SB21、 28SE3の新旧 関係が確認できる。 55柱列 1 と 空間重複
するが、 遺構の切り合いはない。 55SX2と重複 も し く は近接するが、 削平 も あり、 新旧関係は判断で
きない。

55SA2 遺構 84 -65付近に位置し、 南北方向に3 m 程 延びる布掘り塀である（図版編図46、 図
245)。 軸方向はN -0° -Eである。 幅20cm程の溝状の掘方に、 3 ~ 5 x 10cm程の板材が並ぶとみら
れる。

55SA3 遺構 82 -59付近に位置し 、 東西方向に27m程延びる縦板塀である（図版編図37 · 38 · 45、
図245) 。 軸方向はN -11° -Eである。 幅20cm程の溝状の掘方に、 3 -5 x 10-20cm程の板材が並
ぶ。

55SA4 遺構 82 -58付近に位置 し 、 南北方向に10m程延びる縦板塀である（図版編図37、 図245)。
軸方向はN -l l° -Eである。 幅20-30cm程の溝状の掘方に、 3 x 15cm程の板材が並ぶ。

65SA1 遺構 67 -60付近に位置し、 南北方向に26 m 程 延びる布掘り塀である（図版編図27 · 33、
図245 · 251) 。 軸方向はN -25° -Eである。 幅40cm程の溝状の掘方のみの検出で、 材の痕跡は確認さ
れていない。 28SE15 と 空間重複するが、 遺構の切り合いは不明である。
遺物 遺物は出土していない。

65SA2 遺構 69 -69付近に位置し、 南北方向 に18.2m 程延びる縦板塀である（図版編図27 · 32 · 
33、 図245 · 251) 。 軸方向はN -11° -Eである。 幅25cm程の溝状の掘方のみの検出で、 材の痕跡は確
認されていない。 31SB5、 28SA1と空間重複するが、 遺構の切り合いは不明である。
遺物 遺物は出土していない。

65SA3 遺構 68 -69付近に位置し、 南北方向 に20.5m程延びる縦板塀である（図版編図27 · 32 · 
33 、 図245 · 251) 。 軸 方向はN -27 ° -Eである。 幅18cmの溝状の掘方に、 5 x 20cm程の板材が並
ぶ。
遺物 遺物は出土していない。

72SA 1 遺構 59 -42付近に位置し、 南北方向 に15. 9m程延びる掘立柱塀である（図版編図13、 図
245 · 247)。 軸方向はN -17° -Eである。 長軸径38~115cm程の柱穴が 8 個並び、 7間分確認できる。
柱間寸 法は北から212 · 181 · 220 · 255 · 255 · 242 · 242cmに復元できるが、 柱間 は 統 一 されていな
い。 柱穴の う ちP20、 P21は平面形が楕 円 形で、 P22 と P23でみられるよ う に2 個の柱穴が並ぶ遺構が
あるこ と から、 同一位置での作り替 え が想定される。 72SB1 と 空間重複するが、 遺構の切り合い はな
い。 72SA2と2.8m程離れて平行する。
遺物 遺物はP21、 P24でかわらけ細片が出土しているのみである。
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皿 発掘調査の成果

72SA2 遺構 59 - 43付近に位置し、 南北方向に14m 程延びる掘立柱塀である（ 図版編図13、 図
245 · 246 · 248) 。 軸方向はN -17° -Eである。 径50cm程の 円 形の柱穴が 7個並び、 6間分確認でき
る。 柱 開 寸法は北から220 · 220 · 242 · 242 · 260 · 220cmと72SA1と比して等間隔に近いが、 一定で
はない。 72SA2→72SK6、 72P47の新旧関係が確認できる。 また、 72SB1と空間重複するが、 遺構の
切り合いはない。 72SA1とは2.8m程離れて平行する。
関連遺構 72P47 59 -42に位置する、 径134 x 102cmの 円 形の柱穴である（ 図版編図13、 図242) 。
土層は259頁で既述した。 柱痕跡で確認できる柱径は32cm程で、 深さ130cm程まで精査を行ったが、
完掘していない。 72SA2(P28) →72P47の新旧関係が確認できる。 72SA1 · 2と近接するが固囲に関
連する遺構は確認されておらず、 単独の柱穴とみられる。 深さ等に特徴があるものの、 性格は不明で
ある。

【50次以前の調査で調査 ・ 検討 し た 塀跡の概要】
23SA1 遺構 85 - 83付近に位置し、 西から平面形をみると東西方向で東に45m 程、 89 -83付近で
南北方向に折れ北に22m 程延びる材木塀である（ 図版編図40 · 41 · 48 · 、 図245 · 248 · 249) 。 なお、
23次調査時には北側にさらに延長する可能性が想定されていた。 北側の延長部分は低地になり、 延長
が推測できる範囲を対象に49次 • 68次調査を実施しているが、 23SA1の延長は検出されていない。 軸
方向はN - 0° -Eである。 幅30~70cmの溝状の掘方に、 東西方向部分は10~16 x 20~30cm程の角材
が、 南北方向は16~20 x 20~30cm程の角材が並ぶ。 いずれの辺でも材の痕跡は連続して確認されて
おり、 掘方に間断なく材が並ぶと推察できる。 23SA3、 23SK60、 23SK61、 23SK62、 23SK83→23SA1
の新旧関係が確認できる。 23SSA4との新旧は、 23SA4→23SA1として記されているものの（岩手埋
文1995) 、 図面等の記録からはやや不確定な部分が残るように思われる。 また、 23SB4、 23SK84と空
間重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 埋土からかわらけが出土している（ 図251 - 1 · 2 )。

23SA3 遺 構 87 -83付 近に位置し、 南北方向に43.6 m 程 延びる掘立柱塀である（ 図版編図47 · 
48、 図245 · 246 · 248 · 249) 。 軸 方 向 はN -2 ° -Eで あ る。 径35-50cm程 の 円 形 の 柱 穴 が20個 並
び、 他遺構との重複から20間分確認できる。 柱間寸法は200cm程で、 203cm(6.7尺） に復元できる。
23SA3→23SA4、 23SA3→23SA1の新旧関係が確認できる。 また、 23SB3と空間重複するが、 遺構の
切り合いはない。 23SB2との関連が指摘されていたが、 空間重複しており別時期の遺構と理解できる。

23SA4 遺構 87 - 83付近に位置し、 南北方向に24m 程 延びる掘立柱塀である（ 図版編図48、 図
245 · 248 · 249) 。 軸方向はN -9° -Eである。 径40~80cmの円形の柱穴が12個並び、 11間分確認でき
る。 柱間寸法は200~215cm程で、 212cm( 7尺） に復元できる。 23SA3→23SA4→23SA1の新旧関係
が確認できる。

28SA 1 遺構 73 -69付近に位置し、 南西から平面形をみると南北方向で北に18.8m 程、 73 -68付近
で東西方向に折れ西に28.8m 程 延びる掘立柱塀である（ 図版編図32 · 33 · 39、 図245 · 246 · 250) 。 軸
方向はN -4° -Eである。 ．さらに、 79 -68付近で南北方向に折れ、 2 m 程間隔があくものの南に11.2
m 程延びる。 ただし、 この等辺は軸方向がN -1 ° -Wで、 他辺とやや異なる。 幅50cmの溝状の掘方
に、 15�20cm程の柱材痕跡が確認できる。 28SA1→28SX1→28SB1の新旧関係が確認できる。 28SB5、
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II1 発掘調査の成果
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皿 発掘調査の成果

55SB20、 65SA2と空間重複するが、 遺構の切り合いはないもしくは不明である。 55SB20→28SA1の
新旧関係が図面からは読み取れるが、 記載は判然としない。
遺物 埋土からかわらけが出土している（ 図251 -3 -5) 。

( 7 ) 道路跡

二 こ 23SA1 

＼ ← こ ＼ー5
28SA1 

＼ ロ
―

―—ク
6 尺一 ＼二」＝イ→ ＼＼ 

SOSAl \ -- -
1 1  (52-595) 52SA1 ( 1  4) 10cm 

図251 塀跡出土土器類実測図

遣跡内では 5条の道路 跡が確認されている（ 表19) 。 いずれも平行する2条の溝跡等として検出さ
れた。

表1 9 1 2世紀代の道路跡
逍構名 構成 （ 関連 ） 遣構 位置 軸方向 遺構重複関 係 備考

21SC1 西 21SD4 · 23SD10 91 - 95 N - 2° - E  21SK38、 21SK115、 2 1SK126→21SC1
東21SD7 · 23SD13 N - 4° - E 

52SC1 北52SD30→52SD32 67 - 56 N - 60° - W 52SC1→52SB25 
南52SD29 · 52SD10  · N - 65° - W 
52SD14 

55SC1 北 5 5 S A 3 · 3 7 S D 4  81 - 61 N - 79° - W 55柱列 l→50SA1
(52SD32) N - 79° - W 
南 50SA1 (52SD 1 0  · 
52SD14) · （西50SA5)

65SC1 北65SA3 68 - 70 N - 70° - W 
南65SA1

73SC1 北73SD4 49 - 44 N - 76° - W 
南 ．73SD7
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2 辿構と 出 土辿物

【50次以降の調査 で調査 ・ 検討 し た道路跡】
52SC 1 遺構 67 -56付近に位罹し、 東西方 向 に 断続的に30m 程延びる道路 跡である（ 図版編図
25 · 26 · 31、 図252 · 253 · 254)。 北側側溝は52SD30、 52SD32で構 成され、 52SD30→52SD32の 新 旧
関 係が確認できる。 南側 佃l if炸は52SD29、 52SD10、 52SD14で構成され、 52SA2が平行する。 52SD 14
は52SA2と一 連 の 可能性がある。 52SD29と52SD10は平行して位置し、 や や 角 度が異なる。 直接的
な重複はないが、 道路 側溝の 造り替えが想定できる可能性がある。 52SD10の 走向方向は、 北側側溝
の 新期 の 遺構である52SD32の走向方向と近似する。 こ れから道路 遺構 の 庫庸方向は、 北側側溝が 2

条の溝 の 重 複を造り替えとみた場合、 北側側溝の 旧 期(52SD30) でN -60° -W ・ 北側側溝の 新期
(52SD32) でN -75° -Wである。 南側側溝の旧期で(52SD29) でN -65° -W、 新期(52SD10) でN

-85° -Wで、 時期によりやや異なることとなる。 ただし、 旧期の道路(52SD29 · 52SD30) に比べ
て新期とみた道路 は、 遺構 の検出も少なく、 位置関係からも不確かな部分が多い。 その場合、 旧期
とみた道路 の みが道路 としての位置づけが可能となる こ とが想定される。 幅は溝の間の路面幅で6.7
m 程、 溝の芯芯で7.4m程である。 新期をみた場合の幅は路 面幅で12m程、 溝の 芯芯で13m程である。
溝 の 底面は一定ではなく、 10~15cm程深 い位置が部分的に散見される。 こ の 底 面 の 特徴は南北の
溝(52SD30と52SD29) の 両者で確認され、 位置が概ね対応する。 側溝とした溝はいずれも断面形状
は方形で、 地山土などを含む堆積土である52SC1→52SB25の 新旧関係が確詔できる。 また、 52SE7、
52SI2、 52SK39と空間的に重複するが、 遺構の切り合いはない。
遺物 旧期の南北両側溝である52SD29、 52SD30の埋土からかわらけが出土している（ 図256 -13~
17)。 新期の北側側溝である52SD32の埋土からかわらけが出土している （図256 -18 · 19) 。

55SC 1 遺構 81 -61付近に位置し、 東西方向 に 断続的に30m 程延びる道路 跡である （ 図 版編図
25 · 26 · 31、 図252 · 253 · 254) 。 1 · 2 次総括で、 平行して検出された50SA1と55SA3との間を道路
と想定している（岩手県教委2004) 。 軸方向はN -79° -Wである。 52SC1と類似した方向を示すが、
や や角度が異なる。 特に52SC1として既述した溝の うち、 新期の道路遣構ともみられる52SD32や、
直接的な重複はなく新旧には不確定な部分があるが52SD10は、 55SC1の 延長方向と近接した位置や
軸方向を示している。 平面的に大きく離れている こ とや直線につながらないなどの 不確実な要素が
多く残るため確定できないが、 これらの52SC1の新期や50SA5との関連を推察できる余地がある。 な
お、 1 · 2 次総括では52SC1の新期も合わせて55SC1として提示した。 55柱列l→50SA 1 の 新旧関係が
確認できる。
遺物 50SA1の埋土からはかわらけが出土している。

65SC 1 遺構 68 -70付近に位置し、 東西方向に26m 程延びる道路 跡である（ 図版編図27 · 32 · 33、
図252)。 平行して検出された65SA1と65SA3の間を道路 と想定している。 軸方 向 はN -70° -Wであ
る。 2 本の塀間の 幅は 4 m 程である。 28SE15、 31SB5、 28SA1と空間重複するが、 追構の切り合いは
不明である。

73SC 1 遺構 49 -44付近に位置し、 東西方向に 8 m 程延びる道路 跡である（ 図版編図10) 。 堀の 外
側 にあたり、 堀外部の追構とすべきだが調査次(73次） の関連上 こ こ で示す。 構 成する2条の溝には
50cm程の 底面標高の差があり、 道路 と明確になるかは固囲の調査成果を待っ必要があるが、 道路 の
可 能性がある遺構として提示しておく。 平行して確認された73SD4と73SD7をそれぞれ南北の側溝と
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皿 発掘調査の成果

して、 2条の溝の間を道路と想定している。 溝の間の路 面幅で9m程、 溝の芯芯で9.5m程である。

【50次以前 の調査 で調査 ・ 検討 し た 道路跡の概要】
2 1 SC 1 91 -95付近に位置し、 南北方向に57m程延びる道路 跡である（図版編図252 · 255) 。 西側
側溝は21SD4、 23SD10で、 東側側溝は21SD7、 23SD13で構成される。 軸方向はいずれも正方位に近
い南北方向だが、 西側 側溝がN -2° -E、 東側側溝がN -4° -Eである。 道路 の幅は、 北端部では路
面幅で8.5-9m程、 側溝の芯芯で 8 -8.5m程、 南端部では路 面幅で 7m程、 側溝芯芯で7.5m程であ
る。 側溝はいずれも断面形状は方形で、 底面もほ ぼ平坦に整形される。 堆積土からは土器類が多く出
土し、 人為 的に埋め戻された上層と判断されている。 ただし土層の所見からは埋め戻しの様相は積極
的には看取で き ない。 また、 北側端部の立ち上がりが垂直に近いことから、 本来の側溝 自 体が現況で
検出された箇所で途切れていたと推察されている。 21SX36、 21SK115→整地層 →21SC1の新旧関係が
指摘されている。 ただし、 近接する77次調査での77SK2 · 77SK3の整地層 と堆積土の観察成果を勘案
すると整地層と士坑群の新旧関係の認定は難しい部分もあったことが推察で き る (71-74頁に記載）。
また、 整地層と道路は明確な時期差としてのみ考えるより、 工程の差などを含め整地層上に道路が構
築されたと捉えられることが 自 然であろう。
遺物 埋土から多量のかわらけが出上している（図256 - 1 ~12) 。
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図256 道路跡出 土土器類実測図
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( 8 ) そ の 他の 遺構

①性格不明 ・ 祭祀遺構

2 追梢 と 出土辿物

祭祀遺構と推定された辿梢のほか、 性格不明追構と し て塗録された遺構がある（表20)。

表20 性格不明遺構等
辿 構 名 位 悩 備考 辿梢名 位 附 備考

21SX1 90 - 1 10 31SX2 63 - 64 83頁 で記載。
21SX2 97 - 103 36SX1 75 - 64 
21SX3 90 - 1 12 36SX2 62 - 52 
21SX4 90ー108 堀跡 (52打） で記載。 41SX1 欠番
21SX5 84 - 98 41SX2 橋 ( 101 頁） で記載。
21SX6 84 - 98 48SX1 89 - 75 
21SX7 84 - 98 49SX1 89 - 75 57SX6 
21SX8 84 - 99 49SX2 87 - 72 57SX7 
21SX9 85 - 99 49SX3 86 - 71 57SX3 
21SX10 84 - 99 49SX8 89 - 78 
21SX 1 1  84 - 98 近机羞羞 49SX9 88 - 71 
21SX12 85 - 98 近世磁 49SX10 89 - 77 
21SX13 85 - 98 近世臨 55SX1 85 - 56 285頁で記載。
21SX14 84 - 98 近世墓 55SX2 80 - 65 竪穴建物 (170頁） で記載
21SX15 94 - 104 56SX1 70 - 56 
21SX16 85 - 97 近批墓 56SX2 71 - 56 
21SX17 85 - 97 近世蒻 56SX3 64 - 53 
21SX18 85 - 97 近世墓 56SX4 68 - 53 
21SX19 85 - 97 近世臨 56SX5 74 - 51 
21SX20 85 - 97 近世墓 56SX6 73 - 54 
21SX21 85 - 97 近世墓 56SX7 73 - 54 
21SX22 85 - 96 近世墓 56SX8 73 - 54 
21SX23 85 - 96 近世蒻 56SX9 70 - 55 
21SX24 85 - 97 近世蒻 56SX10 60 - 63 
21SX25 85 - 96 近世蒻 56SX1 1  60 - 66 
21SX26 85 - 96 近世蒻 56SX12 58 - 61 
21SX27 85 - 97 近世墓 56SX13 58 - 61 
21SX28 85 - 97 近世墓 56SX14 欠番
21SX29 85 - 97 近世墓 56SX15 60 - 50 
21SX30 85 - 96 近世磁 56SX16 63 - 53 土橋 ( 108頁） で記載。
21SX31 85 - 96 近世墓 56SX17 58 - 50 
21SX32 85 - 96 近世墓 57SX1 欠番
21SX33 85 - 96 近世臨 57SX2 欠 番
21SX34 85 - 98 21SK72 57SX3 86 - 71 49SX3 
21SX35 橋 (67頁） で記載。 57SX4 欠番
21SX36 71頁で記載。 57SX5 欠番
21SX37 93 - 105 71頁で記載。 57SX6 88 - 71 49SX1 
23SX1 94 - 97 57SX7 87 - 72 49SX2 
23SX2 94 - 92 57SX8 欠番
23SX3 93 - 97 57SX9 欠番
23SX4 90 - 90 57SX10 欠 番
23SX5 92 - 91 57SX1 1  欠番
23SX6 91 - 89 57SX12 89 - 73 49P49 
23SX7 90 - 93 近枇 64SX1 76 - 77 23SG1 に 架 か る 柏 ( 183頁） で記載。
23SX8 90 - 82 68SX1 91 - 69 
233SX9 83 - 84 近枇 68SX2 89 - 68 
23SX 10 86 - 81 68SX3 91 - 68 
23SX1 1  88 - 81 68SX4 91 - 68 
23SX12 橋 (67頁） で記載。 68SX5 92 - 69 
28SX1 78 - 68 290頁で記載。 68SX6 90 - 75 
31SX1 78 - 68 83頁で記載。 69SX1 90 - 75 構． （77買） で記載。
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遣構 名 位置 備考 追構名 位置 備考
69SX2 89 - 1 12 69SX1 と 同 一 と 判 断。 欠番。 75SX1 56 - 77 89頁で記載。
69SX3 87 - 110  土坑状 (51頁） で記載。 77SX1 83 - 108 51頁で記載。
70SX1 71 - 50 284頁で記載。 56P282。 77SX2 82 - 108 52頁で記載。
72SX1 58 - 43 77SX3 84 - 101 不整形の掘 り 込み。
73SX1 50 - 44 79SX1 50 - 46 橋 (94頁） で記載。

※ 追構 名太字は 本文中 で記述。

【性格不明 ・ 祭祀遺構】

55SX 1 遺構 85 - 56 に 位 置 す る 、 径 6 m 程 の 円 形 の 遣構 で あ る （ 図 版 編 図45 · 65 · 66、 図257 · 

258) 。 北側 は 河 川 の 浸 食 に よ っ て 失 わ れ て い る が、 本 来 の 平面 形 は 正 円 形 と み ら れ る 。 中央部が上面

の 径1 70cm程 、 底 径230cm程 の 円 形 で 掘 り 残 さ れ 、 周 囲 が深 さ 0.8cm程 で 周 溝状 に 掘 削 さ れ る 。 円 径

部へ の 立 ち 上が り 表面 は平滑 に 成形 さ れ る 。 ま た 、 外周へ の 立 ち 上が り も 表面 は 平滑であ る 。 中 央 の

円 形部分 は遺跡の基盤 と な る 地 山 土 で構成 さ れ 、 盛土等 は 行 わ れ て い な い 。 上 部 は 削 平 に よ り 失 わ れ

た と み ら れ、 本 来 の 形状 は 不 明 で あ る 。 埋土は 底面が黒色土で、 そ の 他の 土層 は埋め戻 し に よ る 人為

堆積士層 で あ る 。 埋土 中 に は 遺物 を 多 く 含 む 。 底 面付近 に 密 に 分布す る ほ か、 埋土の上位か ら 穿孔 か

わ ら け が 出 土 し て い る 。 性格 は 判 然 と し な い が 、 祭祀等 に 係 わ る 遺構 と み ら れ る 。 多 賀 城市市川 橋 遺

跡伏石 地 区 の 不整形落 ち 込み と さ れ る 遺構 に 似 る よ う に も 思 わ れ る が、 平 面形状等 に 相違 も 多 い （ 多

賀 城市教委1983) 。

遺物 埋土 か ら か わ ら け が27,440g と 多 く 出 土 し て い る 。 底 部 に 穿孔 を も つ 資料が含 ま れ る 。 こ れ ら

の 穿孔かわ ら け は埋土の上部か ら 2 個 ず つ 合 わ せ 口 の状態 で ま と ま っ て 出 土 し て い る 。 い ず れ も 手づ

く ね か わ ら け の 小 皿で あ る 。 図 示 し て い な い 資料 を 含 め る と 、 ロ ク ロ か わ ら け 小 皿 は 口 径8.4~9.6cm

程で 平均9.1 cm程、 底 径6.0~ 7.4cm程で平 均6.5cm程、 器 高 1.5~ 1 .9cm程 で平均1.7cm程 で あ る 。 ロ ク
ロ か わ ら け 大 皿 は 口 径12.6~ 14.4cm程で 平均 13.9cm程、 底 径6.4~8.Scm程で平均7.3cm程、 器 高2. 8 

~3.6cm程で平均3.3cm程で あ る 。 手づ く ね か わ ら け 小 皿 は 口 径7.7~9.7cm程で平均9.0cm程 、 器高 1 .4

~2.2cm程で平均1 .8cm程であ る 。 手づ く ね か わ ら け 大皿 は 口 径12.8~ 14.6cm程で平均 13.7cm程 、 器高

2.3~3.4cm程で平均2.9cm程であ る 。 D 径 の 小 さ い 資料が多 い 。 器形 の 特徴 か ら 、 12世 紀 後半 と み ら

れ る 。 こ の ほ か 、 国 産 陶器や土玉、 砥石が出土 し て い る 。

70SX 1 遺構 71 - 50付 近 に 位 置 す る 、 径200 x 1 55cm程で楕 円 形状 の 不 整形 な 遺構 で あ る （ 同 版編

図24、 図259) 。 表土直下 で検出 し て お り 、 遺構埋土 も 10cm程度 と 薄 く 、 本来 の 遺構 の 大 部分 は 削 平

さ れ 、 遺構底 部 の 一 部 の み が残存 し た状況 と み ら れ る 。 土層 は い ず れ の 土 層 も か わ ら け細 片 や 地 山 ブ

ロ ッ ク を 含み 、 人 為堆積土層 と み ら れ る 。 3 層 上 面 で 、 ほ ぽ完形の渥美壷が倒 れ た 状態 で 出 土 し て い

る （ 図259) 。 周 囲 で は か わ ら け も 出 士 し た 。 完形の壷の 出土や 人 為 的 な埋土か ら は 祭祀等 に 係 わ る 遺

構 の性格が想起 さ れ る が 、 遺構の残存 も 不 良 で 、 詳細 は 判 然 と し な い 。

遺物 渥美壷 は 口縁部 を 欠 く が、 頸部か ら 底部 に か け て 残 る 。 打 ち 欠 き 等 の 痕跡 は な く 、 口 縁部 も 削
平等 に よ り 失 わ れ た と み ら れ る 。 器閾 は 残 存 高 で23.6cm、 底 径9.1cm、 胴部最大径20.1 cmであ る 。 頸

部か ら 底部 ま で ほ ぼ全面 に 施釉 さ れ る 。 周 囲 か ら 出 土 し た か わ ら け は 、 ロ ク ロ か わ ら け 大皿 は 口 径

13.8~ 14.4cm、 底 径6.6~7.Scm、 器 高3.3~3.9cmで あ る 。 手づ く ね か わ ら け 大 皿 は 口 径 15.1cm と 、 ロ

径 の 大 き い器形であ る 。 特 に 、 固259 - 1 · 4 は渥美壷の 口縁部付 近 か ら 出土 し て い る 。
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I' IOYR·l I 褐I火 色 ．ヒ 1 0\l{7 ' 8 凶 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多如Jt)、 新 し い追構か
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•I  IO\R6 1 渇灰 色 I了． 炭 化物1吃微屈混人
5 I OYR2/ ］ 黒 色 上 かわ ら け （破片 、 完形） を 含 む
6 I OYR5 I 褐灰 色 l: I O\•R8 3浅故橙色 口 0 ム ま だ ら 少 1-ti／と人
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図 257 55SX1 詳細図
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図258 55SX 1 出土土器類実測 図

【整地地業】
56整地層 Y=56~59 · X=49~52付近 に位置する 、 上下2 層 の整地層である。 整地範囲の詳細は判
然としないが、 ここでは断面等で確認できる概ねの範囲を示す（図版編図14 · 15 、 図260)。 整地層 は
下層が灰黄褐色士 に 炭粒や遺物片を含む上層、 焼上層を挟んで上層が黒褐色上 に 炭化物片や遺物片を
多く含む土層である。 これらの整地は 大きな時間差は存在 し ないものと判断されている。 遺跡の縁辺
部に位置し、 低地に向かって傾鉗する範囲を対象 に 雨 裂溝などの 凹 凸部を平坦 に整地したものと考 え
られる。 56整地層→56SK80、 56SK99の新旧関係が確認できる。 56SK93 、 56SK94 、 56SK95 、 56SK96
は整地層の下層で検出しているが 、 埋土が整地上と類似しており新旧関係は明確ではない。 整地層中
からは上部を中心に、 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者が出上 している。 手づくねかわらけ
大皿は口 径が大きい器形を呈する。

68整地層 Y=89-95 · X=67-75付近に位置する整地層で あ る（図版編図46、 図260)。 この範囲で
は上下2 枚の整地層が確認されているが 、 12世紀代と確定できる下層 整地と、 12世紀代の可能性が残
るが、 確定できていない上層整地がある。 下層整地は黄褐色土の地 山 ブ ロ ッ ク を主体とする。 整地層
より下層は植物質を多く含む土層で、 周囲の地山 層 より窪んでおり整地以前には草本類が茂る環境で
沢状 に 下がる地形と推察できる。 下層整地の上層は 自 然堆積が堆積する。 砂層を含む流水による堆積
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0 1 , 100 2m � � 
70SX 1 （北断面）

I 10\"116/1 褐灰 色シルト 炭化杓 、 土器片を含む 締り有 粘性なし
2 10\"R-I I 褐灰 色シルト 地山プロック、 1cm程度の炭化物 、 士器片を含む 締り有 粘性なし
3 10\R.5/2 灰拭渇色ンルト 炭化物 、 土器片を含む 締り＂ 粘性なし

70SX 1 碑断面）
I I OYR7 6 明貨褐色土シル1、 地IlIプロノクを多く含む 締り有
2 1 0Yll6 I 褐灰色シルト 炭化わ 、 上器片を含む 締り打
3 1 0\RI I 褐灰色シルト 地山プロック、 lcrn程度の炭化物 、 土器）iを含む 締り有
., 1 0\'R.3 2 灰策褐色ンルト 炭化物 、 士器）｛を含む 締り有

枯性やや有 人入堆積
粘性なし
枯性なし
枯性なし

□三二三／1 (70-205) 

こ3 (70-207) 

□06) 

て ィ4 (70-208) 

6 (70-2 1 6) 

\
J
 ／

 
\
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‘

 
＼

 

ー＼ 
c
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(l. ． 4)  10cm 

図259 70SX 1 詳細図

この層 を68SK35が掘 り 込んでお り 、 68整地層（下層） →68SK35の新旧関係が確認でき
る。 上層整地 と した土層は黄褐色士の地山 ブ ロック で構成される。

これらから68整地層の状況をま と める。 局囲は12世紀代に低地になっていた範囲で、 下層整地によ
り 地業が行われる。 下層整地段階でも周囲よ り 窪んだ状態だった と 推察される。 その後、 68SK35な

どの遺構が構築される。 上層整地 と 68SK35の新旧関係は不明だが、 68SK35の遣構構築に前後して上
層整地が行われたこ と がわかる。 68SK35から 出土した土器群は12世紀中葉 と 想定され（図241)、 下

と みられる。
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H=28.Sm 

I 10\'R3 2!！！褐色上 け抹ク ・ 小石 （径1 ~2ull） 及びかわ ら け珊片を 多19しに含む
枯191；やや{f 締 ま り やや介·

IOYR I 2灰苗褐色上 戌黄橙色上 （地11 11 や庚拉 ・ 小石 （径1 ~2,m) · かわ らげ細片を 多枯に含む
粘性やや1i 締ま り ややイi 戌凶橙色七はl杓瑞部では肘 を な し て堆h'i し てい る
IOYR312黒褐色上 枯性やや有 締 ま っ ている
I O\ll6 3にぶ 淡褐色七 地山 粘性9月 締 t っ て し 、 る
IOYRI 2灰政18色上 黒褐色上 · 浅貨橙色地[l lプ ロ ／ ク を 多粘に含む 枯性やや布 諦ま り やや{i
IO\ll2 3県褐色士 灰凶褐色七プロ ノ ク かわ ら け細 片 を 多批に含む 粘性やや有 締ま り やや布
IOYRI 2灰政褐色上 地 山 プ ロ ッ ク 多枯に含む 枯性やや{f 締 ま っ て い る
10\R3 2 地 山 プ ロ ッ ク 微 19し 釈拉多凧に含む 粘性やや有 節 よ り やや布
IOYR3 3賠掲色上 ＇l！褐色上プ ロ ッ ク 微i,\ 炭粒徴杖 かわら：t淵片を多枯に含む
粘ヤI:］り も行 よ り ややff(56SIJl9 · 1 1次5 号99W)月Li:） ）、，，堆積か

10 10\R5 2灰貨梃色土 炭1立 ・ かわ ら け細片 ・ 地山プ ロ ッ ク を 14問,1に含む 粘性伯 締 ま っ て い る
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2 辿梢 と 出土辿物

層整地は12世紀前半から 中 葉と考えられ る 。 上層整地の時期は、 下 限は不明な も のの、 12世紀中葉以
降と考えられ る 。

そ の他の整地層
その他の整地層については関連遺構の記載に際して既迩 し た。 ここでは一 覧だけ示す。 いずれも堀

と の関連が推察され る 位置で確認されてい る 。
2 1 整地層 Y=88-102 · X=99-105付近に位置する （本文編74頁）、 21SD1の内側の遺跡の縁辺 部 を
造成 し た整地層である 。
69整地層 Y=88-90 · X=llO-113付近に位置する （本文編45頁）、 21SD2 を 覆う整地層であ る 。
77整地層 1 81 -101付近に位置す る （本文編71頁）、 21SD1の内側で遺跡の縁辺 部 を 造成 し た整地
層である 。
77整地層 2 85 - 103付近に位置する（本文編71頁）、 21SD1の内側で遺跡の縁 辺 部 を 造成した整地
層である。
77整地層 3 83 -107付近に位置する （本文編52頁）、 21SD1と21SD2の間で確認した整地層である。
75整地層 55 -75付近に位置す る （本文編89頁）、 外側の堀の外側の整地層 であ る 。 上下2 枚の整地
層 を 確認してい る 。

【50次以前の調査で調査 ・ 検討 し た 遺構の概要】
28SX1 遣構78 -68に位置す る 、 長方形の土坑であ る （図版縦図39、 図261)。 西側の深 い 部分 と
東側の浅 い 部分とに分かれ る 。 以下 では分かれて 示す場合には、 それぞれa · bとして記載する。
28SXla · b を 1 個 の士坑とみた場合、 長軸280cm、 短軸220cmであ る 。 28SXlaは長軸192cm、 短軸
120cmで、 検出面からの深さは30cmである。 遺構の軸方向はN -30° -Wであ る 。 埋土は人為堆積の
土層で、 埋め戻されたとみられ る 。 底面には中央付近に輪宝とその中心に概が刺され、 南側にはかわ
らけ小 皿 7点が置かれていた。 輪宝と檄がかわらけに先 行して置かれた と みられる。 かわらけは北か
ら2点 、 3点、 2点と並ぶ。 このほかに 1 点が東側から出土しており 、 かわらけは 8 点とな る 可能性 も
あ る 。 遺構の重複から、 28SA1→28SX1→28SB1の新旧関係が確認でき る 。 また、 28SXlbが28SB6 を
構成する柱穴であれば、 28SB6→28SX1の新旧関係 を も つ可能性があ る 。
遺 物 かわ ら け、 輪宝、 楓が出土 し てい る 。 かわらけはい ずれ も 手づ く ねかわらけ小 皿で、 口 径8.2
~9.0crn、 器高1.6~2.lcrnであ る 。 輪宝は銅製で、 残存長は10cm程で幅3 cm程である。 外径は20cm
弱程度に復元できようが、 残存部位は少ない。 檄は鉄製で、 長軸27cm程で幅2.2cm程であ る 。

②溝跡
遣跡内で確認された溝跡は一 覧 と して 示す（表21)。 堀跡など12世紀代の遺構で主要なものは既述

した。 溝の多くは時期、 性格が不明な遣構である 。
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皿 発掘調査の成果
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表2 1 溝跡
辿構． 名 位附 I 

21SD1 

21SD2 
21SD3 90 - 104 
21SD4 91 - 100 
21SD5 90 - 102 
21SD6 90 - 102 
21SD7 92 - 10 1  
21SD8 90 - 99 
21SD9 90 - 99 
21SD10 89 - 99 
21SD1 1  82 - 95 
21SD12 82 - 96 
21S013 84 - 96 
21SD14 85 - 94 
21SD15 85 - 94 
21S016 92 - 108 
23SD1 92 - 97 
23SD2 92 - 97 
23SD3 93 - 97 
23S04 92 - 96 
23SD5 91 - 96 
23SD6 92 - 996 
23SD7 91 - 96 
23SD8 94 - 96 
23SD9 90 - 96 
23SD10 91 - 95 
23SD1 1  89 - 96 
23SD12 90 - 95 
23SD13 93 - 95 
23SD14 95 - 94 
23SD15 88 - 94 
23SD16 88 - 94 
23SD17 88 - 94 
23SD18 90 - 95 
23SD19 90 - 95 
23SD20 93 - 93 
23SD21 90 - 93 
23SD22 93 - 92 
23SD23 89 - 90 
23SD24 94 - 91 
23SD25 94 - 90 
23SD26 92 - 89 
23SD27 93 - 90 
23SD28 88 - 90 
23SD29 89 - 90 
23SD30 90 - 89 
23SD31 89 - 89 
23SD32 89 - 81 
23SD33 89 - 81 
23SD34 
23SD35 
28SD1 77 - 68 
28SD2 77 - 65 
28SD3 78 - 65 
28S04 78 - 66 
28SD5 78 - 67 
28SD6 76 - 71 

備考
a ·  bあ り 。
内側の堀
外側 の堀

21SC1 

21SC1 

近現代

21SC1  

21SC1 

近現代

21SD1 と 重複
2lSDl と 重複

55SA1 に 変更。

追{i/J． 名
28SD7 
28SD8 
28SD9 
28SD10 
28S01 1  
28S012 
28SD13 
28SD14 
28SD15 
28SD16 
28SD17 
28SD18 
28SD19 
28SD20 
28SD21 
28SD22 
28SD23 
28SD24 
28SD25 
28SD26 
28SD27 
28SD28 
31SD1 
31SD2 
31SD3 
31SD4 
31SD5 
31S06 
31SD7 
31SD8 
31SD9 
31SD10 
31SD 1 1  
31SD12 
31SD13 
31SD14 
31SD15 
31SD16 
31SD17 
31SD18 
31SD19 
31SD20 
31SD21 
31SD22 
31SD23 
31SD24 
31SD25 
31SD26 
31SD27 
31SD28 
31SD29 
31SD30 
31SD31 
31SD32 
31S033 
31SD34 
31SD35 
31SD36 

位 ii1 ;: 
75 - 68 
76 - 68 
81 - 68 
78 - 69 
79 - 69 
74 - 70 
80 - 71 
81 - 70 
80 - 72 
75 - 72 
76 - 72 
83 - 72 
83 - 72 
82 - 73 
82 - 73 
81 - 74 
81 - 74 
84 - 73 
84 - 73 
85 - 75 
76 - 84 
77 - 70 
76 - 84 
76 - 85 
77 - 88 
76 - 88 
77 - 87 
75 - 86 
77 - 86 
77 - 87 
76 - 87 
76 - 87 
79 - 86 

76 - 84 
73 - 85 
75 - 83 
71 - 84 
66 - 79 
69 - 75 
69 - 75 
68 - 75 
68 - 76 
68 - 75 
67 - 76 
66 - 77 
65 - 77 
65 - 76 
65 - 75 
67 - 75 
67 - 75 
66 - 75 
66 - 74 
64 - 75 
69 - 73 
69 - 73 
69 - 74 

2 辿構 と ,'IにL辿物

価考 逍 枯 名 位i;,i: 備考
31SD37 69 - 73 
31SD38 69 - 73 近現代
31SD39 68 - 74 
31SD40 68 - 73 
31S041 69 - 72 近現代
31S042 67 - 72 

近世。 31SD43 67 - 73 
31SD44 67 - 73 
31SD45 67 - 73 
31SD46 67 - 74 
31SD47 65 - 74 
31SD48 64 - 74 

42SD15 31SD49 62 - 73 
31SD50 65 - 73 
31SD51 65 - 72 
31SD52 72 - 68 
31SD53 71 - 68 
31SD54 70 - 69 
31SD55 欠番
31SD56 欠番

31SD2 31SD57 欠番
31SD58 70 - 77 
31SD59 72 - 85 
36SD1 72 - 65 52SA1 
36SD2 73 - 65 
36SD3 69 - 64 
36SD4 73 - 63 近現代
36SD5 74 - 64 55SD1 ・ 近現代

近現代 36SD6 71 - 63 近現代
36SD7 74 - 62 
36SD8 75 - 62 55SD6 ・ 近現代
36SD9 75 - 62 52SD18 

近現代
欠番 36SD10 75 - 62 55SD1 1  
欠 番 近現代

36SD11  67 - 58 52SD29 · 
近現代

36SD12 68 - 57 52SD30 · 
近現代

36SD13 欠番
36SD14 68 - 57 52SD32 
36SD15 欠番
36SD16 61 - 500 
36SD17 59 - 49 1 1 次SD7
36SD18 61 - 50 56SD24 
41SD1 60 - 55 
41SD2 内 側 の堀
4 1SD3 60 - 68 
41SD4 57 - 56 52SD31 
41SD5 59 - 57 
41SD6 欠 番
41SD7 62 - 64 
41SD8 61 - 64 56SD32 · 

近現代
41SD9 61 - 64 56SD30 · 

近現代 近現代
近現代 41SD10 62 - 64 
近現代 41SD1 1  68 - 666 
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III 発掘調査の 成果

遺構名 位置 備考 遺梢名 位附 備考 追構 名 位 置 備考
41SD12 64 - 67 49SD1 欠番 52SD12 70 - 61 近世
41SD13 63 - 68 49SD2 欠番 52SD13 69 - 61 近世
41SD14 64 - 71 49SD3 87 - 74 57SD10 52SD14 72 - 60 
41SD15 64 - 72 49SD4 87 - 74 52SD15 71 - 61 36SA9 ・ 近世
41SD16 64 - 72 49SD5 欠番 52SD16 70 - 62 近世
41SD17 欠番 49SD6 欠番 52SD17 71 - 64 近世
41SD18 62 - 73 49SD7 88 - 73 57SD24 52SD18 71 - 64 36SD9 
37SD1 88 - 63 49SD8 欠番 52SD19 71 - 65 近世
37SD2 欠 番 49SD9 89 - 77 52SD20 73 - 62 近世
37SD3 90 - 61 批乱。 49SD10 89 - 78 52SD21 73 - 62 36SA6 ・ 近世
37SD4 89 - 62 49SD1 1  87 - 70 52SD22 73 - 61 
37SD5 欠番 49SD12 欠番 52SD23 72 - 62 36SA7 ・ 近世
37SD6 欠番 49SD13 欠番 52SD24 72 - 62 36SA8 · 近世
37SD7 89 - 66 50SA6 49SD14 欠番 52SD25 72 - 64 
37SD8 85 - 67 50SD5 ・ 近現代 49SD15 86 - 70 57SD2 52SD26 59 - 59 41SD1 
37SD9 91 - 62 近世 49SD16 欠番 56SD20 
37SD10 84 - 58 49SD17 85 - 72 57SD5 52SD27 70 - 65 近世
42SD1 83 - 64 近世 49SD18 欠番 52SD28 71 - 65 近世
42SD2 81 - 58 55SD23 49SD19 86 - 71 52SD29 67 - 58 52SC1 

68SD2 ・ 近現代 49SD20 欠番 52SD30 68 - 57 52SC1 
42SD3 81 - 60 55SD22 49SD21 欠番 52SD31 59 - 57 41SD4 
42SD4 81 - 62 50SA1 49SD22 85 - 72 52SD32 69 - 57 36SD14 
42SD5 81 - 63 樅乱 49SD23 欠番 55SD1 74 - 64 36SD5 ・ 近世
42SD6 78 - 62 49SD24 85 - 71 55SD2 72 - 64 近世
42SD7 78 - 63 49SD25 86 - 71 55SD3 72 - 65 近世
42SD8 79 - 64 49SD26 86 - 72 55SD4 77 - 63 近世
42SD9 79 - 64 55SA1 49SD27 86 - 72 55SD5 76 - 62 近世
42SD10 79 - 64 55SA1 49SD28 86 - 73 55SD6 75 - 62 36SD8 ・ 近世
42SD1 1  79 - 65 55柱列2 49SD29 欠番 55SD7 75 - 63 近世
42SD12 84 - 65 近世 49SD30 欠番 55SD8 74 - 63 近世
42SD13  84 - 68 50SD8 49SD31 88 - 72 55SD9 76 - 62 近世
42SD14  84 - 69 49SD32 欠番 55SD10  76 - 62 36SA1 ・ 近世
42SD15 83 - 72 28SD19 49SD33 88 - 71 55SD1 1  75 - 62 36SD10 ・ 近世
42SD16 欠番 49SD34 87 - 71 55SD12 74 - 63 近世
42SD17  欠 番 49SD35 87 - 71 55SD13 78 - 57 近世
42SD18 欠番 49SD36 87 - 73 55SD14 80 - 53 近世
42SD19 欠番 49SD37 欠番 55SD15 80 - 56 近世
42SD20 96 - 66 49SD38 欠番 55SD16 74 - 54 近世
42SD21 97 - 69 49SD39 欠番 55SD17 81 - 54 59SD9 ・ 近世
42SD22 67 - 69 49SD40 86 - 72 55SD18 81 - 54 59SD10 ・ 近世
42SD23 99 - 72 49SD41 87 - 73 55SD19 83 - 58 近世
42SD24 99 - 73 50SD1 91 - 65 59SD14 55SD20 83 - 58 近世
47SD1 97 - 83 50SD2 92 - 67 近世 55SD21 84 - 59 
47SD2 97 - 84 50SD3 93 - 67 近世 55SD22 81 - 60 42SD3 ・ 近世
47SD3 98 - 83 50SD4 94 - 67 近世 55SD23 81 - 58 42SD2 ・ 近世
47SD4 96 - 83 50SD5 85 - 67 近世 55SD24 82 - 59 近世
47SD5 95 - 80 50SD6 85 - 68 近世 56SD1 61 - 52 近世か
47SD6 95 - 80 50SD7 85 - 68 近世 56SSD2 62 - 52 近世か
47SD7 95 - 80 50SD8 85 - 68 42SD13 56SD3 60 - 52 近世か
47SD8 94 - 80 52SD1 69 - 60 近世 56SD4 61 - 52 
47SD9 欠番 52SD2 71 - 61 近世 56SD5 60 - 54 近世か
47SD10 93 - 80 52SD3 63 - 61 近世 56SD6 60 - 54 近世か
47SD1 1  93 - 81 52SD4 65 - 61 近世 56SD7 60 - 54 近世か
47SD12  96 - 82 52SD5 64 - 63 近世 56SD8 60 - 54 近世か
47SD13  94 - 80 52SD6 64 - 64 近世 56SD9 61 - 53 近世か
47SD14 94 - 80 52SD7 65 - 62 近世 56SD10 61 - 52 近世か
48SD1 欠 番 52SD8 66 - 61 近世 56SD1 1  61 - 52 近世か
48SD2 90 - 75 52SD9 65 - 59 近世 56SD12 63 - 52 近世か
48SD3 91 - 75 52SD10 70 - 60 56SD13 63 - 52 近世か
48SD4 89 - 75 52SD1 1  69 - 61 近世 56SD14 欠 番
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2 辿構 と 出土辿物

辿 構 名 位罰 備 考 迎梢名 位 附 価考 辿構名 位岡 価 考
56SD15 61 - 53 近枇か 57SD19 欠祖r 68SD9 93 - 71 時期不明
56SD16 62 - 53 近世か 57SD20 88 - 70 68SD10 93 - 71 時期不Iリl
56SD17 62 - 54 近世か 57SD21 88 - 70 68SD1 1  94 - 72 時期不明
56SD18 61 - 54 近世か 57SD22 欠番 68SD12 93 - 71 時期 不Iり l
56SD19 65 - 53 近世か 57SD23 欠番 68SD13 93 - 71 II寺jり不明
56S020 63 - 54 41SD1 57SD24 88 - 73 49SD7 68SD14 92 - 70 

52SD26 57SD25 88 - 73 68SD15 92 - 70 
56SD21 63 - 55 近但か 57SD26 88 - 72 68SD16 92 - 71 
56SD22 72 - 54 近世か 59SD1 63 - 42 68SD17 93 - 68 不 明
56SD23 73 - 53 近世か 59SD2 63 - 42 68SD18 92 - 68 不 明
56SD24 60 - 50 36SD18 59SD3 63 - 42 68SD19 92 - 68 不明
56SD25 660 - 49 近世か 59SD4 67 - 44 68S020 93 - 69 不明
56SD26 59 - 49 近批か 59SD5 75 - 50 68SD21 91 - 76 不明
56SD27 59 - 50 36SD42 59SD6 77 - 51 37SA3 68SD22 91 - 76 不明

近世か 59SD7 78 - 52 68SD23 90 - 73 不明
56SD28 57 - 52 59SD8 欠番 68SD24 95 - 68 不明
56SD29 60 - 64 近世か 59SD9 81 - 54 55SD17 68SD25 95 - 69 近現代
56SD30 61 - 64 近世か 59SD10 81 - 54 55SD18 68SD26 96 - 69 近現代
56SD31 58 - 60 近世か 59SD1 1  84 - 55 68SD27 95 - 70 近現代
56SD32 61 - 64 近世か 59SD12 欠番 68D28 95 - 70 近現代
56SD33 58 - 64 近世か 59SD13 89 - 60 68SD29 95 - 70 近現代
56SD34 59 - 61 近世か 59SD14 92 - 62 50SD1 68SD30 95 - 70 近現代
56SD35 60 - 63 近世か 59SD15 欠番 68SD31 96 - 70 近現代
56SD36 欠番 59SD16 欠番 68SD32 95 - 70 近現代
56SD37 65 - 54 59SD17 78 - 51 近現代 68SD33 96 - 71 近現代
56SD38 58 - 66 41SD2 65SD1 63 - 67 68SD34 95 - 71 時期不明

内 側 の堀 65SD2 64 - 68 近現代 68SD35 94 - 71 時期不明
56SD39 54 - 66 外側の堀 65SD3 66 - 71 68SD36 93 - 69 時期不明
56SD40 64 - 52 内側の溝 65SD4 63 - 69 72SD1 56 - 41 内 側 の堀
56SD41 58 - 50 65SD5 欠番 72SD2 53 - 40 外側の堀
56SD42 59 - 50 56SD27 65SD6 欠番 72SD3 59 - 44 
57SD1 欠 番 65SD7 64 - 73 73SD1 49 - 45 近世以降
57SD2 86 - 71 49SD15 65SD8 72 - 73 73SD2 52 - 44 
57SD3 欠番 65SD9 71 - 74 近世 73SD3 50 - 43 近世以降か
57SD4 欠 番 65SD10 71 - 74 近世 73SD4 50 - 43 73SC1 
57SD5 85 - 72 49SD17 65SD1 1  68 - 67 73SD5 49 - 43 
57SD6 85 - 72 49SD22 65SD12 欠番 73SD6 52 - 46 
57SD7 欠番 65SD13 欠番 73SD7 48 - 45 73SC1 
57SD8 85 - 43 49SA2 65SD14 63 - 67 41SD12 75SD1 欠 番
57SD9 欠番 65SD15  66 - 73 31SD50 75SD2 欠 番
57SD10 87 - 74 49SD3 65SD16  66 - 73 75SD3 58 - 76 
57SD1 1  87 - 72 65SD17 66 - 73 75SD4 57 - 76 
57SD12 欠番 68SD1 90 - 73 近世 75SD5 55 - 77 
57SD13 欠番 68SD2 90 - 71 42SD1 ・ 近担 75SD6 56 - 77 
57SD14 欠番 68SD3 90 - 69 近枇以降か 76SD1 欠 番
57SD15 欠番 68SD4 90 - 69 近世以降か 76SD2 欠 番
57SD16 欠番 68SD5 91 - - 69 近世以降か 76SD3 81 - 107 
57SD17 欠番 68SD6 90 - 68 近世以降か
57SD18 欠番 68SD7 92 - 73 時期不明
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第 3 節 ． 出 土遺物

( 1 ) 遺物の概要

①出土遺物の概要
柳之御所遺跡堀内部地区で検出されている遺物を種別に 表22に示 し た。 この 表は岩手県埋蔵文化財

センタ ー (21 · 23 · 28 · 31 · 36 · 41次調査） 、 岩手県教育委員会による調査での 出土遺物を合わせた
内容である。 柳之御所遺跡からは多様な遺物が出土 し 報告されてきたが 、 埋文報告の対象となる調査
において 、 堀内部地区で得られる遣物のうち多 く の種別はほぼ網羅されている（岩手埋文1995)。 そ
の後の調査でも新出の 資料も散見されるもの の 、 埋文調査で出上 し た資料に量的に追加された内容が
多い。 そのため以下の記載の内容も 、 埋文報告での既報告内容に付加したものとなり基本的な出土資
料の種別や傾向等に大きな変更はない。 なお 、 既述のとおり本報告書は概ね50次以降の調査を主たる
対象とするが 、 それ以前の調査成果を含めることで遺跡内容が理解できるものである。 そのため遺物
についてもできうる限りそれらを包含 した内容での把握に努める。 ただ し 以下の記述において 、 既刊
の報告書での記述や掲載図に譲る部分等はその 旨を記す。

出土遺物の概要は下記のとおりである。 士器類はかわら け 、 国産陶器、 輸 入 陶 磁器が出土 し てい
る。 木製品も多 く 出士 し ており 、 エ具類から食事具 、 服飾具など生活用具や文房具や祭祀具などが多
岐にわたって確認できる。 金属製品は埋没環境も影響 し ているためか 、 他の遺物に比 し て出土量は少
ない。

遺物の出土遺構をみると 、 遺物の多くは内側の堀跡を中心に堀跡からの出上である。 その他 、 井戸
跡などから多数出土 し ている。 各遺構での遺物の出土の様相について 、 主要な遺構からの出士資料に

ついては第 2 節で既述 し た。 これらの遣構内の堆積土から出土 し た資料のうち、 人為堆積土などの土
層や祭祀 的な性格が想定できる遺構などの 一部の 遺構からの出土は 、 その出土位置やあり方にも多様

表22 柳之御所遺跡堀内 部地区 の 出 土遺物
大分類 中 分類 小分類

土器 ・ 陶器 ・ 磁器 かわ ら け ロ ク ロ 、 手づ く ね 、 柱状高台 、 内折れかわ ら け な ど
国産陶器 渥美 、 常滑な ど
輸入陶磁器 中 国 産磁器 、 中 国 産陶器な ど

木製品 工具 ・ 武具 刀子柄木 、 鞘、 刷毛 、 ヘ ラ 、 木槌な ど
紡織具 糸巻な ど
運搬具 修羅
漁榜具 網針
服飾具 扇 、 櫛 、 下町太な ど
容器 曲物、 箱 な ど
食事具 箸 、 匙 、 杓子 、 折敷な ど
文房具 物差 、 硯
遊具 毬、 将棋駒 、 独楽 、 羽子板状 、 木 ト ン ボ
祭祀具 形代 、 宝塔 、 五輪塔、 笹塔婆 、 呪符
雑具 ち ゅ う 木な ど
部材
建築部材
漆器類 椀 な ど

金属製品 工具、 祭祀具な ど
土製品 壁土な ど
石製品 滑石製品 な ど
そ の 他 金付着礫 、 鉄滓 、 動植物遣存休
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な含意が想定できよ う 。 し か し 、 遣跡内の上層でも述べたよ う に、 この遺跡では多 く の範囲で削平が
著 し いこともあり遺跡機能時の表土や整地層は残存 していない範囲が広い。 そのため出土資料の大半
は遺跡間をまた ぐよ う な大きな移動は想定できないものの、 原位置を保つものやそれに近い出土状況
を示すものではない。 遺跡内では後世の削平や元来の遺物量の膨大さを反映 し、 表士や後世の上層に
も12世紀代の遺物を多く包含する状況である。

②本節の記述方法 と 内 容
本節では出土遺物の概要を記載する。

土器 遺構の時期決定などに用いられてきた主要な要素となるかわらけなどの遺物については、 第 2
節の各遣構の項目で既迩 した。 なお、 かわらけは遺跡範囲全体から10トンを超える膨大な量が出土 し
ている。 遣構内からも多くの出土があるが、 表土などにも多くの資料を包含する状況である。 出土位
置も遣跡内の特定の範囲に集中するものではなく、 遺跡範囲全体に広く分布する。 なお、 遺構の う
ち、 井戸については士器類の出土量を第 2 節で記 し た。
陶磁器類 それ以外の遺物の う ち土器類では、 陶磁器類などの破片資料が多く出土 し ている。 これら
の国産陶器類や輸入 陶磁器類は遣跡の内容や性格を示唆する重要な資料である。 し か し 、 数量が国産
陶器類を中心に極めて多 く 、 一方で体部片を主に して破片資料などが多数を 占める。 さらに体都片が
多いこともあり、 個々の資料ごとの差異は少ない。 そのため、 国産陶器類や輸入 陶磁器類については
数量と出士傾向の把握を目的と して、 これらの遺物の全体の出土鼠や分布を示す。 その際、 重量と破
片数を把握 しでき う る限り示すよ う 努めた。 なお、 柳之御所遣跡のこれまでの調査及び報告において
は、 これらを含めた資料の実測固等について破片資料を含めて実測図や拓影などを用いて図示可能な
資料の多 く を掲載 し てきている。 そのため、 個 体ごとの差が少ない陶磁器類の体部片などの図面の多
くは既報告に譲る。
瓦 瓦は遺跡内から一 定量出土 しており、 研究の略 史は第 2 章で既述 したが こ れまでも瓦の技術系譜
や用法について検討がなされてきた。 それらでも指摘されてきたよ う に、 瓦類は軒瓦などの文様をも
つ資料は数量が少なく、 多くは平瓦 ・ 丸瓦の破片資料である。 ここでは瓦についても陶磁器類と同 様
に数量や出土傾向の把握を目的と し て、 これらの遣物の全体の出土量や分布を示す。 なお、 瓦も実測
図等は既刊の概報で図示可能な資料の多くを掲載 し てきている。 個 体ごとの差が少ない部位の破片 資
料などの図面の多 く はこれらの既報告に譲る。
木製品 木製品については、 遣跡の調査開始以来注目されてきた遺物でもあり、 豊富な種別を含むこ
とが指摘されてきた（三 浦1990)。 し か し 、 性 質上数量を示すことが難 し い資料も多 く 、 ここでは種
別ごとにまとめ、 既報告のものを中心に数鼠的に把握可能な事例を示 した上で、 代表的な事例を中心
に概要を記す。 なお、 木製品の う ち出土遣構の記述や意義付けに有意な資料や特徴的な資料について
は第2 節で出土遺構ごとにそれぞれの項で 示 し たものがある。
そ の他 最後に、 その他の数属は少ないものの、 特徴的な遺物などを抜き出 し 種別ごとに概要を記
す。 金属製品や石製品がこれにあたる。

( 2 ) 国 産陶 器類

【種別 と 概要］
柳之御所遣跡堀内部地区で出上 し た国産陶器類の産地等による種別と、 その概要を記す。 出土資料

の多 く は体部を中心と した破片資料で、 完形資料や器形を復元できる資料は少ない。 また、 体部片が
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主 と なるため個体差 は 少なく、 遺構の時期や特徴を検討 し うる資料も少ないこ と が見込まれる。 ここ
では産地や種別の分類に基づいて、 それぞれの出土量を図表で示 し、 出土傾向や数贔の把握を行う。
なお、 既述の と おり調査範囲が重複および連続 し ているこ と か ら 、 埋文報告に掲載された資料やその
際の未報告資料 と その後の調査を合わせて検討、 掲載するよう努める。

分類検討に際 し て、 渥美 と 常滑の分類など判別 し がたい資料も存在するこ とや、 破片資料が多いた
め個体数 と の扱いの相違などの資料操作上留 意すべき内容がある。 甕などの大型品 は破片数や重羅も
大きくなるこ と が想定される。 一方で小 型品については整理段階でも注目され報告書等でも積極的に
掲載するなど、 多くが把握されてきたこ と も十分に考 え ら れる。 これ ら の前提条件を踏まえ る と 、 破
片数や重量を示すこ と で数量の把握が可能になるもののそれ ら の実数での数値 自 体の比較より、 数量
比や傾向 と し ての把握が有意な内容 と なるこ と が想定される。 また個別で特記すべき内容は別記する
よう努める。

なお、 柳之御所遣跡内で確認されている国産陶器類の種別 と 概要は下記の と おりである。

渥美 概要 愛知県渥美半 島に分布する渥美窯産 と 推測できる陶器。
器種 甕 ・壷、 片 □鉢が多い。 袈裟欅文壺や瓶類、 山 茶碗などを含む。 刻画文や貼花など

の文様をもつ資料は特徴的である。
円吊 、I`皿F 概要 愛知県知多半島に分布する常滑窯産 と 推測できる陶器。

器種 甕 ・三 筋壷を含む壷 ・片 口鉢が多い。 瓶類や山茶碗も含む。
須恵器系 概要 石川県能登半 島の珠洲 窯産を含む、 須 恵器系の陶器類である。 珠 ‘i州産の資料のほ

か、 現在の秋田県方面の窯などが産地 と し て想定されているが、 具体的な産地は不
明の資料が多い。

器種 甕 ． 壷が多い。 波状文をもつ壷類が特徴的である。
須恵器 概要 古代の土器類を含む と み ら れるが、 数量も多く12世紀代の資料を多く含む と 推察さ

れる。 具体的な産地は不明である。
器種 甕が多い。 古代の須恵器を含む可能性があるが、 すべてが古代の資料 と 見なすに は

数量が多く、 当該時期の資料を多く含む と 考 え ら れる。
そ の他 愛知県狭投産が数点出土 し ているほか、 宮城県石巻市水沼産 と み ら れる資料があ

る。 柳之御所遺跡堀外部の調査では、 産地不明資料の存在も指摘されている。

［特徴的 な個体］
完形に近い状態に復元できるなど資料について、 各産地ご と に各器種か ら 特徴的な資料を例示する

（固262 · 263)。 このうち50次以降の調査次出土資料については概要も記す。
渥 美 渥美産 は 器形が復元できる資料 は多くないが、 甕や壷、 片 口 鉢や 山 茶 碗などが出 上 し てい
る。 甕類で は器形の全体が復元できる資料 は 少なく、 口 縁部などか ら 径を復元できるような接合資
料も多くない。 壷類では 袈裟欅文壺など文様をもつ資料を含む。 70 -215は70SX1か ら 出士 し た壷で、
70SX1の項で既述 し た(287頁）。 底部の下端まで、 器形の全体に釉がかかる。 口縁部が欠損 し ている
ものの、 残存高が26.3cm、 底径9.1cm、 胴部最大径20.1cmである。 55 -1087は55SK45か ら 出土 し た壷
類の 口縁部片で、 口縁が垂下する。 全体に釉がかかる。 壺類では刻画文等の文様が特徴的である。 な
お、 貼付による文様は平泉でのみ確認されている と の指摘もある（愛知県史編さん委員会2012)。 こ
のほか、 片 D鉢などの鉢類も多い。 52 -1058は52SE1か ら 出士 し た資料で、 片 D部は残存 し ないもの
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図263 国産陶器類実測図 (2)

の 片 口 鉢 と 推測 で き る 。 口 径18cm程、 底 径 10cm程 、 器高7.8cm程 の 器 形で あ る 。 片 口 の 資料 は 鉢 の

ほ か、 や や小形の碗類 も 少量 含 む。 そ の 他 の 山 茶碗 な どの碗類 は 器形が復元で き る 資料 は 少 な い 。 72

- 207 は 外側 の堀 か ら 出 土 し た碗類であ る 。 底 部 は 径7.2cm程で 、 残存 高が4.2cm程であ る 。

常 滑 常滑産 は 器形が復元で き る 資料 は 多 く な い が 、 甕 や壷、 片 口 鉢 や 山 茶 碗 な ど が 出 土 し て い る 。

甕類では大甕 な どがあ る も の の 全体 を 復元 で き る 資 料 は 少 な い 。 壺類で は 、 広 口 壺や三筋壺 な どがあ

る 。 55 - 1014 は55SK49か ら 出 士 し た 広 口 壺 で あ る 。 口 径16.5cm程 で あ る 。 72 - 66 は72SD1 か ら 出 士

し た 壺類 の 体 下 部 で あ る 。 底 径 は 8 cm程で あ る 。 体下部 に は ケ ズ リ が行 わ れ る 。 片 □ 鉢 は 大 翌 の 器

形 と 小 型 の 器形 が あ る 。 52 - 1005 は52SE8か ら 出 士 し た 片 口 鉢 で あ る 。 口 径30cm程 の 大 型 の 器形 と

み た が、 残存 は 少 な い 。 74 - 399 は72 SDl か ら 出 土 し た 片 口 鉢 で 、 底 径20cm を 超 え る 大型 の 器形 で あ

る 。 76 - 355は21SD 1 か ら 出 士 し た 片 □ 鉢 で 、 底 径12cm程 の器形であ る 。 76 - 281 は21SD 1 か ら 出 土 し

た 片 口 鉢 は 、 底 径 12cm程 の 器形 で あ る 。 山茶碗や 皿 な ど の 小型 品 は 少 な い 。 52 - 1010 は52SD26 (59 

- 56付近 ） か ら 出 上 し た 口縁部下部 に 突帯 が廻 る 合 子 類 で あ る 。 口 径9.7cm、 底 径 7 cm 、 器高5.4cm
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皿 発掘調査の成果

程の器形である。
須恵器系 須恵器系 陶器は甕類や壷類が出土 し ている。 甕類では波状文が描かれる。 壷類では耳 を 持
つ資料が特徴的である。 須恵器は甕類の体部片が多く出土 し ている。 器形が復元できる資料は少な
い。 52 -1113は52SE3から出上 した甕類の体部で波状文が描かれる。
そ の他 そのほか、 水沼産と推測できる資料は破片数でも数量が少ない。 52 - 1141は表士からの出土
した壺類の体部片である。 50 -1188は37SE2から出士した片 口鉢である。 底径13.6cm程で、 器高5.6cm

である。 52 -1140は64 -59付近から出士した壺類の体部片である。 猿投産 と みられる資料は、 器形が
復元できる資料が少ない。
体部片 また、 出土羅の多数 を 占 める甕、 壷類の体部片にも多様な押 印が指摘されている （図264)。
格子文や縦線文のほか、 格子に X 文や装飾が組むものなどもある。 このほか、 装飾的な巴文 (70 -
296) や重ね文(77 -62)、 花文(77 -662) などもみられる。

【 出土量 と 傾向］
調査次数別に出土量 を 示す （ 表23) 。 なお、 出上量の集計は未報告資料 を 含めて行っているものの、

調査が複数の機関で長期に及んだこ と もあり計測できていない資料も存在する。 また、 現状で展示な
どに活用されている資料や修復 ・復元により点数には含められるが重量が計測不能な資料などもあ
る。 そのため、 以下で示す数値は計測、 確認できた資料にとどまるものである。

また、 破片数での計測には接合の状況や整理時における接合作業の多寡も反映するなどの課題があ
る。 また産地の判別や器種の判別には経験則的な部分も多くを 占 めており分類が難 し い資料も含むな
どの資料操作上の課題も内包するものである。 ただ し 、 想定できる未計測の資料等は全体の数量との
比率からは極め て少なく、 調査次別の登録時の資料のうち9割以上の資料が把握できてお り 遣跡の傾
向やあ り 方 を検討する上では十分な量が担保されたもの と 捉えられる。
〇産地 ご と の 出 士量 と 概要

国産陶器類は1310kg程が確認できる。 このうち渥 美産と常滑産が圧倒的に多数 を 占 め る。 渥 美産
とみられる資料が約57％ でもっとも多数 を 占 める。 次いで、 常滑産とみられる資料が約33 ％ である。
両者を合わせて全体の90％ を 占 めている。 なお、 渥美と常滑の破片資料での分類が難 し い資料も含む
が、 複数の担当者が携わった複数次の調査時でも概ね近似 した、 渥美産が多く常滑産がやや少ない傾
向を 示 し てお り 、 概ね出土量の傾向は把握できているとみている。

続いて、 須恵器系 陶器があり須恵器と分類 し たもの を合わせて 8 ％ 程である。 なお、 須恵器系 と し
た資料は甕類が多く、 須恵器と分類 し た資料には古代の資料 を 含む可能性がある。 後述するように須
恵器系陶器は こ のうち62％である。 須恵器系 陶器とした資料は珠 ‘i州産の資料 を含め 日 本海側での生産
が想定される資料である。

その他の資料では、 産地が特定できる資料に猿投産と水沼産があるがこれらの出土量は極め て少な
い。 いずれも流通量 自 体 を 反映するものであろうが、 特に猿投産は小 形品に限定される こ とも留 意さ
れる。 なお、 猿投産は遺跡内から出土があること 自 体 を 重視した評価も可能であろうが、 出土量は限
定的である。 こ のほか、 同様に出士量が限定的な資料に水沼産がある。 水沼産は生産の背景に平泉と
の関連性が指摘されている生産地でもある（藤沼1992)。 柳之御所遺跡堀内部での 出士量の限定性は
注 目 される。 器種も甕などの大型品であ り 、 生産 自 体の規模や流通のあ り 方 を ふまえた製品の性格の
検討には平泉町内の他遺跡での事例 を加えた上での十分な吟味が必要であろう。

なお、 平泉の中心域では花立 I 遺跡で窯跡が確認されている（平泉町教委2009)。 近年の発掘調査
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3 出士追物

表23 調査次 ご と の国産陶器出土量 (m.ji: （g） で示 し た ）

調咋次数 渥美 r，巾占へ
1
．1
「
9)1. 須恵器 ・

水沼 狡投 か年 —？,r「9 ォ
マ

ミ
その他 ・

合計
須恵器系 不明

21 緊急調査 791791 38437 l 15656.5 00 3601 0 0 144.9 133777 7 
23 778610 549631 97629 1648 00 00 3266 1430784 
28 235288 14534 2 4057 3 00 351 00 5270 426824 

＇ 31 259069 292080 5613 8 00 00 00 1078 608365 
36 659443 480780 12591 3 245 0.0 00 12 5 126650 6 
41 104857 2 731 19 3 98883 858 00 00 468 187997 4 
37 範囲確詑 96904 31640 34275 3584 00 00 14649 18105 2 
42 87837 87349 15618 00 00 00 926 19173 0 
47 内容確認 3391 927 1 146 00 00 00 00 5464 
48 45654 7191 980 l 00 00 00 224 62870 
49 60806 26104 7221 00 751 1 129 199 96210 
50 堀 内 部 86261 28378 10234 2405 00 835 00 1281 13 

L 内容確誇調査 1398201 439710 14635 9 4023 00 00 3703 199199 6 
55 405029 190864 43675 00 00 00 864 640432 
56 29727 7 17108 0 70818 00 00 00 1 148.4 550659 
57 15991 6 48443 1572 6 00 239 00 203 7 226361 

， 59 71112 43996 7080 00 00 00 1400 12358 8 
65 6730 5920 4360 00 00 00 40 17050 

＇ 68 62976 1925 6 47370 00 00 00 00 12960 2 
69 41610 35070 6860 00 00 00 00 83540 
70 81744 30210 18526 00 00 2418 58 13295 6 

し 77770 36489 10434 0.0 00 00 00 12469 3 

l 

73 10922 9 40992 2987 l l l5 00 0.0 00 15432 3 
74 151 16 9 1 16009 26492 00 00 00 00 293670 
75 17939 5 205382 37578 00 00 00 17 6 422531 
76 14085 8 92020 12361 00 00 00 105 245344 
77 13924 6 28399 12368 00 00 00 23488 203501 
78 47352 32702 9724 00 00 00 457 90235 
79 32366 26755 1739 00 00 00 1 15 6 6201.6 

ムロ s>9,
-11 - 7555606 432828.3 1 12845 3 13878 4942 438.2 72622 1310816 7 

比率 （ ％ ） 576 330 86 01  01 01 05 

で も あ り さらに遺構 自 体 も 大きく削平された状態であったため、 遺物の特徴などに不明確な部分 も 残
るが、 花立 I 遺跡の生産資料として特定できている も のは現状では確認できていない。
〇産地及 び器種 ご と の 出土量 と 傾向

産地や器種が判 別できる資料について、 出土量と傾向を示す（ 表24) 。 表中には重量を主体に検討
したが、 点数 も 付記した。 なお、 これらの比較には既述のとお り 、 器種 自 体の大小 に伴う破片数と重
量との相違 も 想定される。
器種の 出土量 と 傾 向 まず、 産地の種別を想定せずに器種毎の出土量をみていきたい。

器種ごとでは甕類が も っと も 多い。 重凪では全体の80％ 程度、 点数で も 全体の70 ％ 程度を 占める。
次に壺類があ り 、 重量で 7 ％弱程度、 点数で14％程度である。 器厚が比較的薄い資料が中心になるた
め、 重量よ り 点数で比較した場合に比率が増えた も のであろうか。 甕類との出土最の差は、 用途や性
格を反映する可能性がある。 甕 、 壺類で全体の80％以上を 占めてお り 、 これらが国産陶器類の大半を
占めることとなる。 この傾向はこれまで も 平泉の出士資料の特徴として指摘されてきた内容と一 致す
る。 破 片 資料が多く器形の復元できる個体が少ない柳之御所遺跡堀内部地区で も 同様の傾向が理解で
きる。 次いで、 片 口鉢などの鉢類 も 出土が 目 立つ。 片 口鉢等は重量で比較した場合には全休の5％弱
程度、 点数で全体の 7 ％程度である。 このほか、 山 茶碗などの碗、 皿類は重量で全体の 1 ％ 未満 、 点
数では全体の 1 ％ 強程度の出土鉦である。
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m 発掘調査の成果

重量での比較はもちろん、 点数を加味した場合でも甕類の比重の高さが窺える。 壺類は甕ほどでは
ないものの、 一定量を占める。 なお、 壺類は日常雑器としての性格のみではない可能性が指摘されて
いる （愛知県史編さん委員会2012) 。 出土量 の比率はこの可能性を否定するものではない。 この ほか
の遣跡をふまえた評価が必要であろう。 また、 片 D 鉢を含む鉢類も10％ 未満ではあるものの、 一定の
出土量が確認できる。 山 茶碗や皿類などの小 型の食膳具とみなされる資料はきわめて少ないことがわ
かる。
産地、 器種 の 出土量 と 傾 向 各産地の種別を加え、 それぞれでの器種の出土量と傾向をみておきた
し ‘ °

渥美産は甕類が重量で90％ 程度、 点数で90％ 弱程度である。 壺は重量で5％ 弱程度、 点数で 6％ 程
度である。 この中には袈裟欅文や刻画などの文様をもつ資料を含む。 片 口鉢などの鉢類は重量で2 %
程度、 点数で3 ％ 程度である。 碗 ・皿などの小 型品は重量で 1 ％ 未満、 点数で 1 ％ 程度である。 その
他とした資料は器種が判別できなかった資料や瓶類などである。

常滑産は甕類が重量、 点数ともに78 ％ 程度である。 壺類は重最で10 ％ 程度、 点数で11 ％ 程度であ
る。 この中には三筋壺などを含む。 片 口鉢などの鉢類は重量で9％ 程度、 点数で 8 ％ 程度である。 渥
美に比して片 口が多くなっている。 これは分類方法にどの程度妥当性があるかなど、 渥美と常滑での
産地の個体識別についても別途検討する必要がある可能性がある。 体部下部のケ ズ リ痕跡などか ら 判
別されてきたことの影響も想定される。 碗 ・皿な どの小 型品は重量で 1 ％ 未満、 点数で 1 ％ 程度であ
る。 その他に瓶類や器種が判別できなかった資料などである。

須恵器系とした資料では、 甕類が重量、 点数ともに80％を超える。 壺類は重量で10％程度、 点数で
13％ 程度である。 これらには波状文などの特徴的な資料を含む。 片 口鉢などの鉢類は重量、 点数とも
に3 ％ 弱程度である。 碗 ． 皿などの小 型品はほとんど含まず、 その他とした資料は器種が判別できな
かった資料や瓶類などを少量含む。

須恵器とした資料は甕類が多く70％ 程度を占める。 なお、 須恵器の分類では9~10世紀の古代と判
断できる資料を除外するように努めたが、 なお数量に含む可能性がある。

また、 点数や重量が少ないため本表には含めていないが、 水沼産は甕、 壺類のほか、 片 口 鉢が出土
している。 多くは甕や壺である。 猿投産は壺類と片 □ 鉢が出土している。 壺も小 型の壺などで小 型品
が多い。

表24 産地 ・ 器種 ご と の 国産陶器出土量 （重星 (g) で示 し た ）
渥美 比率 帝巾 、（．，m目． 比率 須恵器系 l 比率 須恵器 ： 比率 合計 比率

甕 ． 重量 680518 8 90.1 337469 o i 78.0 60065.7 i 857 31791.4 i 744 1 109844.9 853 
広口壺 点数 10258 879 7217  ! 778 812 i 82.4 723 i 731 10910 736 
壷類 重量 363175 i 48 47022 2 i 109 6988 5 100 47186 i 1 1. 1  950468 7.3 

点数 740 ! 6.3 1075 1 16 129 131 197 199 2141 14.4 
瓶類 重量 62600 i 0.8 2892.0 0.7 4276 06 3198 07 98994 08 

点数 32 ’ 0.3 21 i 0.2 8 0.8 15 15 76 05 
片 口鉢 ． 重醤 14934.9 2.0 404246 93 19164 2.7 572759 4.4 

鉢類 点 数 262 33 755 i 81 29 29 1046 7.1 
山茶碗 ． 重醤 34023 0.5 15454 i 04 44 4952.1 04 
碗 • Jill類 点数 126 11  1 15 l 1 2  1 01 242 1.6 
その他 重要 141271 19 3475.1 ! 08 708.0 10  59049 138 24215.1 19 

点 数 255 22 92 10  7 0.7 54 408 2.8 
合計 重景 7555606 438283 701 106 42734 7 1301234 2 

点数 1 1673 9275 986 989 14823 
※比率は渥美産、 常滑産、 須恵器系 、 須恵器、 全体での それそれの分類内での比率で あ る 。
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3 出土辿物

【 出 土分布】
破 片 賓 料の分布 を 示す。 分布図は重量で作成した。 分布図の作成では出土位置については、 上記の

次数別の出土重量に含むものでも、 グリッド表記に対応できないものは除外している。
既述したよ う に、 柳之御所造跡の調査に際しては辿跡範囲全体 を包含するよ う 5 X 5mのグリッド を

用 いている。 調査では迫物の取り上げに際してもこのグリッドに対応できるよ う に留 意して行ってき
た。 ただし、 表土にも多くの造物 を 含む状況であることや調査時の錯誤によりこれに対応できていな
い資料も含む。 また、 例言に記したとおり長期にわたる調査でもあり、 グリッド表記の混乱も生じて
いる。 しかし、 これらの う ちグリッド表記に対応できていない資料 を 排除した場合でも、 全体の出土
資料の う ち90％以上はグリッド表記に対応させて分布図に反映することができている。 そのため、 分
布傾向の把握には十分な妥当性 を もつものと判断した。
〇国産陶器全体の 出土傾向

国産陶器類全体の出土は（ 図265)、 調査位置による多寡はあるものの堀内部地区の全体に広がる。
逍構出土資料のみでなく、 遺跡内の後世の改変により表土等にも多くの資料が包含されており、 検出
時の出土資料等も多く含むことによることは留意すべきである。 しかし、 後世における堀内部地区の
範囲の利用が田畑や宅地等であったことから、 資料の移動はあるものの近接範囲内での移動が多く、
ある程度の出土位置と本来の位置との関係性の把握は可能であろ う と推測しておきたい。

出土資料は遺跡南端部の内側の堀跡(21SD1) が多く出土している。 Y=96にあたる南北軸付近や
X=l02~106にあたる東西軸付近がこれにあたる。 また、 内側の堀跡では北端部とした範囲の う ち、 猫
間 ヶ 淵周辺との境にあたる位置(Y=54、 X=56付近） でも多く出土している。 これらは遺跡廃絶後の 自
然流入土に多く含まれたものである。 猫間 ヶ 淵周辺では遺跡廃絶後の 自 然流入土に多く含まれている。

このほかの範囲では、 掘立 柱 建 物等が多く分布するY=74~82 · X=63~72付近、 やや北西側の
Y=58~74 · X=53~66付近に分布がややまとまる。 なお、 甕と壺、 碗皿類の器種ごとに分布 を 比較し
た場合にも、 国産陶器類全体の分布傾向と顕著な差は認められなかった。 遣跡範囲全体の分布が広が
り、 まとまり を 示す位置も同様の傾向を 捉えられた。 ただし、 掘立柱建物等が多く分布するY=74~
82 · X=63~72付近に注目すると、 甕類は井戸跡などのいくつかの遺構があるためまとまり を 示すも
のの、 この区域全体に広がるものではない。 これは評価が難しいが、 甕類の使用範囲 を反映するとみ
た場合には興味深い傾向であろ う 。
〇産地 ご と の 出 土傾向

渥美産の資料の分布は（ 図266)、 国産陶器類全体の分布と同様の傾向を 示す。 また、 遺跡の北端部
周辺にあたるY= 74~86 · X=50~55付近にもややまとまりが看取できる。 このほか、 遺跡の南端部

では堀跡のみでなく地形的に平坦な位置も含めて出土が多い。 一方で、 掘立柱建物等が多く分布す
るY=74~82 · X=63~72付近から23SG1池跡周辺では分布はするもののまとまりは顕著ではない。 な
お、 器種ごとでの分布傾向の差異は顕著ではないが、 上述の甕類の分布傾向とも対応しており興味深
い傾向である。

常滑産の資料の分布は（ 図267)、 国産陶器類全体の分布と同様の傾向を 示す。 また、 遺跡の南端部
では堀跡のみでなく地形的に平坦な位置も含めて出土が多い。 一方で、 掘立柱建物等が多く分布する
Y=74~82 · X=63~72付近から23SG1池跡周辺では分布はするもののまとまりは顕著ではない。 遣跡
の北端部にあたる位置でも範囲内で広く分布はするものの、 重量的なまとまりは顕著ではなくやや散
漫な傾向を 示す。 なお、 器種ごとでの分布傾向の差異は顕著ではない。

それ以外の資料の分布は、 須恵器系陶器及び須恵器の分布は（ 図269)、 国産陶器類全体の分布と同
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図268 国 産陶器 （須恵器 ・ 須恵器系） 出土分布
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様の傾向を 示す。 ただし、 国産陶器類の出土が比較的まとまる範囲のうち、 掘立柱建物等が多く分
布するY=74~82 · X=63~72付近の出士の集中は顕著ではない。 また、 須恵器及び須恵器系 陶器のう
ち、 須恵器系 陶器に注目した場合にも分布傾向に大 き な差異はみられない。 上述したように、 須恵器
及び須恵器系 陶器では器種では甕類に出上がまとまる。 出土位置の傾向も こ れと相関する可能性が想
起で き る。

出土量が少ないため分布図を掲載していないが 、 水沼産 と みられる資料 は 出土量も少なく散漫な
分布を示す。 ただし、 Y=83~84 · X=59~64の遺跡の北側付近からややまとまって出土している。 猿
投産とみられる資料 は出土量も少なく散漫な分布傾向を 示すものの、 遣跡の南端部にあたるY=85~
91 · X=97~ 104付近からややまとまっ て出土しているほか、 Y=88 · X=71 ~72付近からも出土している。

( 3 ) 輸入陶磁器類

【種別］
柳之御所遺跡堀内部地区で出土した輸入 陶磁器類について、 種別と概要は下記のとおり である。 こ

こではこれらの分類に基づいて、 それぞれの出土量を図表で示す。 なお、 既述のとおり 調査範囲が重
複および連続していることから、 輸 入 陶磁器類についても埋文報告に掲載された資料とその後の調査
を合わせて検討、 掲載する。 出土資料の多くは体部を中心 と した破片資料で、 完形資料や器形を復元
で き る資料は少ない。 こ こ ではこれらの分類に基づいて、 それぞれの出土量を図表で示す。

破片資料が多いため個体数との扱いの相違も資料操作上留 意すべき内容である。 甕などの大型品は
破片数や重量も大 き くなることが想定される。 一方で小 型品については整理段階でも注目されて把握
されて き たとも見なしうる。 これらの前提条件もあり 、 破片数や重量を示すもののそれらの実数での
数値 自 体の比較 よ り 、 数量比や傾向としての把握が有意な内容となる こ とが想定される。

白 磁 概 要 中国産の磁器で、 遺跡内出土資料では福建省産とみなされて き た資料と広東省産と
みなされてきた資料がある。

器種 四耳壺などの壺や水注などの壺類、 碗 ． 皿類などがある。
青磁 概要 中国産の磁器で、 「龍泉窯系 」 と みなされて き た資料と、 いわゆる 「同安窯系」 と

して記述されて き た特徴をもつ資料がある。 なお、 「同安窯系 」 の呼称は研究の進
展から産地の 名 称としては不適切な部分があろうが（ 徳留2018ほか）、 こ こ ではこ
れまでの研究において大別として認識されて き た内容と量比を 示すため 便宜的に

「同安窯系」 の呼称を用いる。
器種 碗．皿類、 合子などがある。

青 白 磁 概要 中国産の磁器で、 景徳鎮産の資料が指摘されている。
器種 碗 ． 皿類、 盤、 壷類などがある。

中 国 陶器 概要 中国産の陶器で、 釉の状況から褐釉・黄釉 ・緑釉などに細分される。 遺跡内出土資
料では2 種の粘土による絞胎陶器もある。

器種 壷類がある。
そ の他 高麗青磁と分類したものに鉄絵の資料がある。

【井寺咎女的 な 個体］
完形に近い状態に復元で き るなど特徴的な資料を例 示しておく（図269) 。
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器種構成の詳細は後述するが、 白 磁では壷類が多く、 そのうち四耳壷は完形に近い資料が数点出土
し ている。 77 -448は21SD2の上層から出土 し 、 残存高で21.7cm、 最大幅は17.7cmである。 台部は径
8.0cm、 高さ1.3cmである。 底部外面に 3 カ所の ロ ク ロ 爪の痕跡が残る。 50 -2008は50SE3から出土 し
ている。 ほぼ完形で、 高さ26.5cm程、 口 径10.1cm程、 底 径6.8cm程である。 なお、 この資料は既報告
では高さ26cm程となっていたが若 干の差異ではあるが訂正する。 頸部から体部上半及び底面付近に
漆が染みこんだ麻布が付着する。 本来は器形の全体が覆われていたと推察される。 いずれも福建省産
とみられる。 破片資料では広東省産とみな しうる資料も出土 し ている。 55 -2024は75 -62付近から出
土 し ている。 水注類の 口 縁部である。 52 -2034は52SD6から出土 し ている。 75 -61は55 -77付近の75
整地層の新期から出土 し ている。 このほかの器種では碗・ 皿類が出士 し ている。 57 - 2027は堀外部に
あたる57SD41 (37 -27グリッ ド付近） から出土 し ている。 55 - 2003は55SD6から出土 し ている。 56
-2003 (56SK19) は水鳥形である。

青磁は点数が少なく、 器種も皿類に限定される。 52 -2068 (52SD26、 59 -56付近から出士） ． 74 -
908 (72SD1) · 75 -138 (75SD4) · 75 -141 (75SD4) · 69 -122 (21SD2) は龍泉窯系、 55 -2044は同
安窯系である。

青 白磁は点数が少なく、 器種は小 型品が多い。 碗、 皿類のほか、 合子類も複数点みられる。 52 -
2075は梅瓶等の体部片とみられる。 72 -180は合子類とみられるが、 器形の全体は不明である。

中国産陶器では壷類が多い。 56 -2031 (56SK31) は吉州 窯産と推定される資料である。 絞胎陶器
は鉄絵が描かれ、 後述するように分布も限定的である (74 - 909 · 910)。

【 出 土量 と 傾向］
調査次数別に出土量を確認 し ておく（ 表25)。 なお、 出土量の集計は国産陶器類と同様に未報告資

料を含めて行っている。 ただ し 、 調査が複数の機関で長期に及んだこともあり計測できていない資料
も存在する。 また、 現状で展示などに活用されている資料なども少数ながら存在する。 そのため、 以
下で示す数値は計測、 確認できた資料にとどまるものである。 また、 破片数での計測には接合の状況
や整理時における接合作業の多寡も反映するなどの課題があり、 また器種の判別には経験則的な部分
も多くを占めており分類が難 し い資料も含むなどの資料操作上の課題も内包するものである。 調査次
数を異にする資料の接合作業も行っているものの、 今後とも更なる作業の継続が必要であろう。 ただ
し 、 現状での計測においても 9割以上の資料が把握できており遺跡の傾向やあり方を検討する上では
十分な量が担保されたものと判断 した。
〇種別 ご と の 出土量 と 傾向

輸 入 陶磁器類は31kg程が確認できる。 白 磁が16,325.9 g ともっとも多く全体の50％ を超える。 点数
では1,183点と全体の57 ％ 程度を 占める。 次いで中国 陶器類が多く13,304 g と全体の40 ％ 程度を 占め
る。 ただ し点数でみた場合には中国陶器は607点で、 比率がやや下がり全体の30 ％ 程度になる。 これ
は後述する出土器種の傾向が大きく反映 し たとみられる。 青 白磁は895.6 g で全体の 3 ％ 弱程度であ
る。 点数では204点で、 全体の 9 ％ 程度となる。 青磁は627 g 程度で全体の 2 ％ 程度である。 点数では
77点で、 全体の 3 ％ 程度となる。 このほかに高麗青磁があるものの、 出土量は極めて少なく、 重量及
び点数のいずれも全体の 1 ％ 未満である。

全体の出土量をみた場合、 白磁が多く、 青磁は極めて少ない。 この傾向はこれまでも指摘されてき
たとおり、 時期的な傾向のほか平泉の輸 入 陶磁器の特徴と し て把握できる内容であろう。 また、 青 白
磁は、 点数は多いものの、 重量比で比較すると比率が下がる。 青 白 磁は青磁よりも多くを占める。 な
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表25 調 査次 ご と の輸入 陶磁器類 出 土量 （重批 ・ 点数で示す。 重屈の単位はgであ る 。 （ ） 内 ば点数。 ）
調査次数 白 磁 青 白 磁 青磁 中 国陶揺 高麗青磁 不 明 合計

21 23521 (85) 408 ( 1 1 )  594 (7)  137 5 ( 14) ゜ ゜ 26057 
23 2016 3 ( 128) 55 8 (22 )  88 6 ( lo) 2691 ( 2 1 )  ゜ 46 24344 

1272 8 ( 129) 3549 (61 ) 104 (2)  6318 (44) 70 0 ( 10) 28 
緊急調査

゜ 23399 
31  951.0 (88) 780 ( 1 1 )  1 1 .2 (2 )  3 17 5 (22) ゜ ゜ 13577 
36 10236 (69) 185 (6 )  123 ( 1 )  826 6 (46) ゜ ゜ 1881 
41  1 108 6 ( 10 1 )  248 ( 10) 548 (9) 2170 5 ( 104) ゜ ゜ 33587 
37 

範囲確認
130 4 ( 17) 144 (3 )  ゜ 1748 (5) ゜ ゜ 3196 

42 209 9 ( 15) 104 (3) 1 24 (2)  3231 ( 12 )  ゜ ゜ 5558 
47 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
48 内容確認 ゜ ゜ ゜ 150 (2)  ゜ ゜ 15  
49 32 10 ( 16) 40 (2)  40 ( 1 )  320 ( 1 )  ゜ ゜ 361 
50 188 6 ( 15) 330 (4) 35 3 (3) 317 6 (8) ゜ ゜ 5745 
52 1 151  0 ( 66) 260 (6) 210 (4 )  2906 6 ( 102) ゜ ゜ 41046 
55 8600 (39) 220 (3) 38 0 (5 )  1 7620 (34) ゜ ゜ 2682 
56 740 3 (57) 305 (5) 71  (2 )  2149 ( 12) ゜ ゜ 992.8 
57 3105 ( 30) ゜ 71 (3 )  270 3 (20) ゜ ゜ 5879 
59 266 0 ( 20) 50 ( 1 )  ゜ 51 .0 (3 )  ゜ 1 323 
65 20 0 (2 )  13 0 ( 1 )  ゜ 820 (2 )  ゜ ゜ 1 15 

＇ 68 堀 内部内容
278 0 ( 18) 80 (2) 55 0 ( 1 )  1 224 7 (8) ゜ ゜ 1565 7 

l 

69 
確認調査

41 7 (6 )  ゜ 280 ( 1 )  370 (4) ゜ ゜ 1067 
70 146 5 ( 12) ゜ ゜ 132 9 (5) ゜ ゜ 2794 
72 78 3 ( 14 )  22 0 (5 )  ゜ 864 (6) ゜ ゜ 186.7 
73 1 109 ( 14) ゜ ゜ 943 (7) ゜ ゜ 2052 
74 376 0 (43) 451 ( 1 1 )  594 (4 )  312 2 (32) 389 (4) ゜ 8316 
75 772 6 (79) 771 ( 17) 259 (4) 867 5 (65) ゜ 21  1745 2 
76 137 8 (33) 97 (6) 28 6 (8)  511 ( 10) ゜ ゜ 2272 
77 13591 (37) 0 7 ( 1 )  3 1  (2 )  44 5 (7 )  ゜ ゜ 1407 4 
78 808 ( 16) 19  (2)  25 6 (5 )  14.4 (3 )  ゜ ゜ 122.7 
79 221 (4)  ゜ 24 0 (2 )  ゜ ゜ ゜ 461 

合計 16325 9 8956 6271 1 33042 1089 77 31269 4 
比率 ( % ) 522 28 2.0 425 03 00 （％） 

お、 中国陶器は大型品が多いため重量での比率がより大きくなるが、 白磁に次いで多く一定量を占める。
〇種別 及 び器種 ご と の 出士量 と 傾向

種別や器種が判別できる資料について、 出土量と傾向を示す （ 表26)。 重量と点数を記した。 既述
のとおり、 器種 自 体の大小に伴う破片数と重量との相違も想定される。

種別 ごとの器種別の出上量をみると、 白 磁では壺類がもっとも多く重量で71％程度、 点数で60％ 程
度を 占める。 またこのほかに、 壺類のうち、 四 耳壺と認識できる資料は重量で11 ％ 程度、 点数でも
5 ％程度である。 したがって、 四耳壺や水注な どの壺類で白磁全体のうち重量で80％程度、 点数でも
65 ％程度を 占めることになる。 次いで、 碗類な どが多い。 碗や皿な どの小型品は重最で 白 磁のうち
15％程度、 点数では30％ 弱程度となる。 これらの壺と碗類の2 種に大半が 占められる。 碗類は小 型品
で器厚も簿い資料が多いため、 点数比がより多くなるものの、 壺類とは大きな差異がある。 それ以外
の器種では不明品や蓋な どがあるが少ない。

青 白磁では碗や皿な どの小 型品がもっとも多い。 青 白磁のうち碗 ． 皿類が重量で50％程度、 点数で
55％程度である。 次に、 壺類が多く重量で23％程度、 点数で13％程度である。 その他の器種では小壺
や合子な どがある。 いずれも小 型の器種が多い。 また、 鳥 形な ど特異な器形の資料も含む。 なお、 従
来から指摘されているように、 数量的な把握は難 し いものの二次被熱を受けた資料が散見される。

青磁では碗や皿な どの小 製品がもっとも多く、 重量で97% 、 点数で94％と圧倒的多数を 占める。 壺
類が少数出土しているものの、 小型品である。 なお、 いわゆる龍泉窯系とされる資料が80％程度と大
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半を占め、 同安窯系とされる資料は極めて少ない。
中 国陶器では壺類がもっとも多い。 中 国陶器のうち重量で72%、 点数で75％を占める。 次いで四耳

壷が多く、 重量で20 % 、 点数で15％ である。 四 耳 壺と壺を合わせた壺類で、 全体の90 ％ 程度を 占め
る。 このほかに、 少量だが絞胎陶器などの小 型品等を含む。

また、 点数や重量が少ないため本表には含めていないが、 高麗青磁は香炉類、 壺類、 瓶類などがあ
る。 鉄絵などが描かれる資料を含む。

表26 器種 ご と の 出土量
白 磁 i 比 率 青 白 磁 l 比 率 青 磁 ； 比 率

四耳壺
重量 1930 3 i 1 18 
点数 62 52 

壺類
重塁 11663 2 i 714 2069 i 231 17 6 28 
点数 739 ! 625 28 i 13 7 4 52 

碗 ． 皿類
重量 25145 ! 15.4 452 1 504 6095 i 97.2 
点数 343 i 290 1 14 , 559 73 948 

その他
重屡 197 3 .  12 2366 ! 264 
点数 27 23 62 l 304 

不明
重量 206 i 01  
点数 12 10 

合計
重量 16325 9 8956 6271 
点数 1 183 204 77 

※ 比率は白磁内 、 青白磁内 、 青磁内 、 中 国陶器内、 全体で の そ れぞれの比率で あ る 。

【 出 土分布】

中 国陶器 比率
27345 20.6 

92 15 2 
96991 729 

459 756 
2677 20 

22 36 
4616 35 

22 36 
1413 11 

12 20 
13304 2 

607 

合計
4664.8 

154 
2 15868 

1230 
38438 

552 
8955 

1 1 1  
159 9 

24 

次に、 破片資料の分布図を示す。 出土位置については固産陶器類と同様にグリ ッド表記に対応でき
ないものは除外している。 しかし、 これらのうちグ リ ッド表記に対応できていない資料を排 除した場
合でも、 全体の出土資料のうち90％ 以上はグリ ッド表記に対応させて分布図に反映することができて
いる。 そのため、 分布傾向の把握には十分な妥当性をもつものと判断した。
〇輸入陶磁器全体の 分布傾向

輸入陶磁器の全体の分布は（ 図270)、 調査位置による多寡はあるものの堀内部地区の全体に広が
る。 遺構出士資料のみでな く 、 遺跡内の後世の改変により表士等にも多 く の資料が包含され検出時の
資料等も含むことによる。 しかし、 後世における堀内部地区の範囲の利用が田畑や宅地等であったこ
とから、 資料の移動はあるものの近接範囲内での移動が多いと推測しておきたい。 出上位置は堀内部
の全域に及ぶものの分布は散漫である。 重量もいずれもまとまるものではな く 、 顕著な集中をみせる
位置は認められない。 ひとつの遺構で白磁 四 耳壺などの器形大きな個休が出士した位置が、 重量が
大きく見かけ上まとまって認識される。 遺跡の北側にあたる区域ではY=90以東は重量の大きい個体
(50 -5003) も含むため個別の遺構では分布のまとまりがあるものの、 範囲全体では分布の広がりが
比較的少ない。
〇種別 で の分布傾向

種別での分布を確認すると、 白磁の分布は（ 図271)、 遺跡全体に広がり、 輸入陶磁器類全体の分布
と同様の傾向を示す。 なお、 壷類や碗 ． 皿類などの器種ごとにみた場合にも白 磁全体での分布傾向と
類似し、 有意と考えられるような顕著な差はみられなかった。

青磁の分布は（ 図272)、 堀跡などから出土しているものの、 分布は散漫で散在化する。 青磁は碗 ．
皿類の出土が多いため、 青磁全体と器種ごとにみた分布は同様の傾向を示す。

青 白磁の分布は（ 図273)、 堀跡などから出土しているものの全体の出土重量及び点数は少ない。 掘
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図270 輸入 陶磁器類分布
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m 発掘調査の成果
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図271 輸入 陶磁器 （ 白 磁） 分布

314 



3
 

出土辿物

Y =58 
I 

6
 

6
 

―-
I

 
Y
 

7゚
 

＝
ーY 

Y=86 

- - -
i- ' 

・ 一←

ー�- ' ,
L -9 

' .  ――← - -9 - -9 — →ー 一 ’- J• - - • • · 呵

Y =78 
1 ,  t- _, 

X=38 

Y=82 Y =98 
I 

／ 

図272 輸入 陶磁器 （青磁） 分布

315 



皿 発掘調査の成果

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

図273 輸入 陶磁器 （青 白 磁） 分布
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皿 発掘調査の成果

立柱建物等が多 く 分布するY=74~82 · X=63~72付近、 やや北西側のY=58~74 · X=53~66付近に分
布がややまとまる。 器種ごとにみた場合 に 、 青 白磁は碗 ． 皿類が多く出上しており 、 青 白磁全体での
出上傾 向も同様である。

中回産陶器の分布は（図274)、 分布が遺跡西側 を中心 にややまとまる傾向が看取できる。 23SG1池
跡周辺か ら 南側や東側は出土した場合でも重最が少ない。 また、 このうち絞胎陶器は分布が遺跡西側
付近に ま と まり 、 堀跡で北端部周辺として記載した位置にまとまる。 接合はできていないものの個体
数は少ないことが推察できる。

出土量が少ないため分布図は示していないが高麗青磁はY=71 ~77 · X =68~76付近からまとまって
出士している。

( 4 ) 瓦

【 出土量 と 傾向 】
柳之御所遺跡堀内部地区で出土した瓦類は 軒丸瓦、 軒平瓦 、 平瓦、 丸瓦がある。 その他、 鬼瓦な ど

も少数出土している。 まず、 種別の出士量 を 図表で示す （ 表27)。 瓦類は全体で175kgが出土してい
る。 瓦類の出土量か ら は、 平泉の遺跡の中ではまとまって確認できる遺跡と把握できる。

軒 丸瓦は重量が4,650 g で、 瓦類のうち2.6 ％ 程度である。 軒平瓦は重量が7,263 g で、 瓦類のうち
4 ％ 程度である。 平瓦 は重量が99,835 g で、 瓦 全体の56 ％ 程度、 丸瓦は重量が32,503 g で瓦 全体の
18％ 程度である。 軒瓦類は軒丸瓦 と 軒平瓦 を 合わせても全体の 7％弱程度である。 平瓦と分類した資
料も多くは破片資料のため、 炭斗瓦 等 を 含む可能性 を 排除できないが、 道具瓦類の存在は明確ではな
い。 なお、 軒瓦とそれ以外の平・丸瓦の比率は、 軒瓦： 平・丸瓦 ＝ 1 : 11.1となる。 また、 軒丸瓦と
丸瓦の比率 は、 軒丸： 丸 ＝ 1 : 6.9となる。 軒平瓦：平瓦の比率は軒平： 平 ＝ 1 : 13.7となる。 軒瓦で
は瓦当部のみの破片が多いこ と も勘 案すべき点ではあろうが、 軒 瓦 に 対する平瓦、 丸瓦の比率が大き
し ‘ °

また、 参考として柳之御所遺跡及 び周辺で瓦が多く出土した平泉町教育委員会の調査資料のうち把
据できた数値 を 示した。 13次調査は68 -82付近で、 井戸跡 か ら 多 く 出土している。 15次調査はY=63
-65 · X =78-79付近で、 75次調査の範囲と重複し、 内側の堀跡 を 調査している。 猫間 ヶ 淵跡3 次調
査とした調査はY=63~65 · X =86~87付近 を 対象と しており 、 内側の堀跡の一部が調査範囲に 含まれ
ている。 これらの3 次の調査 を 合計した数値では、 瓦類は89kg程度 を 計測した。 軒丸瓦 は 5 ％ 程度、
軒平瓦は 6％ 程度、 平瓦は60％ 程度、 丸瓦は27％程度である。 軒丸瓦と軒平瓦 を 合計すると11％とな
り 、 前述の出土比率と比較した場合にやや軒瓦類が多い。 こ れは13次調査に おいて検出された13SE2
において、 軒瓦類がまとまって出土していること を 反映している。 なお、 軒瓦とそれ以外の平 ・ 丸瓦
の比率は、 軒 瓦：平・丸瓦 ＝ 1 : 7.7となる。 また、 軒丸瓦と丸瓦の比率は、 軒 丸 ： 丸 ＝ 1 : 5.4とな
る。 軒平瓦： 平瓦の比率は軒平： 平 ＝ 1 : 9.6となる。 軒瓦では 瓦当部のみの破片 が多いこ と も勘 案
すべき点ではあろうが、 軒瓦 に対して平、 丸瓦の比率が大きい。

参考 に両者 を 合わせた数量では、 軒丸瓦は重量で9239.lg、 瓦類のうち3.5 ％ 程度 を 占める。 軒平瓦
は重量で1902.9g、 瓦類のうち4.9 ％ 程度 を 占 める。 平瓦は153953.lgで、 瓦類のうち57.9％ 程度 を 占め
る。 丸瓦は57391.9gで、 瓦類のうち21.6 ％ 程度 を 占める。 なお、 軒瓦とそれ以外の平・丸瓦の比率は、
軒瓦 ： 平・ 丸瓦 ＝ 1 : 9.5となる。 また、 軒 丸瓦と丸瓦の比率は、 軒 丸 ： 丸 ＝ 1 : 6.2となる。 軒 平
瓦：平瓦の比率は軒平 ： 平 ＝ 1 : 11.9となる。 軒瓦では瓦当部のみの破片が多い こ とも勘案すべき点
ではあろうが、 軒瓦 に 対する平瓦、 丸瓦の比率が大きい。
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3 出土造物

表27 調査次 ご と の瓦類出土量 （重拭 (g) で示す）

次数 軒· 丸 瓦 軒平瓦 平瓦 丸瓦 そ の 他 不 明 合計

二 1 1948 492.9 36577 9307 00 10207 72968 
23 1 1315 5454 331 14 12998 00 3473 66354 

ヒ竺＿ 緊急調壺
262 24191 20490 3 10417 00 11728 25150 1 

3l  3146 5570 1 13498 21913 220 100909 245256 

口 00 6230 3718 6 22528 00 1 1 103 77047 
41  3743 530 49228 21728 4915 5077 85221 

し 範囲確認
00 829 4732 5558 00 351 1 1470 

42 1 198 0.0 2699 756 00 155 6 6209 
47 00 00 00 00 00 00 00 
48 内容確認 00 00 4119 5562 00 1270 10951 
49 40 1531 24965 3870 00 1 108 3151.4 
50 00 00 8042 1090 00 00 9132 

＇ 52 300 2944 10809 6 48129 00 4329 163798 
55 00 00 1140 465 00 98 1703 
56 00 3509 4050.2 16350 00 825 61 186 

二 200 00 3090 700 00 680 4670 
59 00 00 12662 714 00 363 13739 

し 00 00 00 00 00 00 00 
68 00 0.0 13520 2220 00 00 1574.0 

し 堀 内 部内容 00 0.0 3720 9450 00 00 13170 
70 確認調査 00 0.0 14197 15058 00 803 30058 
72 00 00 00 00 00 4986 4986 
73 539 00 00 00 00 00 539 
74 00 00 5331 1138 00 34.6 6815 
75 13095 15731 246876 10445 4 40 141808 522004 
76 378 774 17495 713 5 0.0 3281 29063 
77 337 30 238.6 470 0.0 169 3392 
78 00 384 10277 3024 0.0 480.1 1848.6 
79 00 00 00 00 00 00 00 

合計 46501 72636 99835 5 325034 517 5 309271  175697 2 
比率 （ ％ ） 26 41 568 185 0.3 176 

（参考 ）
次 数 庫千 丸 瓦 軒平瓦 平瓦 丸瓦 そ の 他 不 明 合計

13次
母牙又ミ ，Eと今

45234 5570.6 514399 232244 00 583 84816 6 
15次 656 28.5 10618 867 4 00 2405 22638 

猫間 3 次 調査 00 402 16159 7967 00 252.9 27057 
,L，にI 圭nt 45890 56393 541 17  6 248885 00 551 7 897861 

比率 （ ％ ） 5 1  63 603 27 7 0.0 06 

点数での傾向も把握 し ておきたい。 軒丸瓦は42点で、 0.9％ 程度である。 軒平瓦は85点で、 1.9 ％ 程
度である。 平瓦は1015点で23. 3 ％ 程度、 丸瓦は315点で7.2％ 程度である。 なお、 軒＾瓦とそれ以外の
平 ・ 丸 瓦の点数での比率は、 軒 瓦： 平 ・ 丸瓦 ＝ 1 : 10.4となる。 また、 軒 丸瓦と丸瓦の比率は、 軒
丸： 丸 ＝ 1 : 7.5となる。 軒平瓦：平瓦の比率は軒平： 平 ＝ 1 : 1 1.9となる。

なお、 参考と して柳之御所遺跡及び周辺で瓦が多く出 土 した平泉町教育委員会の調査資料のうち把
握できた数値を示 し た。 これらの 3 次の調奎を合計 し た数値では、 瓦類は89kg程度を計測 し た。 軒
丸瓦は 5 ％ 程度、 軒平瓦は 6％ 程度、 平瓦は60 ％ 程度、 丸瓦は27 ％ 程度である。 軒9丸瓦と軒平瓦を合
計すると11 ％となり、 前述の出土比率と比較 した場合にやや軒瓦類が多い。 これは13次調査において
検出された13SE2において、 軒瓦類がまとまって出土 し ていることを反映 し ている。 なお、 軒瓦とそ
れ以外の平 ・ 丸瓦の点数での比率は、 軒瓦 ． 平 ・ 丸瓦 ＝ 1 : 11.7となる。 また、 i|if丸瓦と丸瓦の比率
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皿 発掘調査の成果

は 、 軒丸 ： 丸 ＝ 1: 5.4となる。 軒平瓦 ： 平瓦の比率は軒平：平 ＝ 1 : 21.7となる。
参考に両者を合わせた数量では、 軒 丸瓦は64点で 、 瓦類のうち1.3 ％ 程度を 占 める。 軒平瓦は99点

で 、 瓦類のうち2.0％程度を 占める。 平瓦は1320点で、 瓦類のうち27.1 ％程度を占める。 丸瓦は434点
で、 瓦類のうち8.9 ％程度を 占める。 なお 、 軒瓦とそれ以外の平・丸瓦の比率は、 軒瓦： 平 ・ 丸瓦 ＝
1 : 9.5となる。 また 、 軒丸瓦と丸瓦の比率は、 軒丸 ： 丸 ＝ 1:6.2となる。 軒平瓦： 平瓦の比率は軒平：
平 ＝ 1 : 11.9となる。 軒瓦では瓦当部のみの破片が多いことも勘 案すべ き 点ではあろうが、 軒瓦に対
する平瓦 、 丸瓦の比率が大 き い。

表28 瓦類出土点数
軒丸瓦 I 軒平瓦次数

点数
比率 ( % ) :： I 

10
11: 

（参考）
次数 軒丸瓦 軒平瓦

13 
目矛

又ミ 、争巳ヽ
20 12 

15 2 1 
猫間 3 次 調査 1 

メロ公、舌ロt 22 14 

比率 ( % ) 43 27 

【瓦の種類】

平瓦

平瓦

315 
23.3 

236 
30 
39 

305 

59.6 

丸瓦 I そ の 他

7] 

丸瓦 そ の 他
78 
19 
22 

1 19 

232 

不明
1020.7 

66.4 

不明
8 

17 
27 
52 

102 

軒瓦の種類を瓦当文様で分類して示す。 これまでいくつかの分類が示されている（本澤2000、 岩手
埋文1995、 木本2006)
〇軒丸瓦 軒丸瓦は12種類が確認されている（図275)。 なお 、 平泉町内で確認されている当該時期の
軒丸瓦の瓦当文様の多くは柳之御所遺跡堀内部で確認されているものの 、 一部に柳之御所遺跡堀内部
では確認で き ていないものもある。 下図ではこれらを一部含めた分類を示した。

文様は大 き く3 種にわかれる。 ここでは蓮華文系と花文、 巴文系とした。 蓮華文系 の文様は少な
い。 花立 II 遺跡出土瓦の瓦当文様は柳之御所遺跡では確認されていない。 柳之御所遺跡例は瓦当中央
部が欠損している。 次に、 花文とした資料も大 き くは蓮華文系に含まれるとも考えられる。

巴文の文様がもっとも多く、 さらにいくつかに分かれる。 巴文のみで構成されるものを三 巴文系と
した。 巴巻 き 方向には右巻 き 、 左巻 き があ り 中央が接するものと離れるものがある。 巴文と外区に文
様が付加されるもので、 珠文が付くもの、 剣頭文が付くもの 、 連珠と剣頭文が付 く もの、 花文状の文
様が付 く ものがある。

柳之御所遺跡の出土資料では巴文系が多数を 占め、 その他の文様はきわめて少ない。
〇軒平瓦 軒平瓦は14種類が確認されている（ 図276)。 軒丸瓦と同様に、 平泉町内で確認されている
当該時期の軒平瓦の瓦当文様の多 く は柳之御所遺跡堀内部で確認されているものの、 一部に柳之御所
遺跡堀内部では確認で き ていない文様もある。 下図ではこれらを含めた分類を示している。

文様は唐草文系、 剣頭文系 、 三 巴文系に分けた。 唐草文系は唐草文のみのものと宝相 華文系があ
る。 瓦当の成形技法では、 麿草文系は顎貼付と折 曲による資料がある。 宝相華文系は半折 曲 による。
剣頭文系としたものは剣頭文のみのものと、 連珠と剣頭文のもの、 剣 頭 文と巳文が付 く ものがある。
剣頭文のみのものは折 曲 による。 連珠剣頭文は折 曲による。 剣頭文と巴文が付くものは、 端部は剣頭
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II1 発掘調査の成果

文のものは折 曲 、 端部が 巴文のものは顎貼付、 連珠がつ く ものは折 曲 による。 巴文のみのものがあ
る。 巴文のみのものは包み込みによる。

柳之御所遺跡の出土資料では剣頭文系が多数を占め、 その他の文様はきわめて少ない。
〇丸瓦 丸 瓦も3 種に分かれる。 焼成が甘い軟質のもの ( 1 ) 、 焼成が比較的堅緻なもの (2 · 3 )  
に大きく分かれる。

1 ) 法量が大きく 、 焼成が軟質で甘い砂の多い胎土。 凸面縄タ タ キ目→ケ ズ リ （ほぼ全面 ）、 凹 面
細かい布 目 で 、 丸瓦部の幅13cm程である。

2 ) 凸面縄タ タ キ目、 凹面細かい布目で 、 丸瓦部の幅が12~13cmである。
3 ) 凸面ケ ズ リ、 凹面うすい布目で丸瓦部の幅が11cm程である。

〇平瓦 平瓦は大きく 5 種 に分かれる。 そのうち、 焼成の甘い砂の多い胎土 と 焼成が比較的堅緻なも
のに分かれる。

l ) 凸面縄タ タ キ目、 凹面糸切り痕。 長軸40cm以上 と 大きい。
2 ) 凸面縄タ タ キ目、 糸切り痕、 凹面糸切り痕。 長軸35cm前後である。
3 ) 凸面糸切り痕。 凹面糸切り痕。
4) 凸面縄タ タ キ目、 凹面布目痕。
5 ) 凸面縄タ タ キ 目 、 凹面糸切り痕。 断面の屈 曲 が著 し い。

〇鬼瓦 鬼瓦が 1 点出土している （埋 ー 1334)。 分類に対応しないため、 土製品の項に記載する (363
頁 ） 。

【分布】
資料の分布図を示す。 出土位置については国産陶器類や輸入 陶磁器類と同様 にグリ ッド表記に対応

できないものは除外している。 しかし 、 これらのうちグリッド表記に対応できていない資料を排 除し
た場合でも、 全体の出士資料のうち90％ 以上はグリ ッド表記に対応させて分布図に反映するこ と がで
きている。 そのため、 分布傾向の把握には十分な妥当性をもつもの と 判断した。

また、 参考と し て出土量を示 した13次 ・ 15次 ・ 猫間 ヶ 淵跡3 次調査の資料については分布図に含ま
れていない。 ただし、 これらの調査は既述したとおり小 面積の調査のため、 グリッド位置はある程度

限定できる。
瓦全体の分布は（図278)、 遺跡全休に広 く 分布するものの、 他の遺物に比して分布の集中が顕著で

ある。 瓦類は23SG1池跡から西側にかけて猫間 ヶ 淵周 辺に至る範囲 (Y= 52~76 · X=74~86)、 やや
北西側のY=58~7 4 · X =53~66付近 に 分布がま と まる。 また、 参考 と した3 次の調査もこれらの瓦の
出士がま と まる位置にあたる。 そのため、 これらを加えた場合には多量の瓦が出土する位置はかなり
限定的な傾向が理解できるこ と となる。 これは埋文報告（岩手埋文1995) で図示され 、 その後の研究
においても理解されてきた内容と同様である （鎌 田2006 、 上原2000)。 これ以外の位置では瓦類が出
土 した場合でも数点程度にとどまる場合が多い。

軒瓦類の分布は（図279)、 瓦類全体での分布 と 概ね同様の傾向が確認できるが、 特に23SG1池跡か
ら西側にかけて猫間 ヶ 淵周 辺に至る範囲 (Y= 52~76 · X=74~86) に分布がまとまる。 このほかに
内側の堀などで出士があるが、 いずれも分布は散漫である。 また、 やや北西側のY=58~7 4 · X =53~ 
66付近では分布が希簿である。

平瓦 ・ 丸 瓦の分布は（図280) 、 23SG1池跡から西側にかけて猫間 ヶ 淵 周 辺に至る範囲 (Y= 52~
76 · X=74~86) に分布がまとまり、 さらにやや北西側のY=58~74 · X=53~66付近にも分布がやや
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皿 発掘調査の成果
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皿 発掘調査の成果

まとまる。 55SB19で確認されたように、 掘立柱建物の礎板として利用された資料があることにも起
因するとみられる。

( 5 ) 木製品等

①木製品
【種別】

木製品類は『木器集成図録 近畿古代篇』の分類に準じて（奈良国立文化財研究所1985)、 埋文報
告で既に報告されている（岩手県埋蔵文化財センタ ー 1995、 ) 。 その後の調査ではこの報告時の分類資
料を基本にそれに資料が追加されており、 以下ではこの分類を基本に報告事例と追加資料を中心 に概
要を記す。

なお、 遺物番 号については各報告書の掲載番 号を記す。 50次調査以降の調査における概報での報告
と埋文報告等との区別のため、 それぞれ「50 ー ロ」、「埋 ー ロ」 等と記す。 また、 65次以降の調査につ
いては掲載番 号のほか餐録番号も備考に付記する。

0エ具 ・ 武具
A . 刀 子 刀 子の柄木が29点ある。 なお、 刃 部が残る資料も少量確認されており、 これについては金
属製品の項で記す。

柄 木 は内側の堀から多く出土 し て い る。 南 端 部(21SD1(23SD34)） か ら 8 点、 北 端 部 周 辺
(41SD2 · 72SD1) から 6点が出上 し ている。 外側の堀からは南端部(21SD2) で 1 点が出士してい
る。

また、 井 戸 跡からもややまとまっ て 出 士しており、 21SE1、 21SE2から5点が出 上 し ている。
21SE2や28SE16、 52SE8からは複数点が出士している。

柄 木は長軸12�17cm程、 幅 2 ~ 4 cm程、 厚さ 1 ~ 2 cm程の資料が多い。 断面形状は隅 丸方形か
ら楕 円形を呈する。 平面形状は隅丸の長方形を基本とする。 その柄木に上部から刃部が入る痕跡が残
る。 2 枚の材を合わせたものと、 一木の資料がある。 また、 刃部の固定の H 釘痕として穿孔が確認で
きる資料もある。 このほか固 定に際 し て、 柄木の端部を糸 等で固定した痕跡が残る資料もある（ 埋 一

2748 · 2749)。

表29 刀 子 （柄木） 一覧
遣物番号 出土遣構 備考 （ 長 さ ・ 幅 ・ 厚） 遺物番号 出 上遺構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋 ー 533 21SD1 15.0 · 26 · 08cm。 目 釘孔 埋 ー 1648 21SE2 161 · 24 · 17cm。
埋 ー 534 21SD1 ( 124) · 25 · 07cm 埋 ー 2352 28SE4 143 · 23 · 1.4cm 
埋 -535 21SD1 ( 12.8) · 2.2 · 0 6cm 埋 ー 2748 28SE16 166 · 2.2 · 1 4cm 
埋 ー 536 21SD1 ( 121 )  · 3 3 · 1.0cm 埋 ー 2749 28S£16 1 7 3 · 2 4 · 1 4cm 
埋 ー 537 21SD1 (8 4) · 2 9 · 1 6cm 埋 ー 2805 28SE17 12.4 · 24 · 17cm 
埋 ー 539 21SD1 (55) · 17 · 09cm 埋 ー 2863 31SE2 145 · 40 · 20cm。 H 釘孔。
埋 ー 541 21SD1 ( l lO) · 27 · 09cm 埋 ー 3313 36SE3 16.6 · 1 9 · 2 2cm。
埋 ー 914 23SD34 (9.2) · 26。 12cm 埋 ー 5020 21SD2 266 · 2.9 · 10  
埋 ー 1 127 41SD2 143 · 20 · (0.8) cm。 目 釘孔。 50 - 4005 50SE3 (6 7) · 2 8 · 1 6cm 
埋 ー 1 128 41SD2 125 · 19 · (09) cm 52 -5059 52SE8 ( 100) · 20 · 10cm。
埋 ー 1246 41SD2 146 · 3.4 · 08cm 55 -4080 55SK40 13 0 · 2 6 · 1 5cm。
埋 ー 1587 21SE1 (4.7) · 30 · 20cm 74 - 1056 72SD1 (8 7) · 3 4 · 1.6cm。
埋 ー 1645 21SE2 ( 123) · 36 · 09cm。 目 釘孔 74 - 1061 72SD1 13 0 · 3 1 · 2.0cm。
埋 ー 1646 21SE2 14.2 · 25 · (09) cm。 目 釘孔 74 - 1062 72SD1 14 5 · 1 7 · 1 0cm。
埋 ー 1647 21SE2 15 0 · (2 7) · 1 0cm。 目 釘孔
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B 鞘 刀 子 や 小 刀 の鞘とみられる資料が9点 表30 鞘一覧
ある。 内側 の堀から多く 出 土し て おり、 南端部

(21SD1) から5点が 出 土し て いる。 外側の堀か
らは、 南端部 (21SD2) から 1 点 が 出 土 し て い
る。 井戸跡からはそれぞれの遺構からは出土点数
が少ないが、 28SE11、 28SE16、 52SE8、 55SE1か
ら 各 l 点 が 出 土し て いる。 28SE16からは柄 木も
出土しており（ 埋 ー 2748、 埋 ー 2749、 埋 ー 2750)、
こ れらは組になるものと推察される。

追物 番号
埋 ー 531
埋 ー 532
埋 ー 538
埋 ー 540
埋 ー 2507
埋 ー 2750
52 - 5058 
55 - 4008 
69 - 246 
75 - 503 

出 土辿梢
21SD1 
21SD1 
2lSDl 
21SD1 
28SE1 1  
28SE16 
52SE8 
55SE1 
21SD2 
72SD1 

3 出 土辿物

備 考 （ 長 さ · 111:,\ · I厚 ）
(290) · 48 · 04cm 
( 13 7) · 3 6 · 0 6cm 
(75) · 29 · 16cm 
( 100) · 35 · 05cm 
28 9 · 31 · 0 7cm 
18 8 · 2 8 · 1 0cm 
29 0 · 3 5 · 0 7 cmo 
( 108) · 36 · 11cm。
(94) · 33 · 05cm。
269 · 33 · 11cm。

鞘は長軸20~30cm程で下端は丸みを帯び、 上端は U 字形に挟れる。 2 枚の材を合わせて用いられ
る。 内面は刃部の形状に平滑に成形される。 全形が残存する資料は少ないが、 長軸25cm以上の大型
の資料を含む。
C . 刷 毛 21SD1から漆の付着した刷毛が 1 点（埋 ー 542)、 28SE16から 1 点（埋 ー 2746)、 49SE1か
ら 1 点(49 -470) が 出 士している。

21SD1から出 土した埋 ー 542は長さ18.7cm、 幅3.2cm、 厚 さ1.0cm程の頭部が尖る直線的な部材が、
2 枚組み合う。 先 端に漆が付着した毛が残存し、 2 枚の材を合わせて毛を固定する。 28SE16から出
士した埋 ー 2746は長軸17cmほどで細い柄に先 端部に方形で身が作り 出され、 先 端部に切り込みが 入
る。 49 -470も細い柄に方形の先 端部が作り出される。 埋 ー 2746、 49 -470のいずれも先 端の方形部に
は両側縁に上下 2 対の切り込みがあり、 毛の固定の痕跡とみられる。 刷毛の形状はそれぞれで持ち手
となる柄部など細部が異なる。 これらの柄部の形状の違いなどは、 使用工程の差などに起因するとみ
られ、 出土位置などからは確定できないが注目できる特徴である。
D . ヘ ラ 細長い板材のヘ ラ 状の木製品がある。 内側の堀から多く 出土している。 用途不明とした資
料にも同様の資料はあり、 判然としない。 また漆塗りのヘ ラ もある。 こ れは漆製品の項で記す。
E . 木槌 ほ か 木槌が 3 点ある。 31SK8から 1 点（埋 ー 3824)、 52SE8から 1 点(52 -5063)、21SD2 (76 
次調査） から 1 点出 土している（ 図35 -131、 76 -993) 。

埋 ー 3824は31SK8から出上した資料である。 一木作りで、 長軸32cm程である。 柄部分が2.6 · 2.2cm 
程 の 隅 丸方形、 頭部分が長軸11.5cm程で径 6cm程の 円 形である。 52 -5063は52SE8から 出 土した。
頭部分のみで方形の差し込み穴が残る。 柄と別作りで、 組み合わせたものと推測できる。 長軸16cm
程、 径 5 cm程である。 76 -993は横槌である。 一木作りで、 全長72cm程の大型の資料である。 柄は
径5cm程と細く、 長軸方向にケ ズ リが行われる。 頭部は径15cm程の 円形で、 全体が粗いケ ズ リで整
形される。 中央付近の摩耗が著しい。

このほか、 内側の堀跡(56次調査） から鍬先 が 1 点 出 士している (56 -4044)。 方形の穿孔があり、
下方が摩耗して いる。 長軸21.4cm、 幅14.0cm、 厚さ2.3cm程である。 また、 後述するように金属製品
でも鋤先 が 1 点 出土している。

〇紡織具
A . 糸巻 54点が出土している。 枠木と横木に分かれる。 なお、 横木に通す軸棒は針等に分類した資
料に含まれる可能性があるものの 、 明確には確詔できていない。 糸 巻きは、 いずれも4本の枠木と上
下 2 対に 2 本が相 欠きで組む横木が結合する形状に復元できる。

内側の堀では南端部 (21SD1) から4点、 北端部(41SD2) から2 点が 出 士し て いる。 外側の堀
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m 発掘調査の成果

で は 南 端 部 (21SD2) か ら 6 点 が 出 士 し て い る 。 こ の ほ か、 井 戸 跡 か ら ま と ま っ て 出 土 し て お り 、

28SE12か ら 3 点 、 50SE3か ら 1 点が 出 土 し て い る 。 28SE16か ら は2 1 点 、 31SE8か ら は 19点 と 特 に 多 く

の 点数が出土 し て い る 。

28SE16か ら は 3 層 か ら 他 の 木 製 品 と と も に 出 土 し て い る 。 枠 木 が 4 本 出 土 し て お り 、 長 軸23~

24cm程で あ る 。 上 下 の 柄 穴 の 間 が直線的 な も の と 挟れ る も の があ る 。 横 木 は 大 き さ 、 形状 と も に 複

数 の 種 別 に 分類 可 能 で あ る 。 長軸 は6~ 12cm程 で 、 幅 は2~4cm程 と 幅 を も つ 。 形状で は 柄 が明 瞭 に

段 を も っ て 作 り 出 さ れ る も の と 細 く 削 り 出 し て 柄 部 を 整形す る も の があ る 。

31SE8か ら は 3 層 か ら 他 の 木 製 品 と と も に 出 土 し て い る 。 枠 木 が 6 本 出 土 し て お り 、 長 軸22 ~

23cm程 で あ る 。 柄 穴 の 間 は扶 れ る 形 態 が 多 い が直線的 な 形態 も 含 み 、 両者が あ る 。 横 木 は 大 き さ 、

形状 と も に 複数 の 種 別 が認識で き る が、 28SE16で の 事例 と 異 な り 柄 が段 な どで 明 瞭 に 作 り 出 さ れ る

資料が な く 、 無段 で細 く 削 り 出 し て 柄 部 を 整形す る も の で 占 め ら れ る 。 長軸 は lO~ l lcm程で、 幅 は

3 ~ 4 cm程 と 幅 を も つ 。 ま た 、 埋 ー 3281 は枠 木 の 柄 に 横 木が結 合 し て い る が、 他 の 横木 と 異 な り 細

い 板が組み合 う 。 ま た 、 横木の埋 ー 3286 は 相 欠 き が通常 は長軸 に 対 し て 直交方向 に 形成 さ れ る の に 対

し て 、 長軸 に 対 し て 斜行 す る 。

表31 糸巻一覧

遥物番号 出 土巡構
埋 — 554 21SD1 
埋 ー 555 21SD1 
埋 ー 556 21SD1 
埋 ー 557 21SD1 
埋 ー 1 125 41SD2 
埋 ー 1126 41SD2 
埋 ー 1535 23SG1 
埋 ー 2357 28SE4 
埋 ー 2519 28SE12 
埋 ー 2520 28SE12 
埋 ー 2521 28SE12 
埋 ー 2756 28SE16 
埋 ー 2757 28SE16 
埋 ー 2758 28SE16 
埋 ー 2759 28SE16 
埋 ー 2760 28SE16 
埋 ー 2761 28SE16 
埋 ー 2762 28SE16 
埋 ー 2763 28SE16 
埋 ー 2764 28SE16 
埋 ー 2765 28SE16 
埋 ー 2766 28SE16 
埋 ー 2767 28SE16 
埋 ー 2768 28SE16 
埋 ー 2769 28SE16 
埋 ー 2770 28SE16 
埋 ー 2771 28SE16 
埋 ー 2866 31SE2 

備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚 ）
枠木。 210 · 1 1  · 1 .3cm。
横木。 80 · 24 · 04cm。
横木。 91 · 27 · 07cm。
横木。 (51) · 26 · 08cm。
横木。 ( 104) · 37 · 09cm。
横木。 124 · 4.8 · 0.9cm。
枠木。 (90) · 1 0 · 1 1cm。
枠木。 226 · 1 8 · 0 9cm。
横木。 (58) · (25) · 08cm。
横木。 1 10 · 32 · 09cm。
枠木。 243 · 11 · 14cm。
枠木。 22.7 · 1 3 · 2 0cm。
枠木。 22.8 · 1 3 · 1 8cm。
枠木。 227 · 1 2 · 2 0cm。
枠木。 (8.3) · ( 12) · 14cm。
横木。 93 · ( 12) · 1.4cm。 2枚組合。
横木。 ( 1 17) · 4 2 · 1 3cm。
横木。 67 · 24 · 0.8cm。
横木。 (65) · 24 · 11cm。
横木。 69 · 24 · 10cm。
横木。 (54) · 2.4 · 1.2cm。
横木。 (68) · 41 · 1.2cm。
横木。 78 · 25 · 11cm。
横木。 80 · 2.5 · 09cm。
横木。 72 · 22 · 1.0cm。
横木。 75 · 2.4 · 10cm。
横木。 90 · 8.9 · 06cm。 2 枚組合。
枠木。 215 · 1 2 · 1 5cm。

造物番号 出土遣構
埋 ー 3273a 31SE8 
埋 ー 3273b 31SE8 
埋 ー 3273c 31SE8 
埋 ー 3274a 31SE8 
埋 ー 3274b 31SE8 
埋 ー 3274c 31SE8 
埋 ー 3275 31SE8 
埋 ー 3276 31SE8 
埋 ー 3277 31SE8 
埋 ー 3278a 31SE8 
埋 ー 3278b 31SE8 
埋 ー 3279 31SE8 
埋 ー 3280 31SE8 
埋 ー 3281 31SE8 
埋 ー 3282 31SE8 
埋 ー 3283 31SE8 
埋 ー 3284 31SE8 
埋 ー 3285 31SE8 
埋 ー 3286 31SE8 
埋 ー 3287 31SE8 
埋 ー 5012 21SD2 
埋 ー 5013 21SD2 
50 - 4004 50SE3 
69 - 257 21SD2 
69 - 258 21SD2 
69 - 259 21SD2 
69 - 260 21SD2 

備考 （ 長 さ ・ 幅 · 厚）
枠木。 219 · 12 · 15cm。
横木。 1 17 · 4 1 · 0 8cm。
横木。 1 19 · 3 6 · 0 9cm。
枠木。 220 · 1 2 · 1 4cm。
横木。 1 16 · 38 · 08cm。
横木。 117 · 40 · 08cm。
枠木。 236 · 1 5 · 2 1cm。
枠木。 233 · 1.6 · 1 8cm。
枠木。 22.8 · 1 3 · 1 5cm。
枠木。 235 · 1 4 · 1 9cm。
横木。 101 · 3 4 · 0 9cm。
横木。 101 · 10 3 · 11cm。
枠木。 205 · 1 4 · 2 0cm。
枠木。 218 · 15 · 15cm。
枠木。 245 · 16 · 11cm。
横木。 99 · 34 · 09cm。
横木。 99 · 34 · 09cm。
横木。 87 · 3.7 · 0 6cm。
横木。 (4.4) · (23) · 06cm。
横木。 1 10 · 2 1 · 0.8cm。
枠木。 225 · 11 · 1.4cm。
枠木。 222 · 1 2 · 1 6cm。
枠木。 195 · 19 · 13cm。
横木。
枠木。 227 · 2 1 · 1 5cm。
枠木。 (75) · 09 · 08cm。
枠木。 ( 173) · 1.7 · 1.4cm。

B . 御簾錘 御簾 を 編 む 際 に錘 と し て 用 い ら れ る 、 御簾錘 と し て 分類 さ れ た 資料で あ る （渡辺 1993) 。

21SD 1 か ら 2 点 （埋 ー 558 · 559) 、 21SD2 か ら 1 点 （埋 ー 5019) が 出 土 し て い る 。 長 軸 16� 18cm程 の

径 2 cm程 の 円 形 の 棒状で 、 片 側 の休部が細 く 削 り 出 さ れ頭部 と の 境 に 段 を 形成 し て 作 り 出 さ れ る 。

C . そ の他 紡錘車 と み ら れ る 資料 が 3 点 あ る 。 埋 ー 740 は 内 側 の 堀 の 南端部 (21SD 1 ) か ら 出 上 し
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m 発掘調査の成果

た 。 直 径 4 cm程 の 円 形 の 板 に 中 央 に 棒 が刺 さ る 。 70SK22か ら 出 土 し た70 - 497 は 円 形 の 板 で 、 紡輪

の 可 能性が あ る 。 74 - 976は 内 側 の堀 の北端部 (72SD 1) で 出 土 し た 円 形 の 薄 い 板 材 で あ る 。 穿 孔 の

痕跡 と 推定 し た が、 中 央 か ら や や ず れ る 可能性 も あ り 確定で き な い 。 な お 、 後掲す る よ う に 金属 製 の

紡錘車 も 内側 の堀 (21SD 1) の 南端部周 辺 で 出 土 し て い る 。

こ の ほ か に 紡織具 あ る い は 類 す る も の が複 数 点 出 土 し て い る 。 21SE7か ら 出 土 し た 1 点 （ 埋 一

3291) は 格子 に も 類似 す る が、 紡織具 の 可 能性 も あ る 。 50SE3か ら 出 土 し た 資 料 (50 - 401 1 ) 、 69次

で外側 の 堀 か ら 出 土 し た 資料 (69 - 261 ) も 紡織具の可能性があ る 。 ま た 、 そ の ほ か に も 紡織具か確

定で き な い が可能性が指摘 さ れ て い る 資料があ る （前川2015) 。 21SK8か ら 出 土 し た 1 点 （埋 ー 3455)

と 外側 の 堀 か ら 出 土 し た 1 点 （埋 ー 5020) は舞羽 と 呼ばれ る 紹か け と 推定 さ れて い る 。 ま た31SE7か ら

出土 し た 1 点 （埋 ー 3262) 、 21SK55か ら 出土 し た 1 点 （埋 ー 3514) も 紡織具の可能性が指摘 さ れて い る 。

〇運搬具

A . 修羅 修羅 と み ら れ る 資料が23SG1池跡か ら 1 点 出土 し て い る （ 図 175 - 57、 57次調査） 。 出 土 土

層 か ら II 期 池造成 時 の 資料 と み ら れ る (189頁） 。 II 期 池で確認 さ れ て い る 景石等の存在 と 整合す る と

の 把握 も 可 能 で あ ろ う 。 資 料 は 自 然木 で 、 2 本 に わ か れ る 。 全長140cm程 、 幅76cm 程 で あ る 。 2 本

の 枝 部 に は 、 先端部 に 近 い 位 置 に 挟 り が各 2 カ 所入 る 。 縄等 の 引 掛 け る も の で あ ろ う か。

〇漁榜具

A . 網 針 21SD1 か ら 1 点 出 土 し て い る （埋 ー 560) 。 残存長15.5cm程で 幅4.3cm程 の 板 材 で あ る 。 一

端 は 歯が 3 本成形 さ れ 、 も う 一 端 は 中 央が深 く 挟れ て 2 本 の 歯 の よ う に な る 。 こ の 資料の形状 の み か

ら は網針 と し て の 特定が難 し い が、 古代 の 資料 で は 福 島 県大猿田遺跡 で網針が報告 さ れ て い る （福 島

県教委1997) 。

表32 扇 骨 一 覧

追物番号 出 土辿構 備考 （ 長 さ ・ 幅 · 厚） 追物番号 出土造構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋 ー 563 21SD1  087) · 09  · 03cm。 50 - 4006 50SE3 ( 124) · 17 · 04cm。
埋 ー 564 21SD1 (7 2) · 0 9 · 0.2cm。 52 - 5050 52SE8 450 · 20 · 05cm。
埋 ー 565 21SD1 (70) · 18 · 03cm。 52 - 5051 52SE8 ( 15.0) · 15 · 0 3cm。
埋 ー 915 23SD34 (76) · 1 . 1  · 05cm。 52 - 5052 52SE8 ( 180) · 3.0 · 03cm。
埋 ー 1 130 41SD2 ( 19. 1 )  · 1.3 · 0 5cm。 要残存。 52 - 5053 52SE8 (21 0) · 1 5 · 0.4cm。
埋 ー 1 131 41SD2 23 1 · 1 4 · 0 4cm。 52 - 5054 52SE8 25 0 · 1 0 · 0 3cm。
埋 ー 1 132 41SD2 23 1 · 1 5 · 0 5cm。 52 - 5055 52SE8 25.0 · 1 0 · 0 3cm。
埋 ー 1 133 41SD2 231 · 15 · 04cm。 55 - 4010 55SE1 (32 3) · 15 · 0 3cm。
埋 ー 1653 21SE2 (21 0) · 1.2 · 0 3cm。 要 残 存。 2 本 55 - 401 1  55SE1 (32 1 )  · 1.5 · 0 3cm。

l,'，'士i'1
,Lに‘

r o 55 - 4012 55SE1 (76) · 15 · 03cm。
埋 ー 2356 28SE4 (61)  · 2 1  · 0.3cm。 55 - 4013  55SE1 (24 5) · 1 8 · 0 5cm。
埋 ー 2405 28SE5 (71 )  · 1.3 · 04cm。 55 - 4014 55SE1 (20. 1 )  · 1 .9 · 0.3cm。
埋 ー 2807 28SE17  (238) · 09  · 03cm。 56 - 4047 56SD38 ( 140) · 1.3 · 05cm。
埋 ー 2808 28SE17 (226) · 09 · 0.3cm。 74 - 1048 72SD1 (93) · 13 · 03cm。
埋 ー 2809 28SE17 (207) · 09 · 03cm。 74 - 1 133 41SD2 (7 7) · 1 7 · 0 3cm。
埋 ー 2810 28SE17 (22.0) · 08 · 03cm。 74 - 1 140 41SD2 (73) · 13 · 05cm。
埋 ー 281 1 28SE17 (200) · 07 · 03cm。 74 - 1052 72SD1 ( 103) · 15 · 0.2cm。
埋 ー 2812 28SE17 ( 189) · 07 · 03cm。 74 - 1085 72SD1 33 8 · 1 9 · 0 3cm。
埋 ー 3519 2 1SK55 26 1 · 1 0 · 0 3cm。 75 - 694 Cl~3層 ( 168) · 07 · 0.3cm。
埋 ー 3677 23SK83 (268) · 11 · 04cm。
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〇服飾具
A . 扇 ・ 扇 骨 扇 骨 が38点出土 し ている。 内 側
の堀跡では南端部 (21SD1) から4点、 猫間 ヶ 淵
周 辺 (56SD38) から 1 点、 北端邸 (41SD2) か
ら9点出土 し ている。 井 戸跡では21SE2、 28SE4、
28SE5、 21SK55、 23SK83から各 1 点が出士 し て
いる。 その はか、 井戸跡には複数点が出土 し てい
る遣構がある。 21SE2出上の資料 （埋 ー 1653) は

表33 横櫛一覧
追物番号 出土辿構
埋 ー 562 21SD1 
埋 ー 2397 28SE5 
狸 ー 4283 21SX4 
埋 ー 501 1 21SD2 
50 - 4008 50SE3 
52 - 5056 52SE8 
52 -5057 52SE8 
74 - 1053 72SD1 

3 i， 1 ＇1土辿物

価考 （ 長 さ ・ 1|lii,1 ． I晶 ）
(30) : 27 · 07cm。 由21 本。
(39) · 37 · 09cm。 l加65本。
(53) · 35 · 0.9cm。 l:J;i60オ凡。
(76) · 34 · 09cm。 歯84本。
(45) · 37 · 08cm。
(50) · 35 · 05cm。 歯59本。
(5.0) · 40 · 05cm。 歯76本。
(2 7) · 4 3 · 0 6cm。 由8本

2 本の骨が要で結合 し ている。 28SE17からは竹製の扇骨が 6本ま と まって出上 し ている。 52SE8から
は4本の骨が要で結合 し て出土 し ているほ か (52 -5050) 、 5本の骨が出上 し ている。 55SE1からは
3 本が出土 し ている。

長軸は23~25cm程で、 幅1.5~2 cm程である。 長軸45cm程 と 大型の資料もある(52 -5050) 。 骨の
全形が残る資料は少ないが、 全体が長方形で先 端部も長軸に対 し直交する形態である。

B 櫛 横櫛が 8 点出土 し ている （表33) 。 52SE8から2 点出上 し ている ほか、 各遺構からいずれも
1 点ずつの出士である。 いずれも一端が欠損 し てお り 、 器形の全体が判明する資料はない。

なお、 平泉町教育委員会による11次調査では 1 号土坑から竪櫛が 1 点出土 し ている (11次調査、 平
泉町教委1983) 。

C . 留針 片側も し くは両端が尖る棒状の資料で、 針 と される資料がある。 器形からは箸やその他の
資料が混じる可能性もある。

D . 下駄 123点が出土 し ている。 連歯下駄 と 台部 と 歯を別に作る差歯下駄の両者がある。 連歯は41
点、 差歯は17点、 歯のみで分類不能なものが63点である。

内側の堀から多く出士 し ている。 南端部 (21SD1) から20点、 猫間 ヶ 淵周辺から3 点、 北端部から
70点 と 、 特に北端部周辺で多く出土 し ている。 外側の堀からは、 南端部から4点、 猫間 ヶ 淵周辺から
8 点出土 し ている。 この ほ か、 21SE2から4点、 21SE4 · 31SE2から 1 点、 31SE3から2 点、 31SE4か
ら 1 点、 31SE8から 1 点、 31SK40から 1 点、 50SE3から2 点 と 井戸跡等からそれぞれの遺構からは少
量だが出土 し ている。

台部は楕 円形で端部に角 を形成 し ない 曲 線の小 判型が多く、 端部が隅 丸方形になる方形もみられ
る。 台部は長軸23cm前後で、 幅12cm前後である。 長幅比は平均で1.9 と なる。

歯の下端部は台部 と 同一の幅で端部まで成形されるものが主体 と なるが、 幅が広が り 台形になるも
のが少数含まれる。 また、 歯の側面形状では直線で両側辺が平行になるものを主体 と し 、 台形状に近
い資料もあるが傾斜は顕著ではない。 前壺は中央に穿孔される資料が多い。 左右に偏る資料でも、 偏
り は小 さく中心 寄 り の位置に穿孔される。 後壺はいずれも後歯の前に位置する。 なお、 壺形状は前壺が

後壺に比 し て小 さいものが多い。 穿孔はキ リ 状のエ具を主体 と し 、 火箸による穿孔が少数みられる。
差歯下駄の歯の柄穴の数は前後で2 - 1 と なるものが多いが、 前後で 1 - 1 と なる資料もある。 柄

穴の形状も方形を基本 と するが、 三 角 形 と なるものも 1 点含まれる。
木取 り は台部を基本にみる と 、 柾目、 板目の両者がみられ、 特定の木取 り を選択する様相は顕著で

はない。 差歯下駄では台部 と 歯で樹種が異なるものもある。 漆が塗布された下駄も少量含む。
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m 発掘調査の 成果

表34 下駄一 覧

遣物番号 出土逍構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚） 逍物番号 出土逍構 備 考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋-577 21SD1 差歯。 歯のみ。 埋-2941 31SE3 連歯。 台部254 · 137cm。
埋-578 21SD1 差歯。 歯のみ。 埋-2957 31SE4 連歯。 台部217 · 1 13cm。
埋-579 21SD1 差歯。 歯のみ。 埋-3294 31SE8 連歯。 台部233 · 91cm。
埋-580 21SD1 差歯。 歯のみ。 埋-3862 31SK40 連伯。
埋-581 21SD1 差歯。 歯のみ。 埋-5018 21SD2 連歯。
埋-582 21SD1 連歯。 台部221 · 121cm。 50-4001 50SE3 連歯。 台部231 · 125cm。
埋-583 21SD1 連歯。 台部221 · 11 4cm。 50-4002 50SE3 連歯。 台部(212) · 10 5cm。
埋-584 21SD1 連歯。 台部225 · 1 19cm。 56-4051 56SD39 歯のみ。
埋-585 21SD1 連歯。 台部235 · -cm。 56-4055 56SD39 連歯。
埋-586 21SD1 連歯。 台部239 · 119cm。 56-4092 56SD39 連歯。
埋-587 21SD1 連歯。 台部(207) · -cm。 56-4095 56SD39 差歯。 歯のみ。
埋-588 21SD1 差歯。 56-4108 56SD39 歯のみ。
埋-589 21SD1 連歯。 68-202 92-72 連歯。 台部224 · 134cm。
埋-590 21SD1 差歯。 68-203 90-70 連歯。
埋-591 21SD1 連歯。 台部231 · -cm。 68-204 91-72 差歯。
埋-592 21SD1 連歯。 台部(216) · -cm。 69-344 21SD2 歯のみ。 漆付着。
埋-593 21SD1 差歯。 台部22412.2cm。 69-345 21SD2 襟付着。
埋-594 21SD1 差歯。 70-101 21SD2 連歯。
埋-595 21SD1 差歯。 72-327 72SD2 歯のみ。
埋-596 21SD1 差歯。 74-962 72SD1 歯のみ。
埋-1 139 41SD2 歯のみ。 74-963 72SD1 歯のみ。
埋-1 140 41SD2 歯のみ。 74-964 72SD1 歯のみ。
埋-1141 41SD2 歯のみ。 74-965 72SD1 歯のみ。
埋-1 142 41SD2 歯のみ。 74-966 72SD1 歯のみ。
埋-1143 41SD2 歯のみ。 74-967 72SD1 歯のみ。
埋-1144 41SD2 歯のみ。 74-968 72SD1 歯のみ。
埋-1145 41SD2 歯のみ。 74-1025 72SD1 歯のみ。 漆付藩。
埋-1146 41SD2 歯のみ。 74-1026 72SD1 歯のみ。 漆付着。
埋-1147 41SD2 歯のみ。 74-1027 72SD1 歯のみ。
埋-1 148 41SD2 歯のみ。 74-1028 72SD1 歯のみ。
埋-1 149 41SD2 連歯。 台部225 · 1 19cm。 74-1029 72SD1 歯のみ。
埋-1 150 41SD2 連歯。 台部234 · 1 15cm。 74-1030 72SD1 歯のみ。
埋-1 151 41SD2 連歯。 台部251 · 121cm。 74-1031 72SD1 歯のみ。
埋-1152 41SD2 連歯。 台部238 · 120cm。 74-1032 72SD1 歯のみ。
埋-1153 41SD2 連歯。 74-1033 72SD1 歯のみ。
埋-1154 41SD2 連歯。 74-1034 72SD1 連歯。 台部180 · -cm。
埋-1155 41SD2 連歯。 74-1035 72SD1 歯のみ。
埋-1 156 41SD2 差歯。 漆塗 り 。 台部22.6 · 136cm。 74-1036 72SD1 歯のみ。
埋-1 157 41SD2 連歯。 74-1037 72SD1 歯のみ。
埋-1 158 41SD2 連歯。 229 · 124cm。 74-1038 72SD1 歯のみ。
埋-1 159 41SD2 歯のみ。 74-1039 72SD1 歯のみ。
埋-1160 41SD2 歯のみ。 74-1040 72SD1 歯のみ。
埋-1 161 41SD2 歯のみ。 74-1041 72SD1 歯のみ
埋-1162 41SD2 歯のみ。 74-1042 72SD1 差歯。 歯のみ。
埋-1 163 41SD2 歯のみ。 74-1043 72SD1 歯のみ。
埋-1 164 41SD2 歯 の み 74-1044 72SD1 連歯。 台部233 · 122cm。
埋-1 165 41SD2 歯のみ。 漆付着。 74-1045 72SD1 連伯。 台部208 · 16.1cm。
埋-1166 41SD2 歯のみ。 74-1047 72SD1 連歯。 台部22.8 · 131cm。
埋-1167 41SD2 歯のみ。 74-1051 72SD1 歯のみ。
埋-1 168 41SD2 歯のみ。 漆付着。 74-l l lO 72SD1 歯のみ。
埋-1313 41SD2 連歯。 台部227 · -cm。 74- 1 1 15  41SD2 歯のみ。
埋-1314 41SD2 連歯。 漆塗 り 。 74-1 1 18 41SD2 歯のみ。
埋-1315 41SD2 歯のみ。 漆付着。 74-1120 41SD2 歯のみ。
埋-1316 41SD2 歯のみ。 74-1121 41SD2 差歯。 歯のみ。
埋-1317 41SD2 歯のみ。 75-513 21SD1 連歯。 漆付着。
埋-1654 21SE2 連歯。 230 · 1 1.0cm。 75-516 21SD1 連歯。 漆付殖。
埋-1655 21SE2 差歯。 歯のみ。 75-525 21SD1 歯のみ。
埋-1656 21SE2 75-565 21SD2 歯のみ。
埋-1989 21SE4 歯のみ。 75-599 21SD2 連歯。 台部229 · 1 19cm。
埋-2897 31S£2 歯のみ。 漆付着。 75-600 21SD2 歯のみ。
埋-2940 31SE3 連歯。 台部25.3 · 12.9cm。
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皿 発掘調査の成果

E 草履状木製品 21SD1 (23SD34) から 1 点出上している（埋 ー 925) 。 長さ21.4cm、 幅10.0cm程
で、 底面に挟り込みがある。

〇容器
A . 曲物 器形が残るのは 5 点のみだが、 破片資料も含めて円形の 曲 物が多い。 底板のみの資料など
では折敷 と の分類が難しいものも含む。

完形の 円 形 曲 物は21SE1から2 点（埋 ー 1585 · 1586) 、 21SK23から2 点（埋 ー 3406 · 3407) 出土し
ている。 埋 ー 1585 · 1586は径30. 6cm程で高さが20~24cm程である。 埋 ー 3406 · 3407は径25cm程で
高さ20cm程である。 側板は樺皮綴じにより円 形に綴られ、 底 板 と は木釘で止められる。 いずれも猶
をはめており、 上下2 本が残存するものが3 点で、 1 本のみのものも本来は上下にはめた と みられ
る。 籠も樺皮綴じで綴じられている。 内面にケ ビ キが入る資料もあり、 側板のみの資料でもケ ビ キに
よって 曲 物 と 判別できる資料もある。 なお、 円 形 曲 物では内面に漆が付着する資料がある。

方形曲 物は器形がわかるものは28SE4から出土した 1 点のみである（埋 ー 2364) 。 長軸47.8cm、 短
軸41.4cm と 大翌の器形で、 側板の高さは 7cm程である。 側板は樺皮綴じで、 木釘で止められる。
B 箱 21SD1から2 点（埋 ー 619 · 621) 、 21SK78から温石を入れた箱が 1 点（埋 ー 3539) の計3 点
が出士している。
C . 栓 棒状の木製品で、 一端が細くなり壷等の栓 と 推測できる資料を栓 と して分類している。 15点
が出上している。 用途不明 と されている資料などにも同様のものが含まれる可能性が高い。

内側の堀 (21SD1 · 41SD2) からの出土が多く、 その他の遺構からは少量ずつの出土でま と まりは
ない。

52SE8から3 点が出土している。 これらは長軸7.5~9.0cm程で幅1.2~1.8cm程の細い器形である。
楔 と しての利用も想定される。

表35 栓一覧
追物番号 出土追構
埋 ー 614 21SD1 
埋 — 615 21SD1 
埋 ー 616 21SD1 
埋 ー 617 21SD1 
埋 ー 618 21SD1 
埋 ー 919 23SD34 
埋 ー 1 189 41SD2 
埋 ー 2432 28SE7 

備考 （ 長 さ ・ 幅 ・ 厚 ）
66 · 26 · 28cm。
(71) · 42 · 30cm。
(47) · 2.2 · 21cm。
(79) · 33 · 32cm。
( 1 2  0) · 2.5 · 2.1cm。
棒状。 ( 158) · 18 · 14cm。
36 · (85) · 74cm。
66 · 58 · 28cm。

遣物番号 出 上遺梢 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋 ー 4282 21SX4 (94) · 24 · 22cm。
52 -5081 52SE8 75 · 1.2 · 08cm。
52 -5082 52SE8 65 · 18 · 07cm。
52 - 5083 52SE8 9 0 · 1 5 · 0.8cm。
55 - 4004 55SE1 3 4 · 3 1 · 2.4cm。
69 - 264 21SD2 42 · 64 · —cm。
70 -496 70SK22 32 · 30 · 24cm。
70 - 496 70SK22 32 · 30 · 24cm。

D . そ の他 椀の可能性がある資料が2 点ある。 いずれも内側の堀から出土している（埋 ー 622、 78
-565) 。 ただ し これらは残存が悪く、 漆膜が剥 落した資料で漆器であった可能性が高い と 思われる。
なお、 漆器類については後述する。

内側の堀 (72SD1 · 41SD2) から荒型 と みられる資料が2 点出土している。 いずれも北端部 と した
範囲から出土している。 埋 ー 1169は、 椀等の未製品 と みられる。 口 径が16.0~18.2cm程で、 底 径10.0
~ 10.3cm程、 器高 7 cm程である。 内外面 と もに粗いケ ズ リ で成形される。

もう 1 点は（図64 -89、 74 -1057) 、 D 径が10.9cm程度で、 器高3.2cm程度 とやや小 振りな資料で
ある。 粗いケ ズ リ 痕が残る資料である。
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〇食事具
A . 箸 箸とされる資料は、 約330点が報告されている。 遣
構ごとに出土量を示す。 小 片になった木片などを含めればよ
り多くの資料の存在が推察でき、 木材の燃料材としての再利
用や 、 他製品へ転用 された資料の存在も想定できよう。

細長い棒状の木片で、 全体にうすい削 りにより整形され
る。 中央部付近がやや器厚があるがこの部分も削りにより整
形が行われ、 折れなどの痕跡をとどめる範囲はみられない。
両端部が細い削りにより整形される、 両 口である。 片 口や寸
桐は確認できない。 先 端部の形状は① 尖るもの、 ② 方形に
整形、 ③ 鈍い丸形の3 者がある。 摩滅などの長期の使用に
よると考えられる痕跡は顕著ではなく、 多くは製作時の形状
を基本的にとどめる。

中央邸から端部まで全体にケ ズ リにより整形が行われてい
る。 端部付近で一単位削りが追加される場合が多い。 断面形
は削りによる整形により多角形で円形に近い形態に仕上げら
れているものが多く、 中央部が平坦な長方形の資料も一定量
含まれるものの、 全体が多角形の資料が多数を 占める。 やや

3 出土辿物

表35 遺構 ご と の 出 土量 （箸）
辿構名 ，点数

内側の堀 (2 1SD1 ) 
(56SD38 · 72SD1 )  46 
( 72SD1 )  

外側の堀 ( 2 1SD2 ) 
(56SD39 · 72SD2) 67 
( 72SD2) 

21SE3 1 
28SE2 l 
28SE4 3 
28SE6 4 
28SE12 2 
31SE7 138 (414) 
36SE2 2 
36SE3 3 
41SE4 3 
21SK55 1 
49SE1 1 
50SE3 ， 
52SE8 29 
52SE10 1 
52SK10 1 
55SE1 14 
56SK33 5 

角張った形状で方形に近いものもあるが、 隅 丸の形状を基本とする。 断面形状が方形を主体とする
ち ゅ う木やその他の部材片とは異なり、 平面形態とあわせて区別できる可能性が高い。

次に箸の形態 的な特徴を示す数値的な属性を確認する。 長軸が20-25cmの資料が多く、 18cm以下
のものや26cm以上のものはきわめて少ない。 平均では22cmである。 もっとも多くの資料が出土した
31SE7井戸跡では414本の出士が報告されている （岩手埋文1995) 。 このうち 、 箸と明確に識別でき計
測できた資料は138本あったが、 長軸は20.2-27.4cmの範囲に収まり、 平均では23.6cm、 偏 差は1.6と
なる。
B . 匙 5点が出土している。 いずれも細い板で 表37 匙一覧
成形された匙形の木製品で、 身が受け皿状になる
ような剖 物の匙は確認されていない。 内側の堀

(21SD1) の南端部から3 点、 21SE3と外側の堀
から各 1 点出土している。
C . 杓子 18点が出土している。 内側の堀から多

追物番号
埋 ー 669
埋 ー 670
埋 — 671
埋 ー 1889
56 - 4093 

出 土遺構
21SD1 
21SD1 
21SD1 
21SE3 
56SD39 

備考 （ 長 さ ・ 幅 ・ 厚 ）
1 1  5 · 2 0 · 0 4cm。
82 · (33) · 04cm。
(6 9) · 31 · 0 3cm。
(68) · 13 · 02cm。
16 0 · 31 · 1 0cm。

く出上し、 南端部で5点、 北端部で4点が出土している。 外側の堀では南端部で 1 点、 猫間 ヶ 淵周辺
で 1 点が出土している。 そのほか、 21SX4、 28SE2、 31SE4、 50SE3から 1 点が、 52SE8から3 点が出
土している。 柱穴の底面から出土した資料は礎板として再利用されたとみられる。

多くの資料は長軸23-30cm程、 幅6~13cm程である。 74 -1059は 身の両端に穿孔があり、 痕 跡が
連続する。

また、 大型の資料があり、 31SE1から出土した資料 （埋 ー 2822) は長軸70cmと大型で器厚も2.2cm
程である。 両面ともに丁寧に整形されている。 52 -5257も長軸70cm程と大型の器形である。 52SB25
の礎板として用 いられている。
D . 折敷 折敷は破片が多く出土している。 このほかにも再加 工された板材なども多く、 小破片と
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表38 杓子一覧

造物番号 出 土 逍構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚） 遣物番号 出 土追構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋 ー 672 21SD1 ( 1 57) · 62 · 06cm。 50 - 4003 50SE3 245 · 64 · 08cm。
埋 ー 673 21SD1 237 · 65 · 06cm。 52 - 5060 52SE8 ( 140) · 75 · 03cm。
埋 ー 674 21SD1 27 5 · 7 2 · 0 4cm。 52 - 5061 52SE8 ( 170) · 45 · 0.4cm。
埋 ー 675 2 1SD1 28 5 · 6 8 · 0 6cm。 52 - 5062 52SE8 270 · 50 · 0.3cm。
埋 ー 676 21SD1 291 · 78 · 07cm。 52 - 5257 52SB25 大型 ・ 部材か。 700 · 130 · 20cm。
埋 ー 1 1 94 41SD2 (207) · 60 · 08cm。 56 - 4054 56SD39 31 4 · 13 7 · 0 5cm。
埋 ー 1 195 41SD2 30 4 · 6 7 · 0 6cm。 69 - 248 21SD2 21  2 · 6 4 · 0 4cm。
埋 ー 2073 28SE2 23 3 · 5 1 · 0 8cm。 74 - 1004 72SD1 40 7 · 12 7 · 0 5cm。
埋 ー 2822 31SE1 大製。 706 · 216 · 柄幅49 · 22cm。 74 - 1059 72SD1 杓子状。 186 · 8.9 · 06cm。
埋 ー 4285 21SX4 30 0 · 8 1 · 0 6cm。

な っ た 資料 に も 多 く 含 ま れ る 。

内 側 の 堀 (21SD1 · 56SD38 · 72SD1 ) か ら 46点 、 外側 の堀 (21SD2 · 56SD39 · 72SD2) か ら 52点 出

士 し て い る ほ か 、 井戸跡 か ら 多 数 出士 し て い る 。 完 形 に 近 い 資 料の 多 く は井戸跡か ら の 出 上 で あ る 。

ま た 、 後述す る 文字資料 に も 折敷への墨書が多 く 確認 さ れ る ほ か 、 折敷 を 再加工 し た 資料 や そ の残材

も 多 い 。

完形の折敷や器形が把握 で き る 資料 は 多 く な い が、 1 ) 桟 の 有無 、 2 ) 四 隅 の 仕 上 げに よ り 、 器形の

分類が可 能 で あ る 。 桟 は 桟 は厚 さ が均等 な 断面方形の板材 を 基本 と し 、 綴 じ は皮 と 木釘があ る 。 二個

一対の穿孔 は 皮綴 じ に 限定 さ れ、 一 辺 に 複数 の 穿孔がみ ら れ る 資 料 は 木釘が多 い 。 桟 と 綴 じ 部材 は破

損す る 資料が多 く 、 桟 の 有無 と 接合方法 は 穿孔 の 痕跡 か ら 確認で き る 場合が多 い 。

四 隅 の 仕 上 げ は 直角 と 隅切 り 、 円 弧 を 描 く も の に 分 け ら れ る 。

完 形 資料 で は 長軸27�30cm、 短軸 l8~20cm程 で あ る 。 器 形 に 幅 があ り 、 器厚 に も 概 ね 平面 形状 に

比例 し て0.2� 1 .  0cm程 と 幅があ る も の0.4cm程 に 分布 が ま と ま る 。 木取 り は柾 日 材が大 多 数 を 占 め 、

板 目 材 は き わ め て 少 な い 。 木 目 方 向 は 多 く が長軸方 向 に平行 し 、 短軸方 向 に平行す る 資料 は 少 な い 。

猫 間 ヶ 淵周 辺 か ら 出 土 し た 資料 は （ 図53 - 1 1 、 56 - 4109) 、 桟 も 残 る 完形品 で底 面 に 円 形 の 刺 突痕

が連続す る 。

表35 遺構 ご と の 出 士量 （折敷）

l 逍構名 I 点数
内 側 の堀 (21SD1 )  

(56SD38 · 72SD1 )  46 
(72SD1 )  

外側の堀 (21SD2) 
(56SD39 · 72SD2) 52 
(72SD2) 

21SE2 1 
21SE3 5 
28SE2 23 
28S£3 1 
28SE4 8 
28SE5 3 
28SE1 1  1 0  
28SE12 1 
28SE16 7 
31SE2 1 
31SE6 1 
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遠構名 点数
31SE7 1 
31SE8 2 
36SE3 2 
21SK55 1 
21SK81 1 
31SK80 4 
49SE1 17 
50SE3 18 
52SE8 40 
55SK29 ， 
55SK35 1 
55SK40 5 
55SE1 1 
56SK26 1 
56SK33 1 
70SK22 20 
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m 発掘調査の成果

文房具
A . 物差 21SD1から 1 点（埋 ー 682) 、 28SE16から 1 点（埋 ー 2745) が出士している。 埋 ー 682は長
軸47.6cm程、 幅2.4cm程、 厚さ1.0cm程の板材である。 基点とみられる位置に「 ・ 」が刻 まれ、 5 寸
の位置 に「 ・ 」が刻まれ罫線が2 本重なる。 1 寸の長さが2.87~ 3.00cmで平均2.939cmとなる。 埋 一

2745は長軸36.4cm程、 幅1.9cm程、 厚さ0. 8m程の板材である。 基点となる位置に 「 ・ 」 が刻まれる。
1 寸の長さが3.69~3.85cmで平均3. 75cmとなる。 鯨 尺 目 盛相当と指摘されている（岩手埋文1995、

岩田1994) 。
このほか、 50SE3から 1 点 (50 -4007) 、 出土している。 残存が悪く、 物差にあたるか判然と し な

い。 52SK11から 1 点 (52 -5236) が出土している。 52 -5236は漆塗りで2 本の罫線が引 かれる。 1
本は「 ・ 」が刻まれ、 線間は3.55cmである。 物差に類似するものの残存が悪い。
B . 硯 木製の硯が31SK80から 1 点出上している（埋 ー 3959) 。

〇遊具
A . 毬 内側の堀 (21SD1) から 1 点出土している（埋 ー 694) 。 径4cm前後でケ ズ リ 調整による面
取りで、 円 形に近い形状に整形されている。 また、 同 じ く 内側の堀 (41SD2) から出土 した 1 点も形
態的な類似から毬の可能性がある（埋 ー 1260) 。 径3 cm前後で、 ケ ズ リ 調整により円形に整形されて
いる。
B . 将棋駒 23SG1池跡から 2 点（埋 ー 1533 · 1534)、 21SD1から 1 点出 土している (78 -560) 。 判
読できる資料では、「歩兵 」［と」 の墨書がある。 法量では長さ3cm前後、 幅2cm前後、 器厚0.5cm前
後と、 若干のばらつきはあるものの、 まとまった値を示す。 なお、 本遺跡例は12世紀後半代とみられ
るが、 12世紀前半と捉えられる中尊寺金剛院資料（平泉町教委1994) も同様の法量を示す。
C . 独楽 内側の堀 (41SD2) から 1 点（埋 ー 1208)、 同 じく内側の堀(72SD1) から出上 し た 1 点
(74 -1058) を独楽と想定した。 いずれも形態から判断しているが、 円錐形の木製品で先 端部がやや
突起状になる。

この他にも後迩するが 、 蓮実形とした 円錐形の類似した形態の木製品（埋 ー 1257) も内側の堀から
出土している。
D . 羽子板状 内側の堀跡 (41SD2) から出土した 1 点を羽子板状としている（埋 ー 1206) 。
E . 木 ト ン ボ 内側の堀跡 (41SD2) から出土した 1 点（埋 ー 1207) 、 52SE8から 出土した 1 点 (52
-5087) を木トンボと想定 した。 薄い板材で表面がや や平滑 に成形され、 中央に穿孔をもつ。

〇祭祀具
A . 形代 多 く の資料が出土しているが、 飾り具との弁別が難しい資料や用途不明なものや残材もあ
り、 定鼠的な把握は難しい。 堀跡からの出土が多数を占める。 形状からは下記が推定される。

1 ) 人形 埋 ー 705 · 706 · 707 · 708 · 2351 · 2398な どがある。
2 ) 木偶 立体的な人形に49 -478がある。 埋 ー 2398は人形か判然としない。
3 ) 刀 形 埋 ー 703 · 2865 · 3304 · 3311、 52 -5088 、 69 -256、 74 -1011な どがある。
4 ) 刀 子形 埋 ー 2556、 74 -1126 · 1128などがある。 69 -255は包丁形であろうか。
5 ) 鉾形 埋 ー 701 · 702などがある。
6 ) 鏃形 埋 ー 698 · 699、 69 -254な どがある。
7 ) 剣状 埋 ー 704な どがある
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8 ) 陽物形 埋 ー 693 · 700 · 1319などがある。
9 ) 鳥形 埋 ー 2343、 49 -428などがある。
1 0) 砧形 埋 ー 1210 · 1129などがある。
1 1 ) 杵形 埋 ー 1209などがある。
1 2) 五輪塔形 埋 ー 695などがある。

3 出＿十追物

B . 宝塔 28SE3から 1 点（埋 ー 2130) 、 49SE1から 1 点 (49 -474) 、 50SE3から 1 点(50 -4013) の
計3 点が出士している。 埋 ー 2130は宝輪の先 端 を 欠 く もののほぽ完形で、 底面には小 穴がある。 高さ
11cm程で、 台部は4.6 X 5.1cmの方形である。 49 -474と50 -4013はいずれも一部分のみの残欠である。
C . 五輪塔 内側の堀跡 (41SD2) から 1 点が出土している（埋 ー 1337) 。 花輪部の残欠である。
D . 笹塔婆 18点が出土している。 内側の堀から多く出土し、 南端部で10点が北端部で 1 点が出土し
ている、 このほか、 28SE2から 1 点、 28SE4から3 点、 21SK55から 1 点、 50SE3から 1 点が出土して
いる。

桂頭状の上部に、 側縁に切り込 み を もつものが多い。 下端は直線的なものと尖 角 になるものがあ
る。 墨書および針書のものも含む。

表40 笹塔婆一 覧
造物番号 出上造構 備考 （ 長 さ ・

111品 ・ 厚 ） 造物番号 出 土辿構 備考 （長 さ ・ 幅 · 厚 ）
埋 ー 683 21SD1 49 · 09 · 01cm。 埋 ー 692 21SD1 176 · 11 · 04cm。
埋 ー 684 21SD1 (45) · 06 · 05cm。 埋 ー 1211 41SD2 墨書 「南元大般若」
埋 ー 685 21SD1 (63) · 07 · 02cm。 ( 1 19) · 27 · 05cm。
埋 ー 686 21SD1 (8 0) · 1 0 · 01cm。 埋 ー 2079 28SE2 針書 「南元阿」 ( 198) · 27 · 03cm。
埋 ー 687 21SD1 (8 8) · l 8 · 0 3cm。 埋 ー 2348 28SE4 (78) · 13 · 02cm。
埋 ー 688 21SD1 147 · 14 · 01cm。 埋 ー 2349 28SE4 134 · 18 · 02cm。
埋 ー 689 21SD1 14 9 · 12 · 0 1cm。 埋 ー 2350 28SE4 (22 4) · 1.2 · 0 3cm 
埋 ー 690 21SD1 針書 「南元ロロロ」 埋 ー 3517 21SK55 18 7 · 15 · 0 2cm。

15 4 · 1 9 · 0 3cm。 50 - 4012 50SE3 70 · 13 · 01cm。
埋 ー 691 21SD1 20 8 · 1 5 · 0 3cm。

E . 呪符 28SE16から 2 点（埋 ー 2742 · 埋 ー 2743) 、 41SE4から 1 点（埋 ー 3347) の計3 点が出土し
ている。 長軸18cm程、 幅2cm弱ほどである。 いずれも桂頭状の頂部で、 埋 ー 3347は両側縁から切り
込みが入る。 墨書は下記のとおりである。
2742「天屈（符篠） 急 、 如律令J「疫 惣鬼鬼」
2743「天閉（符饉） 急 、 如律令惣鬼鬼」「女 急々如律令」
3347「鬼鬼鬼 物急 、 如律令」

〇雑具
A .  自 在鈎 21SE1から 1 点（埋 ー 1589) が出土している。
B . 火 き り 具 火きり板が21SD1から 1 点（埋 ー 711 ) 、 21SD2から 1 点 (69 -247) の2 点が出土 し
ている。 火きり杵は内側の堀 (41SD2) から 1 点（埋 ー 1247) 、 36SE3から 1 点（埋 ー 3314) 出上し
ている。
C .  ち ゅ う 木 ち ゅ う木は折損した破片も含めひとつの遺構からの出土量も膨大な場合がある。 図示
できていない資料も含めると点数はこれより増加する。

当初からの ち ゅ う木と他の木製品の再加工による ち ゅ う木とに分かれる。 また、 端部の調整の有無
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でも分類できる。 端部は一端に面取り を行うもの、 両端に面取り を行う 表41 遺構 ご と の 出士量
もの、 加工のないものがある。 ひとつの遺構からも複数の種別が出上する。 （ ち ゅ う 木）

長軸は20-30cm程の資料が多く、 法量分布の幅が広い。 幅は1~2cm
程の資料が多く、 これらも法量分布の幅が広い。 遣構ごとでの傾向をみ
ると、 31SK80では26cm程と30cm程に分布がまとまる傾向が指摘されて
いる （岩手埋文1995)。

〇部材
A . 部材 組み合わせて利用 したとみられる板材等を部材と して分類 し
ている。 用途不明の資料が多い。 複数点みられる資料と し て細い木釘が
付く部材がある。 円形の部材に木釘が付く資料や、 方形の部材に木釘が
付くものがある。

造 構 名
21SK53 
23SK83 
31SK46 
31SK80 
36SK8 
41SK7 
52SK1 1  
52SK24 
55SK34 
56SK28 
56SK53 
56SK67 
56SK33 
70SK22 

点数
41 ( 150/617) 
29 (426/2,192) 

55 (799/1 ,986) 
(443) 

23 ( 182) 
16 ( 1 ,206) 
6 
4 
5 
3 
2 
1 14 ( )  

B . 脚 全体の形状は判 然と し ないものが多いが、 形状な どから箱等の脚と推定できるものである。
埋 ー 2358は箱や櫃類の脚であろうか。 相欠き仕 口と柄穴がある。 埋 ー 2401は小 型の脚で、 先 端に突起
がある。 52 -5091は円 形の脚で、 上下の両端に円 形の突起が成形される。 建築部材の可能性もある。
52 -5092は隅を落と し た多面体の方形の脚で、 上部に方形の柄穴が下部に円 形の小 さい穴がある。 69
-262は埋 ー 2358と類似するが、 相欠き仕 口と柄穴がある。 69 -263は方形で、 加工等はみられない。

表42 脚 一 覧
造物番号 出 土造構 備考 （ 長 さ ・ 幅 ・ 厚） 追物番号 出土逍構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚）
埋 ー 732 21SD1 支脚。 132 · 2.5 · 2 1cm。 埋 ー 2401 28SE5 支脚。 136 · 18 · 12cm。
埋 ー 734 21SD1 93 · 2.5 · 25cm。 52 - 5091 52SE8 30 0 · 5 0 · 5 0cm。
埋 ー 1248 41SD2 支脚。 (8.6) · 29 · 34cm。 52 - 5092 52SE8 30 0 · 4 0 · 3 5cm。
埋 ー 1657 21SE2 支脚。 ( 1 16) · 21 · 1 5cm。 69 -262 21SD2 31 2 · 3 0 · 2.9cm。
埋 ー 2358 28SE4 台脚。 357 · 4 4 · 3 2cm。 69 -263 21SD2 29 3 · 3 1 · 3.9cm。

〇建築部材
A建築材 板材や柱材、 井戸枠な どがある。

橋脚 等の橋に関わる材に、 21SX35の橋脚 部材や23SX12の橋脚都材がある。 これらは内側の堀 に
架 かる橋に関連する。 21SX35の橋脚 は21SK3 （埋 ー 1340、 高64.0 · 径44.5cm) と21SK1（埋 ー 1341、
高38.5 ・ 径33.0cm) から出土 し ている。 23SX12の橋脚 は23SK21（埋 ー 1342、 高37.1 ・ 径47.1cm) と
23SK17 （埋 ー 1343、 高38.5 ・ 径38.5cm) から出士 し ている。

また、 厳密な橋の位置は特定できていない69SX3と した土坑状の掘り 込みから(51頁） 外側の堀 に
架 かる橋と推察できる橋の部材がまとまって出土 し ている（埋 ー 5021~5023、 69 -351~366)。 遣構
の記述に際 し て記 し たが、 同位置から平泉町教育委員会の調査でも橋脚 を検出 し ている (43次調査、
平泉町教委1994)。

建築部材では、 31SE1からまとまって出土 し ている。 埋 ー 2818~2820は両端に切り 込みのある厚い
板材、 埋 ー 2817 · 埋 ー 2821は方形の板材である。 埋 ー 2823は長い板材で両端に切り 込 みがある。 ま
た 、 31SE2から屋根材とみられる板 材 （埋 ー 2872～ 埋 ー 2884)や破風板 （埋 ー 2862) がまとまって出
上 し ている。 冨 島義幸はこれらの建築部材 から 門 を復元 し ている（冨 島2004)。 52SE8からは柱材と
みられる建築部材な どが出土 し ている (52 -5086、 52 -5102~5104)。
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皿 発掘調査の成果

井戸枠が確認されている井戸跡は少なく 、 確認されている事例でも井戸枠の一 部が残存するのみ
で井戸の構造を把握できる事例は少ない。 21SE2 、 36SE3、 41SE1 、 37SE2から出土 し ているほか、
55SE1からは井戸枠とともに楔も確認されている。 このうち組み合った状態で出土し、 井戸枠 と 想
定できるのは21SE2と55SE1である。 21SE2からは柄穴のある角材が出士している（ 埋 ー 1649～埋 一

1652) 。 桟の一 部が残されたものとみられる。 41SE1から柄穴のある角材が出土 し ている（埋 ー 3332
～埋3336) 。 55SE1からは四隅の柱と横木が出土するのみである。

また、 平泉町教育委員会による調査で13SE1では井戸枠が確認されている (13次調査、 平泉町教委
1984) 。 こ の井戸枠は四 隅に柱を立て 、 縦板を組んで横木で支える縦板組の構造である。

表42 建築部材一覧
遣構 名 部位等 造物番号 逍構 名 部位等 追物番号

21SX35 橋部材 （橋脚） 埋 ー 1340 (21SK3 ) 。 31SE6 建築部材等 埋 ー 2998
埋 ー 1341 (21SK1)。 36SE2 建築部材等 （柱材） 埋 ー 3303

23SX12 橋部材 （橋脚） 埋 ー 1342 (23SK21 ) 。 36SE3 井戸枠 埋 ー 3324
埋 ー 1343 (23SK17) 。 41SE1 井戸枠 埋 ー 3332～埋3336

外側の堀 橋部材 埋 ー 5021～埋 ー 5023。 31SX1 建築部材 埋 ー 4084
(21SD2 · 69 - 351-366。 37SE2 部材
69SX3) 52S£8 建築部材 （ 懸 魚 か 、 52 - 5086 、 52 -5102-
21SE2 井戸枠 埋 ー 1649～埋 ー 1652。 柱材等） 5104 
31SE1 建築部材等 埋 ー 2817～埋 ー 282 1 、 55SE1 井戸枠 （楔） 55 -4045-4050 

埋 ー 2823。 55SK29 屋根材か （板材） 55 � 4051-4054 
31SE2 屋根材 （板材） 埋 ー 2862～埋2896 56P447 柱材 56 - 4001 

破風板 56SK67 56 - 4022 
柱材 56SK33 56 - 4021 -4034 

B 格子 31SE7から10点が出土 し ており、 これらは相欠き仕 口 で一 個 体に組み合う。 55SE1から5
点が出土し 、 55SK40から 1 点が出土 し ている。 いずれも相欠き仕 口に加工されている。

表44 格子一覧
造物番号 出土追構 備考 （長 さ ・ 幅 ・ 厚） 逍物番号 出土造構 備考 （長 さ ・ 輻 ・ 厚）

埋 ー 3259a 31S£7 3259b - dの組。 埋 ー 32591 31SE7 (62) · 13 · 1 .8cm。
埋 ー 3259b 31SE7 141 · 12 · 18cm。 埋 ー 3259j 31SE7 (6 7) · 13 · 18cm。
埋 ー 3259c 31SE7 (9 8) · 12 · 18cm。 55 -4031 55SE1 272 · 39 · 20cm。
埋 ー 3259d 31SE7 (8.3) · 13 · 15cm。 55 - 4032 55SE1 7 3 · 1.9 · 1 2cm。
埋 ー 3259e 31SE7 (84) · 12 · 16cm。 55 - 4033 55SE1 100 · 24 · 2.1cm。
埋 ー 3259f 31SE7 (6 8) · 12 · 18cm。 55 - 4034 55SE1 153 · 13 · 13cm。
埋 ー 3259g 31SE7 (68) · 13 · 17cm。 55 -4035 55SE1 121 · 18 · 13cm。
埋 ー 3259h 31SE7 (5 8) · 13 · 18cm。 55 -4081 55SK40 4.6 · 3 1 · 1 6cm。

C . 不明 そのほか用途等が不明なものの 、 大きさ等から建築部材と推測できる資料がある。

〇用途不明品
A . 鋸歯状 埋 ー 749、 埋 ー 749 、 埋 ー 750や50 -4010 、 78 -535など鋸歯状の切り込みが入る木製品
がある。 50 -4010は50SE3から、 その他の多 く の木製品とともに出土 し た。 78 -535は長軸19cm、 幅
8.5cmの小 型の資料で、 片側の側縁に鋸歯状の切り込みが入る。
B . 櫛歯状 埋 ー 561は櫛歯状で竪櫛にも似るが、 歯の間隔は広い。 埋 ー 2804も形状が竪櫛に似るが、
用途は判然と し ない。
C . そ の他 墨書はないものの上部に両側縁から切り込みが入る付札状の木製品が比較的まとまって
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出上している（埋 ー 696 · 697、 埋 ー 1639~1643、 49 -427) 。
楔状の木製品も多い（埋 ー 753～埋 ー 760、 埋 ー 917 · 918、 埋 ー 1251 · 1588 、 埋 ー 2373、 埋 ー 3321、

52 -5081 ~5083)。 円 盤状などの整形された木製品も多い。 棒状の木製品も複数みられる。

0 そ の他
A . 飾 り 具 薄い板材の飾り具は、 形代も含むとみられるが 、 多く出土している。
B . そ の他 灰ならし（埋 ー 2747) は長軸14cm程、 幅4cm程、 厚さ0.6cm程で、 下端に鋸歯状の切
り込みが入る。

蓮の実状とした木製品がある（埋 ー 1257)。 蓮実状木製品は径 8 cm程で 、 高さも 8 cm程の 円 形に
近い形状で、 片側端部がやや細く削り出される。 このほか、 蜜柑玉形の木製品もある（埋 ー 782)。 径
5 cm程で高さ3 cm程の半円形で、 上部に 6本の筋が描かれる。 朱漆が塗布される。 これらは用 途が
判然としないが、 丁寧な造作でもあり常花などであろうか。 蓮実状木製品と蜜柑玉形の木製品は北端
部から猫 間 ヶ 淵周辺に下る位置の内側の堀から出土している(72SD1断面④付近）。 なお、 近接した
位置を対象とした平泉町教育委員会による調査では宝塔とされる木製品が出上している(38次調査、
平泉町教委1993)。

独楽状の資料もみられるが (75 -535) 、 片側は切り込みが入る。 小 型の部材もあるものの、 用 途は
判 然としない (74 -1113、 74 -1114)。 砥石台（ 埋 ー 712) などの資料もある。 樺 皮(77 -767、 76 -
995) は木製品の加工と関連する資料と捉えられる。

このほか、 墨書木片等は文字資料としてW 章で掲載する。

②漆器 ・ 漆製品
漆が塗布された資料や漆工に関連する資料をまとめる。 漆器は黒漆を基本とする。 朱漆は文様に用

いられるほか、 皿等の内面に用 いられるものが少量あるのみである。
0エ具
A . 箆 内側の堀 (21SD1) から 2 点（埋 ー 783、 埋 ー 785)、 同 じく内側の堀(41SD2) から1 点

（埋 ー 1322) 出土している。 また、 平泉町教育委員会の15次調査でも内側の堀からヘ ラ が出土してい
る (15次調査、 平泉町教委1984)。
B . 刷 毛 内側の堀(21SD1) から 1 点（埋 ー 542) 出土している。
C . 濾 し 布 内側の堀(21SD1) から 1 点（埋 ー 787) 出土している。
D . 漆紙 内側の堀(41SD2) から1点出土している （岩手県教委2010) 。 確実な墨痕 は判読できてい
ない。

〇服飾具
A . 下駄 漆塗りの下駄は12点がある。 連歯下駄、 差歯下駄の両者がある。 上述したとおり、 漆塗布
の有無で資料の諸属性に顕著な差は認められない。 漆塗りの下駄は、 脚部の内面にあたる位置な どに
塗装されない位置もあるものの基本的に器形の全体に漆が塗布される。 また、 漆は黒漆のみである。

0 そ の他
A . 挽物 柳之御所遺跡出士の木器椀類は約80点ほどが確認で き る。

口 径は大きく 2 つに分かれ、 15cm以上の資料 と 10cm前後の資料が把握できる。 器裔は、 3.5cm以
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表45 漆器椀類等一覧

遣物番号 出 土追構
埋 ー 623 21SD1 
埋 ー 624 21SD1 
埋 ー 625 21SD1 
埋 ー 626 21SD1 
埋 ー 627 21SD1 
埋 ー 628 21SD1 
埋 ー 629 21SD1 
埋 ー 630 21SD1 
埋 ー 631 21SD1 
埋 ー 632 21SD1 
埋 ー 633 21SD1 
埋 ー 634 21SD1 
埋 ー 635 21SD1 
埋 ー 638 21SD1 
埋 ー 639 21SD1 
埋 ー 1 177 41SD2 
埋 ー 1 178 41SD2 
埋 ー 1 179 41SD2 
埋 ー 1 180 41SD2 
埋 ー 1 181 41SD2 
埋 ー 1 183 41SD2 
埋 ー 1321 41SD2 
埋 ー 1584 21SE1 
埋 ー 1663 21SE2 
埋 ー 1664 21SE2 
埋 ー 1665 21SE2 
埋 ー 2816 31SE1 
埋 ー 3674 23SK83 
52 - 5007 52SE8 
55 - 4001 55SE1 
55 - 4002 55SE1 
55 - 4003 55SE1 
55 - 4079 55SK40 
56 - 4030 56SK33 
56 - 4035 56SK33 
56 - 4083 56SD39 
56 - 4097 56SD39 
56 - 4173 56SD39 

備考 （ 口 径 ・ 底径 ・ 器高）
皿。 88 · 64 · 1 7cm 
椀。 160 · 72 · 49cm 
椀。 151 · 7 2 · 5 6cm。
椀。 1 12 · 6 1 · 3 5cm。
椀。 161 · 74 · 37cm。
椀。 158 · 6 7 · 5 1cm。
椀。 (97) · 58 · (2.6) cm 
椀。 157 · 82 · 5lcm。
椀。 154 · 7 0 · 5 0cm。
皿。 (210) · 82 · 09cm。
椀。 ( 150) · 67 · (3.6) cm 
椀。 150 · 6 7 · 4 0cm。
椀。 ( 132) · 7 1 · (2.4) cm。
蓋。 (58) · 40 · llcm。
盗。 142 · 65 · 09cm。
椀。 192 · 81 · 7 2cm。
椀。 168 · 77 · 57cm。
lllL。 105 · 62 · 2.5cm。
皿。 102 · 71 · 2 2cm。
椀。 ( 1 .2) · 7 2cm。
椀。 ( 14) · 67cm。
椀。 170 · 7 1 · 5 9cm。
椀。 173 · 75 · 74cm。
皿。 104 · 58 · 29cm。
皿。 ( 1 16) · 69 · 31cm。
椀。 105 · 58 · 31cm。
椀。 156 · 7 8 · 7 2cm。
椀。 一 ． 72 · - cm。
椀。 145 · 7 0 · 6 2cm。
椀。 158 · 79 · 74cm。
椀。 ー • 79 · - cm。
椀。
椀。
椀。
椀。
椀。 166 · - · - cm。
椀。 一 • 76 · - cm。
椀。

追物番号 出土遺構
56 - 4174 56SD39 
56 - 4206 56SD39 
68 - 205 90 - 70 
69 - 338 21SD2 
69 - 339 21SD2 
69 - 340 21SD2 
69 - 341 21SD2 
69 - 342 21SD2 
70 - 102 21SD2 
70 - 103 21SD2 
70 - 359 70SE3 
70 - 517 70SK22 
72 - 298 72SD2 
72 - 299 72SD2 
72 - 300 72SD2 
72 - 335 72SD2 
74 - 961 72SD1 
74 - 982 72SD1 
74 - 1021 72SD1 
74 - 1022 72SD1 
74 - 1023 72SD1 
74 - 1024 72SD1 
74 - 1 124 41SD2 
74 - 1 125 41SD2 
74 - 1 144 72SD2 
75 - 517 21SD1 
75 - 554 21SD1 
75 - 592 21SD2 
75 - 601 21SD2 
75 - 602 21SD2 
77 - 768 21SD1 
78 � 501 21SD1 
78 - 565 21SD1 

備考 （ 口 径 ・ 底径 ・ 器高）
椀。
椀。
椀。
椀。 163 · 78 · 59cm。
椀。 186 · - · (50) cm。

椀。
椀。
椀。
椀。 一 ． 7 8 · - cm。
椀。
椀。
椀。
椀。 162 · - · 56cm。
蓋。 一 • 60 · 33cm。
椀。
椀。 ー • 78 · - cm。
椀。 15.6 · 7.4 · 5 7cm。
椀底か。 一 • 67 · - cm。
椀。 160 · 8.0 · 48cm。
椀。 158 · 68 · 49cm。
椀。 170 · 7 4 · 6 8cm。
椀。 160 · 82 · 60cm。
椀。 一 • 78 · - cm。
椀。 94 · 68 · 19cm。
椀。 ー • 74 · - cm。
椀。 一 • 78 · - cm。
椀。
椀。 ー • 82 · - cm。
椀。 158 · 80 · 57cm。
椀。 一 • 86 · - cm。
椀。
椀。 一 • 58 · - cm。
椀。 一 • 90 · - cm。

上 の 資料 と そ れ以下 の 資料 と に 分 か れ る 。 2 つ の 属 性 は 相 関 を 示 し 、 器形が大小 の 2 つ に 大 き く 分か

れ る 。 以 下 で は器形の大 き い 前者 を 椀 、 器形の 小 さ い 後者 を 皿 と し て 便宜 的 に 呼称す る 。

椀 は 器 高 が 7 cm前 後 、 5 ~ 6 cm前 後 、 4 cm前 後 の 3 者 に 分布 が分 か れ る 。 た だ し 、 4 cm以下 の

資 料 は 少 な く ど の 程 度 定形化 し た か判 断が難 し い 。 器 高 が 6 cm以上 の 7 cm前 後 に 分布 す る 器形 を

大 、 そ れ以 下 の 5 ~ 6 cm前後 に 主 に 分布 す る 器形 を 小 に 分 け て お き た い 。 皿 は 法量 の 分布 は や や 散

漫 に 分 か れ る が、 椀 の 法量値 の 差が排他 的 な 関 係 を 示す の に 比 し て 漸移 的 な 様相 を 示 し て お り 大小 の

差が器種 と し て細分が可能 か は量 的 な確保が少 な い こ と も あ り 判 断が難 し い 。 こ こ で は 一 器種 と し て

扱 う 。 こ れ ら の 法量 な どの要素か ら 木器椀類 の 大 別 が可 能 だが、 器形の定性的 な 特徴 は 体部 と 底部の

高 台 部 に 部位 を 分 け る こ と がで き る 。 体 部 は 底 部 か ら 直線的 に 立 ち 上が る 器形 と 、 緩や か に 湾 曲 し な

が ら 立 ち 上が る 器形があ る 。 底 部 お よ び高台部か ら 直線的 に 立 ち 上が る 形状 は や や 少 な く 、 湾 曲 し て

立 ち 上が る 器形が多 い 。 ま た 、 椀類で は 体部の 下半部で湾 曲 す る 部分 を 中 心 に 明 瞭 な 稜 を も つ 器形 も

み ら れ る 。
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底部およ び高台 の特徴では3 つに分類が可能である。 ベタ 底 の もの ( 1 類）、 小さい脚部を削り出
すもの (2 類）、 脚部を削り出すものがある(3 類）。 2 類と3 類の弁別は漸移的な部分があるが、 資
料的には明確に脚部を削り出す3 類と したものは少なく、 多くは 1 類および2 類にあたる。 なお、 個
体差が大きく分類項 目 の 設定は難 し いが、 口縁部形状などは個休 ごとに異なる特徴を示す。 口縁が外
反する形状や直線 的な形状などがあり、 外反するものもその 程度にも差がある。 個体 ごと の差もあ
り、 他の部位との相関も弱い。 また、 明確な折縁などは確認できない。

これらの属性の 柑関をみると、 底部形状のうちl 類には立ち上がりが湾 曲 し て立ち上がる器形の 休
部をもつものが多く、 稜をもつ器形もみられる。 ただ し直線的に立ち上がる器形も含んでおり、 いず
れかに収敏する特徴ではない。 2 類でも同様に湾 曲 し て立ち上がる器形が多く、 1 類と同様の傾向が
認められる。 3 類では直線的に立ち上がる器形を含み特徴的な器形があるもの の、 湾 曲 し て立ち上が
るものが多い。 また、 これらの属性と椀の大小で認識できる器形差との相関は顕著ではない。

皿も椀と同様に器形に体部と底部の高台部にわけて特徴を把握できる。 ただ し 、 体部の立ち上がり
の 形状は部位が少ないこともあり顕著な差は看取できない。 高台 の特徴は、 椀類で確認できる3 種の
うち1 類と したベタ 底 の器形と 2 類と し た小さい脚部をもつものが確認できる。

高台部の外面は漆が塗布されないものが多く、 この部分に ロ ク ロ の痕跡とみられる穴が確認できる
もの もある。 ロ ク ロ 痕 跡は5 カ 所程度の 穿孔が多い。 なお、 その他の部位には同様の 痕跡はみられ
ず、 底部を ロ ク ロ に固定 し て整形が行われたことがわかる。 その周囲に細い線状痕もあり、 製作時に
関連する可能性が指摘されている。 木取りは横木取りを基本とする。

また、 漆 塗りは黒漆塗りを基本とする。 朱漆が確認できるのは、 小 皿などの 一部の みである。 ま
た、 椀類では文様が描かれるものはない。

こ — - 汗＝―=F-

埋 1 665 こ：9埋—1 663

75-602 

-
-9／ごニ二／74-1 021 74-1022 

二 □3
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ロ ニふ ー、、 埋 1 1 77 0 52-5007 口55-4001 
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埋-3297
3
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�

 
門 埋n

 74-982 

図287 漆製品 実測図
99 9 9  [，9 HKc 
I I I 

B . そ の他 箱とみられる資料がある（ 埋637、 埋 ー 639)。 埋 ー 638は黒漆塗りで、 朱漆で文様が描か
れる。 薔に類似するが、 残存部からは確定できないは漆が塗布された鹿角製のり耳が21SE1から 1 点出
土 し ている（ 埋 ー 1583)。 50 -4009は長軸31.1cm、 短軸5.9cm、 厚さ3.3cmで、 全面に漆が塗布される。

こ の ほか、 平泉町教育委員会による13次調査では、 13SE5で漆器の 盤（ 口 径28cm程） が出土して
いる (13次調査、 平泉町教委1984)
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C . 士器 （漆付藩） 漆が付着する土器類は 8 点 表46 漆付蒼士器一 覧
出土している。 このほかに小 破片で漆が付着する
資料 も 出土している。 内側の堀跡を中心に堀跡等
からの出士が多く、 出土位置のまとまりは少な
し ‘ °

埋 ー 3977は手づくねかわらけ大皿で内面は全面
に漆が付着し、 外面に漆が垂れる。

なお、 既述のとおり木製の 曲 物で内面に漆が付

逍物番号
埋 ー 3297
68 - 90 
72Rok54 
73Rokl59 
74 - 191 
76 - 172 
76 - 199 
76Rok268 

出土遣構 備 考 （ 長 さ ・ 幅 ・ 厚 ）
31SE10 手づ く ね か わ ら け大

手づ く ね か わ ら け小
手づ く ね か わ ら け大

72SD2 ロ ク ロ か わ ら け
72SD1 手づ く ね か わ ら け
21SD1  手づ く ね か わ ら け大
21SD1  手づ く ね か わ ら け大
21SD1  か わ ら け

着する資料 も みられる。 漆の運搬 ・ 保管から利用の過程を想定した場合には器種ごとの使い分けが想
定できよう。

③木製品 の樹種
遣跡内から出土した木製品について 表47 樹種同定結果

樹種同定を行っている資料 も 多い。 傾
向を確認しておきたい。 樹種同定の分
析の詳細は既報告に掲載しており、 同
定結果に対する所見 も 示されている。
なお、 表45は全種別から抜粋してお
り、 表46は木製品種別の代 表的な事例
を抽出しており、 合計点数等は一 致し
ない。

樹種同定した資料全体の傾向は表45
のとおりである。 樹種同定可能な資料
のサンプル数量や木製品 自 体の出土数
量に も 影響されるため位置づけは難し
いが、 まとめておく。

樹 種
ス ギ
ア ス ナ ロ
ケ ヤ キ
ク リ
ヒ ノ キ ・ ヒ ノ キ 属
モ ク レ ン 属
竹
ネ ズ コ
イ ス ノ キ
コ ナ ラ 属
そ の 他 （ ア サ ダ ・ カ エ デ属 、 サ ワ ラ ・ ヌ ル デ ・ エ
ゴ ノ キ ・ カ ヤ ・ ブ ナ 属 ・ ウ コ ギ属 ・ ウ リ カ エ デ ・

カ ツ ラ ・ カ バ ノ キ ・ キハ ダ ・ ク マ シ デ属 ・ ス イ カ
ズ ラ ・ ツ ゲ ・ ト チ ノ キ ・ ナ ナ カ マ ド ・ ハ イ ノ キ
属 · ハ シ バ ミ 属 · ミ ズ キ 属 ・ モ ミ 属 ・ ヤ ナ ギ属 ）

比率 （サ ン プ ル数）
61 % (603) 
12% ( 12 1 )  
9 % (85) 
5 % (50) 
4 %  (36) 
3 % (30) 
1 % ( 8 )  
1 % ( 6 )  

05% ( 5 )  
05% ( 4 )  
3 % (33) 

スギが も っと も 多く全体の61％ 占める。 これ以外の樹種は数量がまとまる も ので も 一割前後以下と
なる。 ア スナ ロやケ ヤ キ が10％ 前後と一 定量を占めるほか、 後述するように柱材などの大型の建築部
材などに多く用いられる ク リ も 比較的多い。 そのほか、 ヒ ノ キやモ ク レ ン も 多用される。 また少量な
がら イ ス ノ キ も 利用されている も のの、 後述するように特定の器種に限定される。
次に、 木製品の種別ごとでの傾向を確認しておく（表46)。
【エ具 ・ 武具】 柄 ・ 鞘 ・ 刷毛 ・ ヘ ラ などの小 型のエ具はスギが多い。 柄ではモ ク レ ン属 など も 利用さ
れている。
【紡織具】 糸 巻きはア スナ ロ 、 スギ、 ヒ ノ キ 属 がある。
御簾錘はスギが用いられている。
【運搬具】 修羅は ク リ が用いられている。
［漁携具】 網針はスギが用いられている。
【服飾具】 横櫛は イ ス ノ キ が多く、 ツ ゲが 1 点ある。 扇骨はスギが多いほか、 竹がある。 ただし、 竹
は一個 体とみられる。

下駄はケ ヤ キ 、 スギ、 ク リ が多く、 ア スナ ロ も みられる。 連歯下駄、 差歯下駄での樹種の相違は顕
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著 で は な い 。 差歯下駄 で は 台 部 と 歯 で樹種が異 な る 資料 も あ る 。 漆塗 り の 下駄 も あ る が、 使用樹種の

傾 向 は 漆 の 有無 で の 差 は顕著で は な い 。

【容器】 曲 物 は ス ギが 多 く 、 そ の 他 に ア ス ナ ロ 、 サ ワ ラ 、 ヒ ノ キ が少量含 ま れ る 。

【 食事具】 箸 や匙 、 杓 子 な どの 小型 の 食事具 は ス ギが 多 く 、 ア ス ナ ロ も 少量 含 ま れ る 。 折敷は ス ギが

多 い 。 ク リ が用 い ら れ た 折 敷 で 、 桟 は ス ギの 資料 も あ る （埋 ー 2778) 。

［文房具】 物 差 は ア ス ナ ロ 、 ス ギ 、 ヒ ノ キ があ り 、 ま と ま り は 看取で き な い 。

［遊具］ 将棋駒 は カ ヤ が 、 独楽 は ケ ヤ キ が用 い ら れ て い る 。

［祭祀具］ 宝塔 は ケ ヤ キ が、 五輪塔 は モ ク レ ン 属 が用 い ら れ て い る 。 形 代 は ス ギが 多 く 、 同 様 に 器厚

の 簿 い 笹塔婆 や 呪符 は ス ギが用 い ら れ る 。

【雑具】 ち ゅ う 木 は ス ギが 多 く 、 折敷な ど の再加工 品 が 多 い こ と と 対応す る 。

【建築部材 】 建築部材 は柱材で は ク リ が多 く 用 い ら れ る ほ か 、 ア ス ナ ロ や ヒ ノ キ が あ る 。 ま た 、 本表

に は 追加 し て い な い が 、 整備 に 際 し て 検討 を 行 っ た 出 土柱材 に つ い て は ク リ 材で あ っ た （ 岩手県教委

2007) 。 そ の 他 の建築部材では板材 は ス ギが 多 用 さ れ る 。 小 型 品 の格子 は ス ギが多 く 、 そ の 他 ヒ ノ キ

属 、 ア ス ナ ロ があ る 。

資料が少 な い た め 偏差が想定 さ れ る が、 井戸枠 は モ ク レ ン 属 が用 い ら れ る 。

【漆器類】 漆器椀類 は ケ ヤ キ が多 用 さ れ る 。 な お 、 荒型 と み ら れ る 資料 も ケ ヤ キ で あ る 。

表48 資料種別樹種同 定結果

木 製 品 種 別 樹 種
数塁

（ 種別 ご と の比率）
木製品種別 樹種

数羅
（種別 ご と の比率）

柄 (26) モ ク レ ン 屈 8 (31 % )  ツ ゲ 1 
ス ギ 8 (31 % )  留針 (16) ス ギ 1 1  (69 % )  
ア ス ナ ロ 6 (23 % )  ア ス ナ ロ 5 (31 % )  
カ ッ ラ 1 下駄 (68) ケ ヤ キ 26 (38%)  
ハ シ バ ミ 屈 1 ス ギ 15 (22%)  
ヒ ノ キ 1 ク リ 14 (21 % )  
ヤ ナ ギ屈 1 ア ス ナ ロ 6 (9%)  

鞘 (9) ス ギ 8 (89%)  モ ク レ ン 屈 4 (6%)  
サ ワ ラ 1 キ ハ ダ 1 

屈Ij毛 ( 1 ) ス ギ 1 ト チ ノ キ 1 
ヘ ラ (22) ス ギ 18 (82%)  ヒ ノ キ 屈 1 

ア ス ナ ロ 3 ( 14%)  漆下駄 (9) ケ ヤ キ 6 
カ バ ノ キ 1 ア ス ナ ロ 1 

木槌 (2) ク リ 1 ク リ 1 
ミ ズ キ 屈 l モ ク レ ン 屈 1 

鍬 ( 1 ) コ ナ ラ ），岱 コ ナ ラ 亜 1 草股状木製 品 ( 1 ) ア ス ナ ロ 1 
属 コ ナ ラ 節 I II I物 (31) ス ギ 26 (84%)  

糸 巻 き (48) ア ス ナ ロ 20 (42 % )  ア ス ナ ロ 4 ( 13%)  
ス ギ 1 2  (25% ) サ ワ ラ 1 
ヒ ノ キ 属 12 (25 % )  ヒ ノ キ 1 
モ ク レ ン 属 2 箱 (2) ア ス ナ ロ 1 
ウ リ カ エ デ類似種 1 ス ギ 1 
ヒ ノ キ ！函 類似種 1 栓 (6) ス ギ 3 

紡輪 ( 1 ) ス ギ 1 ア ス ナ ロ 2 
御簾錘 ( 3 ) ス ギ 3 ナ ナ カ マ ド 屈 1 
修羅 ( 1 ) ク リ 1 箸 (60) ス ギ 44 (73%)  
網針 ( 1 ) ス ギ 1 ア ス ナ ロ 15 (25%)  
扇骨 (22) ス ギ 13 (59%)  ヒ ノ キ 2 (3%)  

竹 6 (27%)  ウ コ ギ属 1 
ア ス ナ ロ 3 ( 14% ) 匙 (5 ) ス ギ 3 

横 櫛 (6) イ ス ノ キ 5 ア ス ナ ロ 2 
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木製品種別 樹種
数益

（種別 ご と の比率）
木製品種別 樹種

数最
（種別 ご と の比率）

杓子 ( 12) ス ギ 10 (83% )  建築部材柱 な ど ク リ 5 (56% )  
ア ス ナ ロ 1 (9) ア ス ナ ロ 3 (33%)  
ク リ 1 ヒ ノ キ 1 

折敷 (69) ス ギ 66 (96% ) 井戸枠 ( 14) モ ク レ ン 屈 10 (71 % )  
ク リ 2 ア ス ナ ロ 3 (21 % )  
ネ ズ コ 1 ス ギ 1 

物差 (3) ア ス ナ ロ 1 格子 (7) ス ギ 4 (57%)  
ス ギ 1 ヒ ノ キ 屈 1 
ヒ ノ キ 1 ア ス ナ ロ 1 

硯 ( 1 ) ク リ 1 鋸歯縁状 (4) ア ス ナ ロ 2 
将棋駒 (2) カ ヤ 2 ス ギ 2 
独楽 ( 1 ) ケ ヤ キ 1 飾 り 具 (44) ス ギ 42 (95% )  
羽子板状 ( 1 ) モ ク レ ン 瞑 1 ア ス ナ ロ 1 
木 ト ン ボ ( 1 ) ア ス ナ ロ 1 ス イ カ ズ ラ I萬 1 
形代 (26) ス ギ 20 (77% )  支脚 (4) ス ギ 4 

ア ス ナ ロ 5 ( 1 9% )  付 け札状 (5) ス ギ 5 
ヒ ノ キ 1 砥石台 ( 1 ) ア ス ナ ロ 1 

宝塔 ( 1 ) ケ ヤ キ 1 灰 な ら し ( 1 ) コ ナ ラ 屈 コ ナ ラ 節 1 
五輪塔 (1 ) モ ク レ ン 屈 1 部材 ， 用途不明 ス ギ 74 
笹塔婆 ( 13) ス ギ 13 ( 1 13) ク リ 15 
呪符 ( 1 ) ス ギ 1 ア ス ナ ロ 1 1  
自 在鉤 ( 1 ) カ エ デ屈 1 ヒ ノ キ 6 
ち ゅ う 木 ( 142) ス ギ 127 (89% )  モ ク レ ン ！属 2 

ア ス ナ ロ 8 (6% ) エ ゴ ノ キ 屁 1 
ネ ズ コ 5 (4%) ケ ヤ キ 1 
ク リ 1 コ ナ ラ 屈 1 
サ ワ ラ 1 カ エ デ屈 1 

建築部材板材 ス ギ 26 (90 % )  モ ミ 屈 1 
(29) ク リ 1 漆椀 ． 皿類 (43) ケ ヤ キ 42 (97%) 

ケ ヤ キ 1 プナ 属 1 
ヌ ル デ 1 

( 6 ) そ の 他

その他の数量が少なく、 定量的な把握には適当ではないものの遺跡の性格を示す上で重要と考 えら
れる遺物について概要を記す。

①金属製品
0エ具 ・ 武具
刀 子 内側の堀 跡 (21SD1) から 2 点（埋 ー 819 · 820) 、 21SE1から 2 点（ 埋 ー 1599 · 1600) 、 49SE1
から 1 点 (49 -477 · 49RW01) 、 55SK54から1 点 (55 -4091 · 55RW93) 、 70SK25から 1 点 (70RM1)
の計 7点が出土している。

柄の木質部が残る資料は4点あるものの、 柄も含めて全形が残存する資料はない。 柄の特徴は木製
品の項で既述の内容と同様である。 刃 部も全体が残存する資料はないが、 残存長で15cm前後、 幅3
cm弱ほどである。

金槌 ． 盤 金槌（ 埋 ー 3717） と繋（ 埋 ー 3718) の各 1 点が、 28SK14の底面隅から対面して出上して
いる。 金槌は長軸13.9cm、 幅2.3~3.4cm、 厚0.8~2.6cm程である。 木質部はわずかに付着するものの、
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3 出」 ·ー．j直物

表49 刀 子一覧
辿物 番号 出土辿構 法烙： ・ 備考
罪 ー 819 21SD1 「木質 祁あ り 。 先端 欠担。 全長 (239) · )) 身 部長 ( 1 17) ・ 茎長75 · ）) 身 j•第111晶27 ・ 背祁脳04cm。
J11t - 820 21SD1 士� (68) . 111屈 19 · l.r;iOScm。
皿 ー 1599 21SE1 木質祁あ り 。 先端 欠損。 全長 (264 ) ・ ］） 身部長 ( 151 ) ・ 茎長 ( 1 13) ・ 刀 身部輻 (22) ・ 茎幅 ( 18)

cmo 
挫 ー 1600 21SE1 長 (7 3) ． 1|Ihi0 8~1 4 ・ 厚07cm。
49 - 477 49SE1 木質 部あ り 。 先端 欠損。 全長273 · %i 3 cm 
55 - 4091 55SK54 木質部あ り 。 先端 欠損。 長庫111 18 1 2 7 1.7cm。
70R!vl l  70SK25 (41 )  · (25) · 05cm。

ほぽ残存 し ない。
繋は先 端が少 し 欠損 し ているものの、 長軸は全長が(25.2) cm程で、 嬰部の長さは15.7cm、 柄部

の長さは9.5cm程である。 袋部は径3.3cm、 柄部の径3cm程である。 冠部の外径3.2 ・ 内 径2.5 ・ 幅1.0 .

厚0.4cm程である。 木質部も残存する。
馬具 杏葉が28SE11から 1 点（ 埋 ー 2505) 、 轡が28SE11から1点（ 埋 ー 2505) 出土 し ている。 杏葉は
2 破片に分離 し ているが、 同一 個体と推定 し ている。
鉄斧 鉄 斧が21SD1から 1 点 （埋 ー 826) 出土 し ている。 長軸は残存長が14.8cm程である。 刃 部は
幅5.5cm程、 厚 さ4.4cm程 である。 手 斧 は41SK7から 1 点 （ 埋 ー 4001) 出土 し ている。 長軸は 全長
10.5cm、 刃 部は長さ4.9cm程、 幅3.5-5.9cm、 厚O.l-0.7cm程である。 袋部は最長3.7 ・ 外径2.4 · 3.0 · 
内径2.0 · 2.3 ・ 厚0.5 cm程である。
鋤先 77SK3から 1 点が出土 し ている(77 -770) 。 77SK3の2a層から出上 し た鉄製鋤先 である。 長軸
11.8cm、 最大幅9.8cm、 刃 部の幅が5.1cm、 厚さは1.5cmでほぼ完形である。 先 端部は丸みを帯びるも
のの断面形は尖り 、 1 cm程度の刃 部が整形される。 内面は木工具との組み合わせ部に窪みがある。
そ の 他 そ の 他 の エ 具 類 に、 環 状 金 具 が21SD1か ら1点 （ 埋 ー 827 ) 、 49SE1か ら1点(49 -488 · 
49RM1) 出土 し ている。

また、 釘が21SD1から 8 点と21SE2から 4 点、 41SK7から2 点、 21SD2から2 点(69 -370 · 371) 、
72SD1から 1 点(72 -291) 、 72SD2から 1 点(72 -730)、 鎚が21SE2から 1 点出土 している。

表50 そ の他金具 （釘 ． 鎚） 一覧
種別 造 物 番号 出 土追構 法鈷 ・ 備考

釘 埋 ー 828 21SD1 長 (4.9) ・ r11",1 12 · ]厚10cm。
埋 ー 829 21SD1 長 (52) ・ 幅13 · ］厚07cm。
埋 ー 830 21SD1 長51 ・ 幅11 · /厚05cm。
埋 ー 831 21SD1 長 (54) ・ 輻05 · 厚05cm。
埋 ー 832 21SD1 長 (7  5) ・ 輻05 · 厚06cm。
埋 ー 833 21SD1 長 (80) ・ 輻08 · I厚04cm。
埋 ー 834 21SD1 長 (94) · 111i\07 · I厚0.4cm。
埋 ー 1668 21SE2 長 (53) ・ 輻06 · )厚0.6cm。
埋 ー 1669 21SE2 長 (69) . 111甑\0.6 · ）早04cm。
埋 ー 1670 21SE2 長 (8.3) I|liil.0. 1旱07cm。
埋 ー 1671 21SE2 長 ( 1 14)  幅09 ・ 駆07cm。
埋 ー 4002 41SK7 長 (48) ・ 輻05 · I旱04cm。
69 - 370 2 1SD2 長 (9 5) ・ 幅04 · 厚04cm。
69 - 371 2 1SD2 長 (42) ・ 輻1 . 1 . I厚07cm。
72 - 291 72SD1 (43) · 0.7 · 07cm。
72 - 730 72SD2 (58) · 0.6 · 04cm。

鎚 埋 ー 1677 21SE2 li: (6 5) · 111il6 0 · I厚02cm。

- 353 -



皿 発掘調査の成果

鉄鏃 23SD2から 1 点出土しているものの、 時期は不明である。
小札 52SK24から 3 点が出土している（ 図210、 52 -6026 · 6027 · 6028)。 平面は頂部が丸みを帯び
た長方形で、 全体が判明する資料は長軸7.9~8.6cm程、 短軸4.2~4.3cm程である。 0.3cm程の穿孔があ
り、 穿孔は2 列でそれぞれ 7 個並ぶ。

〇祭祀具
輪宝 ・ 概 28SX1の項で既述のとおり、 28SX1から 7点のかわらけとともに土坑に埋納された状態で
出土している （図262)。 輪宝 （埋 ー 4082) は銅製で径20cm程に復元でき、 連珠がめ ぐる外輪から、
軸が中央 に伸びる。 軸は完形であれば 8 本と推測できる。 檄 （埋 ー 4083) は鉄製で長軸27cm程であ
る。
火舎 ・ 花瓶 鉄の鋳物で、 21SK108から上（花瓶） 下 （ 火 舎） に重なる状態で出土している。 火 舎

（ 埋 ー 3617) は外径40.0 ・ 内径30.0 · 高13.2 ・ 鍔幅5.1 ・ 湯 口 径2.1 · 2.5cm程である。 湯口は丸形である。
吊 り 手が2 個付き、 獣脚が 3 足付く。

花瓶 （埋 ー 3618) は高29.7cm程、 最大径32.2cm程である。 接合部の径14.5~17.2cm程である。 本体
部は高さ18.4 ・ 外径最大32.2cm程で、 開 口部の外径20.9cmである。 鍔幅3.9 · 2.1 ・ 厚0.5~ 1.5、 脚部は
高11.3cm程である。 外面は唐草文と蓮弁文が描かれ 、 耳が2 個付 く 。 裾に突起が付く。

〇容器
内耳鉄鍋 21SD1から 1 点が出土している（埋 ー 822)。 口 径33.6 ・ 器高16.9 · 器厚0.5cm程で、 内面に
2 個の耳が付く。 単純な底部から、 口 縁がやや外に反る。 底部に丸形の湯 口が観察できる。
提子金具 90 -67で遺構検出時 に 出士している(50次調査、 50 -5012)。 銅 製で、 幅1.2cm程で残存
長6.7cm程である。 本資料は下部が欠損してお り 、 全形は不明である。 志羅山遺跡21次調査例（平泉
町教委1993) と類似する。

〇服飾具
和鏡 松双鶴 鏡 が31SE2から 1 点 （埋 ー 2902) 出 土している。 松 双 鶴 鏡 は径11.5cm程で、 周 囲に松
とみられる樹枝文が配され、 中心 に 双鶴が置かれる。 なお、 平泉 周辺では鋳型が出土している （志
羅 山 遺跡37次調査、 平泉町教委1995)。 北上川東岸の里遺跡では2 面の 鏡 が出土している （岩手埋文
2002)。 鋳型などからは平泉周辺で 鏡生産が行われていたことが分か り 、 松双鶴 鏡 についても平泉周
辺での生産の可能性が指摘されている （杉山2002、 久保2010)。 報告書掲載時の12世紀後半との年代
比定は 、 出上遺構の土器類から12世紀中葉に遡る可能性が高い。 ただし、 既往の研究による評価を大
き く 変更する内容ではないと思われる。

このほか、 八稜 鏡 が28SE9から 1 点（埋 ー 2481) 出土している。 八稜 鏡 は小 破片のため全形は不明
である。

0 そ の他

雑具 金銅製の掛金具が21SD1から 1 点（ 埋 ー 823)、 金 銅 製の飾り具が21SD1から 1 点（ 埋 ー 824)
紡錘車は21SD1から1点 （埋 ー 825)、21SX4から軸部が 1 点（埋 ー 4289)、 毛抜きが21SX4から 1 点 （埋
-4290) 出土 している。
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皿 発掘調壺の成果

銭貨 12世紀代の遺構な どからは宋銭 6点が出土し 表51 銭貨一 覧
ている。

なお、 21次調査で検出された中世後期以降の柱穴
から一括埋納の貨幣が29枚出土している。 そのなか
には皇宋通宝、 元祐通宝を含む（ 岩 手埋文1989)。
したがって、 表土出土資料などはこれらが12世紀代
に用いられたことを示すものではない。

追物番号
埋 ー 835

埋 ー 1339
埋 ー 3295

種別
政和通宝
大観通宝
至道元宝
開元通宝
聖宋元賓
熙寧重宝

出土辿梢 備考
21SD1  北宋 初 鋳 1 1 1 1年
2 1SX4 北宋 初鋳 1 107年
41SD2 北宋 初鋳995年
31SE9 唐 初鋳621年
56次調査 北宋 1101年
1 1 次

銅 印 50SE3から 1 点が出土している（ 図180)。 50SE3の項で既述したとおり、 同じ遣構から 白 磁 四
耳壷などが出土している。「磐前村印」 と陽刻され、 持ち手側に「上」 の陰刻がある。
鉄鈴 23SK83から1点が出土している（ 埋 ー 3676)。

②土 ・ 石製品
土器 かわらけの大皿、 小 皿以外の少最出土した特徴的な土器について記す。

底部を打ち欠いて穿孔する穿孔かわらけは、 ロ ク ロ かわらけと手づくねかわらけの両者があり、 そ
れぞれ大皿と小 皿のいずれにもみられる。 出土は内側の堀跡 (21SD1 · 72SD 1) で多く出土している
ほか、 井戸跡などから出土している。 55SX1からは合わせ Dの状況で、 まとまって出土している。

----- -

l 

•I 

l 

- 356 

戸 ＼
| 

埋—3618

図289 金属製品実測図 (2)

、\、- -
埋—822

( 1 .: 8) 20cm 



表52 穿孔 か わ ら け 一 覧

辿物番り 追構
狸 ー 131 21SD1 
埋 ー 171 21SD1 
JJlt - 1 76 21SD1 
埋 ー 179 21SD1 
狸 ー 893 21SD1 
埋 ー 947 21SD1 
埋 ー 959 21SD1 
埋 ー 1883 21SE3 
埋 ー 1884 21SE3 
埋 ー 1937 21SE4 
埋 ー 2437 28SE8 
埋 ー 3023 31SE7 
埋 ー 3024 31SE7 
埋 ー 3025 31SE7 
埋 ー 3787 28SK18 
埋 ー 3788 28SK18 
55 - 377 55SX1 
55 - 378 55SX1 
55 - 379 55SX1 

備考
手大。 137 · 29cm。
ロ 大。 133 · 3 3 · 7 5cm。
手大。 12.7 · 30cm。
手大。 123 · 31 cm。
手小。 98 · 19cm。
手小 100 · 23cm。
手大 13 7 · 26cm。
ロ 大。 143 · 37 · 76cm。
ロ 大。 140 · 36 · 70cm。
手大。 131 · 25cm。
ロ 大。 05.l ) · 31 · 82cm。
手大。 134 · 29cm。
手大。 126 · 23cm。
手大。 125 · 30cm。
手大。 139 · 29cm。
ロ 大。 145 · 37 · 79cm。
手小。 97 · 20cm。
手小。 96 · 22cm。
手小。 8.8 · 20cm。

辿物 番号
55 - 380 
55 - 381 
55 - 382 
55 - 383 
55 - 384 
55 - 385 
57 - 37 
68 - 55 
68 - 56 
69 - 158 
70 - 4  
70 - 14 
70 - 60 

74 - 23 
74 - 24 
74 - 72 
74 - 157 

追構
55SX1 
55SX1 
55SX1 
55SX1 
55SX1 
55SX1 
23SG1 
68SK35 
68SK35 
21SD2 
69SX3 
21SX4 
87 - 1 10 · 
lVb層
72SD1 
72SD1 
72SD1 
72SD1 

11ii)考
手小。 8.9 · 20cm。
手小。 90 · 18cm。
手小。 94 · 20cm。
手小。 92 · 1 9cm。
手小 94 · 20cm。
手小。 92 · 20cm。
手小。 128 · 29cm。

3 出土辿物

ロ 大。 155 · 3 2 · 9 1cm。
ロ 大。 162 · 3 l · 10.1cm。
手小。 80 · 17cm。
ロ 大。 140 · 40 · 84cm。
手小。 88 · 19cm。
手大。 150 · 36cm。

ロ 大。 145 · 76 · 51cm
ロ 大。 一 ・ 一 • 68cm。
手小。 96 · 20cm。
ロ 大。 146 · 75 · 38cm。

こ の ほ か 、 刺 突 に よ る 穿孔 も あ る （埋 ー 931 、 埋 ー 932 、 埋 ー 2741 、 埋 ー 3789 、 64 - 78、 76 - 939) 。

紡錘車で あ ろ う か。

内 折 れ か わ ら け は 手づ く ね に よ る 成形 で 、 口縁部が内側 に 折 れ 曲 が る コ ー ス タ ー 状 の 器形で あ る 。

概 ね 手づ く ね か わ ら け 小皿程度 の 大 き さ で あ る 。

表53 内 折 れ か わ ら け 一 覧

辿物番号 辿構 備考
埋 ー 1 21SD1 9.1 · l 7cm。
埋 ー 57 21SD1 中央に穿孔あ り 。 78 · 15cm。
埋 ー 1407 23SG1 8.4 · 72cm。
埋 ー 3010 31SE7 (68) · 13cm。
埋 ー 301 1 31SE7 ( 72) · 1 1cm。
埋 ー 3041 31SE7 (8 6) · 1 1cm。
埋 ー 3115 31S£7 93 · 18cm。
埋 ー 3554 21SK81 92 · l 0cm。
埋 ー 4008 21SD4 82 · 16cm。
49 - 6  49SD24 (7 l )  · 11cm。
49 - 7 49SD24 (86) · 10cm。
49 - 8  49SD25 (76)  · 12cm。
49 - 158 49SX9 
49 - 212 88 - 72 皿 b層 (82) · ( 10) cm。
49 - 213 86 - 73 皿 b膀 (80) · 14cm。
49 - 214 88 - 72 皿 b膀
52 - 395 52SE8 98 · 12cm。
55 - 88 55SK1 10.6 · 16cm。
56 - 19 56SK28 92 · 13cm。
57 - 131 90 - 71 9.0 · 11cm。
72 - 201 72SD2 (88) · ( 13) cm。
73 - 218 72SD2 63 · 12cm。
73 - 219 72S02 - · 09cm。
74 - 34 72SD1 (70) · 1 .4cm。
74 - 35 72SD1 ー ・ 12cm。
74 - 37 72SD1 (80) · 13cm。
74 - 203 72SD2 (70) · 10cm。
74 - 231 72SD2 - · 08cm。

辿物番号 造構
76 - 229 21SD1 
76 - 230 21SD1 
76 - 231 21SD1 
76 - 232 21SD1 
76 - 336 21SD1 
76 - 337 21SD1 
76 - 338 21SD1 
76 - 928 21SD2 
77 - 56 21SD1 
77 - 57 21SD1 
77 - 58 2 1SD1 
77 - 198 21SD1 
77 - 199 21SD1 
77 - 200 21SD1 
77 - 201 21SD1 
77 - 202 21SD1 
77 - 477 77SK1 
77 - 517 85 - 102 
77 - 518 85 - 102 
78 - 124 21SD1 
78 - 125 21SD1 
78 - 126 21SD1 
78 - 308 21SD1 
78 - 309 21SD1 
78 - 399 78SD1 
78 - 400 78SD1 
78 - 401  78SD1 

備考
ー ・ 12cm。
76 · 13cm。
ー ・ 1 . 1cm。
ー ・ 1.2cm。
- · 05cm。
ー ・ 11cm。
- · 08cm。
- · 09cm。
- · 09cm。
- 1 .1cm。
- · 1 .0cm。
(9.0) · 09cm。
(7.8) · 11cm。
ー ・ (09) cm。
ー ・ ( 1 0) cm。
ー ・ ( 12) cm。
ー ・ (06) cm。
ー ・ 18cm。
- · 06cm。
(90) · (08) cm。
ー ・ (08) cm。
ー ・ (0.8) cm。
ー ・ (08) cm。
ー ・ (09) cm。
ー ・ ( 10) cm。
ー ・ ( 1 1 ) cm。
ー ・ (08) cm。
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皿 発掘調査の 成果

こ の ほ か に 、 小 型 の 壷 （ 埋 ー 837) 、 土 鍋 （ 埋 ー 840 · 1264 · 1324 · 1602 · 3421 · 4842) 、 鉢 （埋 一

3422 · 3874) 、 内耳土鍋 （埋 ー 4087) 、 瓦器 と さ れ る 資料 （埋 ー 1265、 52 - 6018) 、 土製脚 (50 - 5002 、

55 - 5002、 75 - 171 ) 、 大型の破片 (50 - 5003) な どがあ る 。

円盤状土製品

側面 を 調整 し て 円盤状 に 整形 し た 円 盤状土 製 品 があ る 。 ま た 、 こ れ ら に 類似 し た 資 料 に 円 盤石製品

や 陶 製 円 板があ る 。 周 縁 の 研磨が顕著 な も の や 、 き わ め て 小 型 の 資料が含 ま れ る 。 材 質 の 異 な る 円 盤

状 製 品 の 存在か ら 印 地打 ち な ど に 用 い た 遊戯具や 、 祭祀に 関 わ る 資料 を 含 む こ と が想定 さ れ る 。 円 盤

状土製 品 で も 打 ち 欠 い た だ け の も の と 周縁 の 研磨 が顕著 な も の が あ り 、 小型 の 資 料 な ど も 注 目 で き

る 。

表54 円 盤状土製品

造物番号 造構 備考 辿物番号 造構 備考
埋 ー 788 21SD1 径34 · 37 ・ 厚1.0cm。 埋 ー 4817 90 - 103 径64 · 69 ・ 厚09
埋 ー 789 21SD1 径43 · 4.6 · 厚11cm。 埋 ー 4818 94 - 90 径55 · 57 ・ 厚 11
埋 ー 790 21SD1 径5.0 · 54 · 原07cm。 埋 ー 4819 90 - 103 径57 · 58 · 厚1 .2cm。
埋 ー 791 21SD1 径49 · 5.0 ・ 厚08cm。 埋 ー 4820 88 - 103 径4.7 · 4.9 ・ 厚10cm。
埋 ー 792 21SD1 径52 · 54 · 厚1 .4cm。 埋 ー 4821 93 - 96 径55 · 56 · 厚09cm。
埋 ー 793 21SD1 径55 · 60 ・ 厚09cm。 埋 ー 4822 95 - 98 径60 · 61 ・ 厚11cm。
埋 ー 794 21SD1 径61 · 64 ・ 厚09cm。 埋 ー 4823 94 - 90 径59 · 6.0 ・ 厚12cm。
埋 ー 795 21SD1 径61 · 6.2 ・ 厚11cm。 埋 ー 4824 95 - 99 径6.4 · 69 ・ 厚08cm。
埋 ー 796 21SD1 径66 · 厚0.7cm。 埋 ー 4825 92 - 97 径69 ・ 厚1.2cm。
埋 ー 797 21SD1 径63 · 67 ・ 厚1.0cm。 埋 ー 4826 92 - 97 径52 · 67 · 厚12cm。
埋 ー 798 21SD1 径90 · 94 ・ 厚12cm。 埋 ー 4827 95 - 108 径 (67) · 69 ・ 厚12cm。
埋 ー 799 21SD1 径54 ・ 厚10cm。 埋 ー 4828 92 - 97 径68 · 7 4 ・ 庫1.1cm。
埋 ー 800 21SD1 径64 · 67 ・ 厚1.2cm。 埋 ー 4829 90 - 80 径31 ・ 厚06cm。
埋 ー 801 21SD1 径8.0 · 84 ・ 厚11cm。 埋 ー 4830 94 - 90 径34 ・ 厚1.0cm。
埋 ー 802 21SD1 径 (87) ・ 厚09cm。 埋 ー 4831 89 · 90 - 79 径37 · 4.0 ・ 厚10cm。
埋 ー 803 21SD1 径95 ・ 厚11 · 孔径07cm。 埋 ー 4832 89 - 99 径34 · 40 ・ 厚09 · 孔径03cm。
埋 ー 929 23SD34 径5.0 · 55 · 厚04cm。 埋 ー 4833 91 - 97 径61 · 62 ・ 厚10 · 孔径0.9cm。
埋 ー 930 23SD34 径7.1 · I厚 11cm。 埋 ー 4834 92 - 90 径65 · 66 · 厚10 · 孔径06cm。
埋 ー 931 23SD34 径94 ・ 厚09 · 孔径10cm。 埋 ー 4835 93 · 94 - 90 径4.0 ・ 厚09cm。
埋 ー 932 23SD34 径54 · 57 ・ 厚12 · 孔径13cm。 47 - 2  47SK13 径66 ・ 厚12cm。
埋 ー 1363 78 - 66 - pl2 径2.1 · 2 2 ・ 厚09cm。 49 - 137 49SE1 径67 ・ 厚09cm。
埋 ー 1372 76 - 70 - P2 径54 · 55 ・ 厚10cm。 49 - 138 49SE1 径65 ・ 厚09cm。
埋 ー 1594 21SE1 径73 · 77 · 厚09cm。 49 - 139 49SE1 径60 · 厚10cm。
埋 ー 1595 21SE1 径65 · 70 ・ 厚1.0cm。 49 - 140 49SE1 径61 ・ 厚09cm。
埋 ー 1596 21SE1 径63 · 73 ・ 厚12cm。 49 - 141 49SE1 径51 ・ 厚12cm。
埋 ー 1597 21SE1 径65 · 67 ・ 厚12cm。 49 - 160 49SX6 径41 ・ 厚09cm。
埋 ― 1598 21SE1 径67 ・ 厚12cm。 49 - 161 49SX6 径60 ・ 厚09cm。
埋 ー 1910 21S£3 径 (8.4) ・ 厚25cm。 49 - 200 49SX10 径5.2 ・ 厚07cm。
埋 ー 1911 21SE3 径76 ・ 厚11cm。 49 - 215 76 · 77 - 88 径50 ・ 厚09cm。
埋 ー 2741 28SE16 径 (4.8) · 56 · 厚12 · 孔 径 49 - 216 76 · 77 - 88 径55 ・ 厚09cm。

0.4cm。 72 - 92 72SD1 径66 · 厚1.1cm。
埋 ー 3433 21SK43 径6.0 · 63 ・ 厚 13cm。 73 - 144 72SD2 径7.2 ・ 厚0.8cm。
埋 ー 3606 21SK96 径54 · 57 · 厚 12cm。 74 - 2  72SD1 径7.0 · I厚1 .2cm。
埋 ー 3624 23SK19 径2.3 · 2.6 ・ 厚05cm。 74 - 180 72SD1 径4.2 · 厚1 .3cm。

74 - 195 72SD1 径51 ・ 厚0.8cm。
埋 ー 3789 23SK18 径37 · 39 ・ 厚09 · 孔径05cm。 75 - 15 72SD1 径54 ・ 厚1.4cm。
埋 ー 4813 90 - 103 径52 · 54 ・ 厚 1.2cm。 75 - 20 72SD1 径72 ・ 厚1.0cm。
埋 ー 4814 94 - 90 径52 ・ 厚0.9cm。 75 - 48 72SD2 径6.4 ・ 厚 15cm。
埋 ー 4815 92 - 95 径59 · 62 ・ 厚12cm。 77 - 6  21SD1 径57 ・ 厚0.9cm。

77 - 40 21SD1 径53 ・ 厚14cm。
埋 ー 4816 77 - 71 径63 · 66 ・ 厚 11cm。 78 - 2  21SD1 径64 ・ 厚17cm。
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3 出土辿物

石 製 円 盤 石製の円 盤は内側の堀 跡(21SD1) から 2 点出土 し ている（埋 ー 805 · 806) 。
壁土 壁土は火を受けた資料が残存 し ており、 主に遣構内の埋土から出土している資料について取り
上げる。 これ以外に も 検出面等からの出土がある。

出土造構は比較的まとまりがあり、 23SG1池跡の北東側に多いほか、 52SE8で多く 出土 し ている。
また76次調査では人為堆積土の崩落土に多く滉入していた。 追跡内で も 最終末に近い時期とみられる
31SE7、 52SE8から多 く 出士している点 も 特徴的である。

木舞の痕跡が残る資料 も あり、 木舞の間隔が4~ 5 cm程の値を示す も のがある も のの 3 ~ 7cm程
とばらつきがある。 なお、 壁土の中には白色に仕上げられた資料が含まれる。 これについては成分分
析が行われており （文化財保存計画協 会2007) 、 白 漆喰ではなく白土に よ る仕上げ層と推察されてい
る。

表55 遺構 ご と の 出土量 （壁土）
追構名 点数

28SE1 1 
28SE2 19  
28SE3 38 (2064g) 
28SE5 7 
28SE6 5 
28SE7 3 
28SE9 4 
28SE10 2 
28SE1 1  13  
28SE12 2 
28SE13 2 
28SE15 2 
28SE16 2 
28SE17 2 
31SE5 4 
31SE6 64 (5178g) 
31SE7 1 74 ( 1 1576g) 
3 1SE9 1 
23SK96 1 

石鍋 ・ 温石 石鍋は5点 出土 し ている。 把手付
きの 1 点は器形が把握でき、 その他は口縁部の
みの破片である。 埋 ー 1360は方形の耳が残り、
口縁部は直立して立ち上がる器形である。 残存
する体部の下部では一部黒色化 し ている。 明確
な再加工の痕跡は確認できない。 追跡の中心的
な範囲の南側に位置する柱穴から出土 し 、 共伴
する追物から も 時期は確定できないが、 形態の
特徴から12世紀前半代の資料と考えられる。 こ

辿構名
28SK6 
28SK9 
28SK1 1  
28SK14 
28SK16  
28SK18 
28SK29 
28SK37 
67 - 70Pl 
52SE8 
56SK43 
56SK80 
56整地陀
68次調査
72次調査
73次調査
74次調査
76次調査

表56 滑石製品 一 覧
追物番号 種別
埋 ー 1323 石鍋
埋 ー 1360 石鍋
埋 ー 4838 石鍋
埋 ー 4839 石鍋
52 - 6009 石鍋
埋 ー 3434 温石
埋 ー 4840 温石
埋 ー 3539 温石
52 - 6010 滑石片

点数
1 
3 
2 
l 
1 
1 
3 
1 
(2003g) 
(21860g) 

粘土塊含む
37 (483g) 
(72 5g) 
(517 3g) 

(42252g) 

出土辿構 備考
41SD2 口縁部片
97 - 92P5 把手付
97 - 94 鍔あ り
77 - 66 口縁部
52SD26 体部
21SK43 右鍋転用
56 - 66 石鍋転用
21SK78 木箱 入 り
52P927 

のほか、 口縁端部から約 7cm部分まで残存する個 体 も ある。 口 縁端部から残存 し ており、 鍔を削 り
取るなどの再加工の痕 跡 も 確認できず、 把手付の器形の可能性 も ある。 内外面と も に炭化物が付着す
る。 この他は口縁部、 体部片 と もに小片で器形の全体は不明である。

同 じく滑石製品と し て、 温石が 3 点出土 し ている。 温石には石鍋の転用品と、 非転用の湿石製品が
ある。 埋 ー 3539は完形で、 木箱に入った状態で出土している。
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Ill 発掘調査の成果

硯 陶硯が1点、 転用硯（ 猿面硯） が 1 点、 石硯が4点 ある。 既述の木製品の硯 1 点と合わせて、 6
点出土している。

表57 硯一 覧
遺物番号 種別 出土辿梢 備考

埋•3959 木硯 31SK80 長 137 ・ 幅6.2 ・ 厚14cm。
埋-807 石硯 21SD1  直 (45) ・ 幅 ( 132) ・ 厚06 · 縁高13cm。
埋—808 石 硯 21SD1  長 (40) · 1[1苗36 ・ 厚03 · 縁高09cm。
埋-809 石 硯 21SD1 長 (8. 1 ) ・ 幅10 1 ・ 厚10 · 縁高1.1cm。
埋-3857 石 硯 31SK42 長8.6 ・ 幅47 · ｝厚 15cm。
埋-2901 陶硯 31SE2 長 (79) ・ 幅53 ・ 厚17cm。
埋•3876 猿 間 硯 31SK70 長 123 ・ 輻95 · 厚13-2lcm。

金鉱石 金付着礫として報告されている 1 点が出土している（ 埋 ー 2693) 。
琥 珀 原 石 31SE6から 2 点(2994、 写 図230) のほか破片が多数、 41SD2から 1 点、 73 -83から破 片
が多数出士している。 このほか、 23SG1、 31SE3、 31SE4、 31SE5、 31SE7、 36SE2から破片 が出土し
ている。
碁石 碁石は径1.5~2 cm前後の円形で、 器厚は 1 cm弱 と なるものが多い。 色調から黒子と 白 子があ
る。 確認された資料では黒子が多く、 白子は少ない。 この 出土量の差が、 白 子には他の材質を用いた
こ と事例があることを反映するのであれば興味深い傾向である。 調整痕跡等では表面に擦痕が確認で
き る資料もあ るものの、 多くは加工痕跡が明瞭ではなく、 自 然の川原石 等が多数を 占 め る。 そのた
め、 表土出土資料の場合や12世紀代の遺構出土の資料についても碁石かどうか判別が難しい資料が含
まれる。 資料の形態変化が少ないため時期的な課題も残る。 多くの点数がまとまって出土した事例な
どは、 碁石にあたる可能性が高いと判断できる。

その他碁石の可能性があるものも散見されるが 、 自 然石の可能性もあり確定で き ない。

表58 碁石
辿物番号 辿構 備考 遺物番号 逍構 備考

埋 ー 1397 31SA2 径 15 ・ 厚05cm。 黒。 50 - 5002 50SK1 径 18 · 厚08cm。 白。
埋 ー 1536 23SG1 径 15 ・ 厚05cm。 黒。 56 - 5006 56SK26 径25 ・ 厚11cm。 黒。
埋 ー 1537 23SG1 径 18 ・ 厚07cm。 黒。 57 - 5005 57SE1 径25 ・ 厚08cm。 黒。
埋 ー 2376 28SE4 径24 ・ 厚09cm。 白。 68 - 199 6b陪 碁石か
埋 ー 2740 28SE16 径23 ・ 厚1.1cm。 黒。 68 - 200 6b層 碁石か

31SK58 74次 72SD1 2点
埋 ー 3883 31SK74 径 1.9 ・ 厚07cm。 黒。 74次 72SD2 3点
埋 ー 4004 41SK7 径18 ・ 厚07cm。 黒。 以下参考
49 - 482 径 1 .8 . 厚06cm。 黒。 1 1 次 16点
49 - 483 49SX6 12次 6点
50 - 5010 37SE2 径 16 · 厚05cm。 白。

双六駒 平泉町教育委員会に よ る11次調査で 1 点出土している(11次調査、 平泉町教委1983) 。
羽 口 羽 口は遺跡内から多く 出土しているものの、 12世紀代と明確に把握で き る資料は 少ない。

鉄滓も埋土に含まれる場合があるものの、 まとまった出土は確認されていない。
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表59 羽 口

逍物番号 辿桃 f1iii 考 辿物 番号 迅構 備考
狸 ー 804 21SD1 50 - 5006 91 - 67 時期小明

21SD7 50 - 5007 12 ! 1 t紀か
郡 ー 1261 41SD2 52 - 6022 52SD26 
埋 ー 1262 41SD2 55 - 5011  
23次 l 2 、,.'.( 68 - 197 
狸 ー 1532 23SG1 (iか24 、1.’f. 68 - 198 

28SE2 1点 68次
28SE13 1点 69次 21SD2 1 .'炊

3 1次 1 1 、1· 1.• i、 72次 72SD1 
埋 ー 2944 31SE2 72次 72SX1 

36SE3 73次 72SD1 l 、点
且1\ - 4070 21SC1 74次 72SD1 9点
50 - 5004 90 - 68 1 時·j リ1不 1

・
リ 1 74次 72SD2 6点

50 - 5005 93 - 69 1時期不 明 76次 72SD1 7点

砥石 砥 石 は遣跡 内 か ら 多 く 出 土 し て い る も の の 、 12世紀代 と 明確 に 把握で き る 資料 は 少 な い 。

な お 、 古 代 の 竪穴遺構 で あ る 21SI1 か ら も 2 点 出土 し て い る 。

表60 砥石

辿物番号 辿構 備考 辿物番号 辿構 備考
辿 ー 810 21SD1 64 · 40cm。 52 - 6004 52P534 
埋 ー 81 1 21SD1 58 · 23cm。 52 - 6005 52SD24 
迎 ー 812 21SD1 58 · 23cm。 52 - 6006 52SD24 
埋 ー 813 21SD1 7 4 · 48cm。 52 - 6007 52SD26 12枇紀
埋 ー 814 21SD1 89 · 63cm。 52 - 6008 52SD27 
埋 ー 815 21SD1 7 2 · 8.5cm。 55 - 5004 55SX1 12世紀
埋 ー 817 21SD1 62 · 40cm。 55 - 5005 55P282 
埋 ー 818 21SD1 136 · 62cm。 55 - 5006 55SD4 
埋 ー 926 23SD34 124 · 58cm。 55 - 5007 55SD14 
埋 ー 1263 41SD2 84 · 48cm。 59 - 5001 
埋 ー 1582 21SE1 54 · 48cm。 68 - 201 
埋 ー 1673 21SE2 105 · 6.1cm。 69 - 372 21SD1 
49 - 484 49SD15 69 - 373 検出面
49 - 485 49SX10 刻画 あ り 。 54 · 40cm。 74次 72SD2 3点
49 - 487 87 - 72 108 · 62cm。 そ の ほ か検出而か ら 1 点
50 - 5008 42SD1 12世紀 以下参考
52 - 6002 52P372 1 1 次 2点
52 - 6003 52P498 13次 5点

士甘渦 52SE 10か ら 1 点 (52 - 528) 、 56次調査で 2 点 (56 - 5001 · 5002) 21SX4か ら 1 点 出 土 し て い る 。

土錘 23SD34か ら 1 点 、 表土 (93 - 9 1 ) か ら 1 点 出 土 し て い る 。 な お 、 古 代 の 竪 穴 遣構 で あ る 21SI1

か ら 2 点 出土 し て い る 。

石帯 21SE2か ら 1 点 出 土 し て い る 。 周 囲 に 古 代 の 造構 も 存在 し て お り 12世紀 代 の 追物 か確定で き な

い も の の 、 平泉 町 内 で の 出 土事例 も あ る （志羅 山追跡2 1 次調 査 、 平泉 町教委1993) 。

穴 あ き 石 52SE8の 5 層 か ら 出 土 し た 粘板 岩 で 、 貝 の 巣 穴 に よ る 穴 が 多 数 あ く 。 毛越寺の類例 な どか

ら 庭 園 等 の 石 に 用 い ら れ た と み ら れ る 。 59次調査で も 2 点が 出 土 し て い る 。

こ の ほ か 、 水 晶 片 が21SD1 、 28SK18、 23SG1 か ら 出 土 し て い る 。
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3 出土辿物

鬼瓦 本来は瓦の項 に 分類記すべき資料だが、 1 点のみの出土のためここで記す。 41次調査に際して、
内側の堀(41SD2) のY= 58 · 59、 X=68グリッドか ら 出土している。 他の瓦類の分布傾向等はやや異
にするよう に捉えられる。 長さ12.5cm、 幅14.8cm、 厚さ2.5cm程で、 焼成は 軟 質である。 左下半のみ
の破片で、 全形の大きさや文様は不明である。

③動植物遺存体
〇動物遺存体

図290-2 そ の他遺物 (2)

( 1 .: 4) 1 0cm 

動物遺存体は報告事例が少ないものの、 遣跡内で堀などを中心 に 散見される。 分析事例が少ないた
め詳細 に は判然としない部分が残るが、 出土が確認できる事例をまとめる。 また、 ト イ レ 状土坑など
では寄生虫分析も行われている。

表6 1 動物遺存体 の 出 土遺構
追梢 種別

21SD1 獣骨
41SD2 ガム シ の 羽 · 獣骨
21SX4 動物骨
38次潤査 シ カ の 顎骨
72SD1 （ 猫 間 ヶ 淵 周 辺 ） 動物骨 ニ ホ ン ジ カ 、 イ ノ シ シ な ど。 12fl l：紀以降の堆栢 か。
72SD2 （ 猫 間 ヶ 淵周辺） 動物骨 ニ ホ ン ジ カ な ど。 1 2世紀以降 の 堆粕か。
21SE1 動物骨
31SE1 獣骨片
31SE2 吠骨 片
31SE4 シ カ 下顎骨
31SE7 獣骨片
31SE8 獣竹 片
31SK80 欣骨 片

〇植物遺存体
植物逍存休 はまとまった事例はないものの、 ト イ レ状土坑を中心 に 土層中などに包含されるものが

散見される。 ここで は出土が確認できる事例をまとめる（ 表63)。 なお、 種実分析などが行われてい
るほか、 花粉分析も行われている（ 表60) 。

敷葉工法等の植物質のエ法とみ ら れるの は遺跡南端部の21SX4（本文編52頁） と21SD1の一 部であ
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rn 発掘調査の成果

る （本文編53頁） 。

表62 植物遺存体の 出 土遺構

巡構名 種別 追構名
21SD1 種実 23SK80 
41SD2 コ ナ ラ の葉 23SK81 
21SX4 ウ リ 科種子 23SK83 
21SE1 ウ リ 科種子 28SK14 
21SE2 ウ リ 科種子 、 ク ル ミ 、 桃 28SK23 
21SE3 ウ リ 科種子 31SK18 
2 1SE4 ウ リ 科種子 、 桃の種 31SK27 
28SE4 ウ リ 科種子 31SK33 
28SE9 ウ リ 科種子 31SK40 
28SE1 1  ウ リ 科種子 31SK41 
28SE12 ウ リ 科種子 31SK46 
28SE13 ウ リ 科種子 31SK58 
28SE15 ウ リ 科種子 31SK70 
31SE1  ウ リ 科種子 31SK80 
31SE2 ウ リ 科種子 31SK87 
31SE3 ウ リ 科種子 、 ク ル ミ 、 桃 36SK8 
31SE4 ウ リ 科種子 36SK9 
31SE6 ウ リ 科種子 36SK23 
3 1SE7 ウ リ 科種子 41SK7 
31SE8 ウ リ 科種子 52SK9 
36SE3 ウ リ 科種子 、 桃 52SK24 
21SK16 ウ リ 科種子 55SK41 
21SK43 ウ リ 科種子 55SK51 
21SK48 ウ リ 科種子 56SK26 
21SK49 ウ リ 科種子 56SK27 
21SK53 ウ リ 科種子 、 桃 56SK28 
21SK54 ウ リ 科種子 、 桃 56SK29 
21SK55 ウ リ 科種子 56SK33 
21SK63 ウ リ 科種子 56SK53 
21SK80 ウ リ 科種子 70SE1 
21SK81 ウ リ 科種子 、 桃 70SE3 
21SK95 ウ リ 科種子 、 ク ル ミ 70SK20 
21SK96 ウ リ 科種子 70SK22 
21SK104 ウ リ 科種子 70SK24 
23SK10 桃 、 ク ル ミ 56SK52 

表63 柳 之御所遺跡 自 然科学分析等一 覧

I 執筆 I 題 目
高橋利彦 柳之御所跡第23次 • 3 1 次調査出土材の樹種
能城修一 柳之御所跡か ら 出土 し た 木製品の樹種
菊 池美智子 柳之御所跡か ら 出土 し た 漆池 し 布 の鎧別結果報告
苅 谷道郎 柳之御所跡出 土 ガ ラ ス 片
パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳之御所跡 自 然科学分析

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳之御所跡造営時の植生 に つ い て
金原正明 ・ 金原正子 ・ 中 柳之御所跡の寄生虫卵 ・ 花粉 ・ 種実の分析
村亮仁
三辻利ー ・ 金枝正志 柳之御所跡出土須恵器 ・ 中世陶器の蛍光X線分析
赤沼英男 柳之御所辿跡出土鉄製造物の金屈学的解析
永嶋正春 柳之御所辿跡出土銅印の素材 に つ い て
パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳之御所辿跡か ら 出土 し た 木製品 の 樹種
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種刷
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子 、 梅
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子 、 植物茎
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子 、 草本頬
ウ リ 科柾子 、 草本類
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子 、 梅 、 植物種子
ウ リ 科種子
ウ リ 科種子
梅 、 針葉樹樹皮 、 広葉樹葉

ウ リ 科種子
種子
種子
種子
種子
種子
種子
種子
種子
種子
種子類
種子類
種子類
種子頷
種子類
種子類

報告書名 分析項 目
岩埋文288集 、 樹種
1995年 樹種

植 生 分 析 （ 花 粉 分
析 ・ 種実分析 ・ 珪藻
分析）
花粉分析

岩 文 1 1 1 集 、 2001年



3 出 土辿物

「柳之 御所逍跡第56次調 査 出 土材の樹杜
』

詞 柏 利 彦 岩文1 17狛 、 2003年
執箪 題 I I 報告内 名 分析J[i l= I

l,·
’
:j低 利 彦 柳之 御所辿跡 第55次調 壺 出 土材の樹杜

I | i屁＇拉災UiJfぅEり［・ 柳之 御所辿跡の テ フ ラ
柳之 御所辿跡 に お け る 花粉分析
柳之 御所辿跡 に お け る ト イ レ 辿梢分析

光 谷拓実 柳 之 御所辿跡出 土 木 製 品 の 1卜輪年 代測定結 果 岩文121狛 、 2006介
1Jl l i也器分析研究所 ー｛ l：： ィt i!！il ぅヒ命'i 甘i— AMS年 代測定
古塚翔研究所 柳之御所辿跡に お け る 放射性炭素年 代測定 炭索年 代測定
岩手県教育 委 員 会 柳之御所辿跡園 池 (23SG1 ) の 水源測定 岩文123組 、 2007年
古環境研究所 柳之御所辿跡 に お け る 植物珪酸 体分析
上 田 弥生 柳 之 御所辿跡12祉紀出土木製 品 の 樹種 同 定
文化財 保存計画協会 柳之 御所辿跡出土壁材調査
古 代 の 森研究舎 土棋分析 岩文125集 、 2008年 1E斗分 • 寄：生虫卵 ・ 種

実
柾実分析
樹 柾 同 定
放射性炭 素 年 代測定

古炭培研究所 出土木材樹種同定 岩文127集 、 2009年
テ フ ラ 分析
放射性炭素年代測定
微化石 （花粉 ・ 珪涵 ・ 種実） 分析

古代 の森研究舎 自 然科学分析 岩文130梨 、 2010年 放射性炭素年代測定
花粉化石群
種実分析
珪藻化石群

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 自 然科学分析 岩文133集 、 201 1 年 放射性炭素年代測定
花粉分析 • 寄生虫卵
分析
種実分析
樹 種 同 定
骨伺定
脂質分析

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 自 然科学分析 岩 文135集 、 2012年 放射性炭素年代測定
テ フ ラ の 分析

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 自 然科学分析 岩 文137集 、 2013年 放射性 炭 素 年 代 測 定
樹 種 同 定

加速器分析研究所 柳之御所辿跡 に お け る 放射性炭素年代 ( AMS測定） 岩 文140梨 、 2015年
パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳之御所辿跡 第75次調 査 に お け る 火 山 灰 分 析 岩 文144躾、 2015年
パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳 之 御 所辿跡第76次調査 岩文147集 、 2016年 放射性炭素年 代測 定

柳之 御所辿跡 第74次調査出土木製 品 の 樹種 同 定 微細物分析
パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 柳之 御所辿跡第75次調 査 出 土 木 製 品 の 樹 種 同 定 岩文 150躾 、 2017年
1JI l i束器分析研究所 柳之 御所辿跡 に お け る 放射性炭素年代 ( AMS測定） 岩文 153集 、 20 18年
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